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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。



本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













凡　例





一　本書は、三巻本の校訂本文による『枕草子』の注釈である。本文を立てるに当っては、田中重太郎博士の『校本枕冊子』（古典文庫刊）に依拠した。記して謝意を表する。

一　『枕草子』の現存諸伝本に関する解説と、本書の校訂の方針については、巻末の解説を参照されたい。本書の校訂方針は、従来採られてきた三巻本校訂の方針とはやや道を異にする点があるが、それは、主として、現存三巻本本文の本文状態に関する見解の差に基づく。

一　本文は、私に章段を立て、頭に通し番号を置いた。

一　脚注は、校異ならびに語句・事項の注釈（日記的章段の推定事件年時の指摘を含む）をこれに当てた。脚注のスペースに収めきれない場合は、校異・注釈とも、残された説明を補注に譲った。補注は脚注の延長と考えていただきたい。補注は、通し番号によって、本文の後に一括して載せる。

一　脚注における校異は、三巻本の本文を、他の能因本・前田本・堺本によって、あるいは三巻本一類の本文を、能因本以下の他系統本、三巻本二類によって訂正した場合をことわった。そのほか、注意すべき他系統本の本文を挙げた場合もあるが、それは異文の総てにわたるものではない。




　三巻本内部、あるいは三巻本一類内部に異文の対立のある場合は、多くの場合、校本によって容易に特定写本の誤写その他の理由によって正否を判定し得るので、原則としては、特に校異に挙げてことわることをしない。




一　現代語訳は、本文庫の方針により、一括して、本文・補注の後に載せる。

一　現代語訳の後に、適宜〔付説〕〔評〕の項を設けて、簡単に解説を施した章段もある。スペースへの顧慮もあって繁簡よろしきを得ないが、注意を払っていただければ幸いである。

一　本書は、上下二巻に分冊されているが、本書のこの区分は、元来は二巻に分冊されていたと考えられる三巻本本来の分冊区分に従ったものである。

一　上巻巻末に、付図（大内裏、内裏、清涼殿の図）と、関係人物の系図、ならびに解説を置く。『枕草子』は今なお多くの問題をはらむ作品であって、その総てを完全にときほぐすにはなお時日を要するであろう。解説には、校注者の私見を要約して読者の参考に供した。少なくとも問題の所在をこれによって摑んでいただければ幸いである。

一　下巻巻末に、関係年表と、語彙索引を置く。語彙索引は、語彙の総てにわたるものではないが、重要な語彙は収め得ていると思われるので、読解の参考に活用されれば幸いである。

一　本書旧版の初版は、上巻、昭和四十年八月、下巻、昭和四十一年四月の印行にかかる。本書はその改版で、旧版に全面的に目を通して、その後気付かれた点について訂正、加筆したものである。解説をほとんど全面的に書き改めたほか、章段の立て方にも改訂を加えた点がある。

一　旧版は、事情あって、松浦貞俊氏の依嘱により石田の執筆したものであるので、両名の共著になっているが、版を改めるに際して石田単独の著作とする。必ずしも本意とするところではないが、読者への責任ということも考慮して、名目を改めた。

一　旧版の成立は、貴志正造氏のなみなみならぬ熱意と理解に助けられたが、改版に際しては永持道明氏のお世話になった。両氏に厚くお礼を申し上げる。







昭和五十三年九月




石田　穣二　　
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凡　例






本　文（現代語訳）


一　春は、曙。……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

二　ころは、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

三　同じことなれども聞き耳異なるもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

四　思はむ子を　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

五　大進生昌が家に、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

六　上にさぶらふ御猫は、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

七　正月一日、三月三日は、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

八　よろこび奏するこそ、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

九　今内裏の東をば、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一〇　山は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一一　市は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一二　峰は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一三　原は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一四　淵は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一五　海は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一六　みささぎは　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一七　渡りは　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一八　たちは　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一九　家は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

二〇　清涼殿の丑寅の隅の、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

二一　生ひ先なく、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

二二　すさまじきもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

二三　たゆまるるもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

二四　人にあなづらるるもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

二五　にくきもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

二六　心ときめきするもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

二七　過ぎにしかた恋しきもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

二八　心ゆくもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

二九　檳榔毛は、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

三〇　説経の講師は、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

三一　菩提といふ寺に、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

三二　小白河といふ所は、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

三三　七月ばかり、いみじう暑ければ、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

三四　木の花は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

三五　池は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

三六　節は、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

三七　花の木ならぬは　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

三八　鳥は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

三九　あてなるもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

四〇　虫は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

四一　七月ばかりに、風いたう吹きて、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

四二　にげなきもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

四三　細殿に、人あまた居て、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

四四　殿司こそ、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

四五　をのこはまた、随身こそ　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

四六　職の御曹司の西面の立蔀のもとにて、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

四七　馬は、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

四八　牛は、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

四九　猫は、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

五〇　雑色、随身は、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

五一　小舎人童は、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

五二　牛飼は、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

五三　殿上の名対面こそ、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

五四　若くてよろしき男の、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

五五　若き人、ちごどもなどは、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

五六　ちごは、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

五七　よき家の中門あけて、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

五八　滝は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

五九　河は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

六〇　暁に帰らむ人は、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

六一　橋は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

六二　里は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

六三　草は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

六四　草の花は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

六五　集は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

六六　歌の題は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

六七　おぼつかなきもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

六八　たとしへなきもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

六九　夜烏どものゐて、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

七〇　忍びたる所にありては、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

七一　懸想人にて来たるは、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

七二　ありがたきもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

七三　内裏の局は、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

七四　職の御曹司におはしますころ、木立などの遙かにもの古り、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

七五　あぢきなきもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

七六　ここちよげなるもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

七七　御仏名のまたの日、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

七八　頭の中将の、すずろなるそら言を聞きて、　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

七九　返る年の二月廿よ日、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

八〇　里にまかでたるに、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

八一　もののあはれ知らせ顔なるもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

八二　さて、その左衛門の陣などに行きて後、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

八三　職の御曹司におはしますころ、西の廂に　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

八四　めでたきもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

八五　なまめかしきもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

八六　宮の五節出ださせたまふに、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

八七　細太刀に平緒つけて、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

八八　内裏は、五節のころこそ、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

八九　無名といふ琵琶の御琴を、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

九〇　上の御局の御簾の前にて、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

九一　ねたきもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

九二　かたはらいたきもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

九三　あさましきもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

九四　くちをしきもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

九五　五月の御精進のほど、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

九六　職におはしますころ、八月十よ日の月明き夜、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

九七　御方々、君たち、上人など、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

九八　中納言まゐりたまひて、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

九九　雨のうちはへ降るころ、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一〇〇　淑景舎、春宮にまゐりたまふほどのことなど、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一〇一　殿上より、梅の皆散りたる枝を、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一〇二　二月つごもりころに、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一〇三　はるかなるもの、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一〇四　方弘は、いみじう人に笑はるる者かな。……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一〇五　見ぐるしきもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一〇六　言ひにくきもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一〇七　関は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一〇八　森は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一〇九　原は　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一一〇　卯月のつごもり方に、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一一一　常より異に聞ゆるもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一一二　絵に描き劣りするもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一一三　描きまさりするもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一一四　冬は、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一一五　あはれなるもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一一六　正月に寺に籠りたるは、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一一七　いみじう心づきなきもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一一八　わびしげに見ゆるもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一一九　暑げなるもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一二〇　はづかしきもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一二一　むとくなるもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一二二　修法は、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一二三　はしたなきもの　……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一二四　八幡の行幸の還らせたまふに、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一二五　関白殿、黒戸より出でさせたまふとて、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一二六　九月ばかり、夜一夜降り明しつる雨の、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳

一二七　七日の日の若菜を、……

　　◇本文校注

　　◆現代語訳







補　注

付　図（大内裏、内裏、清涼殿）

系　図

解　説









清少納言枕草子　上




〔一〕　春は、　曙一あけぼの。やうやう白くなりゆく、山二ぎはすこし明あかりて、紫三だちたる雲のほそくたなびきたる。

　夏は、夜よる。月四のころはさ五らなり、闇六やみもなほ、螢ほたるの多く飛びちがひたる。また、ただ一つ二つなど、ほのかにうち光りて行ゆくも、をかし。雨など降るも、をかし。

　秋は、夕暮。夕七日のさして、山八の端はいと近うなりたるに、烏からすの、寝どころへ行ゆくとて、三つ四つ二九つなど、飛び急ぐさへ、あはれなり。まいて、雁かりなどのつらねたるが、いと小さく見ゆるは、いとをかし。日入り果てて、風の音おと、虫の音ねなど、は一〇た、言ふべきにあらず。

　冬は、つ一一とめて。雪の降りたるは、言ふべきにもあらず、霜のいと白きも、またさ一二らでも、いと寒きに、火など急ぎおこして、炭持もてわ十三たるも、いとつ十四きづきし。昼になりて、ぬ十五るくゆるびもていけば、炭十六す櫃びつ火十七ひ桶をけの火も白き灰がちになりて、わろし。





【校注】

一　明け方、空のしらむころ。

二　山の稜線に接する空のあたり。

三　当時の紫は、赤みがかったいわゆる古代紫。

四　月のあるころ。

五　「言ふもさらなり」（言うまでもない）の意。

六　月のないころでも、やはり。

七　能因本「夕日花やかに」、前田本、堺本「夕日のきはやかに」。

八　山の頂。

九　三巻本は「二つ」の下にさらに「三つ」とあるが、能因本、堺本宸翰本系統、三巻本抜書本によって削る。

一〇　強調の語。

一一　早朝。

一二　そうでなくても。雪や霜の美観はなくても。

一三　通って行く。行動の長距離にわたる意をあらわす。宮仕え中の見聞が背景にあろう。

一四　（冬の早朝の景として）似つかわしい。

一五　暖かく。

一六　角火鉢。木製。主として暖房用。この語、三巻本にないが、能因本以下諸本と三巻本抜書本によって補う。

一七　丸火鉢。木製。胴に彩色を施した模様を描いたりする。






〔二〕　ころは、正一しやう月ぐわち、三さん月ぐわち、四し月ぐわち、五ご月ぐわち、七、八、九く月ぐわち、十一、二月ぐわち、すべて、をりにつけつつ、一ひと年とせながら、をかし。

　正二月一日ついたちは、まいて空のけしきもうらうらと、めづらしう霞かすみこめたるに、世にありとある人は皆、姿、かたち、心異ことにつくろひ、君をも我をも祝ひなどしたる、様さま異ことに、をかし。

　七日、雪三ゆき間まの若四菜摘み、青やかにて、例はさしもさるもの目近からぬ所にもて騒ぎたるこそ、をかしけれ。白五あを馬むま見にとて、里六人は、車きよげにしたてて見に行ゆく。中七なかの御み門かどの閾八とじきみ引き過ぐるほど、頭かしら、一ひと所ところにゆるぎあひ、刺九さし櫛ぐしも落ち、用意せねば折れなどして笑ふも、またをかし。左一〇さ衛ゑ門もんの陣のもとに、殿一一てん上じやう人びとなどあまた立ちて、舎人一二とねりの弓ども取りて、馬ども驚かし笑ふを、はつかに見入れたれば、立一三たて蔀じとみなどの見ゆるに、主殿一四とのもり司づかさ、女一五によう官くわんなどの行ゆき違ひたるこそ、をかしけれ。いかばかりなる人、九ここの重へをならすらむ、など思ひやらるるに、内裏うちにも見るは、いと狭せばきほどにて、舎人の顔のき一六ぬにあらはれ、まことに黒きに、白一七きものいきつかぬ所は、雪のむらむら消え残りたるここちしていと見苦しく、馬のあがり騒ぐなどもいと恐ろしう見ゆれば、引き入られてよくも見えず。

　八日、人一八の、よ一九ろこびして走らする車の音、異二〇ことに聞えて、をかし。

　十二一五日、節二二せ供くまゐり据ゑ、粥二三かゆの木ひき隠して、家の御二四ご達たち、女によう房ばうなどのうかがふを、打たれじと用意して、常に後うしろを心づかひしたるけしきも、いとをかしきに、いかにしたるにかあらむ、打ちあてたるは、いみじう興きようありてうち笑ひたるは、いとはえばえし。ねたしと思ひたるもことわりなり。新しう通ふ婿むこの君などの、内裏うちへまゐるほどをも心もとなう、所につけて我はと思ひたる女房の、のぞき、けしきばみ、奥の方かたにたたずまふを、前に居たる人は心得て笑ふを、「あ二五なかま」と、まねき制すれども、女はた、知らず顔にて、おほどかにて居たまへり。「ここなる物、取りはべらむ」など言ひ寄りて、走り打ちて逃ぐれば、ある限り、笑ふ。男をとこ君ぎみも、にくからずうち笑ゑみたるに、ことに驚かず、顔すこし赤みて居たるこそ、をかしけれ。また、かたみに打ちて、男をさへぞ打つめる。いかなる心にかあらむ、泣き腹立ちつつ、人をのろひ、まがまがしく言ふもあるこそ、をかしけれ。内裏うちわたりなどのやむごとなきも、今日けふは皆乱れて、かしこまりなし。

　除二六ぢ目もくのころなど、内裏うちわたり、いとをかし。雪降り、いみじうこほりたるに、申二七まをし文ぶみ持もてありく四二八位、五位、若やかにここちよげなるは、いとたのもしげなり。老いて頭かしら白きなどが、人に案二九あん内ない言ひ、女房の局三〇つぼねなどに寄りて、おのが身のかしこきよしなど、心三一一つをやりて説き聞かするを、若三二き人々はまねをし、笑へど、いかでか知らむ。「よきに奏三三そうしたまへ、啓三四したまへ」など言ひても、得たるはいとよし、得ずなりぬるこそ、いとあはれなれ。

　三三五月三日は、うらうらとのどかに照りたる。桃ももの花の、今咲きはじむる、柳などをかしきこそ、さらなれ。それも、まだま三六ゆにこもりたるは、をかし。ひろごりたるは、う三七たてぞ見ゆる。

　お三八もしろく咲きたる桜を長く折りて、大きなる瓶かめにさしたるこそ、をかしけれ。桜三九の直四〇なほ衣しに出四一いだし袿うちきして、まらうとにもあれ、御せうとの君たちにても、そこ近く居てものなどうち言ひたる、いとをかし。

　四月、祭四二のころ、いとをかし。上四三かむ達だち部め、殿上人も、袍四四うへのきぬの濃き薄きばかりのけぢめにて、白四五しら襲がさねなど同じ様さまに、涼しげにをかし。木々の木この葉、まだいとしげうはあらで、若やかに青みわたりたるに、霞も霧も隔てぬ空のけしきの、なにとなくすずろにをかしきに、すこし曇りたる夕つ方かた、夜よるなど、忍びたる郭公ほととぎすの、遠く、そ四六ら耳かとおぼゆばかりたどたどしきを聞きつけたらむは、なにここちかせむ。

　祭近くなりて、青四七あを朽くち葉ば、二四八ふた藍あゐの物どもおし巻きて、紙などにけしきばかりおし包みて、行いき違ひ持もてありくこそ、をかしけれ。末四九すそ濃ご、む五〇ら濃ごなども、常よりはをかしく見ゆ。童女わらはべの、頭かしらばかりを洗ひつくろひて、なりは皆ほ五一ころび絶え、乱れかかりたるもあるが、屐五二けい子し、沓くつなどに「緒をすげさせ、裏五三をさせ」など持もて騒ぎて、いつしかその日にならなむと、急ぎお五四しありくも、いとをかしや。あやしうをどりありく者どもの、装さう束ぞきしたてつれば、いみじく定五五ぢやう者ざなどいふ法師のやうに、ねりさまよふ、いかに心もとなからむ。ほどほどにつけて、親、叔母をばの女、姉などの、供ともし、つくろひて率ゐてありくもをかし。

　蔵五六くら人うど思ひしめたる人の、ふとしもえならぬが、そ五七の日、青五八あを色いろ着たるこそ、やがて脱がせでもあらばやとおぼゆれ。綾五九あやならぬは、わろき。





【校注】

一　以下、諸本すべて漢字。音読すべきである。

二　宮中では、四方拝、朝拝、節会など、一般には年始の礼がある。

三　雪の消えた所。

四　七種の春の若草。〔補注一〕

五　白馬の節会。〔補注二〕

六　宮仕えをしていない家庭の女。作者の宮仕え前の経験である。

七　大内裏東面の待賢門。

八　門扉の下に渡した横木。車輪の通る所がすこしくり取ってある。

九　女子の正装に用いる飾り櫛。

一〇　内裏外廓の東にある建春門。左衛門府の詰所がある。白馬の通路に当たる。

一一　清涼殿の殿上の間に昇ることを許された者。四位、五位以上から選ばれる。

一二　近衛府の舎人。左右近衛に各三百人。〔補注二〕

一三　目隠しの庭塀。〔補注三〕

一四　主殿寮の下級役人か。あるいは後宮十二司の一である殿司の女孺か。

一五　後宮十二司の下級の女官。

一六　能因本「きぬも」。

一七　和名抄に「粉」の字を訓む。おしろい。米粉を用いた。

一八　叙位で加階した人。〔補注四〕

一九　お礼を申すこと。世話になった有力者に対するお礼申し。

二〇　上に、能因本「常よりは」、堺本、前田本「常より」の語がある。

二一　小豆粥を食する風習があった。望粥（もちがゆ）という。年中の邪気を除くという中国の風から来た。

二二　節日（せちにち）に供する食事。能因本、前田本、堺本「もちがゆのせく」とある。

二三　粥を煮た焚き木を削った物。粥杖ともいう。これで婦人の腰を打てば子を産むとの俗信があった。

二四　「御」はもと婦人に対する敬称。「御違」はおもだった女房の意。

二五　発言を封ずる意味で人を制する言葉。

二六　官吏任命の儀。〔補注五〕

二七　官に叙任せられんことを申請する文書。

二八　国司は従五位上以下相当の官。ただし四位以上でも本人の望みによっては選任する。

二九　取次ぎを頼むこと。

三〇　一区画しきった所、の意。へや。

三一　自分だけが得意になって。

三二　若い女房たち。女房の局は数人同居が普通である。

三三　天皇に申し上げること。

三四　皇后、東宮に申し上げること。

三五　宮中では曲水（ごくすい）の宴が行われ、また上巳（じょうし）の祓（はらえ）といって、水辺に出てみそぎをし、遊宴を張る。

三六　柳の芽ぐんださま。〔補注六〕

三七　能因本に異文あり。〔補注七〕

三八　後出〔二〇〕冒頭参照。ここは特殊経験の一般化である。

三九　桜がさね。表は白、裏は紫、赤等。正月より三月までの着用。

四〇　貴族の平常服。宮中での着用は勅許のある人に限る。

四一　直衣の下に着た袿の裾を、直衣の下、指貫（さしぬき）の上に出して着る着方。

四二　賀茂の祭。〔補注八〕

四三　位、三位以上、官、参議以上の人たち。公卿（くぎょう）。

四四　袍（ほう）。束帯のうわ着。

四五　袍の下に着る半臂（はんぴ）、下襲（したがさね）に白の薄物を用いること。

四六　三巻本「そらね」。能因本、前田本、堺本、三巻本抜書本により訂す。

四七　青みがかった朽葉色。朽葉はやや赤みがかった黄色。ここは染色か。織糸は縦青、横黄。夏の着用。

四八　藍と紅の間色。織糸は、縦紅、横藍。夏の着用。

四九　上を薄く、下を濃く染めた物。色は紫、紺など。

五〇　濃淡むらむらに染めた物。

五一　縫い合わせてない部分が、糸が切れて大きく裂けること。

五二　足駄の類。

五三　履の裏を打て、の意であろう。

五四　三巻本「をしありく」。能因本「はしりありく」。

五五　法会（ほうえ）の行道（ぎょうどう）に香炉を持って先導する役。

五六　六位の蔵人。〔補注九〕

五七　三巻本「うの日」。「そ」あるいは「こ」の誤写であろう。

五八　麴塵（きくじん）の袍。天皇の着用。〔補注一〇〕

五九　種々の模様を織り出した絹。






〔三〕　同一じことなれども聞き耳異ことなるもの

　法師の言葉。男の言葉。女の言葉。下げ衆すの言葉にはかならず文も字じ余りたり。





【校注】

一　能因本、前田本「ことことなるもの」。言異なるもの、の意であろう。






〔四〕　思はむ子を法師になしたらむこそ、心苦しけれ。ただ木の端はしなどのやうに思ひたるこそ、いといとほしけれ。精一さう進じ物もののいとあしきをうち食ひ、い二寝ぬるをも。若きは、ものもゆかしからむ。女などのある所をも、などか、忌いみたるやうにさしのぞかずもあらむ。それをも、安からず言ふ。まいて験三げん者じやなどは、いと苦しげなめり。極四ごうじてうちねぶれば、「ねぶりをのみして」など、もどかる。いと所狭せく、いかにおぼゆらむ。

　これは昔のことなめり。今五は、いと安げなり。





【校注】

一　魚肉の気（け）を断った食事。

二　ねむるのも。文がととのわないが、下の「それをも、安からず言ふ」によって、はたからやかましく言う、の意を補って解する。深夜、早朝の勤行（ごんぎょう）があるからであろう。

三　法を修して効験ある者の称。〔補注一一〕

四　疲れて。

五　能因本、前田本、堺本「いまやうは」。






〔五〕　大一だい進じん生なり昌まさが家に、宮二の出でさせたまふに、東ひむがしの門かどは四三よつ足あしになして、それより御四み輿こしは入いらせたまふ。北の門かどより、女房の車どもも、まだ陣五のゐねば、入いりなむと思ひて、頭かしらつきわろき人もいたうもつくろはず、寄せておるべきものと思ひあなづりたるに、檳六び榔らう毛げの車などは、門かど小さければ、障さはりてえ入いらねば、例の、筵七えん道だう敷きておるるに、いとに八くく腹立たしけれども、いかがはせむ。殿上人、地九ぢ下げなるも、陣に立ち添ひて見るも、いとねたし。

　御お前まへにまゐりて、ありつるやう啓すれば、（宮）「ここにても、人は見るまじうやは。などかは、さしもうちとけつる」と、笑はせたまふ。（清少）「されどそれは、目馴れにてはべれば、よくしたててはべらむにしもこそ、驚く人もはべらめ。さても、かばかりの家に車入いらぬ門かどやはある。見えば笑はむ」など言ふほどにしも、（生昌）「これ、まゐらせたまへ」とて、御一〇硯すずりなどさし入る。（清少）「い一一で、いとわ一二ろくこそおはしけれ。など、その門かどはた、狭せばくは造りて住みたまひける」と言へば、笑ひて、「家のほど、身のほどにあはせてはべるなり」と答いらふ。「されど、門かど一三の限りを高う造る人もありけるは一四」と言へば、「あな恐ろし」と驚きて、「それは于一五う定てい国こくがことにこそはべるなれ。古き進一六しん士じなどにはべらずは、うけたまはり知るべきにもはべらざりけり。たまたまこの道にまかり入りにければ、かうだにわきまへ知られは一七べる」と言ふ。「その御道も、かしこからざめり。筵道敷きたれど、皆おちいり騒ぎつるは」と言へば、「雨の降りはべりつれば、さもはべりつらむ。よしよし、またおほせられかくることもぞはべる。まかり立ちなむ」とて、去いぬ。（宮）「なにごとぞ。生昌がいみじうおぢつるは一八」と問はせたまふ。「あ一九らず。車の入りはべらざりつること言ひはべりつる」と申して、おりたり。

　同じ局つぼねに住む若き人々などして、よろづのことも知らず、ねぶたければ皆寝ねぬ。東ひむがしの対たいの西の廂ひさし、北二〇かけてあるに、北の障二一さう子じに懸二二かけ金がねもなかりけるを、それも尋ねず、家いへ主あるじなれば、案あん内ないを知りてあけてけり。あやしくか二三ればみさわぎたる声にて、（生昌）「さぶらはむはいかに、さぶらはむはいかに」と、あまたたび言ふ声にぞ、お二四どろきて見れば、几二五き帳ちやうの後うしろに立てたる燈二六とう台だいの光はあらはなり。障さう子じを五寸ばかりあけて言ふなりけり。いみじうをかし。さらにかやうの好き好きしきわざ、ゆめにせぬものを、わが家におはしましたりとて、むげに心にまかするなめりと思ふも、いとをかし。かたはらなる人をおし起こして、（清少）「かれ見たまへ。かかる見えぬもののあめるは」と言へば、頭かしらもたげて見やりて、いみじう笑ふ。（清少）「あれはた誰たそ。け二七そうに」と言へば、（生昌）「あらず、家二八ぬしと局つぼね主あるじと定め申すべきことのはべるなり」と言へば、「門かどのことをこそ聞えつれ、障子さうじあけたまへ、とやは聞えつる」と言へば、「なほそのことも申さむ。そこにさぶらはむはいかに。そこにさぶらはむはいかに」と言へば、（女房）「いと見苦しきこと。さらにえおはせじ」とて笑ふめれば、「若き人おはしけり」とて、ひきたてて去いぬる後のちに、笑ふこといみじう、あ二九けむとならば、ただ入いりねかし、消三〇せう息そこを言はむに、よかなりとは誰たれか言はむと、げにぞをかしき。

　つ三一とめて、御お前まへにまゐりて啓すれば、（宮）「さることも聞えざりつるものを。昨夜よべのことにめでて行いきたりけるな三二り。あはれ、かれをはしたなう言ひけむこそ、い三三とほしけれ」とて、笑はせたまふ。

　姫三四宮の御方かたの童女三五わらはべの装そう束ぞくつかうまつるべきよし、おほせらるるに、（生昌）「この衵三六あこめのうはおそひは、なにの色にか、つかうまつらすべき」と申すを、また笑ふもことわりなり。（生昌）「姫宮の御お前まへの物は、例れいのやうにては、にくげにさぶらはむ。ち三七うせい折三八を敷しきに、ちうせい高三九たか坏つきなどこそ、よくはべらめ」と申すを、（清少）「さてこそは、うはおそひ着たらむ童女わらはも、まゐりよからめ」と言ふを、（宮）「なほ、例の四〇人のやうに、こ四一れかくな言ひ笑ひそ。いと謹きん厚こうなるものを」と、いとほしがらせたまふも、をかし。

　中四二ちゆう間げんなるをりに、（女房）「大だい進じん、まづもの聞えむ、とあり」と言ふをきこしめして、（宮）「また、なでふこと言ひて笑はれむとならむ」とおほせらるるも、またをかし。（宮）「行いきて聞け」と、のたまはすれば、わざと出でたれば、（生昌）「一ひと夜よの門かどのこと、中四三納言に語りはべりしかば、いみじう感じ申されて、『いかで、さるべからむをりに、心のどかに対面して申しうけたまはらむ』となむ、申されつる」とて、また異こと事こともなし。一ひと夜よのことや言はむと、心ときめきしつれど、（生昌）「いま、静かに、御局つぼねにさぶらはむ」とて去いぬれば、帰りまゐりたるに、（宮）「さて、なにごとぞ」と、のたまはすれば、申しつることを、さなむと啓すれば、（女房）「わざと消せう息そこし、呼び出づべきことにはあらぬや。おのづから端四四はしつ方かた、局つぼねなどにゐたらむ時四五も言へかし」とて笑へば、（宮）「おのがここちにか四六しこしと思ふ人のほめたる、うれしとや思ふと、告げ聞かするならむ」と、のたまはする御けしきも、いとめでたし。





【校注】

〔五〕長保元年八月。

一　中宮大進（中宮職の三等官）平生昌。〔補注一二〕

二　中宮定子。この年二十四歳。〔補注一三〕

三　四足門。扉のある親柱の前後に二本添え柱を立てた門。中宮行啓の為の、いわゆるお成り門であろう。中世の書であるが「海人藻芥」に「大臣家ニ八四足アリ」とある。〔補注一四〕

四　中宮の御輿。〔補注一五〕

五　中宮御所としての警固の者の詰所であろう。〔補注一六〕

六　蒲葵（ほき）の葉をこまかく裂いて屋形を葺いた牛車。

七　裾をよごさぬように通路に敷くむしろ。

八　三巻本諸本ほぼ「わく〳〵」。能因本「にくく」により訂す。

九　殿上人に対する語。昇殿を許されぬ者の称。

一〇　中宮御使用の硯。

一一　相手に対する否定の語気がある。生昌を非難する発言だからである。

一二　みっともないお方だこと。

一三　門だけを。

一四　文末に用いて、意を強める用法。

一五　于公の子。于公は、獄吏として獄を決すること公平であった。村里の入口の門がこわれた時、于公は、少しく門を高大にして駟馬高蓋の車を容れしめよ、自分は獄を治むるに陰徳が多い、子孫に必ず興る者があろう、と言った。果たしてその言の如く、子の于定国は丞相となり西平侯に封ぜられた（前漢書、蒙求）。

一六　文章生（もんじょうのしょう）のこと。大学に入学して大学寮の寮試を受けて擬文章生となり、さらに式部省試によって文章生になる。

一七　諸本「侍」。会話であるから一応連体形に読む。

一八　三巻本「は」なし。能因本により補う。

一九　いいえ。

二〇　廂の間が西から北にわたってある、の意であろう。

二一　現在のふすまの如き物。北廂と西廂との間じきり。

二二　戸から戸に渡して戸締りにする金具。

二三　能因本「かればみたる物のこゑにて」。「かればみ」は、しわがれたような。「さわぎ」は解しがたい。

二四　目をさまして。

二五　室内の障屏具。座側、御簾などに添えて立てる。土居という台に二本の柱を立て上に横木を渡して、かたびら（几帳の高さ三尺のは四幅、四尺のは五幅）を垂れる。

二六　室内照明の具。高さ三尺三寸内外、上に油皿を乗せ、燈心に火を点ずる。ここは、几帳の陰に燈台を置いて間接照明にしている。

二七　普通に「顕証」の字をあてる。「見証」とする説に従うべきか。あらわに人目につくこと。「に」は「なり」の連用形。

二八　能因本による。三巻本「家のあるじと」の「と」は、「として」の意か。

二九　能因本「あけぬ」。

三〇　ここは、申し入れ、の意。

三一　翌早朝。

三二　能因本「なめり」。推量の助動詞「めり」のある方が自然であろう。

三三　能因本により改む。三巻本「いとをかしけれ」。

三四　脩子内親王。一条天皇第一皇女。長徳二年十二月十六日誕生。

三五　仕える童女。

三六　上着の下に着る物。童女は汗衫（かざみ）の下に着る。「うはおそひ」は、上に着る物、の意。すなわち汗衫と言えばよいのである。世情にうとい生昌の無骨な言い廻しである。

三七　「ちひさき」の訛ったものであろう。生昌の出身から見て学生言葉か。あるいは、父珍材の任国であった美作（みまさか）訛りか。

三八　へぎ板で作った四角い盆状の物。食器を載せる。

三九　一本足の付いた丸または角の台。食器を載せる。

四〇　能因本により「の」を補う。

四一　三巻本「これな」。「な」を衍として削る。能因本この部分なし。

四二　中途半端な時。ここは手の離せない用のある都合の悪い時。

四三　生昌の兄、惟仲（これなか）。美作守だった父珍材が、上京の途中、備後国の郡司の娘に産ませた子だという（古事談）。兼家、道隆に仕えたが、道隆歿後、道長に取り入った。長徳四年中納言、翌長保元年正月三十日に中宮大夫を兼ねたが、七月八日には辞任。辞任して一月後のことである。

四四　部屋の端の方。

四五　「時も」能因本「にも」。

四六　偉い。






〔六〕　上一うヘにさぶらふ御猫は、か二うぶり得て命三みやう婦ぶのおとどとて、いみじうをかしければ、かしづかせたまふが、端はしに出でて臥ふしたるに、乳母四めのとの馬むまの命婦、「あな、まさなや。入いりたまへ」と呼ぶに、日のさし入りたるに、ねぶりてゐたるを、おどすとて、「翁おきな丸まろ、いづら。命婦のおとど食くへ」と言ふに、まことかとて、し五れものは走りかかりたれば、おびえまどひて、御み簾すの内に入いりぬ。

　朝六あさ餉がれひの御お前まへに上うへおはしますに、御覧じていみじう驚かせたまふ。猫を御ふところに入れさせたまひて、を七のこども召せば、蔵八くら人うど忠ただ隆たか、な九りなか、まゐりたれば、（帝）「この翁丸、打ち調てうじて、犬一〇いぬ島しまへつかはせ、ただ今」と、おほせらるれば、集まり狩り騒ぐ。馬むまの命婦をもさ一一いなみて、（帝）「乳母めのとかへてむ。いとうしろめたし」と、おほせらるれば、御お前まヘにも出でず。犬は狩り出でて、滝一二たき口ぐちなどして、追ひつかはしつ。

　（清少）「あはれ、いみじうゆるぎありきつるものを。三月三日、頭一三とうの弁べんの、柳一四かづらせさせ、桃の花をかざしにささせ、桜、腰にさしなどしてありかせたまひしをり、かかる目見むとは思はざりけむ」など、あはれがる。

　（清少）「御膳おもののをりは、かならず向ひさぶらふに、さ一五うざうしうこそあれ」など言ひて、三、四日になりぬる昼つ方かた、犬いみじう鳴く声のすれば、なぞの犬のかく久しう鳴くにかあらむと聞くに、よろづの犬、とぶらひ見に行いく。御一六み厠かはや人うどなるもの走り来て、「あないみじ。犬を蔵人二人ふたりして打ちたまふ。死ぬべし。犬を流させたまひけるが、帰りまゐりたるとて、調てうじたまふ」と言ふ。心憂うのことや、翁丸なり。「忠隆、実一七さね房ふさなんど打つ」と言へば、制しにやるほどに、からうして鳴きやみ、「死にければ陣一八の外とに引き捨てつ」と言へば、あはれがりなどする夕つ方かた、いみじげにはれ、あさましげなる犬のわびしげなるが、わななきありけば、（清少）「翁丸か。このころ、かかる犬やはありく」と言ふに、「翁丸」と言へど、聞きも入れず。「それ」とも言ひ、「あ一九らず」とも口々申せば、（宮）「右二〇う近こんぞ見知りたる。呼べ」とて、召せば、まゐりたり。（宮）「これは翁丸か」と見せさせたまふ。（右近）「似てははべれど、これはゆゆしげにこそはべるめれ。また、『翁丸か二一』とだに言へば、喜びてまうで来くるものを、呼べど寄り来こず。あらぬなめり。それは、『打ち殺して捨てはべりぬ』とこそ申しつれ。二人ふたりして打たむには、はべりなむや」など申せば、心憂うがらせたまふ。

　暗うなりて、もの食はせたれど食はねば、あらぬものに言ひなしてやみぬるつとめて、御二二けづり髪ぐし、御手水てうづなどま二三ゐりて、御鏡を持たせさせたまひて御覧ずれば、さ二四ぶらふに、犬の柱二五もとに居たるを見やりて、（清少）「あはれ昨日きのふ、翁丸をいみじうも打ちしかな。死にけむこそあはれなれ。な二六にの身にこのたびはなりぬらむ。いかにわびしきここちしけむ」と、うち言ふに、この居たる犬のふるひわななきて、涙をただ落しに落すに、いとあさまし。さ二七は、翁丸にこそはありけれ、昨夜よべは隠れ忍びてあるなりけりと、あはれに添へて、をかしきこと限りなし。御鏡うち置きて、「さは翁丸か」と言ふに、ひれ臥ふして、いみじう鳴く。御お前まヘにも、いみじうお二八ち笑はせたまふ。

　右二九う近こんの内ない侍し召して、（宮）「かくなむ」とおほせらるれば、笑ひののしるを、上うへにもきこしめして、わたりおはしましたり。（帝）「あさましう、犬などもかかる心あるものなりけり」と笑はせたまふ。上三〇うへの女房なども聞きてまゐり集りて呼ぶにも、今ぞ立ち動く。（清少）「なほこの顔などのはれたる、も三一のの手をせさせばや」と言へば、（女房）「つひにこれを言三二ひあらはしつること」など笑ふに、忠隆聞きて、台三三だい盤ばん所どころの方かたより、「ま三四ことにやはべらむ。かれ見はべらむ」と言ひたれば、（清少）「あなゆゆし。さらに、さるものなし」と言はすれば、「さりとも、見つくるをりもはべらむ。さのみも、え隠させたまはじ」と言三五ふ。

　さて、かしこまり許されて、もとのやうになりにき。なほ、あはれがられて、ふるひ鳴き出でたりしこそ、世に知らずをかしくあはれなりしか。人などこそ、人に言はれて泣きなどはすれ。





【校注】

〔六〕　長保二年三月。

一　一条天皇。〔補注一七〕

二　五位に叙せられること。「得て」は三巻本抜書本による。三巻本「にて」。能因本「給（たまはり）て」。

三　「命婦」は五位に叙せられた女房の称。「おとど」は婦人の敬称。

四　猫の世話掛り。〔補注一七〕

五　三巻本「たれもの」。能因本、三巻本抜書本により改む。

六　「おまへ」の語不審。能因本「ま（間）」。清涼殿の西廂、夜御殿（よるのおとど）の西。ただしここは一条院今内裏であるから、間取りの詳細は不明。〔二三〇〕参照。

七　蔵人。

八　源忠隆。長保二年正月二十七日蔵人に補す（三巻本勘物）。

九　この人名不詳。能因本なし。

一〇　淀の中州の島で、犬の流刑地（萩谷朴氏）。

一一　三巻本「いさなみて」。能因本により改む。

一二　蔵人所に属する。清涼殿の東北に御溝水（みかわみず）の落ちる所（滝口）があり、そこに陣（詰所）があった。定員二十名、禁中警衛の役で武芸に長じた者を選んだ。

一三　太政官の弁官で蔵人の頭を兼ねる人。ここは書家としても有名な藤原行成。長徳元年八月蔵人の頭、同二年四月権左中弁、八月左中弁、同四年十月右大弁。長保三年八月参議。

一四　中国で清明の日に犬や猫に柳の輪を頭に載せる風習があった。それの伝わったものであろう（大木卓氏）。

一五　三巻本「さうさしう」。能因本「さうさうしく」。

一六　便器を扱う者。後宮勤めの下々の女である。

一七　藤原氏。忠隆とともに六位の蔵人。

一八　門に置かれた警固の詰所。

一九　三巻本「あへす」。能因本により訂す。

二〇　正式の呼び名は、右近の内侍（後出）。主上お付きのいわゆる「上の女房」。〔八三〕などにも出る。中宮の御信任も厚かったらしい。中宮の脩子内親王御産、および敦康親王御産の時にも御湯殿に奉仕した（栄花物語、浦々の別れ）。

二一　「か」能因本なし。ない方が自然であろう。

二二　中宮の髪を櫛けずるお手入れと、御洗面など、朝のみじまい。

二三　「なさる」の意。主語は中宮。

二四　三巻本「けに」。能因本「さふらふに」。三巻本は「候（さぶらふ）」の草体の誤写。

二五　簀子（すのこ）縁の柱のそばであろう。庭先である。

二六　仏教の輪廻（りんね）の考え方による。何に生まれかわっただろう。

二七　三巻本「きは」。能因本により訂す。

二八　「おづ」（こわがる）はここにはしっくりしない。「落ち」でほっとする、安心する、の意であろう。

二九　前に見えた右近。「内侍」は内侍司（ないしつかさ）の掌侍〔ないしのじょう）の称。

三〇　帝お付きの女房。

三一　傷の手当てをさせたい、の意であろう。

三二　翁丸に言葉を掛けることによってその正体を明らかにしたという意。「あらはす」は、あらわにする意。

三三　ここは中宮御座所のそれであろう。一条院では、おそらく北の対が、中宮御座所であった〔二三〇〕。そこの中宮付き女房の詰め所である。

三四　三巻本「さと」。能因本により訂す。

三五　能因本「いふなり」。伝聞の「なり」のあった方が自然であろう。






〔七〕　正月一日、三月三日は、いとうららかなる。

　五一月五日は、曇り暮したる。

　七二月七日は、曇り暮して、夕方は晴れたる空に、月いと明あかく、星の数も見えたる。

　九三月九日は、暁四あかつき方がたより雨すこし降りて、菊の露もこちたく、お五ほひたる綿なども、いたく濡れ、うつしの香かももてはやされた六る。つとめてはやみにたれど、なほ曇りて、ややもせば降七り落ちぬべく見えたるも、をかし。





【校注】

一　五月の節（せち）の日。朝廷の節会（せちえ）は当時既に廃されていたが、菖蒲を葺き、薬玉（くすだま）を作る。〔三六〕〔二〇八〕参照。

二　いわゆる七夕。〔補注一八〕

三　重陽の節。〔補注一九〕

四　この時代の「暁」は、子の時過ぎてから明け方まで。

五　菊の着せ綿。〔補注二〇〕

六　三巻本「て」。能因本、前田本により訂す。

七　三巻本「ふりたち」。能因本、堺本により訂す。






〔八〕　よ一ろこび奏するこそ、をかしけれ。後二をまかせて、御三お前まへの方かたに向ひて立てるを。拝し舞四踏しさわぐよ。





【校注】

一　官位昇進のお礼言上。

二　「後」は下襲の裾（きょ）。「まかす」はそのままにする意。

三　ここに能因本、前田本「笏取りて」の一句あり。

四　拾芥抄、中「舞踏事、再拝置[image: レ]笏、立、左右左、居、左右左。取[image: レ]笏小拝。立、再拝」。






〔九〕　今一いま内だい裏りの東二ひむがしをば、北三の陣といふ。な四らの木のはるかに高きを、「いく尋五ひろあらむ」など言ふ。権六ごんの中将、「もとよりうち切りて、定七ぢやう澄ちよう僧そう都づの枝八えだ扇あふぎにせばや」と、のたまひしを、山九やま階しな寺でらの別べ当たうになりてよろこび申す日一〇、近この衛ゑづかさにてこの君の出でたまへるに、高き屐けい子しをさへはきたれば、ゆゆしう高し。出でぬる後のちに、（清少）「など、その枝扇をば持たせたまはぬ」と言へば、（中将）「もの忘れせぬ」と笑ひたまふ。

　「定一一澄僧都に袿うちきなし、すくせ君に衵あこめなし」と言ひけむ人こそ、をかしけれ。





【校注】

〔九〕長保二年三月。

一　仮皇居。〔補注二一〕

二　東の門。〔補注二二〕

三　縫殿の陣とも。朔平門のこと。

四　三巻本「なしの木」。能因本により訂す。

五　もと両手をひろげた長さ。六尺。

六　源成信。〔補注二三〕

七　長保二年三月十七日興福寺別当（御堂関白記、権記）、同年八月二十九日権律師より権少僧都に転任（僧綱補任）。

八　木の葉のついた枝を扇のように持ったものかという。

九　興福寺。別当は長官。

一〇　「日」─三巻本「る」。今訂す。能因本「申（し）の日」。

一一　未詳。〔補注二四〕






〔一〇〕　山は　小一を倉ぐら山。鹿二か背せ山。三三み笠かさ山。こ四のくれ山。い五りたちの山。忘六れずの山。末七すゑの松山。か八たさり山こそ、いかならむとをかしけれ。い九つはた山。か一〇へる山。後一一のち瀬せの山。朝一二あさ倉くら山、よそに見るぞをかしき。お一三ほひれ山もをかし。臨一四時の祭の舞まひ人びとなどの思ひ出でらるるなるべし。三一五輪の山、をかし。手一六た向むけ山。待一七ちかね山。た一八まさか山。耳一九みみ成なし山。





【校注】

一　山城。〔補注二五〕

二　山城。〔補注二六〕

三　大和。〔補注二七〕

四　伊勢（能因歌枕）。〔補注二八〕

五　未詳。〔補注二九〕

六　陸奥。〔補注三〇〕

七　陸奥。〔補注三一〕

八　未詳。〔補注三二〕

九　五幡山。越前。〔補注三三〕

一〇　越前。〔補注三三、三四〕

一一　若狭。〔補注三五〕

一二　筑前朝倉郡。〔補注三六〕

一三　所在不明。能因本、前田本、堺本「おひれ山」。〔補注三七〕

一四　石清水の臨時の祭。〔補注三八〕

一五　大和。〔補注三九〕

一六　大和、奈良。〔補注四〇〕

一七　摂津。〔補注四一〕

一八　摂津。〔補注四二〕

一九　大和。〔補注四三〕






〔一一〕　市いちは　辰一たつの市。里二さとの市。海石榴三つば市、大和やまとにあまたあるなかに、長四は谷せにまうづる人のかならずそこに泊とまるは、観音の縁のあるにやと、心異ことなり。を五ふさの市。飾六しか磨まの市。飛鳥七あすかの市。





【校注】

一　大和。〔補注四四〕

二　未詳。

三　大和。〔補注四五〕

四　長谷寺。〔補注四六〕

五　未詳。〔補注四七〕

六　播磨、飾磨郡。〔補注四八〕

七　大和。〔補注四九〕






〔一二〕　峰みねは　ゆ一づる葉の峰。阿二あ弥み陀だの峰。弥三いや高たかの峰。





【校注】

一　摂津。〔補注五〇〕

二　山城。〔補注五一〕

三　播磨。〔補注五二〕






〔一三〕　原一は　瓶二みかの原。あ三したの原。園四その原。





【校注】

一　〔一〇九〕に章段重出。

二　山城。〔補注五三〕

三　大和。〔補注五四〕

四　信濃。〔補注五五〕






〔一四〕　淵ふちは　か一しこ淵は、いかなる底の心を見て、さる名を付けけむと、をかし。な二入りその淵、誰たれにいかなる人の教へけむ。青三あを色の淵こそ、をかしけれ。蔵四くら人うどなどの具ぐにしつべくて。隠五れの淵。い六な淵。





【校注】

一　未詳。

二　河内（能因歌枕）。〔補注五六〕

三　未詳。

四　〔二〕の末尾の一節参照。

五　未詳。

六　大和か。〔補注五七〕






〔一五〕　海は水一うみ。与二よ謝さの海。か三はふちの海。





【校注】

一　近江の琵琶湖。

二　丹後。〔補注五八〕

三　未詳。〔補注五九〕






〔一六〕　みささぎは　う一ぐひすのみささぎ。か二しはぎのみささぎ。あ三めのみささぎ。





【校注】

一　未詳。〔補注六〇〕

二　未詳。〔補注六一〕

三　未詳。〔補注六二〕






〔一七〕　渡りは　し一かすがの渡り。こ二りずまの渡り。水三はしの渡り。





【校注】

一　三河。〔補注六三〕

二　摂津か。〔補注六四〕

三　越中（八雲御抄）。〔補注六五〕






〔一八〕　た一ちは　たまつくり。





【校注】

一　館か。〔補注六六〕






〔一九〕　家いへは　近一この衛ゑの御み門かど。二二条。みかゐ。一三条もよし。染四そめ殿どのの宮。せ五かゐ。菅六すが原はらの院。冷七れん泉せい院。閑八かん院。朱九しゆ雀しやく院。小一〇を野のの宮。紅一一こう梅ばい。県一二あがたの井戸。竹一三たけ三条。小一四八条。小一五一条。





【校注】

一　陽明門。〔補注六七〕

二　二条の院。〔補注六八〕

三　一条の院。〔補注六九〕

四　染殿。〔補注七〇〕

五　清和院。〔補注七一〕

六　菅原道真の家。〔補注七二〕

七　累代の後院。〔補注七三〕

八　冬嗣の家。〔補注七四〕

九　累代の後院。〔補注七五〕

一〇　惟喬親王の家。〔補注七六〕

一一　紅梅殿。〔補注七七〕

一二　井戸殿。〔補注七八〕

一三　能因本、前田本「とう（東）三条」。〔補注七九〕

一四　未詳。〔補注八〇〕

一五　小一条院。〔補注八一〕






〔二〇〕　清一せい涼りやう殿でんの丑うし寅とらの隅すみの、北の隔へだてなる御み障さう子じは、荒あら海うみの絵かた、生きたるものどもの恐ろしげなる、手て長なが、足長などをぞ、描かきたる。上二うへの御み局つぼねの戸をおしあけたれば、常に目に見ゆるを、にくみなどして笑ふ。

　高三かう欄らんのもとに、青四き瓶かめの大きなるを据ゑて、桜のいみじうおもしろき枝の五尺ばかりなるを、いと多くさしたれば、高欄の外とまで咲きこぼれたる昼五つ方かた、大六納言殿、桜の直なほ衣しのすこしなよらかなるに、濃き紫の固七かた紋もんの指さし貫ぬき、白き御おん衣ぞども、上には濃き綾あやのいとあざやかなるを出だしてまゐりたまへるに、上八うへの、こなたにおはしませば、戸口の前なる細き板九いた敷じきに居たまひて、ものなど申したまふ。

　御み簾すの内に、女房、桜の唐一〇から衣ぎぬどもくつろかに脱ぎ垂れて、藤一一ふぢ、山一二やま吹ぶきなど、色々このましうて、あまた、小一三こ半は蔀じとみの御簾よりもおし出でたるほど、昼一四ひの御お座ましの方かたには、御膳一五おものまゐる足音高し。警けい蹕ひちなど、「をし」と言ふ声聞ゆるも、うらうらとのどかなる日のけしきなど、いみじうをかしきに、果一六はての御盤ばん取りたる蔵人まゐりて、御膳一七おもの奏すれば、中一八なかの戸よりわたらせたまふ。御供ともに、廂一九ひさしより大納言殿御送りにまゐりたまひて、ありつる花のもとに帰り居たまへり。

　宮二〇の御お前まへの、御み几き帳ちやうおしやりて長押二一なげしのもとに出でさせたまへるなど、なにとなくただめでたきを、さぶらふ人も思ふことなきここちするに、「月二二も日もかはりゆけども久ひさに経ふる三み室むろの山の」といふ言ことを、いとゆるるかにうちいだしたまへる、いとをかしうおぼゆるにぞ、げに、千ち年とせもあらまほしき御有あり様さまなるや。

　陪二三はい膳ぜんつかうまつる人の、を二四のこどもなど召すほどもなく、わたらせたまひぬ。（宮）「御硯すずりの墨すみすれ」と、おほせらるるに、目は空にて、ただおはしますをのみ見たてまつれば、ほとど継二五ぎめも放ちつべし。白き色しき紙しおしたたみて、（宮）「これに、ただ今おぼえむ古二六き言こと、一つづつ書け」と、おほせらるる二七。外とに居たまへるに、（清少）「これは、いかが」と申せば、（伊周）「とう書きてまゐらせたまへ。をのこは言こと加へさぶらふべきにもあらず」とて、さし入れたまへり。御硯とりおろして、（宮）「とくとく、ただ思ひまはさで、難二八なに波は津づもなにも、ふとおぼえむ言ことを」と責めさせたまふに、などさは臆おくせしにか、すべて面おもてさへ赤みてぞ思ひ乱るるや。

　春の歌、花の心など、さ言ふ言ふも、上二九じやう﨟らふ二つ三みつばかり書きて、「これに」とあるに、





年三〇経ふれば齢よはひは老いぬしかはあれど花をし見ればもの思ひもなし






といふ言ことを、「君をし見れば」と書きなしたる、御ご覧らんじくらべて、（宮）「ただこの心三一どものゆかしかりつるぞ」と、おほせらるるついでに、（宮）「円三二ゑん融ゆう院ゐんの御時に、草三三さう子しに『歌一つ書け』とおほせられければ、いみじう書きにくう、すまひ申す人々ありけるに、『さらにただ、手のあしさよさ、歌のをりにあはざらむも知らじ』とおほせらるれば、わびて皆書きけるなかに、た三四だ今の関白殿、三三五さん位みの中将と聞えける時、





潮三六しほの満みついつもの浦のいつもいつも君をば深く思ふはやわが






といふ歌の末すゑを、『頼むはやわが』と書きたまへりけるをなむ、いみじうめでさせたまひける」など、おほせらるるにも、すずろに汗三七あゆるここちぞする。年若からむ人はた、さもえ書くまじきことのさまにや、などぞ、おぼゆる。例れいいとよく書く人も、あぢきなう皆つ三八つまれて、書きけがしなどしたる、あ三九り。

　古四〇こ今きんの草さう子しを御お前まへに置かせたまひて、歌どもの本四一もとをおほせられて、（宮）「これが末四二、いかに」と、問はせたまふに、すべて夜よる昼ひる心にかかりておぼゆるもあるが、けぎよう申し出でられぬは、いかなるぞ。宰四三さい相しやうの君ぞ、十とをばかり、それも、おぼゆるか四四は。まいて五つ六つなどは、ただおぼえぬよしをぞ啓すべけれど、「さやは、けにくく、おほせごとを映はえなうもてなすべき」と、わびくちをしがるも、をかし。知ると申す人なきをば、や四五がて皆読み続けて、夾四六けふ算さんせさせたまふを、「これは知りたることぞかし。など、かうつたなうはあるぞ」と、言ひ嘆く。なかにも、古今あまた書き写しなどする人は、皆もおぼえぬべきことぞかし。

　（宮）「村四七むら上かみの御時に、宣四八せん耀えう殿でんの女によう御ごと聞えけるは、小四九一条の左の大臣おほい殿とのの御女むすめにおはしけると、誰かは知りたてまつらざらむ。まだ姫君と聞えける時、父ちち大臣おとどの教へきこえたまひけることは、『一五〇いちには、御手五一を習ひたまへ。次には、琴五二きんの御琴ことを、人より異ことに弾ひきまさらむとおぼせ。さては、古今の歌廿五三巻を皆うかべさせたまふを、御学問にはせさせたまへ』となむ、聞えたまひける、と、きこしめしおきて、御五四物もの忌いみなりける日、古今を持もてわたらせたまひて、御み几き帳ちやうをひき隔てさせたまひければ、女御、例ならずあやし、と、おぼしけるに、草子をひろげさせたまひて、『そ五五の月、なにのをり、その人の詠よみたる歌は、いかに』と、問ひきこえさせたまふを、かうなりけり、と心得たまふも、をかしきものの、ひ五六がおぼえをもし、忘れたるところもあらば、いみじかるべきこと、と、わりなうおぼし乱れぬべし。そ五七の方かたにおぼめかしからぬ人、二三人ばかり召し出でて、碁五八ご石いしして数かず置かせたまふとて、強しひきこえさせたまひけむほどなど、いかにめでたうをかしかりけむ。御お前まへにさぶらひけむ人さへこそ、うらやましけれ。せめて申させたまへば、さ五九かしう、やがて末ま六〇ではあらねども、すべてつゆたがふことなかりけり。いかでなほ、すこしひがこと見付けてを六一やまむ、と、ねたきまでにおぼしめしけるに、十六二巻にもなりぬ。『さらに不六三ふ用ようなりけり』とて、御草子に夾算さして、大おほ殿との籠ごもりぬるも、まためでたしかし。いと久しうありて起きさせた六四まへるに、なほこのこと、勝ち負けなくてやませたまはむ、いとわろし、とて、下しもの十巻を、明日あすにならば、異六五ことをぞ見たまひあはする、とて、『今日けふ定さだめてむ』と、大おほ殿油となぶらま六六ゐりて、夜よふくるまでな六七む、読ませたまひける。されど、つひに負けきこえさせたまはずなりにけり。『上六八わたらせたまひて、かかること』な六九ど、殿七〇に申しにたてまつられたりければ、いみじうおぼし騒ぎて、御七一み誦ず経きやうなど、あ七二またせさせたまひて、そ七三なたに向きてなむ、念じ暮したまひける。好七四き好きしう、あはれなることなり」など、語りいでさせたまふを、上も、きこしめしめでさせたまふ。（帝）「我七五は、三み巻まき四よ巻まきをだにえ見果てじ」と、おほせらる。「昔は、え七六せ者なども皆をかしうこそありけれ。このころは、かやうなることや七七は聞ゆる」など、御お前まへにさぶらふ人々、上うヘの女七八房こ七九なた許されたるなどまゐりて、口々言ひいでなどしたるほどは、まことに、つゆ思ふことなく、めでたくぞおぼゆる。





【校注】

〔二〇〕正暦五年春。

一　三巻本「せいえうてん」。能因本、前田本により訂す。〔補注八二〕

二　弘徽殿の上の御局。〔補注八三〕

三　簀子（すのこ）の手すり。

四　青磁であろう。

五　三巻本「ひるかた」。能因本、前田本により訂す。

六　伊周。〔補注八四〕

七　模様を固く織り出した綾。

八　一条天皇。この年十五歳。

九　上の御局の北の簀子。

一〇　女房の正装。上着の上に着る。

一一　表浅黄または薄紫、裏萌黄。

一二　表薄朽葉、裏黄。

一三　北廊にある。〔補注八五〕

一四　清涼殿の母屋。常の御座所。

一五　お食事。大床子の御膳。

一六　最後のお皿。〔補注八六〕

一七　仕度のできた旨の奏上。〔補注八七〕

一八　間じきりの戸。〔補注八八〕

一九　清涼殿東面の孫廂であろう。

二〇　中宮定子。この年十九歳。

二一　下長押。簀子との境。

二二　「月も日もかはりゆけども久に経るみむろの山のとつ宮どころ」（忠岑、和歌体十種）。原歌は万葉集巻十三。「とつ宮」は離宮。

二三　給仕の役。〔補注八九〕

二四　蔵人。〔補注九〇〕

二五　墨ばさみと墨の継ぎめ。

二六　能因本、前田本「ふること」。

二七　能因本、前田本「らるるに」。

二八　古今集仮名序「難波津の歌は帝のおほむ初めなり。安積山の言葉は、采女のたはぶれより詠みて、このふた歌は、歌の父母のやうにてぞ、手習ふ人の初めにもしける」。その歌も同じく仮名序に「難波津に咲くやこの花冬籠り今は春べと咲くやこの花」と見える。子供でも知っている歌というほどの意。

二九　上席の女房。

三〇　古今集、巻一。〔補注九一〕

三一　能因本、前田本「心ばへども」。

三二　一条天皇の御父。在位、安和二年九月─永観二年八月。

三三　紙を綴じて本の形にした物。当時、まず草子にしてから書いたのである。もと册字（さくし）の音便。

三四　中宮定子の父、道隆。正暦四年四月関白になる。

三五　円融天皇の永観二年正月、右中将で従三位に叙せられた。翌々年寛和二年七月従二位。

三六　作者、出典ともに不明。「いつもの浦」も所在不明。「思ふ」は愛する意。恋歌である。

三七　三巻本「あと」。諸本多く「と」の右傍に「せ歟」と傍書。能因本、前田本により訂す。「あゆ」は、血、汗の吹き出ること。

三八　気おくれがして。「れ」は自発。

三九　能因本、前田本「もあり」。

四〇　古今和歌集、二十巻。

四一　五、七、五の上の句。

四二　下の句。能因本、前田本「末は」。

四三　藤原重輔の女。富小路右大臣顕忠の孫。中宮づきの上臈女房として清少納言と並び称せられた才女。

四四　「かは」─三巻本「は」。能因本、前田本により訂す。

四五　そのまま下の句まで。

四六　目印に紙をはさむ物。〔補注九二〕

四七　村上天皇。円融天皇の御父。在位、天慶九年─康保四年。

四八　芳子。〔補注九三〕

四九　藤原師尹。安和二年三月、左大臣、左大将となり同十月歿。小一条は邸の名。〔補注八一〕

五〇　三巻本「ひとつ」。能因本、前田本「一」とあるにより、音読すべきである。

五一　筆蹟。

五二　七絃の琴（きん）。「こと」は絃楽器の総称。〔補注九四〕

五三　諸本漢字。音読すべきか。訓むなら「はたまき」。

五四　帝の御物忌。物忌は、陰陽道の説くところで、鬼神の災いを避けるため、外出を避けること。帝の御物忌の場合、天皇は他の殿舎に出御なく、諸事、清涼殿の母屋の内において行う、軽い時は弘廂に出御のこともあるという（禁秘抄）。この時の出御は上の御局であろう。宣耀殿の女御が藤壺の上の御局を使用したことは大鏡に見える。

五五　歌の詞書をお読み上げになるのである。

五六　おぼえ違い。

五七　歌の方面に暗くない女房。

五八　帝と女御の勝ち負けを黒白の碁石で数えさせるのである

五九　りこうぶって。

六〇　能因本、前田本「までなどはあらねど」。

六一　「を」は強意の助詞。

六二　諸本漢字。

六三　だめ、無駄、の意。

六四　三巻本「給へなに」。「る」の誤写。能因本、前田本により訂す。

六五　別の本。

六六　能因本、前田本「ちかくまゐりて」。

六七　「なむ」三巻本なし。能因本、前田本により補う。

六八　三巻本「帰」。能因本、前田本「うへ」により訂す。

六九　能因本、前田本「なむと」。

七〇　父師尹。〔補注九五〕

七一　祈禱のため、寺に使をやって読経を依頼すること。

七二　ここは多くの寺々にの意。

七三　宮中の方。

七四　風雅なこと。

七五　能因本、前田本、この上に「いかで（いかが前田本）さ多く読ませたまひけむ」の語がある。

七六　くだらぬ人間。

七七　三巻本「や」なし。能因本、前田本により補う。

七八　能因本、前田本「女房の」。

七九　中宮がた。






〔二一〕　生おひ先なく、ま一めやかに、えせざいはひなど見てゐたらむ人は、い二ぶせく、あなづらはしく思ひやられて、なほ、さりぬべからむ人のむすめなどは、さ三しまじらはせ、世の有様も見せならはさまほしう、内四ない侍しのすけなどにてしばしもあらせばや、とこそ、おぼゆれ。

　宮仕へする人をば、あはあはしう、わ五るきことに言ひ思ひたる男をとこなどこそ、いとにくけれ。げに、そも、またさることぞかし。かけまくもかしこき御六お前まへをはじめたてまつりて、上かむ達だち部め、殿上人、五位、四位はさらにも言はず、見ぬ人はすくなくこそあらめ。女房の従ず者さ、その里より来くる者、長七をさ女め、御み厠かはや人うどの従八ず者さ、た九びしかはらといふまで、いつかはそれを恥ぢ隠れたりし。殿ばらなどは、いとさしもやあらざらむ。それも、あ一〇る限りは、しか、さぞあらむ。

　上一一などいひて、かしづき据ゑたらむに、心にくからずおぼえむ、ことわりなれど、ま一二た、内裏うちの内侍のすけなどいひて、をりをり内裏うちへまゐり、祭一三の使つかひなどに出でたるも、面おも立だたしからずやはある。さて、こもりゐぬる人は、まいてめでたし。受一四ず領らうの、五一五ご節せち出だすをりなど、いとひなび、言ひ知らぬことなど、人に問ひ聞きなどは、せじか一六し。心にくきものなり。





【校注】

一　三巻本ほぼ「またやか」。能因本により訂す。

二　うっとうしく。

三　宮仕えをさせ。

四　典侍。内侍司の次官。定員四人。従四位相当。能因本、前田本は「内侍」。これは典侍の次の掌侍。従五位相当。天皇に常侍して奏請、宣伝の事をつかさどる。

五　能因本「わろき」。

六　天皇。

七　後宮に仕える身分の低い者。下の「御厠人」と続けられた例は、源氏、宇津保などにもある。下女の長の意であろう。「御厠人」は前出〔六〕。

八　「のすさ」能因本、前田本なし。

九　物の数でもない賤しい者の意であろう。礫と瓦の意（浜臣説）とするのが通説。

一〇　宮仕えしている限りは。

一一　婦人の敬称。北の方。

一二　「またうちの」能因本なし。前田本「もまた」。

一三　賀茂の祭の勅使。〔補注九六〕

一四　三巻本ほぼ「する」。能因本「すりやう」。前田本「しゆりやう」。今、訂す。国の守。

一五　五節の舞姫。〔補注九七〕

一六　能因本、前田本「かしと」。






〔二二〕　す一さまじきもの

　昼ほゆる犬。春の網二あ代じろ。三、四月の紅三梅の衣きぬ。牛死にたる牛うし飼かひ。ちご亡なくなりたる産うぶ屋や。火おこさぬ炭四す櫃びつ、地五ぢ火くわ炉ろ。博士六はかせのうち続き女をんな子ご生むませたる。方七かた違たがへに行きたるに、あるじせぬ所。まいて節八せち分ぶんなどはいとすさまじ。

　人九の国よりおこせたる文ふみの、物なき。京のをも、さこそ思ふらめ。されどそれは、ゆかしきことどもをも書き集め、世にあることなどをも聞けば、いとよし。人のもとに、わざときよげに書きてやりつる文の返かへり事こと、今は持もて来きぬらむかし、あやしう遅き、と、待つほどに、ありつる文、立一〇たて文ぶみをも結一一びたるをも、いときたなげに取りなし、ふ一二くだめて、上一三に引きたりつる墨など消えて、「おはしまさざりけり」もしは「御物もの忌いみとて取一四り入れず」と一五言ひて持もて帰りたる、いとわびしく、すさまじ。

　また、かならず来くべき人のもとに車をやりて待つに、来る音すれば、「さななり」と、人々出でて見るに、車一六宿やどりにさらに引き入れて、轅ながえほ一七うと打ちおろすを、「いかにぞ」と問へば、「今日けふは、ほかへおはしますとて、わたりたまはず」など、うち言ひて、牛の限り引き出でて去いぬる。

　また、家一八のうちなる男君の、来こずなりぬる、いとすさまじ。さるべき人の宮仕へするがりや一九りて、は二〇づかしと思ひゐたるも、いとあ二一いなし。ちごの乳母めのとの、ただあ二二からさまにとて出でぬるほど、とかく慰めて、「とく来こ」と言ひやりたるに、「今こ宵よひは、えまゐるまじ」とて、返しおこせたるは、すさまじきのみならず、いとにくくわりなし。女迎ふる男、まいていかならむ。待つ人ある所に、夜よすこしふけて、忍びやかに門かどたたけば、胸すこしつぶれて、人出だして問はするに、あらぬよしなき者の名のりして来たるも、かへすがへすもすさまじといふはおろかなり。

　験げん者ざの、物二三ものの怪け調ずとて、いみじうしたり顔に独二四と鈷こや数ず珠ずなど持たせ、せ二五みの声しぼり出だして誦よみゐたれど、いささかさ二六りげもなく、護二七ご法ほふもつかねば、集り居、念じたるに、男も女もあやしと思ふに、時二八じのかはるまで誦み極ごうじて、「さらにつかず。立ちね」とて、数珠取り返して、「あな、いと験げんなしや」と、うち言ひて、額ひたひより上かみさまにさ二九くり上げ、欠伸あくびおのれうちして、寄り臥ふしぬる。いみじうねぶたしと思ふに、いとしもおぼえぬ人の、押し起して、せめてもの言ふこそ、いみじうすさまじけれ。

　除ぢ目もくに司三〇つかさ得ぬ人の家。今こ年としはかならず、と聞きて、はやうありし者どものほかほかなりつる、田舎ゐなかだちたる所に住む者どもなど、皆集り来て、出で入る車の轅ながえも三一ひまなく見え、もの詣まうでする供三二に我も我もとまゐりつかうまつり、物食ひ酒飲み、の三三のしりあへるに、果三四つる暁あかつきまで門かどたたく音もせず、「あ三五やしう」など、耳立てて聞けば、前駆さき追ふ声々などして上かむ達だち部めなど皆出でたまひぬ。もの聞きに宵三六よひより寒がりわななきをりける下げ衆す男をとこ、いともの憂うげに歩あゆみ来くるを、を三七る者どもは、え三八問ひにだに問はず、外ほかより来たる者などぞ、「殿は、なににかならせたまひたる」など問ふに、答いらへには「なにの前ぜん司じにこそは」などぞ、かならず答いらふる。まことに頼みける者は、いと嘆かしと思へり。つとめてになりて、ひまなくをりつる者ど三九も、一人四〇ひとり、二人ふたりすべり出でて去いぬ。古き者どもの、さもえ行いき離るまじきは、来らい年ねんの国四一々、手を折りてうち数かぞへなどして、ゆるぎありきたるも、い四二とほしう、すさまじげなり。

　よろしう詠よみた四三りと思ふ歌を、人のもとにやりたるに、返しせぬ。懸四四け想さう人びとは、いかがせむ。それだに、を四五りをかしうなどある返かへり事ことせぬは、心劣りす。また、騒がしう、時めきたる所に、うち古めきたる人の、おのが、つれづれと暇いとま多かるならひに、昔おぼえて異ことなることなき歌詠みておこせたる。

　もののをりの扇四六あふぎ、い四七みじくと思ひて、心ありと知りたる人に取らせたるに、その日になりて、思四八はずなる絵など描かきて、得たる。産四九うぶ養やしなひ、馬五〇むまのはなむけなどの使つかひに、禄五一ろく取らせぬ。はかなき薬五二くす玉だま、卯五三う槌づちなど持もてありく者などにも、なほかならず取らすべし。思ひかけぬことに得たるをば、いと興五四ありと思ふべし。これはかならずさるべき使五五つかひと思ひ、心ときめきして行五六いきたるは、ことにすさまじきぞかし。

　婿むこ取りして、四、五年まで、産うぶ屋やの騒ぎせぬ所も、いとすさまじ。大人おとななる子どもあまた、ようせずは孫むまごなども這ひありきぬべき、人の親どち、昼寝したる。か五七たはらなる子どものここちにも、親の昼寝したるほどは、寄り所なく、すさまじうぞあ五八るかし。師五九し走はすのつごもりの夜よ、寝起きてあぶる湯は腹立たしうさへぞおぼゆる。師走のつごもりの長雨。「一日ばかりの精六〇さう進じん解げ斎さい」とやいふらむ。





【校注】

一　時節はずれ、あてはずれでおもしろくない、興ざめだ、の意。

二　氷魚（ひお）を取る施設。〔補注九八〕

三　表紅、裏紫。十一月から二月ころまで着用する。

四　角火鉢、ないしはいろり。

五　料理用のいろり。〔補注九九〕

六　「はかせの」三巻本なし。能因本、前田本により補う。大学寮、陰陽寮の教官。ほぼ世襲。女子の関与できなかったことはいうまでもない。

七　方角をかえること。〔補注一〇〇〕

八　立春の前夜。〔補注一〇一〕

九　地方。地方官として赴任した人からの場合である。

一〇　縦にたたんで上下を折った書状。事務的な正式の形式。

一一　結び文。細長くたたんで一重に結ぶ。恋文などこの形式が多い。

一二　けばだたせて。

一三　封として引いた墨。

一四　重い物忌の場合は、手紙も外部から取り入れない。

一五　能因本、前田本「など」。

一六　能因本、前田本、堺本「車やどりざまにやり入れて」。

一七　三巻本の多くと三巻本抜書本、「ほくと」。能因本、前田本、堺本により訂す。擬音語。「ぽんと」。「う」は撥音の表記。

一八　能因本「家ゆすりて取りたるむこの（むこの君の前田本）」。

一九　三巻本ほぼ「やもて」。能因本、前田本により訂す。

二〇　とても敵わないと。能因本、前田本「いつしかと」。

二一　理窟に合わない。

二二　ついちょっと。

二三　人の生霊（いきりょう）、死霊、天狗、こだま、狐など、人に取り憑いて害をなすもの。病気の原因と考えられていた。〔補注一〇二〕

二四　密教に用いる修法の具。金剛杵（しょ）。長さ七、八寸、先端が尖る。その先が一本なのを独鈷、三股のを三鈷、五股のを五鈷という。「持たせ」は、よりましに持たせる意。

二五　能因本、前田本「せみ声に」。

二六　三巻本ほぼ「きりけ」。能因本、前田本、堺本により訂す。

二七　護法竜子。法力ある僧に使役される、目に見えぬ童形の鬼神。

二八　晨朝、日中、日没、初夜、中夜、後夜の各時。勤行の時間的単位。

二九　能因本、前田本「かしらさくりあげて」。

三〇　官職。ここは国司。

三一　三巻本「に」。能因本、前田本により訂す。

三二　能因本、前田本「供にも」。

三三　皆で大騒ぎしているうちに。

三四　除目は三夜にわたる。

三五　能因本、前田本「あやし」。

三六　三巻本「よる」、前田本「夜」。今能因本により訂す。

三七　三巻本「見る」。能因本、前田本により訂す。

三八　三巻本「えとひにたるにとはす」。今訂す。能因本「とひにたにもえとはす」。前田本「とひにたにえとはす」。

三九　能因本、前田本「も」。

四〇　能因本、前田本「やうやうひとりふたりづつ」。

四一　能因本、前田本「国々を」。

四二　三巻本は「いとをかしう」ないしは「いとをかし」。能因本、前田本により訂す。

四三　三巻本「たる」。能因本、前田本、堺本により訂す。

四四　女に思いをかけている男。能因本、堺本「けさう文」。

四五　興趣ある時などに詠み送った歌の返事。

四六　檜扇（ひおうぎ）。檜の薄板を糸で綴じ、絵を描いた。

四七　三巻本「いみじ」。能因本により訂す。前田本「いみじう」。

四八　三巻本「思ひ忘るる」。能因本、前田本により訂す。

四九　出産第三夜、五夜、七夜、九夜に、親類知友から物を贈り、産婦側では宴をもよおす。この段はじめに「ちご亡くなりたる産屋」とあるのは、そのため。

五〇　旅立つ人への餞別。

五一　心づけ。一般に衣類を用いた。

五二　菖蒲、蓬などを五色の糸で結び垂れた物。〔補注一〇三〕

五三　桃の木を長さ三寸、幅一寸に四角に削り、組糸を垂れる。正月初の卯の日、邪鬼を追うためという。

五四　三巻本「かひ」。能因本、前田本、堺本「けう」（興）により訂す。

五五　能因本、前田本「使ぞと」。

五六　能因本、前田本「いきたるにただなるは、まことに」。

五七　「おほかたわらはべなるほどのここちにも」（能因本）。前田本ほぼ同文。

五八　能因本、前田本「ありし」。この本文によれば、作者の経験の表白ということになる。

五九　以下、諸本異文多し。三巻本「師走のつごもりの夜」は、あるいは衍文か。〔補注一〇四〕

六〇　三巻本の「けさい」は「潔斎」ないしは「解斎」と考えられる。能因本の「けたい」は「懈怠」。本文、解ともになお落ち着かない。






〔二三〕　たゆまるるもの

　精一さう進じの日の行ひ。遠二きいそぎ。寺に久しく籠こもりたる。





【校注】

一　戒を持し酒肉を絶っておつとめする日。当時は毎月六斎日（八日、十四日、十五日、二十三日、二十九日、三十日）などがあった。

二　能因本「日遠き」。前田本「ほど遠き」。






〔二四〕　人にあなづらるるもの

　築一つい土ぢの崩れ。あまり心よしと人に知られぬる人。





【校注】

一　土塀。






〔二五〕　にくきもの

　急ぐことあるをりに来て、長なが言ごとするまらうと。あなづりやすき人ならば、「後のちに」とても、やりつべけれど、さすがに心はづかしき人、いとにくく、むつかし。硯に髪の入りて、すられたる。また、墨の中に、石一のきしきしときしみ鳴りたる。

　にはかにわづらふ人のあるに、験げん者ざもとむるに、例ある所二になくて、外ほかに尋ねありくほど、いと待ち遠に久しきに三、からうして待ちつけて、よろこびながら加四か持ぢせさするに、このころ物ものの怪けにあづかりて極ごうじにけるにや、居るままにすなはち、ねぶり声なる、いとにくし。

　なでふことなき人の、笑五ゑがちにて、ものいたう言ひたる。火ひ桶をけの火、炭す櫃びつなどに、手のうらうち返しうち返しお六しのべなどして、あぶりをる者。いつか、若やかなる人など、さはしたりし。老いばみたる者こそ、火桶のはたに足をさへもたげて、もの言ふままに押しすりなどはすらめ。さやうの者は、人のもとに来て、居むとする所を、まづ扇あふぎしてこなたかなたあふぎちらして、塵ちりはき捨て、居もさだまらずひろめきて、狩七かり衣ぎぬの前巻八き入れても居るべし。かかることは、いふかひなき者の際きはにやと思へど、すこしよろしき者の、式九しき部ぶの大たい夫ふなどいひしが、せしなり。

　また、酒飲みてあ一〇めき、口を探り、鬚ひげある者はそれをなで、盃さかづき、異こと人ひとに取らするほどのけしき、いみじうにくしと見ゆ。「また飲め」と言ふなるべし、身ぶるひをし、頭かしらふり、口一一わきをさへ引き垂れて、童わらはべの「こ一二う殿にまゐりて」など謡うたふやうにする。それはしも、まことによ一三き人のしたまひしを見しかば、心づきなしと思ふなり。

　ものうらやみし、身の上嘆き、人の上言ひ、露一四つゆ塵ちりのこともゆかしがり、聞かまほしうして、言ひ知らせぬをば、怨ゑんじそしり、また僅わづかに聞き得たることをば、わがもとより知りたることのやうに、異こと人ひとにも語一五りしらぶるも、いとにくし。

　もの聞かむと思ふほどに泣くちご。烏からすの集まりて飛び違ひ、さ一六めき鳴きたる。

　忍びて来る人、見知りてほゆる犬。あながちなる所に隠し臥ふせたる人の、いびきしたる。また、忍一七び来る所に、長一八なが烏え帽ぼう子しして、さすがに人に見えじとまどひ入るほどに、ものにつきさはりて、そよろといはせたる。伊一九い予よ簾すなど掛けたるに、うちかづきて、さらさらと鳴らしたるも、いとにくし。帽二〇も額かうの簾すは、まして、こ二一はしのうち置かるる音、いとしるし。それも、やをら引き上げて入るは、さらに鳴らず。遣二二やり戸どを、荒くたてあくるも、いとあ二三やし。すこしもたぐるやうにしてあくるは、鳴りやはする。あしうあくれば、障さう子じなども、こ二四ほめかしうほとめくこそ、しるけれ。

　ねぶたしと思ひて臥ふしたるに、蚊かの細声にわ二五びしげに名のりて、顔のほどに飛びありく。羽は風かぜさへ、そ二六の身のほどにあるこそ、いとにくけれ。

　きしめく車に乗りてありく者、耳も聞かぬにやあらむと、いとにくし。わが乗りたるは、その車の主ぬしさへにくし。また、物語するに、さ二七しいでして、我ひとりさ二八いまくる者。すべてさしいでは、童わらはも大人おとなもいとにくし。あからさまに来たる子二九ども、童わらはべを見三〇入れ、らうたがりて、をかしき物取らせなどするに、ならひて、常に来きつつ居ゐ入いりて、調三一でう度どうち散らしぬる、いとにくし。

　家にても宮仕へ所にても、会はでありなむと思ふ人の来たるに、そら寝をしたるを、わがもとにある者、起しに寄り来て、いぎたなしと思ひ顔に引きゆるがしたる、いとにくし。今三二まゐりの、さし越えて、もの知り顔に教へやうなること言ひ、後三三うしろ見みたる、いとにくし。

　わが知三四る人にてある人の、は三五やう見し女のこと、ほめ言ひいでなどするも、ほど経へたることなれど、なほにくし。まして、さしあたりたらむこそ、思ひやらるれ。されど、な三六かなか、さしもあらぬなどもありかし。

　は三七なひて誦三八ず文もんする。おほかた、人の家の男をとこ主しゆうならでは、高くはなひたる、いとにくし。蚤のみもいとにくし。衣きぬの下したに躍をどりありきて、もたぐるやうにする。犬の、諸もろ声こゑに長々と鳴き上げたる、まがまがしくさへにくし。

　あけて出で入いる所、たてぬ人、いとにくし。





【校注】

一　能因本、前田本「石のこもりて」。

二　三巻本中、勧修寺本など「所には」。能因本、前田本も同じ。

三　能因本、前田本「を」。

四　真言宗の祈禱。仏力を加付して受持せしめる意。

五　能因本、前田本「すずろにゑがちにて」。

六　能因本、前田本「皺おしのべ」。

七　もと狩の時に着用したが、旅行、外出などの平常着。袴は指貫。すわる時は前の垂れを前にひろげるのが作法であったらしい。

八　能因本「したざまにまくり入れてもゐるかし（ゐたるかし、前田本）」。

九　式部の大丞で六位の蔵人から五位に叙せられた者。式部の丞は六位相当官。大夫は五位の称。なお能因本、前田本この下に「駿河の前司」の語あり。

一〇　わめく意であろう。

一一　三巻本ほぼ「くちはき」。能因本、前田本により訂す。くちびる。

一二　能因本、前田本「こほとの」。国府殿（こふどの）か。あるいは督殿（かうどの）か。俗謡の一節。原歌未詳。

一三　身分の高い人。

一四　能因本、前田本「つゆばかりのことも」。「つゆちり事なかりけり」（続古事談、四）の如き用例がある。

一五　くり返して話す、あるいは受け売りするの意か。能因本、前田本「かたりしらべいふ」。

一六　羽音を立てる意であろう。

一七　能因本、前田本「忍びて」。

一八　長い烏帽子。烏帽子は、略装のかぶり物。

一九　伊予の国から産した、細い篠を編んだすだれ（和訓栞）。粗製のすだれであったようである。「伊予簾はさらさらと鳴るもつつまし」（源氏、浮舟）ともあり、普通の物より触れ合う音が高かったものと思われる。

二〇　簾の上部外側に飾りとして横に張ったきれ。

二一　簾の下端につけた木の薄板。「小端」を宛てるべきであろう。

二二　横桟を多く打った板の引戸。

二三　能因本「にくし」。前田本「あやにくし」。

二四　いずれも擬音語。

二五　貧相に。

二六　能因本、前田本「さる」。

二七　でしゃばって。

二八　「先まくる」の音便。先走る、先廻りする、の意。

二九　「子」は、親に対する子、「わらは」は、少年、少女というほどにあたる。「べ」は複数、あるいは「わらは」の総体を意味するものであろう。

三〇　目をかけ。

三一　屏風、几帳、厨子、その他日常身辺に使ういわゆる調度品。

三二　新参の女房。

三三　世話をやく。

三四　夫ないしは愛人。

三五　以前に関係のあった女のことを。

三六　かえって。

三七　くしゃみをして。

三八　拾芥抄に「嚏時頌」として「休息万命急急如律令（くそくまんみょうきゅうきゅうにょりつりょう）」とある。くしゃみは不吉の兆とされていたので、それを祝い直す。徒然草にも見える。









〔二六〕　心一ときめきするもの

　雀二ずずめの子こ飼がひ。ちご遊ばする所の前わたる。よき薫三たき物ものたきて、ひとり臥ふしたる。唐四から鏡かがみのすこし暗き見たる。よき男の、車とどめて、案あ内ないし問はせたる。頭かしら洗ひ、化け粧さうじて、香かうばしうしみたる衣きぬなど着たる。ことに見る人なき所にても、心のうちは、なほいとをかし。待つ人などのある夜よ、雨の音、風の吹きゆるがすも、ふと驚かる。





【校注】

一　胸のどきどきすること。

二　源氏物語、若紫の巻、その他扇面写経などに絵が見え、当時の流行が思われる。

三　数種の香を色々に組み合わせて作った練り香。

四　中国から舶来の鏡であろう。その製は和鏡よりすぐれていたであろう。






〔二七〕　過ぎにしかた恋しきもの

　枯れたる葵一あふひ。雛二ひひな遊びの調でう度ど。二藍ふたあゐ、葡萄三えび染ぞめなどのさ四いでの、押五しへされて、草さう子しの中などにありける、見つけたる。また、を六りからあはれなりし人の文ふみ、雨など降りつれづれなる日、さがし出でたる。去年こぞのか七はほり。





【校注】

一　賀茂の祭の時の葵。社頭をはじめ車、冠、家々の簾などにも掛ける。調度類に掛けたものはそのまま後まで残して置く。

二　童女の人形遊び。当時は三月に限らない。家、車、室内の調度類なども作る。

三　薄紫染め。えびかずら（山葡萄）の実の色に似る故の名。

四　裁ち端の布切れ。裂妙（さきたえ）の音便という。

五　押しつぶされて。

六　それをもらった時が情趣のある時だったので深く感動した手紙。

七　紙を張った扇。後のいわゆる末広。骨は七本。夏、使う。






〔二八〕　心一ゆくもの

　よく描かいたる女二をんな絵ゑの、言葉をかしう付三けて多かる。物もの見みの帰かへさに、乗りこぼれて、を四のこどもいと多く、牛よくやる者の、車走らせたる。白くきよげなる陸奥五みちのくに紙がみに、いといと細う、書六くべくはあらぬ筆して、文ふみ書きたる。うるはしき糸の練七りたる、あはせ繰りたる。て八うばみに、てう多く打ち出でたる。ものよく言ふ陰九おん陽やう師じして、川一〇か原はらに出でて、呪ず咀その祓はらへしたる。夜よる、寝起きて飲む水。

　つれづれなるをりに、いとあまりむつましうもあらぬまらうとの来て、世の中の物語、このころあることのをかしきもにくきもあやしきも、これかれにかかりて、公おほやけ私わたくしおぼつかなからず、聞きよきほどに語りたる、いと心ゆくここちす。

　神、寺などにまうでて、もの申さするに、寺は法師、社やしろは禰一一ね宜ぎなどの、くらからずさはやかに、思ふほどにも過ぎて、とどこほらず聞きよう申したる。





【校注】

一　満足する。気持がいい。

二　これに対して「男絵」の語もあった。はっきりしないが、大和絵風の風俗画をいうのであろう。「をかしげなる女給どもの、恋する男のすまひなど描きまぜ、山里のをかしき家居など心々に世の有様描きたるを、……在五が物語を描きて……」（源氏物語、総角）。いわゆる物語絵もこれに含まれる。

三　能因本「つづけて」。

四　車副（くるまぞい）の者。

五　檀紙。まゆみの木より製し陸奥より産したのでこの名がある。

六　諸本「かゝへてはあらぬ」。

七　灰汁（あく）で煮て柔かくすること。〔補注一〇五〕

八　双六で賽の同じ目の二つそろって出ることという。

九　陰陽寮に属し、吉凶を占う職であるが、民間にも祓いを業とする者があった。ここはそれである。

一〇　賀茂川原。

一一　神職。「ねぐ」（願う意）の名詞形。






〔二九〕　檳一び榔らう毛げは、のどかにやりたる。急ぎたるは、わ二ろく見ゆ。

　網三あ代じろは、走らせたる。人の門かどの前などよ四りわたりたるを、ふと見やるほどもなく過ぎて、供の人ばかり走るを、誰たれならむと思ふこそ、をかしけれ。ゆるゆると久しく行ゆくは、いとわろし。





【校注】

一　親王以下の正式の乗用車である。前出〔五〕。

二　能因本、前田本「かろ〴〵しく」。

三　網代を葺いた車。檜の薄板を斜に編み、漆を塗る。日常、遠行、微行の時などの乗用。

四　を通って、の意。






〔三〇〕　説一せ経きやうの講かう師じは、顔よき。講かう師じの顔を、つとまもらへたるこそ、その説くことの尊たふとさもおぼゆれ。ひ二が目しつれば、ふと忘るるに、にくげなるは罪や得うらむとおぼゆ。このことは、とどむべし。すこし齢としなどのよろしきほどは三、かやうの罪得えがたのことは、書き出でけめ。今は罪いと恐ろし。

　また、尊たふときこと、道だう心しん多かり、とて、説経すといふ所ごとに、最さい初そに行いきゐるこそ、なほ、この罪の心四には、いとさしもあらで、と見ゆれ。

　蔵五くら人うどなど、昔は御六ご前ぜんなどいふわざもせず、その年ばかりは内裏うちわたりなどには、影も見えざりける。今はさしもあらざめる。蔵七人の五位とて、それをしもぞ、いそがしう使へど、なほ、名八な残ごりつれづれにて、心一つは暇いとまあるここちすべかめれば、さやうの所にぞ、一ひと度たび、二ふた度たびも聞きそめつれば、常にま九でまほしうなりて、夏などのいと暑きにも、か一〇たびらいとあざやかにて、薄一一うす二ふた藍あゐ、青一二あを鈍にびの指さし貫ぬきなど、踏一三み散らしてゐためり。烏え帽ぼう子しに物一四もの忌いみ付けたるは、さ一五るべき日なれど、功一六く徳どくのかたには障さはらずと見えむ、とにや。

　そ一七のことする聖ひじりと物語し、車一八立つることなどをさへぞ見一九入れ、こ二〇とについたるけしきなる。久しう会はざりつる人のまうであひたる、珍しがりて近う居寄り、もの言ひうなづき、をかしきことなど語りいでて、扇広うひろげて、口にあてて笑ひ、よく装二一さう束ぞくしたる数ず珠ずかいまさぐり、手まさぐりにし、こなたかなたうち見やりなどして、車のあしよしほめそしり、なにがしにてその人のせし八二二は講かう、経二三きやう供く養やうせしこと、とありしこと、かかりしこと、言ひくらべゐたるほどに、この説せ経きやうのことは聞きも入れず。なにかは、常に聞くことなれば、耳馴れて、珍しうもあらぬにこそは。

　さはあらで、講かう師じ居てしばしあるほどに、前駆さきすこし追はする車とどめておるる人、蟬せみの羽はよりも軽二四かるげなる直なほ衣し、指さき貫ぬき、生絹二五すずしのひとへなど着たるも、狩かり衣ぎぬの姿なるもさやうにて、若う細ほそやかなる、三、四人ばかり、侍二六さぶらひの者またさばかりして、入れば、はじめ居たる人々も、すこしうちみじろきく二七つろい、高二八かう座ざのもと近き柱もとに据ゑつれば、かすかに数ず珠ず押しもみなどして聞きゐたるを、講師もはえばえしくおぼゆるなるべし、いかで語り伝ふばかりと説き出でた二九なり。聴三〇ちやう聞もんすなど倒れ騒ぎ、額ぬかづくほどにもな三一くて、よきほどに立ち出づとて、車どもの方かたなど見おこせて、我われどち言ふことも、なにごとならむとおぼゆ。見知りたる人は、をかしと思ふ、見知らぬは、誰たれならむ、それにやなど思ひやり、目をつけて見送らるるこそ、をかしけれ。

　「そこに説せ経きやうしつ、八は講かうしけり」など、人の言ひ伝ふるに、「その人はありつや」「い三二かがは」など、さだまりて言はれたる、あまりなり。などかは、むげにさしのぞかではあらむ。あやしからむ女だに、いみじう聞くめるものを。さ三三ればとて、はじめつ方かたは、か三四ちありきする人はなかりき。たまさかには、壺三五つぼ装さう束ぞくなどして、なまめき化け粧さうじてこそは、あめりしか。そ三六れも、もの詣まうでなどをぞせし。説せ経きやうなとには、ことに多く聞えざりき。このころ、そのをりさし出でけむ人、命長くて見ましかば、いかばかり、そしり誹ひ謗ぼうせまし。





【校注】

一　法談をする僧。能因本、前田本「説経師」。

二　新撰字鏡「眺」に「与己目又比加目」の訓がある。能因本、前田本「ほかめ」。

三　能因本、前田本「こそ」。

四　能因本、前田本「ここち」。

五　能因本「蔵人おりたる人」。六位の蔵人は任期が満ちると五位に叙せられる。殿上をおりて地下になるので「おる」と言う。ここは三巻本の脱文であろう。以下の文章は能因本を以て解さねばならぬ。前田本、堺本も「蔵人なりし人」。

六　行幸の前駆。

七　六位の蔵人をおりて五位に叙せられた者の称。

八　蔵人在職中の激務になれて、その後、なんとなく物足りなく。

九　能因本、前田本の「まうで」に同じ。「まで」の表記は諸作品の古写本に散見する。

一〇　直衣の下に夏着るひとえ。

一一　薄い二藍。ほぼ薄紫色。

一二　青みがかった鈍色。鈍色は薄墨色（鼠色）。

一三　足を出さず、指貫の口をくくって踏み歩く。

一四　物忌の時、柳の木の薄く削った三寸ほどのふだに、物忌と書いて付ける。冠の時は纓（えい）の所に付ける。

一五　家に慎んでいなくてはならぬ日であるけれども。

一六　善根を積むのだから、さしつかえない。

一七　世話役の僧。聖は、官僧でない、私度僧。下役の僧である。

一八　車を庭に立てる。婦人の聴衆で、車中で聞くのである。

一九　世話を焼き。

二〇　場馴れのした、というほどの意であろう。

二一　飾ること。数珠に水晶その他高価な物を使うことであろう。

二二　法華八講。法華経八巻を朝夕二座に一巻ずつ講じて八座四日で終る。要文を問者、講師によって問答する。

二三　新たに写した経巻のために仏事を修すること。

二四　能因本、前田本「かろげ」。

二五　練らない絹。夏の着用。

二六　家来。

二七　「くつろぎ」の音便。

二八　講師の坐る座。

二九　「たるなり」→「たんなり」の撥音無表記。「なり」は推定。

三〇　「聴聞衆」と見る説がある。

三一　三巻本「ならで」。能因本「なく」。前田本「あらで」。今、訂す。

三二　「いかがはあらざらむ」というほどの意。もちろん居ましたとも。

三三　能因本「されどこの草子などいできはじめつ方は」。

三四　三巻本「かりありき」。能因本により訂す。徒歩で出かける人。

三五　ひとえを頭からかぶり、腰を紐で結って、両褄を引き上げて折りはさみ、市女笠をかぶる。

三六　三巻本「それに」。能因本により訂す。






〔三一〕　菩一ぼ提だいといふ寺に、結二けち縁えんの八は講かうせしに詣まうでたるに、人のもとより「とく帰りた三まひね。いとさうざうし」と言ひたれば、[image: 蓮]四はすの葉のうらに、





も五とめてもかかる[image: 蓮]はちすの露をおきて憂うき世にまたは帰るものかは






と書きてやりつ。まことに、いと尊たふとくあはれなれば、やがてとまりぬべくおぼゆるに、さ六うちうが家の人のもどかしさも忘れぬべし。





【校注】

一　菩提寺。東山の一蜂阿弥陀峰にあった。

二　仏道に縁を結ぶために修する法華八講。

三　三巻本「給ぬ」、今訂す。能因本、前田本「給へ」。

四　能因本「はすの花びらに」、前田本「はちすの花の中に」。散華（さんげ）に用いる造花。三巻本の誤写であろう。

五　自ら求めても濡れたいこうしたありがたい蓮の露（菩提の地）をさしおいて、いやなことの多い世の中に二度と帰るものですか。家集、千載集、世継物語に載せる。

六　能因本「つねたう」、前田本「上中」右に「或経任」と傍書。〔補注一〇六〕






〔三二〕　小一こ白しら河かはといふ所は、小二一条の大たい将しやう殿どのの御家ぞかし、そこにて上かむ達だち部め、結けち縁えんの八は講かうしたまふ。世の中の人、いみじうめでたきことにて、「遅からむ車などは立つべきやうもなし」と言へば、露とともに起三きて、げにぞ、ひまなかりける轅ながえの上にまたさし重ねて、三四つばかりまではすこしものも聞ゆべし。

　六月十五じふよ日にちにて、暑きこと世に知らぬほどなり。池の[image: 蓮]はちすを見やるのみぞ、い六と涼しきここちする。左七右の大臣おとどたちをおきたてまつりては、おはせぬ上達部なし。二ふた藍あゐの指八さし貫ぬき、直なほ衣し、あ九さぎのかたびらどもぞ透一〇すかしたまへる。すこし大人おとなびたまへるは、青あを鈍にびの指貫、白き袴一一はかまもいと涼しげなり。佐一二すけ理まさの宰相なども皆若やぎだちて、すべて尊たふときことの限りに一三もあらず、をかしき見み物ものなり。

　廂ひさしの簾す高う上げて、長押一四なげしの上うへに、上一五かむ達だち部めは奥に向きて長々と居一六ゐたまへり。その次一七には、殿てん上じやう人びと、若わか君きむ達だち、狩かり装さう束ぞく、直衣などもいとをかしうて、え居一八ゐも定さだまらず、ここかしこに立ちさまよひたるも、いとをかし。実一九さね方かたの兵ひやう衛ゑの佐すけ、長二〇ちやう命めい侍従など、家の子にて、今すこし出で入りなれたり。ま二一だ童わらはなる君など、いとをかしくておはす。

　すこし日たくるほどに、三二二さん位みの中将とは関白殿をぞ聞えし、か二三うの薄物の二藍の御直衣、二藍の織物の指貫、濃二四こ蘇す枋はうの下の御袴に、張二五りたる白きひとへのいみじうあざやかなるを着たまひて歩あゆみ入りたまへる、さばかり軽かろび涼しげなる御中に、暑かはしげなるべけれど、いといみじうめでたしとぞ見えたまふ。朴ほほ、塗二六ぬり骨ぼねなど骨はかはれど、ただ赤き紙をおしなべてうち使ひ持もたまへるは、撫なでし子このいみじう咲きたるにぞ、いとよく似たる。

　まだ講かう師じものぼらぬほど、懸二七かけ盤ばんして、なににかあらむ、ものまゐるなるべし。義二八よし懐ちかの中納言の御様さま、常よりもまさりておはするぞ、限りなきや二九。色合ひの花々といみじうにほひあざやかなるに、いづれともなき中のかたびらを、これはま三〇ことにすべてただ直三一衣一つを着たるやうにて、常に車どもの方かたを見おこせつつ、ものなど言ひかけたまふ、をかしと見ぬ人はなかりけ三二む。

　後のちに来たる車の、ひまもなかりければ池に引き寄せて立ちたるを見たまひて、実方の君に（義懐）「消せう息そこをつ三三きづきしう言ひつべからむ者、一人ひとり」と召せば、いかなる人にかあらむ、選えりて率ゐておはしたり。「いかが言ひやるべき」と、近う居たまふ限り、のたまひあはせて、やりたまふ言葉は聞三四えず。いみじう用意して車のもとへ歩あゆみ寄るを、か三五つは笑ひたまふ。後しりの方かたに寄りて言ふめる。久しう立てれば、（人々）「歌など詠よむにやあらむ。兵三六衛の佐、返し思ひまうけよ」など笑ひて、いつしか返かへり事こと聞かむと、ある限り、大人おとな上達部まで皆そなたざまに見やりたまへり。げにぞけ三七せうの人まで見やりしもをかしかりし。

　返かへり事こと聞きたるにや、すこし歩あゆみ来くるほどに、扇をさし出でて呼びかへせば、歌三八などの文も字じ言ひあやまりてばかりや、かうは呼びかへさむ、久しかりつるほど、おのづからあるべきことは、直すべくもあらじものを、とぞおぼえたる。近うまゐりつくも心もとなく、「いかにいかに」と、誰たれも誰も問ひたまふ。ふとも言はず、権三九ごん中納言ぞのたまひつれば、そこにまゐり、けしきばみ申す。三四〇位の中将「とく言へ。あまり有う心しんすぎてしそこなふな」と、のたまふに、（使）「これもただ同じことになむはべる」と言ふは聞ゆ。藤四一とう大納言、人よりけにさしのぞきて、「いかが言ひたるぞ」と、のたまふめれば、三位の中将「い四二と直き木をなむ押し折りためる」と聞えたまふに、うち笑ひたまへば、皆なにとなくさ四三と笑ふ声、聞えやすらむ。中四四納言、「さて、呼びかへさざりつるさきは、いかが言ひつる。これや直したる定四五ぢやう」と問ひたまへば、（使）「久しう立ちてはべりつれど、ともかくもはべらざりつれば、『さは、帰りまゐりなむ』とて、帰りはべりつるに、呼びて」などぞ申す。（義懐）「誰たが車ならむ。見知りたまへりや」など、あやしがりたまひて、（義懐）「いざ、歌詠みてこの度たびはやらむ」などのたまふほどに、講師のぼりぬれば、皆、居ゐ静まりて、そなたをのみ見るほどに、車は、かい消けつやうに失うせにけり。下四六した簾すだれなど、ただ今日けふはじめたりと見えて、濃四七きひ四八とへがさねに二四九藍の織物、蘇す枋はうの薄物の表うは着ぎなど、後しりにも摺五〇すりたる裳も、や五一がてひろげながらうち下げなどして、なに人ならむ、なにかは、またか五二たほならむことよりはげにと聞えて、なかなかいとよし、とぞおぼゆる。

　朝五三あさ座ざの講師清五四せい範はん、高座の上も光りみちたるここちして、いみじうぞあるや。暑さのわびしきに添へて、しさしたることの今日けふ過ぐすまじきをうちおきて、ただすこし聞きて帰りなむとしつるに、し五五きなみに集つどひたる車なれば、出づべき方かたもなし。朝あさ講かう果五六てなば、なほいかで出でなむと、前五七なる車どもに消せう息そこすれば、近く立五八たむがうれしさにや、「早はや々」と引き出であけて出だすを見たまひて、いとかしかましきまで老おい上達部さへ笑ひにくむをも聞き入れず、答いらへもせで、強ひて狭五九せばがり出づれば、権中納言の、「やや。ま六〇かりぬるもよし」とて、うち笑ゑみたまへるぞ、めでたき。それも耳にもとまらず、暑きにまどはし出でて、人して（清少）「五千人のうちには入らせたまはぬやうあらじ」と聞えかけて、帰りにき。

　そのはじめより、やがて果つる日まで立てたる車のありけるに、人寄り来くとも見えず、すべてただあさましう絵などのやうにて過ぐしければ、ありがたくめでたく心にくく、いかなる人ならむ、いかで知らむと、問ひ尋六一ねけるを聞きたまひて、藤六二大納言などは、「なにか、めでたからむ。いとに六三くし。ゆ六四ゆしきものにこそあなれ」と、のたまひけるこそ、をかしかりしか。

　さて、そ六五の二十日あまりに、中納言、法師になりたまひにしこそ、あはれなりしか。桜など散りぬるも、なほ世の常なりや。「置六六くを待つ間まの」とだに言ふべくもあらぬ御有様にこそ見えたまひしか。





【校注】

〔三二〕寛和二年六月。

一　小白河殿。賀茂川以東粟田口以北の地を白河と汎称するが、この邸の位置は不明。

二　藤原済時。〔補注一〇七〕

三　露の「置く」と掛ける。

四　三列目の意であろう。

五　十余日。

六　能因本、前田本「すこし」。

七　左大臣は源雅信。右大臣は藤原兼家。

八　能因本、前田本「なをしさしぬき」。

九　浅黄。薄黄色。〔補注一〇八〕

一〇　三巻本「かし」。能因本、前田本により訂す。

一一　指貫の下に着た袴。

一二　藤原佐理。〔補注一〇九〕

一三　能因本により「に」を補う。前田本「尊ときことのみにもあらず」。

一四　廂の間の簀子との境。

一五　三巻本「かんたちへ」。訂す。

一六　三巻本「ね」。能因本、前田本により訂す。

一七　能因本、前田本「しも」。

一八　三巻本「ね」。能因本、前田本により訂す。

一九　藤原実方。〔補注一一〇〕

二〇　済時の男相任の幼名。〔補注一一一〕

二一　相任の弟通任（この年十三歳）のほか、系図には僧都になった二弟が見える。

二二　道隆。三十四歳。前出〔二〇〕

二三　香で、丁子染め（焦茶色）のかたびらを直衣の下に着用していたか。やや言葉が足りない。前田本「から」（唐）。

二四　蘇枋は紅の黒みがかった色。

二五　板に糊張りしてつやを出す。

二六　漆塗り。

二七　四足の台の食膳。〔補注一一二〕

二八　一条摂政藤原伊尹の五男。寛和元年権中納言、従二位。妹懐子が花山天皇の御生母であり外戚として当時最も権勢があった。当時三十歳。

二九　能因本、次に「上達部の御名などは書くべきにもあらぬを誰なりけむとすこしほど経ればなるによりなむ」（前田本、後半「誰なりけむとおぼつかなくなるによりなむ」）の一文あり。

三〇　三巻本「まわに」。能因本、前田本により訂す。

三一　前に「あさぎのかたびらどもぞ透かしたまへる」とあるのに対していう。

三二　能因本、前田本「けむを」。この方がこの草子の行文としては自然。

三三　能因本、前田本「びびしく」。

三四　三巻本「きこえに」。能因本、前田本により訂す。

三五　三巻本「かつ」。能因本、前田本により訂す。一方では。ここは人々の半分茶化すような気持をあらわす。

三六　実方。

三七　能因本「けんそう」。前田本「けんしよ」。顕証の字をあて、車にも乗らない聴衆と解するのが通説。しかし見証をあてて、そばで見ている人、傍観者の意とする方が、文意に合う。

三八　能因本、前田本、この部分本文に小異あるも、結局同意に帰する。〔補注一一三〕

三九　義懐。

四〇　道隆。

四一　藤原為光（三巻本勘物）。師輔の九男。当時四十五歳。その女子の一人は義懐の室。この八議の翌七月二十日右大臣になる。〔補注一一四〕

四二　後撰集、巻十六「いたくこと好むよしを時の人言ふと聞きて、高津内親王／直き木に曲れる枝もあるものを毛を吹き疵を言ふがわりなさ」。〔補注一一五〕

四三　さっと。一斉に、の気持。

四四　義懐。

四五　きまったことの意。能因本、前田本「こと」。

四六　車の簾の内に掛けるかたびら。二枚、簾の外に長く垂れる。

四七　濃い紅か。

四八　ひとえ二枚を縫い合わせず糊を引いてひねる。夏の女装。ひねりがさねとも言ったという。

四九　唐衣であろう。

五〇　地摺の裳。白地の絹に山藍などで模様を摺りつける。裳は、女房の正装。腰から下、後の方に長く引く。

五一　三巻本「やりて」。能因本、前田本により訂す。

五二　三巻本「かほ」。能因本、前田本により訂す。

五三　八講は朝夕二座ずつある。

五四　播磨の国の人。文殊の化身といわれ、説経の名人であった。長徳四年権律師、長保元年歿、三十八歳。当時二十五歳。

五五　次々に寄せる波のように。

五六　三巻本「はてぬは」。能因本、前田本により訂す。

五七　三巻本「うへ」。能因本、前田本により訂す。

五八　三巻本「たたむる」。能因本により訂す。

五九　三巻本「せはかりつれ」、前田本「せはかりつれは」。能因本により訂す。

六〇　三巻本「まかぬる」、前田本「まかてぬる」。能因本による。釈迦が大乗の法を説こうとした時、比丘、比丘尼、優婆塞、優婆夷五千人が座を立って退いた。釈迦、黙然として制止せず、舎利弗に向かって「如是増上慢人、退亦佳矣」と言った（法華経、方便品）。

六一　三巻本「尋結けるを」。能因本、前田本により「給」を除く。

六二　為光。

六三　三巻本「にくく」。能因本、前田本により訂す。

六四　三巻本には「ゆかしき」の本文もあるが、能因本、前田本により訂す。

六五　六月二十三日の夜、花山天皇ひそかに宮中を出て花山の元慶寺で出家、義懐も翌日それに殉じて出家した。

六六　「白露の置くを待つ間の朝顔は見ずぞなかなかあるべかりける」（新勅撰集、巻十三、源宗于）。「見ずぞなかなかあるべかりける」の意を利かせる。引歌の手法である。






〔三三〕　七月ばかり、いみじう暑ければ、よろづの所あけながら夜よるもあかすに、月のころは、寝おどろきて見いだすに、いとをかし。闇もまたをかし。有一あり明あけはた、言ふもおろかなり。

　いとつややかなる板二の端はし近う、あざやかなる畳三一ひと枚ひらうち敷きて、三四尺の几き帳ちやう、奥の方かたにおしやりたるぞ、あ五ぢきなき。端六にこそ立つべけれ。奥の後うしろめたからむよ。人七は出でにけるなるべし、薄色の、裏いと濃くて、表うへはすこしか八へりたるならずは、濃九き綾あやのつややかなるが、いとなえぬを、頭かしらごめにひき着てぞ寝たる。香一〇かう染ぞめのひとへ、もしは黄一一き生絹すずしのひとへ、紅くれなゐのひとへ袴ばかまの腰一二のいと長やかに衣きぬの下したより引一三かれたるも、まだ解けながらなめり。そ一四ばの方かたに髪のうちたたなはりてゆるらかなるほど、長さおしはかられたるに、ま一五たいづこよりにかあらむ、朝ぼらけのいみじう霧きり立ちたるに、二ふた藍あゐの指さし貫ぬきに、あるかなきかの色したる香染めの狩かり衣ぎぬ、白一六き生絹すずしに紅くれなゐの透とほすにこそはあらめ、つややかなる、霧にいたうしめりたるを脱一七ぬぎたれて、鬢びんのす一八こしふくだみたれば、烏え帽ぼう子しのおし入れたるけしきも一九しどけなく見ゆ。朝顔の露落ちぬさきに文ふみ書かむと、道のほども心もとなく、「麻生二〇をふの下草」など、口ずさみつつ、わが方に行いくに、格かう子しのあがりたれば、御み簾すのそばをいささか引き上げて見るに、起きて去いぬらむ人もをかしう、露もあはれなるにや、し二一ばし見立てれば、枕まくら上がみの方かたに、朴ほほに紫の紙張りたる扇あふぎ、ひろごりながらあ二二り。陸奥みちのくに紙がみの畳二三たたう紙がみの細ほそやかなるが、花二四か紅くれなゐか、すこしに二五ほひたるも、几二六帳のもとに散りぼひたり。

　人けのすれば、衣きぬの中より見るに、うち笑ゑみて、長押二七なげしにおしかかりて居ぬ。恥二八ぢなどすべき人にはあらねど、うちとくべき心ばへにもあらぬに、ねたうも見えぬるかな、と思ふ。（男）「こよなき名な残ごりの御朝あさ寝いかな」とて、簾すの内になから入りたれば、（女）「露よりさきなる人のもどかしさに」と言二九ふ。をかしきこと、とり立てて書くべきことならねど、とかく言ひかはすけしきどもは、にくからず。枕上なる扇、わが持もたるし三〇ておよびてかき寄するが、あまり近う寄り来くるにやと、心ときめきして、引きぞ下くだらるる。取りて見などして、（男）「う三一とくおぼいたること」など、うちかすめうらみなどするに、明あかうなりて、人の声々し、日もさし出でぬべし。霧の絶え間ま見三二えぬべきほど、急ぎつる文もたゆみぬるこそ、後うしろめたけれ。

　出三三でぬる人も、い三四つのほどにかと見えて、萩はぎの露ながらおし折りたるに付けてあれど、えさし出でず。香三五かうの紙のいみじうしめたる匂ひ、いとをかし。あまりはしたなきほどになれば、立ち出でて、わが起きつる所もかくやと思ひやらるるも、をかしかりぬべし。





【校注】

一　陰暦二十日過ぎの有明の月。風情あるものとされていた。

二　板敷き。廂の間である。

三　今のうすべり。

四　高さ三尺。最も身近に置く。

五　おもしろくない。

六　能因本、前田本「と」（外）。

七　一夜を共にした男。

八　色があせる。

九　濃い紅の。

一〇　丁子染め（焦茶色）。この箇所、諸本異文あり。〔補注一一六〕

一一　黄色の生絹。生絹は練らない絹。

一二　袴の紐。

一三　三巻本「ひかれきたるも」。能因本、前田本により訂す。

一四　三巻本「そと」。能因本、前田本により訂す。

一五　「また……霧り立ちたるに」三巻本なし。能因本により補う。前田本もほぼ同文。

一六　ひとえであろう。下の「紅」は不明。ひとえの下に着ているのであろうか。

一七　三巻本「ぬぎ」。能因本による。前田本「ぬぎかけて」。

一八　寝乱れたままの様子。

一九　三巻本「と」。能因本、前田本により訂す。

二〇　古今六帖、六「桜麻（さくらを）の麻生（をふ）の下草露しあらば明して行かむ親は知るとも」。原歌は万葉集、巻十一。

二一　三巻本「しはしにたてれば」。能因本「しばしみたれば」、前田本「しはしみたちたるに」。今訂す。〔補注一一七〕

二二　三巻本「ある」。能因本、前田本により訂す。

二三　ふところ紙に同じ。懐紙。

二四　はなだ色。

二五　能因本「にほひうつりたるも」、前田本「うつろひたるも」。

二六　先に見えた三尺の几帳。

二七　簀子に腰をおろし、廂の間の長押に寄りかかって。

二八　「恥づ」は、顔を見せない意。

二九　能因本、前田本「いらふ」。

三〇　三巻本「ゝて」。能因本、前田本により訂す。

三一　よそよそしくなさることですね。女が警戒して身を退けたのをそれとなくうらむ言葉。

三二　能因本、前田本、堺本「見えぬほどにと」。

三三　女の許から帰って行った男。

三四　いつの間に書いたかと見えて。はやばやと、の意。

三五　丁子染めの紙。能因本「香のいみじうしめたる匂ひ」、前田本「丁子のうつしのはなやかに匂ひたるほど」（堺本ほぼ同文）。






〔三四〕　木の花は　濃きも薄きも、紅梅。桜は、花びら大きに、葉一の色濃きが、枝細くて咲きたる。藤の花は、しなひ長く、色濃く咲きたる、いとめでたし二。

　四月のつごもり、五月のついたちのころほひ、橘たちばなの葉の濃く青きに、花のいと白う咲きたるが、雨うち降りたるつとめてなどは、世になう心あるさまに、をかし。花三の中より黄こ金がねの玉かと見えて、いみじうあざやかに見えたるなど、朝露に濡れたる朝ぼらけの桜に劣らず。郭公四ほととぎすのよすがとさへ思へばにや、なほ、さらに言ふべうもあらず。

　梨なしの花、よにすさまじきものにして、近うもてなさず、はかなき文ふみ付けなどだにせず、愛あい敬ぎやうおくれたる人の顔などを見ては、たとひに言ふも、げに、葉五の色よりはじめて、あ六はひなく見ゆるを、唐土もろこしには限りなきものにて、詩ふみにも作る、な七ほさりとも、やうあらむと、せめて見れば、花びらの端はしにをかしきにほひこそ、心もとなうつきためれ。楊八やう貴き妃ひの、帝みかどの御使つかひにあひて泣きける顔に似せて、「梨花一枝、春、雨を帯おびたり」など言ひたるは、おぼろけならじと思ふに、なほいみじうめでたきことは、たぐひあらじとおぼえたり。

　桐きりの木九の花、紫に咲きたるは、なほをかしきに、葉のひろごりざまぞ、うたてこちたけれど、異こと木きどもとひとしう言ふべきにもあらず。唐土もろこしにこ一〇とことしき名つきたる鳥の、選えりてこれにのみ居るらむ、いみじう心異ことなり。まいて、琴一一ことに作りて、さまざまなる音ねのいでくるなどは、をかしなど、世の常に言ふべくやはある、いみじうこそめでたけれ。

　木のさまにくげなれど、楝あふちの花、いとをかし。かれがれに、様一二さま異ことに咲きて、かならず五月五日にあふも、をかし。





【校注】

一　能因本「色よきが」、前田本「花の色こきが」。

二　能因本、前田本、次に「卯の花は」の一文あり。〔補注一一八〕

三　和漢朗詠集、上、夏、花橘「枝に金鈴を繫けたり春の雨の後、花紫麝を薫ず凱風の程」（後中書王、具平親王の作）。紫麝は麝香。凱風は南風。

四　「よすが」は寄り所。郭公と橘の取合わせは、万葉以来多く詠まれる。「橘の花散る里のほととぎす片恋しつつ鳴く日しぞ多き」（万葉集、巻八）「今朝来鳴きいまだ旅なる郭公花橘に宿は借らなむ」（古今集、巻三）。

五　能因本「その色」、前田本「花の色」、堺本「色」。

六　「あはひ」（間）は配合の意。「濃き衣に紅梅の織物など、あはひをかしく着かへて居たまへり」（源氏、浮舟）。能因本「あいなく」は後の意改。

七　能因本、前田本「なるを」。

八　白楽天の長恨歌による。楊貴妃、馬嵬に死を賜うた後、玄宗、道士をしてその魂を尋ねしめ、道士、東海の仙山に至って貴妃に会う。「玉容寂莫涙闌干。梨花一枝春帯雨」。

九　「木の」能因本以下諸本なし。

一〇　「ことことしき」能因本以下他本により補う。鳳凰のこと。「鳳、瑞応鳥、太平之世則見、其形鶏頭蛇頸、燕頷亀背魚尾、五彩色、高六尺許、非梧桐不栖、非竹実不食、非醴泉不飲、云々」（格物論）とあり、羽虫の長とされる。凰は雌。

一一　桐の琴材となること、詩経以下に見える。

一二　薄紫、穂状をなしてむらがり咲く。






〔三五〕　池は　勝一かつ間ま田たの池。磐余二いはれの池。贄三にへ野のの池、初四はつ瀬せに詣まうでしに、水鳥のひまなく居て、立ち騒ぎしが、いとをかしう見えしなり。

　水五なしの池こそ、あやしう、などてつけけるならむとて、問ひしかば、「五月など、すべて雨いたう降らむとする年は、この池に水といふものなむ、なくなる。また、いみじう照るべき年は、春のはじめに、水なむ多く出づる」と言ひしを、「むげになく、乾かわきてあらばこそ、さも言はめ、出づるをりもあるを、一筋にもつけけるかな」と、言はまほしかりしか。

　猿六さる沢さはの池は、采七うね女べの身投げたるをきこしめして、行ぎやう幸がうなどありけむこそ、いみじうめでたけれ。「寝八くたれ髪を」と、人ひと丸まろが詠よみけむほどなど思ふに、言ふもおろかなり。

　お九まへの池は、またなにの心にてつけけるならむと、ゆ一〇かし。鏡一一の池。狭一二さ山の池は、三稜草一三みくりといふ歌のをかしきが、おぼゆるならむ。こ一四ひぬまの池。は一五らの池は、「玉一六藻な刈りそ」と言ひたるも、をかしうおぼゆ。





【校注】

一　大和。薬師寺の東の辺にあった池。〔補注一一九〕

二　大和。十市郡。香具山の東。万葉集、巻三、大津皇子の辞世の歌がある。歌枕。〔補注一二〇〕

三　山城。綴喜郡。宇治より南、井手の北の辺、奈良に行く通路に当たり、蜻蛉日記、更級日記にも見える。

四　長谷寺。

五　山城。相楽郡。贄野の池の南。

六　大和。奈良興福寺の南辺。

七　地方の豪族より朝廷に奉って帝の食膳に奉仕する少女。

八　大和物語に見える。〔補注一二一〕

九　未詳。「御前」で、貴人のお前の意に興じたのであろう。

一〇　能因本、前田本「をかし」。

一一　三巻本「かみの池」。能因本、前田本、三巻本抜書本により訂す。所在未詳。夫木抄、巻二十三に二首歌が見える。

一二　河内（能因歌枕）。丹比郡。

一三　古今六帖、六「恋すてふ狭山の池の三稜草こそ引けば絶えすれ我や根絶ゆる」。三稜草は水草、廉に作る。

一四　未詳。

一五　未詳。武蔵、幡羅郡か。五代集歌枕、八雲御抄には摂津。

一六　風俗歌「をし、たかべ、鴨さへ来居るはらの池の、や、玉藻はま根な刈りそや、生ひも継ぐがに、や、生ひも継ぐがに」。






〔三六〕　節一せちは、五月にしく月はなし。菖二さう蒲ぶ、蓬よもぎなどのかをりあひたる、いみじうをかし。九ここの重への御ご殿てんの上をはじめて、言ひ知らぬ民のすみかまで、いかで、わがもとにしげく葺ふかむと、葺きわたしたる、なほいとめづらし。いつかは、異ことをりに、さはしたりし。

　空のけしき、曇りわたりたるに、中宮などには、縫三ぬひ殿どのより、御薬くす玉だまとて色々の糸を組み下げてまゐらせたれば、御四み帳ちやう立てたる母も屋やの柱に左ひだり右みぎに付けたり。九月九日の菊を、あやしき生絹すずしの衣きぬに包みてまゐらせたるを、同じ柱に結ゆひ付けて月ごろある、薬玉にと五りかへてぞ捨つめる。また薬玉は菊のをりまであるべきにやあらむ。されどそれは、皆、糸を引き取りて、もの結ゆひなどして、しばしもなし。

　御おほむ節せ供くまゐり、若き人々、菖さう蒲ぶの刺六さし櫛ぐしさし、物七もの忌いみ付けなどして、さ八まざま、唐から衣ぎぬ、汗衫九かざみなどに、をかしき折一〇をり枝えだども、長き根にむら濃ごの組くみして結むすび付けたるなど、珍しう言ふべきことならねど、いとをかし。さて、春ごとに咲くとて、桜をよろしう思ふ人やはある。

　土つちありく童わらはべなどの、ほどほどにつけては一一いみじきわざしたりと思ひて、常に袂一二たもとまぼり、人のにくらべなど、えも言はずと一三思ひたるなどを、そ一四ばへたる小一五こ舎人どねり童わらはなどに引一六きはられて泣くも、をかし。

　紫の一七紙に楝あふちの花、青き紙に菖さう蒲ぶの葉細く巻きて結ゆひ、また、白き紙を根してひき結ゆひたるも、をかし。いと長き根を文ふみの中に入れなどしたるを見るここちども、い一八と艶えんなり。返かへり事こと書かむと言ひあはせ、かたらふどちは見せかはしなどするも、いとをかし。人の女むすめ、やむごとなき所々に、御文ふみなど聞えたまふ人一九も、今日けふは心異ことにぞなまめかしき。夕暮のほどに、郭公ほととぎすの名二〇のりしてわたるも、すべていみじき。





【校注】

一　五節供をいうのであろう。〔七〕

二　邪気を払うとされて、軒に葺いたり、身体につけたりする。

三　縫殿寮。〔補注一二二〕

四　御帳台。主人の座所、また寝所。高さ二尺ほどの浜床の四方にとばりを垂れる。

五　三巻本「ときかへて」。能因本、前田本、堺本により訂す。〔補注一二三〕

六　三巻本「こしさし」。前田本「くしさし」。能因本により訂す。菖蒲の葉を刺櫛としてさすのであろう。

七　物忌のしるし。〔補注一二四〕

八　三巻本「さまざまの」。能因本、前田本により「の」を削る。

九　童女の正装の時、上に着る。

一〇　躑躅、橘、楝など季節の植物の枝。〔補注一二五〕

一一　「は」三巻本なし。能因本、前田本により補う。

一二　菖蒲の根や折枝などを付けた袂。

一三　能因本、前田本「興ありと」。

一四　ふざけて調子に乗った。

一五　召使いの男の子。

一六　引張られて。

一七　「の」三巻本なし。能因本、前田本、堺本により補う。

一八　「いと」三巻本なし。能因本、前田本、堺本により補う。

一九　「人」前田本、堺本なし。「人」は選ばれて代筆する女房であろう。

二〇　「ほととぎす」という名は鳴き声による命名なので、その鳴くのを「名のりして」という。「あかときに名のり鳴くなるほととぎすいや珍らしく思ほゆるかも」（万葉集、巻十八、家持）。






〔三七〕　花一の木ならぬは　か二へで。桂かつら。五ご葉えふ。そ三ばの木、しななきここちすれど、花の木ども散り果てて、おしなべて緑になりにたる中に、時もわかず濃き紅葉もみぢのつやめきて、思ひもかけぬ青葉の中よりさし出でたる、めづらし。

　ま四ゆみ、さらにも言はず。そのものとなけれど、宿五り木といふ名、いとあはれなり。榊さかき、臨六時の祭の御み神楽かぐらのをりなど、いとをかし。世に木どもこそあれ、神七の御お前まへのものと生ひはじめけむも、とりわきてをかし。

　楠くすの木は、木こ立だち多かる所にも、ことにまじらひ立てらず、おどろおどろしき思ひやりなどうとましきを、千八ち枝えに分れて、恋する人のためしに言はれたるこそ、誰たれかは数を知りて言ひはじめけむと思ふに、をかしけれ。

　檜ひの木、また、け近からぬものなれど、三九みつ葉ば四よつ葉ばの殿づくりもをかし。五一〇月に雨の声をま一一なぶらむも、あはれなり。

　かへでの木のささやかなるに、萌もえいでたる葉は末ずゑの赤みて、同じ方かたにひ一二ろごりたる葉のさま、花もいとものはかなげに、虫などの枯れたるに似て、をかし。

　あ一三すはひの木、この世に近くも見え聞えず、御一四み嶽たけに詣まうでて帰りたる人などの持もて来くめる。枝えだざしなどは、いと手触れにくげにあ一五らくましけれど、なにの心ありて、あすはひの木とつけけむ。あぢきなきかね言ごとなりや。誰たれに頼めたるにかと思ふに、聞かまほしくをかし。

　ね一六ずもちの木、人なみなみな一七るべきにもあらねど、葉のいみじうこまかに小さきが、をかしきなり。楝あふちの木。山一八やま橘たちばな。山一九梨の木。

　椎しひの木、常盤ときは木ぎはいづれもあるを、それしも、葉二〇がへせぬためしに言はれたるも、をかし。

　白二一しら樫かしといふものは、まいて深み山やま木ぎの中にもいとけ遠くて、三二二さん位み、二位の袍うへのきぬ染むるをりばかりこそ、葉をだに人の見るめれば、をかしきこと、めでたきことに取り出づべくもあらねど、い二三つともなく雪の降り置きたるに見まがへられ、素二四す盞さの嗚をの尊みこと、出いづ雲もの国におはしける御二五ことを思ひて、人ひと丸まろが詠よみたる歌などを思ふに、いみじくあはれなり。をりにつけても一ひと節ふしあはれともをかしとも聞きおきつるものは、草、木、鳥、虫も、おろかにこそおぼえね。

　ゆ二六づり葉の、いみじうふさやかにつ二七やめき、茎くきはいと赤くきらきらしく見えたるこそ、あやしけれど、をかし。なべての月には、見えぬものの、師二八し走はすのつごもりのみ時めきて、亡なき人の食ひ物に敷く物にやと、あはれなるに、また、齢よはひを延ぶる歯二九固めの具ぐにも、もて使ひためるは、い三〇かなるにか。「紅三一葉せむ世や」と言ひたるも、頼もし。

　柏かしは木ぎ、いとをかし。葉三二守の神のいますらむも、かしこし。兵三三ひやう　ゑ衛の督かみ、佐すけ、尉ぞうなど言ふも、をかし。

　姿なけれど、椶す櫚ろの木、唐からめきて、わ三四るき家のものとは見えず。





【校注】

一　能因本、前田本「木は」。

二　能因本、前田本、堺本なし。

三　能因本「柳、橘、そばの木は」、前田本「橘、柳、そばの木は」、堺本「そばの木」。今、三巻本「たそはの木」とあるを改む。かなめもち。

四　秋、紅葉する。

五　蔦か。和名抄に見えるのは「ほや」。

六　賀茂の臨時の祭の還り立ちの御神楽。石清水のは、舞わない例である。〔一三七〕参照。

七　神楽歌、採物の歌、榊「神垣の御室の山の榊葉は神のみ前に茂りあひにけり」などの歌による。

八　古今六帖、二「和泉なるしのだの森の楠の木の千枝に分れてものをこそ思へ」。

九　催馬楽、此殿「この殿は、むべもむべも富みけり、三枝（さきくさ）のあはれ三枝の、はれ三枝の、三葉四葉の中に、殿造りせりや、殿造りせりや」。三葉四葉は、家の幾棟にも分かれた様をいうか。三枝は山百合。

一〇　「長潭五月含[image: 二]水気[image: 一]、孤檜中宵学[image: 二]雨声[image: 一]」（方干）によるか（金子彦二郎博士説）。

一一　能因本、前田本「まねぶ」。

一二　能因本、前田本、堺本「さしひろごりたる」。

一三　あすなろう。

一四　吉野の金峰山。修験道の霊地。

一五　能因本、前田本「荒々しけれど」。堺本「あらましけれど」。

一六　和名抄に「梗」を「禰須美毛知乃岐」と訓む。やまつげの類かという（評釈）。

一七　三巻本「になる」。能因本、前田本、堺本により「に」を削る。

一八　やぶこうじ。正月の祝儀物。

一九　古今六帖、六「世の中を憂しと言ひてもいづこにか身をば隠さむ山なしの花」。

二〇　拾遺集、巻十九「はし鷹のとかへる山の椎柴の葉がへはすとも君はかへせじ」。

二一　葉の下面、灰白色を帯びる。

二二　令制は紫であるが、このころは四位以上は黒袍。染料のつるばみはいわゆる殻斗科の植物の木の実である。

二三　三巻本「いづくともなく」、能因本、堺本「いつとなく」。今、前田本によって訂す。

二四　拾遺集、巻四「足引の山路も知らず白樫の枝にも葉にも雪の降れれば」。〔補注一二六〕

二五　能因本、前田本、堺本「御ともにて」。従うべきに似る。

二六　古葉春まであり、新葉生じて後に落ちる。親子草とも。

二七　諸本異文あり。三巻本脱落あるか。〔補注一二七〕

二八　十二月のつごもり、魂祭りが行われた。徒然草によれば、当時都では廃絶して東国に行われていた。

二九　元旦、寿命を延ばす祝膳。〔補注一二八〕

三〇　三巻本「いかなる世にか」。能因本、前田本、堺本による。

三一　夫木和歌抄、巻二十二「旅人に宿かすが野のゆづる葉の紅葉せむ世や君を忘れむ」。

三二　大和物語「柏木に葉守の神のましけるを知らでぞ折りしたたりなさるな」。「木の葉を守る神」（俊頼髄脳）「樹の神也」（袖中抄）。

三三　「兵衛をば、かしはぎといふ」（能因歌枕）。その他、俊頼髄脳、綺語抄、和歌初学抄などにも。

三四　前田本、堺本「わろき」。






〔三八〕　鳥は　異こと所のものなれど、鸚あう鵡む、いとあはれなり。人一の言ふらむことをまねぶらむよ。郭公二ほととぎす。水鶏くひな。しぎ。都みやこ鳥どり。ひ三は。ひたき。

　山四鳥、友を恋ひて、鏡を見すればなぐさむらむ、心若う、いとあはれなり。谷隔てたるほどなど、心苦し。

　鶴つるは、いとこちたきさまなれど、鳴五く声の雲くも居ゐまで聞ゆる、いとめでたし。頭六かしら赤き雀。斑鳩七いかるがの雄を鳥どり。た八くみ鳥。

　鷺さぎは、いと見み目めも見苦し。眼まなこ居ゐなども、うたてよろづになつかしからねど、ゆ九るぎの森にひとりは寝じとあらそふらむ、をかし。水鳥、鴛を鴦しいとあはれなり。かたみにゐかはりて、羽一〇はねの上の霜払ふらむほどなど。千鳥、いとをかし。

　鶯うぐひすは、詩ふみなどにもめでたきものに作り、声よりはじめて、様さま、かたちも、さばかりあてにうつくしきほどよりは、九ここの重への内に鳴かぬぞ、いとわろき。人の「さなむある」と言ひしを、さしもあらじと思ひしに、十年ばかりさぶらひて聞きしに、まことにさらに音せざりき。さ一一るは、竹一二近き紅梅も、いとよく通ひぬべきたよりなりかし。まかでて聞けば、あやしき家の見み所どころもなき梅むめの木などには、かしかましきまでぞ鳴く。夜よる鳴かぬも、寝いぎたなきここちすれども、今はいかがせむ。夏、秋の末まで、老い声に鳴きて、虫食くひなど、ようもあらぬ者は名をつけかへて言ふぞ、く一三ちをしくくすしきここちする。それも、ただ雀などのやうに常にある鳥ならば、さもおぼゆまじ。春鳴くゆゑこそはあらめ。「年一四たちかへる」など、をかしきことに歌にも詩ふみにも作るなるは。なほ春のうち鳴かましかば、いかにをかしからまし。人をも、人げなう、世のおぼえあなづらはしうなりそめにたるを、そしりやはする。鳶とび、烏からすなどの上は、見入れ聞き入れなどする人、世になしかし。されば、いみじかるべきものとなりたれば、と思ふに、心ゆかぬここちするなり。祭一五の帰かへさ見るとて、雲一六う林り院ゐん、知ち足そく院ゐんなどの前に車を立てたれば、郭公も忍一七ばぬにやあらむ、鳴くに、いとようまねび似せて、木こ高き木どもの中に、諸もろ声こゑに鳴きたるこそ、さすがにをかしけれ。

　郭公は、なほ、さらに言ふべきかたなし。いつしか、したり顔にも聞えた一八るに、卯一九うの花、花二〇はな橘たちばななどに宿りをして、はた隠れたるも、ねたげなる心ばへなり。五月雨二一さみだれの短き夜に寝ね覚ざめをして、いかで人よりさきに聞かむと待たれて、夜二二深くうちいでたる声のらうらうじう愛敬づきたる、いみじう心あくがれ、せむかたなし。六月になりぬれば、音おともせずなりぬる、すべて言ふもおろかなり。夜よる鳴くもの、なにもなにもめでたし。ちごどものみぞ、さしもなき。





【校注】

一　礼記、山海経、文選鸚鵡賦、今昔物語などに見える。西域の霊鳥。

二　郭公、水鶏、しぎ、都鳥は歌によく詠まれる。

三　ひわ、ひたき、秋冬の候の鳴鳥。

四　以下の記載、歌学的な知識であろう。〔補注一二九〕

五　詩経、小雅「鶴鳴[image: 二]于九皐[image: 一]、声聞[image: 二]于天[image: 一]」。〔補注一三〇〕

六　にうない雀（抄）。

七　和名抄に「鵤」を訓む。豆まわし。

八　和名抄に「巧婦」を訓む。よしきり。棭斎はこれを誤りとし、鷦鷯（みそさざい）とする。巣作りの巧みさから来た名。

九　古今六帖、六「高島やゆるぎの森の鷺すらも独りは寝じと争ふものを」。近江、高島郡、高島郷、万木。

一〇　古今六帖、三「羽の上の霜うち払ふ人もなしをしの独り寝今朝ぞ悲しき」。

一一　しかし。

一二　清涼殿東庭に呉竹、河竹の台があり、東庭の北、滝口南面の砌（みぎり）に梅、清涼殿東北のかどに紅梅があった（禁秘抄）。鶯には梅、竹の例歌が多い。

一三　諸本多く「くちおしくすしき」。今、訂す。「くすし」は、融通が利かない、といったほどの意。

一四　拾遺集、巻一「あらたまの年たちかへるあしたより待たるるものは鶯の声」（素性法師）。

一五　賀茂の祭の当日、下の社から上賀茂に参向して神館（こうだち）に一泊した斎王が、翌日紫野の斎院に帰る行列。なお〔二〇八〕に詳細な記述があり、郭公、鶯にも言及する。

一六　雲林院は、船岡の東、大徳寺の南にあった。知足院は不明、船岡の南かという。斎院の所在も不明に帰している。

一七　諸本多く「しのいぬ」。訂す。

一八　「たるに」、諸本多く「こたに」「亭」「うたに」など。今訂す。

一九　郭公に卯の花の取合わせは万葉以来多い。「鳴く声をえやは忍ばぬ郭公はつ卯の花の陰に隠れて」（新古今集、巻三、人麿）。

二〇　橘の花。歌語。〔三四〕参照。

二一　古今集、巻十九の長歌「さみだれの、空もとどろに、さ夜ふけて、山郭公、鳴くごとに、誰も寝覚めて」などに拠るか。

二二　明け方、まだ暗いころ。






〔三九〕　あ一てなるもの

　薄二色に白しら襲がさねの汗衫かざみ。か三りのこ。削けづり氷ひにあ四まづら入れて、新しき金五かなまりに入れたる。水すい晶さうの数ず珠ず。藤の花。梅の花に雪の降りかかりたる。いみじううつくしきち六ごの、いちごなど食くひたる。





【校注】

一　上品なもの。

二　薄紫色の衵の上に白がさねの汗衫。童女の初夏の衣服（春曙抄）。

三　かるがもの卵。

四　甘葛を煎じた汁。甘味料。

五　金属製のわん。

六　当時幼児は頭髪を剃っていたようである。






〔四〇〕　虫は　鈴一虫。ひぐらし。蝶てふ。松二虫。き三りぎりす。は四たおり。わ五れから。ひ六をむし。螢ほたる。

　蓑みの虫むし、いとあはれなり。鬼七のうみたりければ、親に似てこれも恐しき心あらむとて、親八のあやしき衣きぬひき着せて「今、秋風吹かむをりぞ、来こむとする。待てよ」と言ひ置きて逃げて去いにけるも知らず、風の音を聞き知りて、八月ばかりになれば、「ち九ちよ、ちちよ」と、はかなげに鳴く、いみじうあはれなり。

　額一〇ぬかづき虫、またあはれなり。さるここちに道心おこして、つ一一きありくらむよ。思ひかけず、暗き所などにほとめきありきたるこそ、をかしけれ。

　蠅はへこそ、に一二くきもののうちに入れつべく、愛敬なきものはあれ。人々しう、かたきなどにすべき物の大きさにはあらねど、秋など、ただよろづの物に居、顔などに濡れ足して居るなどよ。人一三の名につきたる、いとうとまし。

　夏一四虫、いとをかしう、らうたげなり。火近う取り寄せて物語など見るに、草さう子しの上などに飛びありく、いとをかし。

　蟻ありは、いとにくけれど、軽かろびいみじうて、水の上などをただ歩あゆみに歩みありくこそ、をかしけれ。





【校注】

一　今の松虫。チンチロリンと鳴く。

二　今の鈴虫。リンリンと鳴く。

三　今のこおろぎ。

四　今のきりぎりす。

五　「あまの刈る藻にすむ虫のわれからとねをこそ泣かめ世をば怨みじ」（古今集、巻十五。伊勢物語にも）などの歌で著名。

六　蜉蝣。朝生暮死の虫とされ、はかないもののたとえに引かれる。かげろう。

七　男親。男親について「うむ」というのは、当時の言い方。

八　親鬼の粗末な着物。すなわち蓑。

九　乳々の意か。母を呼ぶ声である。

一〇　米つき虫。

一一　春曙抄に常不軽（じょうふきょう）をつくと解するに従うべきである。道行く衆生を礼拝する行。源氏物語、総角に見える。「つく」は、ぬかずく、額を地につけて礼拝する意。〔補注一三一〕

一二　〔二五〕にくきもの。

一三　蠅麿などという名である。獣、虫、魚などの名を付けることは古来珍しくない。この時代は下層の者に多かったようである。

一四　歌では、いわゆる火取虫一般。蟬、螢を詠んだ例もある。ここはうすばかげろうのようなものであろう。






〔四一〕　七一月ばかりに、風いたう吹きて、雨など騒がしき日、おほかたいと涼しければ、扇あふぎもうち忘れたるに、汗の香かすこしか二かへたる綿三わた衣ぎぬの薄きをいとよくひき着て、昼ひる寝ねしたるこそ、をかしけれ。





【校注】

一　秋に入ったころである。

二　かおりがただよって来る。

三　綿入れ。夜着であろう。






〔四二〕　に一げなきもの

　下二げ衆すの家に雪の降りたる。また、月のさし入りたるも、くちをし。月の明あかきに、屋三や形かたなき車のあひたる。また、さる車に、あ四め牛かけたる。また、老いたる女の、腹五高くてありく。若き男六持ちたるだに見苦しきに、異こと人ひとのもとへ行いきたるとて、腹立つよ。

　老いたる男の、寝まどひたる。また、さやうに鬚ひげがちなる者の、椎しひつ七みたる。歯もなき女の、梅むめ食くひて酸すがりたる。下八げ衆すの、紅くれなゐの袴はかま着たる。このころは、それのみぞあめる。

　靭負九ゆげひの佐すけの夜一〇や行かう姿。狩かり衣ぎぬ姿も、いとあやしげなり。人に怖おぢらるる袍一一うへのきぬは、おどろおどろし。立一二ちさまよふも、見つけてあなづらはし。「嫌けん疑ぎの者やある」と、た一三はぶれにも咎とがむ。入りゐて、そ一四らだきものにしみたる几き帳ちやうにうち掛けたる袴一五など、いみじうたつきなし。

　かたちよき君たちの、弾一六だん正じやうの弼ひちにておはする、いと見苦し。宮一七の中将などの、さもくちをしかりしかな。





【校注】

一　似気なし。似合わない。ふさわしくない。

二　板葺きの、いわゆる板屋である。〔二三六〕に、「雪は、檜皮葺、いとめでたし」とある。

三　車蓋。これのない車とは、荷車であろう。

四　黄牛。飴色（つやのある淡黄褐色）の牛。上等の物として尊ばれた。

五　妊娠のさま。「高い」というのは、当時の慣用。

六　夫。

七　前歯でかむ。

八　下級の女官であろう。

九　左右の衛門の佐。検非違使（けびいし）の佐を兼帯して使庁の実務を取り扱う。検非違使は司法警察の事に当たるから、泣く子も黙るといった権威があったようである。

一〇　夜の巡察。下に「狩衣姿」とあるから、狩衣の軽装だったと見える。

一一　従五位上相当官なので、正装としては赤袍を着る。

一二　（女房の局のあたりを）うろうろする。

一三　「たはぶれにも」能因本、前田本、堺本により補う。

一四　部屋一面にたき匂わす香。

一五　布の白袴であろう。

一六　弾正台（非違を正す役所）の次官、大弼（従四位下相当）と少弼（従五位下相当）とある。職掌は巡察、非違の糺弾であるが、職権は既に検非違使庁に移っていた。

一七　源頼定。〔補注一三二〕






〔四三〕　細一ほそ殿どのに、人あまた居て、やすからずものなど言ふに、きよげなるを二のこ、小こ舎人どねり童わらはなど、よき包三み、袋四などに衣きぬども包みて、指さし貫ぬきのくくりなどぞ見えたる、弓、矢、楯たてなど持もてありくに、（女房）「誰たがそ」と問へば、つい居て「なにがし殿の」とて行いく者は、よし。けしきばみ、やさしがりて、「知らず」とも言ひ、ものも言はでも去いぬる者は、いみじうにくし。





【校注】

一　弘徽殿、登花殿の西廂。女房の局がある。〔補注一三三〕

二　三巻本「おとこ」。能因本、前田本により訂す。

三　衣筥を包むもの。

四　宿直物（とのいもの）の袋でもあろうか。衣類を入れる。






〔四四〕　殿一とのも司づかさこそ、なほをかしきものはあれ。下二しも女の際きはは、さばかりうらやましきものはなし。よき人にもせさせまほしきわざなめり。若くかたちよからむが、なりなどよくてあらむは、ましてよからむかし。すこし老いて、ものの例知り、面おもなきさまなるも、いとつきづきしくめやすし。殿とのも司づかさの、顔愛敬づきたらむ、ひとり持もたりて、装さう束ぞく、時に従ひ、裳も、唐から衣ぎぬなど今めかしくてありかせばやとこそ、おぼゆれ。





【校注】

一　殿司（後宮十二司の一）の女孺。禁秘抄に「六人。近代十二人。華族幽玄送[image: レ]日添[image: レ]時。……主殿司美麗姿也。公人内可[image: レ]称[image: 二]神妙之職[image: 一]」と見える。後宮職員令、殿司に「尚殿一人、典殿二人、女孺六人」とある。

二　蔵司（くらつかさ）、掃司（かにもりのつかさ）、水司（もいとりのつかさ）等、他の後宮十二司の女孺の意であろう。






〔四五〕　をのこはまた、随一ずい身じんこそあめれ。いみじうび二びしうて、をかしき君たちも、随身なきは、いとし三らじらし。弁四ベんなどは、いとをかしき官つかさに思ひたれど、下五した襲がさねの裾しり短くて、随身のなきぞ、いとわろきや。





【校注】

一　朝廷より賜わる護衛兵。〔補注一三四〕

二　便々し。ふさわしい、似つかわしい、の意。

三　能因本、堺本「さうさし」、前田本「さう〴〵し」。

四　左右大弁、左右中弁、左右少弁各一人。太政官にあって管下八省を管し、宣旨、官符、官牒等の文書を扱う。名家の出で文才のある者、儒者などを任じた。

五　劇職の故であろうか。〔補注一三五〕






〔四六〕　職一しきの御曹ざう司しの西にし面おもての立たて蔀じとみのもとにて、頭二とうの弁、ものをいと久しう言ひ立ちたまへれば、さし出でて、（清少）「それは誰たれぞ」と言へば、（行成）「弁三さぶらふなり」と、のたまふ。（清少）「なにか、さもかたらひたまふ。大四だい弁べん見えば、うち捨てたてまつりてむものを」と言へば、いみじう笑ひて、（行成）「誰たれか、かかることをさへ言ひ知らせけむ。それ、『さなせそ』とかたらふなり」と、のたまふ。

　いみじう見え聞えて、をかしき筋など立てたることはなう、ただありなるやうなるを、皆人さのみ知りたるに、なほ奥深き心ざまを見知りたれば、（清少）「おしなべたらず」など、御五お前まへにも啓し、また、さしろしめしたるを、常に（行成）「『六女はおのれをよろこぶ者のために顔づくりす。士しはおのれを知る者のために死ぬ』となむ言ひたる」と、言七ひあはせたまひつつ、よう知りたまへり。「遠八とほ江たあふみの浜はま柳やなぎ」と言ひかはしてあるに、若き人々は、ただ言ひに見苦しきことどもなどつくろはず言ふに、（女房）「この君こそ、うたて見えにくけれ。異こと人ひとのやうに歌う九たひ興きようじなどもせず、けすさまじ」など、そしる。

　さらにこれかれにもの言ひなどもせず、（行成）「ま一〇ろは、目は縦たたさまに付き、眉は額ひたひさまに生おひあがり、鼻は横さまなりとも、ただ口つき愛敬づき、おとがひの下した、頸くびきよげに、声にくからざらむ人のみなむ、思はしかるべき。とは言ひながら、なほ、顔いとにくげならむ人は、心うし」とのみ、のたまへば、まして、おとがひ細う、愛敬おくれたる人などは、あいなくかたきにして、御ご前ぜんにさへぞ、あしざまに啓する。

　ものなど啓せさせむとても、そ一一のはじめ言ひそめてし人を一二尋ね、下一三しもなるをも呼びのぼせ、常一四に来て言ひ、里なるは、文ふみ書きても、みづからもおはして、（行成）「遅くまゐらば、『さなむ申したる』と申しにまゐらせよ」と一五、のたまふ。（清少）「そ一六れ、人のさぶらふらむ」など言ひ譲れど、さしもうけひかずなどぞ、おはする。（清少）「あ一七るに従ひ、定さだめず、なにごとももてなしたるをこそ、よきにすめれ」と、後うしろ見みきこゆれど、（行成）「わがもとの心の本ほん性じやう」とのみ、のたまひて、「改一八まらざるものは心なり」と、のたまへば、（清少）「さて憚一九はばかりなし、とは、なにを言ふにか」と、あやしがれば、笑ひつつ、（行成）「仲よしなども人に言はる。かくかたらふとならば、なにか恥づる。見えなどもせよかし」と、のたまふ。（清少）「いみじくにくげなれば、さあらむ人をば、え思はじ、と、のたまひしによりて、え見えたてまつらぬなり」と言へば、（行成）「げに、にくくもぞなる。さらば、な見えそ」とて、おのづから見つべきをりも、おのれ顔ふたぎなどして見たまはぬも、真ま心ごころにそら言ごとしたまはざりけり、と思ふに、三二〇月つごもり方がたは、冬の直なほ衣しの着にくきにやあらむ、袍うへのきぬがちにてぞ、殿てん上じやうの宿直とのゐ姿すがたもある、つとめて、日さし出づるまで、式二一部のおもとと小二二こ廂ひさしに寝たるに、奥の遣やり戸どをあけさせたまひて、上二三の御お前まへ、宮の御ご前ぜん出でさせたまへれば、起きもあへずまどふを、いみじく笑はせたまふ。唐から衣ぎぬをただ汗衫二四かざみの上にうち着て、宿直二五とのゐ物ものもなにも埋うづもれながらある上におはしまして、陣二六より出で入る者ども御ご覧ず。殿上人の、つゆ知らで寄り来てもの言ふなどもあるを、（帝）「けしきな見せそ」とて、笑はせたまふ。さて、立たせたまふ。（帝）「二人ふたりながら、いざ」と、おほせらるれど、「今、顔などつくろひたててこそ」とて、まゐらず。

　入らせたまひて後のちも、なほ、めでたきことどもなど、言ひあはせてゐた二七るに、南の遣戸のそ二八ばの几き帳ちやうの手のさし出でたるにさ二九はりて、簾すだれのすこしあきたるより、黒みたるものの見ゆれば、則三〇のり隆たかがゐたるなめりとて、見も入れで、なほ異こと事ことどもを言ふに、いとよく笑ゑみたる顔のさし出でたるも、なほ則隆なめりとて、見やりたれば、あらぬ顔なり。あさましと笑ひ騒ぎて、几帳引き直し隠るれば、頭の弁にぞおはしける。見えたてまつらじとしつるものをと、いとくちをし。もろともにゐたる人は、こなたに向きたれば、顔も見えず。

　立ち出でて、（行成）「いみじく名な残ごりなくも見つるかな」と、のたまへば、（清少）「則隆と思ひはべりつれば、あなづりてぞかし。などかは、見じとのたまふに、さつくづくとは」と言ふに、（行成）「女は寝起き顔なむ、い三一とよき、と言へば、ある人の局つぼねに行いきてか三二いばみして、ま三三たもし見えやするとて、来たりつるなり。まだ上三四うへのおはしましつるをりからあるをば、知三五らざりける」とて、それより後のちは、局の簾すだれうちかづきなどしたまふめりき。





【校注】

〔四六〕冒頭、長徳三年六月─四年十月の間か。後半「三月つごもりがた」以下、長保二年三月。

一　中宮職（しき）の役所。大内裏東門陽明門と内裏東門建春門の間、左近衛府の西にあった。しばしば中宮御所となった。

二　藤原行成。〔補注一三六〕

三　三巻本「弁さふらひ也」、能因本「弁侍なり」。今訂す。「弁」は行成の自称。中宮御所だから「さぶらふ」と言う。

四　行成の上官である。長徳三年は左大弁、源扶義、右大弁は藤原忠輔、いずれも参議であった。

五　中宮定子。

六　史記、刺客列伝、晋の予譲の言「嗟乎。士為[image: 二]知[image: レ]己者[image: 一]死。女為[image: 二]説[image: レ]己者[image: 一]容。今智伯知[image: レ]我。我必為報[image: レ]讎而死」。

七　互いに同じことを言ってうなずき合う。

八　万葉集、巻七「霰降り遠つあふみのあど川柳、刈れ（離れ）どもまたも生ふとふあど川柳」。この歌の訛伝か類歌が当時あったのであろう。一時はどんなことがあろうともまた仲よくしよう、の意を寓したのであろう。

九　三巻本「かたひ」。今訂す。能因本この部分「ど経（読経）し歌うたひなどもせず」。

一〇　自称の代名詞。かなり親しい間柄に使う。男女とも。

一一　最初取次ぎを頼んだ女房。すなわち清少納言。

一二　三巻本「の」。能因本により訂す。

一三　私室。局（つぼね）。

一四　局にしょっちゅう来ては。能因本「つぼねなどにも来て言ひ」。三巻本で意は通ずるし、この方をよしとすべきであろう。

一五　能因本「など」。

一六　能因本「その」。

一七　師輔の九条殿遺誡「始[image: レ]自[image: 二]衣冠[image: 一]及[image: 二]于車馬[image: 一]随[image: レ]有用[image: レ]之、勿[image: レ]求[image: 二]美麗[image: 一]」。

一八　白氏文集、巻六、詠拙の「所[image: レ]稟有[image: 二]巧拙[image: 一]、不[image: レ]可[image: レ]改者性」を引いたものか（萩谷朴氏）。

一九　論語、学而「過則勿[image: レ]憚[image: レ]改」。

二〇　以下の叙述に徴するに一条院今内裏でのことであるから、長保元年六月十六日─同二年十月十一日の今内裏の期間中、三月は長保二年しかない。中宮は二月十一日今内裏に入御、三月二十七日、生昌宅に出御された。下文の「つとめて」云々の書き方は入御の翌朝とでも見れば、行文がすっきりするが、月も合わない。あるいは記憶違いか。

二一　橘忠範の妾、式部（岩野祐吉氏説）。「おもと」は女房の敬称。

二二　「一条の院に造らせたまひたる一間の所には、にくき人はさらに寄せず、東の御門につと向ひていとをかしき小廂に、式部のおもとともろともに夜も昼もあれば、上も常にもの御覧じに入らせたまふ」（〔二七七〕）。小廂は小さい廂の意であろう。

二三　一条天皇と中宮定子。

二四　夜着にしていたのであろう。

二五　夜具。

二六　注二に引いた文と考え合わせて、前出〔九〕に見えた北の陣である。

二七　三巻本「たる」。能因本により「に」を補う。

二八　かど。能因本「そばに」。

二九　三巻本「まはりて」。能因本により訂す。

三〇　橘則隆。則光の弟。藤原説孝とするのが集注、評釈であるが、職事補任によるに、説孝は長徳四年七月五位の蔵人、右中弁を兼ねており、同五年（長保元年）正月従四位下。紫式部の夫宣孝の兄であるが、この時、作者に呼び捨てにされるには官位がふさわしくない。則隆とすべきである。六位の蔵人で、当時の記録類に散見する。

三一　三巻本「いとかたき」。能因本「いとよきとなむ」。能因本により訂す。「かたき」ならば、見るのがむつかしい、の意。やや無理であろう。

三二　能因本「かいまみ」。のぞき見。

三三　三巻本「又も見やする」。能因本により訂す。

三四　帝。

三五　能因本「え知らざりけるよ」。






〔四七〕　馬むまは、いと黒きが、ただいささか白き所などある。紫一の紋つきたる。蘆二あし毛げ。薄三紅梅の毛にて、髪、尾などいと白き。げに、ゆ四ふかみとも言ひつべし。黒きが、足四よつ白きも、いとをかし。





【校注】

一　栗毛のぶちであろう。和名抄に「唐韻云、験、紫馬也」の注に「弁色立成云、紫馬、栗毛馬也」とある。

二　和名抄に「爾雅注云、[image: 菼]騅、青白如[image: 二]葵色[image: 一]」とあり、その注に「今案、[image: 菼]者蘆初生也。……俗云[image: 二]蘆毛[image: 一]是」とある。

三　和名抄に「赭白馬」とあるものか。「毛詩注云、暇、彤白雑毛馬也。爾雅注云、[image: 〓]今之彤白馬也」。注に「漢語抄云、赭白馬、鵇毛也」とある。「鵇」はとき。

四　木綿髪。木綿は楮で製した白布。






〔四八〕　牛は、額ひたひはいと小さく白しろみたるが、腹の下、足、尾の裾一などはやがて白き。





【校注】

一　三巻本「すぢ」。能因本、前田本、堺本により訂す。






〔四九〕　猫は、上の限り黒くて、腹いと白き。




〔五〇〕　雑一ざふ色しき、随二ずい身じんは、すこしやせて細ほそやかなる三。よき男も、なほ若きほどは、さる方かたなるぞ、よき。いたく肥こえたるは、寝いねぶたからむと見ゆ。





【校注】

一　無位の者で服色の定めのない者というのが本義であるが、諸家に召し使われる者の称。

二　前出〔四五〕。

三　三巻本「ぞよき。男は」。能因本、前田本により訂す。









〔五一〕　小一こ舎人どねり童わらはは二、小さくて、髪いとうるはしきが、裾三さはらかに、すこし色四なるが、声をかしうて、かしこまりてものなど言ひたるぞ、らうらうじき。





【校注】

一　河海抄に「小舎人は竜の惣名也」、花鳥余情に「中少将の召し具する童をば小舎人童と云也」（いずれも夕顔の巻の注）とあるが、河海抄の説に拠ってよいであろう。

二　三巻本「は」なし。能因本、前田本、堺本により補う。

三　三巻本「すぢ」。能因本、前田本、堺本により訂す。〔補注一三七〕

四　髪の毛色の形容。翡翠色がかった色とすべきである。






〔五二〕　牛一うし飼かひは、大きにて、髪あららかなるが、顔赤みて、かどかどしげなる。





【校注】

一　牛車の御者。






〔五三〕　殿一てん上じやうの名な対だい面めんこそ、なほをかしけれ。御二ご前ぜんに人さぶらふをりはやがて問ふもをかし。足音三どもして、くづれ出づるを、上四の御局つぼねの東五ひむがし面おもてにて、耳をとなへて聞くに、知る人の名のあるは、ふと例の胸つぶるらむかし。また、ありともよく聞かせぬ人など、このをりに聞きつけたるは、いかが思ふらむ。「名のり、よし」「あし」「聞きにくし」などさだむるも、をかし。

　果てぬなり、と聞くほどに、滝たき口ぐちの弓六鳴らし、沓くつの音し、そ七そめき出づると八、蔵九くら人うどのいみじく高く踏みこほめかして、丑うし寅とらの隅の高かう欄らんに、高たか膝ひざまづきといふゐずまひに、御前の方かたに向ひて、後うしろざまに「誰たれ々たれか、はべる」と問ふこそ、をかしけれ。高く細く名のり、また、人一〇々さぶらはねば、名対面つかうまつらぬよし奏するも、（蔵人）「いかに」と問へば、障さはることども奏するに、さ聞きて帰るを、方一一まさ弘ひろ聞一二かずとて、君一三たちの教へたまひければ、いみじう腹立ち叱りて、かうがへて、また滝口にさへ笑はる。

　御一四み厨づ子し所どころの御膳一五おもの棚だなに、沓くつ置きて、言ひののしらるるを、い一六とほしがりて、「誰たが沓くつにかあらむ。え知らず」と、主殿とのも司づかさ、人々などの言ひけるを、（方弘）「やや、方弘が汚一七きたなき物ぞ」とて、いとど騒がる。





【校注】

一　名対面は名謁（みょうえつ）のこと。点呼である。亥の一刻とも二刻ともいうが、午後十時ごろ、殿上人、ついで滝口の宿直奏（とのいもうし）がある。

二　天皇のお前にしかるべき人の伺候している時は、その人がその場から「たそ」と言う。

三　殿上人の参集の足音。〔補注一三八〕

四　弘徽殿の上の御局であろう。

五　三巻本「車おりにて」。能因本「ひんがしおもてに」。今訂す。

六　鳴弦。弓の弦を鳴らして邪気を払う。

七　清涼殿東庭に列居する。

八　能因本「に」。

九　「六位蔵人一人、孫廂を北へあゆみ行きて」（日中行事）。侍中群要に「頗令[image: レ]有[image: レ]音」とある。〔補注一三九〕

一〇　侍中群要に「蔵人先咳、次滝口鳴弦三度、問誰々カ侍ル、一々名謁、三人已上候時問[image: レ]之、不[image: レ]足[image: 二]三人[image: 一]時不[image: レ]問」とあり、注に「不[image: レ]足之時、滝口不[image: 二]鳴弦[image: 一]陳申」という。

一一　源方弘。〔補注一四〇〕

一二　三巻本「すかす」。能因本により訂す。

一三　名家の出の若い殿上人である。

一四　後涼殿の西廂、朝夕の御膳を調進する所。

一五　諸司より奉る供御の料を納めて置く棚。

一六　三巻本「いとをかしがりて」。能因本により訂す。

一七　大鏡、忠平伝に「汚き物」とあるのも沓のことのようである。






〔五四〕　若一くてよろしき男の、下げ衆す女の名、呼びなれて言ひたるこそ、にくけれ。知りながらも、な二にとかや、片三かた文も字じはおぼえで言ふは、をかし。

　宮仕へ所の局つぼねに寄四りて、夜よるなどぞ、あ五しかるべけれど、主殿とのも司づかさ、さ六らぬただ所などは、侍七さぶらひなどにある者を具ぐして来ても、呼ばせよかし。手づからは八声もしるきに。は九した者、童わらはべなどは、されどよし。





【校注】

一　三巻本「わかく」。能因本、前田本、堺本により訂す。

二　たとえば〔一五六〕に「右近の将監、光なにとかやいふ者して」とあるような呼び方。

三　「片文字」以下「宮」まで三巻本に脱す。能因本により補う。

四　能因本、前田本、堺本「などに」。

五　能因本「さおぼめかむは」の一句あり。その意によって解す。

六　宮中でない普通の家。

七　侍所（さぶらいどころ）。大臣家などの家臣の詰所。能因本、前田本、堺本「さぶらひ蔵人所」。摂関家では「侍所」を「蔵人所」と呼ぶ。

八　三巻本「は」なし。能因本、前田本、堺本により補う。

九　「はした」は中間の意。どのようなものか明らかでないが、ここに言う下衆女よりは上なのであろう。






〔五五〕　若き人、ちごどもなどは、肥こえたる、よし。受ず領りやうなど大人おとなだちぬるも、ふくらかなるぞ、よき一。





【校注】

一　三巻本脱文あり。〔補注一四一〕






〔五六〕　ちごは、あやしき弓一、し二もとだちたる物などささげて遊びたる、いとうつくし。車な三ど、とどめて、抱いだき入れて見四まほしくこそあれ。

　また、さて行いくに、薫たき物ものの香か、いみじうかかへたるこそ、いとをかしけれ。





【校注】

一　小弓（遊戯用）であろう。

二　真直な小枝の意であるが、笞、杖のたぐいをいう。

三　能因本、前田本「など」なし。

四　三巻本「見まくほしく」。三巻本抜書本により訂す。能因本「いだきいれまほしく（前田本「う」）」。






〔五七〕　よき家の一中ちゆう門もんあけて、檳び榔らう毛げの車の白くきよげなるに、蘇す枋はうの下した簾すだれ、にほひいときよらにて、榻二しぢにう三ち掛けたるこそ、めでたけれ。五位、六位などの、下した襲がさねの裾しりは四さみて、笏五さくのいと白きに扇あふぎうち置きなど、行いき違ちがひ、また、装さう束ぞくし、壺六つぼ胡籙やなぐひ負おひたる随ずい身じんの出で入りしたる、いとつきづきし。厨くりや女めのきよげなるが、さし出でて、「なにがし殿の人やさぶらふ」など言ふも、をかし。





【校注】

一　「の」三巻本なし。能因本、前田本により補う。中門は東西の廊に門に相対してある。玄関に当たるが、また通過して庭に出ることもできる。

二　車のながえを置く台。

三　能因本、前田本「立てたる」。

四　石帯にはさむ。

五　束帯の時持つ。和名抄に四声字苑を引いて「手板、長一尺六寸、闊三寸、厚五分也」とある。〔補注一四二〕

六　矢を背負うもの、細長く筒形。






〔五八〕　滝は　音一おと無なしの滝。布二ふ留るの滝は、法三ほふ皇わうの御ご覧じにおはしましけむこそ、めでたけれ。那四な智ちの滝は、熊五くま野のにありと聞くが、あはれなるなり。轟六とどろきの滝は、いかにかしかましく恐しからむ。





【校注】

一　紀伊国（能因歌枕）。〔補注一四三〕

二　大和。〔補注一四四〕

三　このこと、所見なし。

四　紀伊。〔補注一四五〕

五　牟婁郡の古称。

六　未詳。〔補注一四六〕






〔五九〕　河は　飛鳥一あすか川、淵ふち瀬せも定さだめなく、いかならむと、あはれなり。大二井河。音三無川。七四なな瀬せ川。

　耳五みみ敏と川、またもなにごとをさくじり聞きけむと、をかし。玉六星川。細七ほそ谷たに川。い八つぬき川、沢九田川などは、催一〇さい馬ば楽らなどの思はするなるべし。名一一な取とり川、いかなる名を取りたるならむと、聞かまほし。吉一二野河。天一三あまの河原かはら、「たなばたつめに宿借らむ」と、業一四なり平ひらが詠よみたるも、をかし。





【校注】

一　大和。〔補注一四七〕

二　山城。〔補注一四八〕

三　紀伊。〔補注一四九〕

四　山城国（能因歌枕）。

五　山城。〔補注一五〇〕

六　陸奥。〔補注一五一〕

七　備中。〔補注一五二〕

八　美濃。〔補注一五三〕

九　山城。〔補注一五四〕

一〇　もと民謡を唐楽風に謡った歌謡。

一一　陸前。〔補注一五五〕

一二　大和。〔補注一五六〕

一三　河内。〔補注一五七〕

一四　在原業平。六歌仙の一人。






〔六〇〕　暁あかつきに帰らむ人は、装さう束ぞくなといみじううるはしう、烏一え帽ぼう子しの緒を、元もと結ゆひかためずともありなむとこそ、おぼゆれ。いみじくしどけなく、かたくなしく、直なほ衣し、狩かり衣ぎぬなどゆ二がめたりとも、誰たれか見知りて笑ひそしりもせむ。

　人はなほ、暁あかつきの有あり様さまこそ、をかしうもあるべけれ。わりなくしぶしぶに、起きがたげなるを、強しひてそそのかし、（女）「明け過ぎぬ。あな見苦し」など言はれて、うち嘆くけしきも、げに飽かずもの憂うくもあらむかし、と見ゆ。指さし貫ぬきなども、居ながら着もやらず、まづさし寄りて、夜三よる言ひつることの名な残ごり、女の耳に言ひ入れて、なにわざすともなきやうなれど、帯おびなど結ゆふやうなり。格かう子し押し上げ、妻四つま戸どある所は、やがてもろともに率ゐて行いきて、昼のほどのおぼつかなからむことなども言ひ出でにすべり出でなむは、見送られて、名残もをかしかりなむ。思五ひいで所ありて、いときはやかに起きて、ひろめきたちて、指さし貫ぬきの腰こ六そこそとかはは結ゆひ、直七なほ衣し、袍うへのきぬ、狩衣も、袖かいまくりて、よ八ろづさし入れ、帯いとしたたかに結ゆひ果てて、つい居て、烏え帽ぼう子しの緒、きと強げに結ゆひ入れて、か九いすふる音して、扇、畳たたう紙がみなど、昨夜よべ枕まくら上がみに置きしかど、おのづから引かれ散りにけるを求むるに、暗ければ、いかでかは見えむ、「いづら、いづら」と叩きわたし、見いでて、扇ふたふたと使ひ、懐ふところ紙がみさし入れて、「まかりなむ」とばかりこそ言ふらめ。





【校注】

一　能因本「ゑぼうしのをつよくゆひたる、さしもゆひかためずともありぬべし」、前田本ほぼ同文、堺本も同意。〔補注一五八〕

二　能因本、前田本「ゆがみ」、堺本「うちゆがみ」。

三　能因本、前田本、堺本「夜一夜」。

四　寝殿造りの東西に二か所ずつ、四周にある出入り口。観音開きのドア形式。

五　三巻本「思ひて所」。今改む。

六　能因本、前田本「つよくひきゆひ」、堺本「こそこそとゆひ」。「かはは」不詳。

七　三巻本「なをしうへのきぬもかりきぬ」。能因本、前田本による。

八　三巻本「よろと」。能因本、前田本による。堺本「そよろと」。

九　未詳。堺本「かいまする」（一本「かいよする」）。






〔六一〕　橋は　あ一さむつの橋。長二なが柄らの橋。天三あま彦びこの橋。浜四名の橋。ひ五とつ橋。う六たた寝の橋。佐七さ野のの舟ふな橋はし。堀八江の橋。か九ささぎの橋。山一〇やま菅すげの橋。を一一つの浮うき橋はし。一筋渡したる棚一二たな橋、心狭せばけれど、名を聞くにをかしきなり。





【校注】

一　越前。〔補注一五九〕

二　摂津。〔補注一六〇〕

三　未詳。〔補注一六一〕

四　遠江。〔補注一六二〕

五　摂津。〔補注一六三〕

六　未詳。〔補注一六四〕

七　上野。〔補注一六五〕

八　摂津。〔補注一六六〕

九　「鳥鵲塡[image: レ]河成[image: レ]橋、度[image: 二]織女[image: 一]」（淮南子）。〔補注一六七〕

一〇　下野。〔補注一六八〕

一一　未詳。〔補注一六九〕

一二　未詳。〔補注一七〇〕






〔六二〕　里は　逢一あふ坂さかの里。な二がめの里。寝三い覚ざめの里。人四ひと妻づまの里。頼五めの里。夕六日の里。妻七取りの里、人に取られたるにやあらむ、わがまうけたるにやあらむと、をかし。伏八ふし見みの里。朝九顔の里。





【校注】

一　近江か。〔補注一七一〕

二　未詳。〔補注一七二〕

三　東路。〔補注一七三〕

四　未詳。

五　信濃。〔補注一七四〕

六　未詳。〔補注一七五〕

七　未詳。

八　山城。〔補注一七六〕

九　未詳。〔補注一七七〕






〔六三〕　草は　菖一さう蒲ぶ。菰二こも。葵三あふひ、いとをかし。神かみ代よよりして、さるかざしとなりけむ、いみじうめでたし。物のさまも、いとをかし。沢瀉四おもだかは、名のをかしきなり。心あがりしたらむと思ふに。三稜草五みくり。蛇六ひる床子むしろ。苔七こけ。雪ゆき間まの若草。木八こ蚋だに。酢漿九かたばみ、綾あやの紋もんにてあるも、異ことよりはをかし。

　あ一〇やふ草は、岸一一の額ひたひに生おふらむも、げに頼もしからず。い一二つまで草は、またはかなくあはれなり。岸の額よりも、これは崩れやすからむかし。まことの石一三いし灰ばひなどには、え生ひずやあらむと思ふぞ、わろき。こ一四となし草は、思ふことをなすにやと思ふも、をかし。

　忍一五ぶ草、いとあはれなり。道一六芝、いとをかし。茅一七つ花ばなも、をかし。蓬一八よもぎ、いみじうをかし。

　山一九菅。日二〇かげ。山二一やま藍あゐ。浜二二はま木綿ゆふ。葛二三くず。笹ささ。青つづら。な二四づな。苗二五なへ。浅二六あさ茅ぢ、いとをかし。

　[image: 蓮]二七はちす葉ば、よろづの草よりもすぐれてめでたし。妙めう法ほふ[image: 蓮]れん花げのたとひにも、花は仏にたてまつり、実みは数ず珠ずにつらぬき、念仏して往わう生じやう極ごく楽らくの縁えんとすればよ。また、花なきころ、緑なる池の水に、紅くれなゐに咲きたるも、いとをかし。翠二八すい翁をう紅こうとも詩に作りたるにこそ。

　唐二九から葵あふひ、日のかげにしたがひて傾かたぶくこそ、草木といふべくもあらぬ心なれ。さ三〇しも草。八三一や重へ葎むぐら。つ三二き草、うつろひやすなるこそ、うたてあれ。





【校注】

一　五月五日の節句に用いる。

二　古今六帖の歌題にある。

三　二葉の葵。〔補注一七八〕

四　花ぐわい。〔補注一七九〕

五　水草。〔補注一八〇〕

六　浜人参。海辺に生ずる。

七　古今六帖の歌題にある。

八　蔦の一種。

九　葉は三弁。〔補注一八一〕

一〇　未詳。

一一　岸の上部の出張り。〔補注一八二〕

一二　未詳。〔補注一八三〕

一三　漆喰塗の白壁。

一四　未詳。〔補注一八四〕

一五　歌に詠まれる。〔補注一八五〕

一六　路傍の芝草。〔補注一八六〕

一七　古今六帖に三首の例歌を見る。

一八　古今六帖に例歌三首。

一九　麦門冬。〔補注一八七〕

二〇　ひかげのかずら。〔補注一八八〕

二一　山に自生する藍。〔補注一八九〕

二二　人麻呂の歌で著名。

二三　葛、笹、青つづら、浅茅、いずれも六帖の歌題。〔補注一九〇〕

二四　春の七草の一。

二五　稲の苗。

二六　たけの低いちがや。

二七　能因本、前田本、異文。〔補注一九一〕

二八　「煙翠扇を開く清風の暁、水紅衣を泛ぶ白露の秋」（和漢朗詠集、蓮）の「翠扇紅衣」の誤写か（矢作武氏）。

二九　立葵。〔補注一九二〕

三〇　よもぎの異名。〔補注一九三〕

三一　しげったむぐら。〔補注一九四〕

三二　鴨頭草（和名抄）。〔補注一九五〕






〔六四〕　草の花は　撫一なでし子こ、唐からのはさらなり、大和やまとのも、いとめでたし。女郎花二をみなへし。桔三き梗きやう。朝顔。刈四かる萱かや。菊。壺五つぼすみれ。

　竜胆六りんだうは、枝えだざしなどもむ七つかしけれど、異こと花はなどもの皆霜枯れたるに、いと花やかなる色あひにてさし出でたる、いとをかし。

　また、わざと、取り立てて、人めかすべくもあらぬさまなれど、か八まつかの花、らうたげなり。名ぞ九うたてあなる。雁一〇かりの来くる花とぞ、文も字じには書きたる。か一一にひの花、色は濃からねど、藤の花に一二いとよく似て、春秋と咲くがをかしきなり。

　萩はぎ、いと色深う、枝たをやかに咲きたるが、朝露に濡れてなよなことよとひろごり伏したる。さ一三牡を鹿しかのわきて立ちならすらむも、心異ことなり。八重やへ山吹。

　夕顔は、花のかたちも朝顔に似て、言ひ続けたるにいとをかしかりぬべき花の姿に、実みの有あり様さまこそ、いとくちをしけれ。な一四どて、さはた生おひいでけむ。ぬ一五かづきといふ物のやうにだにあれかし。されどなほ夕顔といふ名ばかりは、をかし。し一六もつけの花。蘆あしの花。

　これに薄すすきを入れぬ、いみじうあやしと、人言ふめり。秋の野のおしなべたるをかしさは、薄こそあれ。穂ほ先さきの蘇す枋はうにいと濃きが、朝霧に濡れてうちなびきたるは、さばかりの物やはある。秋の果てぞ、いと見み所どころなき。色々に乱れ咲きたりし花の、か一七たもなく散りたるに、冬の末まで頭かしらの白くおほどれたるも知らず、昔思ひいで顔に風になびきてか一八ひろぎ立てる、人にこそいみじう似一九たれ。よそふる心ありて、それをしもこそ、あはれと思ふべけれ。





【校注】

一　やまとなでしこ（河原なでしこ）、からなでしこ（石竹）。

二　女にたとえて歌によく詠まれる。

三　これも秋の七草の一。

四　六帖の歌題に萱とならんである。

五　菫の異称。六帖、菫の歌題の下に壺菫の例歌がある。

六　源氏物語に同趣の文章がある。〔補注一九六〕

七　能因本、前田本、堺本「むつかしげなれど」。

八　集註に諸説をあげてくわしいが、不明。

九　三巻本「も」。能因本、前田本により訂す。

一〇　ぴったりする物がない。雁来紅ならば、葉[image: 雞]頭である。

一一　雁緋。春咲くを剪春羅（ガンピ）、秋咲くを剪秋羅（センオウ）という。藤には似ない。六帖の歌題にある。

一二　三巻本「と」。能因本、前田本、堺本により訂す。

一三　後撰集、巻六、貫之「さを鹿の立ちならす野の秋萩における白露我も消ぬべし」などに拠った文。

一四　三巻本「など」。能因本、前田本により訂す。

一五　ほおずき。

一六　繡線菊。能因歌枕、四月の項に見える。

一七　三巻本「かたち」。能因本、前田本、堺本により訂す。

一八　揺れて。〔補注一九七〕

一九　能因本、前田本「にためれ」。






〔六五〕　集しふは　古一万葉。古こ今きん二。





【校注】

一　能因本、前田本「古万葉集」。袋草紙一に「此集末代之人称[image: 二]古万葉集[image: 一]」とあり源順集にも語例がある。万葉集のこと。

二　能因本、次に「後撰集」（前田本、後撰）とある。






〔六六〕　歌の題は　都一。葛くず。三稜草みくり。駒こま。霰あられ。





【校注】

一　以下、いずれも古今六帖の歌題に見える。ただし駒は、馬として出る。駒は馬の歌語である。〔補注一九八〕






〔六七〕　おぼつかなきもの

　十一二年の山籠りの法二師の女め親おや。知らぬ所に、闇なるに行いきたるに、あらはにもぞあるとて、火もともさで、さすがに並なみゐたる。今三出で来たる者の、心も知らぬに、やむごとなき物持たせて人四のもとにやりたるに、遅く帰る。ものもまだ言はぬちごの、そりくつがへり人にも抱いだかれず泣きたる。





【校注】

一　叡山延暦寺では年分度者二人に出家受戒後十二年間出山を許さず修行せしめた。〔補注一九九〕

二　能因本、前田本、三巻本抜書本「法師の」なし。

三　新しく仕えはじめた召使い。

四　能因本、前田本、堺本「人のがり」。






〔六八〕　たとしへなきもの

　夏と冬と。夜と昼と。雨一降る日と照る日と。人の笑ふと腹立つと。老いたると若きと。白きと黒きと。思二ふ人とにくむ人と。同じ人ながらも心ざしあるをりとかはりたるをりは、まことに異こと人ひととぞおぼゆる。火と水と。肥こえたる人、瘦やせたる人。髪三長き人と短き人と。





【校注】

一　能因本、前田本「雨降ると日照ると」。

二　自分を愛してくれる人と憎む人と、の意。古今六帖、五に「思はぬと思ふと二人くらぶれば同じ人とや言ふべかりける」という歌もある。

三　女性である。髪の長いことが美人の一条件であった。






〔六九〕　夜一よ烏がらすどものゐて、夜中ばかりに、いね騒二ぐ。落ちま三どひ、木こ伝ひて、寝四ね起おきたる声に鳴きたるこそ、昼の目五に違たがひてをかしけれ。





【校注】

一　能因本、前田本、堺本「ときは木ども（どもナシ能因本）多かる所に、烏ども（どもナシ同上）のねて」、三巻本抜書本「ときは木どもの多かる中に烏どものゐて」。三巻本は脱文を犯した後、「夜烏」と補訂した形である。

二　能因本、前田本「さわがしく」。堺本「さわがしう」。三巻本抜書本「さがなくて」。

三　能因本、前田本、堺本「まろび」。

四　能因本、前田本、堺本「ねおびれたる」。

五　能因本、前田本「みめには」。






〔七〇〕　忍びたる所にありては、夏こそをかしけれ。いみじく短き夜よの明けぬるに、つゆ寝ずなりぬ。やがてよろづの所あけながらあれば、涼しく見えわたされたる、なほ今すこし言ふべきことのあれば、かたみに答いらへなどするほどに、ただ居たる上より、烏の高く鳴きて行いくこそ、顕け証せうなるここちして、をかしけれ。

　また、冬の夜一いみじう寒きに、二埋うづもれ臥ふして聞くに、鐘かねの音おとの、ただ物の底なるやうに聞ゆる、いとをかし。鶏とりの声も、はじめは羽はねのうちに鳴三くが、口を籠こめながら鳴けば、いみじうもの深く遠きが、明くるままに近く聞ゆるも、をかし。





【校注】

一　能因本、前田本、堺本「夜」なし。

二　能因本、前田本、堺本「思ふ人と」の一句がある。

三　能因本、前田本、堺本「鳴くが」なし。






〔七一〕　懸け想さう人びとにて来たるは、言ふべきにもあらず、ただうちかたらふも、またさしもあらねどおのづから来なども一する人の、簾すの内に人二々あまたありてものなど言ふに、居入りてと三みに帰りげもなきを、供なるをのこ、童わらはなど、とかくさしのぞき、けしき見るに、斧四をのの柄えも朽くちぬべきなめりと、いとむ五つかしかめれば、長やかにうちあくびて、みそかにと思ひて言ふらめど、「あなわびし。煩六ぼん悩なう苦く悩なうかな。夜は夜中になりぬらむかし」な七ど言ひたる、いみじう心づきなし。かの言ふ者は、ともかくもおぼえず、このゐたる人こそ、をかしと見八え聞えつることも失うするやうにおぼゆれ。

　また、さいと色に出でてはえ言はず、「あ九な」と高やかにうち言ひうめきたるも、「下一〇した行ゆく水の」と、いとほし。立たて蔀じとみ、透一一すい垣がいなどのもとにて「雨降りぬべし」など、聞えごつも、いとにくし。

　いとよき人の御供人などは、さもなし。君たちなどのほどは、よろし。それより下くだれる際きはは、皆さやうにぞある。あまたあらむ中にも、心一二ばへ見てぞ、率ゐてあ一三りかまほしき。





【校注】

一　能因本、前田本「も」なし。

二　女房たち。

三　三巻本「とみも」。能因本、前田本、堺本により訂す。

四　晋の王質の故事。仙童の碁を山中に見るうちに斧の柄も朽ち、帰ってみれば知る人も居なかった（述異記）。当時、歌にもよく詠まれ、俊頼髄脳などに説明がある。「朽ちぬべきなめり」、能因本、前田本、堺本「くたしつべきなめり」。

五　能因本、前田本、堺本「むつかしければ」。

六　仏語。平俗の語となっていたことがわかる。なお下の「夜は」は、能因本「今は」。前田本なし。

七　三巻本「と」。能因本、前田本、堺本により訂す。

八　能因本「見、聞きつる」。前田本、堺本「聞きつる」。

九　三巻本、能因本「ある」。前田本、堺本「あなわびし」。今訂す。

一〇　古今六帖、五、いはで思ふ「心には下行く水のわきかへり言はで思ふぞ言ふにまされる」。

一一　竹などを透かして編んだ庭中の目隠しの塀。

一二　三巻本「心さへ」。能因本、前田本、堺本により訂す。

一三　能因本、前田本、堺本「ありくべき」。






〔七二〕　ありがたきもの

　舅しうとにほめらるる婿むこ。また、姑しうとめに思はるる嫁よめの君。毛一のよく抜くる銀しろかねの毛抜き。主しゆうそしらぬ従二ず者さ。

　つゆの癖三くせなき。かたち、心、有四あり様さますぐれ、世に経五ふるほど、いささかの疵きずなき。同じ所に住む人の、かたみに恥ぢかはし、いささかのひまなく用意したりと思ふが、つひに見えぬこそ、難かたけれ。

　物語、集など書き写すに六、本に墨つ七けぬ。よき草さう子しなどは、いみじう心して書けど、かならずこそきたなげになるめれ。

　男八、女をば言はじ、女どちも、契り深くてかたらふ人の、末まで仲よきこ九と、難かたし。





【校注】

一　能因本、前田本「物よくぬくる」。堺本もほぼ。

二　能因本、前田本「人のずさ」。

三　能因本、前田本「くせ、かたはなくて」。

四　能因本、前田本「ありさまもすぐれて」。

五　能因本、前田本「ある」。

六　能因本、前田本、抜書本「に」なし。

七　能因本、前田本「つけぬ事」。

八　能因本、前田本「男も女も法師も」。

九　三巻本「人」。能因本、前田本、堺本、三巻本抜書本により訂す。






〔七三〕　内裏うちの局つぼねは一、細二ほそ殿どのいみじうをかし。上三かみの蔀しとみ上げたれば、風いみじう吹四き入れて、夏もいみじう涼し。冬は、雪、霰あられなどの、風にたぐひて降り入りたるも、いとをかし。狭せばくて、童わらはべなどののぼりぬるぞ、あしけれども、屛びやう風ぶのう五ちに隠し据ゑたれば、異こと所どころの局のやうに声高くゑ笑ひなどもせで、いとよし。

　昼なども、たゆまず心づかひせらる。夜よるは六、まいて、うちとくべきやうもなきが、いとをかしきなり。沓七くつの音、夜よ一ひと夜よ聞ゆるが、と八どまりて、ただ指および一つして叩くが、その人な九なりと、ふと聞ゆるこそをかしけれ。いと久しう叩くに、音もせねば、寝入りたりとや思ふらむと、ねたくて、すこしうちみじろく衣きぬのけ一〇はひ、さななりと思ふらむかし。冬は、火ひ桶をけにやをら立つる箸はしの音も、忍一一びたりと聞ゆるを、いとど叩一二きはらへば、声にても言ふに、かげながらすべり寄りて聞く時一三もあり。

　また、あまたの声して、詩誦ずじ、歌一四など歌ふには、叩かねどまづあ一五けたれば、此処ここへとしも思はざりける人も、立ち止とまりぬ。居るべきやうもなくて、立ち明あかすも、なほをかし。

　御一六み簾すのいと青くをかしげなるに、几き帳ちやうのかたびらいとあざやかに、裾すそのつ一七まうち重なりて見えたるに、直なほ衣しの後うしろにほ一八ころび絶えすきたる君たち、六位の蔵くら人うどの青色など着て、うけばりて遣やり戸どのもとなどに、そば寄せてはえ一九立たで、塀へいの方かたに後うしろおして、袖うち合せて二〇立ちたるこそ、をかしけれ。

　また、指さし貫ぬきいと濃う、直衣あざやかにて、色々の衣きぬどもこぼし出でたる人の、簾すを押し入れて、なから入二一りたるやうなるも、外とより見るはいとをかしからむを、きよげなる硯すずり引き寄せて文ふみ書き、もしは鏡乞こひて鬢二二びんかき直しなどしたるも二三、すべてをかし。

　三尺の几帳を立てたるに、帽二四も額かうの下しもただすこしぞある、外とに立てる人と内にゐたる人と、もの言ふが、顔のもとにいとよくあたりたるこそ、をかしけれ。たけの高く短からむ人などや、いかがあらむ、なほ世の常の人は、さ二五のみあらむ。

　まいて臨二六時の祭まつりの調でう楽がくなどは、いみじうをかし。主殿寮二七とのもりの官くわん人にんの二八長二九き松を高くともして、頸くびは引き入れて行いけば、さきはさしつけつばかりなるに三〇、をかしう遊び、笛ふえ吹き立てて、心ことに思ひたるに三一、君たちの三二、日三三の装さう束ぞくして立止とまり、もの言ひなどするに、供の随ずい身じんどもの、前駆さきを忍びやかに短う、おのが君たちの料れうに追ひたるも、遊びにまじりて常に似ずをかしう聞ゆ。

　なほあ三四けながら帰るを待つに、君たちの声にて、「荒三五あら田たに生おふるとみ草の花」と歌ひたる、このたびは今すこしをかしきに、いかなるまめ人にかあらむ、す三六くすくしうさし歩あゆみて出三七でぬるもあれば、笑ふを、（君たち）「しばしや。『など、さ、世を捨三八てて急ぎたまふ』とあり」など言三九へど、ここちなどやあしからむ、倒れぬばかり、もし人などや追ひて捕ふると見ゆるまで、まどひ出づるもあめり。





【校注】

一　三巻本「は」なし。能因本、前田本、堺本により補う。

二　前出〔四三〕。〔補注一三三〕

三　上下二枚の上の蔀。蔀は〔補注三〕参照。

四　三巻本「ふき入て」。能因本による。

五　能因本「うしろなどに」。前田本、堺本「うしろに」。

六　能因本、前田本、堺本「はたまして」。

七　往来する官人の沓の音。能因本、前田本、堺本「沓の音の」。

八　能因本「とまりて」。前田本、堺本「たちとまりて」。

九　三巻本「なりと」。能因本「なゝりと」により訂す。前田本、堺本「と」。「なり」は推定。

一〇　能因本「けはひも」。前田本、堺本「けはひを」。

一一　能因本「しのびたれど聞ゆるを」。前田本「しのびたりと思へど聞ゆるにや」（堺本ほぼ同文）。

一二　能因本「たたきまさり」、前田本、堺本「たたけば」。

一三　能因本、前田本、堺本「をり」。

一四　「歌ふ」という場合は、歌謡。

一五　細殿は間ごとに遣戸がある。

一六　「御簾のいと青くをかし」三巻本なし。能因本により補う。目移りによる脱文である。前田本、堺本「すのいとあをきに」。

一七　三巻本「つるす」。能因本「つますこし」、前田本、堺本「つま」により訂す。

一八　ほころび絶え透きたる、か。「ほころび」は、縫い合わせてない所。

一九　三巻本「ら」。能因本、前田本、堺本により訂す。

二〇　能因本、前田本、堺本「がちなるこそ」。

二一　三巻本「いひたる」。能因本、前田本、堺本により訂す。

二二　三巻本「見なをし」。今、訂す。〔補注二〇〇〕

二三　三巻本「は」。能因本、前田本、堺本により訂す。

二四　三巻本「もと」。能因本による。帽額は前出〔二五〕。簾を垂れ、その内側に几帳が立ててある。

二五　能因本、前田本、堺本「さのみぞある」。

二六　賀茂の臨時の祭（十一月下の酉の日）の調楽。〔補注二〇一〕

二七　庭の掃除、湯沐、薪油の事をつかさどる。〔補注二〇一〕

二八　「の」能因本、前田本、堺本、定家筆断簡により補う。

二九　長いたいまつ。能因本、前田本、堺本「ながまつ」。

三〇　三巻本「と」。能因本、前田本、堺本により訂す。

三一　「に」能因本、前田本、堺本なし。

三二　「の」能因本、前田本、堺本、定家筆断簡により補う。

三三　束帯。

三四　遣戸を、である。

三五　風俗、荒田「荒田に生ふる、富草の花、手に摘みれて、宮へ参らむ、なかつたえ」。〔補注二〇二〕

三六　能因本、前田本、堺本「すくすくと」。

三七　三巻本「いぬる」。能因本、前田本、堺本、定家筆断簡により訂す。

三八　能因本、前田本、堺本「すてては」。

三九　三巻本「いへば」。能因本、定家筆断簡により訂す。






〔七四〕　職一しきの御曹ざう司しにおはしますころ、木こ立だちなどの二遙かにもの古ふり、屋やのさまも高うけ遠けれど、すずろにをかしうおぼゆ。母屋もやは、鬼三おにありとて、南四へ隔て出だして、南の廂ひさしに御五み帳ちやう立てて、又六また廂ひさしに女によう房ばうはさぶらふ。近七この衛ゑの御み門かどより左八さ衛ゑ門もんの陣にまゐりたまふ上かむ達だち部めの前駆さきども、殿てん上じやう人びとのは、短ければ、大おほ前駆さき、小こ前駆さきと付けて聞き騒ぐ。あまたたびになれば、その声どもも皆聞き知りて、「それぞ」「かれぞ」など言ふに、また「あらず」など言へば、人して見せなどするに、言ひあてたるは、「さればこそ」など言ふも、をかし。

　有九あり明あけのいみじう霧きりわたりたる庭におりてありくをきこしめして、御お前まヘにも起きさせたまへり。上一〇うへなる人々の限りは、出でゐ、おりなどして遊ぶに、やうやう明けもてゆく。「左一一衛門の陣にまかりて一二見む」とて行いけば、我も我もと、追一三ひつぎて行いくに、殿上人あまた声一四して、「な一五にがし一声の秋」と誦ずじてまゐる音すれば、逃げ入一六り、ものなど言ふ。（殿上人）「月を見たまひけり」など、めでて、歌詠よむもあり。夜よるも昼も、殿上人の絶ゆるをりなし。上かむ達だち部めま一七で、まゐりたまふに、おぼろけに急ぐことなきは、かならずまゐりたまふ。





【校注】

〔七四〕長徳三年秋か。

一　前出〔四六〕。

二　能因本「の」なし。

三　内裏、大内裏に鬼の出没した話は諸書に多い。

四　「南へ」──能因本「みな」。

五　中宮定子の御帳台。

六　廂の外側にさらにつけられた間。孫廂とも。

七　陽明門。大内裏東門の一。

八　建春門。内裏外廓の東門。職の御曹司は、陽明門から建春門に至る道に南面している。

九　二十日以後の月である。

一〇　御前に詰めている宿直（とのい）の女房。非番の者は局に下って休む。

一一　話者は清少納言であろう。

一二　「て」三巻本なし。能因本により補う。

一三　三巻本「ゝ（と）ひつきて」。能因本により訂す。

一四　能因本「声」なし。

一五　和漢朗詠集、納涼、源英明「池冷（すずし）くしては水三伏の夏無し、松高くしては風一声の秋有り」。「なにがし」は、はっきり書かずおぼめかした言い方。

一六　能因本「入りて」。

一七　能因本「まかで」。






〔七五〕　あぢきなきもの

　わざと思ひ立ちて、宮仕へに出で立ちたる人の、も一の憂うがり、うるさげに思ひたる。養子とりこの、顔にくげなる。しぶしぶに思ひたる人を、強しひて婿むこ取りて、思ふさまならずと嘆く。





【校注】

一　能因本、前田本、堺本「ものうがりて」。









〔七六〕　ここちよげなるもの

　卯一う杖づゑの法ほふ師し。御二み神楽かぐらの人三にん長ぢやう。御四ご霊りやう会ゑの振五ふり幡はたと六か持もたる者。





【校注】

一　正月上の卯の日家々を巡った祝言乞食の徒であろう。〔補注二〇三〕

二　能因本、前田本、堺本「かぐら」。

三　神楽の指揮をとり、其駒の曲の時、舞う。闕腋の袍を着、笏を持ち太刀をはき、手に榊を持つ。

四　三巻本「かぐら」。能因本、前田本により訂す。六月十四日、祇園の祭。〔補注二〇四〕

五　幡は、布帛の一端を竿の先につけて垂らした物。行列の先頭に立つ大童子の持つ物であろう。

六　能因本「とりもたる物」、前田本「もちたる物」。〔補注二〇五〕






〔七七〕　御一お仏ぶつ名みやうのまたの日、地二ぢ獄ごく絵ゑの御屛びやう風ぶとりわたして、宮に御ご覧ぜさせたてまつらせたまふ。ゆゆしういみじきこと限りなし。（帝）「これ見よ、これ見よ」と、おほせらるれど、（清少）「さらに見はべらじ」とて、ゆゆしさに、こ三へやに隠れ臥ふしぬ。

　雨いたう降りてつれづれなりとて、殿てん上じやう人びと、上うへの御局つぼねに召して、御遊びあり。道四みち方かたの少納言、琵び琶は、いとめでたし。済五なり政まさ、筝六しやうの琴こと、行七ゆき義よし、笛、経八つね房ふさの中将、笙しやうの笛など、おもしろし。一ひとわたり遊びて、琵琶弾ひきやみたるほどに、大九納言殿「琵一〇琶、声やんで、物語せむとすること遅し」と誦ずじたまへりしに、隠れ臥したりしも起き出でて「なほ罪は恐しけれど、もののめでたさは、やむまじ」とて、笑はる。





【校注】

一　十二月十九日より二十一日まで三世諸仏の名号を称えて罪障消滅を祈る仏事。清涼殿で行われる。

二　地獄変相図の屏風。廂に立てる。

三　清涼殿内であるが、どこか不明。

四　左大臣源重信の子。正暦元年少納言、長徳元年正月五位蔵人、四年十月左少弁。

五　源時中の子。次の行義とともに蔵人である。

六　十三絃の琴。

七　平行義。横笛の名手。

八　左大臣源高明の四男。長徳二年七月右近権中将、四年十月左に転じ、長保三年蔵人頭、寛弘二年六月参議、中将如[image: レ]元。

九　伊周。〔補注八四〕

一〇　白楽天、琵琶行の一節「忽聞水上琵琶声、主人忘[image: レ]帰客不[image: レ]発、尋[image: レ]声闇問弾者誰、琵琶声停欲[image: レ]語遅」。






〔七八〕　頭一とうの中将の、すずろなるそら言ごとを聞きて、いみじう言ひおとし、（斉信）「なにしに人と思二ひほめけむ」など、殿てん上じやうに三ていみじうなむのたまふと聞くにも、はづかしけれど、（清少）「まことならばこそあらめ、おのづから聞き直したまひてむ」と、笑ひてあるに、黒四くろ戸との前などわたるにも、声などするをりは、袖をふたぎて、つゆ見おこせず、いみじうにくみた五まへば、ともかうも言はず、見も入れで過すぐすに、二月つごもり方がた、いみじう雨降りてつれづれなるに、御物もの忌いみに籠りて、「（斉信）『さすがにさうざうしくこそあれ。ものや言ひやらまし』となむ、のたまふ」と人々語れど、（清少）「世にあらじ」など、答いらへてあるに、日一ひと日ひ、下しもにゐ暮してまゐりたれば、夜六よるの御お殿とどに入らせたまひにけり。

　長押七なげしの下しもに火近く取り寄せて、扁八へんをぞつく。（女房）「あなうれし。とくお九はせ」など、見つけて言へど、すさまじきここちして、なにしに上のぼりつらむと、おぼゆ。炭一〇す櫃びつのもとに居たれば、そこにまたあまた居て、ものなど言ふに、「なにがしさぶらふ」と、いとはなやかに言ふ。（清少）「あやし。いつの間まに、何ごとのあるぞ」と、問はすれば、主殿一一とのもり司づかさなりけり。

　（主殿司）「ただここもとに、人ひと伝づてならで申すべきことなむ」と言へば、さし出でて問一二ふに、（主殿司）「これ、頭一三とうの殿とののたてまつらせたまふ。御一四返かへり事こと、とく」と言ふ。いみじくにくみたまふに、いかなる文ふみならむと思へど、ただ今、急ぎ見るべきにもあらねば、（清少）「去いね。今、聞えむ」とて、ふところに引き入れて入一五りぬ。な一六ほ人のもの言ふ、聞きなどする、すなはち立ち帰り来て、（主殿司）「（斉信）『さらば、そのありつる御文ふみを賜はりて来こ』となむ、おほせらるる。とくとく」と言ふが、あ一七やしう、い一八をの物語なりや、とて、見れば、青き薄一九うす様やうに、いときよげに書きたまへり。心ときめきしつるさまにもあらざりけり。





蘭二〇省花時錦帳下






と書きて、「末はいかに、末はいかに」とあるを、いかにかはすべからむ、御ご前ぜんおはしまさば、御ご覧ぜさすべきを、これが末を知り顔に、たどたどしき真まん名なに二一書きたらむも、いと見苦しと、思ひまはすほどもなく責めまどはせば、ただその奥に、炭す櫃びつに消二二え炭のあるして、





草二三の庵いほりを誰たれか尋ねむ






と書きつけて取らせつれど、また返かへり事ことも言はず。

　皆寝て、つとめて、いととく局つぼねにおりたれば、源二四中将の声にて、「ここに草の庵いほりやある」と、おどろおどろしく言へば、（清少）「あやし。などてか、さ二五人げなきものはあらむ。玉二六の台うてなと求めたまはましかば、答いらへてまし」と言ふ。（宣方）「あなうれし。下しもに二七ありけるよ。上うへに二八てたづねむとしつるを」とて、昨夜よべありしやう、（宣方）「頭の中将の宿直二九とのゐ所どころに、すこし人々しき限り、六三〇位まで集りて、よろづの人の上、昔、今と語りいでて、言ひしついでに、（斉信）『なほこの者、むげに絶え果てて後こそ、さすがに、えあらね。もし言ひいづることもやと待てど、いささかなにとも思ひたらずつれなきも、いとねたきを、今こ宵よひあしともよしとも定さだめきりてやみなむかし』とて、皆言ひあはせたりしことを、『ただ今は見るまじ、とて、入三一りぬ』と、主殿とのも司づかさが言ひしかば、また追ひかへして、（斉信）『ただ、手三二をとらへて、東とう西ざいせさせず乞ひ取りて、持もて来ずは、文ふみを返し取れ』と、いましめて、さばかり降る雨のさかりに、やりたるに、いととく帰三三り来たり。『これ』とて、さし出でたるが、ありつる文なれば、返してけるか、とて、うち見たるに、あはせてを三四めけば、『あやし。いかなることぞ』と、皆、寄りて見るに、（斉信）『いみじき盗三五ぬす人びとを。なほ、えこそ思ひ捨つまじけれ』とて、見騒ぎて、（斉信）『これが本もと、付けてやらむ。源中将、付けよ』など、夜よふくるまで、付けわづらひてや三六みにしことは、ゆく先もか三七ならず語り伝ふべきことなり、などなむ、皆定さだめし」など、いみじうかたはらいたきまで言ひ聞かせて、（宣方）「今は、御名をば、草の庵いほりとなむ、付けたる」とて、急ぎ立ちたまひぬれば、（清少）「いとわろき名の、末の世まであらむこそ、くちをしかなれ」と言ふほどに、修三八す理りの亮すけ則のり光みつ、「いみじきよろこび申しになむ、上うへにやとて、まゐりたりつる」と言へば、（清少）「なんぞ。司三九つかさ召めしなども聞えぬを、なにになりたまへるぞ」と、問へば、（則光）「いな。まことにいみじううれしきことの昨夜よべはべりしを、心もとなく思ひ明あかしてなむ。かばかり面めい目ぼくあることなかりき」とて、はじめありけることども、中将の語りたまひつる同じことを言ひて、（則光）「『ただこの返かへり事ことにしたがひて、こ四〇かけをしふみし、すべてさる者ありきとだに思はじ』と、頭の中将のたまへば、ある限りか四一うようしてやりたまひしに、ただに来きたりしは、なかなかよかりき。持もて来たりしたびは、いかならむと、胸つぶれて、まことにわ四二るからむは、せ四三うとのためにもわ四四るかるべし、と思ひしに、なのめにだにあらず、そこらの人のほめ感じて、（人々）『せうと、こ四五ち来こ。これ聞け』と、のたまひしかば、下四六したごこちはいとうれしけれど、（則光）『さやうの方かたに四七さらにえさぶらふまじき身になむ』と申ししかば、（人々）『言こと加へよ四八、聞き知れ、とにはあらず。ただ、人に語れとて、聞かするぞ』と、のたまひしに四九なむ、すこしくちをしきせうとの五〇おぼえにはべりしかども、本もと付けこころみるに、（人々）『言ふべきやうなし。ことにまた、これが返しをやすべき』など言ひあはせ、（人々）『わ五一るしと言はれては、なかなかねたかるべし』とて、夜中ま五二でおはせし。これは、身のため、人のためにも、いみじきよろこびにはべらずや。司つかさ召めしに少せう々せうの司つかさ得てはべらむは、なにともおぼゆまじくなむ」と言へば、げにあまたしてさることあらむとも知らで、ねたうもあるべかりけるかな、と、こ五三れになむ胸つぶれてお五四ぼゆる。

　この、いもうと、せうと、といふことは、上うへまで皆しろしめし、殿上にも、司つかさの名をば言はで、せうととぞ付けられたる。

　物語などしてゐたるほどに、（宮）「まづ」と、召したれば、まゐりたるに、このこと、おほせられむと五五なりけり。（宮）「上五六うへわ五七たらせたまひて、語りきこえさせたまひて、を五八のこども皆、扇あふぎに書きつけてなむ持もたる」など、おほせらるるにこそ、あさましう、なにの言はせけるに五九か、とおぼえしか。

　さて後のちぞ、袖六〇の几帳なども取り捨てて、思ひ直りたまふめりし。





【校注】

〔七八〕長徳元年二月。

一　藤原斉信（ただのぶ）。太政大臣為光二男。永延三年右中将、永祚二年左中将、正暦五年八月蔵人頭、長徳二年四月参議。後に、公任、行成、俊賢とともに四納言と称せられた。

二　能因本「思ひ」。三巻本二類「ほめ」。

三　能因本「にても」。

四　清涼殿の北廊。

五　能因本「たまふを」。

六　御寝所。

七　中宮の御帳台のある母屋と廂の間との境。

八　詩文の一句のうち、ある一字の扁を出して作りを付けさせる遊びか（集註）。源氏物語の旧注にも諸説があるが実体不明。能因本、三巻本二類、上に「さしつどひて」の一句あり。

九　三巻本中、陽明本「おはせよ」。

一〇　「の」能因本、三巻本二類により補う。

一一　男官の方であろう。

一二　三巻本一類「いふに」。能因本、二類により訂す。

一三　斉信。能因本「頭中将殿」。

一四　能因本「御返り」。

一五　一類なし。二類により補う。能因本「ふと入りぬ」。

一六　一類「なをなを」。能因本、二類により訂す。

一七　一類なし。二類により補う。能因本「あやしく」。

一八　不詳。「魚の物語」か。三巻本二類に「いせの物語」とあるのにより、伊勢物語のこととするのが通説。「ひがこと」の意で、変な話だな、というほどの意とされる（集註）。

一九　薄く漉いた鳥の子紙。

二〇　白氏文集、巻十七、集山草堂夜雨独宿寄牛二李七庚三十二員外の一節「蘭省花時錦帳下、廬山雨夜草庵中」。和漢朗詠集、雑にこの一聯を載せる。蘭省は尚書省、錦帳は天子の御座所。能因本は「らんせいの花の時の錦の帳のもと」とあり、前に「まなにいときよげに」とある。

二一　「に」一類なし。能因本、二類により補う。

二二　能因本、二類「消えたる炭」。

二三　公任卿集「いかなるをりにか、章の庵を誰か尋ねむ、とのたまひければ、蔵人たかただ、九重の花の都をおきながら」。これを借用したのであろう。

二四　源宣方。正暦五年八月右中将。左大臣重信男。長徳四年八月十三日卒（三巻本勘物）。

二五　「さ」三巻本なし。能因本により補う。

二六　拾遺集、巻二「今日見れば玉のうてなもなかりけりあやめの草のいほりのみして」。

二七　「に」能因本、二類による。一類「と」。

二八　能因本「まで」。

二九　物忌に籠った斉信の宿直所。〔補注二〇六〕

三〇　六位の蔵人。その下の非蔵人も六位である。

三一　能因本「入りたまひぬ」。

三二　能因本、二類「そでを」。

三三　能因本による。三巻本、一類「返来」、二類「かへりたりき」。

三四　わめく。

三五　人をののしる意味から転じて、ここはほめた言い方。

三六　能因本「なむやみにし。このことは」とあって、文章は整う。三巻本は整わないが、通ずることは通ずる。

三七　「かならず」、能因本、二類により補う。

三八　橘則光。長徳元年正月蔵人、翌二年修理亮（修理職の次官）となる。〔補注二〇七〕

三九　狭くは秋の京官の除目をいうが、除目の総称として用いるのがこの時代の慣用。

四〇　八字、意味不明。能因本にないのは削ったのであろう。萩谷朴氏は「籠懸（こか）け、押文（おしふみ）し」と読み、靫（ゆき）を懸け、貼り紙をする勅勘の作法とする。

四一　意味不明。前後から、考えてというほどの意であろう。「ある限り……たまひしに」能因本なし。

四二　能因本、二類「わろからんは」。

四三　兄。作者と義兄妹の約束があったと考えられる。なお後文に見える。

四四　能因本「わろかるべし」。

四五　能因本「こそ、聞け」。

四六　能因本「下心には」。

四七　能因本「には」。

四八　能因本「よ」なし。

四九　能因本、二類「に」なし。

五〇　一類「の」なし。能因本、二類による。

五一　能因本「わろき事いひては」。

五二　能因本「までなむ」。

五三　一類「これら」。能因本、二類による。

五四　能因本による。一類「おぼえり」、二類「おぼえし」。

五五　能因本「とて」。

五六　能因本「うへの」。

五七　一類「笑はせ」。能因本、二類による。

五八　殿上人。「上わたらせたまひて」以下を中宮の詞とするのが無難だが、「語りきこえさせたまひて」は中宮の詞そのままとしては、おかしい。「をのこども」以下は帝の中宮への詞としてでなくては落ち着かない。いずれにせよ、写し方に言葉が足りないようである。

五九　能因本「事にか」。

六〇　前に「袖をふたぎてつゆ見おこせず」とあった。






〔七九〕　返る年の二月廿一よ日、宮の、職二しきへ出でさせたまひし御供にまゐらで、梅三むめ壺つぼに残りゐたりしまたの日、頭四とうの中将の御消せう息そことて、「昨日きのふの夜、鞍五くら馬まに詣まうでたりしに、今こ宵よひ、方六かたのふたがりければ、方かた違たがへになむ行いく。まだ明けざらむに帰りぬべし。かならず言ふべきことあり。いたう叩かせで待て」と、のたまへりしかど、「局つぼねにひとりはなどてあるぞ。ここに寝ねよ」と、御七み匣くしげ殿どのの召したれば、まゐりぬ。

　久しう寝起きて下おりたれば、「昨夜八よべいみじう人の叩かせたまひし、からうして起きてはべりしかば、『上うへにか。さらば、かくなむと聞えよ』と、はべりしかども、『よも起きさせたまはじ』とて、臥ふしはべりにき」と語る。心もなのことや、と聞くほどに、主殿とのも司づかさ来て、「頭とうの殿の聞えさせたまふ、『ただ今まかづるを、聞ゆべきことなむある』」と言へば、（清少）「見るべきことありて、上九うへへなむ上のぼりはべる。そこにて」と言ひて、やりつ。

　局つぼねは、引きもやあけたまはむと、心ときめきし一〇てわづらはしければ、梅むめ壺つぼの一一東ひむがし面おもての半は蔀じとみ上げて、（清少）「ここに」と言へば、めでたくてぞ、歩あゆみ出でたまへる。桜一二の綾あやの直なほ衣しの、いみじう花々と、裏のつやなど、えも言はずきよらなるに、葡萄えび染ぞめのいと濃き指一三さし貫ぬき、藤の折一四をり枝えだおどろおどうしく織り乱りて、紅一五くれなゐの色、う一六ちめなど、輝かかやくばかりぞ見ゆる。白き、薄うす色いろなど、下したにあまた重かさなりたり。狭せばき縁えんに、片つ方かたは下しもながら、すこし簾すのもと近う寄り居たまへるぞ、まことに絵に描かき、物語のめでたきことに言ひたる、これにこそは、とぞ見えたる。

　御一七お前まへの梅は、西は白く、東ひむがしは紅梅にて、すこし落ち方がたになりたれど、なほをかしきに、うらうらと日のけしきのどかにて、人に見せまほし。御み簾すの内に、まいて、若やかなる女によう房ばうなどの、髪うるはしくこぼれかかりて、など言ひためるやうにて、ものの答いらへなどしたらむは、いますこしをかしう見み所どころありぬべきに、いとさ一八だすぎ、ふるぶるしき人の、髪などもわ一九がにはあらねばにや、ところどころわななき散りぼひて、お二〇ほかた色異ことなるころなれば、あるかなきかなる薄二一うす鈍にび、あはひも見えぬき二二はきぬなどばかりあまたあれど、つゆの映はえも見えぬに、お二三はしまさねば、裳もも着ず、袿二四うちき姿にて居たるこそ、ものぞこなひにて、くちをしけれ。

　（斉信）「職しきへなむ、まゐる。ことづけやある。いつかまゐる」などのたまふ。（斉信）「さても、昨夜よべ、明あかしも果てで、さりとも、かねて、さ言二五ひしかば、待つらむとて、月のいみじう明きに、西二六の京といふ所より来くるままに、局を叩きし二七ほど、からうして寝おびれ起きたりしけしき、答いらへのはしたなさ」など、語りて笑ひたまふ。「む二八げにこそ思ひうんじにしか。など、さる者をば置きたる」と二九、のたまふ。げにさぞありけむと、をかしうもいとほしうもあり。しばしありて、出でたまひぬ。外とより見む人は、をかしく、うちにいかなる人あらむと思ひぬべし。奥の方かたより見いだされたらむ後うしろこそ、外とにさる人やとお三〇ぼゆまじけれ。

　暮三一れぬれば、まゐりぬ。御前に人々いと多く、上三二うへ人びとなどさぶらひて、物語のよきあしき、にくきところなどをぞ、定さだめ、言三三ひそしる。涼三四すずし、仲三五なか忠ただなどがこと、御お前まへにも、劣りまさりたるほどなど、おほせられける。（女房）「まづ、これはいかに。とくことわれ。仲三六忠が童わらは生おひのあやしさを、せちにおほせらるるぞ」など言へば、（清少）「なにか。琴三七きんなども、天てん人にんの降おるばかり弾きいで、いとわろき人なり。御三八み門かどの御女むすめやは得たる」と言へば、仲忠が方人かたうどども、所を得て、「さればよ」など言ふに、（宮）「このことどもよりは、昼、斉ただ信のぶがまゐりたりつるを見ましかば、いかにめでまどはましとこそ、おぼえつれ」と、おほせらるるに、（女房）「さて、まことに常よりもあらまほしうこそ」など言ふ。（清少）「まづそのことをこそは啓せむと思ひて、まゐりつるに、物語のことにまぎれて」とて、ありつることども聞三九えさすれば、（女房）「誰たれも見つれど、いとかう、縫ひたる糸、針はり目めまでやは見透しつる」とて笑ふ。

　（斉信）「西の京といふ所の、あ四〇はれなりつること。もろともに見る人のあらましかばとなむ、おぼえつる。垣かきなども皆古四一ふりて、苔こけ生ひてなむ」など語りつれば、宰四二さい相しやうの君の「瓦四三かはらに松はありつや」と答いらへたるに、いみじうめでて、（斉信）「西四四の方かた、都門を去れること、いくばくの地ぞ」と、口ずさみつることなど、かしかましきまで言ひしこそ、をかしかりしか。





【校注】

〔七九〕前段を受けて「翌年の云々」と書き出したと見られる。長徳二年。

一　「廿よひ」とあるを訂す。「よにち」（余日）と読む。三巻本一類勘物に「長徳二年信経記廿三日甲午、明後日臨時奉幣八省行幸、中宮退出職曹司、不御輦車、永宣旨々、但車尋常檳榔毛也」とある。〔補注二〇八〕

二　職の御曹司。前出〔四六〕〔七四〕。能因本「しきの御さうし」。

三　凝花舎。飛香舎（藤壺）の北にあり、南面の殿舎。庭に梅があるので梅壺と通称する。

四　藤原斉信。前段参照。この年、三十歳。

五　洛北の鞍馬寺。

六　鞍馬から内裏に帰る方角が禁忌に当たったのである。二十四日の夜。

七　中宮定子の妹、道隆の四女。御匣殿の別当。御匣殿は貞観殿の内にあり、天皇の御服を裁縫する。長を別当と称する。この人、定子歿後、その第一皇子敦康親王の母代となったが、帝の胤をやどしてそのまま亡くなった。長保四年、年十七、八（栄花物語、初花）。

八　以下、留守番の下仕えの言葉。

九　梅壺を指す。

一〇　「して」一類なし。能因本、二類により補う。

一一　梅壺の東は、廂にさらに孫廂がある。そこの半蔀。

一二　桜がさね。表、白、裏、赤か紫。

一三　能因本「さしぬきに」。

一四　地の綾模様の上に白く藤の枝を浮き織りにしたのである。

一五　いだし袿にした綾。

一六　砧で打って出したつや。

一七　梅壺東面はやや北よりに沓脱ぎがある。その左右の梅であろう。西、東というは不審。南、北である。萩谷朴氏は、石山寺縁起絵により、門を入った右手の、西、白梅、東、紅梅の二株とする。

一八　盛りを過ぎ。清少納言はこの年三十歳前後であろうか。

一九　自分の髪ではないからだろうか。かもじを用いているのである。

二〇　中宮がたの人は皆喪服を着ているころなので。中宮の父、関白道隆が前年長徳元年四月十日に亡くなっている。

二一　薄鼠色。

二二　「きはきぬ」未詳。二類「うはきぬ」。能因本「きぬどもなど」。

二三　中宮が。

二四　裳、唐衣をつけない袿だけの姿。

二五　能因本「いひてしかば」。

二六　朱雀大路より西、右京。左京に比べて衰微荒廃していた。鞍馬から方違えに行った先である。

二七　「し」一類なし。能因本、二類により補う。

二八　一類「けんに」。能因本、二類による。

二九　能因本「など」。

三〇　能因本「ともえおもふまじけれ」。

三一　二十五日の夜。

三二　殿上人。ただし、やや不審。

三三　能因本「言ひしろひ」。

三四　二類による。能因本「すこし」、一類「すし」。源涼。宇津保物語の主要人物。嵯峨院の皇子、母は紀伊の国の長者神南備の種松の女。

三五　藤原仲忠。宇津保物語の主要人物。父は右大臣兼雅、母は俊蔭女。

三六　幼時、母を養って北山の大木の空洞に住んだ（俊蔭の巻）。清少納言の仲忠びいきを知ってのいわば挑発であろう。〔八二〕

三七　吹上の下の巻、神泉苑の紅葉賀に、仲忠、涼両人の演奏に、天に異象を現じ、天人が降りて舞った。現存伝本では特に涼の演奏によってとは読めない。

三八　仲忠は女一の宮を賞として得た。涼には貴宮との勅諚であった。

三九　能因本、二類「語りきこえさすれば」。

四〇　能因本「荒れたりつること」。

四一　能因本「やぶれて」。

四二　前出〔二〇〕。

四三　白氏文集、四、驪宮高の一節、「翠華不[image: レ]来兮、歳月久、墻有[image: レ]衣兮、瓦有[image: レ]松」。

四四　右に続く句に「吾君在位已五載、何不[image: 三]一幸[image: 二]乎其中[image: 一]、西方去[image: 二]都門[image: 一]幾多地、吾君不[image: レ]遊有[image: 二]深意[image: 一]」。






〔八〇〕　里にまかでたるに、殿上人などの来るをも、やすからずぞ、人々言ひなすなる。いと有う心しんに、引き入りたるおぼえ、はた、なければ、さ言はむも、にくかるまじ。また、昼も夜よるも来る人を、なにしにかは、「なし」とも、かかやき帰さむ。まことにむつましうなどあらぬも、さこそは来一くめれ。あまりうるさくもあれば、このたび出二でたる所をば、いづくとなべてには知らせず、左三中将経つね房ふさの君、済四なり政まさの君などばかりぞ、知りたまへる。

　左五さ衛ゑ門もんの尉じよう則のり光みつが来て物語などするに六、（則光）「昨日きのふ、宰七相の中将のまゐりたまひて、『い八もうとのあらむ所、さりとも知らぬやうあらじ。言へ』と、いみじう問九ひたまひしに、さらに知らぬよしを申ししに、あやにくに強しひたまひしこと」など言ひて、「あ一〇ることあらがふは、いとわびしくこそありけれ。ほとほと笑ゑみぬべかりしに、左一一の中将の、いとつれなく知らず顔にて居たまへりしを、かの君に見だにあはせば、笑ひぬべかりしに、わびて、台一二だい盤ばんの上に布一三めのありしを取りて、ただ食ひに食ひまぎらはししかば、中ちゆう間げんにあやしの食ひ物やと、人々見けむかし。されど、かしこう、それにてなむ、其そ処ことは申さずなりにし。笑ひなましかば、不用ぞかし。まことに知らぬなめりとおぼしたりしも、をかしくこそ」など語れば、（清少）「さらに、な聞えたまひそ」など言一四ひて、日ごろ久しうなりぬ。

　夜よいたくふけて、門かどをいたうおどろおどろしう叩けば、なにのかう心もなう、遠からぬ門かどを高く叩くらむと聞きて、問はすれば、滝一五たき口ぐちなりけり。「左衛門の尉の」とて、文ふみを持もて来たり。皆寝たるに、火取一六り寄せて見れば、「明日あす、御一七み読ど経きやうの結けち願ぐわんにて、宰相の中将、御物もの忌いみに籠りたまへり。『いもうとのあり所申せ。いもうとのあり所申せ』と責めらるるに、ずちなし。さらにえ隠し申すまじ。さなむとや聞かせたてまつるべき。いかに。おほせに従はむ」と一八言ひたる返かへり事ことは一九書かで、布めを一寸ばかり紙に包みてやりつ。

　さて後のち、来て、（則光）「一ひと夜よは責めたてられて、すずろなる所二〇ところ々になむ、率ゐてありきたてまつりし。まめやかにさいなむに、いとからし。さて、など、ともかくも御返りはなくて、す二一ずろなる布めの端はしをば包みて賜へりしぞ。あやしの包み物や。人のもとにさる物包みておくるやうやはある。とりたがへたるか二二」と言ふ。いささか心も得ざりけると見るがにくければ、ものも言はで、硯すずりにある紙の端はしに、





（清少）かづきするあまのすみかをそ二三ことだにゆめ言ふなとやめ二四をくはせけむ






と書きてさし出でたれば、（則光）「歌詠よませたまへるか。さらに見はべらじ」とて、扇あふぎ返して逃げて去いぬ。

　かうかたらひ、か二五たみに後うしろ見みなどす二六るうちに、なにともなくてすこし仲あしうなりたるころ、文ふみおこせたり。（則光）「便びんなきことなどはべりとも、なほ契りきこえし方かたは忘れたまはで、よそに二七ても、さぞとは見たまへ、となむ思ふ」と言ひたり。常に言ふことは、（則光）「おのれをおぼさむ人は、歌をなむ詠よみて得さすまじき。すべて、仇あた敵かたきとなむ思二八ふ。今は限りあ二九りて絶えむと思はむ時にを、さることは言へ」など言ひしかば、この返かへり事ことに、





（清少）崩れ寄る妹三〇いも背せの山のなかなればさらに吉野の河三一とだに見じ






と言ひや三二りしも、まことに見ずやなりにけむ、返しもせずなりにき。さて、か三三うぶり得て、遠とほ江たあふみの介すけといひしかば、にくくてこそやみにしか。





【校注】

〔八〇〕長徳三年か。〔補注二〇九〕

一　一類「めくれ」。能因本、二類により訂す。

二　「出でたる所をば」一類なし。能因本、二類により補う。

三　前出〔七七〕。長徳四年十月左近権中将になる。能因本「左中将」「の君」なし。

四　前出〔七七〕。三巻本勘物に「蔵人式部丞三年正月叙還昇、阿波権守」とある。

五　則光は長徳三年正月二十八日左衛門尉になった。〔補注二〇七〕

六　能因本「ついでに」。

七　斉信。宰相は参議の唐名。長徳二年四月、蔵人頭から左中将はもとのままで参議になり、長保三年八月権中納言に任じた。

八　〔七八〕参照。

九　一類「よひ」。能因本、二類による。

一〇　一類「あることは」。能因本、二類による。

一一　経房。

一二　殿上の間に置かれた食卓。切台盤（長さ四尺）一脚と長台盤（八尺）二脚を置く。

一三　昆布（ひろめ）、若布など、海藻の総称。能因本「あやしきめ」。

一四　能因本「いとどいひて」。

一五　則光は蔵人であるから、蔵人所の所管たる滝口を使いによこしたのであろう。

一六　能因本「近くとりよせて」。

一七　季の御読経か。春秋二季、二月と八月に、四日間、南殿で百僧に大般若経を講読せしめる。結願は、その最終日。これは八月のであろう。また臨時の御読経というのもある。これは南殿で三日間行われる。

一八　能因本「とぞ」。

一九　能因本「も」。

二〇　二類による。一類「所から」。能因本「所」。

二一　能因本「そぞろ」。

二二　「かと」、一類「とて」。二類による。

二三　「どこそこ」の意と「かづきするあま」（海にもぐる海女）の縁語「底」とをかける。

二四　「目くはす」（目くばせする）と「布食はす」とをかける。「布」は「あま」の縁語。一首の意は、海にもぐる海女（姿を隠している私）のすみかは底（どこそこ）であるとも絶対に言うなというつもりで布（め）を食わせた（それとなく注意した）のでしょうよ。

二五　三巻本「かたみの」。能因本により訂す。

二六　一類「するに中に」。能因本、二類により訂す。

二七　三巻本「にては」。能因本による。

二八　能因本「思ふべき」。

二九　能因本「やがて」。

三〇　紀伊の国の歌枕。妹山と背山と川を隔てて対する。上句、崩れて川を埋めてしまった妹背の山の中なのだから、の意。能因本「崩れする」。

三一　「彼（か）は」をかける。「よそにてもさぞとは見たまへ」とあったのを受けて、あれがもとの「せうと」だったとももう見ませんよ、の意。この歌、古今集、巻十五「流れては妹背の山の中に落つる吉野の河のよしや世の中」を本歌とする。

三二　能因本「やりたりしも」。

三三　六位の蔵人が五位に叙せられて蔵人をやめること。三巻本勘物によれば長徳四年のことである。






〔八一〕　もののあはれ知らせ顔なるもの

　はな垂たり、間まもなうかみつつ、もの言ふ声。眉一まゆ抜く。





【校注】

一　成年の女子は眉毛を抜き、眉墨で眉を画く。






〔八二〕　さて、その左一さ衛ゑ門もんの陣などに行いきて後のち、里に出でてしばしあるほどに、（宮）「とくまゐりね」などあるお二ほせ言ごとの端はしに、（宮）「左衛門の陣へ行いきし後うしろなむ、常におぼしめしいでらるる。いかでか、さ、つ三れなくうち古ふりてありしならむ。いみじうめでたからむとこそ思ひたりしか」などおほせられたる御返りに、か四しこまりのよし申して、私五わたくしには（清少）「いかでかは、めでたしと思ひはべらざらむ。御お前まヘにも、『な六かなるをとめ』とは御ご覧じおはしましけむ、となむ、思ひたまへし」と、聞えさせたれば、たちかへり、（宮）「いみじく思七ふべかなる仲忠が面おもて伏ぶせなることは、いかで啓したるぞ。ただ今こ宵よひのうちに、よろづのことを捨ててまゐれ。さらずはいみじうにくませたまはむ」となむ、おほせ言あれば、（清少）「よろしからむにてだに、ゆゆし。まいて、『い八みじう』とある文も字じには、命いのちも身みもさながら捨ててなむ」とて、まゐりにき。





【校注】

〔八二〕前の〔七四〕を受ける。

一　前出〔七四〕。

二　いわゆる仰せ書きで、中宮の旨を受けて女房の執筆したもの。従って、以下にも文中に執筆者女房の口吻がまじる。

三　平気で、古くさい恰好をしていたのでしょう。中宮の御冗談である。

四　（参内督促のおおせを受けて）恐縮の旨を言上して。

五　筆者女房への私信として。

六　宇津保物語、吹上の下、神泉苑紅葉の賀の時「仙人くだりて舞ふ。仲忠、琴に合せて弾く。朝ぼらけほのかに見れば飽かぬかななかなるをとめしばしとめなむ」とある。「飽かぬかな」を利かせた引歌の筆法。

七　ひいきにしているらしい。〔補注二一〇〕

八　「いみじうにくませたまはむ」とあったのを指す。






〔八三〕　職しきの御曹ざう司しにおはしますころ、西の廂ひさしに不一ふ断だんの御み読ど経きやうあるに、仏二など掛けたてまつり、僧どものゐたるこそ、さらなることなれ。二日ばかりありて、縁えんのもとにあやしき者の声にて、「なほ、かの御仏ぶ供くの三おろしはべりなむ」と言へば、（僧）「いかでか、まだきには」と言ふなるを、なにの言ふにかあらむとて、立ち出でて見るに、なま老いたる女法ほふ師しの、いみじうすすけたる狩四かり袴ばかまの、竹の筒つつとかやのやうに細く短き、帯より下しも五寸ばかりなる、衣ころもとかや言ふべからむ、同じやうにすすけたるを五着て、さ六るさまにて言ふなりけり。

　（清少）「かれは、なにごと言ふぞ」と言へば、声ひきつくろひて、（尼）「『仏の御弟で子しにさぶらへば、御仏ぶ供くのおろした七べむ』と申すを、この御ご坊ばうたちの惜しみたまふ」と言ふ。はなやぎ、みやびかなり。かかる者は、うちう八んじたるこそ、あはれなれ、うたてもはなやぎたるかな、とて、（清少）「異こと物ものは食はで、ただ仏の御おろしをのみ食ふか。いと尊たふときことか九な」と言ふけしきを見て、（尼）「などか、異こと物ものもたべざらむ。それがさぶらはねばこそ、とり申一〇しつれ」と言一一へば、く一二だもの、ひ一三ろき餅もちひなどを、物に入れて取らせたるに、むげに仲よくなりて、よろづのこ一四と語る。

　若き人々出で来て、（女房）「男やある」「子やある」「いづくにか住む」など、口々問ふに、を一五かしきこと、そ一六へごとなどをすれば、（女房）「歌は歌ふや。舞まひなどはす一七るか」と問ひも果てぬに、（尼）「夜一八は誰たれとか寝む。常陸ひたちの介すけと寝む。寝たる肌はだよし」これが末、いと多かり。また「男一九山の峰みねのもみぢ葉、さぞ名は立つや、さぞ名は立つや」と二〇、頭かしらをまろばし振二一る。いみじうにくければ、笑ひにくみて、（女房）「去いね。去ね」と言ふに、（清少）「いとほし。これになに取らせむ」と言ふを聞かせたまひて、（宮）「いみじう、な二二どかくかたはらいたきことはせさせつるぞ。え聞かで、耳をふたぎてぞありつる。その衣きぬ一つ取らせて、とくやりてよ」と、おほせらるれば、（清少）「これ、賜はするぞ。衣きぬすすけためり。白くて着よ」とて、投げ取らせたれば、伏し拝みて、肩二三にうち置きては舞ふものか。まことににくくて、皆入りにし後のち、ならひたるに二四やあらむ、常に見えし二五らがひありく。やがて常陸の介とつけたり。衣きぬも白しろめず、同じすすけにてあれば、（女房）「いづちやりてけむ」など、にくむ。

　右二六う近こんの内ない侍しのまゐりたるに、（宮）「かかる者をなむ、かたらひつけておきためる。す二七かして、常に来ること」とて、ありしやうなど、小二八こ兵ひやう衛ゑといふ人にまねばせて聞かせさせたまへば、（右近内侍）「かれ、いかで見はべらむ。かならず見せさせたまへ。御得意ななり。さらによもかたらひ取らじ」など、笑ふ。

　その後のちまた尼あまなる乞食かたゐのいとあてやかなる、出で来たるを、また呼び出でて、ものなど問ふに、これは、いとはづかしげに思ひてあはれなれば、例の、衣きぬ一つ賜はせたるを、伏し拝むは、されどよし、さてうち泣きよろこびて去いぬるを、はや、この常陸の介は来きあひて見てけり。その後、久しう見えねど、誰たれかは思ひ出でむ。

　師し走はすの十二九よ日のほどに、雪いみじう降りたるを、女三〇によう官くわんどもなどして、縁三一えんにいと多く置くを、（女房）「同じくは、庭にまことの山を作らせはべらむ」とて、侍三二さぶらひ召して、おほせ言ごとにて言へば、集りて作る。主殿寮とのもりの官くわん人にんの御きよめにまゐりたるなども皆寄りて、いと高う作りなす。宮三三みや司づかさなどもまゐり集りて、言こと加へ興三四きようず。三、四人まゐりつる主殿寮とのもづかさの者ども、二十人ばかりになりにけり。里さとなる侍さぶらひ、召しにつかはしなどす。（使）「今日けふこの山作る人は、日三五三日みか賜たぶべし。また、まゐらざらむ者は、ま三六た同じ数とどめむ」など言へば、聞きつけたるは、まどひまゐるもあり。里遠きはえ告げやらず。作り果てつれば、宮司召して、絹三七二ふた結ゆひ取らせて縁に投げ出だしたるを、一三八つ取りに取りて、拝みつつ腰三九に差して皆まかでぬ。袍四〇うへのきぬなど着たるは、さて狩かり衣ぎぬにてぞある。

　（宮）「これ、いつまでありなむ」と、人々にのたまはするに、（女房）「十日はありなむ」「十よ日はありなむ」など、ただこのころのほどをある限り申すに、（宮）「いかに」と、問はせたまへば、（清少）「正月むつきの十四一よ日までは、はべりなむ」と申すを、御お前まへにも、えさはあらじと、おぼしめしたり。女四二房は「すべて年のうち、つごもりまでもえあらじ」とのみ申すに、あまり遠くも申四三しつるかな、げに、えしもやあらざらむ、朔日ついたちなどぞ言ふべかりける、と、下したには思へど、さはれ、さまでなくとも、言ひそめてむことは、とて、かたうあらがひつ。

　二十日四四はつかのほどに雨降れど、消ゆべきやうもなし。すこしたけぞ劣りもてゆく。「白山四五しらやまの観くわん音おん、これ消えさせたまふな四六」と祈るも、もの狂ほし。

　さて、その山作りたる日、御使つかひに、式四七しき部ぶの丞じよう忠ただ隆たかまゐりたれば、茵しとねさし出だして、ものなど言ふに、（忠隆）「今日、雪の山作らせたまはぬ所なむなき。御前の壺つぼにも作らせたまへり。春四八とう宮ぐうにも、弘四九こ徽き殿でんにも作られたり。京五〇きやう極ごく殿どのにも作らせたまへりけり」など言へば、





（清少）ここにのみめづらしと見る雪の山所々にふ五一りにけるかな






と、かたはらなる人して言はすれば、たびたび傾かたぶきて、（忠隆）「返しは、つかうまつりけ五二がさじ。あざれたり。御み簾すの前にて、人にを語りはべらむ」とて、立ちにき。歌いみじう好むと聞くものを、あやし。御お前まへにきこしめして、（宮）「いみじうよくとぞ、思ひつらむ」とぞ、のたまはする。

　つごもりがたに、すこし小さくなるやうなれど、なほいと高くてあるに、昼つ方かた、縁えんに人々出で居などしたるに、常陸の介出で来たり。（清少）「などいと久しう見えざりつる」と五三問へば、（常陸介）「なにかは。心五四憂うきことのはべりしかば」と言ふ。（清少）「なに事ぞ」と問ふに、（常陸介）「なほかく思ひはべりしなり」とて、長やかに詠みいづ。





う五五らやまし足も引かれずわたつ海うみのいかなる人に物賜たまふらむ






と五六言ふを、にくみ笑ひて、人の目も見入れねば、雪の山に登りかかづらひありきて去いぬる後のちに、右五七近の内侍に（清少）「かくなむ」と言ひやりたれば、（右近内侍）「などか、人添へては五八賜たまはせざりし。かれがはしたなくて、雪の山まで登りつ五九たよひけむこそ、いとかなしけれ」とあるを、また笑ふ。

　さて、雪の山つれなくて、年も返りぬ。一日六〇ついたちの日の夜、雪のいと多く降りたるを、うれしくもまた降り積みつるかな、と見るに、（宮）「これは、あいなし。は六一じめの際きはをおきて、今のは搔き捨てよ」と、おほせらる。

　局六二つぼねへいととく下おるれば、侍六三さぶらひの長をさなる者、柚ゆの葉のごとくなる宿直六四とのゐ衣ぎぬの袖の上に、青き紙の松六五に付けたるを置きて、わななき出でたり。（清少）「それは、いづこのぞ」と問へば、（侍長）「斎六六さい院ゐんより」と言ふに、ふとめでたうおぼえて、取りてまゐりぬ。

　まだ大おほ殿との籠ごもりたれば、ま六七づ御み帳ちやうにあたりたる御み格かう子しを、碁盤などかき寄せて、ひとり念じ上ぐる、いと重し。片かたつ方かたなれば、きしめくに、おどろかせたまひて、（宮）「など、さはすることぞ」と、のたまはすれば、（清少）「斎院より御文ふみのさぶらはむには、いかでか急ぎ上げはべらざらむ」と申すに、（宮）「げに、いととかりけり」とて、起きさせたまへり。御文あけさせたまへれば、五寸ばかりなる卯六八う槌づち二つを、卯六九う杖づゑのさまに頭かしらなどを包みて、山七〇やま橘たちばな、日七一かげ、山七二やま菅すげなど、うつくしげにかざりて、御文はなし。ただなるやうあらむやは、とて、御覧ずれば、卯杖の頭かしら包みたる小さき紙に、





（斎院）山とよむ斧をのの響きを尋ぬれば祝七三ひの杖の音おとにぞありける






御返り書かせたまふほども、いとめでたし。斎院には、これより聞えさせたまふも、御返りも、なほ心異ことに、書きけがし多う、御用意見えたり。御使つかひに、白き織おり物もののひとへ、蘇す枋はうなるは梅七四むめなめりかし。雪の降りしきたるにかづきてまゐるも、をかしう見ゆ。そのたびの御返しを、知らずなりにしこそ、く七五ちをしう。

　さて、その雪の山は、まことの越七六こしのにやあらむと見えて、消えげもなし。黒うなりて、見るかひなきさまはしたれども、げに勝ちぬるここちして、いかで十五日待ちつけさせむと、念ずる。されど、（女房）「七日をだにえ過ぐさじ」と、なほ言へば、いかでこれ見果てむと、皆みな人ひと思ふほどに、にはかに内裏七七うちへ三日入らせたまふべし。いみじうくちをし。この山の果てを知らでやみなむこと、と、まめやかに思ふ。異こと人ひとも、「げに、ゆかしかりつるものを」など言ふを、御ご前ぜんにもおほせらるるに、同じくは言ひあてて御ご覧ぜさせばやと思ひつるに、かひなければ、御物の具ぐども運び、いみじう騒がしきにあはせて、木七八こ守もりといふ者の、築つい土ぢのほどに廂ひさしさしてゐたるを、縁えんのもと近く呼び寄せて、（清少）「この雪の山いみじう守りて、童わらはべなどに踏み散らさせず、壊こぼたせで、よく守りて十五日までさぶらへ。その日まであらば、めでたき禄ろく賜はせむとす。私わたくしにも、いみじきよろこび言はむとす」など、かたらひて、常に台七九だい盤ばん所どころの人、下げ衆すなどに八〇乞ひてにくまるるを八一、くだものやなにやと、いと多く取らせたれば、うち笑ゑみて、（木守）「いと易やすきこと。たしかに守りはべらむ。童わらはべぞ、登りさぶらはむ」と言へば、（清少）「それを制して、聞かざらむ者をば申せ」など言ひ聞かせて、入らせたまひぬれば、七日までさぶらひて、出八二でぬ。そ八三のほども、これが後うしろめたければ、お八四ほやけ人、す八五まし、長八六をさ女めなどして、絶えずいましめにやる。七八七日の節せ供くのおろしなどをさへやれば、拝みつること、など笑ひあへり。

　里にても、まづ明くるすなはち、これを大事にて、見せにやる。十日のほどに、（使）「五日待つばかりはあり」と言へば、うれしくおぼゆ。また昼も夜よるもやるに、十八八四日夜よさり、雨いみじう降れば、これにぞ消えぬらむと、いみじう、今一日、二ふつ日かも待ちつけでと、夜よるも起きるて言ひ嘆けば、聞く人も、もの狂ほしと笑ふ。人の出八九でて行いくに、やがて起きゐて、下九〇げ衆す起こさするに、さらに起きねば、いみじうにくみ腹立ちて、起き出でた九一る、やりて見すれば、（使）「円九二わら座ふだのほどなむ、はべる。木こ守もりいとかしこう守りて、童わらはべも寄せはべらず、（木守）『明日あす、明後日あさてまでもさぶらひぬべし。禄賜はらむ』と申す」と言へば、いみじううれしくて、いつしか明日あすにならば、九三歌詠よみて、物に入れてまゐらせむと、思九四ふ。いと心もとなく、わびし。

　暗きに起きて、折九五をり櫃ひづなど具せさせて、（清少）「これに、その白からむところ入九六れて、持もて来こ。きたなげならむところ搔き捨てて」など言九七ひやりたれば、いととく、持たせたる物をひき下げて、（使）「はやく失うせはべりにけり」と言ふに、いとあ九八さましく、をかしう詠みいでて人にも語り伝へさせむと、うめき誦ずんじつる歌も、あさましう甲斐かひなくな九九りぬ。（清少）「いかにして、さるならむ。昨日きのふまでさばかりあらむ物の、夜よのほどに消えぬらむこと」と言ひく一〇〇んずれば、（使）「木こ守もりが申しつるは、『昨日、いと暗うなるまではべりき。禄賜はらむと思ひつるものを』とて、手を打ちて騒ぎはべりつる」など、言ひ騒ぐに、内裏うちよりおほせ言ごとあり。（宮）「さて、雪は今日まであ一〇一りや」と、おほせ言あれば、いとねたうくちをしけれど、（清少）「『年の内、朔日ついたちまでだにあらじ』と人々の啓したまひしに、昨日の夕暮まではべりしは、いとかしこしとなむ、思うたまふる。今日までは、あまりの一〇二ことになむ。夜のほどに、人のにくみて取り捨てては一〇三べるにやとなむ、おしはかりはべる、と一〇四啓せさせたまへ」な一〇五ど、聞えさせつ。

　二一〇六十日、まゐりたるにも、まづ、このことを御お前まへにても言ふ。「身一〇七は投げつ」とて、蓋ふたの限り持一〇八もて来たりけむ法ほふ師しのやうに、すなはち持もて来一〇九しが、あさましかりしこと、ものの蓋に小山作りて、白き紙に歌いみじう書きて、まゐらせむとせしことなど、啓すれば、いみじく笑はせたまふ。御ご前ぜんなる人々も笑ふに、（宮）「かう心に入れて思ひたることを違たがへつれば、罪得うらむ。ま一一〇ことは、四日の夜、侍さぶらひどもをやりて取り捨てしぞ。返かへり事ことに言ひあ一一一てしこそ、いとをかしかりしか。その女一一二出で来て、いみじう手をすりて言ひけれども、（侍）『おほせ言に一一三て。か一一四の里より来たらむ人に、かく聞かすな。さらば屋や打一一五ち壊こぼたむ』など言ひて、左一一六さ近こんの司つかさの南の築つい土ぢな一一七どに、皆捨ててけり。（侍）『いと堅一一八くて、多くなむありつる』などぞ言ふな一一九りしかば、げに二十日も待ちつけてまし。今年の初雪も降り添ひなまし。上うへもきこしめして、（帝）『いと思ひやり深くあらがひたり』など、殿上人どもなどにも、おほせられけり。さても、その歌一二〇、語れ。今はかく言ひあらはしつれば、同じごと、勝ちたるなり」と、御お前まへにもおほせられ、人々ものたまへど、（清少）「な一二一ぜうにか、さばかり憂うきことを聞きながら、啓しはべらむ」など、まことにまめやかにうんじ心憂がれば、上一二二うへもわたらせたまひて、（帝）「まことに年ごろはおぼす人なめりと見しを、これにぞ、あやしと見し」など、おほせらるるに、いとど憂くつらく、うちも泣きぬべきここちぞする。（清少）「いで、あはれ、いみじく憂き世ぞかし。後のちに降り積みてはべりし雪を、うれしと思ひはべりしに、（宮）『それはあいなし。搔き捨てよ』と、おほせ言ごとはべりしよ」と申せば、（帝）「勝たせじとおぼしけるななり」とて、上も笑はせたまふ。





【校注】

〔八三〕長徳四年年末─翌長保元年正月。

一　日を限って、一昼夜十二時を十二人の僧に輪番に間断なく読経させる。

二　仏の画像。

三　一類「の」なし。能因本、二類により補う。

四　身分の低い者の着る白地の布で製した袴。指貫より細い。以下「すすけたる」まで三巻本なし。目移りによる脱文であろう。能因本により補う。

五　三巻本「きぬを」。脱文後の後補と見て、今能因本による。

六　能因本「さるのさま」。猿であろう。

七　食べん。「食ふ」に対して特殊の言葉遣いである。能因本「たべ」（賜）は後の意改であろう。

八　「倦みす」の音便。

九　一類「な」。能因本、二類により訂す。

一〇　一類「申」（まうせ）。二類による。能因本「申し侍れ」。

一一　一類「いふ」。能因本、二類による。

一二　果物、菓子。

一三　のし餅の類か（春曙抄）。

一四　能因本「ことを」。

一五　三巻本「をかしこと」。能因本により訂す。

一六　たとえ話。諷刺的な冗談話であろう。尋常の乞食ではなく、もと遊芸の徒か何かであったので話もおもしろいのである。

一七　能因本「すや」。

一八　当時の俗謡である。

一九　男とぱっと浮き名が立った、というほどの意であろう。男山は、石清水八幡宮の所在地。

二〇　一類なし。能因本、二類により補う。

二一　一類「ふか」。能因本、二類により訂す。

二二　「などかく」、能因本により補う。

二三　禄を拝領した時の作法どおり拝舞したのである。

二四　「にや」一類なし。能因本、二類による。

二五　動詞の意を強める接尾語。

二六　主上づきの女房。前出〔六〕。三巻本「左近」。能因本により訂す。

二七　うまいことを言って。

二八　中宮づきの女房。〔八六〕に見える同名の人と同じか。それに「年若き人」とある。

二九　「長徳四年十二月十日大雪、此後中旬雪不見」（三巻本勘物）。伏見宮家蔵権記にこの日大雪と見える。勘物は「十よ日」とあるのに不審をさしはさんでいるのである。

三〇　殿司の女官などであろう。

三一　能因本「もののふたに入れつついと多く置くを」。

三二　中宮職の職員として令制には見えないが、御座所に詰めて警衛、雑役などに任じた者であろう。

三三　中宮職の役人。大夫、亮、権亮、大進、少進、権少進以下の官がある。

三四　「興ず」以下、能因本「ことにつくれば、所の衆三四人まゐりたる、殿守司の人も」。

三五　休暇。

三六　「また」、絵詞、能因本なし。

三七　巻き絹。「二結ひ」は、二巻き。労をねぎらう意味の、いわゆる禄である。

三八　二巻きを一摑みに取って。

三九　腰にさすのが作法である。よって腰差しともいう。

四〇　宮司のことであるが、文意やや解しがたい。能因本「うへのきぬなど着たるはかたへ、さらではかりぎぬにてぞある」（袍など着ているのは半分ほど、そうでないのは狩衣を着ていた）。三巻本の誤脱か。

四一　能因本「十五日」。

四二　能因本「女房などは」。

四三　能因本「申してけるかな」、二類「申しけるかな」。

四四　一類「いつか」。能因本、二類による。

四五　加賀の白山。雪山の歌枕として著名。その妙理権現は観音の垂迹とされていた。

四六　一類「なこと」「ななと」。能因本、二類による。

四七　前出〔六〕。〔補注二一一〕

四八　冷泉院第二皇子居貞親王。後の三条院。

四九　藤原公季の女、義子。長徳二年七月十日入内、八月九日女御。

五〇　左大臣道長の邸。「土御門南、京極西、南北二町、其南一町被入之、道長公家」（拾芥抄）。

五一　「古る」（目新しくなくなる）に雪の縁語「降る」をかける。

五二　三巻本ほぼ「けるさし」。今訂す。

五三　一類「にと」。能因本、二類による。

五四　能因本「いと」あり。もう一人の乞食尼の一件をほのめかすのである。

五五　うらやましいことよ、いったいどういう尼に、歩けないほどたくさんの物を御下賜になるのでしょうか。能因本「人」を「あま」（海女、尼）に作る。

五六　能因本「となむ思ひはべりしと言ふを」。

五七　三巻本「左近」。能因本による。

五八　能因本「ここには」。

五九　うろうろするというほどの意。書紀の古訓に「留連」の字を訓む。

六〇　「長保元年正月一日乙卯、雪降」（三巻本勘物）。

六一　能因本「はじめのをば」。

六二　二日の朝である。

六三　諸注、斎院の侍の長とするが、中宮職の侍の長とすべきである。

六四　宿直用の服。狩衣であろう。

六五　手紙、贈り物を、物の枝に付けるのは、当時一般の風。下に「置きて」とあるのは、既に使いから受け取った形である。

六六　賀茂の斎院。当時の斎王は村上天皇第十皇女選子内親王。天延三年斎王となり、円融、花山、一条、三条、後一条の五朝に歴任して世に大斎院と称せられ、文雅の聞こえが高かった。

六七　能因本、絵詞「まづ」なし。

六八　前出〔二二〕。これは卯槌を卯杖に見立てた贈り物である。

六九　前出〔七六〕。卯杖は上部を包んだものらしい。評釈に、卯槌二箇を縦に並べて一本の卯杖の形にして、とあるはいかが。

七〇　やぶこうじ。正月の祝儀物。

七一　前出〔六三〕。

七二　同右。能因歌枕に正月の項に挙げる。山橘と同じくその実を賞して祝儀物に使われたのであろう。

七三　卯杖を切る音なのであった。

七四　梅がさね。表、濃い紅、裏紅梅。上のひとえとともに女装束の禄。

七五　能因本「くちをしかりしか」、二類「くちをしけれ」。一類の本文を認むべきであろう。

七六　能因歌枕、越前に「こしのしら山」、その注に「雪きゆる時なし」とある。たとえば古今集、巻九「越の国へまかりける時、しら山を見てよめる、躬恒／消え果つる時しなければ越路なる白山の名は雪にぞありける」。越は北陸道の旧称。

七七　中宮が職の御曹司から。〔補注二一二〕

七八　植木番というほどの意であろう。御堂関白記（寛弘六年）に一条院東町における「木守男」の急死、死穢の記事がある。ここは、後文によるに女。

七九　職の御曹司の台所。

八〇　「に乞ひて」、能因本により補う。一類本は誤脱の跡をそのままとどめた形と見るべく、二類「くるる」の本文は誤脱後の改訂と考えられるので、採りがたい。

八一　「を」能因本なし。

八二　里に退出した。

八三　七日まで内裏に在った間。

八四　禁中に勤める下衆。

八五　御湯殿に奉仕する「すましの女官」というのがある（禁秘抄）。それであろう。「すまし」は、清掃の意。「ひすまし」というのは便器を掃除する者であるが、それとは違うであろう。

八六　前出〔二一〕。

八七　白馬の節会があり、若菜を摘む、その日の供御である。能因本「御節供」。

八八　能因本「十三日の夜」。

八九　能因本「起きて」。十四日の夜のことであろう。文意やや明瞭を欠く。

九十　一類「けに」。能因本、二類により訂す。

九一　能因本「たるを」。

九二　藁などを円く編んだ敷物。

九三　能因本「いととう」の一句あり。

九四　能因本、二類「思ふも」。

九五　檜の薄板を折り曲げて作る。食物を盛る。三巻本「おもひつ」、能因本により訂す。

九六　能因本「ひと物入れて」（一ぱいに入れて）。

九七　能因本「言ひくくめてやりたれば」。「言ひやる」はこの場合不審。

九八　能因本「あさまし」。

九九　能因本「なりぬ」なし。

一〇〇　「屈す」の促音を「ん」で表記した形。能因本「うんずれば」。

一〇一　能因本「ありつや」。

一〇二　「の」、能因本により補う。

一〇三　「はべるにやとなむおしはかり」一類になし。二類により補う。能因本、この前後「取り捨てたるにもやとなむおしはかりはべる」。

一〇四　全文、側近の女房に宛てての文言。よって言上依頼の語を置く。中宮からの「おほせ言」も、女房を通じてのそれであったのである。

一〇五　能因本「と」。

一〇六　能因本、二類、上に「さて」の語がある。

一〇七　雪山童子の半偈投身の説話を踏まえた笑話のようなものであろう。「身」は容器の身をかける。〔補注二一三〕

一〇八　能因本「引きさげて」の一句あり。

一〇九　能因本、二類「来たりしが」。

一一〇　能因本、二類「まことに」。

一一一　能因本、二類「あてたりし」。

一一二　能因本「おきな」。三巻本は「おんな」で老婆、木守その人が老婆であったと見られる。

一一三　能因本「ぞ」。

一一四　清少納言の里邸。

一一五　能因本「打ちこぼたせむ」。

一一六　左近衛府。職の御曹司の東に隣りする。その南は陽明門から内裏の建春門への通路に面する。

一一七　能因本「のと（外）に」。従うべきに似る。

一一八　能因本「高くて」。

一一九　伝聞の「なり」。

一二〇　能因本「歌を」。

一二一　「なにせむにか」の音便。能因本「なにせんにか」。

一二二　「上もわたらせたまひて」一類なし。能因本、二類により補う。






〔八四〕　めでたきもの

　唐一から錦にしき。飾二り太刀たち。作三り仏のもくゑ。色あひ深く花はな房ぶさ長く咲きたる藤の花四、松にかかりたる。

　六位の蔵人くらうど。いみじき君たちなれどえしも着たまはぬ綾五あや織物を、心に六まかせて着たる青七色姿などの、いとめでたきなり。所八ところの雑ざふ色しき、ただ人の子どもなどにて、殿ばらの侍九さぶらひに、四位、五位の司つかさあるが下しもにうちゐて、なにとも見えぬに、蔵人になりぬれば、えも言はずぞあさましきや。宣一〇せん旨じなど持もてまゐり、大一一だい饗きやうのをりの甘あま栗ぐりの使つかひなどにまゐりた一二る、もてなし、やむごとながりたまへるさまは、いづこなりし天あま降くだり人ならむとこそ見ゆれ。御女むすめ、后きさきにておはします、また、まだしくて一三姫君など聞ゆるに、御一四ご書しよの使つかひとてまゐりたれば、御文ふみ取り入るるよりはじめ、茵しとねさし出づる袖口など、明あけ暮くれ見し者ともおぼえず、下した襲がさねの裾しり引き散らして、衛一五ゑ府ふなるは今すこしをかしく見ゆ。御手づから盃さかづきなどさしたまへば、わがここちにもいかにおぼゆらむ。いみじくかしこまり、土つちに居し、家一六の子、君きむだちをも、心ばかりこそ用意し、かしこまりたれ、同じやうに連れだちてありくよ。上うへの近う使はせたまふを見るには、ねたくさへこそおぼゆれ。馴れつかうまつる三一七み年とせ、四よ年とせばかりを、なりあしく、ものの色よろしくてま一八じらはむは、言ふかひなきことなり。か一九うぶりの期ごになりて、下おるべきほどの近うならむにだに、命よりも惜しがるべきことを、臨二〇りん時じの所ところ々の御賜たまはり申して下おるるこそ、言ふかひなくおぼゆれ。昔の蔵人は、今こ年としの春、夏二一よりこそ、泣きたちけれ。今の世には、走りくらべをなむする。

　博士二二はかせの才ざえあるは、めでたしと言ふもおろかなり。顔にくげに、いと下げ﨟らふなれど、や二三むごとなき人の御お前まへに近づきまゐり、さべきことなど問はせたまひて、御書二四ふみの師にてさぶらふは、うらやましくめでたしとこそおぼゆれ。願二五ぐわん文もん、表二六へう、も二七のの序など作りいだしてほめらるるも、いとめでたし。

　法師の才ざえある、はた、すべて言ふべくもあらず二八。

　后きさきの昼ひるの行啓二九。一三〇いちの人の御ありき。春日三一かすが詣まうで。葡萄えび染ぞめの織物。すべてなにもなにも、紫なるものは、めでたくこそあれ。花も糸も紙も。庭に雪の厚く降り敷きたる。一三二の人。紫の花の中には、杜若かきつばたぞ、すこしにくき。六三三位の宿直とのゐ姿すがたのをかしきも、紫のゆゑなり三四。





【校注】

一　唐土より舶来の錦。

二　文官、束帯に佩用する。「四節会、大嘗会御禊、加茂祭使節用此剣。近代多用[image: レ]代。如法餝剣御禊行幸節下大臣帯[image: レ]之」（餝抄）。

三　未詳。「もくゑ」は本絵。木でモザイクふうに文様、図柄をあらわしたもの。

四　能因本、前田本「花」なし。二類「花の」。

五　綾は六位以下は禁制（延喜式、弾正台）であるが、六位の蔵人は勅許になった。

六　「に」、能因本、前田本、二類により補う。

七　前出〔二〕。麴塵の袍。

八　蔵人所の職員。六位の蔵人の下。「本員数八人、代々皆転[image: 二]蔵人[image: 一]。仍公卿子孫又可[image: レ]然諸大夫多補[image: レ]之」（禁秘抄）。

九　大臣家などの家臣。また、その詰所。

一〇　内侍が勅旨を承けて蔵人に伝える。

一一　大臣家大饗。〔補注二一四〕

一二　能因本、前田本「たるを」。

一三　一類「ても」。二類による。

一四　三巻本諸本漢字。音読すべきである。帝の御書翰。〔補注二一五〕

一五　六位の蔵人は兵衛、衛門の尉などを兼任した。衛府は六衛府。

一六　能因本、前田本「家の子の」。

一七　六位の蔵人の任期は六年。

一八　二類による。一類「まじはらんは」。能因本、前田本「まじろはんは」。

一九　六年勤続の労により、五位に叙せられて殿上をおり、多くは諸国の受領に任ずる。巡爵という。

二〇　臨時の給。〔補注二一六〕

二一　一類「一管」。二類、前田本による。能因本なし。

二二　文章博士（従五位下相当）、明経博士（正六位下）。

二三　能因本、前田本「やんごとなきものにおぼされ、かしこき人の御前に」。

二四　御侍読。

二五　仏神に祈願する文、また仏事を営む願意を述べた文。

二六　上表文。

二七　詩、歌の序。

二八　次に能因本、前田本「持経者の一人してよむよりも、云々」の文あり。

二九　次に能因本、前田本「御うぶ屋。宮はじめの作法、云々」の文あり。

三〇　摂政、関白。

三一　春日神社は藤原氏の祖神、摂関たる人は必ず参詣する。

三二　衍か。能因本、前田本、二類なし。

三三　六位の蔵人。袍に指貫を着た指貫の色であろう。〔八五〕能因本に「六位の青色の宿直姿」とある。

三四　次に能因本、前田本「今上、一宮まだ童にておはしますが御をぢに、云々」の文あり。






〔八五〕　なまめかしきもの

　ほそやかにきよげなる君たちの直衣なほし姿すがた。をかしげなる童一どう女ぢよの、表二うへの袴はかまなどわざとはあらで、ほ三ころびがちなる汗衫かざみばかり着て、卯う槌づち、薬くす玉だまなど長くつけて、高かう欄らんのもとなどに、扇あふぎさし隠して居たる。

　薄四うす様やうの草子。柳の萌もえいでたるに、青き薄様に書きたる文ふみ付けたる。三五み重へがさねの扇。五いつ重へはあまり厚くなりて、もとなどにくげなり。いと新しからず、いたうもの古ふりぬ檜皮ひはだ葺ぶきの屋やに、長き菖さう蒲ぶをうるはしう葺きわたしたる。青やかなる簾すの下したより、几き帳ちやうの朽六くち木き形がたいとつややかにて、紐七ひもの吹きなびかされたる、いとをかし。

　白き組八くみの細き。帽も額かうの九あざやかなる。簾すの外と、高かう欄らんに、いとをかしげなる猫の、赤き頸くび綱つなに白き札ふだつきて、い一〇かりの緒を、組くみの長きなどつけて引きありくも、をかしうなまめきたり。

　五一一月の節せちの菖蒲一二あやめの蔵くら人うど。菖蒲一三さうぶのかづら、赤一四あか紐ひもの色にはあらぬを、領布一五ひれ、裙一六く帯たいなどして、薬くす玉だま、親王みこ、上達部かむだちめの立ち並なみたまへるにたてまつれる、いみじうなまめかし。取りて、腰一七にひきつけつつ、舞ぶ踏たふし、拝したまふも、いとめでたし。

　紫の紙を包み文にて、房ふさ長き藤に付けたる。小忌一八をみの君たちも、いとなまめかし。





【校注】

一　前田本、堺本「わらは」。

二　下の袴に重ねる。〔補注二一七〕

三　汗衫は衵の上に着る童女の服。両脇をあけ、裾を長く引く。

四　一類「にすやう」。能因本、二類による。

五　「檜扇の両方の上三枚づつを薄様にて包みて色々の糸にてとぢて末にあはび結びに、結びて垂れたる也。五重扇同風情也」（河海抄、花宴）。

六　朽ちた板目の模様。

七　几帳のかたびら一幅に二筋ずつ垂れる。

八　組み紐。

九　「の」能因本、前田本により補う。

一〇　三巻本、能因本とも「はかり」。今訂す。碇で、錘りであろう。

一一　三巻本「さ月」とあるが、能因本、前田本「五月」。音読すべきであろう。

一二　女（にょ）蔵人。〔補注二一八〕

一三　五日の節には天皇以下これを付ける。〔補注二一九〕

一四　新嘗会などに小忌衣の右肩に付ける赤い打紐。〔補注二二〇〕

一五　一類「ひし」。能因本、二類による。頸から肩に掛ける正装の装飾。

一六　同じく正装に裳の上に垂れる。

一七　「懸[image: 二]右肩[image: 一]、垂[image: 二]左腋[image: 一]、即相[image: 二]分其緒[image: 一]、結[image: レ]腰」（西宮記）。〔補注二二一〕

一八　大嘗会、新嘗会に奉仕する。〔補注二二二〕






〔八六〕　宮の五一ご節せち出ださせたまふに、か二しづき十二人、異こと所どころには、女によう御ご、御息三みやす所どころの御方の人出だすをばわろきことになむすると聞くを、いかにおぼすにか、宮の御四方を十人は五出ださせたまふ。今二人は、女六によう院ゐん、淑景舎七しげいさの人、やがてはらからどちなり。

　辰八たつの日の夜、青九あを摺ずりの唐から衣ぎぬ、汗衫かざみを、皆着せさせたまへり。女房にだに、かねてさも知らせず、殿一〇人にはまして、いみじう隠して、皆装さう束ぞくしたちて暗うなりにたるほどに、持もて来て着一一す。赤一二あか紐ひもをかしう結び下げて、いみじうや一三うしたる白き衣一四きぬ、型一五かた木ぎのかたは絵に描かきたり。織物の唐衣どもの上に着たるは、まことに珍しき中に、童女一六わらははまいて今一七すこしなまめきたり。下一八しも仕づかへまで出でゐたるに、殿上人、上達部、驚き興じて、小忌をみの女房とつけて、小忌をみの君たちは、外一九とに居てものなど言ふ。

（宮）「五節の局を、日も暮れぬに皆壊こぼちすかして、ただあやしうてあらする、いと異こと様やうなることなり。その夜までは、なほうるはしながらこそあらめ」と、のたまはせて、さもまどはさず、几帳どものほ二〇ころび結ゆひつつ、こぼれ出でたり。

　小二一こ兵ひやう衛ゑといふが、赤あか紐ひもの解けたるを（小兵衛）「これ、結ばばや」と言へば、実二二さね方かたの中将、寄りてつくろふに、ただならず。





（実方）あしひきの山二三やま井ゐの水はこほれるをいかなる紐の解くるなるらむ






と言ひかく。年若き人の、さる顕け証そうのほどなれば、言ひにくきにや、返しもせず。そのかたはらなる人どもも、ただうち過ぐしつつ、ともかくも言はぬを、宮みや司づかさなどは耳とどめて聞きけるに、久しうなりげなるかたはらいたさに、異二四こと方かたより入りて女房のもとに寄りて、（宮司）「など、かうはおはするぞ」などぞ、ささめくなる。四人ばかりを隔てて居たれば、よう思ひ得えたらむにても言ひにくし。まいて、歌詠よむと知りたる人二五のおぼろけならざらむは、いかでかと二六、つつましきこそはわろけれ。（宮司）「詠む人はさやはある。いとめでたからねど、ふとこそうち言へ」と二七爪つまはじきをしありくがいとほしければ、





（清少）う二八は氷あ二九はに結べる紐なればかざす日三〇かげにゆるぶばかりを






と、弁三一のおもとといふに伝へさすれば、消え入りつつえも言ひやらねば、（実方）「なにとか、なにとか」と、耳を傾かたぶけて問ふに、すこしことどもりする人の、いみじうつくろひ、めでたしと聞かせむと思ひければ、え聞きつけずなりぬるこそ、なかなか恥隠三二すここちして、よかりしか。

　上三三のぼる送りなどに、なやましと言ひて行いかぬ人をも、のたまはせしかば、ある限り連三四れだちて異ことにも似ず、あまりこそうるさげな三五めれ。舞まひ姫ひめは相尹三六すけまさの馬むまの頭かみの女むすめ、染そめ殿どのの式部卿の宮の上の御おとうとの四の君の御腹、十二にて、いとをかしげなりき。

　果三七ての夜も、お三八ひかづき出でも騒がず、や三九がて仁じ寿じゆう殿でんより通りて、清せい涼りやう殿でんの御お前まへの東ひむがしの簀子すのこより、舞姫を先にて、上の御局にまゐりしほども、をかしかりき。





【校注】

〔八六〕正暦四年十一月十二日中宮定子献五節給（前田本注記）。

一　五節の舞姫。〔補注二二三〕

二　傅。世話掛りの女房。〔補注二二四〕

三　女御、更衣で、帝の御子を生んだ人の称。

四　能因本、前田本「女房」。

五　能因本、前田本「は」なし。

六　東三条院詮子。兼家女、一条天皇御母。〔補注二二五〕

七　中宮の妹、原子。〔補注二二六〕

八　豊明（とよのあかり）の節会。天皇紫宸殿に出御、群臣に宴を賜い、舞姫、御前で舞う。正暦四年は十五日。

九　唐衣はかしずきの女房の、汗衫は童女のである。辰の日、舞姫は青摺（山藍で模様を摺ったもの）の唐衣を着る。

一〇　能因本、前田本「殿上人」。

一一　一類「きき」。能因本、前田本、二類により訂す。

一二　前出〔八五〕。

一三　瑩。貝で磨いてつやを出すこと。

一四　能因本、前田本「きぬに」。

一五　青摺の模様は、版木で摺る。〔補注二二二〕

一六　舞姫に従う童女。二人。一人は火取（薫炉）、一人は茵を持つ役。

一七　「今」、能因本、前田本、二類により補う。

一八　舞姫に従う下女。参入の時几帳を持つ役。四人。

一九　五節の局の御簾の外。〔補注二二七〕

二〇　かたびらの縫い合わせてない所。

二一　女房。前出〔八三〕。

二二　藤原実方。〔補注二二八〕

二三　青摺を摺る山藍をかけ、紐の「ひ」に氷（ひ）を利かせる。〔補注二二九〕

二四　常寧殿の内の方角から。

二五　三巻本「人のは」。能因本、前田本により「は」を除く。

二六　「と」能因本、前田本、二類により補う。下の「こそは」、能因本、前田本「こそ」。

二七　「と」、能因本、前田本により補う。

二八　水の表面の薄い氷。

二九　「淡」と、赤紐の「あはび結び」とをかける。はかなく解け易く結んだ紐なので。紐に「氷」をかける。

三〇　日かげのかずら。〔補注一八八〕日の光の意にかける。

三一　女房の名。

三二　一類「かくる」。能因本、前田本による。二類「かくるゝ」。

三三　能因本「おりのぼる」。舞姫は寅の日（御前試）は清涼殿に、辰の日は南殿に参上する。

三四　能因本、前田本「むれたちて」。

三五　一類「なれ」。能因本、二類による。前田本「なめりしか」。

三六　藤原相尹。〔補注二三〇〕

三七　辰の日の夜。

三八　負ひ被く。〔補注二三一〕

三九　紫宸殿からそのまま（常寧殿の五節所に帰らずに）。〔補注二三二〕






〔八七〕　細一ほそ太刀だちに平二ひら緒をつけて、きよげなるをのこの持もてわたるも、なまめかし。





【校注】

一　束帯に佩びる儀刀。

二　幅三寸ほどに平たく組んだ緒で、束帯の時腰に結んで前に垂れる。種種の紋様を刺繡する。






〔八八〕　内裏うちは、五ご節せちのころこそ、すずうにただなべて見ゆる人もをかしうおぼゆれ。殿一とのも司づかさなどの、色々のさいでを物二もの忌いみのやうにて釵三さい子しに付けたるなども、めづらしう見ゆ。宣四せん耀えう殿でんの反そり橋はしに、元もと結ゆひのむら濃ごいとけざやかにて出で居たるも、さまざまにつけてをかしうのみぞある。上五うへ雑ざふ仕し、童女わらはべも、いみじき色いろ節ふしと思ひたる、ことわりなり。山六やま藍あゐ、日かげなど、柳七やない筥ばこに入れて、冠八かうぶりしたる男をとこなど持もてありくなど、いとをかしう見ゆ。殿九上人の、直衣なほし脱ぎ垂れて、扇あふぎやなにやと拍一〇はう子しにして、「つ一一かさまさりと、しき波ぞ立つ」といふ歌を歌ひて、局一二つぼねどもの前わたる、いみじう立ち馴れたらむここちも騒ぎぬべしかし。まいて、さと一ひと度たびにうち笑ひなどしたるほど、いと恐し。

　行一三事の蔵人の搔一四かい練ねり襲がさね、物よりことにきよらに見ゆ。茵しとねなど敷きたれど、なかなかえも上のぼり居ず、女房の出一五で居たるさま、ほめそしり、このころは異こと事ことなかめり。帳一六台の夜、行事の蔵人の、いときびしうもてなして、か一九いつくろひ、二人ふたりの童女わらはよりほかには、すべて入るまじと、戸をおさへて面一八おもにくきまで言へば、殿上人なども、「なほこれ一人は」などのたまふを、（蔵人）「うらやみありて、いかでか」など、かたく言ふに、宮の女房の一九、二十人ばかり二〇、蔵人をなにともせず、戸を押しあけて、さめき入れば、あきれて、（蔵人）「いと、こは、ず二一ちなき世かな」とて、立てるもをかし。それにつ二二きてぞ、かしづきどもも皆入るけしき、いとねたげなり。上も二三おはしまして、をかしと御覧じおはしますらむかし。

　燈二四台に向ひて居二五たる顔どもも、らうたげなり。





【校注】

一　女孺。〔補注二三三〕

二　舞姫に従う童女が、紅の薄様を広さ三分ほどに切って髪の左右と後に結び付ける。

三　かんざし。髪を結い上げてさす。結い上げの元結のことが下に見える。

四　常寧殿北廂から反橋を以てその東北に隣りする。〔補注二三四〕

五　舞姫に従う下女。〔補注二三五〕

六　一類「山ゐ」。能因本、前田本、二類による。

七　柳を三角に削って並べ編んだ箱。

八　諸注、蔵人の五位とするが、元服した、の意であろう。

九　以下寅の日のこと。〔補注二三六〕

一〇　打楽器の一。笏を二つに割ったような形。笏、扇なども代用する。

一一　この時謡う俗謡。〔補注二三七〕

一二　五節所。

一三　公事の執行に当たる蔵人。一臈の蔵人を以てあてるのが原則。

一四　紅の練絹の下襲。

一五　「出で」一類なし。能因本、前田本、二類により補う。

一六　丑の日、帳台の試み。〔補注二三八〕

一七　舞姫の理髪の役であろう。下の「二人の」、能因本、二類は「ふたり」。〔補注二三八〕

一八　一類「おりにくき」、二類「おりにく」。能因本により訂す。

一九　能因本、前田本「の」なし。

二〇　能因本、前田本「おしこりて、ことことしう言ひ（前田本言ひゐ）たる」の文あり。

二一　三巻本「筋」。

二二　一類「つけて」。能因本、前田本、二類により訂す。

二三　一類「にも」。能因本、前田本、二類により訂す。

二四　能因本、前田本「わらはまひの夜はいとをかし」の一文あり。〔補注二三九〕

二五　一類「ねたる」、今訂す。能因本、前田本、二類この部分「向ひたる」。末尾、能因本、前田本「いと（前田本なし）らうたげに（前田本にて）をかしかりき」。






〔八九〕　無一む名みやうといふ琵び琶はの御琴ことを、上うへの持もてわたらせたまへるに二、見などしてかき鳴らしなどすといへば、弾ひくにはあらで、緒をなどを手まさぐりにして、（清少）「これが名よ、いかにとか」と聞えさするに、（宮）「ただいとはかなく、名三もなし」と、のたまはせたるは、なほいとめでたしとこそおぼえしか。

　淑景舎四しげいさなどわたりたまひて、御物語のついでに、（淑景舎）「ま五ろがもとに、いとをかしげなる笙しやうの笛こそあれ。故六こ殿とのの得させたまへりし」とのたまふを、僧七そう都づの君、（隆円）「それは隆りゆう円ゑんに八賜へ。おのがもとに、めでたき琴きんはべり。それにかへさせたまへ」と申したまふを、聞きも入れたまはで、異こと事ことをのたまふに、答いらへさせたてまつらむと、あまたたび聞えたまふに、なほものものたまはねば、宮の御お前まへの、「いな、かへじ、とおぼしたるものを」と、のたまはせたる御けしきの、いみじうをかしきことぞ限りなき。

　この御九笛の名を一〇、僧都の君もえ知りたまはざりければ、ただうらめしうおぼいためる。これは、職しきの御曹ざう司しにおはしまいしほどのことなめり。上の御お前まヘに、い一一なかへじといふ御一二笛のさぶらふな一三り。

　御ご前ぜんにさぶらふものは、御琴ことも御笛も、皆珍しき名つきてぞある。

　玄一四げん上じやう、牧ぼく馬ば、井ゐ手で、渭ゐ橋けう、無名など。また和一五わ琴ごんなども、朽くち目め、塩しほ釜がま、二貫などぞ聞ゆる。水一六すい竜ろう、小こ水竜、宇う多だの法師、釘くぎ打うち、葉は二ふたつ、なにくれなど多く聞きしかど、忘れにけり。

「宜一七ぎ陽やう殿でんの一いちの棚たなに」といふ言ことくさは、頭一八とうの中将こそしたまひしか。





【校注】

一　宮中の琵琶の名器。〔補注二四〇〕

二　二類、絵詞「に」なし。能因本「を」。

三　銘の「無名」を利かせる。

四　前出〔八六〕。〔補注二二六〕

五　親しい間柄で使う自称の代名詞。

六　道隆。長徳元年四月十日歿。

七　中宮らの兄弟。〔補注二四一〕

八　一類「に」なし。能因本、二類により補う。

九　一類「御ふみ」、能因本、二類による。

一〇　一類「を」なし。能因本、二類により補う。

一一　江談抄、三に「不々替、是笙名也。唐人買[image: レ]之。千石ニ買ト云。イナカヘジト云ケレバ以[image: レ]之為[image: レ]名」とある。

一二　一類「御ふみ」、能因本、二類による。

一三　一類「名なり」、前注に同じ。

一四　能因本「琵琶は」とあり。以下琵琶の名物。〔補注二四二〕

一五　長さ六尺二寸内外、桐製、本の方が狭く、六絃。日本古来の楽器とされ、神楽、東遊びなどに欠くことのできない物として、重要視されていた。〔補注二四三〕

一六　以下、横笛の名。ただし宇多の法師は和琴。〔補注二四四〕

一七　紫宸殿の東に在り、その母屋は納殿で、累代の御物を納めた。

一八　藤原斉信であろう。前出〔七八〕






〔九〇〕　上一の御局の御み簾すの前にて、殿てん上じやう人びと、日一ひと日ひ、琴こと、笛、吹き遊び暮して、大殿油二おほとなぶらまゐるほどに、まだ御三み格かう子しはまゐらぬに大殿油おほとなぶらさ四し出でたれば、外五とのあきたるがあらはなれば、琵び琶はの御琴を、縦たた様さまに持たせたまへり。紅くれなゐの御衣ぞどもの言ふも世の常なる、打六ちも張りたるも、あまたたてまつりて、い七と黒うつややかなる琵八琶に、御袖をうちかけてとらへさせたまへるだにめでたきに、そばより、御額ひたひのほどのいみじう白うめでたく、けざやかにて、はづれさせたまへるは九、たとふべき方かたぞなきや。近く居たまへる人一〇にさし寄りて、

（清少）「な一一かば隠したりけむは、えかくはあらざりけむかし。あ一二れは、ただ人にこそはありけめ」と言ふを、道一三もなきに分一四けまゐりて申せば、笑はせたまひて、「別一五れは知りたりや」となむ、おほせらるる、と一六伝ふるも、いとをかし。





【校注】

一　弘徽殿の上の御局である。

二　能因本「まかでわかるるほど」、前田本「御となあぶらまいるほどまかであハるるほど」。

三　弘徽殿の上の御局の東面の格子。孫廂に面する。

四　能因本、前田本「を」あり。

五　能因本、前田本「とりいれたるが」。あるいは訂すべきか。

六　三巻本「うちき（袿）またはりたるどもなどを」とあるが、不審。能因本により訂す。砧で打ち、また板引きにしてつやを出すのである。

七　紫檀地か何かの琵琶の側面であろう。

八　能因本、前田本「御琵琶」。

九　「は」以下「居たまへる」まで一類なし。二類により補う。能因本、前田本、小異あるもほぼ同文あり。

一〇　一類「人々」。能因本、前田本、二類により訂す。

一一　白楽天の琵琶行の一節「移[image: レ]船相近邀相見。添[image: レ]酒廻[image: レ]燈重開[image: レ]宴。千呼万喚始出来。猶抱[image: 二]琵琶[image: 一]半遮[image: レ]面」。

一二　能因本、前田本「それは」。

一三　能因本、前田本「聞きて道もなきをわりなく」。

一四　能因本、前田本「わけいりて啓せば」。

一五　琵琶行「酔不[image: レ]成[image: レ]歓惨将[image: レ]別。別時茫茫江浸[image: レ]月」。

一六　一類「と伝ふる」なし。能因本、二類により補う。






〔九一〕　ねたきもの

　人のもとにこれよりやるも、人の返かへり事ことも、書きてやりつる後のち、文も字じ一つ二つ思ひ直したる。

　とみの物縫ふに、かしこう縫ひつと思ふに、針を引き抜きつれば、はやく後しりを結ばざりけり。また、かへさまに縫ひたるも、ねたし。

　南一の院におはしますころ、「とみの御物なり。誰も誰も、時かはさず、あまたして縫ひてまゐらせよ」とて、賜二はせたるに、南みなみ面おもてに集りて、御衣ぞの片かた身みづつ、誰かとく縫ふと、近くも向はず縫ふさまも、いともの狂ほし。命三みや婦うぶの乳母めのと、いととく縫ひ果ててうち置きつる、ゆ四だけのかたの身を縫ひつるが、そ五むきざまなるを見つけで、と六ぢめもしあへず、まどひ置きて立ちぬるが、御背せ合はすれば、はやく違たがひたりけり。笑ひののしりて、（女房）「早くこれ縫ひ直せ」と言ふを、（乳母）「誰七たれ、あしう縫ひたりと知りてか直さむ。綾あやなどならばこそ、裏を見ざらむ人も、げにと直さめ。無む文もんの御衣ぞなれば、なにをしるしにてか、直す人誰も八あらむ。まだ縫ひたまはぬ人に直させよ」とて、聞かねば、「さ言ひてあらむや」とて、源少納言、中九納言の君などいふ人たち、もの憂うげに取一〇り寄せて縫ひたまひしを、見やりてゐたりしこそ、をかしかりしか一一。

　おもしろき萩はぎ、薄すすきなどを植ゑて見るほどに、長一二なが櫃びつ持もたる者、鋤すきなど引き下げて、ただ掘りに掘りて去いぬるこそ、わびしうねたけれ。よろしき人などのある時は、さもせぬものを、いみじう制すれど、「ただすこし」など、うち言ひて去いぬる、言ふかひなく、ねたし。

　受ず領りやうなどの家にも一三、もののしもべなどの来て、なめげに言一四ひ、さりとて我をばいかがせむ、など思ひたる、いとねたげなり。

　見一五まほしき文ふみなどを、人の取りて、庭におりて見立てる、いとわびしくねたく、追一六ひて行いけど、簾すのもとにとまりて見立てるここちこそ、飛びも出でぬべきここちすれ一七。





【校注】

一　東三条南院。道隆の邸。〔補注二四五〕

二　能因本、前田本「ひらぎぬの御ぞを」の一句あり。平絹で、無文の絹のこと。

三　中宮の御乳母であろう。三巻本勘物には「一宮御乳母也」とあって敦康親王の乳母とするが、さすれば親王誕生の長保元年十一月七日以後のこととなる。この説の成否は〔補注二四五〕に引いた能因本、前田本の異文を認めるか否かにかかるであろう。

四　着物のゆき（背縫いから袖口まで）の長い方。〔補注二四六〕

五　表と裏を取り違えたのを。

六　糸の縫い止めもきちんとせずに。

七　能因本、前田本「たれか」。

八　能因本、前田本「か」。

九　能因本「新中納言」、前田本「新少納言」。

一〇　一類「よりよせて」。二類、前田本により訂す。

一一　能因本、前田本、次に異文あり。〔補注二四七〕

一二　長方形の、足つきの箱。上に棒をさして二人で担ぐ。

一三　「もものの」能因本、前田本なし。「さるべき所の」堺本、二類。

一四　能因本、前田本「ものいひ」。

一五　能因本、前田本「見すまじき人の文を」。

一六　一類「思て」。能因本、前田本、堺本、二類により訂す。

一七　能因本、前田本、以下に長文あり。〔補注二四八〕






〔九二〕　か一たはらいたきもの

　まらうとなどにあひてもの言ふに、奥の方かたにうちとけ言ごとなど言ふを、えは制せで聞くここち。思二ふ人のいたく酔ゑひて、同じことし三たる。聞きゐたりけるを知らで、人の上うへ言ひたる。それは、な四にばかりならねど、使ふ人などだに、いとかたはらいたし。旅五だちたる所にて、下げ衆すどもの戯ざれゐたる。

　にくげなるちごを、おのがここちのかなしきままに、うつくしみかなしがり、これが声のままに、言ひたることなど語りたる。才六ざえある人の前にて、才ざえなき人の、ものおぼえ顔七に人の名など言ひたる。ことによしともおぼえぬわが歌を人に語りて、人のほめなどしたるよし言ふも、かたはらいたし八。





【校注】

一　その場にあって、何とかしたいと思いながら口出しできない気持。

二　わが思う人。愛人。

三　この「す」は、言うと同義。

四　能因本、前田本「なにばかりならぬ使ひ人なれど」。意は同じ。

五　旅は、今の外泊というに当たる。

六　才学。多く漢学について言う。

七　三巻本「こゑ」。能因本、前田本により訂す。

八　能因本、前田本、次に異文あり。〔補注二四九〕






〔九三〕　あ一さましきもの

　刺二さし櫛ぐしすりてみがくほどに、物に突三き障さへて折りたるここち。車のう四ちかへりたる。さるお五ほのかなる物は、所六狭せくやあらむと思ひしに、ただ夢のここちして、あさましうあ七へなし。

　人のためには八づかしうあしきことを九、つつみもなく言ひゐたる。かならず来きなむと思ふ人を、夜一ひと夜よ起き明あかし待ちて、暁あかつきがたに、いささかうち忘れて寝入りにけるに、烏からすのいと近く、かかと鳴くに、うち見上げたれば、昼になりにける、いみじうあさまし。

　見一〇すまじき人に、ほかへ持もて行いく文ふみ見せたる。むげに知らず見ぬことを、人のさし向ひて、あ一一らがはすべくもあらず言ひたる。ものうちこぼしたるここち、いとあさまし。





【校注】

一　事の意外に驚きあきれる気持。

二　前出〔二〕。とくさなどでみがいたのであろう。

三　ぶつかって。

四　能因本、前田本「うちかへされたる」。

五　巨大なもの。

六　場所が狭い、というのが原義。どっしりしている。能因本、前田本「所せう久しく（う前）などやあらむとこそ」。

七　あっけない。

八　気が引ける。気おくれする。

九　能因本、前田本「ちごもおとなも」の一句あり。

一〇　能因本、前田本この一項なく、「てうばみにどう取られたる」とある。「てうばみ」は前出〔二九〕。

一一　「あらがふ」の使役形。






〔九四〕　く一ちをしきもの

　五二ご節せち、御三仏名に、雪降らで、雨のかきくらし降りたる。節四せち会ゑなどに、さ五るべき御物もの忌いみのあたりたる。いとなみ、いつしかと待つことの、さはりあり、にはかにとまりぬる。遊六びをもし、見すべきことありて、呼びにやりたる人の来こぬ、いとくちをし。

　男も女も法七師も、宮仕へ所などより、同じやうなる人もろともに、寺へ詣まうで、ものへも行いくに、好このましうこぼれ出で、用八意よくいはばけしからず、あまり見苦しとも見つべくぞあるに、さるべき人の、馬にても車にても行ゆきあひ、見ずなりぬる、いとくちをし。わびては、好き好きしき下げ衆すなどの、人などに語りつべからむをがな、と思ふも、いとけしからず。





【校注】

一　お話にならない、しようがないといった気持。

二　前出〔八六〕〔八八〕。

三　前出〔七七〕。

四　節日に天皇が群臣に酒饌を賜る儀。能因本、前田本「節会（など前田本）さるべきをりの御物忌にあたりたる」。堺本も同趣。

五　しかるべき。節会を停止せられるほどの重い。

六　音楽の意か。遊戯ともとれよう。

七　能因本、前田本「法師も」なし。

八　能因本「よういは」、前田本「よういはば」。






〔九五〕　五一月の御精さう進じのほど、職二しきにおはしますころ、塗三ぬり籠ごめの前の二四ふた間まなる所を、ことにしつらひたれば、例れい様ざまならぬもをかし。

　朔日ついたちより雨がちに曇り過ぐす。つれづれなるを、（清少）「郭公ほととぎすの声、尋ねに行いかばや」と言ふを、我も我もと出で立つ。賀か茂もの奥に、な五にさきとかや、た六なばたの渡る橋にはあらで、にくき名ぞ聞えし、そのわたりになむ、郭公ほととぎす鳴くと、人の言へば、「それは、ひぐらしななり」と言ふ人もあり。そこへとて、五日の朝あしたに、宮みや司づかさに車の案あ内ない言ひて、北七の陣より、五月雨さみだれはとがめなきものぞ、とて、さし寄せて、四人ばかり乗りて行いく。うらやましがりて、（女房）「なほ今一つして、同じくは」など言へど、（宮）「ま八な」とおほせらるれば、聞き入れず、情なさけなきさまにて行いくに、馬九むま場ばといふ所にて、人多くて一〇騒ぐ。（清少）「なにするぞ」と問へば、（車副）「手一一つがひにてま一二弓ゆみ射るなり。しばし御ご覧じておはしませ」とて、車とどめたり。（車副）「左一三近の中将、皆着つきた一四まふ」と言へど、さる人も見えず、六位など、立ちさまよへば、（清少）「ゆかしからぬことぞ。早く過ぎよ」と言ひて、行いきもて行ゆく。道も、祭のころ思ひいでられて、をかし。

　かくいふ所は明一五あき順のぶの朝臣あそんの家な一六りけり。（清少）「そこも、い一七ざ見む」と言ひて、車寄せておりぬ。田舎だち、ことそぎて、馬むまの絵かた描かきたる障一八さう子じ、網代屛風一九あじろびやうぶ、三稜草二〇みくりの簾すだれなど、ことさらに昔のことをうつしたり。屋やのさまも、はかなだち、廊二一らうめきて、端はし近ぢかにあさはかなれど、をかしきに、げにぞ、かしかましと思ふばかりに鳴きあひたる郭公ほととぎすの声を、くちをしう御ご前ぜんにきこしめさせず、さばかりしたひつる人人を、と思ふ。（明順）「所につけては、かかることをなむ見るべき」とて、稲いねといふ物を取り出でて、若き下げ衆すどものきたなげならぬ、そのわたりの家の娘むすめなど、ひ二二きゐて来て、五六人してこかせ、また見も知らぬく二三るべく物、二人して引かせて、歌歌はせなどするを、珍しくて笑ふに二四、郭公ほととぎすの歌詠よまむとしつる、まぎれぬべ二五し。唐二六から絵ゑに描かきたる懸二七かけ盤ばんして、もの食はせたるを、見入るる人もなければ、家のあるじ、（明順）「いとわ二八ろくひなびたり。かかる所に来きぬる人は、ようせずは、あるじ逃げぬばかりなど、責め出だしてこそまゐるべけれ。むげにかくては、その人ならず」など言ひて、とりはやし、「この下二九した蕨わらびは、手づから摘みつる」など言へば、（清少）「いかでか、さ、女三〇によう官くわんなどのやうに着三一つき並なみてはあらむ」など笑へば、（明順）「さおまへらば、取りおろして。例の這三二はひ臥ぶしにならはせたまへる御お前まへたちなれば」とて、まかなひ騒ぐほどに、（車副）「雨降りぬべ三三し」と言へば、急ぎて車に乗るに、（清少）「さて、この歌はここにてこそ詠まめ」な三四ど言へば、（女房）「さはれ、道にても」など言ひて、皆乗りぬ。

　卯うの花のいみじう咲きたるを折りて、車の簾すだれ、か三五たはらなどにさしあまりて、お三六そひ、棟むねなどに、長き枝えだを葺ふきたるやうにさしたれば、ただ卯の花の垣根を牛にかけたるとぞ見ゆる。供なるをのこどもも、いみじう笑ひつつ三七、「ここまだし、ここまだし」と、さしあ三八へり。

　人三九もあはなむ、と思ふに、さらにあやしき法師、下衆げすの言ふかひなきのみ、たまさかに見ゆるに、いとくちをしくて、近く来ぬれど、（清少）「いとかくてやまむや四〇は。この車の有あり様さまを四一人に語らせてこそやまめ」とて、一四二条殿どののほ四三どにとどめて、「侍四四じ従じゆう殿どのやおはします。郭公ほととぎすの声聞きて、今なむ帰る」と言はせたる使つかひ、「（公信）『ただ今まゐる。しばし。あが君』となむのたまへる。さ四五ぶらひにま四六ひろげておはしつる、急ぎ立ちて、指さし貫ぬきたてまつりつ」と言ふ。待つべきにもあらず、とて、走らせて土四七つち御み門かどざまへやるに、いつの間まにか装束さうぞきつらむ、帯は道のままに結ゆひて、（公信）「しばし、しばし」と追ひ来くる供に、侍さぶらひ三四人ばかり、物もはかで走るめり。（清少）「とくやれ」と、いとど急がして土御門に行いき着きぬるにぞ、あへぎまどひておはして、こ四八の車のさまをいみじう笑ひたまふ。（公信）「うつつの人の乗りたるとなむ、さらに見えぬ。なほおりて見よ」など笑ひたまへば、供に走りつる人ど四九もも興じ笑ふ。（公信）「歌はいかが。それ聞かむ」と、のたまへば、（清少）「今、御お前まへに御ご覧ぜさせて後こそ」など言ふほどに、雨まことに五〇降りぬ。（公信）「などか、異こと御み門かど御み門かどのやうにもあらず、こ五一の土御門しも、か五二う上うへもなくしそめけむと、今日けふこそいとにくけれ」など言ひて、（公信）「いかで帰五三らむとすらむ。こなたざまは、ただ遅れじと思ひつるに人目も知らず走られつるを、奥あう行いかむことこそ、いとすさまじけれ」と、のたまへば、（清少）「いざ、たまへかし、内裏うちへ」と言ふ。（公信）「そ五四れも、烏え帽ぼう子しにてはいかでか」（清少）「取りにやりたまへかし」など言ふに、まめやかに降れば、笠も五五なきをのこども、ただ引きに引き入れつ。一条殿よりかさ持もて来きたるをささせて、うち見返りつつ、こたみはゆるゆるともの憂うげにて、卯の花ばかりを取りておはするも、をかし。

　さて、まゐりたれば、有あり様さまなど問はせたまふ。恨みつる人々、怨ゑんじ心憂うがりながら、藤とう侍じ従じゆうの一条の大おほ路ち走りつる、語るにぞ、皆実ひぬる。（宮）「さて、い五六づら、歌は」と問はせたまへば、かうかうと啓すれば、（宮）「くちをしのことや。上五七うへ人びとなどの聞かむに、いかでか、つゆをかしきことなくてはあらむ。その聞きつらむ所にて、き五八とこそは詠まましか。あまり儀五九式定さだめつらむこそ、あやしけれ。ここにても詠め。いと言ふかひなし」など、のたまはすれば、げにと思ふに、いとわびしきを、言ひあはせなどするほどに、藤侍従、ありつる花に付けて、卯六〇の花の薄うす様やうに書六一きたり。この歌おぼえず。これが返し、まづせむなど、硯取りに局つぼねにやれば、（宮）「ただこれしてとく言へ」とて、御硯の六二蓋ふたに紙などして賜はせたる、（清少）「宰六三相の君、書きたまへ」と言ふを、（宰相君）「なほ、そこに」など言ふほどに、かきくらし雨降りて、雷かみいと恐しう鳴りたれば、ものもおぼえず、た六四だ恐しきに、御み格かう子しまゐりわたしまどひしほどに、このことも忘れぬ。

　いと久しう鳴りて、すこしやむほどに六五は暗うなりぬ。ただ今、なほこの返かへり事ことたてまつらむ、とて、取り向ふに、人々、上達部かむだちめなど、雷かみのこと申六六しにまゐりたまへれば、西にし面おもてに出で居てもの聞えなどするに六七、まぎれぬ。異こと人ひとはた、さして得たらむ人こそせめ、とてやみぬ。な六八ほこのことに宿世六九すくせなき日なめりと、く七〇んじて、（清少）「今は、いかで、さなむ行いきたりしとだに、人に多く聞かせじ」など笑ふ。

（宮）「今も、などか、その行いきたりし限りの人どもにて言はざらむ。されど、させじと思ふにこそ」と、ものしげなる御けしきなるも、いとをかし。（清少）「されど、今は、すさまじうなりにてはべるなり」と申す。（宮）「すさまじかべきことか七一は」など、のたまはせしかど、さてやみにき。

　二日ばかりありて、その日のことなど言ひいづるに、宰相の君、「いかにぞ。手づから折りた七二りと言ひし下七三蕨は」と、のたまふを、聞かせたまひて、（宮）「思ひいづることのさまよ」と笑はせたまひて、紙の散りたるに、





下七四蕨こそ恋しかりけれ






と書かせたまひて、（宮）「本もと言へ」と、おほせらるるも、いとをかし。





郭公七五ほととぎすたづねて聞きし声よりも






と書きてまゐらせたれば、（宮）「いみじうう七六けばりたりや七七。か七八うだに、いかで郭公のことをかけつらむ」とて、笑はせたまふもはづかしながら、（清少）「なにか、この歌、す七九べて詠みはべらじ、となむ思ひはべるを、もののをりなど、人の詠みはべらむにも、『詠め』などおほせられば、えさぶらふまじきここちなむしはべる。いといかがは、文も字じの数知らず、春八〇は冬の歌、秋は梅むめの八一花の歌などを詠むやうははべらむ。さ八二れど、歌八三詠むと言はれし末々は、すこし人よりまさりて、『そのをりの歌は、これこそありけれ、さは言へど、それが手なれば』など言はればこそ、甲か斐ひあるここちもしはべらめ。つゆとりわきたる方かたもなくて、さすがに歌がましう、我はと思へるさまに、最さい初そに詠みいではべらむ、亡八四き人のためにも、いとほしうはべる」と、まめやかに啓すれば、笑はせたまひて、（宮）「さらば、ただ心にま八五かす。我は、詠めとも言はじ」と、のたまはすれば、（清少）「いと心やすくなりはべりぬ。今は、歌のこと思ひかけじ」など言ひてあるころ、庚八六かう申しんせさせたまふとて、内八七うちの大臣おほい殿との、いみじう心まうけせさせたまへり。

　夜うちふくるほどに、題出だして、女房に八八歌詠ませたまふ。皆けしきばみ、ゆ八九るがしいだすに、宮の御お前まへ近くさぶらひて、もの啓しなど、ことことをのみ言ふを、大臣おとど、御ご覧じて、（伊周）「など、歌は詠まで、むげに離れるたる。題取れ」とて、賜ふを、（清少）「さることうけたまはりて、歌詠みはべるまじうなりてはべれば、思ひかけはべらず」と申す。（伊周）「異こと様やうなること。まことに、さることやははべる。などか、さは許させたまふ。いとあるまじきことなり。よし、異こと時ときは知らず、今宵こよひは詠め」など、責めさせたまへど、け九〇ぎよう聞きも入れでさぶらふに、皆人々、詠みいだして、よしあしなど定さだめらるるほどに、いささかなる御文ふみを書きて投げ賜はせたり。見れば、




　元九一もと輔すけが後のちと言はるる君しもや今宵の歌にはづれてはをる




とあるを見るに、をかしきことぞ、たぐひなきや。いみじう笑へば、「なにごとぞ、なにごとぞ」と、大臣おとども問ひたまふ。





（清少）「そ九二の人の後のちと言はれぬ身なりせば今宵の歌をまづぞ詠ままし






つつむことさぶらはずは、千の歌なりと、これよりなむ出でまうで来こまし」と啓しつ。





【校注】

〔九五〕長徳四年。

一　正月、五月、九月を斎月とする。「此月々帝釈対[image: 二]南閻浮提[image: 一]勘[image: 二]記衆生善悪[image: 一]、将[image: 下]断[image: 二]五味[image: 一]持戒精進称[image: 中]仏菩薩名[image: 上]、一切罪業消滅、災難無[image: レ]起、命終之後往[image: 二]生十方浄土[image: 一]云々。或此月々上十五日可[image: 二]持戒斎行道[image: 一]云々」（拾芥抄）。

二　職の御曹司。

三　殿舎のうち四周を壁とし妻戸をつけて、調度類などを収納する部屋。

四　柱間二間をとった部屋。おそらく廂であろう。〔補注二五〇〕

五　不明。「○○さき」という地名である。〔補注二五一〕

六　鵲（かささぎ）の橋。「烏鵲塡[image: レ]河成[image: レ]橋渡[image: 二]織女[image: 一]」（淮南子）。

七　内裏の北門、朔平門。これは通路を示したもので、職の御曹司から西に行って内裏の朔平門の前を通り、偉鑒門から一条の大路に出たのである。帰りは東の上東門よりしている。職御曹司にはこの方が近い。

八　一類「まこ」。前田本、二類諸本により訂す。禁止の言葉。

九　左近の馬場は一条西洞院、右近の馬場は一条大宮（河海抄、葵）。ここは左近の馬場。

一〇　能因本、前田本、二類「て」なし。

一一　手結。手番。〔補注二五二〕

一二　「ま」は「馬」で馬弓であろう。

一三　前田本「左近の中少将」。〔補注二五三〕

一四　三巻本「給」ないしは「たまへ」。能因本「給へる」、前田本「たまふ」。

一五　高階成忠（中宮の母貴子の父）の三男。左中弁、東宮学士。その別邸であろう。

一六　二類「ありけり」、能因本、前田本「あり」。

一七　能因本、前田本「やがて」。

一八　衝立障子であろう。

一九　網代で張った屛風。〔補注二五四〕

二〇　三稜草の茎で編んだ簾。

二一　寝殿造りで殿舎と殿舎をつなぐ建物。〔補注二五五〕

二二　一類「ひきもて」。能因本、前田本、二類により訂す。

二三　くるくる廻る物。挽臼であろう。

二四　三巻本「に」なし。能因本により補う。前田本「ほどに」。

二五　三巻本「べし」なし。能因本、前田本により補う。

二六　大和絵に対する、中国風の絵。「かきたる」──能因本、前田本「あるやうなる」。

二七　前出〔三二〕。

二八　「わろく」能因本により補う。二類「わかく」。

二九　時ならぬわらび也（能因歌枕）。

三〇　下﨟の官女。

三一　台盤の前に並んで座に着いて。

三二　腹這いのような姿勢であろう。

三三　「べし」能因本、前田本により補う。

三四　能因本、前田本「と」。

三五　能因本、前田本「そば」。

三六　覆う物。屋根。

三七　能因本「あじろをさへ突きうがちつつ」の一句あり。

三八　能因本、前田本「さしあつむなり」。

三九　拾遺集、巻一、伊勢「散り散らず聞かまほしきをふるさとの花見て帰る人もあはなむ」を引いたものか。

四〇　三巻本「は」。能因本により訂す。

四一　一類「そ」。能因本、前田本、二類により訂す。

四二　一条院。「一条南、大宮東、二町。謙徳公家、又為[image: 二]法住寺大臣為光家[image: 一]也」（拾芥抄）。

四三　能因本、前田本「もと」。

四四　藤原公信。太政大臣為光六男、母謙徳公（伊尹）女。長徳二年九月侍従、四年十月右兵衛佐、長保元年閏三月少納言、九月右近少将、四年五位蔵人、寛弘六年蔵人頭、長和二年参議。長徳四年は二十二歳。父為光は正暦三年六月に歿している。

四五　侍所（さぶらいどころ）。

四六　くつろいだ姿で。

四七　上東門。一条大路から大宮大路に左折（その角が一条殿）大宮を南下したのである。

四八　能因本、前田本「まづ」あり。

四九　一類「ともに」。能因本、前田本、二類により訂す。

五〇　一類「に」なし。能因本、前田本、二類により補う。

五一　一類「この」なし。能因本、前田本、二類により補う。

五二　上東門は築地塀を切通しにしただけで門屋がない。

五三　一類「らむ」。能因本、前田本、二類により訂す。

五四　「それも」能因本、前田本により補う。侍臣の参内は衣冠（冠、直衣、指貫）か束帯かに限られる。

五五　一類「り」。前田本、二類により訂す。

五六　「どれ」と問いかける語。

五七　殿上人。

五八　能因本、前田本「ふと」。「御輿を寄せ給ふにこのかくや姫きと影になりぬ」（竹取物語）。さっと、というほどの感じであろう。

五九　能因本「ぎしきことさめつらむ」、前田本「ぎしきしことさだめつらむ」。

六〇　かさねの色目は白に黄、青をかさねるをいう。

六一　能因本「書きたりこの歌おぼえず」、前田本「この歌おぼえず」がなく、「ほととぎす鳴くねたづねに君行くと聞かば（知らば前田本）心をそへもしてまし」の歌をのせる。

六二　一類「の」なし。能因本、前田本、二類により補う。

六三　前出〔二〇〕〔七九〕。一行の一人であったと見える。

六四　能因本「ただおろしにおろす。職の御曹司はしとみをぞみ格子にまゐりわたしまどひし程に」。

六五　能因本「は」、前田本、二類「に」。

六六　お見舞の言上に。

六七　能因本、前田本「ほどに」。

六八　能因本、前田本「おほかた」。

六九　前世からの因縁。運。

七〇　屈して。能因本「うじて」。前田本「うむじて」（倦じて）。

七一　一類「かい」。能因本、前田本、二類により訂す。

七二　能因本、前田本「たる」。

七三　明順の家で出された下蕨。

七四　あの下蕨の味が忘れられない。

七五　わざわざ出かけて行って聞いたほととぎすの声よりも。この時代からはやるようになった（短）連歌である。

七六　思う存分にする意。遠慮もなく食い意地の張ったことを言ったものだ。

七七　「や」、能因本、前田本により補う。

七八　能因本、前田本「かうまでだに」。

七九　「すべて」能因本により補う。前田本「さらに」。

八〇　能因本、前田本「春は冬の歌を（「を」前田本ナシ）よみ秋は春のをよみ梅のをりは菊などよむ」。

八一　一類「の」なし。二類により補う。

八二　一類「なれど」。能因本、前田本、二類により訂す。

八三　清少納言の曾祖父深養父は古今集の歌人、父元輔は後撰集の撰者の一人であった。

八四　父元輔は、永祚二年（正暦元年）六月に歿している。年八十三（三十六人歌仙伝）。この時より八年前。

八五　一類「まかせ」「まかす」の異文が対立している。能因本、前田本「まかす」、二類「まかせよ」。

八六　庚申待ち。人の腹中に三尸（さんし）という虫あり、庚申の夜天に上って天帝に罪過を告げ、命を縮めるが、この夜眠らなければ天に上ることができないというので、この夜は夜を徹して種々の遊びを行った。食事など設け、碁、双六、歌合などが行われた。

八七　伊周。正暦五年八月内大臣、長徳二年四月大宰権帥に左遷、翌三年四月召還（十二月入洛）、長保三年閏十二月本位正三位に復し、寛弘二年二月宣旨によって大臣の下大納言の上に列し、同五年正月准大臣、寛弘七年正月二十八日歿、年三十七。

八八　一類「も」。能因本、前田本による。二類「にも」。

八九　一類「ゆるしいたすも」。能因本、前田本、二類による。

九〇　一類「けによう」。二類による。能因本、前田本「きよう」。

九一　中宮の歌。歌よみ元輔の子といわれるあなたが、今宵の歌に仲間はずれになっていてよいものでしょうか。

九二　誰それの子といわれない身の上でしたら、今宵の歌は衆に先んじて詠むのですが。






〔九六〕　職しきにおはしますころ、八月十よ日の月明あかき夜、右一う近こんの内ない侍しに琵び琶は弾かせて、端はし近くおはします。これかれ、もの言ひ、笑ひなどするに、廂ひさしの柱に寄りかかりて、ものも言はでさぶらへば、（宮）「など、かう音おともせぬ。もの言へ。さうざうしきに」と、おほせらるれば、（清少）「ただ秋二の月の心を見はべるなり」と申せば、（宮）「さも言ひつべし」と、おほせらる。





【校注】

〔九六〕長徳三、四年か。この一章、三巻本のみにある。

一　前出〔六〕〔八三〕。主上つきの女房で中宮方にも親しく出入りを許されていた。

二　抄、通釈には「月影は同じ光の秋の夜をわきて見ゆるは心なりけり」（後撰集、巻六）などを引く。琵琶行の一節「曲終収[image: レ]撥当[image: レ]心画。四絃一声如[image: レ]裂[image: レ]帛。東船西舫悄無[image: レ]言。唯見江心秋月白」に拠るか。






〔九七〕　御一方かた々、君たち、上うへ人びとなど、御ご前ぜんに人のいと多くさぶらへば、廂ひさしの柱に寄りかかりて、女房と物語などして居たるに、物を投げ賜はせたる、あけて見二れば、（宮）「思ふべしや、いなや、人三、第一ならずは、いかに」と書かせたまへり。御お前まへにて物語などするついでにも、（清少）「すべて人四に一いちに思はれずは、なににかはせむ。ただいみじう、なかなかにくまれ、あしうせられてあらむ。二、三にては、死ぬともあらじ。一にてを、あらむ」など言へば、（女房）「一五いち乗じようの法ほふななり」など、人々も笑ふことの筋なめり。

　筆、紙なと賜はせたれば、（清少）「九六く品ほん[image: 蓮]台のあひだには、下げ品ほんといふとも」な七ど書きてまゐらせたれば、（宮）「むげに思ひくんじにけり。いとわろし。言ひとぢめつることは、さてこそあらめ」と、のたまはす。（清少）「それは、人にしたがひてこそ」と申せば、（宮）「そが、わろきぞかし、第一の人に、また一に思はれむとこそ、思はめ」と、おほせらるる、いとをかし。





【校注】

〔九七〕事件年時を推定すべき手掛りはない。職の御曹司でのことか。

一　中宮の身内の方々、その兄弟姉妹であろう。

二　一類「見たれば」。能因本、前田本、二類により訂す。

三　「人」能因本、前田本なし。

四　能因本、前田本「人には」。

五　法華経、方便品「十方仏土中、唯有[image: 二]一乗法[image: 一]、無[image: レ]二亦無[image: レ]三、除[image: 二]仏方便説[image: 一]、但説[image: 二]無上道[image: 一]」。法華経の所説を大乗究極の第一の法とする。乗は乗物で、衆生をこれに乗せて仏果に至らしめる意。

六　和漢朗詠集下、仏事（慶滋保胤、極楽寺建立願文）「十方仏土之中、以[image: 二]西方[image: 一]為[image: レ]望。九品[image: 蓮]台之間、雖[image: 二]下品[image: 一]応[image: レ]足」。観無量寿経の所説に基き、上中下三品の各々が更に上生中生下生の三等に分かれる。

七　能因本、前田本「と」。






〔九八〕　中一納言まゐりたまひて、御扇あふぎたてまつらせたまふに、（隆家）「隆たか家いへこそ、いみじき骨は得てはべれ。それを張らせてまゐらせむとするに、おぼろけの紙は、え張るまじければ、求めはべるなり」と申したまふ。（宮）「いかやうにかある」と問ひきこえさせたまへば、（隆家）「すべていみじうはべり。『さらに、まだ見ぬ骨のさまなり』となむ、人々申す。まことにかばかりのは見えざりつ」と、言こと高くのたまへば、（清少）「さ二ては、扇のにはあらで、海月くらげのななり」と聞ゆれば、（隆家）「これは隆家が言ことにしてむ」とて、笑ひたまふ。

　かやうのことこそは、か三たはらいたきことのうちに入れつべけれど、「一つな落しそ」と言四へば、いかがはせむ。





【校注】

一　伊周の弟、隆家。長徳元年四月権中納言、六月中納言に転ず。翌二年四月出雲権守に左遷、四年五月四日帰京、十月兵部卿、長保四年九月権中納言。事件年時は隆家の官歴からいえば、長徳元年四月─二年四月か、帰京後とも考え得る。能因本、前田本「中納言殿まゐらせたまひて」。

二　上の「まだ見ぬ」「見えざりつ」の言葉を受ける。

三　〔九二〕に「かたはらいたきもの」の段がある。能因本「かたはらいたきもの」とあるは意改か。

四　能因本、前田本「はべれば」。






〔九九〕　雨のうちはへ降るころ、今日も降るに、御使つかひにて、式一部の丞信経ぞうのぶつねまゐりたり。例のごと、茵しとねさし出でたるを、常よりも遠くおしやりて居たれば、（清少）「誰たが料れうぞ」と言へば、笑ひて、（信経）「かかる雨にのぼりはべらば、足あし形かたつきていと不ふ便びんにきたなくなりはべりなむ」と言へば、（清少）「など、せ二んぞく料れうにこそはならめ」と言ふを、（信経）「これは、御お前まへにかしこうおほせらるるにあらず。信経が、足あし形かたのことを申さざらましかば、えのたまはざらまし」と、かへすがへす言ひしこそ、をかしかりしか。

　（清少）「はやう、中后三なかきさいの宮に、ゑ四ぬたきといひて、名高き下五しも仕づかへなむありける。美み濃のの守かみにて失うせける藤六原の時とき柄から、蔵くら人うどなりけるをりに、下仕どものある所に立ち寄りて、（時柄）『これや、この高かう名みやうのゑぬたき。など、さしも見えぬ』と言ひける答いらへに、（ゑぬたき）『それは、時からにさも見ゆるならむ』と言ひたりけるなむ、『かたきに選えりても、さることはいかでかあらむ』と、上達部かむだちめ、殿上人まで、興きようあることにのたまひける。また、さりけるなめり。今日までかく言ひ伝ふるは」と、聞えたり。（信経）「それまた、時柄が言七はせたるなめり。すべてただ題からなむ、詩ふみも歌もかしこき」と言へば、（清少）「げに、さもあることなり。さは、題出ださむ。歌詠みたまへ」と言ふ。（信経）「いとよきこと。ひ八とつはな九せむに、同じくはあまたをつかうまつらむ」な一〇ど言ふほどに、御返りいで来きぬれば、（信経）「あな恐し。まかり逃ぐ」と言ひて出でぬるを、（女房）「いみじう、真ま名なも仮かん名なもあしう書くを、人の笑ひなどす一一れば、隠してなむある」と言ふも、をかし。

　作一二つく物も所どころの別べ当たうするころ、誰たがもとにやりたりけるに一三かあらむ、ものの絵ゑ様やうやるとて、（信経）「これがやうにつかうまつるべし」と書きたる真まん名なのやう、文も字じの世に知らずあやしきを見つけて、そ一四のかたはらに、（清少）「これがままにつかうまつらば、異こと様やうにこそあるべけれ」とて、殿上にやりたれば、人々、取りて見て、いみじう笑ひけるに、おほきに腹立ちてこそ、にくみしか。





【校注】

一　藤原信経。「長徳元年正月十一日蔵人、廿七、右兵衛尉、二年正月兵部丞、三年正月式部丞、四年正月七日叙、廿五日河内権守」（三巻本勘物）。六位蔵人である。長徳三年中のことであろう。

二　氈褥（毛の敷物）と洗足をかける秀句（春曙抄）。一類「けんそくれうし」、能因本、二類「けんそくれう」。今、訂す。

三　中宮。村上天皇の中宮安子（師輔第一女）。天徳二年十月立后、中宮を称し、康保元年四月二十九日薨、三十八。

四　名義について、犬のへど（評釈）、犬抱き（集註）の説がある。和名抄「狗、音句、恵奴、又与[image: レ]犬同」。

五　雑役に使われる下女。

六　康保五年正月廿八日美濃守、元兵庫頭、前東宮大進、二年六月廿七日摂津守従四位下（三巻本勘物）。

七　一類「いはせさる」。能因本、二類により訂す。

八　三巻本「といへば」。誤写と見て能因本により訂す。

九　能因本「なにせんに」。その音便形。二類「御せんに」は採りがたい。

一〇　一類「なんど」。能因本、二類により訂す。

一一　一類「するは」。能因本、二類により訂す。

一二　禁中の調度類を調進する役所。別当はその長官。「長徳二年五月三日蔵人兵部丞信経作物所別当以文章生方弘奏慶」（三巻本勘物）。

一三　一類「に」なし。能因本、二類により補う。

一四　一類なし。二類により補う。能因本「それがかたはらに」。






〔一〇〇〕　淑景舎一しげいさ、春宮とうぐうにまゐりたまふほどのことなど、い二かがめでたからぬことなし。正三月十日にまゐりたまひて、御文ふみなどはしげう通へど、まだ御対たい面めんはなきを、二月十四よ日、宮の御方にわたりたまふべき御消せう息そこあれば、常よりも御しつらひ心異ことにみがきつくろひ、女房など皆用意したり。夜五中ばかりにわたらせたまひしかば、いくばくもあらで明けぬ。

　登六とう花くわ殿でんの東ひむがしの廂ひさしの二七ふた間まに、御しつらひはしたり。殿八との、上うへ、暁あかつきに一つ御車にて、まゐりたまひにけり。つとめて、いととく御み格かう子しまゐりわたして、宮は、御九障さう子じの南に、四尺の屛風、西、東ひむがしにへ一〇だてて、北向きに立てて、御畳たたみ、御茵しとねばかり置きて、御火ひ桶をけまゐれり。御屛風の南、御一一み帳ちやうの前に、女房いと多くさぶらふ。

　まだこなたにて御髪ぐしなどまゐるほど、（宮）「淑景舎は、見たてまつりたりや」と問はせたまへば、（清少）「まだいかでか。積一二さく善ぜん寺じ供く養やうの日、ただ御後うしろばかりをなむ、はつかに」と聞ゆれば、（宮）「その柱と屛風とのもとに寄りて、わが後うしろより、みそかに見よ。いとをかしげなる君ぞ」と、のたまはするに、うれしく、ゆかしさまさりて、いつしかと思ふ。紅一三梅の固一四かた紋もん、浮うき紋もんの御衣ぞども、紅くれないの打一五ちたる御衣ぞ三み重へが上に、ただひき重ねてたてまつりたる、（宮）「紅梅には濃一六き衣きぬこそ、をかしけれ。え着ぬこそ、くちをしけれ。今一七は紅梅は一八着でもありぬべしかし。されど、萌もえ黄ぎなどのにくければ。紅くれなゐにあはぬが一九」など、のたまはすれど、ただ、いとぞめでたく見えさせたまふ。たてまつる御衣ぞの色ことに、やがて御容貌かたちのにほひあ二〇はせたまふぞ、なほ、ことよき人もかうや二一はおはしますらむと、ゆかしき。

　さて、ゐざり入らせたまひぬれば、やがて御屛風に添ひつきてのぞくを、（女房）「あしかめり。後うしろめたきわざかな」と、聞えごつ人々も、をかし。障さう子じのいと広うあきたれば、いとよく見ゆ。上二二は、白二三き御衣ぞども、紅くれなゐの張二四りたる二つばかり、女二五房の裳もなめり、ひきかけて、奥に寄りて東ひむがし向むきにおはすれば、ただ御衣ぞなどぞ見ゆる。淑景舎は、北にすこし寄りて、南向きにおはす。紅梅いとあまた、濃く薄くて、上に濃き綾の御衣ぞ、すこし赤き小袿こうちき、蘇す枋はうの織物、萌黄の若やかなる固紋の御衣ぞたてまつりて、扇をつとさし隠したまへる、いみじう、げにめでたくうつくしと見えたまふ。殿二六は、薄色の御直なほ衣し、萌黄の織物の指貫、紅くれなゐの御二七衣ぞども、御二八紐ひもさして、廂の柱に後うしろをあてて、こなた向きにおはします。めでたき御有様を二九、うち笑ゑみつつ、例のた三〇はぶれ言ごとせさせたまふ。淑景舎のいとうつくしげに、絵に描かいたるやうにて居させたまへるに、宮はいと安らかに、今すこし大人おとなびさせたまへる御けしきの、紅くれなゐの御衣ぞに光りあはせたまへる、なほたぐひはいかでか、と見えさせたまふ。

　御手水おほむてうづまゐる。かの御方の三一は、宣三二せん耀えう殿でん、貞観殿ぢやうぐわんでんを通りて、童どう女ぢよ二人、下しも仕づかへ四人して、持もてまゐるめり。唐三三から廂ひさしのこなたの廊らうにぞ、女房六人ばかりさぶらふ。狭せばしとて、かたへは御送りして皆帰りにけり。桜三四の汗衫かざみ、萌三五黄、紅梅などいみじう、汗衫三六かざみ長く引きて、取り次ぎまゐらする、いとなまめき、をかし。織物の唐衣どもこぼれいでて、相三七すけ尹まさの馬むまの頭かみの女むすめ少将、北三八野宰相の女むすめ宰相の君などぞ、近うはある。をかしと見るほどに、こなたの御手水は、番三九の采女うねべの、青あを裾すそ濃ごの裳、唐衣、裙帯くたい、領布ひれなどして、面おもていと白くて、下四〇しも仕づかへなど取り次ぎまゐるほど、これはた公おほやけしう唐からめきて、をかし。

　御膳おもののをりになりて、御髪上四一みぐしあげまゐりて、蔵四二人ども、御まかなひの髪かみ上あげて、まゐらするほどは、隔てたりつる御屛風もおしあけつれば、かいま見の人、隠四三れ蓑みの取られたるここちして、あかずわびしければ、御み簾すと几帳との中にて、柱のと四四よりぞ見たてまつる。衣きぬの裾、裳もなどは、御み簾すの外とに皆押し出だされたれば、殿、端四五はしの方かたより御ご覧じいだして、（道隆）「あれは誰たそや。かの御み簾すの間まより見ゆるは」と、とがめさせたまふに、（宮）「少納言が、ものゆかしがりてはべるならむ」と申させたまへば、（道隆）「あなはづかし。かれは古き得意を。いとにくさげなる娘ども持もたりともこそ見はべれ」などのたまふ御けしき、いとしたり顔なり。

　あなたにも御膳おものまゐる。（道隆）「うらやましう、方かた々の皆まゐりぬめり。とくきこしめして、翁おきな、嫗四六おんなに御おろしをだに賜へ」など、日一ひと日ひ、ただ猿楽四七さるがふ言ごとをのみしたまふほどに、大四八納言殿、三四九位の中将、松君五〇まつぎみ率ゐてまゐりたまへり。殿、いつしかと五一抱いだき取りたまひて、膝に据ゑたてまつりたまへる、いとうつくし。狭五二せばき縁えんに、所ところ狭せき御五三装束の下した襲がさねひ五四き散らされたり。大納言殿は、ものものしうきよげに、中将殿は、いとらうらうじう、いづれもめでたきを見たてまつるに、殿をばさるものにて、上の御宿世すくせこそ、いとめでたけれ。（道隆）「御円座わらふだ」など聞えたまへど、（大納言）「陣五五に着きはべるなり」とて、急ぎ立ちたまひぬ。

　しばしありて、式部の丞ぞうなにがし、御使つかひにまゐりたれば、御膳宿五六おものやどりの北に寄りたる間まに、茵しとねさし出だして据ゑたり。御返かへり、今五七日はとく出ださせたまひつ。まだ茵も取り入れぬほどに、春宮とうぐうの御使に、周頼五八ちかよりの少将まゐりたり。御文取り入れて、渡五九わた殿どのは細き縁なれば、こなたの縁に異こと茵さし出だしたり。御文取り入れて、殿、上六〇、宮など御覧じわたす。（道隆）「御返かへり、早はや」とあれど、とみにも聞えたまはぬを、（道隆）「なにがしが見はべれば、書きたまはぬなめり。さらぬをりは、これよりぞ、間まもなく聞えたまふなる」など申したまへば、御面おもてはすこし赤みて、うちほほゑみたまへる、いとめでたし。（上）「まことに、とく」など、上も聞えたまへば、奥に向きて書いたまふ。上、近う寄りたまひて、もろともに書かせたてまつりたまへば、いとどつつましげなり。宮の御方より、萌六一黄の織物の小袿こうちき、袴、おし出でたれば、三位の中将、かづけたまふ。頸六二くび苦しげに思うて持ちて立ちぬ。

　松君の、をかしうもののたまふを、誰たれも誰も、うつくしがりきこえたまふ。（道隆）「宮の御六三み子こたちとてひき出でたらむに、わ六四るくはべらじかし」など、のたまはするを、げに、などかさ六五る御ことの今まで、とぞ、心もとなき。

　未六六ひつじの時ばかりに、「筵道えんだうまゐる」など言ふほどもなく、うちそよめきて入らせたまへば、宮も、こ六七なたへ入らせたまひぬ。やがて御帳に入らせたまひぬれば、女房も南六八みなみ面おもてに皆そよめき去いぬめり。廊六九らうに殿上人いと多かり。殿の御お前まへに、宮みや司づかさ召して、（道隆）「くだもの、さかななど召させよ。人々酔ゑはせ」など、お七〇ほせらるる。まことに皆酔ゑひて、女房ともの言ひかはすほど、かたみにをかしと思ひためり。

　日の入るほどに起きさせたまひて、山七一の井の大納言召し入れて、御七二み袿うちきまゐらせたまひて、帰らせたまふ。桜の御直衣に紅くれなゐの御衣ぞの夕ゆふ映ばえなども、かしこければ、とどめつ。山の井の大納言は、入り立たぬ御せうとにては、いとよくおはすぞかし。にほひやかなる方かたは、この大納言にもまさりたまへるものを、かく世の人はせちに言ひおとしきこゆるこそ、いとほしけれ。殿、大納言、山七十三の井も、三位の中将、内蔵頭七四くらのかみなど、皆さぶらひたまふ。

　宮のぼらせたまふべき御使つかひにて、馬七五むまの内ない侍しのすけ、まゐりた七六り。（宮）「今こ宵よひは、えなむ」など、しぶらせたまふに七七、殿聞かせたまひて、（道隆）「いとあしきこと、早はや、のぼらせたまへ」と申させたまふに、ま七八た春宮とうぐうの御使つかひしきりてあるほど、いと騒がし。御迎おほむむかへに、女七九房、春宮の侍じ従じゆうなどいふ人もまゐりて、（侍従）「とく」と、そそのかしきこゆ。（宮）「まづ、さは、かの君わたしきこえたまひて」と、のたまはすれば、（淑景舎）「さりとも、いかでか」とあるを、（宮）「な八〇ほ、見送りきこえむ」などのたまはするほども八一、いとめでたく、をかし。（道隆）「さらば、遠きを先にすべきか」とて、淑景舎わたりた八二まひて、殿など帰らせたまひてぞ、のぼらせたまふ。道のほども、殿の御猿さる楽がふ言ごとに八三いみじう笑ひて、ほとほと八四打うち橋はしよりも落ちぬべし。





【校注】

〔一〇〇〕長徳元年二月。

一　中宮の妹原子。〔補注二二六〕

二　能因本、前田本「いかがは」。

三　小右記、日本紀略は十九日。〔補注二二六〕

四　一類「十日よひ」、二類による。十七日である。〔補注二五六〕

五　一類ここに注記あり。〔補注二五七〕

六　当時の中宮の御座所。弘徽殿の北に在り、同じく東を正面とする殿舎。

七　前出〔九五〕。おそらく中央より北寄り。東廂はすべてで九間ある。

八　道隆とその室高階貴子。貴子は伊周、隆家、定子、原子らの母、高内侍と称され詩才があった。

九　二間との隔て、すなわち二間の南を仕切る襖障子。

一〇　三巻本「おまししきて」、不審であるので能因本、前田本により今訂す。

一一　中宮の帳台。母屋の中央に立てられたものと思われる。

一二　一類「御くるまよせの日」。不審。東宮妃として入内の日の意か。能因本、二類による。前田本「さくぜんじの日」。積善寺供養は前年の正暦五年二月二十日、道隆の主催。〔二六三〕にその叙述があり、原子のことも見える。

一三　ここは織色。縦紅に横白あるいは紫とも。

一四　文様をしずめて固く織った物と、糸を浮かせて文様を織った物と。

一五　紅の綾を砧で打ってつやを出した物。打衣（うちぎぬ）。表着と袿の間に重ねて着る。

一六　濃い（紅の）打衣。

一七　諸注、二月の今は、と解するも、三巻本勘物に「中宮の御年十九」（正しくは二十）とあるに従うべきであろう。紅梅、萌黄（黄と青の間色）とも十一月─二月の頃の着用である。

一八　一類「のは」。前田本、二類により訂す。

一九　能因本、前田本「なり」。

二〇　一類「あらはせ」。能因本、前田本、二類により訂す。

二一　能因本、前田本、絵詞「や」。

二二　貴子。

二三　表着であろう。

二四　打衣。板引きにしてつやを出した物。

二五　中宮、東宮女御にわが子ながら敬意を表したのである。

二六　道隆。

二七　直衣の下に重ね着た内衣。

二八　直衣の入紐（いれひも）を通す。襟の所である。これもうち解けない鄭重な様。

二九　能因本、前田本「どもを」。

三〇　一類「はふれこと」。能因本、前田本、二類により訂す。

三一　能因本、前田本、二類「は」。

三二　東の淑景舎から西に宣燿殿、貞観殿を通ってこの登花殿に。

三三　貞観殿と登花殿を結ぶ渡廊の中央あたりが唐破風造りのようになっているのであろう。この渡廊は反橋で、中央が高い。

三四　表白、裏紫等諸説ある。

三五　汗衫の下の衵の色。

三六　一類「かさし」。能因本、前田本、二類により訂す。能因本、前田本「長くしり引きて」。汗衫の裾は長い。

三七　前出〔八六〕〔補注二三〇〕「むまの」一類なし。能因本、前田本、二類により補う。

三八　菅原輔正。〔補注二五八〕

三九　当番の采女。水司（もいとりのつかさ）の采女か。

四〇　三巻本「しも」。能因本、前田本による。

四一　理髪の女官。

四二　女蔵人（にょくろうど）。禁中の下﨟の女房。前田本「蔵人も御まかなひも」。これによれば「御まかなひ」は給仕の女房。給仕の時は垂れ髪を結い上げる。

四三　鬼の隠れ蓑。拾遺集、巻十八「隠れ蓑隠れ笠をも得てしがなきたりと人に知られざるべく」。一類「人かくれみの」重複して衍。削る。

四四　能因本、前田本「もと」。

四五　一類「はら」。能因本、二類による。

四六　三巻本、前田本「をんな」、能因本「女」。「おんな」で老女。

四七　「さるがふ」は散楽（中国の俗楽）の転、四段に活用させたもの。おどけた冗談。

四八　伊周。伊周は既に前年の正暦五年八月、権大納言から内大臣に任じている。「殿」能因本、前田本により補う。

四九　隆家。正暦三年左近中将、同五年八月従三位に叙された。長徳元年四月権中納言。

五〇　伊周の長男道雅の幼名。この年、四、五歳。祖父道隆の鍾愛したこと、大鏡、栄花（見果てぬ夢）に見える。

五一　「と」能因本、前田本により補う。

五二　東の簀子である。

五三　能因本「日の御装束」（前田本「御」なし）。

五四　能因本、前田本「など」の語あり。

五五　陣の座。公事を行う時、諸卿の詰める所。日花門内に左近の陣、月花門内に右近の陣がある。能因本、前田本「つきはべらむ」。

五六　〔補注二五七〕

五七　一類「たふは」。能因本、前田本、二類による。

五八　右近少将、関白子、正月十三日任少将（三巻本勘物）。尊卑分脈に「母伊予守奉孝女」とあり、伊周らの異腹の弟である。

五九　前の唐廂の廊。次の「こなたの縁」は登花殿の東の簀子。

六〇　一類「上人」。能因本、前田本、二類により訂す。

六一　女の装束である。使いの禄。

六二　二類「くびくるしげにもちてたちぬ」、能因本「くるしげに思ひて立ちぬ」、前田本「くびくるしげにて立ちぬ」。肩にかけるのが作法であるが、かさばってそれでは頸が苦しいのである。

六三　三巻本「御みこ」。能因本「御子」、前田本「みこ」による。

六四　能因本「わろく」。前田本「わろからじと」。

六五　御産のこと。翌二年の第一皇女脩子御産が中宮の初産である。

六六　午後二時前後。〔補注二五六〕

六七　御帳台の置かれた母屋である。

六八　南の廂であろう。「南面」の上、一類「みな」とあるが、能因本、前田本、二類なし。下の皆とさし合うので削る。

六九　南の弘徽殿との通路。切馬道（後文に打橋と見える）がある。三巻本勘物に「殿南妻」とあった〔補注二五六〕。能因本「らうめんたう」（前田本「めんたう」傍書）。馬道である。

七〇　能因本、前田本「おほせらる」。

七一　道頼。伊周らの異母兄。〔補注二五九〕

七二　お髪の具合を直されて。〔補注二六〇〕

七三　二類「も」なし。能因本、前田本「山の井の大納言」。

七四　頼親。これも道隆の子。尊卑分脈に「内蔵頭、左中将、従四位下」。内蔵頭に任じたのは小右記によれば、後年の寛弘二年六月十九日の除目においてである。

七五　左馬権守時明の女（春曙抄）。

七六　能因本、前田本「たまへり」。

七七　能因本、前田本「を」。

七八　「また」能因本、前田本により補う。

七九　能因本「女房、春宮のなども」。女房は春宮の女房であろう。「侍従」は女房の呼び名。

八〇　「なほ」能因本、前田本により補う。

八一　一類「にも」。二類による。能因本、前田本なし。

八二　一類「給」。能因本、前田本、二類による。

八三　一類「ゝ」（と）。右と同じく訂す。

八四　仮橋。登花殿と弘徽殿の間の切馬道であろう。









〔一〇一〕　殿てん上じやうより、梅むめの皆散りたる枝を、（殿上人）「これはいかが」と言ひたるに、ただ（清少）「早一く落ちにけり」と答いらへたれば、その詩を誦ずじて、殿上人黒二くろ戸とにいと多くゐたるを三上の御お前まへにきこしめして、（帝）「よろしき歌など詠みていだしたらむよりは、かかることはまさりたりかし。よく答いらへた四り」と、おほせられき。





【校注】

一　和漢朗詠集上、春「大庾嶺之梅早落、誰問[image: 二]粉粧[image: 一]。匡廬山之杏未[image: レ]開、豈[image: 〓][image: 二]紅艶[image: 一]」。作者は紀納言（長谷雄）、内宴序、停[image: レ]盃看[image: 二]柳色[image: 一]。大庾嶺は江西省、一名梅嶺といい、梅の名所。

二　前出〔七八〕。清涼殿北廊。

三　一類「を」なし。能因本、前田本、二類により補う。

四　一類「たる」。右と同じく訂す。






〔一〇二〕　二月つごもりころに、風いたう吹きて、空いみじう黒きに、雪すこしうち散りたるほど、黒くろ戸とに主殿とのも司づかさ来て、（主殿司）「か一うてさぶらふ」と言へば、寄りたるに、（主殿司）「これ、公任二きんたふの宰相殿の」とてあるを見れば、懐ふところ紙に、





す三こし春あるここちこそすれ






とあるは、げに、今日のけしきにいとようあひたるを四、これが本もとは、い五かでか付くべからむと、思ひわづらひぬ。（清少）「誰たれ々か」と問へば、（主殿司）「それそれ」と言ふ。皆いとはづかしき中に、宰六相の御答いらへを七、いかでかことなしびに言ひいでむ、と、心一つに苦しきを、御お前まへに御ご覧ぜさせむとすれど、上うへのおはしまして御殿籠りたり。主殿とのも司づかさは「とく、とく」と言ふ。げに、遅うさへあらむは、いと取り所なければ、さはれとて、





（清少）空寒み花にまがへて散る雪に






と、わななくわななく書きて取らせて、いかに思ふらむと八、わびし。これがことを聞かばや、と思ふに、そしられたらば聞かじとおぼゆるを、「俊九とし賢かたの宰相など、『なほ内一〇ない侍しに奏してなさむ』となむ定さだめたまひし」とばかりぞ、左一一さ兵ひやう衛ゑの督かみの、中将にておはせし、語りたまひし。





【校注】

〔一〇二〕長保元年か二年か。

一　三巻「うらて」、前田本「うえて」、能因本「かうして」。今訂す。

二　藤原公任。宰相は参議の唐名。関白太政大臣頼忠の一男。当時の歌壇の第一人者であった。〔補注二六一〕

三　白氏文集、巻十四、南泰雪「往歳曾為[image: 二]西邑吏[image: 一]。慣[image: 下]従[image: 二]駱口[image: 一]到[image: 中]南秦[image: 上]。三時雲冷多飛[image: レ]雪。二月山寒少有[image: レ]春。我思[image: 二]旧時[image: 一]猶惆悵」。〔補注二六二〕

四　「を」一類なし。能因本、前田本により補う。二類「も」。

五　能因本「いかが」、前田本「いかがは」。

六　能因本、前田本「宰相中将」とあるが誤りであろう。

七　能因本、前田本「をば、いかが」。

八　一類「と」なし。二類により補う。能因本、前田本この前後「いかが見たまふらむと思ふにわびし」。

九　源俊賢。西宮左大臣高明の三男。〔補注二六三〕

一〇　掌侍（ないしのじょう）。

一一　実成卿歟（三巻本勘物）。実成は太政大臣藤原公季の長男。〔補注二六四〕






〔一〇三〕　はるかなるもの

　半一はん臂ぴの緒をひ二ねりはじむる。陸奥みちの国くにへ行いく人の三、逢あふ坂さか越ゆるほど。生むまれたるちごの大人おとなになるほど四。





【校注】

一　袍と下襲との間に着る。袖のはば僅かに一寸五分、臂の半ばに至るほどであるところからの名。緒は後に忘れ緒と称し、付け紐。羅で製し、幅二寸五分、長さ一丈二尺。一類「はひ」、能因本、前田本、二類「はんひ」。

二　糊をつけてひねり合わせること。一類「ひねる」。能因本、前田本、二類により訂す。

三　「の」一類なし。能因本、前田本、二類により補う。

四　能因本、前田本、異文あり。〔補注二六五〕






〔一〇四〕　方弘一まさひろは、いみじう人に笑はるる者かな。親など、いかに聞くらむ。供にありく者のいとび二びしきを呼び寄せて、（人々）「なにしにかかる者には使はるるぞ。いかがおぼゆる」など笑ふ。

　物いとよくするあたりにて、下した襲がさねの色、袍うへのきぬなども、人よりもよくて着三たるをば、（人々）「これを異人ことひとに着四せばや」など言ふに、げにまた、言葉づかひなどぞあやしき。里に宿直とのゐ物もの取りにやるに、（方弘）「をのこ二人まかれ」と言ふを、（従者）「一人して取りにまかりなむ」と言五ふ。（方弘）「あやしのをのこや。一人して二人が物をば、いかでか持もたるべきぞ。一ひと升ます瓶がめに二ふた升ますは入るや」と言ふを、なでふことと知る人はなけれど、いみじう笑ふ。人の使つかひの来て、「御返かへり事こと、とく」と言ふを、（方弘）「あな、にくのをのこや。など、かうまどふ。か六まどに豆やくべたる。この殿上の墨、筆は、な七にの盗み隠したるぞ。飯いひ、酒ならばこそ、人も、ほしがらめ」と言ふを、また笑ふ。

　女八によう院いんなやませたまふとて、御使にまゐりて帰りたるに、「院九の殿上には、誰たれ々かありつる」と、人の問へば、（方弘）「それ、かれ」など、四五人ばかり言ふに、「また誰か」と問へば、（方弘）「さて、去いぬる人どもぞありつる」と言ふも、笑ふもまたあやしきことにこそはあらめ。

　人ひと間まに寄り来て、（方弘）「わが君一〇きこそ、もの聞えむ。『まづ』と人ののたまひつることぞ」と言へば、（清少）「なにごとぞ」とて、几帳のもとにさし寄りたれば、「む一一くろごめに寄りたまへ」と言一二ひたるを（方弘）「五ご体たいごめ」となむ言ひつるとて、また笑はる。

　除ぢ目もくの中一三の夜、さし油するに、燈台の打一四うち敷しきを踏みて立てるに、新しき油一五ゆ単たんに襪一六したうづはいとよくとらへられにけり。さし歩あゆみて帰れば、やがて燈台は倒れぬ。襪したうづに打敷付きて行ゆくに、まことに大地震動したりしか。

　頭一七とう着つきたまはぬ限りは、殿上の台一八盤には、人も着かず。それに豆一ひと盛もりをやをら取りて、小一九こ障さう子じの後うしろにて食ひければ、引きあらはして笑ふこと限りなし。





【校注】

一　前出〔五三〕。〔補注一四〇〕

二　便々し。心利いた、役に立つ、というほどの意。

三　二類「着たるを紙燭さしつけ焼き、あるは」。

四　一類、能因本「きかせ」。二類により訂す。

五　能因本「いふに」。

六　いっせいにパチパチはじけるので、気ぜわしいことのたとえに言ったのであろうが、「豆がら」ならともかく、「豆」では話にならない。蒙求の「陳思七歩」に「萁在[image: 二]釜底[image: 一]燃、豆在[image: 二]釜中[image: 一]泣」。

七　能因本、二類「なにものの」。

八　東三条女院詮子。前出〔八六〕。〔補注二二五〕

九　禁中のみならず、院（上皇、女院）、東宮の御所にも殿上人があった。要するに近侍の臣ということである。

一〇　能因本「きみ」。下の「こそ」は呼び掛けの語。

一一　「むくろ」は身体の意。名義抄に「身」を訓む。

一二　能因本「言ふを」。

一三　除目は三夜にわたって行われるが、その第二夜。

一四　下の敷物。

一五　ひとえの布に油を引いた物。

一六　今の足袋の如き物で指がない。和名抄に「[image: 襪]」を「之太久豆」と訓む。その音便。

一七　蔵人の頭。

一八　前出〔八〇〕。

一九　小さい衝立障子。位置は明らかでないが殿上の間に立てられたものであろう。






〔一〇五〕　見ぐるしきもの

　衣きぬの背せ縫ぬひ、か一た寄せて着たる。また、の二け頸くびしたる。例ならぬ人の前に子負おひて出いで来たる三。法四師陰おん陽やう師じの、紙五かみ冠かうぶりして、祓はらへしたる。

　色黒う六にくげなる女の鬘かづらしたると、髭ひげがちに、かじけ、やせやせなる男と七、夏、昼寝したるこそ、いと見ぐるしけれ。なにの見る甲か斐ひにて、さて臥ふいたるならむ。夜よるなどは、容貌かたちも見えず、また、皆おしなべてさることとなりにたれば、我はにくげなりとて、起きゐるべきにもあらずかし。さてつとめては、とく起きぬる、いと目やすしかし。夏、昼寝して起きたるは、よき人こそ、今すこしをかしか八なれ、えせ容貌かたちは、つやめき、寝ね腫はれて、ようせずは頰ほほゆがみもし九ぬべし。かたみにうち見かはしたらむほどの、生ける甲斐な一〇さよ。

　や一一せ、色黒き人の、生絹一二すずしのひとへ着たる、いと見ぐるしかし。





【校注】

一　三巻本「かたに」。能因本、前田本により「に」を削る。

二　いわゆる抜き衣紋。

三　一類「もの」の語あり。能因本、前田本、二類により削る。

四　法師で陰陽師を兼ねて衣食する者。〔補注二六六〕

五　三巻本「かみかぶり」。能因本、前田本、堺本により訂す。

六　能因本、前田本「やせ」の語あり。

七　「と」一類なし。能因本、二類により補う。前田本「の」。能因本、前田本「夏」なし。

八　一類「う」。二類により訂す。

九　能因本、前田本「しつべし」。

一〇　一類「なさや」。能因本「なきよ」、前田本「なさよ」。今訂す。二類「なき」。

一一　能因本、前田本「やせ」の語なし。

一二　練らない絹。前出〔三〇〕。






〔一〇六〕　言ひにくきもの

　人の消せう息そこの一中に、よき人のおほせ言ごとなどの多かるを、は二じめより奥まで、い三と言ひにくし四。はづかしき人の、物などおこせたる返かへり事こと。大人おとなになりたる子の思はずなることを五聞くに、前にては言ひにくし。





【校注】

一　能因本、前田本「の中によき人の」なし。堺本「の長き。ましてよき人の」。

二　能因本、前田本「ついでのままに」の一句あり。堺本「いと言ひにくし」の上にあり。

三　「いと」、能因本、前田本、堺本、二類により補う。

四　能因本、前田本「返事又申しにくし」の一文あり。堺本同趣。

五　能因本、前田本「聞きつけたる」。






〔一〇七〕　関せきは逢一あふ坂さか、須二す磨まの関。鈴三すず鹿かの関。岫四くき田たの関。白五しら河かはの関。

　衣六ころもの関。た七だ越えの関は、は八ばかりの関にたとしへなくこそおぼゆれ。横九よこ走はしりの関。清一〇きよ見みが関。見一一る目の関。よ一二しよしの関こそ、いかに思ひ返したるならむと、いと知らまほしけれ。それを、勿来一三なこその関と言ふにやあらむ。逢坂などをさて思ひ返したらむは、わびしかりなむかし。





【校注】

一　近江。〔補注二六七〕

二　摂津。〔補注二六八〕

三　伊勢。〔補注二六九〕

四　伊勢。〔補注二七〇〕

五　岩代。〔補注二七一〕

六　陸中。〔補注二七二〕

七　未詳。〔補注二七三〕

八　陸前か。〔補注二七四〕

九　駿河。〔補注二七五〕

一〇　駿河。〔補注二七六〕

一一　未詳。人に逢う意。

一二　未詳。〔補注二七七〕

一三　磐城。〔補注二七八〕






〔一〇八〕　森は　浮一田の森。う二へ木の森。岩三瀬の森。立四ち聞きの森。





【校注】

一　山城。〔補注二七九〕

二　未詳。〔補注二八〇〕

三　大和。〔補注二八一〕

四　未詳。






〔一〇九〕　原は　あ一したの原。粟二あは津づの原。篠三しの原はら。萩四はぎ原。園五その原。





【校注】

一　前出〔一三〕。

二　近江。〔補注二八二〕

三　近江か。〔補注二八三〕

四　紀伊。〔補注二八四〕

五　前出〔一三〕。






〔一一〇〕　卯う月づきのつごもり方がたに、初はつ瀬せに詣まうでて、淀一よどの渡りといふものをせしかば、舟に車をかき据ゑて行いくに、菖さう蒲ぶ、菰こもなどの末すゑ短く見えしを取らせたれば、いと長かりけり。菰積みたる舟のありくこそ、いみじうをかしかりしか。「高二たか瀬せの淀に」とは、これを詠みけるなめりと、見えて。

　三三日、帰りしに、雨のすこし降りしほど、菖さう蒲ぶ刈るとて、笠のいと小さきを着つつ、脛はぎいと高き男をの童わらはなどのあるも、屛四風の絵に似て、いとをかし。





【校注】

一　山城、久世郡の淀の舟渡り。北よりする桂川、宇治川、巨椋池、南よりする木津川が山崎で合流するが、その少し手前で流れを越え、木津川に沿って南下するのである。水郷で菖蒲、菰の産地として聞こえた。

二　古今六帖、六「菰枕高瀬の淀に刈る菰のかるとも我は知らで頼まむ」。高瀬は、淀川に沿う守口のあたり。

三　五月三日。

四　たとえば拾遺集、巻二「天暦の御時御屏風に淀の渡りする人描ける所に、壬生忠見／いづ方に鳴きて行くらむ郭公淀の渡りのまだ夜深きに。敷けるごと真菰の生ふる淀野には露の宿りを人ぞ借りける」。各地の歌枕や風俗画など屏風に描いて詩歌を賛するのは当時の風であった。






〔一一一〕　常より異ことに聞ゆるもの

　元一ぐわん三ざんの車の音。また鶏とりの声。暁あかつきのしはぶき。ものの音ねはさらなり。





【校注】

一　三巻本「正月」。能因本による。年、月、日の三つのはじめ（元）の意。






〔一一二〕　絵に描かき劣りするもの

　なでしこ。菖さう蒲ぶ。桜。物語にめでたしといひたる男をとこ、女をんなの容貌かたち。




〔一一三〕　描きまさりするもの

　松の木。秋の野。山一やま里ざと。山やま道みち。





【校注】

一　京の周辺、北山、西山、嵯峨、桂、宇治など、当時の貴族の多く別荘を構えた地帯。当時の人々の憩いと瞑想と隠棲の地、また物語のロマンスの舞台に選ばれもした。






〔一一四〕　冬は、いみじう寒き。夏は、世に知らず暑き。




〔一一五〕　あはれなるもの

　孝けうある人の子。よき男の若きが、御一み嶽たけ精さう進じしたる。たて隔てゐてうち行ひたる暁あかつきの額ぬかな二ど、いみじうあはれなり。むつましき人などの、目さまして聞くらむ、思ひやる。詣まうづるほどの有めり様さま、いかならむなどつつしみおぢたるに、平たひらかに詣まうで着きたるこそ、いとめでたけれ。烏三え帽ぼう子しのさまなどぞ、すこし人わろき。なほいみじき人と聞ゆれど、こよなくやつれてこそ詣づと知りたれ、衛四ゑ門もんの佐すけ宣のぶ孝たかといひたる人は、（宣孝）「あぢきなきことなり。ただきよき衣きぬを着て詣でむに、なでふことかあらむ。かならず、よも、あやしうて詣でよと、御み嶽たけさらにのたまはじ」とて、三月つごもりに、紫のいと濃き指さし貫ぬき、白き襖五あを、山六やま吹ぶきのいみじうおどろおどろしきなど着て、隆七たか光みつが主殿とのもの亮すけなるには、青色の襖あを、紅くれなゐの衣きぬ、摺すりもどろかしたる水八すい干かんといふ袴はかまを着せて、うち続き詣まうでたりけるを、帰る人も今詣づるも、珍しうあやしきことに、すべて昔よりこの山にかかる姿の人見えざりつと、あさましがりしを、四月朔日ついたちに帰りて、六月十日のほどに筑九ちく前ぜんの守の辞じせしになりたりしこそ、げに言ひけるに違たがはずも、と聞えしか。これは、あはれなることにはあらねど、御み嶽たけのついでなり。

　男も女も、若くきよげなるが、いと黒一〇き衣きぬ着たるこそ、あはれなれ。

　九月つごもり、十月朔日ついたちのほどに、ただあるかなきかに聞きつけたるきりぎりすの声。鶏にはとりの、こ一一抱いだきて臥したる。秋深き庭の浅あさ茅ぢに、露の色一二々、玉のやうにて置きたる。夕ゆふ暮ぐれ、暁あかつきに、河一三かは竹たけの風に吹かれたる、目さまして聞きたる。また、夜よるなどもすべて。山一四里の雪。思ひかはしたる若き人の仲の、せく方かたありて、心にもまかせぬ。





【校注】

一　吉野の金峰山に詣でるための精進。御嶽は、かねのみたけの略。修験道の霊地。千日の精進といわれるが、実際は三十七日、五十日、百日。〔補注二八五〕

二　「など」能因本、前田本、二類により補う。

三　長い山路の旅のためとするのはいかが。特殊の粗末な烏帽子を着用したのではあるまいか。

四　藤原宣孝。紫式部の夫である。〔補注二八六〕

五　もと武官の闕液の袍の称から転じてその製の似る狩衣の称。ここもそれである。

六　ここは染色であろう。黄に紅の入った色。

七　宣孝の長男。「長保元年六月（二類、正月）蔵人、年廿九」（三巻本勘物）。

八　水干は製ほぼ狩衣に同じ。もと地質の名で、水張りにして干した柔かい絹で製したからの名で、狩衣より簡便な物。その袴は貴人は長袴で、水干を着した上にはく。能因本、前田本、堺本「水干袴」。

九　小右記、正暦元年八月三十日の除目の記事中「筑前守知章辞退、仍任[image: 二]宣孝[image: 一]」とある。〔補注二八七〕

一〇　喪服。

一一　卵。

一二　一類「色々の」。能因本、前田本、二類により「の」を削る。

一三　和名抄に「苦竹」を訓む。まだけ。清涼殿東庭にあるものについて徒然草「呉竹は葉細く河竹は葉広し。みかはに近きは河竹、云々」。

一四　訪れる人も稀だからである。たとえば拾遺集、巻四、兼盛「山里は雪降り積みて道もなし今日来む人をあはれとは見む」。






〔一一六〕　正月に寺に籠りたるは、いみじう寒く、雪がちにこほりたるこそ、をかしけれ。雨一うち降りぬるけしきなるは、いとわ二ろし。

　清三きよ水みづなどに詣でて、局つぼねするほど、呉四くれ階はしのもとに車引き寄せて立てたるに、帯五ばかりうちしたる若き法師ばらの、足あし駄だといふ物をはきて、いささかつつみもなく降おりのぼるとて、なにともなき経の端はしうちよみ、倶舎六くさの頌ずなど誦ずじつつありくこそ、所につけてはをかしけれ。わがのぼるはいと危あやふくおぼえて、かたはらに寄りて高かう欄らんおさへなどして行いくものを、ただ板いた敷じきなどのやうに思ひたるも、をかし。（法師）「御局してはべり。早はや」と言へば、沓くつども持もて来ておろす。衣きぬ、上うへざまに引き返しなどしたるもあり。裳も、唐から衣ぎぬなど、ことことしく装さう束ぞきたるもあり。深七ふか沓ぐつ、半靴はうくわなどはきて、廊らうのほど、沓くつすり入いるは、内裏うちわたりめきて、またをかし。内八ない外げ許されたる若き男ども、家九の子など、あまた立ち続きて、「そこもとは落ちたる所はべり。あがりたり」など、教へ行ゆく。なに者にかあらむ、いと近くさし歩あゆみ、先さい立だつ者などを「しばし。人の一〇おはしますに、かくはせぬわざなり」など言ふを、げにと、すこし心あるもあり。また、聞きも入れず、まづ我、仏の御お前まへにと思ひて行いくもあり。局に入るほども、居一一並なみたる前を通りゆ一二けば、いとうたてあるを、犬一三いぬ防ふせぎのうち見入れたるここちぞ、いみじう尊たふとく、などてこの月ごろ詣まうでで過すぐしつらむと、まづ心もおこる。

　御一四みあかしの、常一五じやう燈とうにはあらで、うちにまた、人のたてまつれるが、恐しきまで燃えたるに、仏のきらきらと見えたまへるは、いみじう尊きに、手ごとに文一六ふみどもをささげて、礼一七らい盤ばんにか一八ひろき誓ふも、さばかりゆすりみちたれば、とりはなちて聞きわくべきにもあらぬに、せめてしぼりい一九でたる声々の、さすがにまたまぎれずなむ。「千二〇燈とうの御志は、なにがしの御ため」などは、はつかに聞ゆ。帯二一うちして、拝みたてまつるに、（法師）「ここに、つ二二かうさぶらふ」とて、樒二三しきみの枝えだを折りて持もて来たるは、香かなどのいと尊きもをかし。

　犬防の方かたより、法師寄り来て、「いとよく申しはべりぬ。幾いく日かばかり籠らせたまふべきにか。しかしかの人、籠りたまへり」など言ひ聞かせて去いぬるすなはち、火ひ桶をけ、くだものなと持もて続けて、半二四はん插ざふに手水てうづ入れて、手二五もなき盥たらひなどあり。（法師）「御供の人は、かの坊ばうに」など言ひて、呼びもて行いけば、かはりがはりぞ行ゆく。

　誦二六ずき経やうの鐘の音おとなど、わがななり、と聞くも頼もしうおぼゆ。かたはらに、よろしき男の、いと忍びやかに額ぬかなどつ二七く立ち居のほども、心あらむと聞えたるが、いたう思ひ入りたるけしきにて、寝いも寝ねず行ふこそいとあはれなれ。うちやすむほどは、経を高うは聞えぬほどによみたるも、尊たふとげなり。うちいでさ二八せまほしきに、まいて、はななどを、けざやかに聞きにくくはあらで、忍びやかに、かみたるは、何ごとを思ふ人ならむ、かれをなさばやとこそおぼゆれ。

　日ごろ籠りたるに、昼はすこしのどやかにぞ、はやくはありし。師の坊に、をのこども、女、童わらはべなど皆行いきて、つれづれなるに二九、かたはらに貝三〇かひをにはかに吹きいでたるこそ、いみじう驚かるれ。きよげなる立三一たて文ぶみ持たせたる男などの、誦三二ず経きやうの物うち置きて、堂三三だう童どう子じなど呼ぶ声、山やま彦びこ響きあひて、きらきらしう聞ゆ。鐘三四の声、響きまさりて、いづこのならむと思ふほどに、やむごとなき所の名うち言ひて、（僧）「御ご産さん平たひらかに」など、げ三五んげんしげに申したるなど、すずろに、いかならむなど、おぼつかなく念ぜらるかし。これは、ただなるをりのことなり。正月などは、ただいと騒がしき。も三六の望みする人など、ひまなく詣づるを見るほどに、行ひもし三七やらず。

　日うち暮るるほ三八ど詣づるは、籠るなめり。小こ法ほふ師しばらの、持ちありくべうもあらぬお三九に屛風の高きを、いとよく進退して、畳などをう四〇ち置くと見れば、ただ局つぼねにつぼね立てて、犬防に簾すだれさらさらとうち掛くる、いみじうしつきたり、安げなり。そよそよとあまた降おり来て、大人だちたる人の、いやしからぬ声の忍びやかなるけはひして、帰る人四一にやあらむ、「そのこと、危あやふし。火のこと、制せよ」など言ふもあなり。七つ八つばかりなる男子をのこごの、声四二愛敬づき、おごりたる声にて、侍さぶらひのをのこども呼びつ四三き、ものなど言ひたる、いとをかし。また、三つばかりなるちごの、寝おびれてうちしはぶきたるも、いとう四四つくし。乳母めのとの名、母など、うち言ひいでたるも、誰ならむと、知らまほし。

　夜よ一ひと夜よののしり行ひ明あかすに、寝も入らざりつるを、後四五ご夜やなど果てて、すこしうち休みたる寝ね耳みみに、そ四六の寺の仏の御経を、いと荒々しう尊四七たふとくうちい四八でよみたるにぞ、いとわざと尊くしもあらず、修四九す行ぎやう者じやだちたる法師の蓑みのうち着五〇たるなどがよむななりと、ふとうちおどろかれて、あはれに聞ゆ。

　また、夜よるなどは籠らで、人々しき人の五一、青五二あを鈍にびの指さし貫ぬきの綿入りたる、白き衣きぬどもあまた着て、子どもなめりと見ゆる若き男のをかしげなる、装さう束ぞきたる童わらはべなどして、侍さぶらひなどやうの者ども、あまたかしこまりゐ五三ねうしたるも、をかし。かりそめに屛風ばかりを立てて、額ぬかなどすこしつくめり。顔知らぬ五四は、誰ならむと、ゆかし。知りたるは、さなめりと見るも、をかし。若き者どもは、とかく局五五どものあたりに立ちさまよひて、仏の御方かたに目も見入れたてまつらず、別五六べ当たうなど呼び出でて、うちささめき、物語して出でぬる、えせ者とは見えず。

　二月つごもり、三月朔日ついたちこ五七ろ、花盛ざかりに籠りたるも、をかし。きよげなる若き男五八どもの、主しゆうと見ゆる二、三人、桜五九の襖あを、柳六〇やなぎなど、いとをかしうて、く六一くり上げたる指貫の裾もあてやかにぞ見なさるる。つきづきしきをのこに装さう束ぞくをかしうしたる餌六二ゑ袋ぶくろ抱いだかせて、小六三こ舎どねり人わら童はども、紅六四梅、萌六五もえ黄ぎの狩かり衣ぎぬ、色々の衣きぬ、おしすりもどろかしたる袴はかまなど着せたり。花など折らせて、侍さぶらひめきて細ほそやかなる者など具ぐして、金鼓六六ごんぐ打つこそ、をかしけれ。さぞかしと見ゆる人もあれど、いかでかは知らむ、うち過ぎて去いぬるもさうざうしければ、「けしきを見六七せましものを」など言ふも、をかし。

　かやうにて、寺にも籠り、すべて例ならぬ所に、ただ使ふ人の限りしてあるこそ、甲か斐ひなうおぼゆれ。なほ同じほどにて、一つ心に、をかしきこともにくきこともさまざまに言ひあはせつべき人、かならず一人ひとり二人ふたり、あまたも誘さそはまほし。そのある人の中にも、くちをしからぬもあれど、目馴れたるなるべし。男な六八ども、さ思ふにこそあらめ、わざと尋ね呼びありくは。





【校注】

一　能因本「雨などの（の前田本、堺本）降りぬべき」。従うべきに似る。

二　一類「わるし」。能因本、二類による。

三　清水の観音。能因本「はつせ」。

四　屋根、欄干をつけた階段であろう。

五　裳（腰衣）に帯だけしめて上に法衣を着けぬ姿。

六　俱舎論。その中に四句一偈の頌六百頌がある。

七　下の方を革で作り上に薔薇を織った錦を付け、革緒で締める。靴とも。半靴は木靴、黒漆塗り、深沓の上部を欠いた形。

八　主人がたにもその北の方の奥向きにも出入りを許された。

九　主人の縁辺にあたる子弟。

一〇　「の」、能因本、前田本、堺本により補う。

一一　能因本、前田本、二類「人の」の語あり。

一二　三巻本「いらば」。能因本、前田本、堺本により訂す。

一三　本堂の内陣と外陣（参籠者の局をしつらえる）とを隔てるいわゆる結界。格子様の物。

一四　能因本、前田本、堺本「みあかし」。源氏、玉鬘に「おほみあかし」の語例がある。仏前に献ずる燈明。

一五　仏前に絶えることなく供える燈明。

一六　燈明を献ずるについてその趣旨を書いた文書。「みあかしぶみ」という（源氏、玉鬘）。

一七　仏前の読経礼拝のための高座。

一八　火影に身体のゆらめく意であろう。〔補注二八八〕

一九　能因本、前田本、堺本「いだしたる」。

二〇　僧の読む「みあかしぶみ」の文句。

二一　表着の上に前から掛け後で結んで垂らす。仏前での婦人の身仕度。

二二　「つかへ」の音便と見ておく。「塗香」（づかう）とする説があるが、採れない。〔補注二八九〕

二三　閼伽（仏前に供える水）に浮べて仏に供える。

二四　水を注ぐ器。柄の半ばが器の中にあるのでこの名があるという。

二五　昔の盥は左右に二本ずつ柄をすげたいわゆる角（つの）盥。

二六　誦経は寺に読経を依頼すること。その時、特殊な鐘をついた。源氏物語、浮舟にもこの語がある。

二七　三巻本「つく」の語なし。今補う。能因本、堺本「ぬかづく」、前田本「ぬかづくが」。

二八　「させ」一類なし。能因本、前田本、堺本、二類により補う。能、前二本「うちいで」の上に「たかく」（堺たかう）の語あり。

二九　一類「も」。能因本、前田本、堺本、二類により訂す。

三〇　法螺貝。正午に吹く。千載集、巻十八「山寺にまかでたりける時貝吹きけるを聞きてよめる、赤染衛門／今日もまた午の貝こそ吹きつなれ未の歩み近づきにけり」。

三一　依頼の趣旨を書いた状。「その近き寺にも御誦経せさせたまへとて、その料の物、文など書き添へて持て来たり」（源氏物語、浮舟）。

三二　布施の品。装束布帛の類。

三三　寺内の雑役に任ずる者。

三四　前にあった「誦経の鐘」。

三五　験々し、か。

三六　県召の除目も近い。〔二〕〔二二〕など参照。

三七　一類「しらず」。能因本、堺本「しやられず」、前田本、二類「しやらず」。

三八　能因本、前田本、堺本「ほどに」。

三九　鬼屏風か。不詳。能因本、単に「屏風」、前田本、堺本「大屏風」。二類「お」字を欠く。

四〇　能因本、前田本、堺本「ほうと」の語あり。

四一　一類「人〻や」。能因本、前田本、堺本、二類により訂す。

四二　能因本、前田本、堺本「声」なし。

四三　能因本「つけ」。

四四　一類「うちくし」。能因本、前田本、堺本、二類により訂す。

四五　後夜の勤行。後夜は六時の一。ほぼ子から丑にかけての時刻。

四六　その寺の本尊に所縁ある経。ここは法華経、普門品。

四七　能因本「高く」。

四八　能因本、前田本、堺本「いでて」。

四九　山野に修行する僧。

五〇　三巻本「しき」（敷）とあるも前田本、堺本により訂す。大和物語に良少将（遍昭）が仁明天皇の崩に逢って身を隠して法師となり、長谷寺、清水寺に蓑一つを着た姿を現した語が見える。

五一　能因本「おこなひたるが」、前田本、堺本「おとなびたるが」の語あり。

五二　仏事の時の着用例、既出〔三〇〕〔三二〕。

五三　囲繞であろう。

五四　一類「ずは」。能因本、前田本、堺本、二類により訂す。

五五　婦人の局である。平中物語に志賀寺に参籠して女と歌を詠みかわした話もある。

五六　寺の長官。

五七　「ころ」能因本、前田本、堺本により補う。

五八　一類「おとこもの」「こもの」。能因本、前田本、堺本、二類により訂す。

五九　桜がさね。前出〔二〕。

六〇　表白、裏青。

六一　指貫の裾をかかげて括り紐で結ぶ。

六二　外出の時、食料品を入れる。竹籠で形壺に似る（貞丈雑記）。

六三　前出〔三六〕。

六四　紅梅がさね。前出〔二二〕。

六五　表裏とも萌黄。

六六　鰐口。堂の前に高くかけ、垂らした布で打つ。

六七　一類「させまし」。能因本、前田本、堺本、二類により訂す。

六八　一類「なとゝ」。能因本、二類により訂す。前田本、堺本「も」。






〔一一七〕　いみじう心づきなきもの

　祭一、禊二みそぎなど、すべて男の物見るに、ただひとり乗りて見るこそあれ。いかなる心にかあらむ。やむごとなからずとも、若きをのこなどのゆかしがるをも、ひき乗せよかし。透三すき影かげにただひとりた四だよひて、心一つにま五ぼりゐたらむよ。いかばかり心狭せばく、けにくきならむとぞ、おぼゆる。

　ものへ行いき、寺へも詣まうづる日の雨。使ふ人などの、「我をばおぼさず。なにがしこそ、ただ今の時の人」など言ふをほの聞きたる。人よりはすこしにくしと思ふ人の、おしはかり言ごとうちし、すずろなるもの恨みし、我六われかしこなる。





【校注】

一　賀茂の祭。

二　ここは賀茂の祭（中の酉の日）に先立って午ないしは未の日、賀茂川で行われた斎院の御禊であろう。ほかに大嘗会の御禊もあるがここにはややうとい。

三　車の簾の隙間から見える姿。

四　能因本、前田本「かがよひて」。

五　能因本、前田本、二類「まもり」。

六　一類「わが」。能因本による。二類「われさかしがる」。






〔一一八〕　わびしげに見ゆるもの

　六、七月の、午一むま、未ひつじの時ばかりに、きたなげなる車に、えせ牛かけてゆるがし行いく者。雨降らぬ日、張二はり筵むしろしたる車。いと寒きをり、暑きほどなどに、下げ衆す女のなりあしきが、子負おひたる。老いたる乞かた食ゐ。小さき板三いた屋やの黒うきたなげなるが、雨に濡れたる。また、雨いたう降りたるに、小さき馬に乗りて御四ご前ぜんしたる人。冬五はされどよし。夏は袍うへのきぬ、下した襲がさねも、一つにあひたり。





【校注】

一　暑い日盛りである。

二　雨を防ぐために車蓋にかける筵。西宮記に服喪の時の例も見える。

三　板葺の家。

四　前駆。行列の前の先払い。

五　能因本、前田本は「夏は……冬は」とあって逆。堺本、二類は「かうぶりもひしげ云々」の文もあって差違があるが、やはり「夏はされどよし」とある。






〔一一九〕　暑げなるもの

　随一身の長をさの狩衣。衲二なふの袈け裟さ。出三いで居ゐの少将。いみじう肥こえたる人の、髪多かる。六、七月の修ず法ほふの、日四につ中ちゆうの時じ行ふ阿五あ闍ざ梨り。





【校注】

一　不詳。春曙抄は近衛の番長のこととし、評釈は衛府長とする。衛府長は、雑色長とも呼び、小随身、小雑色とともに随身につけられた（桃花蘂葉）が、それ以外明らかでない。随身の服装は、官により、儀式により種々であるが、狩衣か褐衣（闕腋の袍を簡素にしたもの。布製）の時が多い。

二　種々の布帛を綴って厚く製した袈裟。栄花物語、音楽にも見える。一類「のり」、他本「のう」により訂す。

三　七月相撲の節に出居の座に着いて事を行う。正月賭弓の時にも。いずれも近衛の所管。

四　六時の一。昼間は晨朝、日中、日没の三時に分かつ。

五　僧綱（僧正、僧都、律師）に次ぐ有識（已講、内供、阿闍梨）の一。また修法などを執り行う主僧をもいう。ここはそれ。






〔一二〇〕　はづかしきもの

　男の心のうち。いざとき夜一よ居ゐの僧。みそか盗ぬす人びとのさるべき隈くまにゐて見るらむを、誰たれかは知らむ。暗きまぎれに忍びて物引き取る人もあらむかし。そ二はしも、同じ心にをかしとや思ふらむ。

　夜居の僧はいとはづかしきものなり。若き人の集り居て、人の上を言ひ笑ひ、そしりにくみもするを、つくづくと聞き集むる、いとはづかし。「あなうたて、かしかまし」など、御お前まへ近き人などの、けしきばみ言ふをも聞き入れず、言ひ言ひの果ては、皆うちとけて寝三ぬるも、いとはづかし。

　男は、うたて思ふさまならず、もどかしう心づきなきことなどありと見れど、さし向ひたる人を、すかし頼むるこそ、いとはづかしけれ。まして、情なさけありこのましう人に知られたるなどは、おろかなりと思はすべうももてなさずかし。心のうちにのみならず、また皆、これがことはかれに言ひ、かれがことはこれに言ひ聞かすべかめるも、わがことをば知らで、かう語るは、なほこよなきなめりと、思ひやすらむ。い四で、されば、すこしも思ふ人にあへば、心はかなきなめりと見えて、いとはづかしうもあらぬぞかし。いみじうあはれに心苦しう、見捨てがたきことなどを、いささかなにとも思はぬも、いかなる心ぞとこそ、あさましけれ。さすがに人の上を五もどき、ものをいとよく言ふさ六まよ。ことに頼もしき人七なき宮仕へ人などをかたらひて、ただならずなりぬる有あり様さまを八、きよく知らでなどもあ九るは。





【校注】

一　終夜、身近に在って加持する僧。後文によるに中宮のであろう。〔一二九〕に見えるのも同趣。清涼殿では二間に候する。

二　「そはしも同じ心にをかし」一類なし。二類により補う。能因本「それは……」、前田本、堺本「それはしも……」。

三　能因本、前田本「ねぬるのちも」、堺本、二類「ねいりぬるのちも」。

四　能因本、前田本「いであはれ、またあはじと思ふ人にあへば（あらば、前）心はなきものなめりとみえて、はづかしうもあらぬものぞかし」。堺本、二類の文は一類と同趣。

五　能因本、前田本、堺本、二類「をば」。

六　右に同じく「さま」なし。

七　同右「人も」。

八　能因本、前田本「などを」、堺本、二類「などをも」。

九　能因本、前田本「あめるは」。






〔一二一〕　む一とくなるもの

　潮しほ干ひの潟かたにをる大おほ船ふね。大きなる木の、風に吹き倒されて根をささげて横たはれ伏せる。えせ者の、従ず者さかうがへたる。

　人の妻めなどの、すずろなるもの怨ゑんじなどして隠れた二らむを、かならず尋ね騒がむものぞと思ひたるに、さしもあらず、ねたげにもてなしたるに、さ三てもえ旅だちゐたらねば、心と出で来たる四。





【校注】

一　無徳。

二　能因本、前田本、堺本、二類「たるを」。

三　一類「さては」。能因本、前田本、堺本、二類による。

四　二類、この後に堺本と同様のかなりの長異文がある。能因本、前田本は「ねたきもの」の段に同趣の文があり、〔補注二四八〕に示しておいた。二類は〔一二〇〕以下、堺本との一致が著しい。






〔一二二〕　修ず法ほふは、奈一な良ら方がた。仏の御二しんどもなど、よみたてまつりたる、なまめかしう尊たふとし。





【校注】

一　奈良興福寺。「御念仏の僧ども山がた、奈良がた、さるべき所々数知らず群れ参りこむ」（栄花物語、楚王の夢）。

二　「ごしん」と読んで該当すべき語を求めれば、「護身」である。護身法といって、修法に際し、印を結び真言を唱えて仏力の加護を念ずる。浄三業、仏部三摩耶、[image: 蓮]華部三摩耶、金剛部三摩耶、被甲護身の五種の印、ならびにそれぞれに真言がある。もと密教の修法である。興福寺は法相宗。






〔一二三〕　はしたなきもの

　異こと人ひとを呼ぶに、我一われぞとて、さし出でたる。物など取らするをりは、いとど。おのづから人の上などうち言ひそしりた二るに、幼をさなき子三どもの聞き取りて、その人のあるに、言ひいでたる。

　あはれなることなど、人の言ひいで、うち泣きなどするに、げにいとあはれなりなど聞きながら、涙のつ四と出で来こぬ、いとはしたなし。泣き顔作り、けしき異ことになせど、いと甲か斐ひなし。めでたきことを見聞くには、まづただ出で来きにぞ出で来る。





【校注】

一　一類「わかそ」。二類「我そ」による。能因本、前田本、堺本「我か」。

二　能因本、前田本「などしたるを」。

三　能因本、前田本「人」。

四　能因本「ふつと」、前田本「ふと」。






〔一二四〕　八一や幡はたの行幸の還らせたまふに、女二によう院ゐんの御桟三さ敷じきのあなたに御四輿こしとどめて、御消せう息そこ申させた五まひしなど、いみじくめでたく、さばかりの御有あり様さまにてかしこまり申させたまふが、世に知らずいみじきに、まことにこ六ぼるばかり、化け粧さうじたる顔、皆あらはれて、いかに見苦しからむ。

　宣せん旨じの御使つかひにて、斉七ただ信のぶの宰相の中将の御桟敷へまゐりたまひしこそ、いとをかしう見えしか。ただ随ずい身じん四人、いみじう装さう束ぞきたる馬八むま副ぞひの細く白くしたてたるばかりして、二九条の大おほ路ちの広くきよげなるに、めでたき馬をうち早めて急ぎまゐりて、すこし遠くより降おりて、そばの御み簾すの前にさぶらひたまひしなど、いとをかし。一〇御返かへりうけたまはりて、また帰りまゐりて、御輿のもとにて奏したまふほどなど、言ふもおろかなり。

　さて、内うちのわたらせたまふを見たてまつらせたまふらむ御ここち、思ひやりまゐらするは、飛び立ちぬべくこそおぼえしか。それには、長なが泣きをして笑はるるぞかし。よろしき人だに、なほ、子のよきは、いとめでたきものを、かくだに思ひまゐらするもかしこしや。





【校注】

一　石清水八幡宮。長徳元年十月二十二日のこと（日本紀略）。〔補注二九〇〕

二　東三条女院詮子。前出〔八六〕。〔補注二二五〕

三　行列を見物するための仮屋。賀茂の祭の行列の通路に当たる一条の大路には檜皮葺に高欄を設けるといった半永久的な物もあった。

四　神事の行幸であるから葱花輦であろう。

五　三巻本「給（たまふ）」。「（給）し」以下「かしこまり申させ給が」まで能因本により補う。

六　能因本「こぼるれば」。

七　斉信は当時、頭の中将。宰相（参議）に任じたのは翌長徳二年四月。

八　「行幸行啓幷一員御幸之時公卿召[image: 二]具之[image: 一]。祭使召[image: 二]具之[image: 一]」「大臣十人、大納言八人、中納言六人、参議四人、祭使八人」服装は、冠、緌、褐衣（物具装束抄）。斉信は当時公卿でないからこの記事は不審である。

九　三巻本一類勘物に「朱雀也」とある。これも女院が「朱雀院東方」で見物したとする勘物所引小右記の記事に照すに不審で、朱雀大路でなくてはならない。

一〇　能因本「院の別当ぞ申し給し」の一文がある。






〔一二五〕　関一くわん白ぱく殿どの、黒二くろ戸とより出でさせたまふとて、女房のひまなくさぶらふを、（道隆）「あないみじのおもとたちや。翁おきなをいかに笑ひたまふらむ」とて、分け出でさせたまへば、戸三口近き人々、色々の袖口して、御み簾すひき上げたるに、権四ごん大納言の、御沓くつ取りて、はかせたてまつりたまふ、いとものものしくきよげに、よそほしげに、下した襲がさねの裾しり長く引き、所ところ狭せくてさぶらひたまふ。あなめでた、大納言ば五かりに沓くつ取らせたてまつりたまふよ、と見ゆ。山六の井の大納言、その御七次々、さならぬ人々、黒八きものをひき散らしたるやうに、藤九ふぢ壺つぼの塀へいのもとより登とう花くわ殿でんの前まで居ゐ並なみたるに、細ほそやかになまめかしうて御佩刀はかしなどひきつくろはせたまひ、やすらはせたまふに、宮一〇の大だい夫ぶ殿どのは、戸の前に立たせたまへれば、居させたまふまじきなめりと思ふほどに、すこし歩あゆみ出でさせたまへば、ふと居させたまへりしこそ、なほいかばかりの昔の御行ひのほどにかと見たてまつりしこそ、いみじかりしか。

　中一一納言の君の、忌一二き日にちとて、くすしがり行ひたまひしを、（清少）「賜たまへ、その数ず珠ず、しばし。行ひしてめでたき身にならむ」と、借るとて、集りて笑へど、なほ、いとこそめでたけれ。御お前まへにきこしめして、（宮）「仏になりたらむこそは、これよりはまさらめ」とて、うち笑ゑませたまへるを、まためでたくなりてぞ見たてまつる。大だい夫ぶ殿どのの居させたまへるを、かへすがへす聞ゆれば、（宮）「例の思ひ人」と、笑はせたまひし、まいて、こ一三の後のちの御有あり様さまを見たてまつらせたまはましかば、ことわりとおぼしめされなまし。





【校注】

〔一二五〕正暦四五年事也（前田本勘注）。

一　道隆。正暦四年四月関白。

二　清涼殿北廊。

三　黒戸の西面中央の戸であろう。

四　伊周。正暦三年八月権大納言、五年八月内大臣。

五　能因本、前田本「ばかりの人に」。

六　道頼。前出〔一〇〇〕。正暦五年八月権大納言。

七　三巻本「御次々の」。能因本、前田本「次々、さらぬ人々」とあるにより「の」を削る。

八　当時、四位以上は黒袍。

九　飛香舎（藤壺）、その北の凝花舎、襲芳舎とも東面を築垣によってかぎる。この三殿の東側、南から弘徽殿、登花殿の細殿がこれに対する。

一〇　中宮職の長官。道長。道隆の弟。正暦元年十月五日定子立后の時、中宮大夫（時に権中納言）となり、同二年九月権大納言（中宮大夫如[image: レ]元）。

一一　中宮づきの女房。後の〔二六三〕に「中納言の君といふは殿の御叔父の右兵衛督忠君ときこえけるが御むすめ」とある。源俊賢の北の方になった。忠君は道隆の父兼家の同母弟。安和元年歿。

一二　命日。中納言の君の父か母かの命日であろう。

一三　道長は、長徳元年四月に道隆、五月に道兼の両兄が歿するや、五月十一日大納言にして内覧の宣旨を蒙り、六月十九日右大臣に任じ氏の長者となり、以後政権を壟断した。長徳二年左大臣。この末文の筆致は長保二年定子歿後の執筆であることを物語る。






〔一二六〕　九月ばかり、夜よ一ひと夜よ降り明あかしつ一る雨の、今け朝さは止みて、朝日いとけ二ざやかにさし出でたるに、前せん栽ざいの露はこぼるばかり濡れかかりたるも、いとをかし。透三すい垣がいの羅四らん紋もん、軒のきの上な五どにかいたる蜘蛛くもの巣のこぼれ残りたるに、雨のかかりたるが、白き玉をつらぬきたるやうなるこそ、いみじうあはれに、をかしけれ。

　すこし日たけぬれば、萩はぎなどのいと重げな六るに、露の落つるに、枝うち動きて、人も手触れぬにふと上かみ様ざまへあがりたるも、いみじうをかし、と言ひたることどもの、人の心には、つゆをかしからじと思ふこそ、またをかしけれ。





【校注】

一　能因本、前田本、堺本「たる」。

二　能因本、前田本、堺本「はなやかに」。

三　前出〔七一〕。下の「の」能因本、前田本、堺本なし。

四　戸や立蔀、透垣の上部に付けた飾り。細い木を菱形に組み違える。前田本、二類「らもん」。「らんもん」はその音便であろう。

五　一類「などは」。訂す。二類「に」。

六　能因本「なりつるに」、前田本、堺本「なりつる」。






〔一二七〕　七一日の日の若わか菜なを、六日、人の持もて来き騒ぎ、取り散らしなどするに、見も知らぬ草を子どもの取り持もて来きたるを、（清少）「なにとか、これをば言ふ」と問二へば、とみにも言はず、（子）「い三さ」など、これかれ見あはせて、（子）「耳四みみ無な草ぐさとなむ言五ふ」と言ふ者のあれば、（清少）「むべなりけり。聞かぬ顔なるは」と、笑ふに、また、いとをかしげなる菊の生おひ出でたるを持もて来きたれば、





（清少）摘六めどなほ耳みみ無な草ぐさこそあ七はれなれあまたしあればき八くもありけり






と言はまほしけれど、またこれも、聞き入るべうもあらず。





【校注】

一　前出〔二〕。

二　「問へば」、一類ない本もある。能因本なし。二類により補う。

三　一類「いま」。能因本、二類「いさ」。

四　漢名巻耳。石竹科の野草。みみなし、鼠の耳、猫の耳などという。

五　二類「言ふ」以下末までなし。なお二類には「一本」として異本の文を挙げる。〔補注二九一〕

六　草を「摘む」に、つねる意の「つむ」をかける。

七　能因本「つれなけれ」（知らん顔をしている）の方が解し易い。

八　「菊」に「聞く」をかける。











　補　注





一　中国で、正月七日を人日（じんじつ）と称し、七種の菜の羮（あつもの。今の汁のようなもの）を食すれば万病邪気をまぬがれるとする風習があり、平安時代初期のころにはわが国にもこの風があった。『古今集』巻一「仁和の帝（光孝天皇）みこにおはしましける時、人に若菜を賜ひける御歌／君がため春の野に出でて若菜摘むわが衣手に雪は降りつつ」。『河海抄』によれば七種の若菜は、薺（なずな）、蘩蔞（はこべら）、芹（せり）、菁（あおな）、御形（ごぎょう）、須々代（すずしろ）、仏座（ほとけのざ）。

二　馬は陽の獣、青は春の色で、正月七日に青馬を見れば年中の邪気を除くという中国の風から来て、わが国でも正月七日天皇が御覧になる儀があった。仁明天皇の承和元年（八三四）から恒例となったようである。青馬とは、黒毛と白毛のいりまじった毛色の馬をいうので、「青馬」とも「白馬」とも書いたが、後には「白馬」の字をあてることが普通になった。はじめは豊楽院、後には紫宸殿あるいは清涼殿で、左近衛府の舎人の引く白馬三七、二十一匹を御覧になる。行列は左近衛府の舎人が先導し、右近衛府の舎人がしんがりを勤める。各十人、弓箭を帯びる。

三　蔀を立てたような形であるから立蔀という。蔀は、板に横桟を打ち、その上に縦の桟を打った、格子に類する物。『信貴山縁起』の山崎長者の家その他に見えるのがそれである。この文の立蔀は、左衛門の陣のある内裏外廓の建春門から、さらに内廓の宣陽門を見通した所にある、温明殿（うんめいでん）の前に立ててある立蔀であろう。上文に「はつかに見入れたる」と言う所以である。下文に「主殿司、女官などの行きちがひたる」とある場所は、温明殿であろうか。立蔀のはずれから見えるのであろう。

四　叙位は、この当時、正月五日ないし六日に行われ、位記の下付は七日の白馬の節会の日。その翌日であるから、加階した男性貴族と考うべきである（迫徹朗氏）。『春曙抄』は、八日に女叙位、女王禄（おうろく）が行われるから、それかとするが、女叙位は隔年、その式日は当時九日以後である。

五　「除」は前官を除く、「目」は新任の名を記録する意。春行われるのは県召（あがためし）の除目、地方官任命の儀、ここはそれである。その年任期があけて欠員となった国司を任命する。正月九日の夜より三夜にわたって行われるのが古例のようであるが、その日はかならずしも一定していない。他に秋行われる司召（つかさめし）の除目（京官の任命）、臨時に行われる臨時の除目がある。

六　柳の葉を糸と形容する、それに対して繭（まゆ）に籠っている、というのである。『兼輔集』「青柳のまゆに籠れる糸なれば春のくるにぞ色まさりける」（この歌、『貫之集』に三句以下「糸なれど春のくるにや色まさるらむ」とあり、かつ「女柳を見る」の詞書あり）、『兼盛集』「青柳のまゆに籠れる糸なればはるばるのみぞ色まさりける」。

七　能因本には「にくし。花も散りたる後はうたてぞ見ゆる」とある。この方が、次の文への続きは連想上自然である。

八　陰暦四月、中（二番目）の酉（とり）の日に行われた賀茂神社の祭。午（うま）の日斎院の賀茂川原での御禊（ごけい）があり、申（さる）の日関白の賀茂詣で、酉の日斎院、勅使等の参詣がある。盛儀をきわめて、『源氏物語』その他にも所見が多い。

九　蔵人所の職員には、別当、頭（とう）、五位の蔵人、六位の蔵人、非蔵人、雑色（ぞうしき）、所の衆などがある。殿上の間に詰めて天皇側近の御用その他詔勅の伝宣にも関係し、ほとんど禁中一切の事をつかさどる。六位の蔵人は、天皇の着用される麴塵の袍（青色）の着用を許され、晴の時は下﨟の者も着た（〔八四〕めでたきもの）。

一〇　染色は刈安（かりやす。黄色）と紫とで染める。黄ばんだ萌黄（もえぎ）色。織色は、縦青、横黄。『江家次第』によれば、御禊と祭の日、前駆の者で青色のととのわない者は蔵人を経てその由を奏上し、仰せあって蔵人の青色を召して賜う、という記事がある。すなわち前駆の者は青色を着たのである。前駆をつとめるのはやはり『江家次第』によれば、蔵人所の雑色と所の衆のようである。ただし六位の蔵人に補せられるのは雑色であるから、ここの「蔵人思ひしめたる人」は、所の雑色と考うべきである。『餝抄』にも「所雑色御禊前駈着[image: レ]之。拝領由歟」と見える。なお〔八四〕参照。

一一　修験者（しゅげんじゃ）すなわちいわゆる山伏以外にも、効験ある僧も、この名で呼ぶ。病気平癒などの加持祈禱を依頼される人の称。験のあるべき人であるからである。「験方（げんがた）の行ひ」（『源氏物語』若紫）の語も参考になる。ただし能因本はこの箇所「まして験者などのかたはいと苦しげなり。みたけ、熊野、かからぬ山なくありくほどに、恐しき目も見、しるしある聞え出できぬれば、ここかしこに呼ばれ、時めくにつけて安げもなし。いたくわづらふ人にかかりて、もののけ調ずるも、いと苦しければ、ごうじてうちねぶれば、ねぶりなどのみして、ととがむるも、云々」とあり、これによれば修験者のことになる。前田本、堺本にもこの文はない。

一二　平珍材（よしき）の次男。文章生（もんじょうのしょう）出身。前但馬守、後に播磨守。その家は三条にあった（〔二二五〕三条の宮におはしますころ）。

一三　『日本紀略』長保元年八月九日の条に「中宮自[image: 二]職曹司[image: 一]移[image: 二]御前但馬守平生昌宅[image: 一]」と見える。この移御は御産のため。同年十一月七日、皇子御産、敦康親王である。このころは中宮の父関白道隆、母高内侍（こうないし）、外祖父高階成忠等、既に亡く、伊周、隆家の失脚事件もあって中の関白家の勢威、地におちた後であった。中宮の里邸であった二条北宮も焼失後であったので止むなく生昌邸への移御となったのであろう。移御の日九日、左大臣道長は払暁から人を引き連れて宇治の別邸に赴き、行啓の事を行う上卿（しょうけい）もいなかった。『小右記』（小野宮実資の日記）にはこのことを人から聞いて「行啓の事を妨ぐるに似たり。上達部憚る所ありて参内せざるか」（原漢文）と慨嘆している。人々は道長の威勢に恐れ憚り、暗澹たる中宮不遇の時代のことである。なお、下巻年表参照。

一四　前注に引いた『小右記』翌十日の条に「大外記善言朝臣云、去夕、中宮出[image: 二]御前但馬守生昌宅[image: 一]、御[image: レ]輿、一宮乗[image: 二]糸毛車[image: 一]、件宅、板門屋、人々云、未[image: レ]聞[image: 下]御輿出[image: 中]入板門屋[image: 上]云々」とある。これも人からの聞き書きであるが、急遽四足門にはしたものの、板葺であったと見える。そういう門からの御輿の出入は前代未聞のことと人々は言った、というのである。「一宮」とあるのは、後に出て来る姫宮、脩子内親王。

一五　中宮の乗輿は葱花輦（そうかれん）。前後六人ずつ計十二人で肩に担い、前後に二人ずつ綱持ちがある。

一六　この所は、まだ陣屋がしつらえられていないから、と解する。陣屋があれば女房車の乗り打ちはできないのであろう。

一七　『小右記』長保元年九月十九日の条に「日者内裏御猫産[image: レ]子、女院、左大臣、右大臣、有[image: 二]産養事[image: 一]、有[image: 二]衝重、垸飯、納筥之衣等[image: 一]云々、猫乳母馬命婦、時人咲[image: レ]之云々。奇怪之事、天下以目、若是可[image: レ]有[image: レ]徴歟、未[image: レ]聞[image: 三]禽獣用[image: 二]人礼[image: 一]、嗟乎」とあって一条帝の猫の寵愛ぶりがわかる。「女院」は東三条女院詮子、「左大臣」は道長、「右大臣」は顕光。

一八　この夜、清涼殿東庭で乞巧奠（きこうでん）の儀がある。庭に机四脚を立て、上に、菓子、酒、花盤、箏（そう）の琴、そらだきものの香炉等を置く。牽牛（けんぎゅう）、織女（しょくじょ）二星のあい逢うをうかがって、これにお供えをして祭り、機織（はたおり）その他手巧を祈り乞う意味である。

一九　重陽の宴、九日の宴などと称され、主上、南殿に出御あって、群臣に宴を賜わる。詩会が行われ、終って、氷魚（ひお）と菊酒を賜わる。ただしこの宴も、この時代には廃絶していた。行われたのは円融天皇の御代までであったようである。

二〇　菊は仙境の花ということで、長寿を願う意味で、八日の夕方菊花に綿をかぶせ、九日、露に濡れた綿で身の老いを拭い捨てる風習が当時あった。

二一　長保元年六月十四日、内裏焼亡、十六日、一条大宮の院に行幸。翌二年十月十一日、新造内裏に入御。すなわちこの間約一年四か月、仮皇居だった一条大宮院を呼ぶ。〔二三〇〕に「一条の院をば、今内裏とぞいふ」とある。中宮定子は、長保二年二月十一日、今内裏に入御（『御堂関白記』『権記』。『日本紀略』には十二日とする）。その後の動静については、下巻年表参照。今内裏の位置は、『拾芥抄』「一条院」の注に「一条南、大宮東、二町、謙徳公家、又為[image: 二]法住寺大臣為光家[image: 一]也」とある。

二二　正式の内裏では、北の陣（朔平門）は内裏外廓の北門であるから、清涼殿（東に面する。つまり東が正面に当る）の正面に坐した位置からいうと左手になる。今内裏一条の院では北の対を清涼殿に当てたから、その左手に当る東北門を内裏に准じて北の陣と呼称したのである。〔二三〇〕参照。

二三　致平親王（村上天皇皇子）の子、母は左大臣源雅信女（道長室倫子の姉）、道長の養子となった。長徳四年十二月、右近権中将。長保三年二月四日、右大臣顕光息の左近少将藤原重家とともに三井寺に出家した。〔二五九〕〔二六〇〕〔二七七〕参照。

二四　袿、衵とも、ここは男子の着用する物。表着の下に着る。名は二つであるが結局同じ物である。ただし長短の別あり、袿は長く、衵の方が短い。下の「すくせ君」は未詳。

二五　歌枕として著名。大井河を隔てて嵐山に対する。「小倉山峰のもみぢ葉心あらば今ひとたびのみゆき待たなむ」（『拾遺集』巻十七、藤原忠平）。万葉時代の小倉山は大和である。それとは別。

二六　歌枕。相楽郡。「都出でて今日みかの原泉川川風寒し衣かせ山」（『古今集』巻九）。この歌も「貸せ」にかけるが、名前のおもしろさによって挙げたのであろう。

二七　歌枕。春日山の一部。麓に春日神社がある。

二八　『万葉集』に「このくれ」の語は多い。木がしげって暗い意である。所在については『能因歌枕』以外、資料が見当らない。例歌もない。

二九　「いりたつ」は、深く立ち入る意。

三〇　陸前刈田郡、蔵王山の古名。「みちのくの阿武隈川のあなたにや人忘れずの山はさかしき」（『古今六帖』二）。

三一　歌枕として著名。「君をおきてあだし心をわが持たば末の松山波も越えなむ」（『古今集』巻二十）。所在は、陸前宮城郡。

三二　「かたさる」は、場所を人に譲る意から、遠慮するというほどの意味に用いる。

三三　「忘れなむ世にも越路のかへる山いつはた人にあはむとすらむ」（『新古今集』巻九、伊勢。『伊勢集』に一、二句「忘れてはよにこじものを」）。「何時はた」にかける。ただし「いつはた山」と詠んだ歌例、ならびに歌枕の存在は確認しがたい。

三四　「かへる山ありとは聞けど春霞立ち別れなば恋しがるべし」（『古今集』巻八）。

三五　「かにかくに人は言ふとも若狭路の後瀬の山の後もあはむ君」（『万葉集』巻四、坂上大嬢）。

三六　「昔見し人をぞ我はよそに見し朝倉山の雲居はるかに」（『夫木和歌抄』巻二十に、六帖としてのせる。現存『古今六帖』に見えず）。

三七　東遊びの歌の、最後の一章、片おろしに、「大ひれや、をひれの山は、や、寄りてこそ、寄りてこそ、山はよらなれや、遠目はあれど」。なお、『能因歌枕』に「おひれの山」甲斐の国とある。

三八　祭は中の午の日に行われるが、その前二日、辰の日に清涼殿東庭で試楽がある。東遊びを奏するが、その最後が前注の片おろし（一般に「大比礼」と称されていた）である。一歌、二歌、駿河舞、求子歌と順次奏し、終りに大比礼をくり返し歌いながら退出する（『江家次第』『建武年中行事』）。舞人は四位四人、五位四人、六位二人（『江家次第』）。

三九　大物主神の鎮座する霊域。『古今集』巻十八「わがいほは三輪の山もと恋しくはとぶらひ来ませ杉立てる門」。この歌にまつわるいわゆる三輪山型の神婚伝説（たとえば『俊頼髄脳』）によって著名。

四〇　『古今集』巻九「このたびはぬさも取りあへず手向山紅葉の錦神のまにまに」（菅原道真）。木津から奈良に通ずる奈良坂のある奈良山であろう。

四一　『古今和歌六帖』二「津の国の待ちかね山のよぶこ鳥鳴けど今来（く）といふ人もなし」。『能因歌枕』にも摂津国とある。

四二　『能因歌枕』に、摂津国。摂津国豊島（てしま）郡玉坂は中古の歌にも名が著われている。あるいはそれによって虚構された歌枕か。中世には、ほととぎすとともに詠まれた例歌がある。

四三　大和三山の一。『万葉集』巻一の三山の歌以来、著名の歌枕。平安時代には、「耳なしの山の口なし得てしがな思ひの色の下染めにせむ」（『古今集』巻十九、誹諧歌）などのように、「耳無し」の意を利かせる。

四四　『拾遺集』巻十二「なき名のみたつの市とは騒げどもいさまた人をうるよしもなし」（人丸）。添上（そうのかみ）郡、大安寺村の南に接して辰市村がある。平城京、左京九条の地にあたる。『八雲御抄』に「辰日たつなり」とあるように、市の立つ日による名である。

四五　三輪山の麓、金屋（かなや）の地。初瀬峡谷の入口にあたり、平安時代には長谷寺参詣の人々の基地になった。

四六　本尊は十一面観音。当時上下の尊信を集め、参詣の記事は仮名文学にも多い。

四七　『大和物語』の在次君の物語に小総（おふさ）の駅（うまや）というのが出てくる。相模の国、足柄下郡酒匂の地。あるいはそこか。

四八　『詞花集』巻七「播磨なる飾磨に染むるあながちに人を恋しと思ふころかな」（曾根好忠）。古くからの海港。「飾磨のかち」と歌に詠まれた藍染めの名産地であった。

四九　「をふさ」「飾磨」「飛鳥」いずれも地名としては確認できるが、市としては確認できない。飾磨の市のみは、『千載集』巻十四に「恋をのみ飾磨の市に立つ民も堪へぬ思ひに身をやかへてむ」という俊成の歌があり、『夫木抄』にも例歌がある。

五〇　武庫（むこ）郡。「ゆづり葉の嶽（だけ）」に同じという（『春曙抄』）。「ゆづり葉の嶽」は、武庫川の南岸伊孑志（いそし）村の上方（摂津志）。また六甲の最高峰とする説もある（『大日本地名辞書』）。

五一　東山の一峰、豊国（とよくに）山の絶頂。山腹と麓に阿弥陀堂があったが、中世に亡んだ。「今よりは阿弥陀が峰の月影を千代の後まで頼むばかりぞ」（『公任集』）。

五二　『拾遺集』巻十「近江なる弥高山の榊にて君が千代をば祈りかざさむ」（兼盛）。『大日本地名辞書』は伊吹山をそれとする。『金葉集』巻五「大嘗会の主基方、備中の国弥高山をよめる／雪降れば弥高山の梢にはまだ冬ながら花咲きにけり」（藤原行盛）。両者とも弥高山であるが、通説はこれによって近江あるいは備中とする。前田家本『元輔集』、「れいせん院の御ときのだい上ゑのうた」としてある一連の歌の終りに、「いやたかのみね」として、「さゞれいしのいはほとなればはりまなるいやたかのみねいやたかになる」の歌がある。これによれば弥高の峰は、播磨とすべきか。この歌、『夫木抄』巻二十一にも載せる。

五三　相楽郡。元明天皇以来離宮があり、聖武天皇の御代、一時帝都が営まれた。『万葉』にも詠まれている。『新古今集』巻十一「みかの原わきて流るる泉川いつ見きとてか恋しかるらむ」（兼輔）。なお〔補注二六〕の歌など。

五四　北葛城郡。古地名片岡の一部で今王寺村に当たるという。葦田と書いた。『古今集』巻五「霧立ちて雁ぞ鳴くなる片岡のあしたの原は紅葉しぬらむ」。平安時代は「朝（あした）」の語が意識されるようになったらしい。

五五　『新古今集』巻十一「平定文の家の歌合に／園原や伏せ屋におふるははき木のありとは見えてあはぬ君かな」（坂上是則）。

五六　北河内郡。内助（ないじょ）が淵と呼ばれていたのがそれであるという。『万葉集』にも詠まれている草くさ加か江えの跡である。

五七　高市郡高市村大字稲淵の地名があるが、淵の存否は不明。諸注これを当てる。

五八　宮津湾の古名。天の橋立で著名。「たが為に渡しそめけむ与謝の海の浦に世を経る天の橋立」（『能宣集』）。

五九　能因本、前田本、堺本「かはぐちの海」。これを摂津淀川の河口かとする注もあるが、不明。なお能因本はこの後に「伊勢の海」とある。

六〇　南河内郡、大坂磯長（しなが）陵、孝徳天皇の御陵の別名（名所図会）、百舌鳥野（もずの。和泉の国、泉北郡）の仁徳天皇御陵の別名（『抄』『旁註』『春曙抄』）とする諸説がある。百舌鳥野陵とする説に従うべきであろう。『比古婆衣』巻二十に説がある。なお、三巻本「うくるす」。能因本、前田本、堺本、三巻本抜書本により訂す。

六一　能因本、前田本には「かしはばらのみささぎ」（堺本「かしはら」）とある。これによれば桓武天皇の柏原（かしはら）陵（山城、紀伊郡、伏見山）であろう。

六二　『春曙抄』には「若しあめのみかどの御陵にや」として、天智天皇の山科陵かとし、『評釈』は聖武天皇の佐保山陵かとする。聖武天皇を「あめのみかど」と称したので、佐保山陵であろうと、『比古婆衣』巻二十に言う。

六三　宝飯（ほい）郡、飽海（あくみ）川（豊川）の下流。「行けばありゆかねば苦ししかすがの渡りに来てぞ思ひわづらふ」（『中務集』）。言葉としては「さすが」の意で、それに掛ける。

六四　須磨で、淡路への渡りをいうかとされる。「こりずま」は、恋に懲（こ）りずの意で須磨に言いかける歌語。なお三巻本「こりすき」。前田本、堺本、三巻本抜書本により訂す。

六五　『八雲御抄』には「加賀」とする本もある。『評釈』は、越中、常願寺川右岸の水橋かとする。北陸道の駅であった。堯恵の『善光寺紀行』（群書類従）に「明くれば程なく水橋といふわたりにうつりぬ、いたづらに人頼めなる水橋や舟よりほかに行くかたもなし」とあるのを、前後の記事から考えて、同所と定めてよい。

六六　この段は三巻本のみにある。前田本、堺本は前の「渡り」の中に「たまつくりのわたり」というのがある。この辺、本文に混乱があるようである。「たまつくり」を地名とすれば、最も著名なのは摂津、その岸に四天王寺を建てた玉造の地である。

六七　『拾芥抄』に陽明門をいうと見える。大内裏東面の門。神楽歌の早歌に「近衛の御門（みかど）に巾子（こじ）落つと、云々」とある。

六八　二条院は「二条北、堀川東。天暦母后御領」（『拾芥抄』）。天暦母后は藤原穏子。次の「みかゐ」は未詳。能因本、前田本は、「せかゐ」の次にある。

六九　「一条南、大宮東、二町。謙徳公家。又為[image: 二]法住寺大臣為光家[image: 一]也」（『拾芥抄』）。謙徳公は藤原伊尹。為光はその弟。なお〔補注二一〕参照。

七〇　「正親町北、京極西、二町。忠仁公家」（『拾芥抄』）。藤原良房の邸宅、後にその女明子（文徳天皇后、染殿の后）が伝領したので、宮と呼んだ。『拾芥抄』によれば、或本には染殿と清和院は同所とある、という。

七一　三巻本「せかい院」。能因本、前田本「せかゐ」。「正親町南、京極西。清和母后在所」（『拾芥抄』）。「清和母后」とは、すなわち染殿の后のこと。

七二　「勘解由小路南、烏丸西、一丁。菅贈太政大臣御所。或云、参議是善家也。当時号[image: 二]歓喜光寺[image: 一]。北野祭日、神氏来[image: 二]此所[image: 一]、取[image: 二]枇杷[image: 一]供[image: レ]神云々」（『拾芥抄』）。是善は道真の父。

七三　「大炊御門南、堀川西。嵯峨天皇御宇、此院累代後院、弘仁亭、本名冷然院云々。而依[image: 二]火災[image: 一]改[image: 二]然字[image: 一]為[image: レ]泉。天暦御記、然者改[image: 二]冷然[image: 一]為[image: 二]冷泉[image: 一]也」（『拾芥抄』）。後院（ごいん）とは、譲位後の御所としてあらかじめ定め置く御所。

七四　「二条南、西洞院西、一町。冬嗣大臣家。金岡畳[image: 二]水石[image: 一]。公季公伝領云々」（『拾芥抄』）。金岡は巨勢金岡。公季は閑院の左大将と呼ばれた。

七五　「累代後院。或号[image: 二]四条後院[image: 一]。三条南、朱雀西、四丁。四条北面、坊城東」（『拾芥抄』）。

七六　「大炊御門南、烏丸西。惟喬親王家。定頼公伝領之。清慎公伝領之」（『拾芥抄』）。清慎公は実頼。小野の宮を号した。

七七　「五条坊門北、町西。北野御子家。或天神御所」（『拾芥抄』）。

七八　『拾芥抄』「井戸殿」の注に「又県ノ井戸。一条北、東洞院西角」。『後撰集』巻三「あがたの井戸といふ家より藤原治方につかはしける／都人来ても折らなむ蛙鳴くあがたの井戸の山吹の花」（橘公平女）。

七九　『拾芥抄』「竹三条」の注に「押小路南、東洞院東。或云、二条院（殿之）内云々」。『二中歴』にも「押小路南、東洞院東。籠[image: 二]二条殿内[image: 一]」とある。能因本、前田本によれば「東三条院」。

八〇　能因本、前田本、堺本は「小六条」。『拾芥抄』「北院」の注に「楊梅北、烏丸西。又号[image: 二]小六条[image: 一]。小一（六）条院御領。今小六条殿」とある。

八一　「近衛南、東洞院西。師尹公家。一云、山吹殿。清和天皇誕生所。貞信公家。坤角有[image: 二]宗像社[image: 一]」（『拾芥抄』）。

八二　清涼殿の東北隅に荒海の障子と称する襖障子がある。位置は『禁秘抄』によれば弘廂の北、「北有[image: 二]荒海障子[image: 一]。南方手長足長、北面宇治網代、布障子墨絵也」とある。手長足長は『山海経』に見える「長臂（ひ）国」「長股（こ）国」の図。長臂国の人はよく水中の魚を捕る。長股国の人、常に長臂の人を負うて海中に入りて魚を捕るという。

八三　清涼殿の北に、東から弘徽殿の上の御局、萩の戸、藤壺の上の御局と、三つの間が並んでいる。三間ともその戸は北側にあり、弘廂に面する弘徽殿の上の御局の東面は格子である。よって思うに荒海の障子の位置は、弘廂北端ではなく、これらの戸の面する位置でなくてはならない。それ故、古くは、北廊との隔ての襖障子を呼んだのであろうと思われる。下文によるも、この推定の方がよい。『古今著聞集』にも「萩の戸の前なる布障子を荒海の障子と名づけて、云々」とある。なお同書によれば、これは一条院以来の新画であるという。

八四　中宮定子の兄。正暦三年八月権大納言、同五年八月内大臣。この年二十一歳。

八五　清涼殿北廊（黒戸御所）東面の、簀子に面する半蔀であろう。蔀の小さいのを半蔀という。さらに小がついているが、詳細は不明。蔀は格子より製の粗末な物（補注三）。伊周の坐した簀子は弘徽殿の上の御局の北正面で直角に北に折れて、それが北廊東面になっている。

八六　大床子の御膳の場合、一の御台、二の御台と台盤二つを大床子（椅子）の前に据え、次に一の御盤、二の御盤というように食事を盛った器を運ぶ。『日中行事』には六の御盤まで見える。盤は、皿の意。

八七　「蔵人、台盤所の簀子に高欄に手をかけて、おものまゐる（あるいは、まゐりぬ）と奏す」（『日中行事』）。

八八　清涼殿の北廂を、萩の戸と藤壺の上の御局との境で東西にしきる戸をいうが、ここは、南の二間を通って日御座に行かれた、その間じきりの戸であろう。

八九　『禁秘抄』に「陪膳上﨟四位、候[image: 二]役送[image: 一]常事也。又公卿候[image: 二]陪膳[image: 一]上古常候也」とあるから、この時は公卿であろう。後世は蔵人頭。

九〇　「はいぜん、座にてをのこども召す、ふた声。蔵人、鬼の間のとりゐ障子の下に進む。……陪膳、まかり候と仰す」（『日中行事』）。

九一　詞書「染殿の后の御前に、花瓶に桜の花をささせたまへるを見て、よめる、前太政大臣」。染殿の后は、文徳天皇の后、明子。その父良房の歌である。歌の「花」は暗に后をさす。

九二　竹で作り、長さ三寸（『江家次第』）。薄い竹に裂けめを入れて、目印のため、書類や読みさしの本の紙にはさんでおいた物のようである。ここは答えられなかった歌の所にはさんでおくのであろう。

九三　村上天皇の女御。左大臣藤原師尹の女。髪長く、美人の聞こえ高く、寵を専らにした。『大鏡』師尹伝に、以下に書かれている逸話も語られている。

九四　琴（きん）は、中国で最も尊ばれた楽器であるが、奏法もむつかしく、かつ種々の伝説もあって、平安中期には一般に行われなくなった。『宇津保』『源氏』など参照。

九五　この箇所、能因本「人々殿に申したてまつりければ」、前田本「殿に人々申しにたてまつりたりければ」と、いずれも「人々」の語が前後にある。

九六　『江家次第』賀茂の祭に宮中から社頭に発遣される行列の次第を記した路頭次第の中に「内侍車」というのがある。あるいはそれか。〔二〇八〕の最後の一節に「内侍の車」というのが見える。これは『江家次第』に見える「内侍車」であろう。『集註』に「賀茂祭の日皇后の御使役を命ぜられて、参る事もあるなり」とあるのは、今、拠るところを知らない。

九七　十一月の中の丑の日、五節の帳台の試みがあり、天皇が常寧殿で舞姫の舞を御覧になる。寅の日、清涼殿における御前の試み、卯の日（新嘗会）童女御覧、辰の日、豊明節会（とよのあかりのせちえ）、舞姫が舞を奏する。新嘗会、大嘗会に付随する行事で、『河海抄』によれば、舞姫を、新嘗会の時は公卿より二人、殿上人受領より二人、大嘗会の時は公卿より二人、殿上人受領より三人、さし出す。

九八　川の中に、上流を広く下流を狭く左右に杭をびっしり打って、その狭い出口に水面すれすれくらいに簀を張って水を落し、魚を取る。山城の宇治川、近江の田上川に設けて氷魚を取った。その期間は、『延喜式』によれば九月から十二月、秋の終りから冬にかけてである。特に宇治の網代は都人士にも親しかった。

九九　「御厨子所の方を見れば、さるべき下﨟男どもや、何くれの供奉たち、また袂あげたる下法師ばらのつきづきしき、五六人、地火炉のもとに居なみて、おものどもをいそぐめり」（『栄花物語』玉のうてな）。

一〇〇　陰陽道の説くところで、これから行こうとする方角が、天一神、太白神などの遊行している方角に当たる時、災いを避けるため、他所に一泊して、その方角を違えること。

一〇一　もともと立春、立夏、立秋、立冬の前夜、すなわち次の季節に入る前夜をいう。しかし方違えをする風習が固定したのは、立春の前夜と見るべきであろう。〔二八三〕「節分違へなどして」の一節は、その季節感から見て、立春前夜と見るを妥当とする。

一〇二　物怪を験者の法力によって病人からよりまし（多くは若い女性だったようである）に駆り移してこれを責め、よりましの口を借りた物怪の素姓の白状によって、対策を講ずる。その調伏の情景は、諸書に所見があるが、本書下巻、一本〔二三〕の文にその描写がある。

一〇三　この時代の物の製はかならずしも明らかではない。後には麝香、沈などの香を袋に入れて付ける。五月五日、これを肘に懸ければ悪病を受けず寿命を延べるという。もと中国の風。宮中では糸所より調進するが、一般にも趣向をこらして作製して人に贈る風があった。

一〇四　能因本「ねおきてあむるゆは、はらだゝしくさへこそおぼゆれ。しはすのつごもりのながあめ。百日ばかりのしやうじのけだいとやいふべからむ。八月のしらがさね。ちあえずなりぬるめのと」。前田本「ねおきてあぶるゆ、はらだゝしうさへこそおぼゆれ。しはすのつごもりがたのながあめ。八月のしらがさね。ちあえずなりぬるめのと」。

一〇五　この箇所、能因本は「うるはしき糸のあはせくりしたる」（前田本「あはせくりたる」）。練繰（ねりぐり）の糸のこととされる。「搓合せざる二筋の糸を合せて糊をひきたるもの」（『集註』）。

一〇六　湘中老人のことであろう（『評釈』）。唐の呂雲卿、嘗て君山の側に寓す。一老人に遇い、酒を索（もと）めて数（しばしば）行く。老人歌って曰く、「湘中老人黄老を読む、手に紫纍（しるい）を援りて碧草に坐す。春至って湘水の深きを知らず、日暮れて巴陵の道を忘却す」（『列仙全伝』巻六）。湘水が溢れて君山が湖中の島となったのを知らず、家路の巴陵の道を忘れ果てたというのである。

一〇七　小一条左大臣師尹の二男。寛和二年当時、四十六歳、権大納言、右近衛大将。妹芳子は村上天皇の宣耀殿の女御。女娍子は三条天皇皇后になった。長徳元年四月歿。




　この時の八講については『本朝世紀』寛和二年六月二十日の条に「天晴。諸卿不参。無[image: レ]政。従[image: 二]去十八日[image: 一]至[image: 二]廿一日[image: 一]限[image: 二]四箇日[image: 一]、右近衛大将済時卿、於[image: 二]白河[image: 一]被[image: レ]行[image: 二]八講[image: 一]。諸卿毎日被[image: 二]進向[image: 一]。但今日依[image: レ]当[image: 二]五巻日[image: 一]、諸卿並諸大夫各以[image: 二]珍宝[image: 一]被[image: 二]捧物[image: 一]」とある。




一〇八　三巻本「あさましき」、前田本「あかき」。能因本により改む。

一〇九　小野宮実頼の孫。書法の名手で、道風、行成とともに三蹟と称せられた。当時、四十三歳、従三位、参議、勘解由長官。本文の「宰相」は参議の唐名。なお能因本、前田本「すけまさ」が「やすちか」とある。藤原安親、摂津守仲正の三男、参議に任ぜられたのは、この年の翌年永延元年、六十六歳の時である。事実に即すれば、三巻本の本文の方がよい。能因本は、後人の改訂であろう。

一一〇　済時の兄定時の子。中古三十六人歌仙の一人。寛和二年当時は左近少将で、本文の兵衛佐はその前官、天元元年（九七八）二月右兵衛権佐に任じている。左近少将に任じたのは永観二年（九八四）二月で、この時から二年ほど前である（『中古歌仙三十六人伝』）。

一一一　『栄花物語』月の宴に「宰相（済時）の御甥の実方の侍従も、この宰相を親にしたてまつりたまふ。この姫君（娍子、母延光女）の御兄にて、男君は長命君と言ひておはす」。同、見はてぬ夢に「長命君とて侍従にておはせしは出家したまひてしをぞ、云々」とある。『尊卑分脈』によれば、相任は、母延光女、従五位下、侍従、寛和二年出家、年十六。実方は父定時が早世したので、済時の手許で養われたのである。なお、侍従は中務省に属し、天皇近侍の役。

一一二　下の「なににかあらむ」の「あらむ」以下後出「ある限り、大人（おとな）」までの部分が、三巻本では次の〔三三〕の「露もあはれなるにや」の次に誤って混入している。今、錯簡を正す。

一一三　能因本「歌などの文字を言ひあやまちてばかりこそ呼びかへさめ。久しかりつるほどにあるべきことかは（かは─前田本「は」）なほすべきにもあらじものを、とぞおぼえたる」。能因本の「かは」は反語。歌の文句を間違うなどということはあっていいことであろうか、の意。これでも通ずるが、三巻本、前田本に照らせば、後の意改かと思われる。三巻本諸注に前半を、歌の文字を言い誤ったぐらいでこうは呼びかえそうか、とするのは誤り。

一一四　この時、もう一人の大納言に源重信がいる。これと区別して為光を藤大納言と呼んだのである。三巻本勘物に従って問題はあるまい。

一一五　真直な木を曲げようとして折ってしまったようなものだ、の意で、『後撰』の歌と考え合わせると、風流な答えを無理に要求して、かえって興ざめな返事しか貰えなかった、ということであろう。『評釈』の説に従うべく、『春曙抄』に「すなほにいふべき事を曲節なしたるをあざけり給ふ詞也」とするのは、いかがか。『評釈』は、「どうも御答えが出来かねますから、よろしくお取りなしくだされ」といった返事だったのであろうとする。深切の解である。

一一六　能因本「香染めのひとへ、くれなゐのこまやかなる生絹の袴の腰いと長く」。前田本、堺本「ひとへは香染め、黄生絹などにや、くれなゐの袴の腰のいと長く」。

一一七　この箇所、三巻本に錯簡のある箇所。〔三二〕〔補注一一二〕参照。三巻本の「に」は錯簡を生じた後の改訂であろう。

一一八　能因本、前田本「卯の花は、しな劣りてなにとなけれど、咲くころのをかしう、郭公の蔭に隠るらむと思ふに、いとをかし。祭のかへさに紫野のわたり近きあやしき家ども、おどろなる垣根などにいと白う（前田本「く」）咲きたるこそをかしけれ。青色の上に白きひとへがさねかづきたる（前田本「かさねてきたる」）、青朽葉などにかよひて、なほいとをかし」。

一一九　『万葉』以来の歌枕であるが、このころは既に湮滅していたらしい。「鳥もゐで幾世経ぬらむ勝間田の池にはいひの跡だにもなし」（『後拾遺集』巻十八、藤原範永）。

一二〇　この時代は、「言はれ」に言い掛ける。「なきことをいはれの池の浮きぬなは苦しきものは世にこそありけれ」（『拾遺集』巻十二）。

一二一　昔、奈良の帝（平城天皇）にお仕えする采女があり、帝を慕って、殿上人などの求婚も退けていたが、帝は一度召しただけで忘れ、二度と召されることのないのを悲しんで、ある夜ひそかに猿沢の池に身を投じて死んだ。帝はこれを知ってふびんに思い、池のほとりに行幸して人々に歌を詠ませた。人麻呂の歌、「わぎもこがねくたれ髪を猿沢の池の玉藻と見るぞ悲しき」。この歌、『拾遺集』巻二十にも載せるが、詞書に行幸のことは見えない。

一二二　女官の勤務評定、衣服裁縫の事などをつかさどる。内裏の北。薬玉は糸所より献ずると『西宮記』その他に見えるが、糸所は縫殿の別所（『江家次第』巻二、頭注）であるから、縫殿よりと言ったか（『集註』）。

一二三　この部分、前後の解、『評釈』による。『河海抄』螢の巻所引、延喜十三年五月五日の御記に「撤[image: 二]去年九日茱萸[image: 一]、以[image: 二]薬玉[image: 一]替懸、着[image: 二]御柱[image: 一]、前例也」とあり（『評釈』にも引く）、以下の文意から見ても、他に解しようはない。なお『河海抄』には「五月五日糸所薬玉を供す。去年の菊花茱萸を撤して御帳の東の柱に結付也」と説明がある。

一二四　五節の舞姫に従う童女が、紅の薄様紙を細長く切って髪の左右に付ける。これを物忌と言ったことが『雅亮装束抄』に見える。『集註』はこれによって解し、薄様のかわりに菖蒲の葉を用いるのであろうとする。いずれ、一般の物忌とは違って、五月五日に限って、おそらくは髪に何かを付ける風習があったのであろう。

一二五　『評釈』に、作り枝もあるか、という。なお、この前後、能因本、前田本「唐衣、汗衫に（に─能因本ナシ）長き根（を─前田本アリ）をかしき折枝ども、むらごの組して」。

一二六　『綺語抄』上巻に素盞嗚尊歌として「あしひきの山べ暗しと白樫の枝もたわわに雪の降れれば」（「あしひき」の項）の歌を挙げ、『和歌童蒙抄』巻三にも同じく尊の詠として「あしひきの山べはゆかじ白樫の枝もたわわに雪の降れれば」、『能因歌枕』に「山、あしひきといふ、しなてるやともいふ。そさのおのみことのあしひきの山へいらじと云けるをはじめていひそむ」とある。こうした歌学書の記載によれば、歌語り的な伝説の存在したことは確かで、作者はたまたま耳にした伝えに拠って書いたのであろう。いずれの歌によるも、作者の聞いた話はかなりの訛誤を含んでいるようである。『拾遺集』の原歌は『万葉集』巻十。

一二七　能因本「つやめきたるは、いと青うきよげなるに、思ひかけず似るべくもあらぬ茎の、赤く」、堺本「つやめき、ふさやぎたる葉はいと青くきよげなるに、思ひかけず似るべくもあらず茎の赤う」、前田本「つやめき、こはげなるに、思ひかけず似るべくもあらぬ茎の、赤く」。

一二八　宮中では、大根一坏、瓜串刺二坏、押鮎一坏、煮塩鮎一坏、猪宍一坏、鹿宍一坏（『江家次第』）。なお、猪宍は雉を以て代用、鹿宍は鴫を以て代用、或説によれば鹿宍なき時は腹赤を用いる、との注がある。一般もこれに准じたものであろう。

一二九　『俊頼髄脳』は「山鳥のをろのはつ尾に鏡かけとなふべみこそなによそりけめ」（原歌、『万葉集』巻十四）の解として「この歌の鏡のこと、たしかに見えたることなし。昔、隣の国より山鳥を奉りて、鳴く声たへにして聞く者うれへを忘るといへり。みかど、これを得て喜び給ふにまたく鳴くことなし。女御のあまたおはしけるに、この鳥鳴かせたらむ女御を后には立てむと宣旨を下されたりければ、思ひはかりおはしける女御の、友を離れて独りあれば鳴かぬなめりとて、明かなる鏡をこのつらに立てりければ、鏡を見て喜べるけしきにて鳴くことを得たり。尾をひろげて鏡のおもてに当てて喜び鳴く声まことにしげし。これを鳴かせ給へる女御、后に立ちて、かたはらの女御、ねたみそねみ給ふこと限りなしと言へり。是が心を取りてよめるとぞ」とある。続いて「足引の山鳥の尾のしだり尾の長々し夜をひとりかもぬる」（『拾遺集』巻十三、人麻呂）の解として、山鳥の雌雄、夜は山の尾を隔てて一所には臥さないものである云々の説が見える。『奥義抄』には、先の『万葉』の「鏡かけ」の歌の解として、同様の、女御の説話を挙げ、「或説には、山鳥は夜になれば、め鳥と山を隔ててべちべちにぬるに、暁になりて雄鳥の尾をもたげて見るにめ鳥のある所の鏡にて見ゆる也」という異説を挙げる。『袖中抄』にも諸説が列挙されている。

一三〇　これも直接には歌学的知識であろう。「あしたづの独りおくれて鳴く声は雲の上まで聞えつがなむ。鶴鳴[image: 二]九皐[image: 一]声聞[image: レ]天と云ふ文也。古歌云。から衣したてる姫の妻恋ぞあめに聞ゆるたづならぬねを。是も此心也。云々」（『奥義抄』）。

一三一　『河海抄』総角の注に「我深敬[image: 二]汝等[image: 一]不[image: 二]敢軽慢[image: 一]、所以者何、汝等皆行[image: 二]菩薩道[image: 一]当[image: レ]得[image: レ]作[image: レ]仏（法華経、常不軽所品）。釈尊、因位に不軽菩薩として此廿四字の偈を唱て四衆を礼拝し給ひし也。これは一切衆生の仏性あるゆゑにおがみ給ひし也」とある。

一三二　一品式部卿為平親王二男。母、左大臣源高明女。正暦三年八月、弾正大弼。長徳四年十月左近中将。寛弘二年六月蔵人頭。寛弘六年三月参議に任ぜられたが、「左中将如[image: レ]元」とある（『公卿補任』）。

一三三　細殿は、この草子に〔七三〕〔二二四〕〔二三三〕などに見える。『評釈』は登花殿の西廂とする。弘徽殿、登花殿の西廂、それと対称的な位置にある麗景殿、宣耀殿の東廂を呼ぶ。女房の局にあてられていた。この草子に見える細殿は、文章の内容から見て、弘徽殿か登花殿の細殿である。その前は、北よりする参内者の通路に当たっている。中宮定子が登花殿におられたという記事があるから（たとえば〔一〇一〕）、『評釈』はそれによって登花殿の西廂としたのである。

一三四　近衛の将曹、府生、番長、舎人が勤める。太上天皇十四人（将曹二人、府生二人、番長二人、以上騎馬、近衛八人、歩）。摂政関白十人（府生二人、番長二人、以上騎馬、近衛六人）。大将、大臣八人。納言、参議六人。中将四人。少将二人。諸衛督四人、佐二人（『弘安礼節』）。

一三五　村上天皇の天暦ごろは、『吏部王記』によるに親王一尺五寸、大臣一尺、納言八寸、参議六寸で短かったが、後一条天皇の延久二年の符宣に、大臣七尺、納言六尺、参議五尺、四五位四尺と定めた。その後も長くなる傾向があった。一条天皇ころは、大体この延久の長さを以て推せばよかろう。服色の制乱れて、裾の長短を以て区別したのである（『装束図解』による）。

一三六　一条摂政伊尹の孫、父義孝早世して祖父に養われた。この草子にも出て来る藤原公任、藤原斉信、源俊賢とともに四納言と称せられた一条朝の才子。書法の名手で、世尊寺様の祖とされる。官歴は六段の注にも記したが、長徳元年八月蔵人頭、同二年四月権左中弁、同年八月左中弁、四年十月二十二日右大弁、長保三年八月参議であるから、頭弁と呼ばれた期間は長徳二年四月─長保三年八月であるが、冒頭の部分は、下文により行成は中弁のようであるから、長徳二年四月─同四年十月の間に限定されよう。より限定しては中宮の職御曹司滞在の期間と考え合わせて長徳三年六月─四年十月の間と考えられよう。長徳三年は、行成二十六歳。

一三七　「さはらか」の語例を検するに、「髪のすそすこし細りてさはらかにかかれるしも」（『源氏』初音）、「髪のかかりのすこしさはらかなるほどに薄らぎにけるも」（同）、「髪さはらかなるほどに落ちたるなるべし、末すこし細りて」（同、椎本）とあり、落ち細った髪の末の形容であるから、「すぢ」（筋）とある三巻本の本文はよくないであろう。

一三八　殿上人の名対面の場所は、『日中行事』に「蔵人頭、孫廂の南のはしにしりをかく。殿上人は上の戸（殿上の間の東の戸）の口、六位は壁のもとに候す」とあるによれば、殿上の間であろう。本文の「くづれ出づる」の感じがそぐわないようにも思うが、他に解しようもない。「六位蔵人、上首（頭）の前に進みて、たそ、と言ふ。おのおの名のりす」（『日中行事』）とあるから、問うのは六位蔵人の役であるが、「御前に人さぶらふをりは、やがて問ふ」のである。

一三九　『日中行事』に、続いて「二間（ふたま）の前の階（はし）より第三の板敷の上に膝まづきて、たれたれか侍る、と言ふ。滝口弦打ちして、おのおの名のりをとなふ」とある。『侍中群要』には「於[image: 二]昆明池障子下[image: 一]、向[image: レ]巽」とあって、その位置は等しい。「高膝まづき」は、両膝をついて腰をのばした姿勢であろう。

一四〇　〔一〇四〕にも登場する人物であるが、そこの三巻本勘物に「源方弘、文章生、長徳二年正月十四日蔵人、廿二、和泉守致明男、三年八月修理亮、四年十月廿三日式部丞、五年叙、寛弘六年正月阿波守、長和四年亡」とある。その六位の蔵人在任は、長徳二年正月─長徳五年（長保元年）正月である。

一四一　次に、能因本には以下の如き長文がある（前田本も、ほぼ同じ）。○は章段の初頭を示す。




あまりやせからめきたるは心いられたらむとおしはからる。




　○よろづよりは牛飼わらはべのなりあしくて持たるこそあれ。こともの（「もの」前田本ニヨリ補ウ）どもは、されどしりに立ちてこそいけ。先につとまもられいく者、きたなげなるは心うし。車のしりにことなることなきをのこどもの連れ立ちたる、いと見苦し。ほそらかなるをのこ、随身など見えぬべきが、黒き袴の裾濃なる、狩衣は何もうちなればみたる、走る車のかたなどにのどやかにてうち添ひたるこそ、わる（前田本「わろ」）者とは見えね。なほ、おほかた、なりあしくて人使ふはわろかり（前田本「わろし」。以下ノ文ナシ）。着やれなど時々うちしたれど、なればみて罪なきは、さるかたなりや。使ひ人などこそはありて、わらはべのきたなげなるは、あるまじく見ゆれ。家にゐたる人も、そこにゐたる人とて、使ひにてもまらうとなどのいきたるにも、をかしきわらはのあまた見ゆるは、いとをかし。

　○人の家のかどの前をわたるに、さぶらひめきたる者などしてひめきたる（「者」以下、衍文ナルベシ）をのこ、土にをるものなどして、をのこ子の十ばかりなるが、髪をかしげなるが、ひきはへてもこはきてたるも（「さばきてたるゝも」ノ誤リカ）、また五つ六つばかりなるが、髪はくびのもとにかいくくみて、つらいと赤うふくらかなる、（以下三巻本トホボ同文トナル）あやしき弓、しもとだちたる物など……。




　この部分は、『校本枕冊子』に三巻本の脱文とするのに従うべきである。校本には、「ふくらかなる」の語が再出するので目移りによるものであろうと推定されているが、分量は、大体一丁分であるから、不用意に二枚一緒にめくって、見開き二頁分を機械的に写し落したのであろう。結局、本書の章段番号によれば、〔五五〕の末尾一文と、次に中間の一段全部、〔五六〕の前半部分を脱していることになる。能因本の本文を、後からの書き加えと考えることはできない。三巻本〔五六〕冒頭の「ちごは」の語は、脱落後、補入されたものであろう。〔五六〕前半の欠落部分を想定すれば、「車など（「など」能因本、前田本ナシ）とどめて」も唐突の感がなくなり、「また、さて行くに」とあるのも、よくわかる。また、次の〔五七〕への続きもよくなる。これも、車中からの所見なのである。




一四二　能因本、前田本「さくいと白きかたにうちおきなどしてとかく行き違ふに」、堺本「尺のいと白き、かたはらにうち置きなどしつつ、とかくうちさまよふも」。三巻本の「扇うち置き」にせよ、能因本、前田本の「肩にうち置き」にせよ、よくわからない。

一四三　『五代集歌枕』にも紀伊とある。東牟婁郡、熊野本宮の近辺にあったのであろう。『拾遺集』巻十二「恋わびぬ音をだに泣かむ声立てていづこなるらむ音無の滝」。

一四四　山辺郡、布留川の上流、桃尾滝のことという。『古今集』巻八「仁和の帝、みこにおはしましける時に、布留の滝御覧じにおはしまして帰りたまひけるに、詠める、兼芸法師」として歌がある。布留川は石上神宮の下を流れ、丹波市を経て初瀬川に流れ入る。

一四五　東牟婁郡、那智山、西国順礼三十三番札所の第一、青岸渡寺が近くにある。観音の霊地である。『夫木抄』巻四、花山院「石はしる滝にまがひて那智山の高嶺を見れば花の白雲」。『山家集』に「花山院の御庵室のあと」というのが見えるが、二の滝の近くの山中にある。

一四六　『抄』に「奥州今市」とあるのは、おしあてに過ぎぬであろう。陸前、宮城郡、今市に轟の橋というのがあった。それと結び付けた説に過ぎない。『八雲御抄』にも国名の注記なく、未詳とする他ない。

一四七　高市郡、飛鳥の地を北流する。『古今集』巻十八「世の中は何か常なる飛鳥川昨日の淵ぞ今日は瀬になる」。歌枕。

一四八　嵐山の麓を流れる。紅葉の名所で、当時の貴紳逍遙の地。歌枕。

一四九　東牟婁郡、本宮の所在地。『拾遺集』巻十二、元輔「音無の川とぞつひに流れ出づる言はでもの思ふ人の涙は」、『古今六帖』三「君恋ふと人知らねばや紀の国の音無川の音だにもせぬ」。歌枕。

一五〇　『拾芥抄』霊所部に霊所としてあげ、「朱雀門前、二条南列禰」とある。『古今六帖』三「ももしきの大宮近き耳敏川流れて君を聞きわたるかな」。

一五一　『夫木抄』巻二十四「みちのくの玉星川のたまさかに流れあふ瀬やあるとこそ待て」。

一五二　『古今集』巻二十「まがねふく吉備の中山帯にせる細谷川の音のさやけさ」。吉備の中山は、吉備津彦神社があり、細谷川はその祠域を流れる。催馬楽、呂「まがねふく」にも同歌詞がある。

一五三　本巣郡。根尾川ともいう。『能因歌枕』「いとぬき川」として美濃、『和歌初学抄』『八雲御抄』にも美濃とある。催馬楽、呂、席田（むしろだ）「席田の、席田の、いつぬき川に、や、住む鶴の、住む鶴の、や、住む鶴の、千とせをかねてぞ、遊びあへる、千とせをかねてぞ、遊びあへる」。席田は、美濃の国の郡名。同じく催馬楽、律、貫河（ぬきがは）「貫河の瀬々の、やはら手枕、やはらかに、寝る夜はなくて、親さくるつま、親さくるつまは、ましてるはし、しかさらば、矢矧の市に、沓買ひにかむ、沓買はば、線鞋（せんがい）の、細敷きを買へ、さしはきて、うは裳とり着て、宮路かよはむ」の「ぬきがは」も、いつぬき川の略で美濃とする説が古くからあるが、これは、「矢矧」「宮路」の地名から、三河の国とすべく、いつぬき川とは別と考うべきである。

一五四　催馬楽、律、沢田川「沢田川、袖つくばかり、や、浅けれど、はれ、浅けれど、恭仁（くに）の宮人、や、高橋わたす、あはれ、そこよしや、高橋わたす」。恭仁の宮は、山城、相楽郡、一時、聖武天皇の帝都造営のことがあった。京址は不明であるが、木津のあたり。

一五五　名取郡。仙台の南を東流する。『古今集』巻十三、忠岑「みちのくにありといふなる名取川なき名とりては苦しかりけり」。歌枕。

一五六　吉野郡。『万葉』以来の勝地。歌枕。

一五七　北河内郡（もと交野郡）。交野（かたの）を経て淀川に入る。『伊勢物語』「……天の河といふ所に至りぬ。……みこ（惟喬親王）ののたまひける、『交野を狩りて天の河のほとりに至るを題にて歌よみて盃はさせ』と、のたまうければ、かの馬の頭（業平）詠みて奉りける。狩りくらしたなばたつめに宿借らむ天の河原に我は来にけり」。『古今集』巻九にも。

一五八　烏帽子の緒は、『集註』に、後世の懸け緒ではなく、縁を袋縫いにしてその中にさし通したとする。「元結かたむ」は、緒を元結に結び付けること（萩谷朴氏）。

一五九　足羽郡、麻生津村（昔の浅水）。福井の南二里ほどの所。催馬楽、律、朝津「あさむづの橋の、とどろとどろと、降りし雨の、古りにし我を、たれぞこの、なかびと立てて、みもとのかたち、せうそこし、とぶらひに来るや、さきむだちや」。「朝津」と書いて『和名抄』に「阿佐布豆」とある。撥音になって「あさんづ」、後には「あさむつ」とも読む。

一六〇　西成郡。『古今集』巻十七「世の中に古りぬるものは津の国の長柄の橋と我となりけり」、同巻十九「難波なる長柄の橋も作るなり今はわが身を何にたとえむ」。著名の歌枕で、能因法師がその橋柱の鉋屑を得て錦の袋に入れて秘蔵したという話もある。

一六一　『旁註』『抄』に「飛驒」とするが根拠明らかでない。天彦は、天人、山彦の意に歌に用いる。

一六二　浜名郡。浜名湖の口に架した橋。『重之集』「実方の君のもとに、みちの国へ行くにいつしか浜名の橋を渡らむとて来るに早う焼けにければ／水の上の浜名の橋も焼けにけりうち消つ波や寄り来ざりけむ」。『更級日記』に、「浜名の橋、下りし時は黒木を渡したりし、この度は跡だに見えねば、舟にて渡る」。歌枕として著名。

一六三　『古今六帖』三「津の国の難波の浦の一つ橋君をしもへばあからめもせず」。『夫木抄』巻二十一「朽ち残る野田の入江の一つ橋心細くも身ぞふりにける」（野田の入江は、摂津、西成郡）。普通名詞としては丸木橋の意であるが、歌枕と見るべきである。

一六四　『実方中将集』「はしに人のあからさまにふしたりけるを見て、権少将、うたたねのはしとも今宵見ゆるかな、と言へば、ゆめぢに渡す名にこそありけれ」。

一六五　『万葉集』巻十四「上つ毛野佐野の舟橋とり離し親はさくれどわはさかるがへ」。上野、群馬郡。高崎の東南、烏川の岸にあったという。舟橋は、舟をつらねて橋としたものか。

一六六　『八雲御抄』に摂津。堀江といえば難波の堀江であろう。『新後拾遺集』巻十一「延文の百首の歌奉りけるに、寄[image: レ]橋恋、摂政太政大臣／芦根はふ堀江の橋の絶えずなほ下に乱れて恋ひわたるかな」。

一六七　『八雲御抄』に「天河也」と注する。宮中のことにも詠む。『能因歌枕』に「すわう（周防）の国」とするのは信じ難いが、歌枕なみの扱いであったことはわかる。

一六八　『八雲御抄』下野。神橋（みはし）とも。鉢石町の西、大谷川に架す。歌枕。

一六九　浮橋は、舟をならべ、上に板を敷いて橋としたもの。

一七〇　『貫之集』巻三「白雲のたなびきわたる足引の山の棚橋我も渡らむ」（『六帖』三にも）、『宇津保物語』吹上の上「行く人の駒もとどめぬ棚橋は惜しみとりたるかひもなきかな」、『古今六帖』五「待てと言はば寝ても行けかし強ひて行く駒の足折れ前の棚橋」、『金葉集』巻三「月照[image: 二]古橋[image: 一]といへる心を詠ませたまへる、三宮／と絶えして人も通はぬ棚橋は月ばかりこそ澄みわたりけれ」、『詞花集』巻三「七夕を詠める、修理大夫顕季／天の川棚橋急ぎ渡さなむ浅瀬たどるも夜のふけ行くに」等。また『万葉集』巻十「天の川棚橋渡せたなばたのい渡らさむに棚橋渡せ」、巻十一「あめなる一つ棚橋いかにか行かむ若草の妻がりと言はば足をかざらむ」の例歌もある。棚橋は、板一枚を架した仮橋であろう。これも歌枕なみの扱いと見るべきである。

一七一　里の歌枕としては所見がない。逢坂の関付近かと考えておくより他ない。『八雲御抄』に近江とする。能因本、前田本「あさかの里」、これは安積の山、安積の沼で著名な奥州岩代の安積か。これも里の歌枕としては管見に入らない。

一七二　うれいや悲しみ、もの思いに沈んでぼんやり外を眺めるのが「ながめ」である。歌にもよく詠まれる。歌枕としては所見なし。『能因歌枕』常陸国に「ながめ川」というのはある。

一七三　『古今六帖』一「東路のいざめの里は初秋の長き夜をひとりあかすわが名ぞ」（二にも三、四句「初雁のながめをひとり」とする類歌がある）。後世「ねざめの里」というのは、尾張、熱田の一名とされる。東路は、近江、美濃、尾張、三河、遠江、駿河、伊豆、甲斐、相模、武蔵、安房、上総、下総、常陸の諸国である。

一七四　『夫木抄』巻三十一「信濃なるいなの郡と思ふには誰か頼めの里と言ふらむ」。郡名の伊那と否とをかける。「頼め」は、人に期待をいだかせる、頼みにさせる、の意。

一七五　丹後、竹野郡に夕日浦というのはある。

一七六　紀伊郡、伏見。歌枕。ただし『古今集』巻十八「いざここにわが世は経なむ菅原や伏見の里の荒れまくも惜し」、『伊勢集』「名に立ちて伏見の里と言ふことは紅葉を床に敷けばなりけり」などとあるのは、大和、生駒郡の伏見。歌枕としては並存しているというべきだが、『能因歌枕』にも山城国に挙げ、この時代としては山城の伏見の方が親しかったであろう。

一七七　植物の朝顔と女の寝起きの顔とを掛けて使われる。歌枕として所見がない。『能因歌枕』上野国に「あさがほの沼」というのはある。

一七八　賀茂の祭のかざしに用いられること、前にも見えている。『年中行事秘抄』に引く旧記によるに、玉依媛命の御子、我は天神の御子であると言って天に上った、媛命らが恋い悲しむと、夢に現れて、我に会おうとするなら、天の羽衣、天の羽裳を作り、火をたき鉾を祭って待て、また走り馬を飾り奥山の賢木を取って阿礼に立て、種々の彩色を垂れよ、また葵、楓のかずらを作り、いかめしく飾って待つならば来るであろうと告げた。媛は夢の教えのままに祭り、これによって山本にいます神が別雷神であるという。なお能因本、前田本「いとをかし」の次に「祭のをり」の一句がある。堺本もほぼ同文がある。

一七九　葉脈が隆起しているところからの名であろう。「面高」という名のおもしろさである。池沢に生じ、花を賞する。

一八〇　茎が細く三、四尺に至り、三稜。すだれにも編む。『古今六帖』の歌題にある。

一八一　心臓形の三弁の葉を模様にする。綾の模様には海松、竜胆、菊、菱、葵など種々あるので、本文に「異よりは」と言う。

一八二　『和漢朗詠集』無常「観[image: レ]身岸額離[image: レ]根草、論[image: レ]命江頭不[image: レ]繫舟」によって書いた文であろう。

一八三　『評釈』には、万年草とも仏甲草（ホトケノツメ）ともいう、とする。『能因歌枕』に「かべにおふるをば、いつまで草といふなり」とある。

一八四　『能因歌枕』に「ことなし草とは、かべなどにおふる也」。また同書、十二月の景物の中に挙げる。『古今六帖』に例歌三首を見る。

一八五　能因本、前田本「いとあはれなり」の次に「屋のつま、さしいでたる物のつま（前田本、物のはし）などに、あながちに生ひいでたるさま、いとをかし」とある。

一八六　歌語とおぼしい。『和泉式部集』『曾丹集』などに例歌がある。

一八七　『古今六帖』五「山菅の乱れ恋のみせさせつつ逢はぬ妹かも年は経つつも」。山菅の実とかける。『能因歌枕』正月の景物にあげる。

一八八　さるおがせ。梢から垂れ下る黄緑色の地衣類。『古今六帖』の歌題にもある。豊明（とよのあかり）の節会に冠の巾子にかけるのは、これにかたどった組糸である（『餝抄』下）。

一八九　葉を搗いてその汁で、大嘗会、新嘗会の時などの青摺の袍の模様を摺りつける。神事に奉仕する斎服である。『能因歌枕』に「あをずりをば、をみごろも、山あゐの衣といふ」とある。歌に例が多い。

一九〇　青つづらには「野を見れば春めきにけり青つづら籠にや組ままし若菜つむべく」（『拾遺集』巻七）の歌例がある。

一九一　能因本、前田本「はすの浮き葉のいとらうたげにて、のどかに澄める池のおもてに大きなると小さきとひろごりただよひてありく（「ある」前田本）、いとをかし。とりあげて物おしつけなどして見るも、よもにいみじうをかし（「よもに」以下前田本ナシ）」。

一九二　能因本、前田本は、唐葵の一項を、「草の花は」の中に入れる。

一九三　『後拾遺集』巻十一、実方「かくとだにえやは伊吹のさしも草さしも知らじな燃ゆる思ひを」。『能因歌枕』に「さしも草とは、あれ野におふ。山のきしにおふ」とある。

一九四　歌語。歌例も多い。『能因歌枕』「やへむぐらとは、あれたる所にはひかかれるをいふ」。

一九五　夏開く花の汁を青色の染料とする。文は、『古今集』巻四「つき草に衣は摺らむ朝露に濡れての後はうつろひぬとも」、『古今六帖』六「世の中の人の心はつき草のうつろひやすき色にぞありける」などによって書いたもの。

一九六　夕霧の巻に「枯れたる草の下より竜胆の我ひとりのみ心長う這ひ出でて露けく見ゆるなど」。

一九七　『和名抄』に「[image: 〓]」を「加比路久」と訓み、字義は「船不[image: レ]安也」とある。『名義抄』には「転」の字をも訓む。揺れ動く意。

一九八　能因本は、最後の「あられ」の次に、さらに「ささ、つぼすみれ、ひかげ、こも、たかせ、をし、あさぢ、しば、あをつづら、なし、なつめ、あさがほ」とある。前田本は、「つぼすみれ」が「みくり」の次に入り、「しば」「なつめ」がない。ほとんどが『六帖』の歌題にあり、「つぼすみれ」が「すみれ」の中に摂せられ、「たかせ」（高瀬舟であろう）「なつめ」が見えない。三巻本の脱文か、それとも作者自身ないしは後人による増補か、決しがたい。なお、この〔六五〕〔六六〕の両段、能因本は「草は」と「草の花は」の間に入る。

一九九　『類聚国史』巻百七十九、仏道六に「嵯峨天皇弘仁十三年六月壬戌、伝燈大法師位最澄言、夫如来制[image: レ]戒、随[image: レ]機不[image: レ]同、衆生発心、大小亦別、伏望、天台法花宗年分度者二人、於[image: 二]比叡山[image: 一]、毎年春三月先帝国忌日、依[image: 二]法花経制[image: 一]、令[image: 二]得度受戒[image: 一]、十二箇年不[image: レ]聴[image: 二]出山[image: 一]、四種三昧令[image: レ]得[image: 二]修練[image: 一]、然則一乗戒定、永伝[image: 二]聖朝[image: 一]、山林精進、遠勧[image: 二]塵劫[image: 一]。許[image: レ]之」とある。

二〇〇　三巻本は諸本「見なをし」である。漢字の「見」は明らかに「ひん」（「ひ」は「日」の仮名）の誤写である。能因本「びんなどかきなをしたるも」、前田本、堺本「びんかきなをしなどするも」。今、他諸本に存する「かき」の語も脱したものと見て、補った。三巻本の本文蹤跡に忠実に依拠するならば「びんなほし」と校訂するのが無難であろう。

二〇一　諸注、この調楽を試楽（祭の前に行われる予行演習）とするが、『源氏物語』でも、試楽、調楽は使い分けられている。調楽は祭の一月前から隔日に行われる舞楽の練習。この部分、定家自筆の「臨時祭調楽事」と題する考証がある。その結果を摘んで言えば、ここに言う調楽は、新嘗会の後、必ず巳の日に行われる調楽のことで、『紫式部日記』にも「巳の日の夜の調楽」と見え、所引の『蔵人私記』に「新嘗会之後、巳日必行[image: 二]調楽[image: 一]、是故実也」とある。この日の夜、楽所（桂芳坊にある）から舞人等、内裏北門の玄輝門より入って登花殿西面を通って殿上の口に参り、小庭（神仙門内、殿上の間の南）で東遊びを奏する。これを内参という。「臨[image: 二]昏黒時[image: 一]、主殿寮炬火者二人前行。先吹[image: 二]小調子[image: 一]之後、歌[image: 二]賀茂乃社之曲[image: 一]参[image: 二]掖陣下[image: 一]」（『蔵人私記』）。この清少納言の所見は、中宮の動静から正暦四年か五年のいずれかと思われる。四年とすれば新嘗会は十四日丁卯、巳の日は、十六日己巳である。五年は二十一日己巳。なお、本文に「君達」（貴公子）とあるのは、舞人、陪従（楽人）に選ばれた人々である。舞人は十人、陪従は十二人、いずれも束帯である（定家所引『蔵人私記』）。本文に「日の装束」とあるのがそれ。また、本文に「笛」とあるのは、内参の途次、陪従の吹く歌笛（中管と称する東遊びに用いる笛）で、定家所引『蔵人私記』に「主殿官人取[image: 二]松明[image: 一]前行。舞人為[image: レ]先[image: 二]下﨟[image: 一]二行立。陪従発[image: 二]歌笛[image: 一]」とある。

二〇二　「次歌[image: 二]荒田[image: 一]帰。中宮女房局前召留。陪従等歌[image: 二]風俗[image: 一]。各退出」（前注に言う定家の勘注所引、承徳二年十一月十四日の或記）「退出之間、歌[image: 二]荒田仁生留富草之曲[image: 一]。各々分散」（同前『蔵人私記』）。

二〇三　卯杖は、悪鬼を追うという意味で、正月上の卯の日、東宮、大舎人寮、兵衛府から天皇に献ずる。御杖（みつえ）ともいう。榠樝（からぼけ）、木瓜、比比良木、牟保己、黒木、桃、梅、椿を数束ずつ、長さ五尺三寸に切って献じ、作物所は、洲浜に奇岩、怪石、嘉樹、芳草、白砂、緑水を作り、生気の方の獣の作り物を上に置いて、卯杖を添えて天覧に供する。法師は、三巻本、能因本、前田本「ほうし」。当時、「卯杖ほがひ」という祝言乞食の徒が早朝から京の街々を経めぐっていたらしい。『栄花物語』つぼみ花に「もちひ鏡見せ奉らせたまふとて、聞きにくきまで祈り祝ひ続けさせ給ふことどもを、お前にさぶらふ人々は、え念ぜず、おのづからうちささめき、卯杖ほがひなどいふ心地こそすれとて、忍びやかに笑ふを」、『夫木抄』巻一、卯日の花山院御製に「御方違へよりまだ曙ほどに帰らせ給ふとて、卯杖ほがひをきこしめしてと云々」の注がある（『集註』所引）。僧形であったのであろう。『西宮記』に引く延喜四年正月七日の御記に仁和寺より年来奉っていた卯杖を停止せしめられた記事があるが、この記事は、「卯杖ほがひ」が僧形であったこととのなんらかのつながりを想像せしめる。この箇所、堺本に「卯杖のことぶき」とあるのは採りがたいが、寿詞、祝言の意である。「卯杖ほがひ」の習俗か知識かのまだ残っていた時代の改訂であろう。

二〇四　『公事根源』に「此の祭の日は、禁中は異なる事なし。馬長（うまおさ）など催し遣はさるれども、御覧はなし」とある。馬長は禁中から引かれる引馬の奉行。

二〇五　三巻本の第二類本は、次に「御霊会の馬の長（能因本、前田本、堺本「馬をさ」）、池のはちす、村雨にあひたる。くぐつのこととり」の文がある。堺本による増補であるが、三項とも、能因本、前田本にも順序の出入りはあるが、存する。馬長は、童子で、藺笠に山鳥の尾をさし、造花の腰ざしを帯びる。「くぐつ」は、傀儡。特殊の遊芸の徒。「こととり」は座頭（ざがしら）の如きものか。

二〇六　蔵人所のある校書殿の西に蔵人所町屋（蔵人所宿所）がある。その北廂が頭の宿所であった。おそらくここであろう。立蔀を隔てて後涼殿の南にあたる。

二〇七　駿河守敏政の子。母は花山院の乳母にあがったので、すなわち則光は花山院の乳母子であった。武勇人にすぐれ、『今昔物語』巻二十三、第十五に怪漢三人を斬った武勇談を載せ、『江談抄』に斉信の大納言の家で盗人を捕えた話がある。清少納言の初期の夫であったと考えられている。後の〔八〇〕にも登場する。三巻本勘物に「長徳元年正月十一日蔵人、卅一、二年修理亮、元所雑色、三年正月廿八日左衛門尉使宣旨、四年叙、任遠江権守、寛弘三年土左守四十二」とあり、次にその子則長の略歴を記して「従四位下陸奥則光一男、母皇后宮少納言」とし、長元六年正月越中守、翌七年、五十三で任地に歿しているところからその生年を天元五年かとしている。

二〇八　この勘物により、史実としては職の御曹司御退出は二月二十三日である。続いて勘物に「同年三月四日中宮自職曹司出御二条北宮、自陽明門出御、惟仲俊賢朝臣供奉、他公卿皆申障、里第無饗、公卿乍立退出、小右記」とある。二条北宮に退出する前の一時の移御であった。この年正月十六日、伊周、隆家の従者が花山法皇の従者と闘諍して、法皇に矢を射かけるという不祥事があり、二月十一日、この時の闘乱について、明法博士に伊周、隆家の罪名を勘申せしめている。中宮の退出は、こうした情勢と無関係ではないであろう。四月一日には伊周がひそかに大元帥法を修する旨の密告があり、四月二十四日、伊周は大宰権帥、隆家は出雲権守に貶せられて失脚する。

二〇九　三巻本勘物の則光の官歴に長徳三年正月左衛門尉、四年叙、任遠江権守とあるのが決め手になろう。すると、長徳三年中の出来事である。経房の左中将がこれと合わないが、後の官を以て書いたものであろう。

二一〇　一類中、陽明本は「思へるなる」とあるが、誤写であろう。二類は「思ふか」とあって参考にならない。能因本「思ふべかめる」。清少納言の仲忠びいきのことは前の〔七九〕に見える。注八に引いた「朝ぼらけ」の歌は、『宇津保』の現存伝本によるに、仲忠の歌としか読めない。その歌を引いたことが、何故「仲忠が面伏せ」になるのか。それは、実際にはパッとしたものでなかった自分（清少納言）の姿を仲忠の歌を引いて「なかなるをとめ」などと言ったからである。機智に溢れたやりとりである。

二一一　〔七〕翁丸の段の忠隆の三巻本勘物に、「長保二年正月廿七日蔵人、三年正月右衛門尉使宣旨、陸奥守従四位下満忠男、寛弘元年正月式部丞、二年正月叙」とある。すなわちこの事件のあった長徳四年には、まだ蔵人でもなく式部丞でもないので、ここの三巻本勘物に「未補蔵人、不審。于時式部丞藤泰通」と疑っている。作者が対談しているのだから、記憶違いとも考えられず、不審である。

二一二　三巻本勘物に「入内事無[image: 二]所見[image: 一]、若密儀歟」として、公式の移御ではなかったのではないかと言う。そして更に「七日、中納言実資卿叙正三位拝賀参式御曹司、已無人、令啓直罷出。外人猶存御式御曹司之由歟」とあって、七日に実資が職の御曹司を尋ねているから、なお中宮の御座所と一般には考えられていたのではないか、と言っている。ともかく、本文にも言う如く、予定外の急の入御だったのである。

二一三　釈迦が過去世で雪山（ヒマラヤ）で修行して雪山童子と呼ばれていた時、「諸行無常、是生滅法」の句を聞き、その続きの「生滅滅已、寂滅為楽」の句を聞かんとして羅刹鬼に身を投じようとした。この話を踏まえた笑話のようなものが当時あったのであろう。

二一四　毎年正月、左右大臣が太政官の官吏を饗応する儀（「正月四日左大臣饗、五日右大臣饗、式日也」と『江家次第』にあるが、当時は既に一定していない）。甘栗の使のこと、『江家次第』にくわしい。天皇から蘇（牛羊の乳を以て製した物）と甘栗（かち栗）を賜う使に蔵人が立つ。折櫃一合に蘇、大二、小二（壺である）、他の一合に平栗大八、中八（籠）を盛る。「蔵人着[image: 二]青色袍[image: 一]、於[image: 二]対庇[image: 一]可[image: レ]進歟。主人於[image: 二]便所[image: 一]逢[image: 二]中使[image: 一]。……無[image: 二]酒肴[image: 一]、……給[image: レ]禄」（『江家次第』）とある。

二一五　『禁秘抄』「御書事」に続いて「御使事」の項目あり、「依[image: レ]人、依[image: レ]事、有[image: 二]差別[image: 一]。蔵人頭、近衛将、五位蔵人、六位蔵人等也。又、所衆、滝口等無[image: レ]難事也。細々事蔵人無[image: レ]難。（下略）」とある。『禁秘抄考註』に『侍中群要』等を引いて、勅使の作法を説くことくわしい。本文に「まだしくて姫君など聞ゆるに、云々」と言うのは、女御入内の場合なのであろう。

二一六　定数外の年給。年給とは年官、年爵のこと。天皇、上皇、三宮、皇太子、親王、女御以下の所得とするために特に任ずる諸国の掾以下を年官といい、上皇、三后の所得とするために特に叙する従五位を年爵という。蔵人の任期六年にみたないうちに叙爵しようとするのである。前に「三年、四年」と本文に言うのはそのためである。

二一七　『女官飾鈔』に「童女は晴の時は浮紋の表の袴を着る。紋は窠に霰をつくる也。よのつねには、うへの袴をば着ず」とある。

二一八　女蔵人は下級の女官。五日の節に、天皇から群臣に薬玉を賜う時、女蔵人がこれを執って渡すことが『西宮記』に見える。この女蔵人のことである。ただし当時は既に廃節となり、『江家次第』には見えない。作者は伝聞によって書いたのであり、〔二〇八〕にはその由が明記されている。

二一九　『西宮記』「天皇出御」の注に「着[image: 二]菖蒲縵[image: 一]、如[image: 二]日景縵[image: 一]」と見え、『小野宮年中行事』に、細い菖蒲草六筋を用いて冠の巾子を巻き、四か所を結ぶ旨が見える。女の場合は明らかでない。

二二〇　「濃打、幷蘇芳打也。細帖[image: レ]之。赤紐長一丈四五尺。前ニ濃蘇芳ナル各一筋、ニナニ結也。後又如[image: レ]此。幷四筋。……右肩ニ付ク。舞人着[image: レ]左」（『餝抄』下）。あわび結びにして前後に二筋ずつ垂れるのである。五節の舞姫も辰の日、青摺の唐衣の右肩に付ける。この所の文意、やや明瞭を欠く。

二二一　『小野宮年中行事』続命縷（薬玉）の緒は四筋あり、一筋を右肩を越さしめ、一筋を左腋より出して、これを前で結び合わせ、後の二筋を革帯の上に当てて後前より廻して右袖の下で結ぶ、と見える。

二二二　厳重に斎戒して直接神事に奉仕する役を小忌、間接に奉仕するを大忌という。卜定で小忌に当たった者は、小忌衣といって青摺（白地に山藍で模様を摺る）を袍の上に着る。「束帯の上にをみを着るなり」（『雅亮装束抄』）、「凡、小忌文ハ、杉、梅、蝶、小鳥ナリ」（『連阿不足口伝抄』）。

二二三　五節のこと、簡単には補注九七に既に述べた。舞姫を差し出す規定の細かいことはなお不明の部分が多く、公卿分、受領分の他に、中宮分、女御分などというのもあったようである。この時は、中宮定子が、家来筋に当たる人（名前は後文に見える）の娘を五節として差し出されたのである。

二二四　『類聚雑要抄』『雅亮装束抄』には傅八人とあるが、特に十二人と多くしたのであろう。

二二五　兼家の二女で道長兄弟と母を同じくする。中宮定子には伯母に当たる。貞元二年円融天皇女御、寛和二年皇太后、正暦二年尼となって院号を得た（三十一歳）。女院号の始めである。待遇は上皇に同じ。長保三年薨（四十歳）。

二二六　道隆の二女。長徳元年正月十九日、東宮（後の三条院）に参り、淑景舎の女御と称した。淑景舎は通称桐壺。長保四年八月に急死した（『日本紀略』『権記』八月三日、『小右記』目録四日。『大鏡』に「御年廿二三ばかり」とある）。『小右記』によるに、東宮妃となる前々年の正暦四年三月二十七日に入内し、後ずっと宮中に止まっていたようであるから、この五節の年を正暦四年とすることとは矛盾しない。後の称呼を前に及ぼしたのである。長徳元年正月十九日の『小右記』には「関白二娘（号内御匣殿）今夜参青宮云々」とある。

二二七　五節の局は、舞姫の控え室。常寧殿の四隅に設けられる。五節所という。丑の日の帳台の試みの夜、参入し、舞姫、童女、下仕は辰の日までここに詰める。

二二八　「正暦二年九月右中将、元左馬頭。五年九月左中将。長徳元年正月十三日陸奥守。其夜昇殿。九月廿七日申[image: 二]赴任之由[image: 一]、召[image: 二]御前[image: 一]給[image: レ]禄、叙[image: 二]正四位下[image: 一]」（三巻本勘物）。長徳四年十二月任地に歿した。

二二九　今は山の湧き水もこおっている寒い時だのに（あなたは私に対してうち解けないのに）、一体どういう紐（氷を利かせる）が解けるというのでしょう（あなたがうち解けたというのは、どういうことなのでしょう）。『後拾遺集』巻十九、『清少納言集』に載せる。

二三〇　九条師輔の孫遠量（右馬頭、大蔵卿）の子、正四位下、右馬頭（『尊卑分脈』）。次の染殿の式部卿は、村上天皇の皇子為平親王。その北の方は左大臣源高明女。高明の第四女が舞姫の母である。相尹は、長徳二年四月の伊周、隆家等配流の事件の時、事に座して勅勘を蒙っている。その記録には左馬頭とある。

二三一　能因本「おひかへにも」、前田本「おひかつきても」、二類「おいかつきいくも」。「負ひ被く」の語、『宇津保物語』俊蔭の巻に「嫗おひかづきてもつかうまつりなむ」「生れ落つるすなはち嫗おのが布のふところに抱きて母にはをさをさ見せず、ただ乳飲まする折ばかりゐて来て、おひかづき養ふ」と、二例見える。赤子を背負う場合である。ここは、衣裳も重く、慣れない環境のため、舞姫が失神、発病などの故障を起こし、人に負われて宮中を退出する、と解く萩谷朴氏の説に従うべきである。以下に氏の引いた参考例から選んで数例を引いておく。「衣がちに身じろきもたをやかならずぞ見ゆる。殿上人心ことにかしづく」（『紫式部日記』）、「舞姫どもの、いかに苦しからむと見ゆるに、尾張守のぞ、心地あしがりて寝ぬる」（同上）、「或者云、昨夜五節参内之間、依[image: 二]降雨[image: 一]或被[image: レ]負[image: レ]人、或従[image: 二]他門[image: 一]入云々」（『左経記』長元七年十一月十六日）、「舞姫両三昇後、依[image: 二]風病発動[image: 一]退下」（『御堂関白記』長和元年十一月二十日）、「今夜御前試也、生昌舞姫俄有[image: レ]煩申[image: レ]障」（『権記』長保元年十一月二十三日）。

二三二　仁寿殿は紫宸殿の北に接し、西面は、清涼殿東庭に面する。「清涼殿の御前の東の簀子」は清涼殿東面の簀子。紫宸殿の舞姫の舞が終ってから、一旦仁寿殿に退き、そこから、長橋、東面の簀子を経て上の御局（弘徽殿の上の御局であろう）の中宮の許に参上したのである。

二三三　舞姫に関することで言えば、辰の日、紫宸殿で舞う時、殿司の女孺四人燭を秉って舞を照す（『雲図抄』裏書。『江家次第』には「女官四人秉[image: 二]脂燭[image: 一]副[image: 二]南柱[image: 一]立」とある）。

二三四　能因本は清涼殿とある。五節の時、清涼殿東廂の北階の所から承香殿の西南のかどまで、東庭に斜に仮りの長橋を架する。帳台の試みの夜、主上が常寧殿に渡御の時の通路である。清涼殿とすればこれ以外には考えられないが、反橋の語も不審であり、前田本も「せんえう殿」とあるから、能因本の誤りであろう。宣耀殿の南の反橋は、〔八七〕の中宮の五節所があったと思われる常寧殿東南隅からは庭を隔てて見通せる位置にある。反橋は反った渡廊で、その下は北の玄輝門を入って常寧殿の前に出る通路になっていたようである。以上のデータで、この文もよくわかる。

二三五　三巻本「上の雑仕」とあるが、能因本、前田本によって「の」を削る。『雅亮装束抄』にも「うへざうし」とある。同書ならびに『類聚雑要抄』によるに舞姫一人につき二人である。次に、三巻本「人のもとなるわらはべ」とあるが、能因本単に「わらはべ」、前田本「とものわらはべ」。これによれば、これも舞姫に従う童女（二人）と解し得る。三巻本によれば単に「女房の召し使う童女」で、そうすると、上の「上の雑仕」というのも特に舞姫関係とは見得なくなり、解しがたくなる。「上の雑仕」という語例も管見に入らない。「上雑仕、わらはべ」であるならば、すらりと通る。今、三巻本「人のもとなる」を、後人のさかしらと見て削る。

二三六　寅の日の夜は清涼殿で御前の試みが行われるが、この日、殿上の淵酔といって、殿上人が殿上の間で酒を賜わり、朗詠、雑芸、酔舞などのことがある。ついで、直衣の肩を脱いで五節所をめぐる。『今昔物語』巻二十八、第四には「皆褊（カタヌギ）テ直衣ノウヘノ衣ヲ皆腰カラミテ」と見える。酔態を形にあらわしたものであろう。その状は下文にも見えるが、『今昔』の話は、このしきたりを知らない尾張守何某を殿上人達がおどかして喜んだ話である。

二三七　『梁塵秘抄』巻二に「南宮のお前に朝日さし、ちごのお前に夕日さし、松原如来のお前には、つかさまさりのしき波ぞ立つ」（四一六）、また「お前よりうち上げうちおろし越す波は、つかさまさりとしき波ぞ立つ」（四七七）とある。これ等か。「つかさまさり」は官位昇進、「しき波」は次々に寄せる波。なお能因本、前田本「つかさまされと」。

二三八　四隅に五節の局の設けられた常寧殿は中央を南北に馬道が貫通している。その西の母屋が舞殿になる。四周に戸あり、『江家次第』には塗籠とある。ここに帳台を置いて、舞姫四人の座をしつらえる。この母屋の北の廂（これも『江家次第』に塗籠とある）が主上の御座である。舞殿の東の戸を行事の蔵人が開閉して、女房のみだりに入ることを禁ずる。舞姫とともに入ることを得るのは「理髪、童女、陪従、下仕」のみである。まず童女一人、火取（薫炉）を持ち、次に童女一人、茵を持って先行し、次に舞姫の順。下仕は几帳を持つ。これらの付き添いも役を終れば舞殿より出て、舞の間は入ることを得ない（『江家次第』）。理髪は、後の本文に見える「かいつくろひ」、陪従は付き添いの役で、これらは、いわゆる「かしづき」の女房の中から選ばれるのであろう。寅の日の御前の試みにも『江家次第』に「蔵人頭進[image: 二]向長橋東[image: 一]、禁[image: 二]陪従等[image: 〓]入[image: 一]、免[image: レ]之之者、理髪一人、童女二人（薫炉茵等也）、陪従一人（近代不[image: レ]見）持[image: 二]几帳[image: 一]下仕二人（近代一人）」とあるのを読み合わせれば、「理髪」というのが本文の「かいつくろひ」に当たることは明らかである。

二三九　能因本、前田本の本文の童舞を童女御覧とするは非。『集註』に言う如く、卯の日の童女御覧は日中である（夜は新嘗祭）。丑の夜の常寧殿の帳台の試み、寅の夜の清涼殿の御前の試み、ともに舞姫の座の前に燈台一本ずつを立てる。「燈台に向ひて居たる」の本文は、この両夜のいずれかの時でなくてはならぬ。御前の試みの時は陪従の女房は一人で、それも『江家次第』には「近代不見」として、女房の出入りは禁じられている〔補注二三八〕。能因本、前田本の本文を認めるとすれば、「童舞の夜は」とあるのは、『集註』の如く御前の試みの時以外には考えられず、この夜も中宮の女房が中宮を笠に着て闖入したのだと考えておくより他はない。三巻本の本文ならば、帳台の試みの夜の叙述の続きで、前文にある如くこの時闖入した時の目撃を記したのである。能因本、前田本の一文は、かなりに疑わしいであろう。

二四〇　『拾芥抄』に見え「上東門院名物也、或説蟬丸琵琶。上東門院令[image: レ]生[image: 二]済時亭[image: 一]之時、為[image: 二]回禄[image: 一]焼失畢」とあり、『江談抄』巻三に「无名ト云高名琵琶ヲ上東門院宝物ニテ令[image: レ]持給之間ニ、済政三位ノ三条亭令[image: 二]御座[image: 一]之間、焼亡了ト云々」とある。

二四一　三巻本勘物「隆家卿兄也（弟）、正暦五（四）年権少僧都、十五、不給（経）律師、寛弘八年四月権大僧都、卅二、長和五（四）年二月卒、卅七」（括弧内は二類勘物）。歿年は長和四年二月四日で、二類本が正しい。

二四二　玄上─『禁秘抄』「累代宝物也。置[image: 二]中殿御厨子[image: 一]。根源様人不[image: レ]知之。掃部頭貞敏渡唐之時所[image: レ]渡比巴二面、其一歟。紫檀直甲ヒタカウ也。太宋人云、紫檀者大様不[image: レ]可[image: レ]過[image: 二]六七寸[image: 一]、直甲之条不[image: レ]信云々。但此甲非[image: 二]只物紫檀[image: 一]也。凡此比巴云[image: レ]体云[image: レ]声不可説未曾有物也。為[image: 二]霊物[image: 一]。（中略）此琵琶霊験、内裏焼亡之時飛出。撥面文消、所々有[image: 二]赤色[image: 一]、不[image: レ]知[image: 二]其絵[image: 一]、代々有[image: 二]沙汰[image: 一]未[image: レ]決。俊房云良通云比巴移[image: 二]玄上[image: 一]、彼撥面文不[image: レ]可[image: レ]違、彼唐人打[image: レ]毬形也。或云、玄象呑[image: 二]青鉢之水[image: 一]所謂号[image: 二]玄象[image: 一]。又玄上宰相献[image: 二]延喜帝[image: 一]仍号[image: 二]玄上[image: 一]、両説也。但妙音院入道付[image: 二]玄上説[image: 一]歟」。『糸竹口伝』『江談抄』『古事談』『続古事談』等にも見える。




　牧馬─『拾芥抄』「与[image: 二]玄上[image: 一]双名物也。時人不[image: レ]弁[image: 二]勝劣[image: 一]。爰有[image: 二]信義、信明（博雅三位息也）両人[image: 一]、不[image: レ]知[image: 二]勝劣[image: 一]。初信義弾[image: 二]玄上[image: 一]、信明弾[image: 二]牧馬[image: 一]、更無[image: 二]甲乙[image: 一]。次信明弾[image: 二]玄上[image: 一]、信義弾[image: 二]牧馬[image: 一]、其声雲泥、故時人皆知[image: 下]信明超[image: 二]信義[image: 一]、玄上勝[image: 中]牧馬[image: 上]」。『糸竹口伝』「槽ニ四角アル馬ノ形ヲ木絵ニ彫入タリ」。

　井手─『江談抄』「井手ト云琵琶、高名物也。延喜孫ニテ十五宮（盛明）子ニ愛宮ト申人ノ琵琶。伝今在[image: 二]宇治宝蔵[image: 一]」。

　渭橋─『江談抄』「渭橋、又高名琵琶也。三条式部卿宝物也」。『糸竹口伝』「渭橋ハ唐ノ渭水ノ橋ニテ造レリ。肩三寸許リ或者キリテ盗タルヨシ云伝ラレタリ。浅マシク云ガヒナキ事也。後ニ肩ヤブレト号ス。撥面ニ唐人ノ床ニ居テ白扇持タルヲ書タリトゾ」。




二四三　朽目─『江談抄』「和琴、井上、鈴鹿、朽目、河霧、斎院、宇多法師」。『拾芥抄』にも見える。



　塩釜─箏の名物として、『糸竹口伝』『拾芥抄』に見える。作者の誤りであろう。

　二貫─『楽家録』に和琴の名器として見えるのみである。「ふたぬき」と訓むか。


二四四　水竜、小水竜─『江談抄』「横笛者、大水竜、小水竜、天暦御時宝物也」。大水竜について『糸竹口伝』は、震旦の商人本国に帰る時舟進まず、海神にこれを献じて事なきを得たが、年を経て後、また、金千両にかえて海神よりこれを取り戻して帰国し、時の帝に砂金二千両を以て召されたという説話を記し、今伝えて平等院の御宝蔵にあると言い、また「彼大水竜ハ冷泉院ノ御物狂ハシクオハシマシケル時、刀ニテ歌口ヲ削ラセ給ヒタリケレバ、異竹ニテ其跡ヲフセタリトゾ富家殿ハ申サレケル」とある。




　宇多の法師─『拾芥抄』「寛平法皇貴重余有[image: 二]此名[image: 一]」。『奥入』「宇陀法師以[image: レ]檜作之。先一条院御時内裏焼亡之時失之」。

　釘打─『江談抄』、笛の名物として「大水竜、小水竜、青竹、葉二、柯亭、讃岐、中管、釘打、庭筠」。『拾芥抄』にも笛の部に見える。横笛であろう。

　葉二─朱雀門の鬼の笛で、博雅三位が自らのと取りかえた。その後この笛をよく吹き得る者がなかったが浄蔵聖人がよくこれを吹き、深更朱雀門の辺りで吹いたところ、門上に嘆声を発する者があったという（『糸竹口伝』『江談抄』）。なお『糸竹口伝』には「御堂関白入道殿伝ハリ給ヒテ宇治ノ平等院ノ御倉ニ納メラレタリ。葉二ツアリ。一ツハ青ク一ツハ赤シ。朝毎ニ露オキケリ。京極殿御覧ジケル時ハ赤葉ハオチテ露ハオカズトゾ、入道富家殿御物語アリケル。大ナル笛ノ色赤クシテ瓜ノ実ノヤウニ似タリ。天下第一ノ笛也。第二ニハ青竹、第三ニハ柯亭、第四ニハ大水竜、第五ニハ小水竜」とある。




二四五　東三条院は、『拾芥抄』に「二条南町西、南北二町、忠仁公家、貞信公大入道殿伝領」とある。南北二町とあるから南院とはその南の一廓であろう。『日本紀略』正暦四年三月三十日の条に「巳時、東三条南院払[image: レ]地焼亡。摂政家」とある。翌五年二月の積善寺供養の段〔二六三〕に南の院と見えるのも同所であろうから、この間に再建されたのであろう。ただし、『百錬抄』正暦五年十一月十六日の条に「関白遷[image: 二]東三条南院[image: 一]去年炎上之後造営」とあって、再建は十一月のようであるが、あるいは記録記載上の錯誤があるのかもしれない。道隆はその翌年長徳元年四月この南院に薨じている（『日本紀略』）。長徳元年四月六日、道隆出家、中宮は同日里邸に行啓、十日夜、道隆薨（『小右記』。『日本紀略』の十一日は誤り。『公卿補任』も十日）、十二日中宮は登花殿に参着（『日本紀略』）。おそらくこの間のことであろう。能因本、前田本は「南の院におはしますころ」の次に「西の対に殿のおはしますかたに宮もおはしませば、寝殿に集りゐてさうざうしければ、たはぶれ遊びをし、渡殿に集りゐなどしてあるに、これただ今」の文があるが、これなど、西の対の道隆の病床に中宮が侍しているとも読める文である。積善寺供養の段に「西の対に殿の住ませたまへば、云々」とある。

二四六　能因本（校本三〇三段）に「夏のうはぎは、薄物の片つ方のゆだけ着たる人こそにくけれど、あまたかさね着たれば引かれて着にくし。……ひだりみぎのゆだけなるはよし。それもなほ女房の装束にては所せかめり云々」とある（前田本、堺本、かなり差異あるも同趣。三巻本にはこの段なし）。ゆきの一方を長く裁つことが当時の流行だったようである。『評釈』は、車の出衣に関係があろうか、と説いている。

二四七　「これは、夜さりのぼらせたまはむとて、とく縫ひたらむ人を思ふと知らむ、とおほせられしか（「ばとぞ」前田本。以下、前田本、位置をたがえてあり）。見すまじき人に、ほかへやりたる文取りたがへて持て行たる、いとねたし。げにあやまちてけりとは言はで口がたうあらがひたる、人目をだに思はずは走りも打ちつべし」。

二四八　能因本「すずろなること腹立ちて同じ所にも寝ずみじくり出づるを忍びて引き寄すれど、わりなく心こはければ、あまりになりて、人も、さはよかなりと怨（ゑ）じてかいくくみて臥しぬる後、いと寒き折などにただひとへぎぬばかりにて、あやにくがりて大方皆人も寝たるにさすがおきいらん（「さすがにおきていはんも」前田本）あやしくて、夜のふくるままにねたく、おきてぞいぬべかりけるなど思ひ臥したるに、奥にもとにもものうち鳴りなどしておそろしければ、やをらまろび寄りてきぬ引きあぐるに、そら寝したるこそ、いとねたけれ。なほこそこはがり給はめなどうち言ひたるよ」。前田本なお少異あり。

二四九　能因本「人の起きて物語などするかたはらにあさましううち解けて寝たる人。まだねも弾きととのへぬ琴を心一つやりてさやうのかた知りたる人の前にて弾く。いとどしう（「いととう」前田本）住まぬ婿のさるべき所にて舅にあひたる」。前田本、次に「のり弓にわななくわななく久しうありて発したる矢のもて離れてことかたへゆきたる」。この一文、能因本は次の「あさましきもの」の末尾にある。

二五〇　清涼殿の東廂に二間と称する柱間二間の部屋があり、ここは夜居の僧の勤仕するいわば仏間である。『源氏物語』にもこの名称は見え、一般の邸宅にもしつらえられたものらしく、仏事などに使用する部屋の呼称のようである。

二五一　『山家集』上、恋の詞書に「賀茂のかたに、ささきと申す所に」とある、佐々木であろうかとされる。上賀茂神社の西南、西念寺（京都市北区大宮林町）の近辺か（田中重太郎博士説）。

二五二　弓の競射の義。射手二人並んで射るからこの名がある。ここは五月五日であるから左近の真手結。将監以下の騎射がある。三日左近の荒手結。四日右近の荒手結。五日左近の真手結。六日右近の真手結。

二五三　「乙殿屋とて左右の馬場にあり。五月の騎射の時、中少将の着座する所也」（『花鳥余情』葵）。

二五四　「普通の網代にて張りたる屛風也。昔は山荘などの古めかしき調度には定事なり。漆骨に片面を張りて細組にて閉合せたる物なり」（『河海抄』椎本）。網代は檜の薄板を斜に組んだ物。

二五五　「廊めく」とは、母屋の奥行柱間一間に廂の間一間、計二間ほどの規模であることをいうのである。奥行二間の母屋の四周に一間の廂をめぐらすのを普通の規模とする。

二五六　三巻本勘物に「信経記二月十八日、渡御登華殿、仰掃部寮敷筵道、午刻供饌、未刻渡御、頭中将斉信候、御叙、於殿南妻、侍臣盃酒事、申刻還御」とある。淑景舎の登花殿に来られたのは、十七日の夜、文はその翌十八日のことに筆を費やしている。天皇の渡御、還御の『信経記』の記録は、後文の叙述とも合う。

二五七　一類「一本、夜ひにわたらせ給て又の日おはしますべければ女ばうは御ものやどりにむかひたるわたどのに候べし。任本ニハ押紙也」と傍書す。二類にはこの一文、次の「御しつらひはしたり」の次に入る。「おものやどり」は配膳室のごとき所。登花殿の南廂であろう。

二五八　一類「きたの宰相の君」とのみあり、本文は二類による。北野宰相といえば、長徳二年四月参議となり、寛弘六年十二月、八十五歳で歿した菅原輔正である。能因本は「北野の三位」（前田本「北方三位」とあるは誤写であろう）とある。北野三位は、菅原師輔の子、遠度、従三位、非参議で永祚元年三月に二十四歳で歿した。

二五九　道隆の長男。母、山城守守仁王女。祖父兼家の子となる。正暦二年権中納言、同五年八月権大納言、長徳元年六月十一日歿。二十五歳。「山の井」は『拾芥抄』に「山井殿」とあり「三条坊門北、京極西、悪所云々、永頼三位家、信家卿、通頼卿」と見える。永頼三位の婿になり、その妻の実家の号を称したのである。

二六〇　「みうちき」の語、『源氏物語』紅葉賀にも見える。『河海抄』に「中院事書云、御もとどり取る人の事也（中略）一説云、御装束奉仕する人也」と二説を挙げる。『花鳥余情』には『蔵人私記』を引いて「今案、御もとどりとり、御びんにまゐる人は紫のきぬの直衣を着て伺候するを、うちきの人とはいふ也」と言う。新注では天皇のお召し替えと解するのが有力であるが、なお本来は理髪の事であったのであろう。『建武年中行事』に「みうちきの人召して御装束たてまつる」、同じく後醍醐天皇の『日中行事』に「御手水の間にてみうちきの人を召す。……御びんかきをさめ御装束奉りて」とあるが、やや時代が下る。『源氏物語』も『枕草子』も、かならずお召し替えと解さねばならぬ理由はない。この時も御寝の後であるので、髪の具合を直されたのであり、あわせて装束の事に奉仕したのであろう。

二六一　正暦三年参議（二十七歳）、この時中将を停められ、長保三年八月中納言、寛弘六年権大納言、長久二年正月一日歿、七十六歳。この部分能因本「公任の君、宰相中将殿の」、前田本「これ公任の君なりけり。宰相中将殿の」とある。公任が宰相中将であったことはないから、前田本は採れない。能因本も誤りであろう。このころ宰相中将であった人を求めれば、正暦三年─長徳二年四月藤原道綱、長徳二年四月─長保三年八月藤原斉信である。公任を「公任の君」と書き、斉信を「宰相中将」と書くことは解せない。

二六二　『公任卿集』に「人に、春のはじめなり、すこし春あるここちこそすれ、とのたまひければ、吹きそむる風もぬるまぬ山里は」の連歌が見える。『枕草子』との先後関係は明らかでない。あるいは同じ頃のことでもあろうか。

二六三　長徳元年八月二十九日参議（三十七歳）、長保六年（寛弘元年）正月二十四日権中納言。後、権大納言。能因本に「俊賢の中将」とあるのは穏当でない。俊賢は長保三年八月から右近中将を兼ねているが、皇后定子歿後のことでもある。前田本に「俊賢の宰相中将」とあるのも誤りであろう。

二六四　長徳四年十月右近権中将、寛弘五年正月二十八日参議（右中将元の如し）、翌六年三月四日左兵衛督を兼ぬ。実成のほかに該当すべき人物はいない。なお能因本「右兵衛佐」、前田本「右兵衛督」（右に「左衛門」と傍書あり）とあるが、いずれも拠るべき本文ではない。

二六五　能因本「大般若経御誦経ひとりしてよみはじむる日。十二年の山ごもりのはじめてのぼる日」、前田本「千日の精進（さうじ）はじむる（能因本はこの段初頭にあり）。大般若の御読経ひとりしてよみはじむる日。十二年の山ごもりのはじめてのぼる」。堺本もほぼ同じ。二類は「大般若の読経ひとりしてはじめたる」（堺本の本文に同じ）の一項がある。

二六六　『宇治拾遺物語』に、内記上人寂心（慶滋保胤、寛和二年出家）が播磨の国で法師陰陽師が紙冠をつけて祓えをしていたのをいましめた話がある。その陰陽師の言に、祓戸（はらえど）の神々が僧形を忌むので紙冠をつけたのだ、とある。紙冠は、額につける三角形の白紙であろう。『紫式部集』に「やよひの一日、河原に出でたるに、かたはらなる車に法師の紙をかうぶりにて博士だちをるをにくみて、はらへどの神の飾りのみてぐらにうたてもまがふ耳はさみかな」とある。

二六七　京都から東方への関門として重要な地とされた。山科から逢坂山と音羽山の間を越えて近江に出た。歌枕としても著名。多く男女あい逢う意をかける。能因本、前田本、堺本「逢坂の関」。

二六八　摂津と西の播磨との境に当たる。これも歌枕として著名。

二六九　近江と伊勢との国境、鈴鹿峠の付近。東国への要衝であるが、歌枕としても著名。

二七〇　一志郡、川口村。古昔大和との交通の要衝であったらしい。川口の関の異名。『源氏物語』藤裏葉「もりにけるくき田の関を川口の浅きにのみはおほせざらなむ」。歌枕である。

二七一　岩代の国、西白河郡。奥州への関門に当たり、白河の東南、古関村、旗宿。歌枕としても著名なること、論をまたない。

二七二　平泉の高館の西。衣川の関とも。『詞花集』巻六「道貞に忘られて後、みちのくにの守にて下りけるにつかはしける、和泉式部／もろともにたたましものをみちのくの衣の関をよそに見るかな」。『能因歌枕』にも載せる。

二七三　『古事記』（雄略記）、『万葉集』巻六に直越（ただこえ）の地名が見える。河内、中河内郡、生駒山の北辺を越える大和・河内間の捷径であったようである。『評釈』は、これかとするが、ただし生駒山の南を越える暗（くらがり）峠を当てる。

二七四　陸前、柴田郡、槻木の地に当てる説が古くある。『後拾遺集』巻十二「知るらめや身こそ人目をはばかりの関に涙はとまらざりけり」。

二七五　駿東郡。『和名抄』に駿河郡横走郷の名が見える。相模から足柄峠を越えた竹之下の地。『兼盛集』「横走り清見が関の通ひ路にいづといふことは長くとどめつ」、『更級日記』に「（足柄を）からうして越え出でて関山にとどまりぬ。これよりは駿河なり。横走りの関のかたはらに岩壺といふ所あり云々」と見える。

二七六　庵原郡。興津の西、清見寺の海岸を清見の崎と言ったようで、ここに設けられた関。『更級日記』「清見が関は片つ方は海なるに関屋どもあまたありて海までくぎぬき（柵）したり」。

二七七　一類「よも〳〵の関」。二類「よし〳〵」「よしな〳〵」。能因本、前田本「よし〳〵」を正しとすべきである。「よしよし」は、まあいいや、というほどの意。

二七八　南、常陸に接する最南端の海岸。本名を菊多の関といった。歌枕として著名。『後撰集』巻十「立ち寄らば影踏むばかり近けれど誰かなこその関を据ゑけむ」。「な来そ」、来るなの意。

二七九　『万葉集』巻十一「かくしてやなほや守らむ大荒木の浮田の森のしめにあらなくに」。『八雲御抄』に「うき田の森」「大荒木の森」ならびに山城とし、同所であるとする。乙訓郡、淀の与杼神社の地とされる。

二八〇　類似の名を他本に求めれば、能因本に「うつ木の森」「うへつきの森」、前田本に「うつきの森」「うえつきの森」の他に「うえきの森」と同名が見え、堺本「うへのきの森」。最も蓋然性に富むのは「うつき」の誤写と見ることであろう。『能因歌枕』、尾張国に「うつきの杜」と見える。『八雲御抄』にも『枕草子』から引く。名義は空木であろう。すなわち卯の花の木。

二八一　『万葉集』巻八「神奈備の磐瀬の杜の呼ぶ子鳥いたくな鳴きそわが恋まさる」、『後撰集』巻十四「立田川立ちなば君が名ををしみ磐瀬の森の言はじとぞ思ふ」とあるのは大和、生駒郡。『能因歌枕』には、大和、摂津の両国に挙げ、『八雲御抄』は大和とし、また摂津、信乃にあるという、とする。また岩代、岩瀬郡、須賀川に磐瀬杜ありとする説もある。

二八二　『八雲御抄』に近江とする。今の膳所。『兼盛集』「駿河へ下るに粟津といふ所に恵慶が来たるにあはねば、かく／うらめしき里の名なれや君にわがあはづの原のあはで帰れば」。なお『八雲御抄』にも指摘する如く、催馬楽、律、鷹の子の歌詞にも見える。

二八三　歌枕として著れるのは、近江、栗太郡、野路の篠原（瀬田の東北約一里）、中世の歌に例歌が多い。『八雲御抄』には加賀の篠原とする。『古今集』巻十一「浅茅生の小野の篠原しのぶとも人知るらめや言ふ人なしに」などは固有名詞ではないであろうが、『源氏物語』夕霧にはこの「小野の篠原」を山城の小野にとりなした歌があり、『八雲御抄』には『古今』の「小野の篠原」を山城とする。

二八四　『八雲御抄』に紀伊とする。伊都郡にも古駅に萩原があるが、日高郡の萩原であろうとされる。御坊の北約三里。『後拾遺集』などに例歌はあるが地名とおぼしき古い証歌を得ない。

二八五　『源氏物語』にも見え、金峰山の金剛蔵王菩薩は「過去釈迦、現在観音、当来弥勒也。弥勒出世之時地に敷くべきこがねを守り給ふ神也」（『河海抄』夕顔）、「金峯山精進には後夜於[image: 二]庭前[image: 一]礼[image: 二]拝金峯山[image: 一]百度すと云々」（『花鳥余情』手習）などの注がある。

二八六　冬嗣の孫内大臣高藤の後裔で、三巻本勘物に「正暦二年（『小右記』によるに元年の誤り）八月筑前守、長徳四年右衛門権佐、八月廿七日兼山城守、長徳（長保の誤り）三年七月卒」、『尊卑分脈』には「長保三、四、廿五卒」。能因本は「右衛門佐」。また、名を能因本「信賢」、前田本、堺本「のぶかた」とするが、誤り。

二八七　従来「死せし」と校訂したのは言葉遣いも穏当でない。能因本「うせにし」、前田本、堺本「うせし」は後の改訂であろう。『小右記』の注記に「知章朝臣今春任、而着任之後子息及郎等従類三十余人病死、仍所[image: 二]辞退[image: 一]也云々。又宣孝朝臣未[image: レ]及[image: 二]検非違使巡[image: 一]、有[image: 二]何由[image: 一]所[image: レ]被[image: レ]任乎」とあって、その事情がわかる。なお、国守には蔵人、式部、民部、外記、検非違使などからなるのが例でこれを巡という。筑前は上国で守は従五位下相当、異数の抜擢であるのを実資は咎めているのである。

二八八　一類「かひろき」「むかひろき」、二類「かひろき」、能因本「むかひてろき」、前田本、堺本「ゐかはり〳〵」。「かひろき」を原形と認むべきであろう。この語、〔六四〕に薄の形容として既出。補注一九七参照。

二八九　塗香は、仏前礼拝の作法で、身口意三業を浄める香の粉末。まず掌に受け（身業を浄める）、次に口の周囲を撫で（口業を浄める）、ついで胸の辺を軽く撫でおろす（意業を浄める）。下文と合わないので、この塗香とする説は採れない。なお、能因本「かう」、前田本「べたう」（別当）、これらの文の方が解し易い。

二九〇　『日本紀略』長徳元年十月「廿一日甲午、石清水行幸、今日淀河無[image: 二]泛橋[image: 一]、以[image: 二]数百艘船[image: 一]所[image: レ]渡也。廿二日乙未、天皇還御」。三巻本勘物「小野右府記長徳元年十月廿二日、石清水行幸還御、於[image: 二]朱雀院東方[image: 一]女院御見物。予留[image: レ]馬語[image: レ][image: 〓]卿[image: 一]云、先例被[image: レ]申[image: 二]事之由[image: 一]有[image: レ]許[image: 二]騎馬[image: 一]也。右大臣被[image: レ]奏[image: 二]事由[image: 一]以[image: 二]頭中将斉信[image: 一]啓[image: 二]事由[image: 一]、依[image: レ]許渡[image: 二]御前[image: 一]。今案宰相馬副等不審。若後人書入歟」。またこの段の終りの所にも三巻本勘物に「信経記同日、朱雀院辺暫留[image: 二]乗輿[image: 一]、諸卿同留[image: レ]馬。依[image: 二]東三条院被[image: レ]立[image: 二]御車[image: 一]也。仍以[image: 二]蔵人頭左近中将斉信朝臣[image: 一]令[image: 二]啓照[image: 一]申[image: 二]御返事[image: 一]。其後従[image: 二]御輿[image: 一]諸卿諸陣不[image: 二]下馬[image: 一]御後侍臣諸陣亦以不[image: レ]下。乗輿自[image: 二]東脇門[image: 一]入御」とある。『信経記』に「被[image: レ]立[image: 二]御車[image: 一]」とあるのは、本文に「御桟敷」とあるのに合わない。

二九一　「一本、うしかひはおほきにてといふ次に、ほふしはこと少ななる。男だにあまりつきづきしきはにくし。されどそれはさてもやあらむ。女はおほどかなる。下の心はともかくもあれ、うはべはこめかしきはまづらうたげにこそ見ゆれ。いみじきそらごとを人に言ひつけられなどしたれど、みちみちしくあらがひわきまへなどはせで、ただうち泣きなどしてゐたれば、見る人おのづから心苦しうてことわるかし。女の遊びは、ふるめかしけれども、らんご、けふせに、すぐろく、はしらき、へんつくもよし」。この本文順位は現存堺本のそれに一致する。二類本が堺本と接触した結果の書入れで、三巻本本来のものではない。





















現代語訳









〔一〕　春は、曙。ようやくあたりも白んでゆくうち、山の上の空がほんのり明るくなって、紫がかった雲の細くたなびいた風ふ情ぜい。

　夏は、夜。月のあるころはもちろん、月のない闇やみ夜よでもやはり、螢ほたるがたくさん乱れ飛んでいる風情。また、ほんの一つか二つ、ほのかに光って飛んでゆくのも、趣がある。雨など降るのも、趣がある。

　秋は、夕暮。夕日がさして、もう山の頂に落ちかかろうとするころ、烏からすがねぐらに帰ろうとして、三つ四つ二つと思い思いに、帰りを急ぐ姿までも、哀れを誘う。ましてや、雁かりなどの列を作ったのが、小さく小さく空の遙かをわたって行くのは、とても趣がある。日が落ちてしまってからの、風の音、虫の音ねなど、これはもう改めて言うまでもない。

　冬は、早朝。雪の降ったのは、改めて言うまでもなく、霜が真白におりているのも、また、そうでなくても、ひどく寒い朝、火などを大急ぎでおこして、炭を御殿から御殿へ運んで行くのも、いかにも冬の早朝の景としてふさわしい。昼になって、気温が暖かくゆるんでゆくと、炭す櫃びつや火桶の火も白く灰をかぶってしまって、みっともない。


〔付説〕　印象をつらねた散文詩のような行文で、文章としては処理しにくい点がある。

「やうやう白くなりゆく」を下の「山ぎは」にかける解は、文章の調子からいって無理で、『春曙抄』の句読の如く、ここで中止とすべきであろう。「雨など降るも」は、清少納言は雨を好まなかったという含みにおいて読むべきであろう〔二七七〕。「烏」は、むしろ憎まれ者であった〔三八〕〔六九〕。「飛び急ぐさへ」の「さへ」には、そういう含みがある。「雁など」とあるのは、雁で渡り鳥を代表させたのであろう。






〔二〕　時節は、正月、三月、四月、五月、七、八、九月、十一、二月、結局全部、その時々に応じて、一年中、みな趣がある。

　正月一日は、空の様子も一段とうららかで、改まった感じに一面かすみわたっているのに、世間にありとある人は皆、衣裳や化粧を格別入念にして、主君をも、また自身をも、末長くと祝ったりしているのは、いかにもふだんとは様子が違って、おもしろい。

　七日、雪のむら消えの間から若菜を摘んで来て、青々としたそれを、ふだんはそんな物を近く見もしないような御殿の中で大騒ぎをして取りはやしているのが、たいへんおもしろい。白馬あおうま見物ということで、家庭の女たちは、車をきれいによそおい立てて宮中に見物に出かける。待賢門の敷居を通過する時、車が揺れに揺れて、乗っている者どうし、頭をぶつけ合い、飾り櫛ぐしも落ち、用心していないと折れたりして、皆で大笑いするのも、また一興だ。建春門の左さ衛え門もん府ふの陣の所に殿てん上じよう人びとなどが大ぜい立っていて、ふざけて舎人とねりの弓を取っては、馬を驚かして笑うのを、車の中からわずかに覗き見ると、奥の宣陽門の向うに立たて蔀じとみなどが見える、そこを主殿とのも司づかさや女官などが往来しているのは、目馴れぬおもしろさだ。いったいどれほど幸運に生まれついた人が、宮中をわがもの顔に振舞うのだろうかなど、その果報の程が思われるのだが、宮中でも実際にこうして見るのはごく狭い範囲で、舎人の顔が生き地じもあらわになって、ほんとうに黒い所にもってきて、白粉おしろいの行きとどいていない所は、雪がまだらに消え残っているような感じで、ひどく見苦しく、馬のはねて騒いだりするのもたいへん恐ろしく見えるので、自然に身体が車の奥の方に引っ込んでしまって、よくも見えない。

　八日、加階にあずかった人々が、諸方へのお礼言上に走らせる車の音には、ふだんとは違った心のはずみが感じられて、おもしろい。

　十五日、どこの家でも、望もち粥がゆの祝い膳を御主人にさし上げ、その粥の木を隠し持って、その家の老女格の女房や若い女房がすきをうかがうのを、打たれまいと用心して、しょっちゅう自分の背後に気を付けているそぶりもたいへんおもしろいが、どうやってすきをねらったのか、うまく打ちあてた時は、皆ひどくおもしろがって笑うのは、たいへん陽気な雰囲気だ。打たれた人が、くやしがるのも、もっともな話だ。あらたに当家に通って来るようになった婿むこ君ぎみなどが参さん内だいの支度をしているというのに、その間ももどかしく、どこにもよくあるその家では幅をきかしている女房が、物陰から覗き、すきをうかがうふうで、奥の方でうろうろしているのを、婿君の前にはべっている女房は、様子を心得て笑うのを、「しーっ」というつもりで、手まねで止めるけれども、ねらわれているかんじんの女おんな君ぎみは、何も気付かぬ様子でおっとりと坐っていらっしゃる。「ちょっと、ここの物をいただきましょう」などと言いざま、近付いて、走り寄って女君を打って逃げると、その場に居あわせた女房は皆笑う。婿君もにっこりほほえんでいるが、女君も別に驚いたふうもなく、ただほんのり顔を赤らめて坐っているのは、いかにも大たい家けの姫君らしい初うい々ういしさだ。また、女房どうし互いに打ちあったり、男の人を打ったりもするようだ。もともと冗談の遊びだのに、いったいどういうつもりなのか、打たれて泣いたり腹を立てたり、打った人をのろったり、不吉なことを口ばしる女房もあるのが、おもしろい。宮中などの万事きちんとした高貴のお方の所も、今日は無礼講で、上下の遠慮もない。

　春の除じ目もくのころなど、宮中の趣は、また格別である。雪が降ったり、氷が張りつめていたりするのに、人々は申し文を持ってあちこちする──、四位や五位のまだ年も若く、意気揚々とした人たちは、前途ありげでいかにもたのもしい。年とって白髪しらが頭あたまだったりする人が、女房に取次ぎを頼んだり、また女房の局つぼねに立ち寄ったりして、自分ははなはだ才幹のある人物である、などと、年寄りらしいひとりよがりの態度で話して聞かせるのを、同じ局の若い女房たちは、馬鹿にして口まねをして笑うのだけれども、御本人は、そんなこと知るはずもない。「どうかよしなに主上に申し上げて下さい。中宮様にも」などと、頭を下げて頼み込んでも、望む地位を手に入れた人は、その甲か斐いあってたいへん結構だが、とうとう手に入れそこなってしまった人は、ほんとうに気の毒千万だ。

　三月三日は、うららかにのんびりと日が照っているのが、いかにもこの日にふさわしい。桃の花がちょうどこのころ咲きはじめるのや、柳の風情など、改めて言うまでもない。それも、まだ芽ぐんだという程度なのは風情がある。葉が開ききってしまったのは、おもしろくない。

　美しく咲いた桜を、長く手た折おって、大きな瓶かめにさしたのは、たいへん風情がある。桜がさねの直なお衣しに、出いだし袿うちきといったしゃれたかっこうで、お客様でも、あるいは御兄弟の方々でも、そうした立派なお方が、その近くに坐って、御み簾すの中と話をしているのは、まことにすばらしい。

　四月、賀茂の祭のころは、ほんとにすばらしい。上かん達だち部めや殿上人も、袍ほうの色の濃いか薄いかという区別だけで、白しら襲がさねなど皆同じ様子で、いかにも涼しそうに、さわやかな感じだ。木々の木の葉は、まだすっかり茂りきってしまわないで、若々しく一面の緑であるのに、霞がこめたり霧が立ったりすることのない、からりと晴れわたった空のたたずまいが、別になんということもないけれども、浮き浮きと人の心を浮き立たせる、そんな日和ひよりの、すこし曇った夕方、あるいは夜など、まだ遠慮がちに鳴くほととぎすが、遠く、聞き違いかしらと思われるほど、まだ手探りのようにうぶに鳴いたのを聞きつけたのは、いったいどんな気持がするだろう。なんとも言いようがないではないか。

　祭近くになって、誰も彼も申し合わせたように、青あお朽くち葉ばや二ふた藍あいの着物地をくるくる巻いて紙にほんの申しわけ程度包んだのを持って、忙がしげに行き来きするのは、いかにもこのころらしい往来の風景だ。末すそ濃ごやむら濃ごの染物も、ふだんよりは風情があるように見えるのも、このころだ。女の子が、頭だけはきれいに洗って手入れをして、服装はふだんのまま、綻びの所も大きく裂け、ぼろになりかかったようなのを着ているのもある、そんな連中が「足駄に鼻緒をたてさせてよ」「沓くつの裏を打たせてよ」など、大騒ぎをして、早くお祭にならないかなと、はしゃぎまわっているのも、まったくほほえましい。ふだんは妙なかっこうをして飛んだりはねたりする子供たちが、晴着を着、まわりの人がきちんとした身なりをさせると、もうまったく、あの法ほう会えの時の定じよう者ざなどという坊さんのように静々とあたりを歩きまわる、親の身になってみれば、どんなにか気がかりだろう。それぞれ、その子の親とか、叔母に当たる人、姉などが、ついて歩いて、身なりをととのえて連れ歩くのも、おもしろい。

　なんとしてでも蔵くろ人うどになりたいと思っているけれども、急にはなれない人が、祭の当日、行列の前駆の役で青色を着用したのは、そのまま脱がせないでもおきたいものだと思われる。ただしそれが綾あやでないのは少々みっともないが。


〔付説〕　本段のはじめ「ころは」を一段とし、三行目「正月一日は」以下を別段とするのも一法であるが、『春曙抄』は続けて一段として読んでいる。萩谷朴氏も一段と見るべしとする。従うべきである。






〔三〕　同じ内容には違いないが、聞いた感じの違うもの

　法師の言葉。男の言葉と女の言葉。下賤の者の言葉には、きまってと言っていいほど、よけいな言葉がつく。




〔四〕　かわいく思う子供を坊さんにしたのは、たいへん気の毒なものだ。世間の人が、坊さんというものをほんの木の切れ端か何かのようにつまらぬものと思っているのは、たいへんかわいそうだ。精しよう進じん物もののひどく粗末な食事をし、居ねむりするのも、はたからやかましく言う。若いうちはいろいろな好奇心もあろう。女などのいる所をも、まるで忌み嫌うもののようにちょっと覗くこともしないなんて、まったく不自然だ。ちょっとぐらい覗いたっていいではないか。ところがそんなこともやかましく言う。まして、験げん者じやなどということになると、ほんとに苦しそうに見える。疲れて居ねむりをすると、「居ねむりばかりしていて」などと文句を言われる。身の置き所もなく、どんなにかつらかろう。

　ただし、こんなことはもう昔のことのようだ。当世は、ひどく気楽そうだ。




〔五〕　大だい進じん生なり昌まさの家に、宮中から中宮がお出ましになるのに、生昌家の東の門を特に四よつ足あし門もんに改造して、その門から中宮の御ご乗じよう輿よはおはいりになる。北の門から、私たち女房の乗った車も、まだきっと警固の者の陣屋もしつらえられていないから、門を乗打ちできるものと思って、髪の貧弱でみっともない人も、かもじを添えるなどあまり気を入れて手入れもせず、建物に車を乗りつけて降りられるものと高をくくっていたところが、檳び榔ろう毛げの車など大形のは、門が小さいので、つかえてはいることができないので、例によって筵えん道どうを庭に敷いて降りなければならないことになった。むしゃくしゃして腹立たしいけれども、どうにもしかたがない。殿上人、あまつさえ地じ下げの者たちまでが、陣屋のそばに立って見物しているのも、ひどくしゃくだ。

　中宮のお前に参上して、ことの次第を申し上げると、「気のおけないこの家だからといって、見る人がいないということがあろうか。どうしてまた、そんなに気を許していたのか」と、お笑いになる。（清少）「けれどもそれは、あの連中は見馴れた間柄ですから、私たちが念入りに化粧したりすれば、かえってびっくりするくらいのものでございましょう。それにしても、これほどの構えの家に、車のはいらない門なんて、あっていいものでしょうか。顔を見せたら、笑ってやりましょう」など言っているところに、おあつらえむきに（生昌）「これを中宮にさし上げてください」と言って、御使用の硯すずりなどを御み簾すの中にさし入れにやって来た。（清少）「まあほんとにあなたったら、なんて甲か斐い性しようのないお方なんでしょう。どうして、お宅のあの門、あんな小っぽけな門で満足していらっしゃるんでしょう」と言うと、相手はいなすつもりか、笑って、（生昌）「まあ家の構え、身分相応にというつもりなのです」と答える。（清少）「けれども、門だけを立派に造るという人もいたではありませんか」と言うと、（生昌）「これはとても敵かなわない」と、びっくりして、「あなたのおっしゃるのは、于定国のことでありましょう。昔、文もん章じようの生しようだったというような人聞ででもなければ、そんなことをうかがっても、なんのことやら分かりっこありません。たまたま私はこの道に足を踏み込んだ人間ですので、まあこの程度には理解できるのですが」と言う。（清少）「あなたのその道とおっしゃるのも、どうもたいしたものではなさそうですわ。お蔭で、筵道を敷いたって、皆みんな、でこぼこに足を取られて大騒ぎをしましたっけ」と言うと、（生昌）「雨が降りましたから、そうでもありましたろう。まあなんとでもおっしゃってください。うろうろしていますと、またなにかとっちめられそうです。これで失礼いたしましょう」と言って、立ち去った。「いったい、どんな苦情を言ったの。生昌がたいそう恐れ入っていたようじゃないの」と、中宮は、御簾ぎわでの問答のことをお聞きになる。（清少）「いいえ、別に。ただ車のはいらなかった苦情を申しただけです」と申し上げて、私室にさがった。

　同じ局に起居を共にする若い女房たちといっしょに、もうなんの見さかいもなく、ねむたくてたまらないので、皆ねむり込んでしまった。私たちの局は、東の対たいの屋やの西の廂ひさしの間まで、北側の部へ屋やと続いていたのだが、その隔ての襖ふすまに戸締りも実はなかったのを、疲れてねむたいままによくもたしかめなかったのが失敗で、生昌は自分の家だけに勝手を知っていて、そこをあけたのだった。

　妙にしゃがれた騒々しい声で、（生昌）「そちらにうかがってもよろしいでしょうか。そちらにうかがってもよろしいでしょうか」と、何遍も言う声に、ふと目をさまして、見ると、几き帳ちようのうしろに立てた燈台の光は、向うを明るく照らしている。襖を五寸ほどあけて、そこから声をかけているのであった。これはたいへんおもしろい。こんな好色めいたしわざなんか絶対にしない人なのだが、中宮が自分の家にお出ましになったというので、気が大きくなって、したい放題の振舞に及ぶのであろうと推測するのだが、なんにしても、とにかく傑作だ。そばに寝ている若い女房をゆり起こして、（清少）「あれを御覧なさい。あんな見かけない顔が、こちらをうかがっているようよ」と言うと、頭をもたげてそちらを見て、けたたましく笑う。（清少）「いったい、誰。ここは女の部屋ですよ」と、きめつけると、（生昌）「い、いえ。そんな不届きな料りよう簡けんではありません。この家の主人といたしまして、このお局の主人であるあなたと御相談申したいことがありますので」と言うので、「さいぜんは、門のことについては申し上げましたが、襖をおあけなさい、なんて申し上げたでしょうか」と言うと、「いえ、実はそのことについてもお話し申したいことがあります。そちらにうかがってもよろしいでしょうか。そちらにうかがってもよろしいでしょうか」と言うので、そばの女房が「まあ、私たち、こんなかっこうしてますのに。駄目にきまってるではありませんか」と言って、笑うと、「なるほど、お若い方がいらしたのですね」と言って、襖をしめて立ち去ったあと、私たちは、もう大笑いで、襖をあけるくらいの大胆さがあるのなら、まっすぐはいって来ればいいのに、はいっていいですかなんて挨拶されて、さあさあどうぞなどと、女が言えるものですかと、ほんとにおかしいったらない。

　翌朝、中宮のお前に参上して、この深夜の訪問のことを申し上げると、（宮）「そんな浮気っぽい噂も聞かない人なのに。きっと、ゆうべのお前の問答に感心のあまり、局まで行ったのでしょう。ほんに、さんざんなぶり者にされたんでしょう。気の毒なこと」とおっしゃって、お笑いになる。

　姫宮のおそば仕えの女の子の着物を新調するようにと、中宮から御下命のあった時、生昌ときたら、「お言いつけの、衵あこめの上っ張りは、どんな色にいたさせましたらよろしゅうございましょうか」と、おうかがいを立てるものだから、その「衵の上っ張り」を、またまた女房たちが大笑いするのも、無理もないことだ。また、（生昌）「姫宮の御ご膳ぜんの食器は、大人おとななみの大きさでは、いかつうございましょう。ちゅうせい折お敷しきに、ちゅうせい高たか坏つきなどがようございましょう」と言うから、私が、「そういう御膳で召し上る姫君には、上っ張りを着た女の子もお仕えしやすいでしょう」と言ってやると、中宮が、「これこれ。普通の人なみに、生昌をあんまり笑い者にしないがいい。真ま面じ目め一方の人なのだから」と、気の毒がられる、そのおいたわりのお気持も、ほほえましくお見上げする。

　ちょうど手の離せない用事をしている時に、「大だい進じんが、なにをさしおいてもぜひあなたに申し上げたいことがある、と言って、そこに見えています」と言う取次ぎの女房の言葉をお聞きになって、中宮が「またどんなへまなことを言って笑われようというのだろう」とおっしゃるのも、おやさしいかぎりだ。（宮）「まあともかく、行って聞いて来なさい」と、お許しが出たので、用事を中断してわざわざ御簾ぎわまで出て行くと、（生昌）「あの先夜の、門の一件を、兄の中納言に話しましたところが、たいそう感心されて『なんとか、しかるべき機会を得て、ゆっくりお目にかかっていろいろ申し上げ、またお話もうかがいたいものだ』と、こう申されました」ということで、別にほかの話があるわけでもない。いつかの深夜の訪問のことを何か言うかと、ちょっとどきどきしたけれども、（生昌）「そのうち、ゆっくり暇を見てお部屋にうかがいましょう」と言っただけで立ち去ったので、お前に帰って来ると、中宮が「わざわざ呼び出したりして、いったいなんの話だったの」とおっしゃるので、生昌の言ったことを、これこれと御報告申し上げると、居あわせた女房が「わざわざ申し入れをして、呼び出すほどのことじゃないじゃありませんか。お前にいない時とか、自分の部屋にさがっている時とか、そんな時にでも、ちょっと言えばいいことだのに」と、またまた生昌の気のきかなさ加減を笑いものにすると、中宮は、「いいえ。自分が偉い人だと思い込んでいる兄あに者じや人ひとがほめたのを、うれしがるに違いないと思って、わざわざ知らせに来たのでしょう」とおっしゃる御様子、生昌の人柄に対するお思いやりがうかがわれて、まったくすばらしい。




〔六〕　帝みかど御ご寵ちよう愛あいの猫は、五位の位を頂いて命みよう婦ぶのおもとと呼ばれて、ひどくかわいらしいので、帝も撫でいつくしんでおられる、その猫がある日、お部屋の端の方に寝ているので、お世話掛りの馬の命婦が、「まあお行儀の悪い。おはいりなさい」と呼ぶけれども、日向ひなたぼっこをきめ込んで眠っている。一つおどかしてというつもりで、「翁おきな丸まろ、翁丸は何してるの。この悪い子の命婦のおもとを嚙んでやりなさい」と言ったところが、冗談とは知らず、この馬鹿者は飛びついて行ったので、猫はおびえて、あわてふためいて御簾の中に逃げ込んだ。

　おりもおり、御朝食の間まに帝がいらした時で、これをお目に止められ、ことのほかびっくりあそばされる。猫をふところにお入れあそばして、蔵人をお呼び出しになる。忠ただ隆たかとなりなかがお前に参上すると、「不届き者の翁丸を打ちこらしめた上、犬島に流しつかわせ。即刻に」というきついお言いつけなので、皆々集まって、翁丸召取りという騒ぎになった。帝は馬の命婦をもきつくお叱りになって、「世話掛りをほかの者に代えてしまおう。こんなことでは、安心して任せておけない」とおっしゃるので、馬の命婦は、御不興を恐れてお前に顔出しもしない。犬はと言えば、皆してつかまえて、滝口の武士などによって禁中お構いということになった。

　（清少）「ほんにかわいそうに。いばった顔してのし歩いていたのに。三月三日に、頭とうの弁が柳で頭を飾らせ、桃の花をくびにささせ、桜を腰にさしたりして飾り立てて練り歩かせなさった時には、こんなひどい目にあおうとは思いもしなかったろうに」などと、同情する。

　（清少）「中宮のお食事の時には、お余りを頂戴しようと、きっと庭先にこちらを向いてかしこまったものだったのに、居なくなってつまらないこと」などとうわさして、三、四日もたったろうか、ちょうどお昼ごろ、犬のけたたましく鳴く声がするので、いったいどうした犬がこんなに長いこと鳴くのだろうかと思ううち、御所中の犬が様子を見にそちらに駆けて行く。と、御み厠人かわようどの女がばたばた駆けて来て、「まあ、たいへんでございます。犬を蔵人お二人で打ちのめしていらっしゃる。死んでしまうでしょう。帝の流罪にあそばされた犬が帰って来たというので、こらしめていらっしゃるのです」という報告。まあいやな知らせ、やはり翁丸だったのだ。「忠隆、実さね房ふさなどが、打っている」という話なので、止めに、その女を走らせる。そのうちにやっと鳴き声がやんで、「死んでしまったので、御門の外にほうり捨ててしまいました」と帰って来て言うので、まあ、むごいことをなどと噂している、その夕方、ひどい様子に腫れあがり、二目と見られないようなかっこうをした犬が、苦しそうにひょろひょろその辺をうろついているので、私が「翁丸だろうか。近ごろ、こんな犬がうろついてたかしら」と言うと、誰かが「翁丸」と呼びかけたけれども、見向きもしない。「やっぱり翁丸よ」と言う女房もあれば、「いや、違う」という意見も出て、まとまりがつかないので、中宮が「右近なら鑑定がつこう。呼んでおいで」ということになって、お呼び出しになったので、こちらに参上した。「これは果たして翁丸か、どうか」とおっしゃって、右近に首実検をおさせになる。（右近）「似てはおりますけれども、これはどうもあんまりみすぼらし過ぎるようでございます。それに『翁丸』と呼びかけさえすれば、喜んで飛んで来ますのに、これは、呼んでもやって来ません。どうも違うようでございます。先ほどの翁丸は、『打ち殺して、死骸は取り捨てました』という蔵人からの報告でした。大の男が二人がかりで打ったのでは、とても命はもちますまい」などと申し上げるので、中宮は眉をひそめて、まあひどいことをしたもの、という御様子である。

　日もとっぷりと暮れてから、食べ物をやったけれども食べないので、私たちは、これは違う犬だということにしてしまってこの問題にけりをつけた、その翌朝、中宮がお髪ぐしを櫛くしけずったり、御洗面など、朝のみじまいをなさる時、お鏡を私にお持たせになって御覧になるので、おそばにお付きしていたが、昨夜の犬が、お庭先の縁の柱の所にうずくまっているのをながめやって、（清少）「かわいそうに。昨日、翁丸をひどく打ったことよ。死んでしまったそうなが、ほんに、かわいそうなことをしたものよ。今度は、いったい何に生まれかわったことでしょう。打たれて死ぬ時は、どんなにかつらかったろう」と、思わず口に出すと、そこにうずくまっていた犬が、ぶるぶる身体をふるわせて、ポタポタ涙を落したので、もうびっくりしてしまった。さては、やっぱり翁丸だったのだ、ゆうべは、わが身の素す姓じようをひた隠しにしていたのだったと思うと、そのけなげさ、あわれさもさることながら、犬のくせによくもそこまで考えたことよと、その頭のよさが、なんとも言えずおもしろい。思わずお鏡を下に置いて、「それなら、やっぱり翁丸か」と言うと、地にひれふして、大おお袈げ裟さな鳴き声を立てる。中宮も、ほっとされたふうで、たいそうお笑いになる。

　早速、右近の内ない侍しをお呼びになって、（宮）「これこれ」と御説明になると、居あわせた女房たちも、大笑いする。その騒ぎを帝もお聞きになって、中宮の御座所にお出ましになった。（帝）「あきれたことに、犬などでも、これほどの知恵分別があるものなのだね」とおっしゃって、お笑いになる。帝お付きの女房なども噂を聞いてこちらに集まって来て名前を呼んだりするが、それに対しても、今となると活発に立ち上って身動きする。私が、「顔なんか腫れ上ってひどいこと。なんとか手当てをさせたいものだわ」と言うと、（女房）「それにしてもあなたは、とうとう翁丸の正体を見あらわしてしまったわね。初一念貫徹っていうところね」などと言って笑っているところに、蔵人の忠隆が聞きつけて、裏の台盤所の方から、「翁丸が帰って来たって、ほんとうでしょうか。一つ、検分いたしましょう」と申し入れて来たので、私が「まあ、滅相もない。絶対に、そんなものはおりません」と、取次ぎの者に言わせると、忠隆は、「そんなことおっしゃっても、いつかは私が見つけましょうよ。かくまおうとなさっても、そうは問屋がおろしますまい」などと、うそぶく。

　こうしたいきさつで、御勘気も許ゆりて、翁丸はもとの身の上になったのだった。それにしても、あわれみの言葉をかけられて、身をふるわせて鳴き声を立てた様子といったら、利口と言おうか、いじらしいと言おうか、もうこの上なく心のはずむような感動だった。人に同情の言葉をかけられて泣いたりするのは、人間ぐらいのものだと思っていたのに──。




〔七〕　正月一日、三月三日は、ほんにうららかな日和ひより。

　五月五日は、一日中曇って過ぎた、しっとりした感じ。

　七月七日は、日のあるうちは曇って気をもませ、夕方からはからりと晴れた空に、月の光もさわやかに澄み、星が一つ一つ数えられるといったお天気。

　九月九日は、明け方まだ暗いころから、雨がすこし降って、菊の露もびっしり置き、菊の着せ綿などもしずくするほど濡れて、花の移り香もそのせいでいっそう香り高い、といった風情。夜来の雨も、翌朝早くにはもうやんだけれども、まだ空はどんより曇っていて、ややもするとまた降り落ちて来そうな空模様も、風情がある。




〔八〕　官位昇進のお礼を天皇に言上する姿は、まことに颯さつ爽そうとした姿だ。うしろに長く裾きよを引いて、玉座の方に向かって立った姿の、いいこと。敬礼をし、左、右に袖をひるがえして、喜びの心をあらわすその姿の派手なこと。


〔付説〕　本文脚注一の『拾芥抄』「左右左」とあるのは、左を向き右を向きまた左を向くの意。左を向く時は、左の袖を上げ、右手を以て左の袖をとらえる。以下これに準ずる。中国風の儀礼である。なお「立てるを」の「を」は詠嘆をあらわす間投助詞。






〔九〕　今内裏の東の門を、正式の内裏になずらえて北の陣と呼んでいる。そのそばのならの木が見上げるほどの大木であったが、「いったいいく尋ひろあるだろうか」などと噂の種になっていた。権ごんの中将が「根本から切って、これをそっくりそのまま、定澄僧都の枝扇にしたら、似合いだろう」と冗談をおっしゃったが、その当の定澄僧都が山やま階しな寺でらの別当に任ぜられて、そのお礼言上に参さん内だいした日、近衛府の職掌として権の中将もその場に列席されたが、僧都は、ただでさえのっぽだのに、高い足駄まではいていたので、滅法背が高く見えた。僧都が退出してから、私が「どうしていつかおっしゃった枝扇を帰りに持たせておやりにならなかったのです」と言うと、中将は「ものおぼえのいいことだ」と、お笑いになる。

　「定澄僧都に袿うちきなし、すくせ君に衵あこめなし」とは誰が言いはじめたことやら、うまいことを言ったものだ。


〔付説〕　終りの軽口は、のっぽの定澄僧都に合う袿はない、みな衵のような丈たけになってしまう、ちびのすくせ君には衵もみな袿みたいになってしまう、の意。なおこの終りの二行は、能因本では別段として分離し、最後に近いあたりに独立の一章として存する（『校本』二九五段）。「すくせ君」が「すひせい君」とある。






〔一〇〕　山は　小倉山。鹿背山。三笠山。このくれ山。いりたちの山。忘れずの山。末の松山。かたさり山というのは、遠慮する山って、いったいどんな山なのかしらと、おかしい。いつはた山。かへる山。後のち瀬せの山。朝倉山は、昔の愛人も今は赤の他人という、あの歌を思うと、なかなか隅に置けない山だ。大おお比ひ礼れ山も、おもしろい。臨時の祭の舞人の姿などが目に浮ぶからだろう。三輪の山、歌と伝説のヴェールをまとった山。手た向むけ山。待ちかね山。たまさか山。耳なし山。


〔付説〕　列挙された山は、多くは歌枕である。また、通観して、名前のおもしろさに興じている。






〔一一〕　市いちは　辰の市。里の市。海石榴つば市いちは、大和やまとの国にたくさんある市の中で、長は谷せ寺に参詣の人がかならずここに泊るのは、観音様の御縁があるのかと思うと、なみなみには扱えない気がする。をふさの市。飾しか磨まの市。飛鳥あすかの市。




〔一二〕　峰は　ゆづる葉の峰。阿あ弥み陀だの峰。弥いや高たかの峰。




〔一三〕　原は　瓶みかの原。あしたの原。園原。




〔一四〕　淵ふちは　かしこ淵というのは、いったい底の底までどう見きわめて、そんな名前を付けたのだろうかと、好奇心が湧く。な入りその淵は、誰に、どんな人がそう教えたのだろうか。青色の淵という名前は、しゃれている。蔵人などが着られそうで。隠れの淵。いな淵。


〔付説〕　「かしこし」は、しっかりしている。「底の心」は、淵の底の事情と、心底とを掛ける。「な入りそ」は「はいるな」の意。「いな淵」は「否いな」という否定辞の連想からであろう。






〔一五〕　海は　水うみ。与よ謝さの海。かはふちの海。




〔一六〕　みささぎは　鶯うぐいすのみささぎ。かしはぎのみささぎ。あめのみささぎ。




〔一七〕　渡りは　しかすがの渡り。こりずまの渡り。水橋の渡り。




〔一八〕　たちは　たまつくり。




〔一九〕　家は　近衛の御み門かど。二条の院。みかゐ。一条の院も立派だ。染殿の宮。清和院。菅原の院。冷れい泉ぜい院。閑院。朱しゆ雀しやく院。小野の宮。紅梅殿。県あがたの井戸。竹三条。小八条。小一条。




〔二〇〕　清涼殿の東北の隅の、北側との隔てになっている障子は、荒海の絵で、奇怪な生き物、手長、足長などが描いてある。それが、上の御み局つぼねの戸はいつもあけ放してあるので、しょっちゅう目につくのを、私たちは、まあいやな、などと言って笑うのであった。

　その簀すの子この高欄の所に、青い瓶かめの大きいのを置いて、桜の見事に咲いた枝の五尺ほどのをたくさんさしてあるので、高欄の外まで咲きこぼれている、そうしたある日のお昼ごろ、大納言様が、桜がさねの直なお衣しの少し着なれて萎なえたのに、濃い紫の固かた紋もんの指さし貫ぬきを召して、下着は白を重ねて、その一番上には濃い紅くれないの綾、そのはっとするような色合いを直衣の下から出してといった服装でお見えになったが、ちょうど、帝がこちらにおいでになっておられたので、御局の戸口の前の狭い板敷にお坐りになって、なにか言上なさる。

　御局の御簾の内には、女房が桜がさねの唐衣をゆったりと着すべらかして、藤がさね、山吹がさねなどの衣裳、それぞれ趣向をこらした色彩豊かに、大勢が、北廊の小こ半は蔀じとみの御簾からも袖口などをあらわしている、おりしも、昼ひの御お座ましの方には、御膳を運び据える蔵人たちの足音が高く聞こえる。その、あたりを静める「を、し」と言う警けい蹕ひつの声なども聞こえて来る、それがうらうらとのどかなあたりの春の日ざしの中で、まことに結構な雰囲気をかもし出している。と、最後のお皿を運び終えた蔵人がこちらに参上して、御用意のできた旨奏上するので、帝は中の戸を通って、昼ひの御お座ましにおいでになる。そのお供をして大納言様は廂の間を通ってお送り申し上げて、また先ほどの桜の花はな瓶がめの所に帰って着座された。

　中宮様が御み几き帳ちようを押しやって簀子との境の御簾ぎわまでお出ましになっておられる御様子など、ただもう理屈もなにもなくすばらしいお姿なので、お仕えする私たち女房までも心の憂さなど忘れるほどのうっとりした気持になるのに、おりもおり、「月も日もかはりゆけども久ひさに経ふる三み室むろの山の」という古歌を、大納言様がまことにゆったりとした調子でお歌い出しになった。いかにも我々おそばの者の気持を代弁していただいたようで、感に堪えない気持がしたけれども、それにつけても、ほんとに千年もこのままでいらしていただきたいようなすばらしい中宮の御様子であることだ。

　お食事のお給仕の方かたが、お食膳を下げる蔵人を呼ぶか呼ばないかのうちに、もうこちらに帝はお出ましになった。中宮が「お硯の墨をすりなさい」とおおせになるけれど、私はもう目はあらぬ方を向いて、ただ帝のお姿ばかりお見上げ申しているので、手許もお留守になって、あやうく墨ばさみと墨の継ぎめも取りはずしてしまいそうだ。中宮は白い色紙をおしたたんで、「これに、今すぐ頭に浮ぶ古い歌を、一つずつ書いてごらん」とのおおせ。こまってしまって、御簾の外の大納言様に、（清少）「これは、どういたしましたらよろしいでしょうか」と御相談すると、（伊周）「早く書いてお見せ申し上げるがよい。男子が、さし出がましく意見を述べるべき場合ではない」と、おっしゃって、お見せした色紙を返してよこされた。中宮はお硯をつきつけんばかり、「さあ、さあ。なんの思案もいらない、難なに波わ津づでもなんでもかまわないことよ、今頭に浮んだ歌を書いてごらん」と無理強じいなさるのに、どうしてそんなに気おくれしてしまったのか、もうまったく、顔も真赤になって、途方にくれたことだった。

　皆こまったものの結局、おりに合った春の歌だとか、桜を詠よんだ歌だとか、まず上席の人たちが二つ三つほど書いたあとに、「ここに」と言って色紙をさし出されたのに、





年経ふれば齢よはひは老いぬしかはあれど花をし見ればもの思ひもなし






というあの歌を、「君をし見れば」（注、「君」はここでは定子をさすことになる）と書きかえてさし出した、それを中宮はいろいろとお見比べになって、「私としてはただ、お前たち女房の、こうした機転が知りたかったのよ」とおおせになる、そのついでに、（宮）「円融院の御み代よに、帝が草子をさし出されて、『これに歌を一つずつ書け』とおおせになったので、ひどく書きにくがって、御辞退を願い出る人が多かったが、帝は『いや絶対に、筆蹟の上手下手も、歌が季節に合わないのも問題にしないから』とおおせになるので、こまってしまって皆書いた中で、今の関白様がまだ三さん位みの中将といわれた時分のことですが、





潮の満ついつもの浦のいつもいつも君をば深く思ふはやわが






という恋の歌の終りを『頼むはやわが』（帝の御恩沢にお頼りしております）とお書きになったのを、帝はたいそうおほめあそばされたことでした」などとお話しあそばされるにつけても、思わず冷汗の出るような気持がした。年の若い女房では、あの場であんな大胆なことは書けそうもないだろうと思われる。──まあ自分の場合は、年の功の厚かましさ、けがの功名といったところである──。ふだんはきれいな字を書く人も、あいにくとあの場では気おくれがして、書き損じたりした人も居る。

　また、中宮は、古こ今きん集しゆうの本を御自分の前にお置きになって、歌の上の句をおおせになっては「この下の句は、なんと言うか」と、私たちにお聞きになるのに、いつもちゃんと忘れずにおぼえている歌もあるのに、それが、きっぱりとお答えできないのは、いったいどうしたことか。宰相の君が、さすがに十ほどお答えできたが、それとて、そのくらいではよくおぼえているとはお義理にも言えない。ましてや、五つ六つ程度では、これはもうお答えしない方がましなようなもので、いっそ、おぼえておりませんと申し上げた方がよさそうにも思われるけれども、「しかし、それではあんまり。せっかくの御質問にそっぽを向くようなことでよいでしょうか」と言って、皆、自分の頭の悪さを嘆くことといったらない。その熱心さも買うべきだろう。お答えできる人のいない歌は、そのまま下の句までお読み上げになって、中宮は、一々その歌に夾きよう算さんをはさんでゆかれるが、私たちは、「あらあら、これはちゃんとおぼえている歌だわ。どうしてこう私たちは頭が悪いのでしょう」と、情けながる。中でも古今集をたくさん書き写しなどする人は、全部おぼえていてもおかしくないはずなのだが──。

　さてそのついでに中宮のお話しあそばされるには、「昔、村上の帝の御代に、宣せん耀よう殿でんの女によう御ごと申し上げたお方は、小一条の左の大臣おおい殿とのの姫君であるとは、これは誰しも承知しておりましょう、有名なお方ですから。その姫君のまだ入じゆ内だい前、父ちち大臣おとどのお教え申し上げたことには、『まず第一には、お習字をなさい。第二には、琴きんの琴ことを、人より格別上手に弾けるようにと心掛けなさい。それから第三には、古今集の歌を二十巻全部暗記なさることを、あなたの女としての学問になさるように』と、常々申し上げておられたということを、帝はかねてお聞きになっておられて、物もの忌いみに当られた日に、古今集をお持ちになって女御のお部屋においでになり、間に几帳を立ててお坐りになったので、女御は、いつもに似合わぬよそよそしいお振舞に、どうしたことかと不審にお思いになったが、帝はやおら前に古今の草子をおひろげになって、『なんの月、なになにの時に、誰それの詠んだ歌は、なんという歌か』と、詞ことば書がきをお読み上げになって、その歌を御質問になるので、ははあ、試験をなさるおつもりだったのだなと、事情をお呑み込みになって、おもしろいことをなさるとお思いになったものの、しかしまた、おぼえ違いがあったり、忘れたところがあったりしたら、大変な恥になることだと、まあその時はどんなにか心配なさったことでしょう。帝は、歌の方に心得のある女房を二、三人ほどお呼び寄せになって、碁石で、お二人の勝ち負けを数えさせようということで、無理にも女御に御返事させようとなさったその場の雰囲気など、どんなにかすばらしく優雅な御様子だったことでしょう。その時お前にはべった女房たちまで、うらやましく思われることです──特に選ばれてその場に立ち会ったのですから。帝がそのお意気込みで、無理にもお答えをお求めになりますと、女御は、利口ぶって、その歌を続けておしまいまでお答えになるようなことはなさいませんでしたが、一つとして少しも間違えるということはなかったのです。それでも帝は、なんとかして、すこしでも間違ったところを見つけ出さなければ、こちらの面目も丸つぶれになる、せめてその上でお止やめになろうというおつもりで続けてゆかれるうちに、とうとう、半分の十巻がすんでしまわれた。帝も根負けされて、『どうも私の完敗だ』とおっしゃって御本に夾算をおはさみになって、お二人お寝やすみになられた、これまた御仲むつまじい、すばらしいことです。ところが、だいぶたってからお起きになりましたが、やはりどうもこの勝負、途中でうやむやにしてしまわれるのは沽こ券けんにかかわるということで、下しもの十巻を明日あすになったならば、女御が別の本を御覧になって準備されるかも知れないとお思いになって、『今日中に勝負をきめてしまおう』とおっしゃって、灯をお召しになって、夜のふけるまでお読み続けになったのでした。けれども、とうとう女御は帝にお負けにならないでしまいました。『帝が、お部屋においでになって、これこれこういう次第です』と、女御が父大臣おとどのお邸にお知らせの使いをお出しになったので、父大臣はたいそうな御心配で、御み誦ず経きようの使いなど寺寺にお出しになり、一日中、宮中の方に向かって、失敗のないようにと祈念されたそうです。父大臣の、こうした風流の遊びにもこれほど骨身を削ってわが子の成功を祈るお気持には心を打たれることです」などと、昔語りをあそばされると、帝も耳をお傾けになって、感嘆を惜しまれない。（帝）「私はとても、三み巻まき四よ巻まきでさえ、読み続けきる根気はあるまい」と、おおせになる。「昔は、ほんの身分の低い人々でも、皆、風雅のたしなみを持っていたものですわ。近ごろは、こんなすばらしい話は、とんと聞かないではありませんか」などと、中宮お付きの女房たち、それに帝お付きの女房で、中宮のお目通りを許されている人なども一緒になって、口々に感想を述べたりしたその時その場の有様は、ほんとうになんの屈託もなく、ただただすばらしく思われることだった。


〔評〕　前段、御簾の内に中宮が帝とともにあり、御簾の外には桜の花瓶と伊周がある。この構図そのものが、「染殿の后の御前に、花瓶に桜の花をささせたまへるを見て、よめる」という『古今集』の良房の歌の構図そのままである。清少納言が伊周に「これは、いかが」と色紙をさし出したのは、伊周を良房に見立てて、歌を書くことを求めたのであろう。この構図そのものに、既に中宮の演出の意図が働いていたのであろうと思われる。いわば仕組まれた場面に、清少納言は見事に中宮の意中を行く答案を出したのである。自らを染殿の后に擬して、『古今集』の歌の世界をここに再現する。それが中宮の意図であったと思われる。後段の『古今集』の暗誦の試験も、村上天皇と宣耀殿の女御の先蹤があった。後の一七七段に村上天皇と兵衛の蔵人の逸話があるのも、後宮の文明の歴史といった意識が、中宮と中宮を取り巻く女房たちの間に強くあったことを思わせる。






〔二一〕　前途に望みもなく、ただ一いち途ずに夫を愛し家庭を守って、ささやかな家庭の幸福といったものを夢見ているような人は、私にはとても我慢のならない軽けい蔑べつすべきもののように思われることであって、やはりなんと言っても、しかるべき身分の人の娘などは、宮中に女房として出仕させて、広くこの世の中というものを見せて、場馴れさせたいと思うし、できることなら、典ないしの侍すけといった地位にしばらくの間でもつかせてみたいと、そう思われることだ。

　宮仕えする人を、非難すべき、世間体の悪いもののように言ったり思ったりする男性は、ほんとににくらしいものだ。しかし、なるほど考えてみれば、それもまたもっともな点もあることはある。申すも恐れ多い帝をはじめたてまつって、上達部、殿上人、五位、四位などの人たちは改めて言うまでもなく、女房をあらわに見ない人は、ほんに数えるほどしか居ないであろう。女房の従者、女房の里邸から来る者、長おさ女め、御み厠人かわようどといった使い走りの者、たびしかわらといった取るに足らぬ下賤の勤めの者にいたるまで、いつ、女房がそれらの者に姿を見せないということがあったろうか。もしかすると、男の方々などは、ほんにそれほどでもないかも知れない。しかし男の方たちだって宮仕えする限りは、同じようなものだろう。

　いったん宮仕えした人を、上うえなどと呼んで大切に北の方として遇するような場合に、それはなるほど顔も広く知られていることだし、どうも前歴があまり感心しないと夫が思うのは、一応もっともではあるが、しかしまた内裏うちの典ないしの侍すけなどといって、事ある時には役目がら参内したり、あるいは賀茂の祭の使いなどで行列に加わったりするのも、なんと言っても晴がましい名誉なことではあるまいか。そうした身分を持ちながら、家庭の主婦の座におさまりきっている人は、一層すばらしいことに思われる。夫が受ず領りようとして五ご節せちの舞姫をさし出す時など、そういう北の方ならば、宮中の事情には通じているから、まるで田舎いなか者ものまる出しの、お話にもならないようなことをわざわざ人に問いただして恥をかくようなまねは、絶対にしないだろう。人に尊敬の目で見られるものだ。


〔付説〕　作者の宮仕え礼讃論、もっと限定して女性の宮中勤め礼讃論である。当時の書き残された資料としては珍しい発言であるが、しかしおそらくは宮仕えを経験した女性の心理の一方の極を代表する発言であろう。女房は一般にこうした誇りを持っていたはずであって、『紫式部日記』の自己の内面に執する告白や、『更級日記』の著者の歩んだコースは、女房としては規格に外れたものであったであろう。






〔二二〕　興ざめなもの

　昼ほえる犬。春の網あ代じろ。三、四月の紅梅の着物。牛の死んでしまった牛うし飼かい。赤ん坊の死んでしまった産室。火をおこさない炭す櫃びつや地じ火か炉ろ。博士が引き続いて女の子をもうけた場合。方かた違たがえに行ったのに、御馳走を出してくれない家。まして、節せち分ぶんの時などは、ほんとにがっかりだ。

　地方からよこした手紙に、何も贈り物がついてないのも。京から送った手紙も、受け取った先方はそう思うだろう。しかしそれは、先方の知りたい京の消息もいろいろと書いてあることだし、それによって向こうは世間の形勢も知ることができるのだから、手紙だけで十分というものだ。人の所に、念入りにきれいに書いて持たせてやった手紙の返事を、もう持って帰るころだが、どうしてこんなに遅いのかと、いらいらしながら待っていると、先程持たせてやった手紙を、立たて文ぶみでも結び文でも、持って歩いたものだから、もうくちゃくちゃにし、紙の地も毛ばだち、封印に引いた墨の線なども消えてしまって、「お留守でした」とか、あるいは「ちょうど物もの忌いみでいらして、受け取っていただけませんでした」とか言って帰ったのは、もうひどく情けなく、期待に反することおびただしい。

　また、かならず来ることになっている人の所に、迎えの車をやって待っていると、車の帰って来た音がするので、「来たらしい」と、人々が端はし近ぢかに出て見ると、車は車庫にさっさと引き入れて、轅ながえをポンと下におろすので、「どうしたのか」と聞くと、「今日きようは、よそにいらっしゃる予定があるので、おいでになりません」などと答えて、牛だけはずして引っ張って行ってしまう。

　また、せっかく居つくようになった大切な婿むこ君ぎみが通って来なくなってしまったのは、ほんにがっかりものだ。身分も相当で宮中勤めしているといったしっかりした女ひとにその婿君を取られてしまって、これはとても太刀打ちできないと泣き寝入りするのも、なんとも歯がゆい限りだ。赤ん坊の乳う母ばが、ほんのちょっとの間ですと言って外出したあと、苦労してなんとか赤ん坊をなだめすかしながら、「早く帰って来るように」と言ってやったところが、「今夜はもううかがえないと思います」という返事をよこしたのは、もうがっかりどころの話ではない、しゃくにさわって、怒りの持って行き場もない。ましてや、愛人をしかるべき逢あい曳びきの場所に呼び寄せようとする男の場合、こんなことになったら、ほんに男はどんな気がするだろう。約束の男を待っている家で、夜よがすこしふけてから、周囲をはばかるように門をたたく音がするので、ちょっとどきどきする胸をおさえながら召使いを出して名前を聞かせると、とんでもない別の男が、聞きたくもない名前をわざわざ名のって尋ねて来たのも、その時の気持というものは、なんと言おうか、がっかりだとかおもしろくないとか、まあそんななまやさしい言葉ではとても言い尽せたものではない。

　験げん者じやが物ものの怪けを調ちよう伏ぶくしようとて、いかにも自信満々の顔つきでよりましに独とつ鈷こや数珠じゆずなど持たせ、かん高い声をしぼり出すようにして陀だ羅ら尼にを誦じゆしていたけれども、すこしも物怪の祈り伏せられるようなけはいもなく、護法童子も現れた様子もないので、一家中男も女もその場に集まって来て祈念をこらしていたのだけれども、皆、そろそろ、おかしいなと思いはじめたころ、験者は、所定の時間が過ぎるまで経文を誦し続けてすっかりまいってしまって、「どうも全然つかない。もうあちらに行きなさい」と言って、よりましから数珠を取り返して、「やれやれ、全然ききめがないな」とつぶやいて、額から上に頭をこすり上げ、なんと自分から真先に大きな欠伸あくびをするなり、脇きよう息そくなどに寄りかかって横になってしまったのは（期待はずれもはなはだしい）。ねむたくてたまらない時に、たいしたこともない人が、ゆり起こして、無理にも話しかけてくるのは、おもしろくないことおびただしい。

　県あがた召めしの除じ目もくに任官できなかった人の家。今年は間違いないと聞いて、以前仕えていた連中で、その後はそれぞれどこかよそに勤めていたとか、あるいは片田舎に引っ込んでいるとか、そういうのがみな集まって来て、出たり入ったりする訪問客の車の轅も隙間がないくらいびっしり立て込み、御本人が祈願のため社寺に参詣するそのお供に、先を争ってついて行き、景気づけに散々御馳走を食べ酒を飲んで皆でどんちゃん騒ぎをしていたが、除目の終る明け方まで、知らせの者が門をたたく音もせず、「おかしいな」などと聞き耳を立てて聞くと、往来には先払いの声などいくつも聞こえて、上達部などもみな、宮中を退出してしまわれた。情報を聞きに宵よいのうちから寒さにふるえながら御所に行っていた下男が、ひどく大儀そうにのろのろ歩いて帰って来るが、今まで騒いでいた家の連中は、様子を察して、問いただすだけの元気もない。そんな時、たまたまよそからやって来た者などが「御主人は今度どこの国の守におなりですか」など聞くと、その答えには「どこそこの前ぜん司じですわ」などと、きまって答えるものだ。今度の任官を本気にあてにしていた者は、ほんに情けないことだと落胆している。翌朝になると、あれだけ詰めかけていた連中も、一人、二人と、こそこそと座をはずして帰って行ってしまう。長年仕えている老朽の者で、そんな連中のようにこの主人の許を離れ去るわけにもいかない者は、来年欠員になる国々を指折り数えたりして、のそのそ歩きまわっている姿も、気の毒で、まるで落胆の標本みたいだ。

　まあまあ人なみには詠めたと思う歌を、人の所におくったのに、返事の歌をよこさないのは（期待はずれだ）。女に思いをかけている男の場合は、これは先方のおもわくもあることだから、しかたがない。しかしそれでも、こちらから風情のある時（たとえば、雪とか、時雨しぐれとか、花とか）に詠みおくった歌に返歌をしないのは、なんだ、そんなつまらぬ人だったのかと改めて見直される。また、人の出入りも激しい今を時めく人の所に、世間からも忘れられてしまった老人が、自分が何もすることがなく暇をもてあましているものだから、人の所もそうのように思い込んでいて、昔風ななんの変てつもない歌を詠んでよこしたのは（これも季節はずれの感じにぴたりだ）。

　何か晴れの儀式用の扇を、すばらしいのをと思って、上手だから間違いないと白羽の矢を立てた人に頼んでおいたところが、その当日になって、心外なつまらぬ絵など描かいてよこしたのは（がっかりだ）。

　産うぶ養やしないや旅の餞別などを持って来た使いに、心づけをやらないのも（そうだ）。そういう重要な使いではなく、言ってみればおもちゃのような薬くす玉だまとか卯う槌づちなどを方々にくばって歩く者などにも、やはり心づけはかならずすべきものだ。心づけなど思いもかけなかった使いに行って貰った場合は、使いに来たかいもあったと思うことだろう。これはかならずたんと心づけの出るはずの使いと思って、期待に胸をふくらませて行ったのに、貰えなかったのは、格別おもしろくないものだ。

　婿を迎えたにもかかわらず、四、五年たっても産室のにぎわいのない家も、はなはだ期待はずれのものだ。もう成人した子供たちがたくさんいて、下手をすると孫などもその辺を這いまわっていようという年輩の両親が昼寝をしているのは（興ざめだ）。そばに暮らしている子供たちの気持から言っても、親の昼寝している間は、近付きようもなく、おもしろくもないものだ。十二月のつごもりの夜、今まで寝ていたのが起き出してすぐ浴びる湯は、おもしろくないどころでなく、腹立たしくさえ思われる。十二月のつごもりの長雨。「長い精進を、あと一日というところでやめてしまう」ということわざは、こんな場合を言うのであろう。


〔付説〕験者のくだりで、「護法もつかねば」とあるのは、物怪が駆り移されたよりましを責める役を、目に見えぬ護法がつとめると信じられていたので、その護法が現れた様子もない、というのであろう。「産屋の騒ぎ」は、出産から産うぶ養やしないまでを含めていう。「師走のつごもりの夜」云々は、大晦日の夜、元旦の四方拝に備えて禁欲すべきであるのに、同衾したため身を浄める、とする萩谷朴氏の解がある。






〔二三〕　怠けがちになるもの

　精進の日のおつとめ。当日まで十分に余裕のある準備。寺に長い間参籠の場合。




〔二四〕　人に馬鹿にされるもの

　築つい地じ塀べいの崩れ。衆目の見るところお人好しということになっている人。




〔二五〕　にくらしいもの

　急の用事のある時にやって来て、長々とおしゃべりするお客。与くみしやすい人ならば、「また、あとで」とかなんとか言って帰してしまうこともできるけれども、やきもきしながらも、相手が一いち目もくおかねばならぬ立派な人の場合は、たいそうにくらしく、迷惑至極だ。硯の中に髪の入っているのに気が付かずに墨をすった時。また、墨の中に石がまじっていて、きしきしといやな音を立てたのも。

　急の病人ができたので、験者を呼ぼうとしたところが、それがいつも居る所に居なくて、使いの者がよそをいろいろとさがしまわっている間、たいそう待ち遠しく、長い時間やきもきしながら、それでもやっとの思いで迎え入れて、やれやれとよろこびながら御祈禱をさせようとすると、近ごろは商売繁昌であちこちの物ものの怪け調ちよう伏ぶくに疲れきっているのか、坐るやいなや、陀羅尼を誦じゆする声が半分眠ったような声になるのは、ひどくにくらしい。

　たいしたこともないくだらぬ人が、満面に笑えみをたたえて得意げに弁じ立てた様子。火鉢の火や、いろりなどに、手のひらを何度も何度も上に向けたり、さすりあわせたりして、あぶっている者。若々しい人なんかが、いつ、そんなはしたないことをしたろうか。みにくく年とった者に限って、火鉢のふちに足までのっけて、しかも、しゃべりながらそれをこすりあわせたりするのがよくいる。そういう横着な年寄りは、人の家にやって来て、自分の坐ろうとする所を、まず扇であちこちあおぎ散らして、ごみを払いのけ、坐る段になると、いつまでもばたばたと座がさだまらず、あげくの果てが、狩かり衣ぎぬの垂れを膝の下に巻き込んで坐ったりするもののようだ。こんな無作法な振舞は、ごくごく下賤の者のすることかと思っていたけれども、まあまあ人並みの身分といえる式部の大夫たゆうといった人が、したことなのだ。

　また、酒を飲んでわめき立て、指で口の中をせせり、鬚ひげをはやした人は、それをなでまわし、盃さかずきをほかの人に受けさせる時の様子は、ほんとににくらしく見える。「もう一杯飲め」と言うのであろう、身体をゆすり、頭をふって、あまつさえ唇を下に引き垂れて、子供たちが「国の守かみ様の御み館たちにうかがって」を謡う時のような顔つきをする。こういう酔態は、なんと、れっきとした身分のお方がなさったのを見たので、ほんとにいやなものだと思うのである。

　なんでもかでも人のことをうらやみ、自分のことについては泣き言を言い、人の噂うわさ話ばなしばかりし、ほんのちょっとしたつまらぬことでも根掘り葉掘り知りたがって、しつこく話をせがみ、話してやらないと、うらんだり悪口を言ったりし、また、ほんの聞きかじった程度の話を、自分がもともと知っていることのように、ほかの人にも得々として受け売りしたりする、こんな人も実にいやだ。

　人の話を聞こうとしている時に泣き出す赤ん坊。烏が群れをなしてあちこち飛びまわり、ばさばさ羽音を立て、鳴き立てる騒ぎ。

　人目を忍んで通って来る男を見知っていて、ほえる犬。人に見つかっては困る場所に、苦心してひそかに迎え入れて共寝した男が、いびきをかいたのは、人の気も知らないでにくらしい。また、人目を忍んで通う女の所に、長なが烏え帽ぼ子しをかぶって来て、気の利かないことおびただしいが、それでも人に姿を見られまいと気を使って、あわててはいって来る時に、その長烏帽子が物につきあたって、ごそごそと音を立てたのは、にくらしい。伊い予よ簾すなど掛けてあるのに、それをくぐってはいろうとして、さらさらと音を立てたのも、その気の利かなさ加減が腹立たしい。ましてや帽も額こうのすだれは、そういう時、こはしがことりと床ゆかに音を立てるのが、周囲にはっきり響く。そんな場合、静かに引き上げてはいれば、絶対に音はしないものだ。板戸を手荒くあけたてするのも、いったいどうした料簡なのかと気が知れない。すこし持ち上げるようにしてあければ、音なんか立てなくてすむのに。あけかたが悪いから、襖なども、ごとごとと音のするのが、周囲によく聞こえるのだ。

　ねむたくてたまらなくて横になったのに、蚊が細くやるせなげにプーンとうなって顔のあたりを飛びまわる。小さいその身体相応に羽風までごていねいに送ってよこすのが、ひどくにくらしい。

　ぎしぎしきしむ車を乗りまわす人。つんぼなのかしらと、ひどく腹立たしい。自分がそんな車に乗った場合は、その車の持主までもがにくらしく思われる。また、話をしている時に、出しゃばって、いい気になって話の先廻りをする人。いったい、出しゃばりというものは、子供でも大人でも、ひどくにくらしいものだ。ちょっと顔を出した年はのいかない子供連中を、目をかけてかわいがってやり、よろこぶ物をやったりしたところが、それに味をしめて、しょっちゅうやって来てはわが物顔にあがり込んで、部屋に置いた調度品を散らかしたりしたのは、ひどくにくらしい。

　自分の家でも、宮仕えする所でも、なるべくなら会いたくないなと思う人が尋ねて来た場合、たぬき寝入りをきめ込んでいると、自分の召し使う女が起こしにやって来て、いかにも寝坊な御主人だなと思っているような顔つきで、手荒くゆさぶるのも、ひどくにくらしい。新参の女房が、古参の人をさしおいて、いかにも事情に通じたような顔つきで、新しく来た女房に教えるようなことを言い、なにかと世話を焼くのも、ひどくにくらしい。

　自分の現在深い仲になっている男が、以前に関係のあった女のことをしゃべり出して、ほめたりするのも、もうずいぶん前のことではあっても、それでも腹の立つものだ。ましてや、それが現在関係のある女の場合は、さぞかし腹が立つであろうと、その気持は想像できる。けれども、しゃべられてもかえって、それほど腹も立たないといった場合もあるものだ。

　くしゃみをして呪じゆ文もんをとなえる人。だいたいが、一家の男主人以外の人があたりをはばからず大きなくしゃみをしたのは、ひどく腹立たしい。蚤もひどくにくらしいものだ。着物の下をぴょんぴょんはねまわって、着物を持ち上げるようにするのが──。犬が何匹も声をそろえて、長くしりあがりに尾を引いて鳴いたのは、不吉な感じさえして、にくらしい。

　あけて出はいりする所を、しめない人、ひどくにくらしい。







〔二六〕　胸のどきどきするもの

　雀の子を飼う。赤ん坊を遊ばせている所の前を通る。上等の薫たき物ものをたいて、ひとりで横になっている時。舶来の鏡のすこし暗いのを覗き込んだ時の気持。身分の高そうな男が、家の前に車を止めて、供の者に挨拶をさせて何か聞いた時。髪を洗い、お化け粧しようをして、かおり高く香のしみた着物など着た時の気持。そういう時は、別段見る人も居ない所でも、自分の心の中だけはやはりはずんだ気持になる。約束の男を待っているような夜は、雨の音や風の建物を吹きゆるがす音にも、はっと胸の騒ぐものである。


〔付説〕　「唐鏡のすこし暗き見たる」は、よく分からない。通説は、秘蔵の鏡の曇ったのを発見した時、とするが、言葉の解釈に少々無理があるようである。






〔二七〕　過ぎ去ったころのことが恋しく思い出されるもの

　祭の時からそのままになっている枯れた葵あおい。お人形遊びの道具類。二ふた藍あいや葡萄えび染ぞめなどのきれじが、ぺちゃんこになって本の中などにはさまっているのを見つけた時。また、おりがおりであったので非常に心を動かされた人からの手紙を、雨など降って所在ない日に、さがし出した時。去年使った夏扇。


〔付説〕　「をりからあはれなりし人の文」は、前の〔二二〕にも「をりをかしうなどある云々」とあった。手紙といっても、歌が主である。






〔二八〕　気持のいいもの

　上手に描いてある女絵の、しゃれた説明の言葉のたくさんつけてあるもの。見物の帰りに、車から衣裳を派手におし出して、車くるま副ぞいの家来たちが大勢つき従って、牛の扱いの巧みな牛飼いが景気よく車を走らせたの。真白できれいな陸奥みちのくに紙がみに、すてきに細い字で、まるで字なんか書けそうもないような細筆で、手紙を書いた時。きずのない精選した練ねり糸いとを二筋合わせて糊を引いたの。てうばみに、調目を多く打ち出した時。弁舌さわやかな陰陽師をやとって川原に出て、人に呪のろいをかけられたそのお祓いをした時。夜、目ざめて飲む水。

　何もすることがなく退屈な時に、それほど親しく付き合っているわけではないお客が来て、その人が、世間話をして、近ごろおこった、おもしろい話でも、腹の立つような話でも、あるいは妙な話でも、あれやこれやと話題豊富に、宮中のことでも家庭の私事でも、すこぶる事情に通じていて、しかも聞きにくくなくさっぱりと話してくれたのは、ほんとに胸のすっとするような気がする。

　神社やお寺などにお参りして、願いの筋を祈らせるのに、寺なら法師、神社なら禰ね宜ぎといった連中が、分かりやすく明めい晰せきに、こちらの期待以上によどみなく耳にこころよく願意を申し述べてくれた時。




〔二九〕　檳榔毛の車は、ゆっくりと進ませたのが、その貫禄にふさわしい。急いで走らせたのは、不体裁だ。

　網あ代じろの車は、走らせたのがよい。たとえば、家の門の前などを通って行ったのが、はっとながめる間もなく通り過ぎてしまって、あとは、走ってついて行く供人の姿だけが見える、──いったい誰の車かしらなどと想像する、そういうところがおもしろいのだ。そんな時、ゆっくりゆっくり時間をかけて通り過ぎるなんていうのは、すこぶる見栄えのしないものだ。




〔三〇〕　説経の講こう師じは、美男子なのがよい。夢中になって、ひたと講師の顔を見守っておればこそ、その説き聞かせる仏法のありがたさも感得できるというものだ。よそ見していると、聞いたことも途端に耳から耳へ筒抜けになるから、顔のみにくい講師の説経を聞くのは、不信心の罪をおかすことになろうかと、心配に思われるのだ。いやいや、こんなことは書くべきではない。自分ももう少し齢としの若いうちなら、こんな罪をおかすようなことも平気で書きもしたろうが。齢とった今となっては、仏のおいましめにそむくことはたいそう恐ろしい。

　また、説経はありがたいものだ、私は信仰の心が厚いのだと言って、説経があると聞けばかならずどこへでも、真先に出かけて行って坐り込んでいるといった人は、やっぱりどうも、こうした罪深い私の考え方からすると、そんなにまでしなくてもいいではないか、と思われる。

　蔵人をおりた人など、昔は行幸の御前駆などももうつとめず、退官したその年だけは、体裁悪がって宮中などには影も形も見せなかったものだった。ところが、今はそうでもないようで、蔵人の五位と言えば、かえってそうした者を、前にもましていそがしく召し使うけれども、やはりなんと言っても、劇務だった蔵人在職中にくらべれば、所在なく、周囲の見る目はともかく、本人自身は暇のあるような気がするのであろう、だからそういう人が、説経の場なんかに一、二度行って聴ちよう聞もんしはじめると、もう癖になって、しょっちゅう参詣したくなって、夏のひどく暑い盛りなどにも、めかしこんだかたびらを透かせ、薄二藍や青あお鈍にびの指さし貫ぬきなどを派手にはいているといった連中が多いようだ。そうした手合いが烏帽子にわざわざ物忌のふだを付けているのは、家に籠って慎んでいなくてはならぬ日なのだけれども、仏法の善根を積むためなのだから、物忌などさしつかえはないのだという自分の熱心さを、子供っぽく人に見せつけようというつもりなのかしら。

　世話役のお坊さんと雑談したり、女の聴聞客が庭に車を立てることなどにまで口を出して世話をやいたり、もうまったく会場をわが物顔に、世話掛りみたいな顔つきでいる。長いこと会わなかった人が偶然参りあわせたりすると、やあやあといったことになり、その隣に坐り込んで話し込み、しきりにうなずき、気の利いたふうのことを話題にしては、扇を広くひろげて口に当てて笑い、立派に飾り立てた数珠を仔細ありげにもてあそび、たぐり、会場をあちらこちら見廻したりして、庭に立てた車のよしあしを品評して、ほめたりくさしたり、あるいはまた、どこそこで、誰それの主催した八は講こうの噂やら経供養の話やら、あれがどうだったとか、これがどうだったとか、比較品評の話に花が咲いているうちに、さて肝腎の、はじまった説経の内容なんかは、てんで耳にもはいらない。いやなに、非難するには当たらない。しょっちゅう聞いてることなんだから、御当人はもう耳にたこが出来て、格別興味も湧かないというところなのだろう。

　そんな手合いとは違って、上品な一行が会場に姿を現すということもある。講師が講座にのぼって、説経がはじまってからしばらくたったころ、小人数の前駆の声の聞こえた車をここに止めて、おりて来た人はと見れば、蟬せみの羽より軽そうな直衣、指貫、下には生絹すずしのひとえなど着た人や、また狩衣姿の人も同様の軽快な夏姿で、若くすらりとした貴公子が三、四人ほど、それにお供の家来もそのくらいの人数で、一行が会場に入って来たので、前から坐っていた人々も、遠慮してすこし身体をずらせて座をあけ、一行の人々を講座に程近い柱の所に座を占めさせると、人人は目立たぬように数珠を押しもんだりして上品な態度で聞き入っている。と、講師も晴がましい気持になったのであろう、なんとかして世間に評判になるような名説法を、というほどの意気込みで、説経にも熱が入って来たようだ。聴聞するのだからといって、こけつまろびつの大騒ぎをしたり、額をつけて礼拝するといった大袈裟なことをするわけでもなく、引き上げるのも適当なころ合いを見はからってさっと引き上げる。そして立ちぎわに、庭に立てたこちらの女車の方などに視線を流して、お互い何か話しているのも、いったい何を噂し合っているのかと、こちらからも気がもめる。誰それと知っている人は、その振舞にさすがと感心するし、知らない人は、いったい誰なのだろう、あの人かしらなどと想像し、帰るその後ろ姿に視線が惹ひきつけられるのも、その水際立った振舞の故だ。

　「どこそこで説経があった、八講を催した」などと噂が出るたびに、「誰それさんの姿は見えましたか」「あの人が顔を出さないなんてことがありますか」などと、いつもきまりきって人の口の端はにのぼるのは、はなはだもってどうかと思う。それはなるほど、ありがたい場所に全然顔出ししないというのも極端で、誰だって時々は顔出しくらいはする。当節は、身分のいやしい女だって、ひどく熱心に聞きに出かけるようだから。しかしだからといって、以前は、徒歩で出かける人はなかった。ごくたまには、壺装束といった恰好で、上品に身づくろいした女の人の姿も見かけたものだったが。それもたいていはお寺参りなどが多かった。説経などにそういう女の人が出かけて行くということは、そうそうは聞かなかったものだ。近ごろのこの風潮を、そのころ時々顔出しをしたといった人が長生きをしていて見たならば、どんなにか非難することだろう。


〔付説〕　説経聴聞流行の当時の世相の一端をうかがわせる一文である。蔵人の五位のたくましい俗物ぶりと対照的に書かれた貴公子の一行に対する評価も、これまた当時の社会通念を反映するもので、根本は身分の高下に価値の高下が相即する貴族社会の通念である。風俗描写は印象を連ねて部分的には的確であるが、文章の体は成していないと評すべきであろう。






〔三一〕　菩ぼ提だいという寺で結けち縁えんの八講が催されたのにお参りしたところが、ある人の所から「早くお帰りになってください。あなたがいらっしゃらないと、ひどくつまらなく思われます」という手紙をよこしたので、[image: 蓮]の葉の裏に、





もとめてもかかる[image: 蓮]はちすの露をおきて憂うき世にまたは帰るものかは






と書いて、送った。口先だけではなく、ほんとうにありがたく、深い感動をおぼえたので、このままこの山寺にとどまって出家したいような気持なので、あの家路を忘れた湘中老人のように、家人の非難も忘れてしまいそうだった。


〔付説〕　八講であるから四日間くらいの参籠滞在だったのであろう。「人」は、同僚の女房といった人かもしれない。この一首、作者としても自慢だったのであろう。そのために書かれた一文である。当時のいわゆる歌語りである。






〔三二〕　小白河殿というのは、小一条の大将様のお邸のことなのだが、そこで、上達部の方々が集まって、結縁の八講を催された。世間の人は、たいそうすばらしい催しともっぱらの噂で、「遅く行った車などは、立てる場所もない」という話なので、露の置くと一緒に、早々と起きて行ってみたところが、噂のとおり、すき間もなくびっしり並んだ車の、轅ながえの上にまた轅を重ねるといった混雑で、三列目ほどまでは、かろうじてものも聞こえようといった有様だ。

　六月十余日のことで、その暑さといったらお話にもならないくらいだ。ただお庭の池の[image: 蓮]を見わたす景色だけは、涼味満点の趣がある。左右の両大臣のほかには、参会しない上達部はいらっしゃらない。二ふた藍あいの指貫、直なお衣しに、薄黄色の夏の下着を皆様透かしていらっしゃる。すこし年輩の方々は、青あお鈍にびの指貫に白い下袴を透かしていらっしゃるのも、見た目にひどく涼しげである。佐すけ理まさの宰相などもすっかり若返った派手なよそおいで、全体に、ありがたい法ほう会えの催しというだけでなく、綺羅を飾ったショーの観がある。

　廂ひさしの間の簾すだれを高くまき上げて、簀すの子こ縁より一段高い長押なげしの上に、上達部は奥の母も屋やの方に向いて、長々と列をなして席についていらっしゃる。その次の簀子の座には、殿上人とか、若い名家の子弟といった人々が、それぞれ狩かり衣ぎぬあるいは直衣など、しゃれた着こなしで、気持が落ち着かないのか、座にじっと坐ってもおれず、あちこちと動きまわっているのも、若々しく素敵だ。実方の兵ひよう衛えの佐すけや長ちよう命めい侍従などは、このお邸の家族の一員であるから、ほかの人よりはものなれた物腰でしきりに出はいりしている。まだ元服前の若君たちのかわいらしい姿も見える。

　そろそろ午前の日盛りにもなろうというころに、三さん位みの中将が──後の関白様をそのころそう申し上げていたのだが──、丁子染めのかたびらを下に着た二藍の直衣、同じ二藍の織物の指貫をお召しになり、濃い蘇す枋おう色いろの下袴に、張ってつやを出した白いひとえのたいそうくっきりした色合いのをかたびらの上に重ねて、その席に静々と入っていらした御様子は、ほかの方々が実にさっぱりとした涼しそうな御服装でいられる中では、暑苦しくお見えになりそうなものだが、逆に、実に御立派なお姿と見えた。朴ほおとか塗り骨とか、骨は様々だが、皆様いちように赤い紙を張った扇を使ったり持ったりしていらっしゃるその光景は、ちょうど撫なでし子こが一面盛りに咲きそろったような感じだ。

　まだ講師も高座にのぼらぬうちに、懸かけ盤ばんを運び込んで来て、ここからは何かよく見えないが、皆様何か召し上る様子だ、義よし懐ちかの中納言の御様子が、ふだんよりもすぐれて立派にお見えになる。その御立派さといったら、ほんにこの上もない感じだ。ほかの方々は、派手やかな色合いのパッと目につく美々しいかたびらなので、いずれとも優劣をつけがたいその中にあって、中納言は、かたびらを目立たぬように下に着こめて、ほんとにただもう直衣だけを着たようなすっきりしたお姿で、しょっちゅう庭に立てたこちらの女車の方を御覧になりながら、ものを言いかけたりなさる、その御様子をすばらしいと思わない人は居なかったろう。

　後からやって来た車が、こんで隙間もないような状態だったので、少し遠く池のそばに引き寄せて立てたのを御覧になって、実方様に、（義懐）「うまく口上の言えるような者を一人呼べ」とおっしゃって、使いに立つ者をお召しになると、どんな人か知らないが、実方様は一人選んで連れていらした。「どういう文句を言い送ろうか」と、そばに坐っていらっしゃる方々は全部、皆様で御相談なさって、使いを出されるのだが、その文句は、ここまでは聞こえて来ない。使いが、たいそう気取ってその女車の所に近づいて行く様子を御覧になって、それがおかしいといってお笑いになる。使いは車のうしろの方に近寄って、口上を伝える様子だ。そして、ずいぶん長いことそのまま立っているので、方々は、「相手は歌でも詠むつもりなのかも知れないな。兵衛の佐、今から返事の歌を考えておけよ」などとおもしろがって、早く車からの返事を聞きたいものだと、その座に居合わせた方々は全部、年輩の上達部まで皆、そちらの方に注目していらした。ほんとに、なんのかかわりもない人々まで皆そちらをながめていたのも、おもしろいことだった。

　見ていると、返事を聞いたのだろうか、使いがすこし帰って来かけると、車の中から扇でさし招いて使いを呼び返すので、歌の文句か何かを言い間違えたような場合にしか、こんなふうに呼び返すことはないだろう、しかしそれにしても、ずいぶん長いこと使いを待たせておいたのだからその間に案じた歌を、後から直しようもないであろうに、おかしなことだなとその時私は思ったことだった。使いが近くまで帰りつくのももどかしげに「どんな返事だ、どんな返事だ」と、皆様どなたもお聞きになる。使いはすぐにも答えないで、お命じになったのは権中納言だったので、もったいぶってわざわざ中納言の所まで行って、報告する。三位の中将がそれを茶化して「早く言ったらどうだ。あんまりもったいぶって、失態をやらかすな」とおっしゃると、使いの「いえ、返事もどうせぶちこわしのようなものでございます」と言うのだけは、こちらまで聞こえる。藤とう大納言がほかの人よりもずっと熱心に身を乗り出して「いったいどんな返事だったな」とお聞きになる様子だが、それに対して三位の中将が、「いやはや、真直な木を無理に曲げようとして折ってしまったようなものですわ」と申し上げなさると、大納言がお笑いになる。それに釣られるように皆一斉に笑う声は、あの女車にも聞こえただろうか。中納言が「それはそうと、お前が呼び返される前の返事は、どんな返事だったのか。これは後から直した返事なのか」とお聞きになると、使いは「長いこと立って返事を待っておりましたが、別段なんの返事もございませんでしたので、『それでは、もう立ちもどりましょう』と言って帰りかけましたところが、呼び返しまして」などといきさつを申し上げる。中納言は「いったい誰の車なのだろうか。どなたか御存じですか」などと首をおひねりになって「さあ、今度は歌を詠みかけてみよう」などとおっしゃるうちに、講師が座についたので、皆座について静まりかえって、講座の方に気を取られているうちに、くだんの車は、かき消すようにいなくなってしまった。その車は、下した簾すだれなどほんの今日おろしたてと見えて真新しく、濃いくれないのひとえがさねに二藍の織物の唐から衣ぎぬ、蘇枋の薄物の表うわ着ぎなどがほの見え、車のうしろの方にも青摺りの裳をひろげたまま下げたりしていて、いったいどんな人なのであろう。あの返事の一件も、いやあれでいいのだ、なまなか妙な返事をしたりするよりは、あのようにそっけない方がもっともだと思われて、かえってすぐれた応対の仕方だと自分には思える。

　朝あさ座ざの講師清せい範はんは、高座の上も光にあふれたような感じで、まことにすばらしい。けれども私は、暑苦しさに堪えられない上に、やりかけの仕事で今日中におえなくてはならないのをそのままにして来たので、ほんのすこし聞いて帰ろうとしたのだけれども、折り重なるように群集した車なので、出ようにも出られない。朝講が終ったらそれでもなんとかして出ようと思って、うしろの方の車に申し入れをすると、すこしでも前に車を立てられるのがうれしいのであろう、「さあ、さあ」と場所をあけて出してくれる。それを御覧になって、年とった上達部まで、一緒になってがやがやとうるさいぐらい、笑い非難するのもかまわず、それに返事もしないで、狭い所を無理に押し通って出ると、権中納言が「やあ、やあ、退くもまたよし、勝手にするがよい」とおっしゃって、ほほえまれたのは、すばらしい機智だ。それもろくろく聞きもせず、暑い中を大汗かいて外に出てから、使いをやって、「そんなことをおっしゃるあなた様も、五千人の増上慢の中におはいりにならぬということはありますまいに」とお答えしておいて、そのまま帰ってしまった。

　その八講の日のはじめから、そのままずっと終りの日まで庭に立てて聴聞していた車があったが、人が近づくとも見えずひっそりとして、あきれるほどまるで絵に描いた車そっくりの有様で四日間を通したので、真似のできないことだ、すばらしい、偉い人だと思って、いったいどんな人だろう、どうかして知りたいと、私がいろいろな人に聞いてまわったということをお聞きになって、藤大納言などは、「なんで、そんなのがいいものか。気にくわぬ奴だ。きっととんでもない奴に違いない」とおっしゃったのが、おかしかったことだ。

　その八講があったほんの数日後の二十日過ぎに、中納言が法師になってしまわれたことは、ほんとに悲しいことだった。桜なんかが散ってしまったのを惜しむ気持も、それにくらべれば、やっぱり世間なみの、一通りの惜しさと言わなくてはならない。昔の人は、「白露の置くのを待つ間の一時の盛りの朝顔は、かえって見ない方がよい、未練が残るから」と歌ったけれども、今思えば一時の盛りであったあの中納言の、あの時の得意の絶頂にあった英姿は「かえって見ない方がよい」などと言うこともできないようなすばらしいお姿にお見えなされたことだった。


〔評〕　清少納言が宮仕えに出る数年前の見聞に属する。登場諸人物と作者との間に、このころどの程度の交渉があったか、つまびらかにしがたい点が多いが、庭に立てた車中からの見聞が、印象のままに的確に描写されていて、よきにつけあしきにつけ作者の文章の造形力の特色をうかがい得る一段である。終りに近く、衆と離れた聴聞の車のことを点出したのは、さながら社交場の観のあった一般の風潮との対照を意図したのであろう。末尾の引歌の作者、宗于は天慶二年歿（歌仙伝）。末尾の一文の意は、逆に言えば、義懐のすばらしさは、やはり見ておいてよかった、ということである。従来、解の満足すべきものを見いだし得ない。






〔三三〕　七月のころは、ひどく暑いので、どこもかしこもあけ放したまま夜も明すのだが、月のあるころは、ふと目ざめて外をながめる、その風情がすばらしい。月のないころにも、また違った風情がある。有あり明あけの月のすばらしさは、とても言葉に尽せたものではない。

　きれいによく拭き込んだ板敷きの間まの端近くに、真新しい畳一枚を敷いて、三尺の几帳を部屋の奥の方に押しやってしまったのは、どうもちと感心しない。外に向かった方にこそ立てておくべきはずのものであるのに。きっとこの人は、かえって奥の方が気がかりなのであろう。男はもう帰った後らしい、女は、薄紫色の、裏はたいそう濃くて表はすこし色のさめかけたのか、あるいは濃い紅の綾織のつやつやしていてひどくは糊張りの落ちていない表うわ着ぎを、頭からかぶって、ねむっている。下は丁ちよう子じ染めのひとえ、もしくは黄色い生絹すずしのひとえを着て、紅くれないのひとえ袴の腰紐が長々と着物の下から延びくねっているところを見ると、まだ解けたままになっているらしい。衣裳の端の方に、髪が幾重にもかさなってうねっているのから、その長さも想像できようというものだが、──そうした所に、もう一人、これはどこから帰って来たところであろうか、もうあたりも明るくなったころで一面に霧の立ちこめている中から、二藍の指貫に、色の有無もさだかに見分けられぬほどの薄い香こう染ぞめの狩衣、白い生絹のひとえが、下の紅色を透して見せているのであろう、つやっぽい色合いに見える、そうした衣裳の折柄の霧にひどく濡れしめったのをしどけなく着こなして、姿を現した。寝乱れた鬢びんの毛がそのままにそそけ立っているので、上から押し入れた烏帽子のかぶりざまも、投げやりに見える。男は、朝顔の露の落ちないうちに後朝きぬぎぬの文ふみを書こうと思って、帰る道すがらも気が気でなく、「麻を生ふの下草」などと歌を口ずさみながら、自分の部屋の方に行きがけたが、ふと、格子のあがっているのに気が付いて、御み簾すの端をちょっと引き上げて、中を覗くと、今男を帰したばかりといった女が横になっているので、朝早く起きて帰って行った男の心情も察せられておもしろく、やはり自分と同じように朝顔の露の落ちないうちにと思って帰ったのだろうかとでも想像するのか、しばらく立ちどまって、女の寝姿を見ている。枕まくら上がみのあたりに、朴ほおに紫色の紙を張った夏扇が、ひろがったまま置いてある。陸奥みちのくに紙がみの懐紙を細く切ったのが、はなだ色か紅色か、暗い中にさだかならぬ色合いを見せて几帳のあたりに散らばっている。

　人のけはいがするので、引きかぶって寝ていた着物の中から見上げると、男が、長押なげしに寄りかかって、にこにこしながら坐り込んでいる。顔を見せないといった間柄ではないが、しかしそうなれなれしくしてもいいような人でもないので、くやしい、とんだ姿を見られたものだと、女は思う。「これは、これは。たいした未練たっぷりの朝寝ですね」と、男はからかって、簾すだれの中に半身乗り出すと、女は「露の置くよりも早く帰ってしまった人がにくらしいので」と答える。風情のある、別に取り立てて書くようなやりとりでもないけれども、何かと言葉をかわす二人の風采、態度は、悪いものではない。男が、女の枕上のあたりの扇を、自分の持っている扇で及び腰になってかき寄せようとすると、一方は、すこし接近し過ぎるのじゃないかしらと、胸が騒いで、思わず奥の方に身体を引っ込める。男は扇を手に取って見たりしながら、「よそよそしくなさることですね」などと、軽く思わせぶりに女にうらみごとを言ったりしているうちに、あたりも明るくなって、起き出して来た人々の声も聞こえるようになり、日もさし出る様子だ。もう霧も所所晴れて来たような模様で、急いで書こうと思っていた男の後朝きぬぎぬの文も、こんな所で道草を食ってだらけてしまったのは、なんとも男の気持というものは気がかりなものだ。

　女の許から帰って行った人も、いつの間に書いたのか、露のまま折り取った萩の枝に文を付けてもう使いがやって来たが、この男に遠慮して、さし出せない。丁子染めの紙にかおり高く薫たきしめた香こうの匂いが、風情を添えている。明るくなってどうにもバツの悪いような時刻になったので、男はこの場を立ち去って行くけれども、自分が今しがた起きて来た女の所も、こんな風情なのかと想像されるのも、心中おもしろいことであろう。


〔評〕女は女房であり、場所は女房の局であろう。さればこそ「奥の後めたからむよ」と言う。『評釈』は、場所を宮中、男は殿上人とする。この想定が最も自然のようである。見聞か体験かをもとにしたスケッチ風の文章で、写生文の如きものである。恋愛の自由だったこの時代の風俗描写として成功している。後の〔六〇〕には、後朝の別れを題材とした感想文が見える。






〔三四〕　木の花は　濃くても薄くても紅梅。桜は、花びらが大きくて、葉も色濃いのが、細い枝にたわわに咲いたのがよい。藤の花は、花房が長く、色濃く咲いたのが、たいへんすばらしい。

　四月の末、五月のはじめのころ、橘たちばなの葉が濃くつやつやと青い中に、花が真白に咲いているのが、雨の降った翌朝などにしっとりと濡れている風情は、世にまたとない奥床しい美しさだ。その香り高い花の中から、実みがまるで黄金の玉のように色あざやかに覗いている趣など、世にもてはやされている、朝露に濡れた朝ぼらけの桜の美しさにも劣らない。それに、昔から、あの郭公ほととぎすの好んで棲すむ木だと歌に詠まれているその思いなしもあるせいか、やはりまったく言葉も及ばないすばらしさだ。

　梨の花は、まったくおもしろくもないものだと考えられていて、身近に賞翫することもせず、手紙を結び付けるといった用にも使わず、かわいげのない女の人の顔などをたとえる場合に引合いに出されるものだが、なるほど、その葉の色からしてが、淡泊でなんの風情もなく見えるけれども、唐土もろこしでは、この上なくすばらしいものとされていて、詩にもよまれている。だからやはり、この国ではもてはやされないにしても、仔細のあることであろうと、よくよく気を付けて見ると、花びらの端の所に、美しい薄くれない色が、ほんのちょっぴりついているようだ。楊貴妃が、玄宗皇帝の使者の道士を蓬ほう萊らいの仙宮に迎えて感涙にむせんだその美しい顔を形容して「梨花一枝、春、雨を帯びたり」などと詩にあるのは、並たいていのほめ方ではあるまいと思うと、やはりそのきわ立ったすばらしさは、ほかにたぐいもないもののように思われる。

　桐の木の花、紫色に咲いたのは、やはりなんと言っても風情がある。ただ、あの手をひろげたような葉の恰好は、ぶざまでいやなものだけれども、ほかの木々と同列に論ずべき木ではない。唐土もろこしで鳳ほう凰おうという大袈裟な名前のついた霊鳥が、特にこの桐の木だけに棲むと言われているのも、格別にすばらしく思われる。まして、木の材は琴ことに作って、そこから妙たえなる楽の音ねが生まれて来るという点などは、単に風情があるなどと世間なみに言ってすまされようか。まったくすばらしいことだ。

　木の恰好はみにくいけれども、楝おうちの花は、たいへんしゃれている。ひからびたような一風変わった花の咲きようで、かならず五月五日の節供に咲き合わせるというのも、しゃれている。


〔評〕　評価の基準は主として詩歌、人事との関連にある。花橘は、『源氏物語』では明石上の形容に使われている（若菜下）。「世になう心あるさまに」というのも、その美しさを擬人化しているのであろう。朝露に濡れた桜については「おもしろく盛りなる桜の朝露に濡れあへたる色合ひにて」（『宇津保』蔵開上）という用例がある。これも女一の宮の美しさの形容である。






〔三五〕　池は　勝間田の池。磐余いわれの池。贄にえ野のの池は、初瀬におまいりした時、水鳥がびっしり水面に降りていて、それが騒々しく飛び立ったのが、とてもおもしろく見えたので、ここに挙げる。

　水なしの池というのは、池のくせに水なしとは、いったいどうしてこんな名前をつけたのだろうと不思議に思って、人に聞いたところ、「たとえば雨の多い五月などに、とにかくいったいに例年よりも雨がひどく降ろうという年には、この池に水という水が一滴もなくなってしまう。逆に、ひどい日照りの続くという年には、春のはじめに、水がたくさん湧き出るのです」と言ったけれども、それを聞いた時、「全然水がなくていつも干上っているのなら、そういう名前をつけてもよかろうが、水の出る時もあるのに、ずい分一方的に名前をつけてしまったことですね」と言いたかったことだ。

　猿沢の池は、昔、采うね女めが身を投げたことをお聞きになって、あわれんで帝みかどがわざわざお出ましになったりしたそうだが、思うだにすばらしいことだ。「寝くたれ髪を」と、人ひと丸まろが詠んだというその時の光景など想像すると、もうなんとも言いようもない。

　御お前まえの池は、これまたいったいどういう由来があってこんな名前をつけたのだろうかと、知りたい気がする。鏡の池。狭山の池は、あの三稜草みくりを詠んだ歌がおもしろいので、気持が惹かれるのであろう。こいぬまの池。はらの池は、「玉藻を刈るな」という歌があるのもおもしろく思われる。




〔三六〕　節供は、五月五日のそれに及ぶものはない。菖しよう蒲ぶや蓬よもぎなどがともども高い香りを放っている風情がすばらしい。禁中の大きな御殿の軒をはじめとして、ごく下々の賤しい者の小屋にいたるまで、なんとかして自分の所にほかよりたくさん葺ふこうと、まるで競争のように、世間どこでも一面に葺きわたしている光景は、やはりなんと言っても、目馴れぬおもしろさだ。いつ、ほかの節供に、そんなことをしたろう。

　空の一面に曇った、そんな天候がうってつけなのだが、中宮の御所などでは、縫ぬい殿どのから、中宮御用の薬くす玉だまということで、いろいろの色の糸を組んで垂らして献上するので、御み帳ちよう台だいを立てた母も屋やの柱に、左右に掛けておく。去年の九月九日の節供の菊を、粗末な生絹すずしの切れに包んで献上したのを、母屋の同じ柱に結び付けて今まであったのを、今日、薬玉と取りかえて捨てるのが例になっているようだ。一方、この薬玉は、今度は九月九日の菊の時まで保存しておくべきものなのだろうか。けれどもこの薬玉の方は、その垂れた糸をみんな引っ張って取って何か結ぶのに使ったりするので、すぐなくなってしまう。

　中宮に節供の御膳をさし上げ、若い女房たちは菖蒲の刺さし櫛ぐしをさし、物もの忌いみを付けたりして、唐から衣ぎぬや汗衫かざみなどにそれぞれ趣向をこらしたしゃれた折おり枝えだをいくつも、長い菖蒲の根に紫と白のまだらの組糸で結びつけた様子など、いつものことだから珍しそうに書くべきことでもないけれども、とても風流なものだ。毎年春ごとに咲くからといって、桜をなおざりに思う人が居ようか、居やしない。

　外を歩き廻っている子供たちなどが、それぞれ大変なおめかしをしたものだと自分では考えて、飾り立てた袂たもとをしょっちゅう見守り、ほかの子のにくらべなどして、自分のはなんといいようもなくすばらしいと満足そうな様子でいるのなどを、お祭気分ではしゃぎきっている小こ舎人どねり童わらわなどに引き取られて泣くといった光景も、おもしろい。

　紫の紙に楝の花を包んだり、青い紙に菖蒲の葉を細く巻きつけて結んだり、また白い紙を菖蒲の白い根で引き結んだりしたのも、風流なものだ。たいそう長い菖蒲の根を手紙の中に入れたりしてあるのを見る女房たちの気持も、ふだんとは違った花やいだしゃれた気分だ。その返事を書こうと相談し合い、仲のいい者どうしは、返事を見せ合ったりするのも、いつもは見られない風流な雰囲気がある。さるべきお人の姫君とか、高貴の方々の所に中宮が手紙をおやりになる、それを書く女房も、今日は常とは違って優雅な心構えで書くものだ。夕暮れのころ、郭公ほととぎすが一声鳴いて空を通り過ぎるのも、すべて一切が、この日はすばらしい。




〔三七〕　花の木でないものは　かえで。桂かつら。五葉の松。そばの木は、品のない感じだけれども、花咲く木々がみな散ってしまって、あたり一面若葉になってしまった中で、時節にもお構いなく濃い紅葉がつやつやと、思いもかけない青葉の中からさし出ているのは、目新しい。

　まゆみは、今さら言うまでもない。とり立てて言うほどのものではないけれども、宿り木は、ほかの木に宿るというその名が、何かはかなくあわれである。榊さかきは、臨時の祭のお神楽かぐらの時など、舞い人びとが手に採って舞うのが、おもしろい。この世に木のたぐいはたくさんあろうに、神楽歌によると、神の御お前まえの木として昔から生えているものだそうなのも、とてもおもしろい。

　楠くすの木は、木こ立だちの多い人の家にもほかの木と一緒に植えられることもなく、鬱うつ蒼そうとしげったその茂みを想像したりすると、近づきにくい感じだが、千本の枝を出して、恋する人の千々に乱れた気持を表現する引合いに出されているのは、いったい、誰が、楠の木の枝は千本と知って、そんな歌ができたのだろうかと思うと、おもしろく感じられることだ。

　檜ひの木、これまた人里近くは生えていない物だが、建築の材として、「三みつ葉ば四よつ葉ばの殿造り」という歌も、おもしろい。また、五月に、したたり落ちるしずくで雨の音をまねるということだが、殊勝な木もあればあるものだ。

　かえでの木、ほっそりとしていて、初夏萌もえ出た葉の先がほんのり赤らんで、一方にだけさしひろがった葉の様子も趣があり、花も何かひどく頼りなげで、虫か何かのひからびたのに似て、おもしろい。

　あすはひの木、世間の手近な所にも見られず、人の口の端はにもあまりのぼらないが、御み嶽たけに参詣して帰って来た人などが持って帰るようだ。枝ぶりなどはさわれそうもないほどひどく荒っぽいけれども、いったい、どういうつもりで、「明日あすは檜ひの木」という名前をつけたのであろう。あてにもならない、つまらぬ予言であることだ。誰に対してそんな保証をしたのかと思うと、名づけた人に聞いてみたい気がして、おもしろい。

　ねずもちの木、ほかの木なみに一人前に扱うべき木でもないけれども、葉がたいそう繊細で小さいのが、おもしろく思われるのだ。楝おうちの木。山橘。山梨の木。

　椎しいの木、常盤ときわ木ぎはどれでも寒くなっても葉が落ちかわらないのに、この椎だけが、葉の落ちかわらない例として歌に詠まれているのも、おもしろい。

　白しら樫かしという木は、深み山やまに生える木の中でも特に我々に縁が遠くて、三さん位みや二位の袍を染める時だけに、まあせめてその葉だけが人目に触れるといった物だから、おもしろい物、すばらしい物の中に特に持ち出すべき物でもないけれども、その葉の白さは冬でもないのに時をわかず雪の降っているような景色に見えて、素す盞嗚さのおの尊みことが出雲いずもの国にお出かけになった時のことを思って人ひと丸まろが詠んだ歌などを思うと、その時の御苦労がしのばれて感慨深い。何かのおりに、あるいは人から聞いた話などで、その時感慨深く思ったりおもしろく思ったりして印象づけられた物は、草でも木でも鳥でも虫でも、おろそかには思えないものだ。

　ゆずり葉の、ふさふさと垂れてつやっぽく、その茎は真赤に派手に見えたさまは、品はないけれども、きれいだ。普通の月には姿を見せないで、十二月のつごもりだけに幅をきかせて、帰って来る亡き人の魂に供える食事の下に敷く物かと思うと、なんとなくあわれをそそるけれども、一方、寿命を延ばすおめでたい歯固めの食膳の飾りにも使っているようだが、どうしたことなのだろう。古歌に「ゆずり葉が紅葉もみじするようなことがあったら、あなたを忘れることもあるでしょう」と歌われたのも、頼もしい限りだ。

　柏木、さまざまな連想を誘う木だ。葉は守もりの神が鎮もり給うといわれている、恐れかしこむべき木でもある。歌に、兵ひよう衛えの督かみ、佐すけ、尉じようなどの異名に使われているのも、おもしろい。

　なんの趣もない木の恰好だけれども、棕しゆ櫚ろの木は唐風の異国情緒があって、身分いやしい者の家にあるべき物とは見えない。




〔三八〕　鳥は　異国のものだけれども、鸚おう鵡むがたいそうけなげな鳥だ。人の言葉をそっくり真似するということではないか。郭公ほととぎす。水鶏くいな。しぎ。都鳥。ひわ。ひたき。

　山鳥は、仲間を恋しがって、鏡を見せると、映った自分の姿をそれかと思って安心するそうだが、そのうぶなところが、とてもあわれをそそる。また雌雄、谷を隔てて夜寝るというのも、同情に堪えない。

　鶴は、たいへんいかつい恰好の鳥だが、鳴く声が天までとどくというのは、すばらしい。頭の赤い雀。斑鳩いかるがの雄お鳥どり。たくみ鳥。

　鷺さぎは、見た目もひどく不恰好だ。あのギョロリとした目玉などもいやな感じで、何から何までやさしさのない鳥だが、そのくせ、「ゆるぎの森に独りでは寝ない」と言って、妻争いをするというのが、おもしろい。水鳥の中では、鴛鴦おしが、人情味豊かな鳥だ。夜、雌雄お互いにかわり合っては、羽の上に白く置いた霜を払うというところなど。千鳥、とても風情のある鳥だ。

　鶯うぐいすは、詩などにも、すばらしい鳥として歌われ、鳴き声をはじめとして、姿も顔つきもあんなに上品でかわいらしいのにも似合わず、宮中に来て鳴かないというのは、よほど貧乏性に生まれついた鳥だ。ある人が、「宮中では鳴かない」と言ったのを、私は、まさかと、その時思ったけれども、その後、十年ほど、宮中にお仕えして注意していたが、ほんとうに、全然その鳴き声は聞かなかった。しかし、宮中には竹の近くに紅梅があったりして、飛んで来て鳴くにはうってつけの場所であると思われるのに。宮中を退出して聞くと、みすぼらしい家の、貧弱な梅の木などには、うるさいほど鳴いている。また、夜鳴かないのも、ねむたがり屋のようでみっともないと思われるけれども、これは生まれつきだから、文句のつけようもない。夏、秋の終りごろまで、年寄りくさい声で鳴いていて、そのころは、虫食いなどと、下しも々じもの者にありがたくない名前で呼ばれている、その融通の利かなさがはなはだ情けない。それも、雀などのようにいつもそこいらに居るといった鳥ならば、そうも思われまい。鶯が春鳴く鳥だからなのだ。「あらたまの年たちかえるその朝からもう、持ち遠しいものは鶯の声だ」などと、風情ある鳥として、歌にも詩にも歌われているではないか。言えば愚痴にもなろうが、春のうちだけ鳴くのならば、鶯はどんなにかすばらしかろう。人間だって、落ちぶれて、世間からも見下げられるようになった人を、こと改めて非難するといったことがあろうか。鳶とびとか烏からすとか憎まれ者と相場のきまっている手合いには、多少の注意を払うといった人も居ないではないか。だから、鶯は、もうすばらしいものということに相場のきまった鳥なのだからと思うと、その晩節を全うしない点がどうにも歯がゆくてならないのだ。祭の帰かえさの見物で、北郊紫むらさき野のの雲う林りん院や知ち足そく院などの前に車を立てて待っていると、郭公ほととぎすも、もうこのころになると我慢しきれないといった風情で鳴く。すると、鶯がその声をそっくり巧く真似て、あの辺の木こ高い立木の茂みの中で声をそろえて鳴くのは、これはさすがに、捨てがたい風情がある。

　郭公は、なにを今さらという気もするが、その風情のよさは筆舌によく尽し得るところではない。いつの間にか、その鳴き声も堂に入って自信にみちた調子になり、卯うの花や花はな橘たちばななどに好んでとまり、その姿を見え隠れさせるのも、まったく心憎い風流さだ。五月雨さみだれのころの短夜に、目をさまして、なんとかして人より先にその声を聞こうと待ち遠しく思ううちに、明け方の闇のかなたに鳴いたその声の巧みさ、かわいらしさというものは、魂もそちらにさまよい出るかと思われるほど気持が惹かれてどうしようもない。六月に入ると、もうぱったり鳴かなくなるのも、何から何まで、一通りの形容では言い尽せないすばらしさだ。大体夜鳴くものは、なんでも、すばらしい。ただ赤ん坊だけは、そうでもないが。


〔付説〕終りの一節、郭公の礼讃は、当時の常識のようなもの。歌の世界における横綱格の鳥であるので、この一節も全体が歌を踏まえたような書きぶりである。たとえば、『古今集』巻三の歌を列挙してみれば、わかる。「五月さつき待つ山郭公うち羽ぶき今も鳴かなむ去年こぞの古声」「五月来ば鳴きもふりなむ郭公まだしきほどの声を聞かばや」（伊勢）「いつの間に五月来ぬらむ足ひきの山郭公今ぞ鳴くなる」「五月雨にもの思ひをれば郭公夜深く鳴きていづち行くらむ」（友則）「宿りせし花橘も枯れなくになど郭公声絶えぬらむ」（千里）「夏の夜の臥すかとすれば郭公鳴く一声に明くるしののめ」（貫之）。五月の鳥ということになっていたこともこれでわかる。故に四月の祭のころの郭公は「忍ばぬにやあらむ」と書かれているのである。






〔三九〕　上品なもの

　薄紫色の衵あこめに白がさねの汗衫かざみ。かるがもの卵。削り氷にあまずらを入れて、新しい金かなまりに入れたの。水晶の数珠じゆず。藤の花。梅の花に雪の降りかかった風情。たいそうかわいらしい、まだいとけない子が、いちごなど食べている様。


〔評〕　形姿、色彩、光沢の優美。






〔四〇〕　虫は　松虫。ひぐらし。蝶。鈴虫。こおろぎ。きりぎりす。われから。ひおむし。螢。

　蓑みの虫むし、あわれ深い虫だ。鬼のうませた子であるので、親に似てこの子にも、人を取って食うような恐ろしい本性があろうとこわがって、女親が、親鬼の粗末な着物を引き着せて、「そのうち、秋風の吹く時になったら、迎えに来ます。それまで待っていなさい」と言い含めてどこかへ逃げて行ったのも知らずに、秋風が吹くようになると、それと知って、八月のころになると、「ちちよ、ちちよ」と、か細い声で鳴くのが、たいそうあわれだ。

　額ぬがづき虫、これまた殊勝な虫だ。そんなちっぽけな虫のくせに仏道修行に精進するというけなげな決心をして、諸所方々に常じよう不ふ軽きようの礼拝の行ぎようをしてまわっているだなんて。思いもかけない暗い部屋のすみなどに、ホトホトと額ぬかづいてまわっているのを聞きつけたのは、おもしろい。

　蠅はえという奴は、「にくきもの」の中に入れてもいいくらいで、こんなかわいげのないものはない。人並みに扱って、目の敵にするほどの身体の大きさではないけれども、秋などになると、ただもう何の上にでもとまり、人の顔などに湿った足してとまるなど、実にいやらしい。人の名前についたのは、まったく気味が悪い。

　夏虫、たいそうきれいで、愛らしい。ともし火を近付けて物語など読んでいると、本の上などを飛びまわるのが、たいへん優雅だ。

　蟻ありは、ひどくいやらしいものだけれども、たいへん身軽で、水の上でもすいすい歩きまわるのは、おもしろい。


〔評〕　蠅のくだりは観察の精妙を見るべく、他はほとんど歌の世界の住人たちである。蓑虫の話は出処が明らかでない。






〔四一〕　七月のころ、風がたいそう吹いて、雨あま脚あしも乱れる吹き降りの日、いったいにたいそう涼しいので、もう夏扇のことなどきれいさっぱり忘れているころだが、汗の香かのすこし匂う綿入れの薄いのをすっぽりと引きかぶって昼寝した気分というものは、結構なものだ。


〔評〕　酷暑を越えてようやく秋涼を迎えた気分がよく捉えられている。ここに描かれた天候、今で言えば低気圧の通過である。






〔四二〕　ふさわしくないもの

　下々の者の板いた屋やに雪の降った光景。また、そうした家に月の明るくさし込んだのも、せっかくの月明が台なしだ。月の明るい夜、屋や形かたのない車に出会った時。また、そんな車にあめ牛をかけたのも。また、年とった女が、大きなお腹なかをかかえて出歩くさま。若い夫を持っているというだけでもみっともないのに、その夫が、ほかの女の所に通うようになって寄りつかないといっては、腹を立てるのだから、あきれる。

　年老いた男の、寝ぼけたさま。また、年老いたひげづらの男が、椎の実を前歯でかんでいる様子。歯もない婆さんの、梅を食べてすっぱがった顔。下級の女官の、紅くれないの袴はかまを着たの。近ごろは、皆そんな装なりのようだが──。

　靱負ゆげいの佐すけの夜の巡察の姿。狩かり衣ぎぬ姿すがたであるのも、宮中のことだから、たいへんみすぼらしげだ。またそうかといって、人にこわがられている赤い袍ほうを着て居たんでは、大おお袈げ裟さ過ぎる。巡察の途中さぼって女房の局つぼねのあたりをうろうろしているのを見かけた時は、馬鹿にしてやりたくなる。そのくせ、「あやしい者は居ないか」などと、照れ隠しに、こちらにおどしをかけたりする。恋人の女房の局にしけ込んで、あたりにたき匂わした香のかおりも高くしみ込んだなまめかしい几帳に無造作に掛けてある白袴など、実に無骨で、場違いな物だ。

　美び貌ぼうの名門の若君が、弾だん正じようの弼ひつによくおなりになるが、みっともないことおびただしい。宮の中将などの在職中、ほんにせっかくの御容姿も台なしの御様子だった。


〔付説〕　後半部、「夜行」を夜遊びなどと解するのは文意に合わない。なお〔二九六〕参照。なお「入りゐて」以下は、能因本、前田本、堺本とも、六位の蔵人で検非違使の尉を兼ねる「上の判官」が女房の局に忍んだていのやや長い異文になっている。最後の弾正の弼の風俗は、適当な資料に逢着できず、詳細はよくわからない。






〔四三〕　細ほそ殿どのに、女房がたくさんたむろしていて、通りかかる者をつかまえては、迷惑もかまわず言葉をかけたりしていると、小ぎれいな下仕えの男とか小こ舎人どねり童わらわとかいった連中が、立派な包みや袋などに、主人の着替えを包んで、その端から指さし貫ぬきの裾のくくり紐などがのぞいていたりする、また弓、矢、楯たてなど、これも主人の武具を持って前を往来する、それらに向かって、「誰のか」と聞いた時、その場にひざまずいて「誰それ様のです」と答えて立ち去る者は、こちらとしてもはなはだ満足だ。様子ぶったり、はずかしがったりして、「存じません」と答えたり、返事もしないで行ってしまう者は、ひどくにくらしい。


〔評〕　「人あまた居て」の中には、もちろん作者も一枚加わっている。退屈しのぎに女房たち、往来の者を物色しては、あれこれ品評したり、ひやかしたりしている。通り掛かる小者たちこそいい災難である。弘徽殿、登花殿の細殿の前は、清涼殿への通路に当たっていた。例によってほとんど文章の体は成さぬが、女房風俗の活写として珍重するに足る。「いみじうにくし」と言うのは、返事がなければ彼女らの好奇心も満足させてもらえないからである。こわい関所である。






〔四四〕　殿とのも司づかさは、やはりなんと言ってもこれほど優美な役柄は他にない。後宮の下仕えの女官の分際では、これほどうらやましく思われるものはない。身分のよい人にも一度勤めさせてみたいくらいだ。若くて美貌の人が、服装など特に立派にしてこの職を務めたならば、いっそう見映えのすることであろう。すこし年とって、宮中の公事の先例をよくわきまえ知っていて、何か晴れの儀式の時などにも気遅れせずテキパキ取りしきるといったふうなのも、いかにもうってつけといった感じで、見事なものだ。殿司の、かわいい顔をした人を一人自分が世話を焼いて、装しよう束ぞくも季節に応じて新調してやり、裳も、唐から衣ぎぬなども当世風の流行に遅れないといった調子で、宮仕えさせてみたいと思われることだ。




〔四五〕　男子の下しも仕えでは、随身を派手やかなものとすべきであろう。いかにも名門の子弟らしい立派な若殿たちも、随身が従っていないのは、なんともおもしろくない。弁官などは、たいそう立派な役目と自分では思っているけれども、下した襲がさねの裾しりが短くて、随身のないのが、ひどくみっともないことだ。




〔四六〕　職しきの御み曹ぞう司しの西側の立たて蔀じとみの所に、頭とうの弁べんが、ある女房とずい分長いこと何か話しながら立っていらっしゃるので、私が顔を出して、「そこにいらっしゃるのは誰ですか」と、わざと聞くと、（行成）「弁が伺候しているのです」と、これもわざと四角ばったお答えをなさる。そこで（清少）「なんでそんなに親しげにしていらっしゃるのです。大だい弁べんがお見えになったら、その人はあなたなどうっちゃりぱなしにしてしまうでしょうに」と言うと、たいそうお笑いになって、「誰があなたに、そんなことまでしゃべって聞かせたのだろう。それを、『どうかそんなことはしないで』と、今頼み込んでいるところなのだ」と、おっしゃる。

　頭の弁は、人前をえらそうにつくろったり、何か風流事を表看板にしたりといったところは全然なく、外見は平々凡々をよそおっているので、中宮おつきの女房たちはみな、頭の弁はそういう人とばかり思い込んでいるが、私はやはり、奥深くに秘めたこの人の才智を承知しているので、「ありふれた人物ではありません」などと中宮にも申し上げ、中宮もまた、それはよく御承知になっておられる。そんな事情なので、頭の弁はいつも、「『女は自分を愛してくれる人のために化粧をする。士したる者は自分の真価を知っていてくれる人のために死ぬものだ』という言葉もあるではないか」と、口癖のようにおっしゃって私と黙契をかわし、私が頭の弁を認めていることをよく承知しておられた。「遠とおた江おうみの浜はま柳やなぎ」──どんなことがあっても変わることなく──と、私たち二人は互いに友情を誓い合っていたけれども、若い女房たちは、殿との方がたの欠点など歯に衣きぬ着せずこきおろすものなので、「このお方は、ほんにいやな、つき合いにくい方だ。ほかの方々のように、歌を謡ってはしゃぐといったこともなさらず、おもしろおかしくもないお方だ」などと、悪口を言う。

　一方、頭の弁も、あれこれの女房と万遍なくつき合うということもせず、「わたしは、目は縦につき、眉も額の方に垂直に生え、鼻が横についているといった御面相でも、ただ口もとがかわいらしく、あごの下、頸くびのあたりがふっくりときれいで、声のきれいな人なら、好きになれるな。そうは言うものの、やっぱり、ひどい不美人は、御免こうむりたい」と口癖のようにおっしゃるので、ただでさえ人気がないのに、あごの細ほつそりした、かわいげのない女房などは、ただもうむやみに頭の弁を目の敵にして、仲間内の悪口だけならまだしも、中宮にまで頭の弁のことを悪く申し上げる。

　何か表向きの用事で、中宮に言上の取次ぎを頼むといった時でも、最初取次ぎを頼んだ私を名指しし、局におりているのをわざわざ御お前まえに呼んで来たり、またしょっちゅう局に見えては取次ぎを頼み、里にさがっている時には、手紙をよこしたり、あるいは御自分で尋ねていらしたりして、（行成）「もし、まだなかなか参さん内だいなさらないのでしたら、『頭の弁が、こうこう申しておりました』と、使いをやって言上させて下さい」と、おっしゃったりする。私が「お取次ぎは、私でなくても、おそばに人も居りましょうに」などと言って、取次ぎの役目を人に譲ろうとしても、どうしても承知なさらないといったふうだ。そこで「何ごとも、その場のありあわせで用をすませ、こうするといった頑固な方針を守るということなく事に処するのを、よいとしたものですのに」と、忠告がましいことを申し上げるのだが、（行成）「これは、抜きがたい私の性格だから」といつもおっしゃって、（行成）「人間の本性というものは改めようがない、と言うでないか」とおっしゃるので、（清少）「それでは、『改めるに遠慮はいらない』というのは、いったいどういうことになりますか」と、首をひねってみせると、一本取られたといったふうに笑いながら、（行成）「仲がよいなどと、噂も立てられていることだ。こんなに親しくつき合うからには、顔を見せないという法はないではないか。直接会ってくれてもいいではないか」とおっしゃる。（清少）「たいへんな不器量者ですから、そんな人は好きになれないと、いつかおっしゃったので、顔をお合わせする勇気がないのです」と言うと、（行成）「なるほど、あなたがきらいになるといけないな。それなら、顔を見せないように」とおっしゃって、自然見ることのできる機会があっても、御自分から袖で顔を蔽ったりして御覧にならないのも、ほんとに噓はおっしゃらなかったのだなと思っていたところが（次のようなことがあった）、三月も終りごろは、裏の付いた冬の直なお衣しは厚ぼったくて着にくいからだろうか、殿てん上じようの間に宿直とのいする人々も、袍を着た人の姿が多いが、翌朝、日のさし出るまで、式部のおもとと小こ廂ひさしに寝ていたところが、奥の間まとの隔ての遣やり戸どをおあけになって、帝みかどと中宮がおでましになったので、不意のこととて満足に起き上ってお迎えもできずあわてふためくのを御覧になって、たいそうお笑いになる。私たちは唐から衣ぎぬを申しわけばかり、今まで着ていた汗衫かざみの上にひっかけて、狭い部屋中、夜具もうず高くなっている中にお二人は入っていらっしゃって、すぐ外の北の陣を出はいりする者たちを御見物になる。殿上人の中には、そんなことともつゆ知らず、近づいて来て私たちに言葉をかけたりする人もあるのを、帝は、「私たちがここにいるのをけどられるなよ」とおっしゃって、お笑いになる。御見物の後、奥にお帰りになる。（帝）「二人とも、一緒に供せよ」とおっしゃるけれども、「そのうち、お化粧などいたしましてから」と御返事申し上げて、お供はしない。

　奥にお帰りになった後も、やはりお二方ともなんと言ってもすばらしくていらっしゃるなどと式部のおもとと話し合っていると、部屋の南の遣戸のあいているかどの所に几き帳ちようの手が突き出て、簾すだれがすこし外の方にあいている、そこから黒っぽいものが見えるので、蔵くろ人うどの則のり隆たかがいるのであろうと思って気にもとめないで、やはり何かほかのことを話し合っていると、今度はひどくにこにこした顔がそこから覗いた。その時になってもなお、則隆なのだろうと思って、そちらを見ると、なんと違う顔だ。これは大変と笑い騒いで、几帳を立て直して隠れてよく見ると、頭の弁でいらした。顔はお見せすまいと思っていたのにと、残念でたまらない。一緒にいた式部のおもとはこちらを向いていたので、そちらからは顔も見えない。

　物陰から姿を現して、（行成）「まったく残る所もなく見てしまったことだ」と、おっしゃるので、（清少）「則隆だと思っていましたので、それならかまわないと思っていたのです。どうしてまた、見まいとおっしゃってですのに、そんなにしげしげと御覧になったのです」と言うと、（行成）「女は、寝起きの顔が、とても美しいものだ、と人が言うので、ある人の局に行って覗き見をして、もしかすると、あなたの顔も見られるかもしれないと思って、やって来たのです。まだ帝のいらっしゃった時からいたのに、気がつかなかったな」とおっしゃって、そのことがあってからは、私の局の簾すだれをくぐってはいっていらっしゃったりするようだった。


〔評〕　冒頭は、大弁とある女房とが愛人関係にあったのであろうという以外、もう一歩事情が判明しない。後半に入る所、「うへのきぬがちにて云々」は、四位以上は黒袍であるから見分けがつきにくいので、後の「黒みたるもの」というのの伏線であろう（『集註』、『評釈』）。行成の言行もよく描き取られていて、『大鏡』伊尹伝に伝える行成の逸話とも符合する。時流にやや超然とした直線的性向、皮肉屋の一面があったようで、その才幹の発揮にも人の意表をつくといった趣がある。局に出入りしたという行成と作者との関係は、愛人関係と見るべきかどうか、よく分からない。少なくとも、はたから見れば、普通ではなかったであろうが、二人の共鳴のしかたから見れば、愛人関係を想定する必要もなかろう。年齢は作者の方が十歳ほど上である。この年長保二年十二月には定子崩御、作者は宮仕えを退いたであろうと考えられる。






〔四七〕　馬は、真黒くて、ほんの少々白い所などあるのが、よい。栗毛のまだら。蘆あし毛げ。薄紅梅色の毛で、たてがみ、尾などの真白なの。こんなのは、ほんとに「木ゆ綿う髪かみ」とでも呼べるだろう。黒くて、四つ足が白いのも、たいへんおもしろい。


〔付説〕　これ以下の六段、能因本は「牛は」「馬は」「牛飼は」「雑色随身は」「小舎人童は」「猫は」の順で本書〔二九〕と〔三〇〕の間に位置している。






〔四八〕　牛は、額ひたいはたいそう小さくてそこが白っぽく、腹の下、足、尾の先などはそっくり白いのが、よい。




〔四九〕　猫は、背中全体が黒くて、腹の真白なのが、よい。




〔五〇〕　雑ぞう色しき、随ずい身じんは、すこしやせて、ほっそりしたのがよい。身分の高い男も、やはり若いうちは、そんなふうなのがよい。あんまりふとったのは、ねむたそうに見えていけない。







〔五一〕　小舎人童は、小柄で髪のたいへん立派なのが、髪先はさっぱりと落ち細って、すこし青みがかっている、そんな子が、きれいな声で、かしこまった言葉づかいでしゃべっているのが、いかにも利口そうに見える。




〔五二〕　牛飼は、大柄で、髪のバサバサしているのが、赤ら顔で、なんでもテキパキやってのけそうなのが、よい。




〔五三〕　殿てん上じようの名な対だい面めんは、やはりなんと言ってもおもしろいものだ。帝のお前にしかるべき人の伺候している時は、その人がその場に居たまま「誰たそ」と問うのも、おもしろい。殿上人がどやどやとその場に参集して来るのを、上の御局の東側で、耳をすまして聞いているのだが、自分の恋人の名前が聞こえる時は、よくあることだがハッと胸が騒ぐことであろうよ。また、生きているとも死んだとも、ウンともスンとも消息のない冷淡な恋人の声など、この時に聞きつけたら、どんな気がするだろう。「名のりかたがいい」「よくない」「いやな声」などと、私たち女房思い思いに品定めするも、おもしろい。

　殿上人のが終ったらしいと聞くうちに、滝口の者どもが弓ゆ弦づるを鳴らし、沓くつの音をさせてざわざわ東庭に出て来ると、蔵人が足音高く孫廂の板敷をドシドシと踏み鳴らして、東北の隅の高欄の所に、高ひざまずきという坐り方で、帝の御座所の方に向いて、滝口には背を向けたまま「誰たれ々かはべる」と問う、その作法がおもしろい。あるいは声こわ高だかに、あるいは細い声で名のり、また、人数が規定に達しないと、名対面を申し上げない旨を奏上するのだが、その時、蔵人は「どうしてか」とその事情を聞く、と、滝口が故障の理由を奏上する、それを聞き取った上で蔵人は帰って行くのだが、ある時、方まさ弘ひろが、事情を聞かなかったと言って、若殿ばらが注意なさったところが、方弘は逆にひどく腹を立てて滝口の怠慢を叱責し、罪科に当てるなどと息まいて、当の滝口の笑いをさえ買った。

　この方弘は、大変な粗そ忽こつ者もので、所もあろうに御み厨ず子し所どころの御膳おもの棚だなに沓くつを入れて、いったい誰のかと大騒ぎになった時、気の毒がって殿司や女房たちが「いったい誰の沓なのでしょう。存じません」と言ってかばったのに、わざわざ、「やあやあ、それは方弘のむさい物」と自分から名のり出て、いっそう皆から騒がれた、そんな人物だ。


〔評〕　想のおもむくままに、後半は方弘の逸話になる。こうした筆法は、ほかにも各所に見られる。






〔五四〕　若くて人なみの身分の男が、召使の下々の女の名を、いかにもふだん呼びなれているふうに呼んだのは、どうにも虫が好かない。名前を知っていながらも、わざとぼかして、半分は忘れたふうをよそおって呼ぶのは、気が利いている。

　奉公さきのその者の私室に立ち寄った時、夜などは、あいまいな呼び方では困りものだろうが、そんな時は、宮中なら主殿とのも司づかさ、そうでない普通の家なら、侍さぶらい所どころなどにいる者を連れて来て呼ばせるようにでもすればよい。自分で呼んでは、声で誰それと分かってしまうのだから。そうは言うものの、はした者や童女などは、名前をはっきり呼んだって構わない。




〔五五〕　若い人たちや赤ん坊などは、ふとっているのがいい。受ず領りようといった年輩の人たちも、でっぷりしているのがいい。




〔五六〕　幼児は、手製の変な小弓や棒切れのような物をふりかざして遊んでいるのが、たいそうかわいらしい。車に乗ってその前を通った時など、止めてなかに抱き入れて、しげしげと見たい。

　また、車で往来を通って行く時、薫たき物もののかおりがひどく高くかおって来たのは、たいそう風流な感じだ。




〔五七〕　立派な邸の中門をあけて、檳び榔ろう毛げの車の白くきれいなのが、蘇す枋おう色いうの下した簾すだれのあざやかな色合いを見せて、榻しじに立ててあるのは、すばらしい。お供の五位、六位などの連中が、下した襲がさねの裾しりを石せき帯たいにはさんで、真白な笏しやくの上に扇を置いたりして、あちこち行き違い、また、正装して壺つぼ胡やな籙ぐいを背負った随身が出はいりしているのは、いかにも堂々たる邸宅にふさわしい光景だ。台所女の小ざっぱりしたのが、顔を出して、「誰それ様のお供の方はいらっしゃいますか」などと声をかけるのも、気の利いた感じだ。


〔評〕　〔補注一四一〕の終りに言ったように、車中からの所見と見るべきである。檳榔毛の車の主は、この邸の公式の訪問客である。総門は車で通過し、中門でおりて奥に通されているのである。従って全体は、門から見入れた中門外の邸内の光景で、権貴の家の気の利いた描写である。






〔五八〕　滝は　音おと無なしの滝。布ふ留るの滝は、法皇が御見物にお出かけあそばされたそうであるが、すばらしいことだ。那な智ちの滝は、観音の霊場熊野にあると聞くので、ひとしお感が深いのである。轟とどろきの滝は、そう言うからには、どんなにやかましく恐ろしい水音であろう。




〔五九〕　河は　飛鳥あすか川が、歌によると、淵ふちがいつ瀬に変わるか分からない、無常の象徴のような川であるが、いったいどんな川なのだろうと同情されることだ。大井川。音無川。七瀬川。

　耳みみ敏と川、これまた、いったい何ごとを、こましゃくれて聞き出したことかと、おもしろい。玉星川。細谷川。いつぬき川、沢田川などは催さい馬ば楽らなどが頭に思い浮ばせるのであろう。名取川、いったいどんな評判を立てられたのかと、聞きたい気がする。吉野河。天あまの河原かわら、「たなばたつめに宿借らむ」と業なり平ひらが詠んだのも、おもしろい。




〔六〇〕　明け方、女の許から帰って行く男は、服装などひどくきちんと、烏え帽ぼ子しの緒を元もと結ゆいにしっかり結んだりしなくてもいいじゃないかと思われることだ。たいそうだらしなく、まるで馬鹿みたいに、直衣や狩衣などの着方が乱れていようと、誰がそれを見付けて、「あの男が」などと笑ったり非難したりしようか。

　男というものはやはり、明け方の女の許からの帰りっぷりが、一番風ふ情ぜいもあるもののように思われる。ひどく気が進まない風情で、起きるのが大儀そうであるのを、女が無理にせき立てて、「明るくなりすぎたわ。まあ、世間体ていの悪い」などと女から言われて、ほっとため息をつく風情も、見かけでなくほんとに別れたくなく、帰って行くのがおっくうでもあるのだろうと、女からは見える。指さし貫ぬきなども、坐ったままで、はこうともせず、何よりもまず女に身を寄せて、夜の間の口く説ぜつの続きを女の耳に甘くささやき、別に着物を着るというふうもないようだけれども、気がついて見ると、いつの間にか、帯など結ぶ様子だ。格子を押し上げ、妻戸のある所は、そのまま一緒に妻戸口まで女を連れて行って、昼間逢えないでいる間、どんなにか気がかりなことだろう、などという別れの言葉も、女の耳にささやきながらするりと出て行く、こんなふうだったら、女の方としても自然その後ろ姿が見送られて、後の風情も格別であろう。

　何か急に思い出したとでもいったふうに、ひどくさっぱりと起き上って、ばたばたやって、指貫の腰紐をごそごそと締め、直衣でも袍うえのきぬでも狩衣でも、袖をまくって、何もかも几帳面にたくし入れ、帯を固く結び終って、その場に坐り直して、烏帽子の緒をキュッときつそうに結んで中に入れ、きちんとかぶり直す音がして、扇や畳たとう紙がみなど、昨夜ゆうべ枕上に置いたのだけれども、自然にあちこち散らばってしまったのを、さがすのだけれども暗いから見えようはずもない、「どこだ、どこだ」と、そこいら中、手で叩きまわって、やっとさがし出して、やれ一安心と、扇をハタハタ使い、懐ふところ紙がみをしまいこんで、「それではお暇いとましよう」と言って帰って行くのが、たいていの男のようだ。


〔評〕　前半、女の立場からの理想的な帰り方、後半（これが現実である、という書き方である）、もう用は済みましたといった事務的、散文的な帰り方を活写している。結果的に、普遍的な女の心理を浮き彫りし得ていると言ってよいであろう。平安時代といえども、現実は現実、物語などに書かれたのは理想像である。けれども、それを理想としたところに平安時代の文明がほんとうの文明であり得た所以ゆえんもあろう。女性を尊重しないところには、真正の文明もまたないからである。「妻戸ある所」とことわったのは、遣やり戸どなどを出入口とした女房の局のような場所を念頭に置いていたのであろう。






〔六一〕　橋は　あさむつの橋。長なが柄らの橋。天あま彦びこの橋。浜名の橋。ひとつ橋。うたた寝の橋。佐野の舟橋。堀江の橋。かささぎの橋。山やま菅すげの橋。をつの浮うき橋はし。たった板一枚を渡した棚たな橋、ずいぶんけちな料簡と思うけれども、その名前がおもしろいので──。




〔六二〕　里は　逢おう坂さかの里。ながめの里。寝い覚さめの里。人妻の里。頼たのめの里。夕日の里。妻取りの里、これはほかの男に取られたのであろうか、それとも自分の方が人の妻をわがものとしたのであろうかと、おもしろい。伏見の里。朝顔の里。




〔六三〕　草は　菖しよう蒲ぶ。菰こも。葵あおい、たいへんしゃれたものだ。神かみ代よからもうずっと、賀茂の祭のかざしになっていると言い伝えられているのは、なんとすばらしいことではないか。その姿恰好も、たいそう気が利いている。沢おも潟だかは、名前がおもしろいのだ。内心さぞかしおごり高ぶっているのであろうと思うと──。三み稜草くり。蛇床子ひるむしろ。苔こけ。春、雪のむら消えの間から顔を出す若草。木蚋こだに。酢漿かたばみは、綾あや織りの模様になっているのも、ほかの物よりはしゃれた感じだ。

　危あやう草は、岸の額ひたいに生えているということだが、その生え場所も、ほんに名前どおり頼りない草だ。いつまで草は、これまた短命ではかない草だ。岸の額よりも、こちらの方が崩れやすいであろうよ。れっきとした白壁にはよう生えないのであろうと思われる点が、どうもパッとしない。ことなし草は、願いをかなえる草なのであろうかと思うのも、おかしい。

　忍ぶ草、あわれ深い草だ。道芝、はなはだ趣に富む。茅つ花ばなも風情がある。蓬よもぎ、これまた情趣満点。山やま菅すげ。日かげ。山やま藍あい。浜はま木ゆ綿う。葛くず。笹ささ。青つづら。なずな。苗。浅あさ茅じ、風趣に富む。

　[image: 蓮]はちす葉ば、これは、ほかのどんな草よりも一頭地を抜いてすばらしい。「妙みよう法ほう[image: 蓮]れん華げ経きよう」と、ありがたいお経の名前になっているところからもわかるように、花は仏様にお供えし、その実みは数珠じゆずの珠たまにつらぬき、阿弥陀仏を祈念して西さい方ほう極ごく楽らく浄じよう土どに往おう生じようする縁を結ぼうという物だから──。また、ほかの花の咲かない夏のころに、青く澄んだ池の水に映えて紅くれないに咲いた花の姿も、ほんとに見事だ。翠すい翁おう紅こうとも詩に歌われているくらいだもの。

　唐から葵あおい、日の光りの移るに従って花がそちらを向くというのは、草木らしくもない分別心だ。さしも草。八や重え葎むぐら。つき草、さめやすい（心変わりしやすい）のが、感心できないが──。




〔六四〕　草の花は　なでしこ、唐からのは言うまでもなく、大和やまとのも、たいへんすばらしい。女郎花おみなえし。桔き梗きよう。朝顔。刈かる萱かや。菊。壺つぼすみれ。

　竜胆りんどうは、枝のぐあいなどもむさくるしいが、ほかの花々がみな霜にあって枯れてしまった中に、たいそう派手やかな色どりで顔を覗かせているのは、たいへん風情がある。

　また、わざわざ取り上げて一人前にあつかってやるほどのこともない、つまらぬ物ながら、かまつかの花が可憐だ。名前がどうもぞっとしないようだが。しかし、雁かりの来る花と、漢字ではしゃれた名前がついている。

　かにひの花、色はそれほど濃くないが、恰好が藤の花にたいそうよく似ていて、しかも、春と秋とに咲くという点が、しゃれているので、ここに挙げる。

　萩、しっとりとした色っぽさで、枝もしなしなと咲いているのが、朝露に濡れてなよなよとひろがり伏している風情。歌で、さ牡お鹿しかが特に好んで立ち寄るとされているのも、やはりほかの物とは違った格別の感じがある。八重山吹。

　夕顔は、花の恰好も朝顔に似ていて、朝顔、夕顔と並称してもおかしくない風情のある花の姿であるのに、実みの様子が、どうにも情けない限りだ。なんで、あんな不恰好な形の実がなることになってしまったのだろう。せめて、ぬかづきという物の実み程度であってほしいと思われることだ。けれどもやっぱり、夕顔という名前だけは、しゃれたものだ。しもつけの花。蘆あしの花。

　この中に、薄すすきを入れないのは、まったくもって合が点てんがゆかないという意見が出そうだ。だいたいが、秋の野の風情というものは、薄がしょって立っているようなものだ。穂先の赤らんだのが、朝霧に濡れて風になびいている風情といったら、ほかにこれほどの物があろうか。ただし秋の終りは、まったくみっともない。さまざまな色どりで思い思いに咲き乱れていた秋草の花が、あとかたもなく散ってしまった後、冬の終りまで、頭がもう真白にボサボサになってしまったのも知らぬげに、昔の盛りの時を思い出しているような風情で、風になびいてゆらゆら立っている様は、まるで人間の一生のようだ。人生の象徴といった意味をそこに読み取って、そうした薄の姿に特別感慨をもよおす人もおそらくいるに違いない。


〔評〕　前段と合わせて草類の類聚。当時の生活に親しかった物、つまりは年中行事、歌、庭の植込みなどに顔を出す物で占められているようである。観察も特に独創というほどのものはあるまい。萩の「朝露に云々」の文も、「移ろはむことだに惜しき秋萩に折れぬばかりも置ける露かな」（『伊勢集』、『六帖』）などという歌もあるし、朝顔、夕顔はともに『源氏物語』の巻名となった。当時の常識の線を行った類聚である。






〔六五〕　歌の集は　古万葉集。古今。




〔六六〕　歌の題は　都。葛くず。三み稜草くり。駒こま。霰あられ。




〔六七〕　不安なもの

　叡えい山ざんに十二年こもって修行している法師の女親。はじめての家に、月のない晩行ったところが、姿がはっきり見えてもいけないだろうということで、ともし火もつけないで、それでもずらりと並んで坐っている気持。新しくつとめはじめた召使の、気心も知れない者に、大切な物を持たせて人の所に使いにやったところ、帰りの遅い時。まだ口もきかない赤ん坊が、そっくりかえって、人にも抱かれようとせず、泣いているの。


〔評〕　「知らぬ所に云々」の一節は、『評釈』に、中宮のお供などで他の女房たちとともに他出した時のことであろう、とするのに従うべきである。






〔六八〕　正反対なもの

　夏と冬と。夜と昼と。雨の降る日と、日の照る日と。人の、笑うのと、腹立つのと。年とった人と若い人と。白いのと黒いのと。愛してくれる人と憎む人と。同じ人でありながら、自分に対して愛情のある時と、心変わりしてしまった時とでは、ほんとに別人のように思われる。火と水と。ふとった人とやせた人と。髪の長い人と短い人と。




〔六九〕　夜よ烏がらすがたくさん木にとまっていて、夜中のころ、寝ぼけて騒ぐ。落ちそうになってあわてふためき、枝を伝い歩いて、今目がさめたような声を出して鳴いたのは、昼間のにくたらしい姿とは違って、なんとなく愛敬がある。


〔付説〕　注に見られるように、三巻本は本文に多くの傷があるが、しばらくこのままにしておく。「騒ぐ」「まどひ」「寝起きたる」三[image: か]所も、他本によって訂すべきである。この段を前段に含める注もある。前段と連想上のつながりはあるであろう。






〔七〇〕　人目を忍んだ逢いびきの場所にあっては、夏がもっとも趣がある。ひどく短い夏の夜がもう明けてしまったので、一晩中ちっともねむらないでしまっている。どこもかしこも、昼間と同じようにあけ放したままにして夜を過ごしたので、庭も涼しく見わたされる、そんな所で、一晩中語り明かしたもののやはりもうすこし話し残したこともあるので、お互いに受け答えなどしているうちに、坐っているすぐの頭の上を、烏が高く鳴いて飛び去るのは、まるで誰かにこの場を見られているような気がして、おもしろい。

　また、冬のたいそう寒い夜、夜具に埋もれて寝たまま聞いていると、お寺の鐘かねの音がまるで物の底で鳴るようにこもって聞こえるのが、とてもおもしろい。鶏の声も、はじめのうちは羽の中で鳴くのが、口を突っ込んだまま鳴くので、たいそう深く遠い所からのように聞こえるけれども、明け離れるにつれて近々と聞こえてくるのも、おもしろい。


〔付説〕　後半、冬の文、他本に「思ふ人と」とあるのは、三巻本の脱文かと思われるが、この句がなくても、前半からの続きで、やはり共寝の場合と解すべきは言うまでもない。






〔七一〕　恋人としてやって来た男の場合は、とり立てて言うまでもない、ただ仲がいいといった程度の人でも、あるいはまた、それほどでなくても、何かのついでに尋ねて来たりする人が、簾すだれの内に女房がたくさん居て応対したりしているので、坐り込んでしまって急には帰りそうもないのを、お供して来た家来や童子などが、何かと顔を覗かせて様子いかにとうかがうのだが、これでは斧おのの柄えも腐ってしまいそうだ、帰りは何時になるかわかったもんじゃないと、ひどく迷惑がるらしいかして、長々とあくびをして、自分では人に聞こえないと思って言うらしいのだが、「ああ、つらい。ほんに煩悩苦悩とはこのことよ。もう夜中にもなったろうよ」などと言ったのは、まったくもって気に食わぬ。こんなことをぼやく供人そのものは、取るに足らぬ連中だから別になんとも思わないのだけれども、この目の前に坐っている人に対して、今まですばらしいと見えたり聞いたりしていたその人の美点も、消えてなくなるように思われることだ。

　また、それほどはっきりとはよう言わずに、「あああ」とかん高く声に出してため息をついたのも、歌にある「言はで思ふぞ言ふにまされる」心境なのだろうと、かわいそうだ。庭の立たて蔀じとみや透すい垣がいなどの所で、「これはひと雨来るぞ」などと、聞こえよがしに言うのも、ひどくにくらしい。

　格別身分の高い人のお供の人などは、こんなぶしつけな真似をすることもない。名門の若君といった人々のは、まあ及第。それより身分の低い連中の供人は、みなそんなふうだ。たくさん居る家来の中でも、ちゃんと心立てを見きわめた上で、供に連れ歩きたいものだ。




〔七二〕　めったにないもの

　舅しゆうとにほめられる婿。また、姑しゆうとめにかわいがられるお嫁さん。毛のよく抜ける銀の毛抜き。主人の悪口を言わぬ従者。

　全然、欠点のない人。容貌、心、風姿態度がすぐれていて、世間にまじわって一向に非難を受けることのない人。同じ所に奉公住みしている人で、お互いに面と向かって顔も合わさず、すこしの油断もなく気を使っているといった人はついぞ居ないものだが、ほんにこんな人はめったにいない。

　物語や歌集など書き写す時、そのもとの本に墨をつけない人。豪華な本などは、たいそう気を使って書き写すのだけれども、きまってと言っていいほど、よごしてしまうようだ。

　男と女の間柄については言うまでもない、女どうしでも、行末長くと契って仲よくつき合っている人で、終りまで仲のよいことは、めったにない。




〔七三〕　宮中の女房の局の中では、細ほそ殿どのがたいへん情趣に富んでいる。上の蔀を上げてあるので、風がひどく吹き込んで来て、夏でもたいへん涼しい。冬は、雪や霰あられなどが風と一緒に降り込んで来るのも、たいそうおもしろい。狭い所なので、里から子供などが来ている時は、具合が悪いけれども、屛びよう風ぶの中にそっと坐らせておくと、ほかの場所の局にやって来た時のように、声こわ高だかに笑い声を立てたりもしないで、かえってたいそう具合がよい。

　昼間などでも、油断せず気をつけていなければならない。夜はいっそう、気を許して寝ることもできない点が、たいそう情趣に富んでいるのだ。沓くつの音が、外に一晩中聞こえている所なのだが、その中の一つがふと止まって、たった指一本でホトホトと叩く、それで、ああ彼なのだなとすぐわかるから、おもしろいものだ。ずいぶん長いこと外で叩いているけれども、こちらからはなんの応答もしないから、眠りこんでいるのだと外では思うかもしれない、それも癪だから、わざとすこし身動きして衣ずれの音を立てる、外でもそのけはいでこちらの思おも惑わくをそれと察しているに違いない。そんな時、冬は、こちらで火鉢にそっと突きさす火ひ箸ばしの音も、ことさらに外に聞こえないように用心していると男は思って、いよいよ強く叩くので、それに声に出しても呼ぶのを、物蔭ながらいざり寄って、じっと耳を澄ます時もある。

　また、大勢の声で詩を朗誦したり歌を歌ったりする時には、叩かないでもこちらから遣戸をあける。すると、特にこの局をたずねようとも思っていなかった人も、ここに立ちどまってしまう。坐る場所もないので、人々は外に立ったまま夜を明かすのも、やはり風流なものだ。

　局の御み簾すが真青でしゃれた風情であるのに、几帳のとばりも色あざやかに、女房の衣裳の裾先が重なって見えているといった所に、直衣のうしろの綻びの所が裂けて下着の透いて見える貴公子たち、また六位の蔵人が青色の袍など着て、出しゃばって遣戸の所などに身を寄せて立ったりはようしないで、塀の方に背をもたせかけて袖をかき合わせて立っている姿が、いかにもしゃれている。

　また、指貫のごく濃い紫に直衣の色合いがあざやかに映えて、いろいろな色の下着を直衣の下から出した人が、戸口の簾を中に押し入れて半身室内にはいったような恰好も、外から見たらしゃれた姿であろうが、そんな人が、きれいな硯を引き寄せて手紙を書いたり、あるいは、女房の鏡を借り受けて鬢びんのほつれを搔き直したりしている姿も、言ってみれば何から何まで、細殿の風情というものは、いいものだ。

　戸口には三尺の几帳が立ててあるが、簾の帽額もこうの下と几帳の間にほんのすこしあきがある、外に立っている男と部屋の中に坐っている女房とが話をする時、このあきが二人の顔のところにちょうどうまくあたっているのがおもしろい。背が高過ぎたり低過ぎたりする人だったら、こう都合よくはゆくまいが、普通の人だったら、やはりみなそんなふうにうまくゆくようだ。

　まして賀茂の臨時の祭の調楽の時などは、とてもおもしろい。主殿寮とのもりの役人が長い松明たいまつを高くかかげて、寒そうに頸くびは襟えりの中に引っ込めて行くので、松明の先は物につき当たりそうであぶなっかしい──と、楽を奏し、笛を吹き立てて、いつもより気持の浮き立った貴公子たちが、束帯に威儀を正した服装で、局の前に立ち止まって女房に話しかけたりするが、その供の随ずい身じんたちが、声をひそめて短く、それぞれの主人たちのために先払いの声をかけているのも、楽の音ねにまじって、ふだんとは違っておもしろく聞かれる。

　遣戸をなおあけたまま、その帰りを待っていると、先ほどの貴公子たちの声で「荒田に生おふる富草の花」と風ふ俗ぞくを歌ったのが、今度は、前よりも一段とおもしろく聞かれるのに、いったいどんな真面目一方の人なのか、この局の前をさっさと素通りして退出してしまう人もいるので、それを笑うと、貴公子の誰かが、「しばらく、しばらく。『どうしてそんなに、まるでこの世がいやになったかのようにお急ぎになるのか』と、女房たちが言っていますよ」など言うけれども、気分でも悪いのか、まるで倒れんばかりに、誰かが追いかけてつかまえようとしているのではないかと思われるほど、あわてて退出する人もあるようだ。


〔付説〕　この文章の舞台になっている細殿、登花殿（あるいは弘徽殿）の西廂は、簀子もなく、前は石畳になっていたようである。諸書に、この両殿の西面は屋垣とあるのは、当時の民家に見られる下見板のようなことになっていたものと解すべきである。文中「塀の方に後おして」とある「塀」はその屋垣、すなわち建物の西面そのものを指すとすべきである。『春曙抄』にこの塀を壁と解するのは、その意味である。細殿の前に塀があったと見ることはできない。最後の部分「まいて臨時の祭の調楽などは」以下も、細殿での見聞であることは冒頭の「まいて」の一語でもわかるし、文中「立ち止り、もの言ひなどするに」「なほあけながら」「……とあり」などの断片的言辞からも明らかである。細殿の前は、桂芳坊の楽所から内参の通路に当たる。「まいて」以下を別段として立てるのは不自然で、萩谷朴氏の説に従って、前に続けて一段とすべきである。






〔七四〕　職しきの御曹司に中宮のおいでになるころ、敷地内の木立など、遙々と古色を帯びて生いしげり、建物の造りも高くて親しみにくい感じだけれども、どういうわけか、おもしろく思われてならない。母も屋やには鬼が住みついているということで、そこはしめきって南にしつらいをして、南の廂に御帳台を立てて中宮の御座所とし、さらにその南の又また廂ひさしに女房は詰めている。近この衛えの御み門かどから左衛門の陣にお向かいになる上かん達だち部めの方々の前駆の掛け声、殿てん上じよう人びとのそれは掛け声が短いので、私たちは、大おお前駆さき、小こ前駆さきとあだ名をつけて、そのたびに大騒ぎをする。もう何遍にもなるので、前駆の声々もみな聞きわけられるようになって、「これは誰それ」「あれは、誰それ」などと言い当てる。すると、「違うわ」と異論をとなえる女房も出て来るので、下女を門の外までやって見て来させなどして、言い当てた人は得意満面、「やっぱり、そうよ」など言うのも、おもしろい。

　有あり明あけの月のころ、あたり一面深い霧のたちこめた庭に女房たちがおりて散歩するのをお聞きになって、中宮もまだ早いのにお起きになられた。お前に詰めている女房はみな、端近に出たり、庭におりたりして遊んでいるうちに、次第に夜も白んでゆく。「左衛門の陣まで行って、見物して来よう」と言って、とうとう門の外に出かけて行くと、私も私もと、ほかの女房たちも後を追って続いて行く。すると、左衛門の陣の方から、殿上人が大勢の声で、例の「一声の秋」という詩を吟じてこちらにやって来る様子なので、職の御曹司の中に逃げ込んで、その人たちと応対する。「月をながめていらしたんですね」などと感心して、中には歌を詠む人も居る。こんなふうに、この職の御曹司には、夜も昼も、殿上人のやって来ない時とてない。上達部までも、参内なさる途中、大事な急用でもない限りは、かならずここにお立ち寄りになる。


〔評〕　職の御曹司のもの珍しさ、内裏とは違った開放感が、文辞にいきいきと感じられる。殿上人、上達部との接触、人気のある後宮とはこんなものであったのである。有明の月をめでるのは、当時一般の風。なお後の〔八二〕はこの段の後日談のような段である。






〔七五〕　おもしろくないもの

　わざわざ決心して宮仕えに出た人が、勤めをおっくうがり、わずらわしく思っている。養子の顔のみにくいの。気の進まなかった人を無理に婿にして、こちらの期待のように通って来てくれないと嘆く人。







〔七六〕　気持のよさそうなもの

　卯う杖づえの法師。神楽かぐらの人にん長じよう。御ご霊りよう会えの時、振ふり幡はたとかいう物を持った者。




〔七七〕　御お仏ぶつ名みようの翌日、地じ獄ごく絵えの御屛風をこちらに持って来させて、帝みかどが中宮に御覧にお入れになる。いやらしい気味の悪さといったらこの上もない。帝はわざと「これを見よ、これを見よ」とおっしゃるけれども、私は「いいえ、絶対に拝見はいたしません」と申し上げて、あまりの気味悪さに、小部屋に引っ込んで寝てしまった。

　その日はちょうど、雨がひどく降っていて、御退屈だということで、殿上人を上の御局にお召しになって、管絃のお催しがあった。道方の少納言の琵び琶わが、たいそうすばらしい。済なり政まさが箏しようの琴、行ゆき義よしが横笛、経つね房ふさの中将が笙しようの笛などで、見事な合奏だ。一曲すんで、琵琶を弾きやんだところで、大納言様が「琵琶、声やんで、物語せんとすること遅し」と吟じられたので、それまで隠れて寝ていたのに我慢できずのこのこ起き出して来て、（清少）「仏罰はやはりこわいですけれども、こうしたすばらしさに弱い性癖はなおりますまい」と言って、皆から笑われる。


〔付説〕　事件年時は、行義が長徳二年正月、叙爵して但馬権守になっており（下限）、済政が正暦五年蔵人に任じているらしい（上限）から、正暦五年か長徳元年である（岩清水尚氏）。従って伊周の大納言は前官を以てし、経房の中将は後の官を及ぼした呼称である。






〔七八〕　頭とうの中将が、私についてのでたらめな噂話を聞いて、それを頭から信用して、ひどく悪く言い、（斉信）「なんで、あのような者を一人前と思ってほめたりしたことだろう」などと、殿上の間まで散々におっしゃると聞くにつけても、立派な相手だから身のすくむ思いではあるものの、（清少）「ほんとうのことならばともかく、根も葉もないことなのだから、そのうち思い直されるに違いない」と、笑って問題にしないでいたのだが、黒戸の前など通られるのにも、私の声など聞こえる時は、袖で顔を蔽って全然こちらを見向きもしないといった調子で、もうひどく私のことを悪く思っていらっしゃるので、こちらも意地になって、別に釈明するでもなく、まったく無視して過ごすうちに、二月の終りごろ、たいそうひどい雨で何もすることがなく退屈な上に、宮中の物もの忌いみで殿上の間に詰めきりということになって、「（斉信）『さすがにどうも、あの者を相手にしないとなると、もの足りぬことだな。何かひとつ、言ってやろうか』と、おっしゃっていられる」と、同僚の女房が噂を伝えるけれども、私は「まさか」と問題にしない。一日中、自分の局に下っていて、夜になってから中宮のお前に伺候したところ、中宮はもうお寝やすみになられた後であった。

　女房たちは、廂ひさしの間の長押なげし近くの所にともし火を低くして扁へんをついている。（女房）「まあ、よいところにいらしたわ。早く仲間にお入りなさい」などと、私を見つけて声をかけるけれども、おもしろくなくて、お寝みになってしまわれたのに、なんで伺候したりしたのだろうと、くやまれる。いろりのそばに坐っていると、そこにまた大勢寄って来て、雑談などしていると、「たれそれがうかがっております」と、よく透る声で私に取次ぎを頼む者がいる。（清少）「おかしいわ。まだ上ったばかりなのに、いったいなんの用事かしら」と、下の者に口上を聞かせると、主殿とのもり司づかさなのであった。

　（主殿司）「直接私から、お取次ぎでなく申し上ぐべきことがございます」と言うので、出て行って聞くと、（主殿司）「これは、頭の殿からあなたにおさし上げになるお手紙でございます。御返事を、すぐに」と言う。ひどく私のことを悪く思っていらっしゃるのに、いったいどんな手紙なのかしらと好奇心も湧くけれども、今すぐ急いであけて見るほどのことでもないので、（清少）「お帰り。もう少したってから御返事をさし上げるから」と言って、ふところにしまい込んで、奥に入った。そのまま前の続きの人の話など聞いていると、すぐに引っ返して来て、（主殿司）「（斉信）『すぐ御返事を頂けないのならば、先ほどのお手紙をお返し頂いて来い』と、おっしゃっておいでです。どうかお早く御返事を」という口上。おかしなこと、折角手紙をよこしておきながら取り返すとはまるで「魚いおの物語」だわと思って、あけて見ると、青い薄うす様ように、たいそう見事に書いておありになる。内容は、期待していたような例の絶交の一件についてではなかった。





蘭省花時錦帳下






と書いて、次に「これの下の句は。ぜひ返事を」とあるのだが、いったい、どう返事をしたものだろうか、中宮がまだお起きでいらっしゃるのなら御覧に入れて御相談もできようが、この下の句を、いかにも知っておりますといった顔つきで下手くそな漢字で書いてやるのも、みっともない限りだと、思案をめぐらすうちにも、むやみに催促するので、とりもあえずその紙の奥に、いろりに消えた炭のあったのでもって、





草の庵いほりを誰たれか尋ねむ






と書きつけて渡したけれども、それっきり、向こうから返事の来る様子もない。

　一同寝て、翌朝、まだ早いうちに局におりたところ、源中将の声で、「もしもし、草の庵いおりは居ますか」と、芝居がかった声をかけるので、（清少）「妙なお尋ねですこと。そんなみすぼらしい者はどうしてここにおりましょう。玉の台うてなとお呼びでしたら、お答えもしましょうが」と、私が答えると、（宣方）「やれやれ助かった。局にうまく居たね。中宮の御座所の方にさがしに行こうとするところだった」と言って、昨夜のいきさつを、（宣方）「頭の中将の宿直とのい所どころに、ちょっとでも気のきいた人間ならまあ全部と言っていいくらい、六位の連中まで集まって、実にいろいろな人の噂を、昔から今と手広くやって、批評したついでに、あなたの話が出て、（斉信）『やはりどうもこの女は、きっぱり絶交はしてみたものの、どうにもその後、気になっていけない。向こうから何か言って来るかと心待ちしていても、ちっとも気にした様子がなく平気でいるのもはなはだしゃくだから、今晩、ひとつ、駄目な奴ともいい奴ともはっきりどちらか結論を出してしまおうではないか』ということで、皆で相談してやった手紙を、『今ここでは拝見できない、とおっしゃって奥に引っ込まれた』という主殿とのもり司づかさの報告だったので、また追い返して、（斉信）『強引に手でもなんでもつかまえて、有無を言わせず返事を貰ってくるか、さもなくば、手紙を返して貰って来い』と、きつく言いつけて、ちょうどひどかった雨の最中にもう一度使いにやったところが、今度はすぐに帰って来た。『これです』と言ってさし出したのが、こちらからやった手紙なので、頭の中将が、さては返して来たのかと思って見たところ、途端にあっと大声をあげたので、『おやおや。いったいどうしたのです』と、皆寄ってのぞきこむと、（斉信）『どうだ。たいした奴だな。これじゃ、やっぱり、無視し去ることはできないな』と言って、皆でガヤガヤ感嘆しばし、（斉信）『これの上の句を付けて返そう。源中将、付けてみよ』などと、それから夜のふけるまで、上の句の評定をして、とうとう投げ出してしまったのは、将来もかならず語りぐさにすべき話だといったようなところに皆の意見は落ち着いた」などと、こちらで気恥ずかしくなるくらい大袈裟に話して聞かせて、（宣方）「今後は、あなたのあだ名を草の庵ということにしました」と言って、急いでお立ちになったので、（清少）「そんなみっともないあだ名が後世まで伝えられるとは、情けないことですわ」と答えるうちに、今度は、修理の亮すけ則のり光みつがやって来て、「大変な喜びごとを御報告しようと、御座所の方かと思ってそちらに参上して来たところです」と言うので、（清少）「いったいどうしたのです。司つかさ召めしの噂も聞きませんが、何におなりになったのです」と聞くと、（則光）「いやいや、違う。もうほんとに心底からうれしいことが昨夜ありましたので、早くあなたにお知らせしようとじりじりしながら夜の明けるのを待ったのでした。あれほど面目を施したことはなかった」と言って、昨夜の一部始終を、今しがた中将のお話しになったのとそっくり同じことを語り聞かせて、（則光）「『この返事の次第によっては今後きっぱりと、一切相手にしないことにする。そういう人間がいたとも思うまい』と、頭の中将がおっしゃるので、そこに居合わせたありったけの人間が知恵をしぼって手紙をやったのだが、最初、使いが手ぶらで帰って来た時は、私はかえってホッとした。返事を持って帰った二度目の時は、いったいどういうことになるかと、心配で心配で、ほんとにケチをつけられるような返事だったら、兄貴分たる私にとっても不面目なことになると思っていたところ、それが一通りの出来栄えどころの話でなく、居合わせた大勢一同が賞讃し感嘆して、（人々）『兄貴よ、まあこっちに来て、これを聞け』とおっしゃったので、内心はうれしくてたまらなかったけれども、（則光）『そういう方面にはとんとおつきあい申し上げかねる人間ですから』とお答えしたところ、（人々）『何もお前に意見を述べよとか、理解せよ、とか言うのではない。ただ、当人に話してやれという意味で、聞かせるのだ』とおっしゃったのには、あなたの兄貴分としてはちと情けない見くびられようでしたが、皆さんで、その上の句を付けようとなさって、（人々）『どうにも付けようがない。それにわざわざ改めてこれの返歌をすべきものだろうか』などとあれこれ相談して、（人々）『返事をやって、なんだこんなものと言われたんでは、かえってしゃくの種だ』などと、結局夜中まで御評定でした。この一件は、私にとってもあなたにとっても、大変な喜びごとではありますまいか。これにくらべれば、司召で少々の役についたって、うれしくもなんともないことです」と言うので、ほんに、大勢集まって相談した末の手紙とも知らないで、下手なことを言ってやったらとんだ赤恥をかくところだったと、改めてそのことに胸のドキドキする思いだった。

　この則光の話の中に出た「いもうと、せうと」ということは、主上にいたるまで諸人周知のことで、殿上の間でも、正しく役名を呼ばないで、「せうと」というあだ名で通っていた。

　局でほかの女房と話などしていると、「すぐ来るように」との中宮のお召しなので、参上したところ、この一件についてお話し下さろうとしてであった。（宮）「帝がおいであそばされて、お話しあそばされて、殿上人たちは皆、あのやりとりを扇おうぎに書き付けて持っているというお話でした」などおっしゃるにつけても、我ながら大胆なことをしたものだとあきれる思いで、あの時どんな魔性のものが自分に乗り移ってあんな返事をさせたのかと思われたことだった。

　このことがあって後は、頭の中将も袖の几帳などやめてしまって、私に対する考えを改められたようだった。


〔評〕　中宮女房のこうしたやりとりにおける成功失敗は直ちに中宮その人の沽券にかかわり、その宮中における声価にかかわる。帝が中宮に報告に来られ、中宮がそれを喜ばれたのも当然である。個人的な寃えん罪ざいのすすがれたのは一つの結果であるに過ぎず、この時の清少納言には、中宮女房としての資格、価値が問われていたのであり、同時に定子後宮の鼎かなえの軽重が問われていたのである。文は、いわばその重責に苦慮する心情と、責任を果した安堵の喜びを語っている。自讃談と見るのは皮相であろう。問題の一聯は『朗詠集』の古訓では「蘭らん省せいの花の時の錦きん帳ちやうの下もと、廬ろ山さんの雨の夜の草庵の中うち」と訓む（岩波文庫本による）。脇役として則光がよく描かれている。この人は、女の許に忍ぶ途中大宮通りで怪漢三人を斬り、評判になるのを恐れていたところ、自分の仕業と名乗り出るおかしな奴がいたので、その者に功を譲って胸を撫でおろしたという人物である。






〔七九〕　明くる年の二月二十日過ぎに、中宮が職しきの御曹司にお出ましになったお供に加わらないで、梅壺に居残った、その翌日、頭とうの中将からのお手紙ということで「昨日の夜、鞍くら馬ま寺に参詣したのだが、今晩、方角が悪いので、方かた違たがえに、ほかにとまる。まだ夜の明けぬうちに宮中に帰るつもりだ。ぜひとも話したい用事がある。あまり局の戸を叩かせないように、そのつもりで待っていてほしい」と言って来られたが、「局にひとりきりで残って居ることはあるまい。こちらで寝なさい」と、御匣みくしげ殿どのからのお呼びがあったので、そちらに参上した。

　寝坊して起きて局にさがって来ると、留守していた下しも仕づかえが「昨夜ゆうべ、たいそうひどく戸を叩くお方がいらっしゃったので、やっとのことで起きて聞きましたところ、『御匣殿の所にいるのか。それなら、これこれと申し上げよ』とのことでしたが、『お取次ぎしても、よもやお起きにはなりますまい』と、おことわりして寝てしまいました」と、報告する。気のきかないことをしたものだなと聞くうちに、主殿とのも司づかさがやって来て、「頭の殿の御伝言です、『今これから退出するのだが、お話ししたいことがある』」と言うので、（清少）「片づけなければならない用事があるので、御座所にこれから参上します。そこでお目にかかります」と言って帰した。

　局では、戸を引きあけなどなさるかもしれないと心配で、厄介でもあるので、梅壺の東側の半は蔀じとみを上げて、（清少）「どうぞ、こちらへ」と言うと、すばらしい容姿を現して歩み寄られた。桜がさねの綾あやの直衣のたいそう花やかで、裏の色つやなどなんとも言えず美しいのに、薄紫染めのごく濃い指貫には藤の花の折おり枝えだの模様を実に絢けん爛らん豪華に白く浮き織りにして、出いだし袿うちきの紅くれないの色の打った光沢など、輝くばかりに美しい。その紅の下にはさらに白や薄紫色などの下着が多く重ねられている。狭い簀子すのこに、片足は下におろしたまま、心もち簾すだれの根際近くに身を寄せて腰かけていらっしゃる御様子というものは、ほんに絵に描いたり、物語にすばらしいものとして説き立てている貴公子とは、まさしくこのことなのだなと思われた。

　梅壺庭前の梅は、西は白く、東のは紅梅で、もうすこし散りかかっているけれども、それでもまだ風情に富んでいるのに加えて、うらうらとのどかな日ざしで、人に見せたいようだ。まして御み簾すの内にはうら若い女房などが、物語によく、見事な黒髪が長くこぼれかかって、などと言っているような姿で、外の頭の中将に受け答えしているといった図ならば、この場の情景ももうすこし風流で見所があるであろうに、もう盛りもとうに過ぎて、なんの見ばえもなくなった私のようなお婆さんが、髪なども自分のではないかして、所々ちぢれ乱れて、それに、いつもと違って皆黒い喪服を着ているころとて、ごく薄い鈍にび色いろのうわ着に、重ねの色合いもない着物ばかりたくさん重ね着ているけれども、ちっとも見ばえがしない上に、中宮御不在のおりとて、裳ももつけず、袿うちき姿すがたで居たのが、なんともぶちこわしで、情けない次第だった。

　（斉信）「職しきにこれからお寄りする。何か伝言でもあるなら──。いつ参上するのか」などとおっしゃる。（斉信）「それにしても、昨夜ゆうべ、方違えに行った先で夜を明かしてもしまわないで、こんな時刻だからと言っても、前々ああ言っておいたのだから、待っているだろうと思って、月のたいそう明るい中を、西の京くんだりから帰り着く早々、局を叩いたところ、やっとのことで寝ぼけて起きてきたその様子、返事のとりつく島もないつっけんどんな調子といったら、なかったな」などと昨夜の模様を語ってお笑いになる。（斉信）「まったくもって、がっかりしたな。なんで、あんな者を使っているのか」と、おっしゃる。ほんに、そうでもあったろうと、おかしくも、お気の毒でもある。しばらくお話しになってから、出て行かれた。外から見る人がいたら、風流な想像をめぐらして、御簾の内にはどんな美人が居るかと思うことだろう。部屋の奥の方から私の後ろ姿を見る人がいたら、外にそんな立派な貴公子がいたとは夢にも思われないに違いない。

　その日、暮れてから、職しきの御曹司に参上した。中宮のお前には女房たちが大勢はべり、殿上人なども伺候していて、物語のよしあし、気に入らぬ所などを議論して、論難しているところだった。涼すずしや仲なか忠ただなど、宇津保の諸人物について、中宮にもその優劣について御意見をお述べになる。ある女房が、「さあさあ、この問題についてあなたはどうお考えです。早く意見を申し述べなさい。上様には、仲忠の子供のころの生い立ちのみじめさをしきりに難点としておっしゃっておいでですよ」など言うので、（清少）「いえいえ、問題になりません。琴きんなど弾いても、天てん人にんが降りて来た程度の奇瑞に過ぎず、はなはだ見ばえのしない人物です。いったい涼は、仲忠のように、帝のお娘御を北の方に頂戴したでしょうか」と言うと、仲忠びいきの連中は勢いを得て、「やっぱり、ねえ」などと気勢をあげる。と、中宮は「こんな物語の人物の優劣論よりは、今日の昼間、斉ただ信のぶがやって来た時の姿をお前が見たならば、どんなに夢中になってほめそやすかと思われたことだった」と、おっしゃると、女房たちが「ほんに、いつもよりずっとすばらしかったわ」などとあいづちを打つ。（清少）「いえ実は私も、何よりもあのお方のすばらしかったことを申し上げようと思って参上したのですが、物語の議論にとりまぎれて」と言って、昼間の会見の模様を言上すると、聞いていた女房たちも、「それは皆、あのお姿はとっくりと拝見はしましたけれど、この人のように、着物の縫い糸やその針目までこまかく観察したでしょうか」と言って笑う。

　頭の中将が、「西の京という所の、淋しく荒れ果てていたこと。一緒にながめる人がいたら、いっそうあわれもますことであろうにと思われたことでした。築つい地じなどもすっかり古びて、苔こけがびっしり生えていまして」など語ったところ、宰相の君が、「瓦に松はありましたか」と応じたのに、中将がひどく感じ入って「西の方かた都門を去れること、いくばくの地ぞ」と、口ずさびに吟じたことなど、女房たちが、口々にかしましいくらい言い立てたのは、いかにも風流な話題だった。


〔付説〕　涼、仲忠の優劣論は当時の流行だったらしく、『公任集』にも先蹤が見える。






〔八〇〕　里邸に退出していると、殿上人などが尋ねて来るのをも、何かとおだやかでない噂を人人は言い立てるようだ。しかし私としても、ひどくたしなみ深く、物事に引っ込み思案であるといった評判を取っている女でも別にないから、そんなことを言われても、格別腹も立たない。それに、昼も夜も、しょっちゅうやって来る人を、なんで「不在です」などと言って、恥をかかせて帰せようか。ほんとうに親しくつきあっているのではないような人でも、そんなふうにしょっちゅう尋ねて来る人もいる。あんまりわずらわしくもあるので、今度退出した所は、どこと一般の人には知らせずに、左中将経つね房ふさの君、済なり政まさの君といった人たちだけが御存じだった。

　そこに左衛門の尉則光が尋ねて来て雑談のついでに、（則光）「昨日、宰相の中将が殿上の間においでになった時、『いもうとの退出した所を、いくらなんでもお前が知らないということはあるまい。教えろ』と、きつくお尋ねになったけれども、まったくもって存じませんと申し上げたのに、無理やりに白状させようとなさるので、困ってしまった」などと話して、（則光）「知ってるのに噓をついて逆らうのは、まったくつらいことでした。すんでのことにニヤニヤしてしまいそうになりましたが、左の中将が、すました顔つきで知らんふりをして坐っていらしたので、あの方と目が合ったらそれだけで吹き出してしまいそうだったので、苦しまぎれに、台盤の上に布めのあったのを摑み取って、ムシャムシャやたらとほおばってごまかしてしまいましたので、食事時でもないのに変な物を食べていると、人々は見たでもありましょう。けれども、うまくそれで、どこそこと白状しないですみました。あそこで吹き出していたら、何もかもぶちこわしでしたよ。どうやらほんとうに知らないらしいと頭の中将がお思いになったのも、思えば、うまくごまかしたものと愉快です」などと話して聞かせるので、（清少）「絶対に、申し上げてはいけませんよ」などと強く口止めして、それから幾日か、だいぶたった。

　夜がたいそうふけてから、門をひどく激しく叩く者があるので、いったい何者がこうも非常識に、広くもない家の門を音高く叩くのだろうと思って、人を出して聞かせたところ、滝口の武士だった。「左衛門の尉の」と言って手紙を持って来ている。もう皆寝てしまった中で、ともし火を取り寄せて見ると、「明日は御み読ど経きようの結けち願がんの日ということで、そのために宰相の中将が宮中の物もの忌いみで籠っていらっしゃる。『いもうとのありかを白状せよ』と、きつく言われるので、もう処置なしです。到底隠しおおせません。どこそことお知らせ申し上げてよろしいでしょうか。いかがですか。御命令通りにいたします」という文言に、返事は書かないで、布めを一寸ほど紙に包んで持たせた。

　その後、やって来て、（則光）「いつかの晩は、宰相の中将に責めたてられたあげく、でたらめな所を方々お連れしてまわりました。もう本気になって私のことをお叱りになるので、ひどい目にあいました。それにしても、なぜ、あの時どうしろといった御返事はなくて、あんなとんでもない布めの切れ端なんかを包んでおよこしになったのですか。妙な包み物もあったものです。人のところに、そんな物を包んでおくるということがありますか。何かの間違いでしたか」と言う。全然、あの謎なぞの意味もわからなかったのだなと、その間抜けさ加減が[image: 癎]にさわったので、返事もしないで、ちょうど硯箱の中にあった紙の端に、





（清少）かづきするあまのすみかをそことだにゆめ言ふなとやめをくはせけむ






と書いて簾の外にさし出したところ、（則光）「歌をお詠みになったのですか。絶対に拝見しませんよ」と言って、その紙切れを扇あおぎかえして退散して行った。

　こんなふうに親しくつきあい、お互いに面倒も見合ったりしているうちに、何がきっかけというでもなく少々仲が気まずくなったころ、手紙をよこして来た。（則光）「不都合なことなどありましても、いもうとせうとと約束をかわした私の誠意と友情はやはりお忘れにならないで、よそながらも、ああ、あれは則光だなというくらいには私に目を止めていていただきたいと思うことです」と言って来た。いつも言うことには「私に好意を寄せて下さるからには、私に歌だけはどうぞ詠んで下さらないようにしていただきたい。歌をよこしたら、もう絶対に、私に仇なす敵と思います。もうこれが最後で、絶交しようと思ったら、その時こそ歌を詠んでよこしたらいいでしょう」などと言っていたから、この手紙の返事に、





（清少）崩れ寄る妹背の山のなかなればさらに吉野の河とだに見じ






と詠みおくったのだが、それもほんとうに見ないでしまったのかして、とうとう返事もよこさないでしまった。このことあって後、則光は、蔵人から五位に叙爵して遠江とおたおうみの介すけになったので、会う機会もなく、仲違たがいのままになってしまった。


〔評〕　則光に関しては前の〔七八〕の続編の如き観があり、好漢の面目、筆端に躍如たるものがある。簡素な筆遣いがかえって結末に清潔な感傷の気味を感じさせるようである。三巻本勘物は、この仲違いのあたりに注して「勘[image: 二]見蔵人補任[image: 一]即子息之父也。離後依[image: 二]旧好之知音人[image: 一]号[image: 二]兄弟[image: 一]之由歟」と言う。






〔八一〕　悲しそうに見えるもの

　水ばなを垂らして、ひっきりなしにはなをかみながらしゃべる声。眉を抜く顔つき。




〔八二〕　あのいつぞやの、左衛門の陣に行ったりしたことのあった後、お暇いとまを頂いて里に下ってしばらくたつうちに、中宮から「ぜひとも早く参内せよ」などというお手紙の端に、（宮）「左衛門の陣に出かけて行ったあなたの後ろ姿が、中宮にはいつもお思い出されになる。どうしてあんなに、平気で古くさい恰好をしていたのでしょう。たいそうすばらしかろうと自分では思っていたようだったが」などとおおせのあった、その御返事に、御催促を頂いて恐縮の旨を言上して、お手紙を書いた女房への私信の形で、（清少）「どうしてすばらしいと思わないことがございましょうか。中宮におかれても、あの時の明け方の情景を『なかなるをとめ』の歌のように、尽きせずおもしろく御覧あそばされたでありましょうと、拝察申し上げておりました」と、申し上げたところが、おりかえして（宮）「お前のたいそうごひいきらしい仲忠の面目をつぶすようなことを、どうして言上したのか。すぐ今晩のうちに、何をさしおいても参上せよ。さもなくば、ひどくおにくしみになるであろう」と、お手紙があったので、（清少）「ひととおりのおにくしみでも、大変です。まして『ひどく』とあるお言葉には、命も身もそのままうち捨てて参ります」と御返事申し上げて、参上した。




〔八三〕　職しきの御曹司に中宮のいらしたころ、西の廂で不断の御読経があって、本尊の画像など掛け奉り、僧侶が何人も伺候している、──これは今さら言うまでもないことだ。二日ほどたって、縁えんの所にいやしげな者の声で「そうはおっしゃっても、あの仏様のお供えのおさがりはございますでしょうに」と言うのに対して「とんでもない。まだ終りもしないのに」と僧の答える声が聞こえるので、いったい、何者なのだろうと思って顔を出して見ると、もう年寄りと言ってもいいほどの女法師が、ひどくよごれた狩かり袴ばかまの竹の筒とかいう物のように細くて短いのをはき、帯から下が五寸ほどしかない、これが果たして衣ころもと言えようかと思われるような、同じようによごれたしろものを着て、まるで猿のような恰好をしたのが、食物をねだっているのであった。

　（清少）「あの者は、いったい何と言っているのか」と言うと、声をとりつくろって（尼）「『私だってれっきとした仏の御弟子でございますから、お供えのおさがりをいただきます』と申し上げるのに、このお坊様がたが物惜しみをなさるのです」と言う。調子がえらく派手で上品ぶっている。こんな乞食は、びしょたれているのがこちらの同情も引くのだが、いやに派手な調子の乞食だな、と思って、（清少）「ほかの物は食べないで、ただ仏様のおさがりだけ食べるのか。そりゃまた、えらく殊勝な心掛けだこと」と、からかってかかるこちらの様子をすばやく見て取って、（尼）「なんで、ほかの物もいただかないことがありましょう。それがないとおっしゃるので、しかたなく、お願い申し上げたのです」と言うので、くだものやのし餅などを容れ物に入れてやったところが、ひどくうちとけて来て、いろんなことをペラペラしゃべるようになった。

　若い女房たちも出て来て、「夫はいるのか」「子供は」「住まいはどこか」など口々に聞くと、おもしろおかしく、冗談口などたたくので、いい退屈しのぎとばかり、（女房）「歌は歌えるか。舞などは舞うのか」と聞きも終らぬうちに、（尼）「夜よるは誰たれとか寝む。常陸ひたちの介すけと寝む。寝たる肌はだよし」と歌いはじめて、この先がまだまだたくさんある。また「男山の峰のもみぢ葉、さぞ名は立つや、さぞ名は立つや」と、首をふって歌う。とんでもない歌ばかりなので、まあいやらしいと皆笑いにくんで、（女房）「お帰り。お帰り」と言うのに、（清少）「このまま帰すのは、かわいそうだわ。芸をしたんだから、褒美の品に何をやったらよかろうか」と言うのを、中宮にはお聞きになって、（宮）「ほんにひどい。なんで、そんな聞いていられないような歌を歌わせたのか。聞くのもはずかしくて耳をふさいでいましたよ。そこにある着物を一枚やって、早く帰してしまいなさい」とおっしゃるので、（清少）「これを、中宮様から下さるぞ。着物がひどくよごれているようだ。もっときれいな身なりをしなさい」と言って、縁から投げてやったところが、最敬礼をして、あきれたことに、御下賜の着物を作法通り肩にかけて拝舞の礼をするではないか。それを見て、乞食のくせしてと真実にくらしくなって皆奥に引っ込んだのだったが、その後、癖になったかして、しょっちゅうわざとらしく姿を見せてうろうろするようになった。あの歌からそのまま常陸の介とあだ名をつけて呼ぶようになった。着物もきれいにならず、前と同じよごれたのを着ているので、（女房）「あれは、いったいどこに横流ししてしまったのだろう」などと、にくらしがる。

　右う近こんの内ない侍しが何かの御用でこちらに参上した時、（宮）「こういう者を、女房たちが手なずけて出入りさせているようです。うまいことを言ってしょっちゅうやって来ますわ」とおっしゃって、そのお目見えの時の様子など、小こ兵ひよう衛えという女房に口真似させてお聞かせになると、右近の内侍は「ぜひともその者を見たいものです。どうぞきっとお見せ下さいませ。こちらのおなじみのようでございますから、私どもで手なずけて横取りするような真似は絶対にいたしません。御安心遊ばして」などと言って笑う。

　その後、もう一人尼姿の乞食のひどく上品なのがやって来たのを、これまた呼び出していろいろ聞いたりするのに、これはたいそう殊勝げに小さくなっていてかわいそうなので、例によって着物一枚を中宮がお下げわたしになったのを、伏し拝んで頂いたまでは、それはそれでよかったのだが、拝領してうれし泣きに泣いて喜んで帰ったのを、なんとまずいことに、この常陸の介はちょうど来合わせて見てしまったのだった。その後、すねたかして長いこと姿を見せないけれども、そんな者のことをもう誰がわざわざ思い出そうか。

　十二月十日過ぎのころ、雪がたいそう降ったのを、女によう官かんたちに命じて縁の上にどっさり積み上げて中宮の御覧に入れたが、（女房）「同じことなら、庭に本格的な雪の山を作らせましょう」と言い出して、侍さぶらいの者を呼び出して、中宮のおおせとして言いつけると、集まって作り出した。主殿寮とのもりの役人が雪搔きに参上したのなども皆一緒になって、たいそう大きな雪の山を作ることになった。中宮職しきの役人なども集まって来て、おもしろがってあれこれ指図したりする。最初は三、四人だった主殿寮とのもづかさの者たちも、いつか二十人ほどになっていた。それでも足りずに、非番で自宅に下っている侍を呼びに使いを出したりする。（使）「今日この雪の山作りに参加した者には、褒美として休暇を三日下さる。また参上しなかった者は同じく三日の休暇を召し上げる」などと言ったので、聞きつけた者は、あわてふためいて参上する者もいる。家の遠い者には知らせをやることができない。こしらえ上げたので、宮みや司づかさを呼んで、人々に禄として絹二巻きをご下賜になって縁に投げ出したのを、二巻きずつ一緒に取って拝しながら腰にさして皆退出した。宮司で袍など着ていたのは、そのまま狩衣に着換えてこの場に居た。

　（宮）「この雪の山は、いつまであるだろう」と、人々におっしゃると、（女房）「十日はありましょう」「十幾日かはありましょう」などと、きまったようにその辺の見当を皆お答えするのに、（宮）「お前はどう思うか」とお尋ねになったので、（清少）「正月の十幾日まではございましょう」と申し上げるのを、中宮にも、まさかそんなには、とお思いの様子だった。女房たちは「絶対に年内、月末までも、もつまい」と皆申し上げるので、あまり長過ぎたお答えをしたものだ、皆の言う通り、そんなにはもつまい、せめて正月の月はじめのころといった程度のお答えをすればよかったと、内心は思ったけれども、ままよ、正月の十幾日までは仮にもたないとしても、いったん口に出してしまったことなのだからと、意地を張って、頑強に皆の意見に反対した。

　二十日のころに雨が降ったけれども、消えそうな様子もない。ただ少々たけが低くなってゆく。（清少）「白山の観音様、どうかこれを消えさせないで下さいませ」と祈念するのも、我ながら馬鹿馬鹿しい仕儀だ。

　話をもとに戻して、その雪の山を作った日、内だい裏りから帝の御使いで式部の丞じよう忠隆が参上したので、敷物をさし出して応対すると、（忠隆）「今日、雪の山をお作りにならない所はありません。清涼殿の中庭にもお作りになりました。春宮とうぐうにも、弘こ徽き殿でんにも作られました。京極殿どのでもお作りになりました」などと言うので、





（清少）ここにのみめづらしと見る雪の山所々にふりにけるかな






と詠んで、そばに居た女房に口ずさませると、何度も何度も首をかしげて感服のていで、（忠隆）「お返しの歌は、かえってお歌をけがすことになりますから、さし上げますまい。まことにしゃれたお歌です。ぜひとも方々の女房がたの前で御披露いたしましょう」と言って、座を立った。歌がたいそう好きでよく詠むという話だったが、尻尾を巻いて逃げるとは、おかしな話だ。中宮にお話し申し上げると、（宮）「よほどすばらしい歌でも返そうと思ったからでしょう」と、おっしゃる。

　月末のころに、すこし小さくなったようだけれども、やはりまだずいぶんうず高く残っているが、お昼ごろ、縁に女房たちが出て坐ったりしていると、例の常陸の介がやって来た。（清少）「どうしてずいぶん長いこと姿を見せなかったのか」と聞くと、（常陸介）「いいえ、なに。おもしろくないことがございましたので、それで」と言う。（清少）「いったい、どうしたの」と聞くのに対して、（常陸介）「やはりあの時は、こう思われたことでした」と勿体ぶった前置きをして、声を引っ張って朗吟する。





うらやまし足も引かれずわたつ海うみのいかなる人に物賜ふらむ






と言うのを、皆も、にくらしがって笑って、相手になってもやらないので、バツが悪くなって、例の雪の山に登ったりしてそこらに愚図愚図してから帰って行った後で、右近の内侍に、（清少）「これこれ、しかじか」と言ってやったところが、（右近内侍）「どうして、人を付けてこちらによこしてはくださらなかったのですか。その者が立つ瀬もなくなって雪の山にまで登ってウロウロしたのは、かわいそうでなりません」という返事が来たのを、また皆笑う。

　問題の雪の山はそのまま様子も変わらずに、年も改った。一日ついたちの日の夜、雪がどっさり降ったのを見て、やれうれしや、また新しく降り積ったわ、と思っていると、中宮が「これは、話の筋が違う。もとの雪山の部分はそのままに、新しく積った分は搔き捨てよ」と、おおせになる。

　翌朝、局にごく早く下りると、侍さぶらいの長おさの者が、柚ゆずの葉のように真青な宿直とのい衣ぎぬの袖の上に、青い紙の松の枝に付けたのを置いて、寒さにふるえながら姿を現した。（清少）「それは、どこからのお手紙か」と聞くと、（侍長）「斎さい院いんからのです」という答えに、途端に、すばらしいわという思いが込み上げて来て、受け取って再びお前にとって返した。

　まだ中宮はお寝みだったので、まず御帳台の前にあたる御格子を、碁盤などを引き寄せてそれを踏み台にして、ひとりで力んで上げるのが、ひどく重い。格子の片方だけを持ち上げるのでギシギシいう物音で、中宮はお目ざめになって、（宮）「なぜ、そんなことをするのか」と、おっしゃるので、（清少）「斎院からお手紙がございましたからには、どうして急いで格子を上げないわけにまいりましょう」と申し上げると、（宮）「ほんに、ずいぶん朝早いお手紙だこと」とおっしゃってお起きになられた。お手紙をおあけになって御覧になると、五寸ほどの長さの卯う槌づち二つを、卯う杖づえに見立てて頭の所を紙で包んだりして、山橘、日かげ、山菅など、めでたい山の草木でかわいらしげに飾ってあって、お手紙は別にない。何もないはずがあろうかと、よくよく御覧になると、卯杖の頭を包んだ小さい紙に、





（斎院）山とよむ斧をのの響きを尋ぬれば祝ひの杖の音にぞありける






と、お歌があった。御返事をお書きになる中宮の御様子も、たいそうすばらしい。斎院に対しては、こちらからお手紙をおさし上げになる時も、また御返事をさし上げる時も、やはり他の方の時とは違って入念になさって、書き損じも多く、格別の御配慮のほどがうかがわれる。斎院からのお使いに賜った禄は、白い織物のひとえ、それに蘇す枋おう色いろに見えたのは梅がさねであったようだ。雪の降り敷いた中をそれらの衣裳を肩にうち掛けて斎院に帰って行く姿も、美しく見えた。その時の御返歌を、うかがわないでしまったことは、返す返すも残念に思われる。

　さて例の雪の山は、本物の越こしの白しら山やまもかくやと思われるほどの健在ぶりで、消えそうな様子もない。黒くよごれて、見る影もない姿にはなっているけれども、もう賭には勝ったという気になって、なんとかして、約束の十五日までもたせたいものだと、祈念をこらす。けれども他の人々はまだ「七日を越すこともむつかしいでしょう」などと言うので、ぜひともこの雪山の先途を見届けようと、これは皆の一致した期待だったのに、急に、中宮は三日に内裏に入御されることになった。なんと情けなや。この雪山の成行きを見極めることができないでしまうことだ、と、本心から悲観する。ほかの女房も「ほんに、成行きいかにと期待していたのに」など言うし、中宮にもそうおおせられる。同じことなら言いあててお目にかけようと私も思っていたのに、これではお話にもならないので、中宮のお引っ越しの諸道具を運ぶ大変な混雑のまぎれに、木こ守もりの者が築つい地じ塀べいの所に廂ひさしをさして小屋掛けして住んでいる、それを縁の近くにまで呼び寄せて、（清少）「この雪の山をよくよく守って子供たちなどに踏み散らさせず、壊させないで、首尾よく守って十五日までそうして居なさい。その日まで残っていたら、中宮様からすばらしい褒美の品を下さることになっている。また、私個人からも、たんまりお礼を上げるつもりだ」などと持ちかけて、この木守がいつも台盤所詰めの女房やその下しも部べなどにせがんではにくらしがられている、くだものとかその他何やかやを、たっぷりとやったところが、ニコニコ喜んで、（木守）「おやすい御用ですとも。しっかりとお守りしましょう。ただ子供たちの登るのが心配ですが」と言うので、（清少）「それをきびしく言って、もし言うことを聞かぬ者があったら、こちらに報告しなさい」などと言い含めて、中宮が内裏に入御になったので、お供して、七日までお側に居て、里に下った。その内裏に居た間も、この雪山のことが心配でならないので、女官のすましとか長おさ女めなどを使いにやって、しょっちゅうきびしく注意させる。七日の節の供く御ごのお下りなどまでやったところ、最敬礼して喜んだ恰好といったら、などと皆で笑った。

　里に下っている間も、何よりもまず夜が明けるや否や、この雪山の安否を気にして、様子を見させに人をやる。十日のころに、（使）「十五日までもつくらいはあります」という報告なので、やれ安心とうれしく思う。それからまた、昼も夜も人をやって確かめさせるうちに、十四日の夜に入ってから、雨がひどく降るので、この雨では消えてしまうだろうと、気がかりも気がかり、もうあと一日、二日のところをもちこたえられないで、と、夜の間も寝ないで愚痴をこぼすので、聞く人も、馬鹿みたいだと言って笑う。出かけて行く者もあるので、自分もそのまま起きたままでいて、下げ衆すを起こさせるのだが一向に起きないので、ひどくにくらしがり腹を立てて、やっと起き出して来たのをやって様子を見させると、（使）「まだ円座わろうだくらい、残っています。木守がもう懸命になって守っておりまして、子供たちも寄せつけず、（木守）『明日と言わずあさってまでも、ございますでしょう。ぜひとも禄を頂きたいものです』と申しておりました」と言うので、ひどくうれしくて、早く明日になったら、歌を詠んで、容れ物に入れて中宮のお目にかけようと思う。それにつけても、気が落ち着かず、心配でならない。

　朝まだ暗いうちに起きて、折おり櫃ひづなど持たせて、（清少）「これに、その雪のきれいな所を入れて、持ってお帰り。きたならしい所はのけて」などと言いつけてやったところが、あっけなく早く、持たせた物をぶら下げて、（使）「とっくになくなっておりました」という報告なので、あまりのことに茫ぼう然ぜんとして、うまく詠んで人々にも語り伝えさせようと苦心を重ねて作った歌も、意外な成行きで役立たずになってしまった。（清少）「どうして、そんなことになったのだろう。昨日まで、それほどあった物が、夜の間に消えてしまったとは」と言って悲観すると、（使）「木守が申しますには『昨日、もう真暗になるまでは、ございました。禄は頂けるものと思っておりましたのに』と言って、手を打ってひどく残念がっておりました」などと、言い騒いでいると、内裏から中宮のお手紙があった。（宮）「さて問題の雪は、今日まであったか」とのおおせなので、ひどくしゃくで残念だけれども、（清少）「『年内、年はじめまでだって、残ってはいないでしょう』と皆様、中宮様におっしゃってでしたのに、昨日の夕暮まで残っておりましたのは、たいしたものだと、私としては存じます。今日までというのは、これは、欲張り過ぎと申してよろしいでしょう。夜の間に、私の予想が当たるのを憎む人がいて取り捨てたのでしょうかと私は想像しております、と言上なさって下さいませ」と、御返事を申し上げた。

　二十日に参内した時にも、何をさし措いてもこの一件を中宮のお前でも私は話題にした。「身は投げ捨てた」と言って、蓋ふただけを持ってやって来た坊さんのように、行ったかと思うとすぐ容れ物をぶら下げて帰って来たので、びっくりしてしまったこと、何か容れ物の蓋に小さい雪山を作って、白い色しき紙しに歌を見事に書いてそれにつけて、お目にかけようとしたことなどを言上すると、中宮はたいそうお笑いになる。お前にはべっていた女房たちも顔見合わせて笑うと、（宮）「こんなに心にかけて思い込んでいたことを無にしてしまったのだから、罪の深いことをしたもの。ほんとうは十四日の夜、侍の者どもをつかわして、取り捨てたのよ。あの時のお前の返事に言い当ててあったのが、とてもおかしかったわ。その木守の女が出て来て、一生懸命手を合わせて頼んだけれども、（侍）『中宮のおおせであるぞ。あちらの里からやって来る者に、事情をしゃべってはならぬ。しゃべったら、お前のその家を叩きこわしてしまうぞ』などと、おどして、左近の司つかさの南の築地あたりにみな捨ててしまったのよ。（侍）『たいそう堅くて、たくさんありました』などと報告したそうだから、ほんに、二十日までだって、十分もったでしょう。今年の初雪だって降り添いかねないことでした。帝みかどにもお聞きになられて、（帝）『よくぞ深く思慮をめぐらした予測を立てて、皆の意見に反対したものだ』などと殿上人の者たちにおおせられたことでした。それにしても、その詠んだという歌を披露しなさい。今はもう、こうして真相をあかしたのだから、同じことで、お前の勝ちです」と、中宮にもおおせられ、女房たちもそう言われるけれども、（清少）「なんで、そんな情けないお話を聞きながら、申し上げられましょう」などと、ほんとうに心底からがっかりし情けながると、帝もちょうどこちらにおいでになって、（帝）「ほんとうに、今まで年来は御寵愛の女房のようだと見ていたが、これではそれもあやしいものだと思った」などと、おからかいになるので、ますます悲しく情けない思いがつのって、わっと泣きだしたいような気がする。（清少）「ああ、ほんに、なんと情けないことなのでしょう。後から降り積った雪を、喜んでおりましたのに、（宮）『それは話が違う。搔き捨てなさい』と、わざわざおおせになったりして」と申し上げると、（帝）「お前に勝たせまいとお思いになったのであろう」とおっしゃって、帝もお笑いになる。


〔評〕　雪山を作ることは禁中では後に恒例となり、所の衆や滝口によって作られる由、『禁秘抄』に見える。『禁秘抄』には「此事上古不[image: レ]見、自[image: 二]中古[image: 一]事也。事始大略一条院御事以後也。清少納言記在[image: 二]其子細[image: 一]」とされる。雪山そのものの先蹤としては早く『村上御記』応和三年閏十二月二十日に、「令[image: 下]右衛門志飛鳥部常則堆[image: レ]雪作[image: 中]蓬萊山於女房小庭[image: 上]。今日功了。賜[image: 二]常則及画所雑色役者三人禄[image: 一]有[image: レ]差」（『河海抄』所引）、『小右記』花山天皇の寛和元年正月十日の条に「於[image: 二]後涼殿前南壺[image: 一]忽被[image: レ]作[image: 二]雪山[image: 一]」とあって作文のあったことが見える（『花鳥余情』に言及）。『村上御記』の常則はこのころの有名な画工である。後に、たとえば「東西一文五尺、南北一丈二尺七寸、高一丈八尺二寸」（『台記』久安二年十二月廿一日）というような大規模の物が作られるようになったのは、あるいはこの段の一件などが先蹤なのであろう。『源氏物語』朝顔の巻に、「ひととせ、中宮の御前に雪の山つくられたりし云々」とあるのは藤壺のことであるが、この草子の記事が作者の念頭にあったもののようである。この一段は、その雪山作りの情景から、これがいつまであるだろうかという予測の帰き趨すうを追う記事が主であるが、常陸介のこと、斎院からの卯杖の贈り物のことなどを点てん綴ていして、つまるところ、この一時期の定子後宮の日記になっている。叙事の運びは巧妙と思えば巧妙とも見えるが、巧んで成ったものではなく、この作者の、あまり深くは物ごとを考えないす早い筆のタッチは、もともとこうした錯落した素材を運ぶに最も適しているのである。女乞食が職の御曹司に出入りしていたことや、木守の女のことなど、この時代の風俗を知ることのできる得がたい叙述である。大斎院選子と中宮のやりとりも、この時代の後宮の風儀をうかがう上に、貴重な資料というべきである。






〔八四〕　すばらしいもの

　唐から錦にしき。飾り太刀たち。作り仏のもくえ。色の調子に深みがあって花房長く咲いた藤の花が、松にかかっている風情。

　六位の蔵くろ人うど。たいそうな貴公子がたでも、めったに着ることのできない綾織物を思いのままに着ている青色姿などが、たいそうすばらしいのだ。蔵人所の雑ぞう色しきが、なみの身分の子弟などであって、れっきとした方々の侍さぶらいとして、四位や五位の官職についた連中の下座にかしこまっていて、目にも付かないような者が、六位の蔵人に一旦なれば、もう言いようもなくあきれるほどの派手派手しさだ。宣旨などを持って参上したり、また大饗の時の甘あま栗ぐりの使いなどで参上したのを、主人側で応対し、下にも置かぬ扱いをなさる様子は、いったいどうした天から降りて来た天人なのだろうと見えることだ。お娘御が后きさきでいらしたり、あるいはまだ入じゆ内だい前で、姫君などと申し上げる、そういうお方の所に、帝みかどの御書簡のお使いとして参上したのに、そのお手紙を御み簾すの内に取り入れるのをはじめとして、敷物をさし出す着飾った女房の袖口などを見ると、これが明暮れ見馴れていた者とも思われない立派な姿で、下した襲がさねの裾しりを存分に長く引き、衛え府ふの役を兼ねている者ならば、もういちだんと引き立つというものだ。御主人自ら盃などをおさしになるのだから、自分でもいったいどんな気がするだろう。以前は、ひどくかしこまって、その前では土の上にひざまずいていた名家の子弟に対しても、今は、気持だけはつつしみ深くかしこまった様子ではあるものの、肩を並べて連れだって歩き廻ることだ。帝がお側そば近くお召し使いになる様子を見ては、しゃくにさわるようにさえ思われる。親しく帝にお仕えする三年か四年の間を、よくない身なりで、格別のきらびやかさもなくてお勤めするのでは、折角のお側勤めも泣こうというものだ。巡爵の時期になって、殿てん上じようの間ま勤めを退く時が近くなることさえ、命よりも惜しく思われるはずなのに、近ごろは諸国の受ず領りようの臨時のあきを申請して殿上をおりてしまうが、まったくお話にもならないつまらぬことに思われる。昔の六位の蔵人は、その前の年の春、夏のころからもう、泣かんばかりにひどく情けながったものだが、現在では、競争で叙爵するのだから、あきれる。

　博士はかせの才学のあるのは、すばらしいと言うのも気がひけるくらいだ。顔もみにくく、身分も至って低いけれども、高貴の方々のお前近くに伺候して、御下問にあずかり、御学問の師としてお仕えするのは、うらやましく、すばらしいと思われることだ。願がん文もん、表ひよう、詩歌の序などを作製しておほめにあずかるのも、たいそうすばらしい。

　法師の才学あるのは、これまたまったく、改めて言うまでもない。

　后の日中の行ぎよう啓けい。摂政、関白の御外出。同じく摂関の春日かすが詣もうで。葡萄えび染めの織物。いったい、それこそなんでも、紫色のものはすばらしいものだ。花でも、糸でも、紙でも。庭に雪の厚く降り敷いた情景。摂政、関白。紫色の花の中では、杜若かきつばたが、少々恰好が悪い。六位の蔵人の宿直とのい姿すがたが風情があるのも、その色が紫であるからだ。




〔八五〕　優美なもの

　細そりとやせぎすな貴公子の直衣姿。美しい童女が、表うえの袴などをことさららしく着けないで、脇を多くあけた汗衫かざみだけを着て、卯槌や薬くす玉だまの飾り糸を長く引いて身につけて、簀すの子この高欄の所などに扇で顔をさし隠して坐っている様子。

　薄くすいた鳥の子紙を綴じた本。柳の芽ぶいたのに、青い薄うす様ように書いた手紙を付けたの。三み重えがさねの檜ひ扇おうぎ。五いつ重えのは、厚くなり過ぎて、手許の所など不恰好だ。新し過ぎずまたひどく古ぼけてもいない檜ひ皮わだ葺ぶきの家に、長い菖蒲をきちんとずっと葺き揃えた様。青々とすがすがしい簾すだれの下から、几帳のかたびらの朽くち木き形がたの模様が真新しくつやつやと覗いて、紐の風に吹きなびかされた様も、たいそう美しい。

　白い組糸の細いの。簾の帽額もこうの新しく目にあざやかなの。簾の外、高欄のあたりに、大変かわいらしげな猫が、赤い頸くび綱つなに白い札ふだが付いて、重りの紐や組み糸の長いのなどを付けてそれを引っ張ってあちこちするのもかわいらしく優美だ。

　五月五日の節せち会えの菖蒲あやめの蔵人。菖しよう蒲ぶのかずらをつけ、赤紐の地味なのをつけて、領布ひれや裙く帯たいなどを身にまとい、薬玉を、親王みこ以下、上かん達だち部めの立ち並んでいらっしゃるのに、さし上げる光景、とても優美なものに思われる。薬玉を受け取って、その緒を腰にまといつけながら、帝に対して拝舞してお礼を言上する作法も、すばらしい限りだ。

　紫の紙を包み文にして、房の長い藤に付けた物。小お忌みの役にあてられた貴公子方の姿も、たいそう優美だ。




〔八六〕　中宮が五ご節せちの舞姫をお差し出しになるのに、世話掛りの女房を十二人、余所よそでは女によう御ごや東宮妃にお仕えする女房を出すのをみっともないこととしている、という話だのに、どういうお考えがあるのか、中宮にお仕えする女房を十人お出しになる。後の二人は、女によう院いんと淑し景げい舎しやの女房、これは同時に姉妹の間柄の二人である。

　豊とよの明あかりの節せち会えのある辰たつの日の夜、青あお摺ずりの唐から衣ぎぬと汗衫かざみをこれらの人にみなお着せになられた。この御計画は、女房にもあらかじめそうとも知らせず、お邸の人にはいっそうひた隠しにして、人々がすっかり衣裳を着け終ってもう暗くなったころに持って来て着せる。赤紐をきれいに結んで垂れて、たいそう光沢つやを出した白い生地に、普通版木で摺る模様は、絵に描いてある。織物の唐衣を着た上にこれを着た女房たちの姿はまことに物珍しいが、特に汗衫かざみを着た童女は女房よりも一際優美に見える。下しも仕づかえの女まで、これを着て御み簾すぎわに居並んでいるので、殿上人や上達部は目を見張っておもしろがり、小忌の女房とあだ名をつけて、小忌の貴公子たちは、似合いの仲間とばかり、簾の外に坐り込んで、中の女房と話を交したりする。

　（宮）「五節の局を、日も暮れないうちからもうすっかり取りこわして中まで見透かされるようにして、みすぼらしい有様にしてしまうのは、ずいぶんおかしなことです。辰の日の夜までは、前々通りきちんとしたままにしておきたい」と、おっしゃって、いつものように、中の舞姫たちが困るようなことはさせず、立てまわした几帳のほころびもきちんと綴じ合わせながら、御簾の外に袖口をあらわしている。

　小こ兵ひよう衛えという女房の赤紐のあわび結びが解けたのを、そばの女房に、（小兵衛）「これを結びたいわ」と言うと、外に居た小忌の実さね方かたの中将が御み簾すぎわに近寄って結び直すのだが、何か様子ありげなそぶりを見せる。そして、





（実方）あしひきの山やま井ゐの水はこほれるをいかなる紐の解くるなるらむ






と詠みかける。小兵衛という人は年若い女房である上に、そんな人目に立つ場所柄だったから、言いにくいのか、返歌もしない。そのそばに居た女房たちも、慎重に構えたままでいて、なんとも言わないのを、居合せた中宮職しきの役人などは、実方の歌におおいに関心を払って聞いていたのに、どうも返歌に時間がかかりそうなのに気をもんで、脇の方から入って、御簾ぎわの女房に近寄って、（宮司）「どうして、こんなに気が利かないのです」などと、不手際をなじってささやく様子だ。私は小兵衛から四人ほどを隔てて坐っていたから、仮にいい歌を作り得たにしても、返歌はしにくい位置だ。ましてや、世間に歌詠みと知られている実方の中将のこういう場所でのなみなみならず気を入れた歌に対しては、どうして返歌ができようかと、つい気が引けてしまうのは、我ながらみっともない。職しきの役人が、「歌を詠む人は、そんなに愚図愚図するものではありません。格別立派な歌でなくてもいいから、即座に詠むものです」と女房たちを非難してまわるのが気の毒なので、





（清少）うは氷あはに結べる紐なればかざす日かげにゆるぶばかりを






という返歌を弁のおもとという女房に取り次がせると、この人もひどく恥ずかしがってまともに聞こえるようにも言えないので、中将が「えっ、なんですって、なんですって」と御簾に耳をおしつけるようにして聞き返すのだけれども、ふだんすこしどもる癖のあるこの人が、たいそう気取って、相手にすばらしく聞かせようとするものだから、とうとう中将は聞き取ることができないでしまったのは、かえって私の恥を隠してくれたようなもので、よかった。

　舞姫が参上する送りなどに、気分が悪いと申し立てて行かない女房をも、中宮がやかましくおっしゃったので、全員がぞろぞろ出かけて行った点など、他の舞姫とは様子が違って、万事立派過ぎた観がないでもない。舞姫は、相尹すけまさの馬の頭かみの娘、染そめ殿どのの式部卿の宮の北の方のお妹御の四の君の御腹、十二歳でたいそう愛くるしかった。

　最後の辰の日の夜も、舞姫を背負って退出するといった騒ぎもなく、舞が終ってから、そのまま仁寿殿を通って引き返して、清涼殿の東ひがし面おもての簀子を渡って、舞姫を先頭に立てて、上の御局の中宮の所に参上した光景も、すてきだった。


〔評〕　五節は当時宮廷の公事の中でも最も花やかに色めき立った行事であった。次の〔八八〕も五節の記事である。この時の中宮定子の凝らした趣向は、この方の才気のほどをうかがわせて興味深い。説けばきりもないが、細かいことを一、二。五節所の設けられる常寧殿四隅には仮切懸（臨時の目隠し）を設け、五節所は御簾、壁代、屛風、几帳でしつらえ、調度を置く。本文の中宮の言葉に「こぼちすかして」とあるのは、この仮切懸などを早々に撤去したりすることをいうのであろう。なお、東南隅が最も上席であるから、この時の中宮の五節所も東南隅を占めたのであろう。実方の歌は、その集によれば「新ざうゑのよ、赤紐の乱れたると信方中将のうれふれば、いかなる紐のよはに（一本かげに）とくらむ、信方中将、あしひきの山井の水はさえながら」とあって、連歌である。新嘗会は卯の日、この草子に書かれた辰の日の夜の前夜のことである。実方はこれを利用して小兵衛に詠みかけたのである。






〔八七〕　細ほそ太刀だちに平緒を巻きつけて、こざっぱりした小者が持って通るのも、優美だ。


〔付説〕　〔八五〕なまめかしきもの、から次の〔八六〕五節、更に次段〔八八〕の五節の文章まで一聯の連想のつながりが認められる。この段は能因本には更に「紫の紙を包みてふんじて房長き藤に付けたるもいとをかし」の一文がある。ほぼ同文が三巻本では「なまめかしきもの」に入る。前田本、堺本では、三巻本のこの「細太刀」の文も「なまめかしぎもの」に入れる。排列、章段の切り方についてはなお考うべきであるが、しばらく現存本の形態に信拠する限り、なおこの一文を以て一段を立てるより他はあるまい。






〔八八〕　内裏は、五ご節せちのころが特に、ありふれた宮仕え人たちも、わけもなく引き立って見えるように思われる。殿とのも司づかさの女官などが、色とりどりの小切れを物忌のような具合に釵さい子しに付けた様なども、もの珍しく見える。宣せん耀よう殿でんの反そり渡わた殿どのに、髪上げした元もと結ゆいの紫のむら濃ごも色あざやかに、この女官たちの坐っている様も、とにかく何かにつけてこのころの宮中は風ふ情ぜいにみちている。五節の舞姫に従って参内した上うえ雑ぞう仕しや童女たちも、なんとも晴れがましいことだと思っているのも、もっともなことだ。小お忌み衣ごろもを摺る山やま藍あいや、冠につける日かげのかずらなどを柳やない筥ばこに入れて、最近元服した若い男などが持って行き来する姿など、いかにもこのころにふさわしい風情だ。寅とらの日の殿上の淵酔を終ってから、殿上人が、直衣の肩を脱ぎ垂れて、扇か何かで拍子を打って、「つかさまさりと、しき波ぞ立つ」という歌を謡うたって五ご節せち所どころの前を通るのは、宮中の勤めに馴れきった女房だって、胸がドキドキするに違いないことだ。まして、殿上人たちが、どっと一斉に笑い声を立てる時などは、たいそう恐ろしい。

　行事の蔵人の紅の下した襲がさねが、何物にもましてきれいに見える。所定の位置に敷物など敷いてあるけれども、かえってその上にきちんと坐っていることもできず、五節所の女房の御み簾すから押し出した衣裳のよしあしをあげつらったりして、このころは、五節所のことで頭がいっぱいのようだ。帳台の試みの夜、行事の蔵人がたいへんやかましいことを言って、理髪の役の人と二人の童女のほかには絶対に舞まい殿どのの中に入ってはならないと、戸をしっかりおさえて、こづらにくいほどに言うので、殿上人なども、「まあまあそう言わないで、この女房一人は入れてやってくれ」などとおっしゃるが、（蔵人）「それでは不公平で、うらみっこになりますから、絶対に駄目です」などと頑固に言い張るのに、中宮の女房が二十人ほど、この蔵人を問題にもせずに、戸を押しあけてドヤドヤと闖ちん入にゆうしたので、茫然たるおももちで、（蔵人）「いやはや、これはなんともひどいお仕打ちだ」と言ってポカンと立っているのも、おかしい。その後に続いて舞姫付き添いの女房たちもみな入るのを傍観している蔵人の様子、ひどく無念そうだ。帝もお出ましになって、おもしろく御覧になっておられることだろう。燈台に向かって坐っている舞姫四人の顔も、かわいらしい。




〔八九〕　無む名みようという琵び琶わの御琴ことをお持ちになって帝みかどが中宮のお部屋においでになられた時、私たち女房が拝見して、かき鳴らしなどすると言いたいところだけれども、弾ひくのではなく、絃などをただ手でまさぐっておもちゃにして、（清少）「このお琴の名は、なんと申しましたかしら」と申し上げると、中宮は「ただもうつまらぬ物で、名もないのよ」と、お答えになったのは、やはりなんと言ってもすばらしいと思われたことだった。

　淑し景げい舎しやの御方などおいでになって、中宮と御雑談のおりに、（淑景舎）「私のところに、たいそう見事な笙しようの笛がありますのよ。亡くなった父君が私に下さった物でした」と、おっしゃるのを、僧そう都ず様が「それは、この隆円にお譲り下さらぬか。拙僧のところにすばらしい琴きんがあります。それと取りかえて下さい」とお願いなさるけれども、淑景舎は耳もおかしにならないで、ほかのことばかり話しておられるので、返事をおさせ申そうと何度もやっきになって申し上げなさるけれども、それでも何もおっしゃらないので、中宮様が「いな換えじ（いやです、取りかえません）と思っていらっしゃるのに」と、おっしゃった御様子の才気にあふれた感じといったらなかった。

　この御ぎよ物ぶつの笛の名前を、僧都様も御存じでなかったので、ただうらめしくお思いになっていられたようだ。これは、たしか中宮の職しきの御曹司御滞在中のことだったように記憶する。帝のお手許に「いなかへじ」という笛があるのだった。

　いったいに、帝のお持ちの物は、琴でも笛でもみな耳なれない名前がついている。玄げん上じよう、牧ぼく馬ば、井い手で、渭い橋きよう、無名など。また和わ琴ごんなども、朽くち目め、塩釜、二貫などという。水すい竜ろう、小水竜、宇多の法師、釘くぎ打うち、葉は二ふたつ、そのほか何かとたくさん耳にしたけれども、忘れてしまった。

　楽器をほめて、「それは宜ぎ陽よう殿でんの第一の棚に置かるべきもの」というせりふは、頭とうの中将の口癖でおありだった。


〔評〕　父君道隆に似たかして中宮は機智に富んだ軽口を好んだようである。清涼殿の母屋には置物の御厨子が据えられ、それに笛筥、琵琶（玄上）、和琴（鈴鹿）などが置かれていた（『禁秘抄』）。この段のはじめ、帝が無名をお持ちになって中宮の許に来られたのは、内裏でのことで、上の御局かと思われる。職の御曹司での年時は、はっきり決められないが、長徳二年二、三月か、長徳三年六月─長保元年八月の間と考えられよう。






〔九〇〕　上の御局の御簾の前で、殿上人が一日中、琴ことを弾いたり笛を吹いたりして音楽に日を暮らして、そろそろ主殿とのも司づかさがあかりをさし上げるころになって、まだ御み格こう子しはおろさないのにあかりを持って参ったので、まだ格子があいているため室内が外から透けて見えるので、中宮は琵び琶わの御琴を立ててお持ちになっていらした。紅くれないのお召物の、なまなかな讃辞など到底及ばない、打ったり張ったりしてつやを出したのをたくさんお重ねになって、たいそう黒々と見事な光沢の出た琵琶にお袖をうちかけてお持ちになっていられる、そのお姿だけでもすばらしいのに、そのお手許のはずれからお額ひたいのあたりが抜けるように白くお美しく、くっきりと、こぼれて見える御様子といったら、たとえるものもないお美しさだ。私のそば近くに坐っていらっしゃる女房に近寄って、「面おもてをなかば隠していたというあの昔の女ひとも、こんなにすばらしくはなかったでしょうよ。第一、あの女ひとは、なみの身分の人だったでしょう」と言うと、その人は、通り路もないのに女房たちの間をかき分けておそばに参って申し上げると、中宮はお笑いになって「別れの悲しさは御承知？」とおっしゃったと、お言葉をまた私に伝えるのも、おもしろい限りだ。


〔評〕　明らかに前段からの連想による執筆である。年時の手掛りになり得るものはないが、あるいは前段「無名といふ琵琶の御琴を上の持てわたらせたまへる」時と同時のことなのかもしれない。しからばこの琵琶も無名であろうか。上の御局の御簾の前での音楽のことは前の〔七七〕にも見える。中宮の「別れは知りたりや」は、なお解し得ぬ気味も残るが、訳のような意味であるとすれば、本文の前の方の能因本「まかでわかるるほど」、前田本「まかであハるるほど」（「ハ」は「か」の誤写である）の本文も生きて来るから、これを補うをよしとするであろう。






〔九一〕　しゃくなもの

　人の所にこちらから詠んでやるのも、また人からの歌の返歌でも、書いて使いに持たせてやった後で、言葉一つ二つ直したくなった場合。

　急ぎの着物を縫うのに、うまく縫ってしめたと思ったのに、針を引き抜いたら、なんと糸のしまいを玉に結んでなかった。また、裏返しに縫ったのも、しゃくなものだ。

　南の院に中宮の御滞在のころ、「急ぎのお召物です。女房たち、皆、時を移さず大勢手分けして縫ってさし上げよ」ということで、きれ地をお下げ渡しになったので、南側の部屋に集まって、お召物の片身ごろずつを、誰が早く縫うかと競争で、近くさし向かいになることもなく離れ離れになって縫う様子も、まるで子供のようだ。命みよう婦ぶの乳母めのとが、いち早く縫い終って下に置いたのが、ゆきの長い方の片身を縫ったのだが、裏返しだったのに気付かず、糸の縫い止めもきちんとせず、大あわてにあわてて下に置いて立ち上ったのはいいけれども、背中を合せてみたら、きれいに食い違っている。一同大笑いに笑って、（女房）「早速縫い直していただきましょう」と言うけれども、（乳母）「誰が、縫い間違いを認めて直しましょうか。綾などならば（模様もあるから）、裏表をたしかめないような人でも、なるほどと納得して直しましょう。無む文もんのお召物なのだから、何を目印にして（そんなことが言えましょうか）。誰が直すものですか。まだお縫いにならぬお人に直させなさい」と言って聞き入れないので、「そんなことを言ってすまされましょうか」と言って、源少納言、中納言の君などいう人たちが、気も進まぬげに取り寄せてお縫いになったのを、こちらから見ていたのは、おかしいやりとりだった。

　風情のある萩はぎや薄すすきなどを庭に植えてながめていると、用意の長なが櫃びつを持った者が鋤すきなどを引き下げてやって来て、あれよあれよと思う間に掘り取って行くのは、情けない、しゃくなことだ。かなりな男などのいる時は、そんな無茶もしないのだが、（女だけとあなどって）きびしくとめても「ほんのすこしだけ」とかなんとか言って、掘り取って帰って行くのは、どうにも手の打ちようもなく、しゃくにさわる。

　受ず領りようの家などでも、しかるべき権門の下僕の連中がやって来て、無礼な口を利き、腹を立てたとて自分をどうすることができるかと、高をくくっているのは、ひどくしゃくにさわるものだ。

　今読みたいと思っている手紙などを、人が横取りして、庭におり立って読んでいるのは、ひどく情けなく、しゃくで、追いかけて行ってもこちらは簾の所に立ちどまって指をくわえて見ていなくてはならぬ気持というものは、飛び出して行ってやりたいような気がする。




〔九二〕　口出しできなくて困るもの

　お客などと会って話をしている時、奥の部屋で内輪の話などするのを、とめることができないで聞いている気持。愛する男がひどく酔っぱらって、同じことをくりかえししゃべる。聞いていたのを知らないで、その人の噂うわさをした時。それは、その人がたいした身分の人でなくても、たとえば使用人などでも、とても困る。外泊したような先で、そこの下男連中がふざけている時。

　かわいげもない赤ん坊を、親の自分だけはかわいらしく思う気持にまかせて、さもいとしくてたまらぬといったふうで、赤ん坊の声色を使って、そのしゃべったことなどを人に話す。学問のある人の前で、学問のない人が、物知り顔に古人の名前など挙げる。格別すぐれているとも思われぬ自分の歌を話して聞かせて、人がほめたといった話をするのも、聞いていていらいらする。




〔九三〕　なんたることかと思われるもの

　刺さし櫛ぐしをすってみがくうちに、何かにぶつかって折った時の気持。牛車の転覆。そんな大きい物は、よほどどっしりしているであろうと思っていたのに、まるで夢を見ているような気持で、啞然として、あっけない思いだ。

　その人にとってはなはだ具合の悪い悪口を、遠慮もなく言っているの。きっと来るだろうと思う男を、一晩中まんじりともせず起き明かして待って、明け方になってつい気がゆるんで忘れて、眠りこんでしまったところ、烏がすぐ近くでカーカーと鳴くので空を見上げたら、なんともう昼になっている、はなはだおもしろくない。

　見せてはならない人に、よそへ持って行く手紙を見せている。全然こちらの知りもしなければ見もしないことを、人がさし向かいに坐って議論を戦わす余地もなくしゃべる。何かをひっくりかえしてこぼした気持、ほんとにがっかりだ。




〔九四〕　残念なもの

　五ご節せち、御お仏ぶつ名みように、雪が降らないで、雨がうっとうしく降った時。節せち会えなどに、重い宮中の物忌がぶつかった時。せっせと準備して、早く早くと待ちあぐねていた催しが、故障があって急に中止になった時。一緒に遊びたかったり、または見せたい物があって呼びにやった人が来ないのは、とても残念だ。

　男でも女でも法師でも、一緒に仕えている所などから、気のあった連中が一緒に、お寺に参詣したり、あるいはどこぞへ出掛けて行くのに、数寄すきをこらして車から衣裳を外にあらわして、その趣向たるや、よく言っても常軌を逸しており、こり過ぎていて人が見たら苦々しく思うくらいであるのに、しかるべきもののわかった人が、馬ででも車ででも途中で行き合ってその風流の様も見ることなく終ってしまったのは、はなはだ残念だ。情けなく思った挙げ句には、もの好きな下層の者などで、人に必ずその噂話をするであろうような者でも（いいから）行き合わないかな、と思うのも、（我ながら）はなはだ常軌を逸している。


〔評〕　御仏名に雪はつきもので、『源氏物語』にも見え、たとえば『拾遺集』巻四「年のうちにつもれる罪はかきくらし降る白雪とともに消えなむ」（貫之）などの歌もある。なお、この段後半は、連想上、次の段と必ずや関連があるであろう。






〔九五〕　五月の御精進の間、中宮が職しきの御曹司にいらっしゃるころで、その塗ぬり籠ごめの前の二ふた間まの所を特別に仏間としてしつらえたので、いつもと様子が違うのも、おもしろい。

　朔日ついたちから雨がちで、ずっと曇った日が続く。所在ないので、（清少）「郭公ほととぎすの声を探訪に行きましょうよ」と提案すると、私も私もということで出かける支度をする。賀茂のまだ先の方に、なにさきといったかしら、たなばたの渡る橋「かささぎ」ではないが似たような耳馴れない名前の所がある、そのあたりに行けば郭公ほととぎすが鳴いていると、誰かが言うと、「それは、ひぐらしでしょうよ」と言う女房もいる。ともかく、そこへ、ということで、五日の朝に、中宮職しきの役人に車の手配を頼んで、北の陣の前を通って、──五月雨さみだれのころは構わないことよということで車を直接建物につけて、四人ほど乗って出掛ける。残った女房はうらやましがって「どうせなら、なんとかもう一台車を出して」など言うけれども、中宮が「いけません」とおっしゃるので、こちらは耳にもとめず、情け容赦もなくといったふうで出掛けて行くと、途中、馬うま場ばという所で人がたくさん集まって騒いでいる。（清少）「何があるのか」と聞くと、車くるま副ぞいの従者が「競射があって、馬うま弓ゆみを射るのです。しばらく御見物していらっしゃいませ」と言って、そこに車を止めた。（車副）「左近の中将など、皆様もう御着席です」と言うけれども、車の中からは、そういう人も見えず、六位の連中などがその辺をうろうろしているだけなので、（清少）「ちっともおもしろくないわ。早く通ってしまいなさい」と言って、どんどん車を進める。道中も、先だっての賀茂の祭のころが思い出されて、おもしろい。

　私たちの目的の所は、明あき順のぶの朝臣あそんの家なのであった。（清少）「そこも、さあ見物しましょう」と言って、車を寄せておりた。田舎いなか風ふうに簡素な造作で、馬の絵を描かいた衝つい立たて障子、網あ代じろ張りの屛風、三稜草みくりの簾など、調度類はわざわざ昔の風俗を写してある。建物の様子も、わざと簡素にして、廊のような造りで、手狭で奥もないけれども、風雅な趣があるのに、ほんに人の言ったとおり、この辺ではやかましいぐらい一斉に鳴き立てる郭公ほととぎすの声を、中宮にお聞かせする手だてもないのが残念至極で、またあれほどついて来たがった人たちも置いて来て、と思う。（明順）「こんな田舎では、場所柄こういう見物も一興でしょう」と言って、稲という物を取り出して来て、若い下女たちのこざっぱりしたのや、その辺の農家の娘などを連れて来て、五、六人で稲こきをさせたり、また見たこともないくるくるまわる挽ひき臼うすを二人で引かせて歌を謡わせたりするのを、物珍しさにキャーキャー笑ったりするうちに、目的の、郭公の歌を詠もうとしたことなどどこかに忘れてしまいそうだ。唐から絵えに描いてあるような風変わりな懸かけ盤ばんで食事を出したけれども、誰も見向きもしないので、家の主人の明あき順のぶは「はなはだお粗末な田舎料理ですが、こういう田舎にやって来た人は、下手をすると主人たる者逃げ出したくなるくらいやかましく催促して食事を出させて召し上るようです。まったくこんな具合で何も召し上らぬとは、日ごろの貴女あなたがたらしくもない」などと言って座をとりもって「この下した蕨わらびは私が自分で摘んだものです」など言ってすすめるので、（清少）「だって、こんなふうにまるで女官みたいにお膳の前に居並んで食べられましょうか」などと笑うと、（明順）「おおそれならば、下におろして召し上れ。成程、成程、いつも腹這いの姿勢でいらっしゃる女房がただから」と言って、しきりに世話を焼くうちに、車副の者たちが「雨が降りそうです」と言うので、急いで車に乗ったが、（清少）「それはそうと、郭公の歌はこの家で作るのが都合がいいわ」と私が言うと、（女房）「それもそうですが、途中ででも詠めますよ」などと言って、皆乗った。

　その辺に卯の花が盛りに咲いているのを折って、車の簾やその脇などにさして、それでも余って屋根や棟むねなどに、長い枝を葺いたようにさしたので、まるで卯の花の垣根を牛にかけたような有様になった。供の車副たちもゲラゲラ笑いながら、「ここがまだ足りない、ここがまだ足りない」とわいわい皆でさしている。

　誰か途中で我々に行き逢ってくれればいいのにと思うけれども、とんとさっぱりで、下げ﨟ろうの法師とか、言うにも足りない下げ衆すといった連中ばかり、それもまれに行き逢うといった程度なので、ひどく張合いがなくて、もう近くまで帰って来たけれども、（清少）「このまま帰ってしまうのなんてつまらない。この車の風流を世人の語り草にさせなくては承知できない」と言って、一条殿のあたりで車を止めて、「侍従殿はおいででしょうか。郭公の声を聞きに行って今帰るところです」と言わせた使いがもどって来て「（公信）『今すぐうかがいます。どうかしばらくお待ち下さい』とのおおせでした。侍さぶらい所どころにくつろいだ姿でいらっしゃいましたが、大急ぎで指さし貫ぬきをお召しでした」と言う。待ってなんかいられない、ということで、車を走らせて土つち御み門かどの方へ向かわせると、いつの間に着物を着たのか、帯は途中で結びながら、（公信）「しばらく、しばらく」と声をかけながら追いかけて来る。その供に家来三、四人ほどが、これは履はき物ものもはかないで走って来る様子。（清少）「スピードをあげよ」と、おもしろがってますます車を急がせて、土つち御み門かどに着いたところに、やっとハアハアあえぎながら追いついていらして、口もきかぬ先からこの車の様子をたいそうお笑いになる。（公信）「正気の人の乗った車とは、とても見えませんね。噓だと思うなら、まあおりて見て御覧なさい」などとお笑いになると、お供に走って来た連中もおもしろがって笑う。（公信）「どんな歌をお詠みでした。肝腎の歌をうかがいたいですね」とおっしゃるので、（清少）「それは、そのうち。まず中宮の御覧に入れてから後のことですわ」など言ううちに、雨がほんとうに降って来た。（公信）「どうして、ほかの御門のようにもなく、この土御門に限ってこんなふうに屋根もない作りということにしたのだろうかと、今日のような日は、ほんに腹が立つ」などと言って、（公信）「これじゃ、帰れやしない。こっちに来る時は、ただもう遅れまいと思う一心で人目もかまわず走れたのだが、これから帰るとなると、おもしろくないことおびただしい」とおっしゃるので、（清少）「さあ、いらっしゃいませ、内裏うちに」と言う。（公信）「参内するにしても、烏帽子えぼしではそれもできない」（清少）「取りに使いをやったらよろしいではありませんか」などとやりとりしているうちに、本降りになって来たので、笠の用意もない車副の連中は、強引に車を門内に引き入れてしまった。一条殿から傘かさを持って来たのをさしかけさせて、こちらを振り返り振り返り今度はのろのろとおっくうそうな様子で、車にさしてあった卯の花だけを手に取り持って帰って行かれるのも、おもしろい。

　こうしたいきさつがあって中宮のお前に参上したところ、今日の模様など御下問になる。置いて行かれて怨んだ女房たちも、話を聞きながら怨み言ごとを言ったり情けながったりしながらも、藤とう侍じ従じゆうが一条の大おお路じを走ったくだりを話す段になると、皆大笑いになった。（宮）「それはそうと、どれ、どんな歌を詠んだの」とお聞きになるので、これこれしかじかと歌を詠むひまもなかったことを申し上げると、（宮）「なんということか。殿上人などがお前たちの外出の噂を聞きつけたら、歌の一つもなくてすまされようか。その郭公ほととぎすの声を聞いたという明あき順のぶの朝臣あそんの家で、さっさと詠めばよかったのに。あんまり勿もつ体たいぶり過ぎたのは、感心できませんね。ここででもいいから詠みなさい。なんてしようのない」などおっしゃって御機嫌がお悪いので、ほんになんと不調法なと思うと、お前の不首尾も情けないので、皆と歌の相談などしているところに、藤侍従が、先ほど持ち帰った卯の花に付けて卯の花の薄うす様ように歌を書いてよこした。この歌は忘れてしまった。まず先にこの歌の返歌をしようということになって、硯すずりを取り寄せに局つぼねに人をやると、（宮）「早く、これで返事をしなさい」とおっしゃって、御使用の硯箱の蓋に紙など入れて御下賜になる。そこで、（清少）「宰相の君、あなたがお書きなさい」と言うと、（宰相君）「いえ、それはやはりあなたが」など押し問答しているうちに、空も真暗の大雨になり、雷がものすごく鳴ったので、無我夢中で、ただもうこわさの一心で御み格こう子しを大あわてにおろしてまわった騒ぎに、返歌どころではない。

　たいそう長いこと鳴り続けて、すこし間遠になるころにはもう日も暮れた。遅くなったけれどもやはり今すぐにでも返歌をさし上げましょうと取りかかったけれども、いろんな人や上達部などが、雷のお見舞言上にいらしたので、西向きの部屋の御み簾すぎわに出ていて応対したりするうちに、とりまぎれてしまった。他の女房たちは、名指しで歌を貰った当人が返歌するのがほんとうだということで、ついに関心を示さない。どうもやはり歌には御縁のない日なのだろうと、すっかり気落ちしてしまって、（清少）「もうこうなったら、郭公の声を聞きに加茂の奥まで出かけて行ったということも、なるべく人に広く知らせないようにしよう」などと言って笑いにまぎらす。（宮）「今だって、その行っただけの連中で相談すれば、すぐ詠めるのに。けれども、詠む気がないのね」と、御不快そうにすねた言い方をなさるのも、はなはだおもしろい。（清少）「けれども、もう今となっては証文の出しおくれで、おもしろくございませんのです」と申し上げる。（宮）「そんなはずがあろうか」などおっしゃったけれども、結局、歌のことは沙汰止みになってしまった。

　二日ほどたってから、その日のことなど思い出し話をして、宰相の君が「あなたはどうでしたか、あの、自分で手折ったのだと言った下した蕨わらびの味は」とおっしゃるのを中宮はお聞きになって、（宮）「思い出すに事欠いて、食べ物の話とは」とお笑いになって、その辺に散っていた紙に、





下蕨こそ恋しかりけれ






とお書きになって、（宮）「これに上の句を付けよ」とおっしゃるのも、至極おもしろい。





郭公ほととぎすたづねて聞きし声よりも






と書いて御覧に入れたところ、（宮）「まあ、堂々と食い意地の張った言い分だこと。それにしても、どうしてこんなにも郭公のことが気になるのでしょう」とおっしゃってお笑いになるのも、頭の上らぬ思いだが、（清少）「いえもう、私は、この歌というものを一切詠みますまいと思っておりますのですが、何か晴れの時など、ほかの人が詠むにつけても『お前も詠みなさい』などおおせになるのでしたら、私はもう御奉公も叶わぬような気持がいたします。それは私だって、歌の字数もわきまえず、春には冬の歌を詠み、秋には春の梅の花の歌など詠むような滅茶苦茶なことはいくらなんでもいたしません。けれども、あれは歌詠みと世間の評判になった者の子孫は、すこしは人よりすぐれていて、『これこれの時の歌は、こういう見事な歌だった、さすがはやはり誰それの子だけのことはある』などとほめられるのであれば、それこそ歌を詠む甲斐もあるというものでしょう。ちっとも人よりすぐれたところもないくせに、それでもいかにも歌でございますといった顔つきで、得意然と、人に先んじて皆様に御披露したりいたしましては、亡き父に対しても、気の毒なことでございます」と、本心をうちわって申し上げると、中宮はお笑いあそばされて、（宮）「そういうことなら、一切お前のいいようにしなさい。私はもう今後、詠めとも言いますまい」とおっしゃるので、（清少）「それですっかりもう安心でございます。もうこうなったら歌を詠むことは一切願い下げにいたします」などと言っているころ、中宮が庚申の夜の催しをなさるということで、内大臣様が、たいそう気を入れて準備していらっしゃる。

　その夜もふけたころに、題を出して、女房に歌をお詠ませになる。皆、色めき立って、骨を折って歌をひねり出しているのに、私は中宮の御座所近くにはべって、お話し申し上げたり、ほかのことばかりしゃべっているのを、内大臣がお見とがめになって、（伊周）「どうしてお前は、歌は詠まないで、そんな所で知らん顔をしているのか。題を取りなさい」とおっしゃって、題を下さろうとするけれども、（清少）「これこれこういうお言葉を賜わって、もう私は歌を詠まなくてもよい身の上になりましたので、まっぴら御免でございます」と申し上げる。（伊周）「これは異なこと。ほんとうにそういうことがございましたか。どうして、そんな勝手なことをおさせになるのです。はなはだ以て遺憾千万なことです。ほかの時はいざ知らず、今こ宵よいはきっと詠め」など、無理強いなさるけれども、きっぱりと、聞きも入れないで中宮のおそばを離れないでいると、女房たち皆歌ができて、その上手下手など判定なさるうちに、中宮はちょっとしたお手紙を書いて私の所に投げておよこしになった。見ると、





（宮）元輔が後のちと言はるる君しもや今宵の歌にはづれてはをる






とあるのを見るに、おもしろいこと、限りもない。たいそう私が笑うと「いったい何ごとか。何ごとか」と、内大臣もお尋ねになる。





（清少）「その人の後のちと言はれぬ身なりせば今宵の歌をまづぞ詠ままし






父の手前、遠慮しなくてはならない事情がございませんでしたら、千首の歌でも、私から進んでお詠みいたしましょうものを」と、申し上げた。


〔評〕　郭公を聞きに遠出を許されたのは、中宮の名代というほどの意味がある。中宮の女房としても、いわば対外的に、歌の一首もなくては叶わぬところである。明順の家のしつらい、卯の花を車にさした風流など、当時の風俗をうかがうに足る好資料である。清少納言と歌、というのも、後世の我々にとっては好話柄であろう。事件年時は、公信の侍従の官に合わせて、長徳三年か四年、三年は伊周が配流先の大宰府に在って在京せず、四年とする三巻本勘物に従うべきである。長徳四年の五月に最も近い庚申は七月四日である。伊周は先に長徳二年四月、内大臣から大宰権帥に左遷された。長徳四年の時点では「前師殿」とでも呼ぶべきであるが、作者はあえて前官で呼んでいる。なお「一条殿」は、この年の内に佐伯公行に売却されて公行から東三条女院詮子に献上され、詮子は長徳四年十月二十九日にここに遷御された（『権認』）。詮子は一条帝の後院（院の御所）にと予定していた（『栄花物語』見果てぬ夢）が、翌長保元年内裏焼亡により今内裏となった（〔九〕〔二三〇〕）。






〔九六〕　職しきの御曹司にいらっしゃるころ、八月十日過ぎの月の明るい夜、中宮は、右近の内侍に琵琶を弾かせて、端近な所にいらっしゃる。女房たちの誰彼は話をしたり笑ったりしているのに、私は廂ひさしの間の柱に寄りかかって、ものも言わずにはべっていたところ、（宮）「どうして、そうひっそりしているのか。何か言ったらどう。座がさびしいではないか」とおっしゃるので、（清少）「ただ秋の月の風情をながめているのでございます」と申し上げると、（宮）「なるほど、この場にはふさわしいせりふね」と、おっしゃる。




〔九七〕　中宮の御兄弟がた、貴公子、殿上人など、中宮のお前に人々が大勢伺候しているので、私は廂の間の柱に寄りかかって女房と話などしていたところ、何かをこちらに投げておよこしになったのを、あけて見たところ、（宮）「かわいがってあげようか。どうじゃ──。なんじ、第一ということでなくんば、いかに」と、お書きになっていらっしゃる。お前で雑談などする時にも（清少）「いったい、人に第一に愛されるのでないならば、愛される甲斐もない。いっそ、そんなことなら、かえってにくまれて、ひどい扱いを受ける方がましよ。二番目、三番目などには死んでもいや。断然、第一ということでありたいわ」などと私が言うので、女房たちも「それじゃ、一乗の法っていうわけね」などと笑っている、その話のことらしい。

　筆や紙など下さったので、（清少）「九く品ほん[image: 蓮]台の間には、下げ品ほんといえども」などと書いてさし上げたら、（宮）「これはまた、えらく意気地のない言い分ね。みっともないことよ。きっぱり言い切ったことは、初志を貫くがよい」とおおせになる。（清少）「いえそれは、相手の人によることでございます」と申し上げると、（宮）「それが、みっともないということよ。第一の人に自分もまた第一に愛されようと、そう思うべきじゃない」とおっしゃるのは、おもしろい限りだ。


〔評〕　中宮の「人、第一ならずは、いかに」というお言葉は、多分、仏教の教義問答のいかめしい口調を真似たおたわむれと思われる。訳は、戯訳である。『朗詠集』の訓「十方仏ぶつ土との中には西さい方はうを以もて望みとす、九品[image: 蓮]台の間には下品といふとも足んぬべし」。






〔九八〕　中納言が中宮の御座所に参上なさって、御扇おうぎを献上なさる時、（隆家）「この隆家は、実にすばらしい扇の骨を手に入れました。それに紙を張らせて、さし上げようと思っているのですが、なみたいていの紙では釣合が取れなくて張れそうにありませんので、目下、その紙をさがしているところです」と申し上げなさる。（宮）「いったいどんな骨なの」と中宮がお聞きになると、（隆家）「それはなんともすばらしい物ですよ。『まったく、見たこともない見事な骨だ』と家来どもも申します。ほんとに、これほどの物は私も見たことがない」と声こわ高だかに強調なさるので、（清少）「そういうことでございましたら、それはさしずめ扇のではなくて、海月くらげの骨でございましょうね」と申し上げると、（隆家）「その言葉は頂戴して、この隆家の秀句にしよう」とおっしゃってお笑いになる。

　こんな自慢話めいた話は、「かたはらいたきこと」の中にでも入れるべきものであろうが、「一事も書き落すな」と人が言うので、よんどころなく書きつけておく。




〔九九〕　雨の毎日毎日降るころ、今日も降っているのに、帝みかどからのお手紙のお使いとして式部の丞じよう信のぶ経つねが中宮の御座所に参上した。いつものように敷物をさし出したところ、ふだんよりも遠くに敷物をおしやって坐っているので、（清少）「その敷物はいったいどなたのお坐りになるものですか」と、からかうと、笑って、（信経）「こんなひどい雨の時に、敷物を敷きましては、足跡がついてはなはだ不都合にきたなくなりましょうから」と言うので、（清少）「なんの、洗せん足ぞく（氈褥）の御用には立ちましょうものを」と言うと、（信経）「これは、あなたがうまくおっしゃった秀句ではありませんよ。信経が、足跡のことを申し上げなかったら、そういう秀句もおっしゃれなかったでしょうに」と、何度も言ったのは、おもしろかったことだ。

　それで私は思い出して、（清少）「昔、中なか后きさいの宮のお手許に、ゑぬたきという名前の、有名な下しも仕づかえが仕えていましたが、美み濃のの守かみ在任中に亡くなった藤原の時とき柄からが蔵人だった時に、下仕たちのたまり場に立ち寄って、（時柄）『これが、かの有名なるゑぬたきか。ちっともそうは見えぬではないか』と言ったその答えに、（ゑぬたき）『それは時節がら（時柄に）そう見えるのでありましょう』と言ったのは、『わざわざ相手を選んだって、こんな秀句の問答はできるものではない』と上達部や殿上人までおもしろいこととしてもてはやしました。またそうでもありましたろう、今日までこうして語り伝えているのですから」と昔話を披露した。（信経）「その話でも、秀句は時柄が言わせたも同然ではありませんか。大体、題がよければ、詩でも歌でも引き立つものです」と言うので、（清少）「それはなるほどおっしゃるとおりだわ。それなら、私が題を出しましょう。歌をお詠み下さい」と言う。（信経）「そりゃ結構ですな。一首だけじゃ、どうしようもない。同じことならたくさんお詠みしましょう」など言ううちに、中宮の御返事ができて来たので、（信経）「桑原、桑原。退散いたします」と言って帰って行ったのを、後で女房たちが「あの人は、漢字でも仮名でも大変な悪筆なのを、人が笑いものにするので、筆蹟はひた隠しなのよ」と言うのもおもしろい。

　以前、この信経が作物つくも所どころの別当をしていたころ、誰の所にやった物か知らないが、何かの絵図面をつかわして、（信経）「このとおりに調進せよ」という意味を書いた漢字の書き様、文字が、なんとも奇怪至極なのを私が見つけて、そのそばに、（清少）「このとおりに調進したら、けったいな物が出来上るでしょう」と書きつけて、殿上の間にやったところ、殿上人たちがこれを手に取って見て、大笑いに笑ったので、大変腹を立てて私をにくらしがったことがあった。




〔一〇〇〕　淑し景げい舎しやが東宮妃として入じゆ内だいされた時のことなど、どうしてすばらしい限りの盛儀であった。正月十日に入内なさって、お手紙などは中宮との間に頻繁に取りかわされたけれども、まだ御対面はなかったのを、二月の十何日かに、中宮の御殿においでになるという御案内があったので、いつもよりも室内の飾りつけを入念に立派にして、私たち女房も緊張してすっかりその心構えをした。夜中のころにこちらにおいでになったので、いらしてから間もなく夜が明けた。

　登とう花か殿でんの東の廂の二ふた間まの所が、淑景舎をお迎えしたお部屋である。父君関白様、北の方、お二方が明け方に同じお車で参内なさった。翌朝たいそう早く御殿の格子を上げわたして、中宮は、二間との隔ての襖ふすま障しよう子じの南に、四尺の高さの屛風を、東西の方向に北を正面に向けて立てて、その前に置き畳とお敷物だけを置いて、お火鉢をさし上げてある。その屛風の南、御帳台の前のあたりに女房が大勢はべっている。

　まだこちらのお部屋で中宮がお髪をくしけずらせておいでの時に、（宮）「お前は淑景舎をお見上げしたことはあるの」とお聞きになるので、（清少）「まだどうしてそんな機会がございましょう。昨年の積しやく善ぜん寺じ供く養ようの日に、ただお後ろ姿だけを、ちらりと拝見しただけです」と申し上げると、（宮）「そこの柱と屛風との間に寄って、私の後ろから、そっと覗いて御覧。非常に美しいお方だよ」とおっしゃるので、うれしくて、よけい拝見したくなって、早くその時が来ればよいにと、わくわくする。中宮は紅梅の固かた紋もん、浮うき紋もんの御表着うわぎを、紅くれないの打うち衣ぎね三重の上にただ引き重ねてお召しになっていらっしゃる、そのお召物について、（宮）「紅梅の表着には濃い紅の打衣がよく映えるのだけれど。私にはもう似合わないのが残念だわ。大体、もうこの年では紅梅なんか着ない方がよいのだけれども。だけど、萌もえ黄ぎなどは好かないからね、紅の打衣に合わないから」など、おっしゃるけれども、私の目にはただもうすばらしくお見えになる。お召しになっていらっしゃるお着物の色合いがまた格別であるのに、お美しいお顔がそのままきれいに映えていらっしゃる御様子といったら、お美しいという淑景舎もやはり、こんなでいらっしゃろうかと、早く拝見したい。

　お身づくろいが終って、お座席にいざって御入御になったので、私もそのまま御屛びよう風ぶにぴったり身を寄せて覗くのを、（女房）「無作法だわ。そんなことしていいのかしら」と、後ろでぶつぶつ言う人たちのいるのもおもしろい。二間との隔ての障子は広々とあけられているので、様子はよく見える。北の方は、白い表着うわぎをお召しになって、紅の張った打衣をその下に二枚ほど、女房の裳を借りられたのであろう、裳をひきかけて、やや奥まった座に東を向いていらっしゃるので、こちらからはお召物だけぐらいしか見えない。淑景舎は、北にすこし寄ったお席に南向きにいらっしゃる。紅梅の袿うちきを沢山、濃いのから薄いのを重ねて、その上に濃い紅の綾のお召物、さらにすこし赤みがかった小袿──これは蘇枋の織物──を重ね、萌黄色の若々しい感じの固紋の表着をお召しになって、檜ひ扇おうぎでぴったり顔を隠していらっしゃる御様子、お美しく、ほんにすばらしくおかわいらしくお見えになる。関白様は、薄紫色の御直なお衣しに萌黄色の織物の指さし貫ぬき、下に紅の内うち衣ぎぬを幾枚もお重ねになり、入いれ紐ひもをきちんとさして、廂の柱に寄りかかって、こちらを向いて坐っていらっしゃる。お二人の姫君のお美しいお姿を前にして、にこにこしながら、お得意の冗談を飛ばしていらっしゃる。淑景舎がたいそうおかわいらしく、まるで絵に描かいた姫君のように坐っていらっしゃるのに対して、中宮は、ゆったりと落ち着いた御態度で、姉君らしく一段と大人おとなびていらっしゃる御様子が、紅のお召物にまるで照り映えるようにお美しいのは、やはりくらべるもののない御立派さだと、お見えになる。

　朝のおきよめの水をさし上げる。淑景舎のは、宣せん耀よう殿でん、貞じよう観がん殿でんと、間の御殿を通って、童どう女じよ二人、下仕四人で、お運びしてくるようだ。貞観殿との間の廊の、唐から廂ひさしよりこちらの所に、淑景舎お付きの女房六人ほどが控えている。狭いということで、半分ほどの女房は、淑景舎をこちらにお送りしてから皆あちらに帰って行ったのだった。童女二人は桜がさねの汗衫かざみに、萌黄色や紅梅色の着物など見事な色合で、汗衫の裾をうしろに長く引いて、おきよめの調度類を手から手に取り渡してさし上げるのが、とてもしゃれた美しさだ。織物の唐衣が御み簾すから押し出されて、相尹すけまさの馬の頭かみの娘の少将や、北野宰相の娘の宰相の君などが、廊の近い所に坐っている。そうした光景に目を楽しませていると、中宮のおきよめの水は、番に当った采女うねべが青色の裾すそ濃ごの裳に、唐衣、裙く帯たい、領布ひれといったいでたちで、白粉おしろいを真白に塗り、下仕たちが手に手に取り渡してさし上げる光景、これは淑景舎とはこと変って、いかにもお后きさきらしく儀式ばった唐風の風儀で、おもしろい。

　朝のお食事の時になって、理髪の女官が参上して、女によ蔵くろ人うどたちが、お給仕のために垂れ髪を結い上げて、中宮にお食膳をさし上げる段になると、隔てとして仕切ってあったこの屛風もおしあけてしまったので、覗き見をしていた私は、まるで鬼が隠れ蓑みのを取られたような恰好になって、それでも、まだまだ見たい気があるので、窮余、御簾と几帳との間に隠れて、柱の外側の所から、拝見する。ところが、着物の裾や裳などは、御簾の外にすっかり押し出されているので、関白様は、部屋の端の方からこれを見つけられて、（道隆）「あれはいったい誰かね。あちらの御簾の間から見えているのは」とお見とがめになるので、（宮）「少納言が様子を見たがっておりますのでしょう」と申し上げなさると、（道隆）「これは閉口だな。彼女は昔から懇意の間柄だよ。ひどくみっともない娘たちを持っていると見られるのは困るな」などおっしゃる御様子、たいそう御自慢そうな御様子である。

　淑景舎にもお食事をさし上げる。（道隆）「皆様のお召し上りを、こちらは指をくわえて見ていなくてはならぬ。早くおすませになって、この爺さん婆さんにも、せめておさがりをやって下され」などと、一日中、おどけた冗談ばかり連発しておられるうちに、大納言様と、三位の中将が、幼い松君を一緒にお連れしていらした。関白様は、早速お抱き取りになって膝の上におすわらせになる、その松君のおかわいらしさといったらない。お二人は、狭い東の簀すの子こに場所ふさげな堂堂たる正装のお姿なので下した襲がさねの裾きよなど長々と引き散らされている。大納言様はでっぷりと色白でいらっしゃり、中将様はいかにもきけ者といった感じ、どちらも御立派なお姿を拝見すると、関白様の御運勢もさることながら、母北の方の御果報というものは、なんともすばらしい。（道隆）「敷物をお敷き」などおっしゃるけれども、（伊周）「これから陣の座に参りますから」とおっしゃって、急いで座を立たれた。

　それからしばらくしてから、式部の丞じよう誰やらが蔵くろ人うどとして帝みかどからのお手紙のお使いで参上したので、御お膳もの宿やどりからすこし北に寄った間まの簀子に敷物をさし出して坐らせた。中宮の御返事は、今日はすぐに出来てお渡しになられた。まだその勅使の敷物を取り入れないうちに、春宮とうぐうのお手紙のお使いとして周ちか頼よりの少将が参上した。お手紙を受け取って、貞観殿との間の渡わた殿どのの簀子は細くて狭いので、こちらの御殿の東の簀子に別の敷物をさし出した。お手紙を受け取って、関白様、母北の方、中宮などが順に御覧になる。（道隆）「御返事を、早く」と、おせかせになるけれども、はずかしがってすぐにもお書きにならないので、（道隆）「私が拝見しているから、お書きにならぬのであろう。そうでない時は、こちらから進んでひっきりなしにお手紙をさし上げられるらしいが」などとおからかいなさると、淑景舎のすこしお顔を赤らめて困ったような笑えみを浮べていらっしゃるのが、とてもすばらしい。（母君）「ほんに、お早く」などと母北の方も申し上げなさるので、後ろ向きになってお書きになる。北の方がおそばに寄って一緒になってお書かせなさるので、いよいよおきまり悪そうにしていらっしゃる。御主人たる中宮方から、萌黄の織物の小こ袿うちきと袴とを禄として簀子におし出したので、三位の中将がこれを御使者にお授けになる。肩にかけると頸が苦しいかして手に持って帰って行く。

　松君が、かわいらしく何かおっしゃるのを、どなたもどなたもかわいくてたまらぬというふうでいらっしゃる。（道隆）「中宮のお産みになった皇子ということで人前に出しても、ちっともおかしくはないな」などと関白様がおっしゃるにつけても、ほんに、どうして中宮には今までお産のこともおありなさらぬのだろうと、気にかかることではある。

　午後の二時のころに「筵えん道どうをお敷きします」などと触れる間もなく、帝がお召物の衣きぬずれの音も高く入御になったので、宮も御対面の席からこちらにお入りになった。そのまま御帳台にお二人しておやすみになったので、女房も南廂の方に皆衣摺れの音をさせて去って行くらしい。南の廊に帝のお供の殿上人が大勢つめている。関白様は、中宮職しきの役人をお呼び寄せになって、（道隆）「くだものや酒のさかななどを取り寄せさせよ。殿上人たちを酔わせよ」などお命じになる。そのお言葉どおり皆酔って、南みなみ面おもての女房と話をかわして、お互いにはなやいだ気分にひたっているらしい。

　日の入るころに帝はお起きになり、山の井の大納言をお呼び入れになって御み髪ぐしの具合をお直しになって、還御になる。桜がさねの直衣に紅のお下着の夕明りに映えたお姿なども御立派なこと申し上げるまでもないが、恐れ多いから筆を省く。この山の井の大納言は、大納言（伊周）や三位の中将、中宮、淑景舎などとは異こと腹はらの御兄弟にしては、たいへん御立派なお方だ。お美しさという点ではこの大納言（伊周）よりもすぐれていらっしゃるのに、こんなふうに世間の人はしきりにこのお方のことをくさして悪く申し上げるのが、私としてははなはだお気の毒に思われる。関白様、大納言、この山の井の大納言も、それに三位の中将、内蔵くらの頭かみなど皆、帝の還御のお供を申し上げる。

　中宮に今夜清涼殿におとぎに参られるようにとの帝のお使いとして、馬の典侍ないしのすけが参上した。（宮）「今晩は、とても」などとお渋りになるのを関白様がお聞きになって、（道隆）「それはいけない。早く参上しなさい」と申し上げなさるところに、また春宮とうぐうから淑景舎へのお迎えのお使いがしきりに参上するので、大変もの騒がしい。淑景舎のお迎えとして、東宮の女房たち、東宮の侍従などいう人もこちらに参上して、（侍従）「お早く」と、お帰りをおせきたてする。中宮が「それなら、先に淑景舎をあちらにお帰しなさってから」と父君におっしゃると、（淑景舎）「でも、私からお先にはどうして参れましょう」とのお言葉に、押して、（宮）「やはり、あなたのお帰りをお見送りしてから」など譲り合われる光景も、たいそうすばらしい。（道隆）「それなら、遠いお方の方を先にするか」とおっしゃって、淑景舎がお帰りになって、そのお見送りから関白様はじめおもどりになってから、中宮は参上なさる。その途中も、お供の私たち女房は関白様のおどけた御冗談に笑いこけて、すんでのことに足を踏みはずして打うち橋はしからも落ちてしまいそうだった。


〔付説〕　関白道隆の亡くなるほんの二か月ほど前のことである。淑景舎は十五、六歳であろう。対面の場を考定して左に図として示しておく。














〔一〇一〕　殿てん上じようの間から、梅のすっかり散ってしまった枝を持って来て、（殿上人）「これはどう御覧になりますか」と言ってよこしたのに対して、ただ、（清少）「早く落ちにけり」とだけ答えてやったところが、その詩を吟じて殿上人が黒戸に大勢詰めかけたのを帝がお聞きになって、（帝）「なまなかな歌など詠んで答えたのよりも、こういう返事の方がずっとすぐれていることだ。見事な応酬だ」と、おおせになった。


〔付説〕　位置の関係から言って、中宮が上の御局にいらっしゃり、清少納言もそこに在った時のことである。黒戸は上の御局の北、そこに感心した殿上人が大勢押しかけて来たのである。年時推定の手掛りは中宮の内裏滞在中という以外にない。前田本には正暦五年歟という朱書の注記がある。なお前田本には使い主殿とのも司づかさの言として「公任宰相中将、俊賢宰相、殿上人いと多く」が殿上の間に居たという文があるが、後の書き加えであろう。『朗詠集』の句の訓「大たい庾いう嶺れいの梅早く落ちぬ、誰か粉粧を問はむ、匡きやう蘆ろ山さんの杏からもも未だ開けず、豈あに紅艶を趁とめむや」。






〔一〇二〕　二月の月つき末ずえのころ、風が大変強くて、空が真黒に曇り、雪がすこし散り落ちるといった日に、黒戸に主殿司がやって来て、（主殿司）「御用事でうかがいました」と言うので、御み簾すぎわに出ると、（主殿司）「これをあなた様に。公きん任とうの宰相様のお手紙です」という口上で手渡されたのを見ると、懐ふところ紙がみに、





（公任）すこし春あるここちこそすれ（わずかに春のけはいがあるようだ）






と書いてあるのは、ほんに今日の空模様にいかにもぴったりした詠みぶりだが、これの上かみの句はとても付けようもないと、どうしたらいいか困ってしまった。（清少）「殿上の間には誰々がいらっしゃるか」と念のため聞くと、（主殿司）「誰それ様、誰それ様」とのこと。皆、一目も二目も置かなくてはならぬような人たちばかりだが、中でも宰相（公任）に対するお答えを、どうして下手なことを言ってやれようと、自分一人ではとても荷が勝ち過ぎてやり切れないので、中宮の御覧に入れてお知恵を拝借しようと思ったけれども、ちょうど帝がおいでになって、お寝み中だった。使いの主殿司は「お早く、お早く」と、せき立てる。ほんに、下手な上に返事が遅いということではなんの取り柄えもないので、ええ、ままよと覚悟をきめて、





（清少）空寒み花にまがへて散る雪に（空の寒さにまるで花とも見まがうばかりに雪が散り落ちるので）






と、手もわななかせながら書いて渡して、先方はこの返事をどう思うだろうかと、一人でくよくよする。この返事の反響を聞きたいものだとも思うが、もしけなされたら、耳をふさいで聞くまいと思われたことだったが、（左兵衛督）「俊とし賢かたの宰相などは、『やはり、あれは帝に奏上して掌ないしの侍じようにしたいような女だ』と、論定なさった」という話を、後から、左さ兵ひよう衛えの督かみ──当時中将でいらした──からうかがった。


〔付説〕　公任、俊賢の参議という官から、事件年時は長徳二年（俊賢の任参議、元年八月）─長保二年（中宮定子十二月歿）の線が出る。さらに文末の中将を実成とすれば、長徳二、三、四年は除かれ、長保元、二年のみが残る。また、中宮の内裏滞在中ということだけから考えても、長保元、二年の可能性が高い。二年とすればその内裏は一条院の今内裏である。中宮は清涼殿の上の御局に在ったのであろう。今内裏なら北の対である。執筆は、左兵衛督を実成とすれば、寛弘六年三月─長和四年十月である。






〔一〇三〕　先の遠いもの

　半臂の緒をひねり合わせはじめる。奥州に行く人が逢おう坂さかの関を越える時分。生まれたばかりの赤ん坊の大人になるまでの先の遠さ。




〔一〇四〕　方まさ弘ひろは、何かにつけてひどく笑いものにされる男だ。親などは、息子むすこが人に笑われるのをどんな気持で聞いているだろう。方弘の従者としてつき従っている者の、これは主あるじに似合わずひどく心利いた人間なのを呼び寄せて、「なんでよりによってあんな奴に使われているのだ。どんな気分だ」などと、人々はからかう。

　この方弘の家は、衣服を見事に調製する家なので、方弘も下した襲がさねの色や、袍うえのきぬなども、人よりも立派なのを着歩いているのを見て、（人々）「これをほかの人に着せたいね」などと言う。こうして笑いものにされているが、成程そう言えば、言葉づかいなども一風変わったところがある。自分の家に、宮中の宿直用の衣類など取りに従者をつかわすのに、（方弘）「お前たち二人で行って来い」と言ったところ、従者が「大丈夫、一人で取りに参りましょう」と言うと、（方弘）「おかしなことを言う奴だな。一人で、二人がかりの物をどうして持って来られるか。一升瓶がめに二升は入るまいが」と言うのを、いったい何を言っているのか、誰もわからないながら、大笑いする。人の使いがやって来て「御返事をぜひお早く」と言うと、（方弘）「ええい、うるさい奴だな。どうしてそんなにあわててるのか。かまどに豆でもくべたのか。それにしてもこの殿てん上じようの間まの墨や筆は、どんな化物が盗み隠したのか。飯や酒ならば、人間もほしがろうが」と言うのを、また人々は笑う。

　女によう院いんの御病気で、帝みかどのお見舞のお手紙の使いとして院の御所に参上して帰って来た時、「院の殿上には誰々が伺候していたか」と人が尋ねると、（方弘）「誰それ、かれそれ」など四、五人ほどの名前を挙げたのに、「その他に、誰が」と重ねて尋ねると、（方弘）「その他には、帰った人たちがおったわ」と言う方もおかしいが、またそれを笑う方もおかしいと言わねばならないだろう。

　その方弘が、人の居ない時に近寄って来て、（方弘）「貴女あなた様。お話し申し上げたいことがあります。『何よりも先に貴女に告げよ』と人のおっしゃった話ですぞ」と言うので、（清少）「いったい、何」と言って、御簾ぎわの几帳の所に近寄ったところ、「身体からだごとお寄り下さい」と言うところを（方弘）「五ご体たいごと」と言ったとて、これまた笑いの種になった。

　除じ目もくの第二夜、油皿に油をさすのに、燈台の下の敷物を踏んで立っていたところ、新しい油ゆ単たんだったので方弘の襪しとうずはぴったりくっついてしまった。それをそのままのっしのっしと帰ったので、それにつれて燈台は倒れてしまうは、襪に敷物がくっついて行くはの騒ぎで、大地震動もかくやの大騒ぎになったことだった。

　蔵くろ人うどの頭とうが御着席にならぬ限りは、殿上の間の台盤には誰も着席しない。それなのに、方弘は高たか坏つきに盛ってあった豆一ひと盛もりをそっと取って小こ障しよう子じの陰で食べていたので、それを誰かが引きのけて暴露して大笑いに笑ったということだ。


〔評〕　当時の衣服は自家製、主として主婦の才覚によろうが、方弘の家は伝統的に巧者だったと見える。微禄しているが、文徳源氏能有の後裔である。〔補注一四〇〕に言う如く、この段の話柄、いずれも方弘の六位の蔵人在職中、長徳二、三、四年の間のことである。東三条女院詮子は、晩年健康がすぐれず、この三年間もしばしば御悩のことが見える。なお方弘は文章の生出身、その奇妙な物言いもその故であろう。〔五〕の大進生昌と、その点も、また素朴な人柄も、好一対の観がある。






〔一〇五〕　見苦しいもの

　着物の背縫いの所を片寄せて着た恰好。また抜き衣え紋もん。たまに来た人の前に子供をおぶって出て来たの。法ほう師し陰おん陽よう師じが紙かみ冠かんむりをつけて祓はらえをしているの。

　色黒で醜い女の入れ毛をしたのが、髭ひげもじゃで、やつれたやせっぽちの男と一緒に、夏、昼寝したのは、なんとも見苦しい。いったいなんの見栄えがあるからといって、昼間寝たりしているのだろう。夜なんかなら、顔かたちも見えず、また世間一統も夜は寝ることにきまっているのだから、自分は醜いからといって夜中じゅう起きている馬鹿も居ないというものだ。そうして寝て、翌朝は早く起きてしまうのが、きっぱりして居て難もないというものだ。夏、昼寝して起きたのは、身分の高い人ならば普通の人より一段と風情があるだろうが、つまらぬ顔かたちでは、てらてら光り、寝腫れて、悪くすると頰が寝型でいびつということにもなり兼ねない。そんな御面相で男女お互いに顔を見合わせた場面の味気なさは、死んだ方がましなくらいだ。

　やせて色の黒い人が、生絹すずしのひとえを着たのも、ひどく見苦しいものだ。




〔一〇六〕　言いにくいもの

　人からの手紙の中に身分の高い人のおおせ言ごとなどがたくさん書いてあるのを、はじめからしまいまで間違いなく取り次ぐのは、ひどく言いにくい。一目置かなくてはならぬ人が何か物を贈ってよこした、その返事。成人した子の心外な不始末を聞いた時、子供を目の前に置いては意見をしにくい。


〔付説〕　「思はずなること」は、子供の恋愛沙汰か何かである。なお〔一〇五〕は能因本では最終段に位置し、この〔一〇六〕は、それよりすこし前、やはり終りに近い位置に置かれている。






〔一〇七〕　関は　逢おう坂さかの関。須磨の関。鈴すず鹿かの関。岫くき田たの関。白しら河かわの関。衣ころもの関。まっすぐ越えるというただ越えの関は、遠慮するというはばかりの関とまるで正反対のものに思われる。横よこ走はしりの関。清きよ見みが関。あい逢う意の見る目の関。まあいいや、というよしよしの関は、どういうつもりでそう思い返したのだろうかと、ぜひともそのわけを知りたいものだ。越えるのを思いとどまったその関を「な来こそ」（来るな）の関と呼ぶのでもあろうか。あの男女あい逢う逢坂の関などをそんなふうに思い返したならば、さぞかしつらいことであろうよ。




〔一〇八〕　森は　浮田の森。うえ木の森。岩瀬の森。立ち聞きの森。


〔付説〕　「森は」の段は後の〔一九六〕に重出する。






〔一〇九〕　原は　あしたの原。粟あわ津づの原。篠しの原。萩はぎ原。園原。


〔付説〕　前の〔一三〕に重出する。二類本はこの段を欠く。






〔一一〇〕　四月の月末のころ、初はつ瀬せの観音におまいりして、途中、有名な淀よどの渡りをはじめて渡ったところが、舟に車を乗せて渡って行くのに、菖蒲や菰こもなどの先がちょっぴり水面から出ていたのを供の者に取らせたら、ずいぶん長いのでびっくりした。刈り取った菰を積んだ舟が行き交うのが、たいそう風情のあるながめだった──歌に「高瀬の淀に」とあるのは、この風景を詠んだのであろうと見えて。

　五月の三日、帰りにもここを通ったところ、雨がすこしパラつくお天気だったが、五日のための菖蒲を刈るということで、笠のひどく小さいのをかぶって脛はぎを高くあらわした男の子などの見えるのも、屛びよう風ぶの絵を見るようで、たいそう風情がある。


〔付説〕　「淀の渡りといふもの」という措辞は、音には聞くがこれがはじめて、というほどの語気である。舟に車を乗せて渡すことは、『蜻蛉日記』に見える。なお「三日」とあるのは能因本「三日といふに」の本文によれば、三日経ってから（初瀬に三日参籠してから）の意。






〔一一一〕　ふだんよりも違った気分に聞かれるもの

　正月元日の車の音。同じく元旦の鶏の鳴き声。明け方のせきばらい。また明け方の楽器の音色は言うまでもない。




〔一一二〕　絵に描いて見劣りするもの

　なでしこ。菖蒲。桜。物語にすばらしいと書いてある男、女の顔かたち。




〔一一三〕　逆に、描いて見栄えのするもの

　松の木。秋の野。山里。山道。




〔一一四〕　冬は、ひどく寒いのがよく、夏は、また途方もなく暑いのがよい。




〔一一五〕　哀感、同情をそそるもの

　手厚く親の喪に服している人の子。身分のよい男の若いのが御み嶽たけ精しよう進じんをしている。部屋を別にしめ切ってお勤めをしている明け方の礼拝の音など、聞いていると胸をしめつけられるようだ。親しい女などが隣の部屋で目をさまして聞いている気持など、想像することだ。さていよいよ参詣するその道中、いったい無事におまいりできるだろうかと身を慎しみ戦々兢々としていたのに、何ごともなくおまいりできたのは、なんとも結構なことだ。ただし烏え帽ぼ子しの恰好などが、少々体裁悪いけれども──。どんな身分の高い人でも、この上なく粗末な服装でおまいりすると聞いていたのに、右う衛え門もんの佐すけ宣のぶ孝たかという人は、（宣孝）「それはつまらないことだ。物がなんであろうと清浄な着物を着て参詣すれば、なんのいけないことがあろうか。よもや御嶽の蔵ざ王おう権ごん現げんは、きっと粗末な身なりで参詣せよとはおおせであるまい」と言って、三月の末に、紫のとても濃い指さし貫ぬきに白い狩かり衣ぎぬ、山吹色の大袈裟に派手な内衣など着て、息子の当時主殿とのも寮の次官だったのには、青色の狩衣、紅くれないの内衣、それに乱れ模様を摺った水すい干かん袴ばかまというものを着せて、そんな恰好で連れ立っておまいりしたのを、それに行き逢った帰って来る人もこれからおまいりする人も、見馴れぬ異様な風体だと目を見張って、一体全体昔からこの金きん峰ぷ山せん詣でにこんな恰好の人があったためしがないと、驚きあきれたことだったが、無事に四月朔つい日たちに京に帰って来て、それのみか、六月十日のころに時の筑前の守が辞任したその代りに任官したのは、成程、その言葉の通りであったことよと、当時評判になったことだった。これは、この文の主題とする「あはれなること」ではないけれども、御嶽の話が出たついでに書き留める。

　男でも女でも、若く美しい人が、重い喪に服して真黒な喪服を着ているのは、あわれをそそる。

　九月の月末、十月はじめのころに、ほんのあるかなきかに聞きつけたこおろぎのか細い鳴き声。鶏の、卵を抱いて寝ている姿。秋も深まった庭の浅あさ茅じに露がいろんな色にきらめいてまるで玉のように置いている光景。夕暮や明け方に、河竹の風に吹かれたそよぎを、目をさまして聞く気持。また、夜なんかもいったいにそうである。山里の雪。お互いに愛し合っている若い男女の仲が、その間を邪魔する親などがあって、思うようにも逢えない。




〔一一六〕　正月に寺にお籠りしたのは、たいそう寒く雪もちらつくように冷え込んだのが、趣がある。雨の降って来そうな空模様なのは、どうにも感心できない。

　清きよ水みずなどにお参りして、参籠の局つぼねの準備のできる間、お堂にのぼる呉くれ階はしの所に車を引き寄せて立てていると、腰こし衣ごろもに帯だけしめた若い坊さんたちが足駄という物をはいて、なんの恐れげもなくその呉階を降りのぼりするとて、ちょっとしたお経の文句を口ずさんだり、俱く舎しやの頌じゆなど唱えながら行き来する一風変わった光景も、お寺らしいおもしろさである。さて自分がのぼる段になると、ひどくあぶなっかしく思われて、わきに寄って高こう欄らんにつかまりなどしてのぼって行くのに、坊さんたちは、まるで普通の縁側を歩くように自在なのも、おもしろい。（法師）「御参籠のお局の支度ができております。どうぞ」と言うので、沓くつなど持って来て女たちを車からおろす。着物を上の方に裾をはしょったりしている女ひともいる。裳もや唐から衣ぎぬなど大袈裟に正装している女房もいる。それぞれ深ふか沓ぐつ、半靴ほうかなどはいて、回廊を沓を引きずりながらお堂に入って行くのは、宮中のような感じでこれもおもしろい。奥向きへの出入りも許されている若い男たちや縁辺の子弟などたくさん後につき従っていて、「そのあたりは一段低くなっている所がございます。そこは高くなっております」など足許を教えながら行く。いったい何者なのだろうか、女主人のすぐそばについて歩いて、すぐ先を行く者に対して「ちょっと、ちょっと。高貴のお方がいらっしゃるのに、そんなぶしつけな振舞はせぬものだ」などとがめるのを、すなおに、多少遠慮して道をあけるのもいる。また、耳にもとめずに、誰よりも先に自分が仏のお前に、といったふうで遠慮なく急ぐのもいる。自分の局に落ち着くまでも、皆がずらりと局している前を通って行くのだからひどくいやなものだが、それでも、犬いぬ防ふせぎの中の内陣をのぞいた気持は、たいそうありがたさが身にしみて、どうしてここ幾月もの長い間、おまいりしないで過ごしたのだろうと、何よりも先に信心の気持も湧きおこる。

　仏前のお燈明が、常燈ではなくて、内陣にその他に参詣の人のお供えしたのが、恐ろしくなるくらい燃えさかっている、その光に御本尊の十一面観音が金色にきらきらと光っておいでなさるのは、まことにありがたさが身にしみる思いだが、その御本尊の前で、お坊さん方が手に手に参詣の人の願がん文もんを捧げ持って、礼拝の座の上で火影にゆらめきながら願を立てているのも、大勢が声を張り上げての堂内いっぱいの喧騒だから、一つ一つを聞きわけることもできないが、坊さん方の無理にしぼり出した声々は、そうはいうもののまた他の声にまぎれず聞き取れる。「千燈のお志は、誰それの御為」などという文句は、僅かに聞こえる。私も帯をひきかけて御本尊を礼拝していると、（法師）「もしもし、持ってまいりました」と言って、樒しきみの折り枝を持って来たのは、その高いかおりの尊い雰囲気も格別だ。

　犬防の内陣の方からお坊さんが近づいて来て、「心をこめて仏様にお願い申し上げておきました。幾日ほどお籠りでいらっしゃいますか。今、これこれのお方がお籠りでいらっしゃいます」など知名の人の消息を話して聞かせて帰って行くと、すぐ、火鉢や間食のくだものなど次々と運び込んで来て、半はん插ぞうに手洗いの水を入れて、それを受ける、角つののない盥たらいなども持って来る。（法師）「お供の方々は、下の宿しゆく坊ぼうでどうぞ」など言って、呼び立てて行くので、交替で接待を受けに行く。

　誦ず経きようの鐘が打ち鳴らされたりすると、あああれは自分のだろう、と聞くのも、もう御ご利り益やくにあずかったような安心した気持だ。隣の局で、かなりの身分らしい男がたいそうひっそりとあたりに気兼ねしながら礼拝しているその立居振舞も、いかにもたしなみあるらしく聞こえるが、その人が何かひどく思い詰めた様子で、夜もねむらずにお勤めしているのは、何とはなし同情をそそられるものがある。横になって休息している時は、お経を声高に聞こえぬほどに誦しているのも、いかにもありがたい感じがする。もっと声高に唱えさせたいような気がするのに、まして、際立って音高くしかし上品にあたりをはばかって鼻をかんだりしたのは、いったいどんな心配ごとのある人なのだろう、その願いごとをかなえさせてあげたいものだと切に思われる。

　何日も籠っていると、昼間は多少のんびりしたもので以前はあった。下の、法師の宿坊に供の男たちや、女、子供もみな休みに行って、お堂の局で一人で退屈していると、午うまの時の法ほ螺ら貝がいを急に吹きはじめたのには、ひどくびっくりさせられる。きれいな立たて文ぶみを供の者に持たせた男などが、誦ず経きようのお布ふ施せの品をそこに置いて堂どう童どう子じなど呼ぶ声が、近くの山のこだまも響き合って、派手に聞こえる。誦経の鐘の音がいつもより高く鳴りわたるので、いったいどこのお邸のだろうと思ううちに、お坊さんがさる高貴のお方の名前を言って「なにとぞ御安産でありますように」などと、いかにも効験あらたかそうに仏にお願い申し上げたりするのを聞いていると、なんのかかわりもない身でありながら、ほんにどうなることかと、気がかりでたまらず、仏に祈念せられることだ。こういう風景は、書き出しからそれて、普通の時のことになってしまった。正月などは、ただもう混雑を極める。除じ目もくもさし迫っているので、任官を望む人などがひっきりなしに参詣するのをながめているので、お勤めもようできない。

　日も暮れるころにおまいりするのは、今晩から参籠しようという人らしい。小坊主たちが、持ち運べそうにもない鬼屛風の丈たけの高いのをいとも器用に持ち運んで、畳などを置くと見るまに、さっさと局にし立て上げて、犬いぬ防ふせぎに簾をさらさらと掛ける、その手順というものは仕事に馴れきったふうで屈託がない。そよそよと大勢の衣きぬずれの音を立てて局からおりて来て、年輩の老女らしい人の、上品な声が、あたりをはばかった様子で、相手はこれから帰る女房なのだろうか、（老女）「しかじかのことに、気を付けなさいよ。火事には十分に注意するように」などと言いつけるらしいのもある。七つ八つほどの男の子が、愛くるしい、大たい家けの若様らしい高慢な声音で、家来の男たちを呼んでまつわりつき、何か話したりしている様子、たいそう興味をそそられる。また、三つほどの幼な子が寝ぼけて咳をしたのも、たいそうかわいらしい。その子が、乳母めのとの名前や、「お母さん」などと口に出すのも、その親はいったい誰かしらと、知りたく思われる。

　一晩中勤ごん行ぎようの喧騒が朝まで続くので、ぐっすり眠ることもなかったのだが、後ご夜やの勤行など終ってからすこし横になって眠ったその耳に、そのお寺の御本尊にかかわるお経をたいそう荒々しくありがたげに大声で唱える声が聞こえて来たので、急に目がさめて、──これは特にありがたいという感じよりもむしろ、諸国修行の僧といった坊さんの蓑みのをまとったような姿の人が唱えるのであろうと、哀感をそそられる。

　また、夜、参籠したりしないで、相当の身分の人が昼間、青あお鈍にびの指さし貫ぬきの綿の入ったのに白い着物などたくさん重ねて、子息と見える若い男のきれいなのや、着飾った少年などを引き連れて、侍さぶらいといった連中がたくさんかしこまってまわりにはべっているのも、見た目におもしろい。ほんの申し訳ほどに屛風だけをまわりに立ててかこって、礼拝などちょっとする様子だ。顔を見知らない人の場合は、いったい誰なのだろうと、知りたく思われる。見知っている人の場合は、ああ、あの人だなと思って見ているのもおもしろい。連れて来られた若い連中は、何かというと婦人の籠っている局のあたりをうろついて、御本尊の方はよう見もしないで、寺の長官などを呼び出して小声で何か噂し、話をかわして帰って行くところなど、いい加減の身分の人とは見えない。

　二月の月つき末ずえ、三月の月はじめのころ、桜の花盛りに参籠したのも、おもしろい。きれいな若い男の、主人格と見える二、三人が、桜がさねの狩かり衣ぎぬや柳がさねのなど、ひどくしゃれた服装で、遠出のため、括りの紐をくくり上げた指貫の裾も上品ぶって見える。いかにも気の利いたふうの従者に、しゃれた飾りを付けた餌え袋ぶくろをかかえ持たせて、供の少年たちには紅梅や萌黄の狩衣に、いろんな色の内衣、乱れ模様を摺った袴など着せている。桜の枝を折り持たせた侍さぶらいふうのほっそりした者など引き連れて、堂の前で金ごん鼓ぐを打つ姿なんか、しゃれたものである。ああ誰それだな、と、局からそれと見てわかる人もいるけれども、向こうにはこっちのお籠りしていることなんか、わかりっこないから、さっさと素通りして帰って行くのも、こちらとしては物足りない話なので、「ここに居るということを知らせたいものだが」などと連れの女ひとが思わずつぶやくのもおもしろい。

　こんなふうに、お寺に参籠したり、そうでなくてもとにかくふだんは行かないような所に行くのに、ただ自分の召し使う者だけを連れて行くのは、出かけて行った甲斐もないことに思われる。やはり、同じくらいの身分の人で、気も合って、おもしろいことでもいやなことでも何でもお互いに隔意なく話し合えるような人を、かならず一人か二人、できればたくさんでも、一緒に誘いたいものだ。さっき言った自分の召し使う者の中にだって、それは、話相手として不足のないようなのも居ることは居るけれども、いつもふだん一緒に居るので新鮮味がないのだろう。男の連中だって、そう思うものらしい。わざわざ同行者をさがして誘いまわることだ。




〔一一七〕　ひどく気に食わぬもの

　賀茂の祭や禊みそぎなど、なんにしても、男が見物に出るのに、自分一人だけで車に乗って見物するくらい気に食わぬものはない。いったいどういう料簡なのだろう。身分の高い人でなくても、若い家来などの見たがっているのでも一緒に乗せたらいい。車の簾のすき間からたった一人ふらふら姿を見せて、自分だけ一心に行列を見守っているなんて。どんなにか料簡の狭い、いやらしい男なのだろうと思われることだ。

　どこかに出かけたり、お寺に参詣したりする日の雨。召使などが「私をかわいがっては下さらない。誰それさんこそ、現在のお気に入り」などと言うのを、小耳にはさんだ時。どうも少々気に入らない人が、あれこれ当て推量をしたり、筋違いな怨恨を含んだり、自分だけ偉そうな顔をしているの。


〔付説〕　前半「まもりゐたらむよ」まで、能因本、この位置に存するが、前の「にくきもの」の中に同様の文が既にある。また後半は、ほとんど終りに近い箇所に別に「心づきなきもの」の段を存し、その中にほぼ同文を見る。






〔一一八〕　つらそうに見えるもの

　六、七月の昼の暑い盛りに、きたならしい車を、貧相な牛に引かせて、ゆさゆさ行く者。雨の降らない日に筵むしろの覆いをかけた車。ひどく寒い時や暑い時候などに、身分いやしい女のみすぼらしい身なりをしたのが子供をおぶっているの。年とった乞食。小さい板葺きの家の黒くすすけてきたならしいのが、雨に濡れているの。また、雨のひどく降っている時に、小さい馬に乗って前ぜん駆くをつとめている人。それでも冬はまだいい。夏となると、袍うえのきぬも下した襲がさねもぴったりくっついてしまっている。




〔一一九〕　暑苦しそうなもの

　随ずい身じんの長おさの狩かり衣ぎぬ。衲のうの袈け裟さ。出いで居いの少将。たいそうふとった人の、髪の多いの。六、七月の加持祈き禱とうで、日につ中ちゆうの勤行をつとめる阿あ闍じや梨り。




〔一二〇〕　弱みを握られていて頭の上らないもの

　男の心のうち。夜中ねむらないでいる夜よ居いの僧。こそ泥が、しかるべき物陰に身をひそめて、見ているかも知れないのを、誰がそれに気がつこうか。暗いのをいいことにこっそり人の物を自分の物にしてしまう人も居るかも知れない。そういうのは、こそ泥も、自分と同類と思って、おかしく思うかも知れない。

　夜居の僧というものは、まったく頭の上らないものだ。若い女房が大勢集まって居て、人の噂話をして笑いものにし、非難したりにくらしがったりするのを、一々ていねいに何も彼も聞いてしまうのには、まったく頭が上らない。「困った人たちだこと。騒々しいわよ」などと中宮のおそば近くにはべっている女房などがたまりかねて注意するのも聞かばこそ、散々しゃべり散らしたあとは、今度はすっかり気を許して眠りこけてしまうのなども、いったいなんと思うことだろうと、頭の上らないことおびただしい。

　男というものは、女が、どうにも自分の理想とするところに合わず、じれったく気に食わぬ点があると思っていても、面と向かった女に対しては、調子よくおだてて、期待を持たせるというところがあるのが、どうにも頭の上らない点だ。まして、女にやさしく、色の道の手だれと世間で評判を取っている男などは、自分に対して男の愛情が薄いと女に思わせるようなへまな応対はしやしない。心の中で思っているだけでなく、また、この女の悪口はあの女に、あの女の悪口はこの女に、すっかりしゃべって聞かせるもののようだが、それにつけても、自分がしゃべられていることには気づかずに、こんなふうに他の女の悪口を自分にしゃべるのは、やっぱり私がこの人には一番愛されているんだろうと、うっかりうぬぼれる女ひとも居るかも知れない。いや、だから、すこしでも自分に好意を持ってくれる男にあうと、この男もそんな無思慮な人間なのだろうと思われて、ひどく頭の上らない思いをすることもないものだ。いったいに男というものは、たいそう気の毒な境遇にあって、かわいそうな、見捨てることのできにくいような相手の女を、弊へい履りの如く捨ててかえりみないものだが、そんなのも、いったいどういう料簡なのだろうと、あきれてしまう。その癖、自分のことは棚に上げて、他の男の薄情な仕打ちを非難し、ひどく雄弁に弁じ立てるのだから気が知れない。格別頼りにできる身寄りもない女房風情の女などと仲好くなって、身重になって後はまったく知らんふりをしているといった手合いもあることだ。


〔評〕　この段の男性観、前の〔六〇〕と好一対をなしている。当時は自由に恋愛のできるような社会のしきたりであって、女性が家を相続するのが建前だから、出産、育児の能力も女性にあるのが普通であった。しかし、「ことに頼もしき人なき宮仕へ人」となると、これは現代の独身のオフィスガールの立場にも似ているから、当時としても問題である。






〔一二一〕　かたなしなもの

　潮の引いた干ひ潟がたに乗り上げた大船。大きな木が、風に吹き倒されて、根を空に向けて横倒れになったの。身分も低いくだらぬ者が、自分の家来を叱っているの。

　人の妻などが、つまらぬやきもちなど焼いて家出して雲隠れしたのを、きっと夫が大騒ぎしてさがしまわるに違いないと胸算用していたのに、思おも惑わくはずれで、つらにくく平然と構えているので、そんなふうにいつまでも人の所に厄介になっているわけにもいかないので、自分からのこのこ姿を現したの。


〔付説〕　妻の家出は、夫の浮気に対する当時の女性の抵抗手段で、『源氏物語』帚木の例の雨夜の品定めの馬の頭の話の中にも類似のケースが出て来る。尼になると言っておどかすのである。『蜻蛉日記』の道綱の母が西山の寺に籠ったのも、同様の手段であった。馬の頭の話は引っ込みがつかなくなって尼になったはいいが、べそをかく。道綱の母の場合は「心と出で来たる」と本文にあるのにほぼ似た結末になった。なお能因本、前田本には他に「髪短き人のかづら取りおろして髪けづる程」「すまひ（相撲）の負けて入る後」「翁のもとどり放ちたる」「狛犬、獅子舞ふ者の面白がりはやりて出で躍る足音」の四項がある。






〔一二二〕　加持祈禱は、奈良方がた。仏力の加護を念ずる護身法の真言など誦したのは、上品でありがたい気がする。


〔付説〕　能因本、前田本「奈良がた」の語なく、「仏眼真言」（能因本）、「不動の真言」とある。二類は、後の〔一六〇〕の後半に摂せられた位置に存する。






〔一二三〕　間の悪いもの

　ほかの人を呼んだのに、自分かと思って顔を出した時。何かくれる時などは、よけい。なにげなく人の噂話をして悪口を言ったのに、まだ聞き分けのない子供がそれを覚えていて、その人の居る前で、口に出した時。

　悲しいことなど人が話し出して泣いたりするのに、ほんにかわいそうなことだとは聞いて思いながら、即座に涙が出て来ないのは、ひどく間の悪いものだ。泣き顔を作って、悲しそうな様子をよそおっても、どうにもならない。ところが逆に、すばらしいことを見たり聞いたりすると、たちまちどっと止めどもなく出て来るのも奇妙だ。




〔一二四〕　帝みかどが石いわ清し水みず八幡宮への行幸から還御の時、女によう院いんの御見物の桟さ敷じきの彼方に御輿こしをとどめて、御挨拶を申し上げなさった時など、たいそうすばらしく、帝というこの上ない御身分でいらせられながら、御母君に子としての礼をお尽しになるのが、たぐいもなくすばらしいと思われるにつけても、ほんに涙があふれるように落ちるので、お化粧した顔もすっかりはげ落ちて、どんなにみっともないことだろう。

　帝の仰せのお使いとして、斉ただ信のぶの宰相の中将が女院の御桟敷に参上したお姿は、たいそう美しく見えたことだった。随ずい身じんを四人だけ、それに美々しく着飾った馬うま副ぞいの細ほつそりと顔を白く化粧したのだけを引き連れて、二条の大路の広々と綺麗に掃そう除じしてある所を、見事な馬を早駆けさせて急いで参上して、桟敷をすこし離れた所で下馬して、わきの御み簾すの前に伺候した姿など、実にすばらしい。女院の御返事をうけたまわって、再び大路を帝の許まで帰り参って、御輿に近付いて奏上なさるところなど、なまなかな讃辞も及ばない。

　そういう光景があってから、帝が御前を通って還御なさるのをお見上げ申し上げる女院のお気持を御推察申し上げると、ただもうぞくぞくして飛び上るほどの気持だった。こういう時には、いつまでもいつまでも泣いていて、ほかの女房から笑われることだ。普通の身分の人だって、やっぱり、子供の出世したのはすばらしいにきまっているのだから、こんなふうに女院の御心中を御推察申し上げるのも恐れ多い限りだ。


〔付説〕　この段はすぐ前の「はしたなきもの」の末尾から触発された回想であるから、前段と一つに摂してもいい。『春曙抄』以下、そういう扱いをしている。






〔一二五〕　関白様が黒戸からお帰りになるとて、女房が隙間もなくはべっている所を、（道隆）「やあやあ、美人の女房がたのお揃いだ。この年寄りの不恰好さをどんなにかお笑いだろうね」と、例の軽口をおっしゃりながら、間をかき分けるようにしてお出になるので、戸口に近い女房たちが、色とりどりの花やかな袖口を見せながら戸口の御簾を引き上げると、権ごん大だい納な言ごんが関白様のお沓くつを取っておはかせ申し上げるその御様子、たいそう重々しくお美しく御立派な御様子で、下した襲がさねの裾しりを長く引いて、あたりも狭いほどのお身なりでそこにかしこまっていらっしゃる。まあ、なんとおすばらしい、大納言ほどの高位のお方に沓をお取らせになる御身分よ、と目を見張る思いがする。山の井の大納言や、下の御兄弟方、その他お身内でない人々が、黒いものを引き散らしたように、藤壺の塀のきわから登花殿の前までずらりとひざまずいて並んでいらっしゃるのに、関白様はすらりとした上品なお姿で、お腰に帯びられた太刀のお具合などお直しになりながらちょっと立ち止まっていらっしゃったが、その時、中宮の大だい夫ぶ様は戸口の前の所にお立ちになっていらっしゃったので、大夫様は弟御ごなのだからおひざまずきにはならないのだろうと思っているうちに、関白様がそこからすこし歩き出されると、すぐにおひざまずきになったのは、やはりどれほど前世で善業をお積みになった関白様の御果報なのだろうと、お見上げ申し上げたのは、なんともすばらしいことだった。

　中納言の君が、命日ということで、生真面目ぶってお勤めをしてらしたのを、（清少）「ねえお貸しして、その数じゆ珠ずをちょっと。私もお勤めして関白様のようなすばらしいお身の上に来らい世せでなりたいわ」と、その数珠を借りようと皆で集まって大笑いしたけれども、冗談ごとではなくなんともすばらしい限りだ。中宮がこれをお聞きになって「修行を積んで仏になったならば、関白などよりずっとすばらしいだろうに」とおっしゃってにっこりお笑いになったのを、これまたすばらしいという気になってお見上げする。大夫様がおひざまずきになったことを、何度も何度もお話し申し上げると、（宮）「お前は例のごひいきだからね」とお笑いになったが、ましてこの後の大夫様の御栄華を中宮が御覧なさったならば、その大夫様をひざまずかせた関白様の御果報を私が讃嘆したのももっともなこととお思い遊ばされることであろう。


〔付説〕　「例の思ひ人」という中宮の言葉は、清少納言が道長の人物を買って高く評価していたことを示す、おもしろい資料である。後の〔一三八〕に、清少納言が道長方の誰かと親しいという悪声を同僚の女房から放たれたという話が見える。なお事件年時は伊周の官をメドに道隆の関白に任じた正暦四年四月から翌五年八月（伊周、内大臣）までのことと見るべく、道頼は当時権中納言で合わないが、後官を前に及ぼしたものと見られる。






〔一二六〕　九月のころ、一晩中降り続いた雨が、今朝は止んで、朝日がパッと明るく顔を出したのに、庭の植込みに置いた露は、まるでこぼれるほどにぐっしょり濡れているのも、非常に趣がある。透すい垣がいの羅らん文もんや軒の上などに張り渡した蜘蛛くもの巣の破れ残っているのに、雨滴の落ちとまったのがまるで真珠をかがったように見えるのは、たいそう風情があっておもしろい。

　すこし日が高くなると、萩はぎのひどく重たそうなのが、露が落ちると、枝が不意に動いて人が手も触れないのにピンと上の方に起き上ったのも、たいそうおもしろい、とこんなふうに書いて来たことどもも、他の人にはちっともおもしろくないだろうと思うのが、またおもしろい。




〔一二七〕　正月七日の祝いの若菜を六日人が持って来てわいわい言って、あたりに取り散らかしたりしていると、見たこともない草を子供たちが手に持って来たのを、（清少）「これは、なんという草なの」と聞くと、すぐにも答えず、（子供）「さあ」などと顔を見合わせた挙句、「耳みみ無な草ぐさというのよ」と答える子供がいるので、（清少）「なるほど、なるほど、聞いても知らん顔をしているはずね」と言って笑ったところ、またたいそう愛らしい菊の若生えを持って来たので、





（清少）摘めどなほ耳みみ無な草ぐさこそあはれなれあまたしあればきくもありけり（いくら摘んでも──つねっても──やはり耳無草はかわいそうなものだ。沢山の草の中には言うことを聞く菊もあったことだ）






と言ってやりたいけれども、この冗談もまた子供にはわかりそうにない。
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諸本について　成立について

書名について　内容について

評価について　作者について

中宮定子について







諸本について



　現在伝わる『枕草子』の諸伝本は、三巻本、能因本、前田家本、堺本の四系統に分類されている。この四系統の伝本は、その組織（章段の排列）、本文ともに、それぞれかなり異なった様相を呈していて、本文に関してだけ言っても、この作品は相当程度以上に複雑な事情の下にあると言っていい。しかし幸いに、近代におけるこの作品の研究でおそらく最も進んでいるといっていい分野は、伝本に関する研究であって、現在、問題はかなりな程度のところまで煮つめられていると言っていい。以下に、この四系統の各々について簡単に解説を施した上で、それぞれの評価の問題に触れる。


[image: ㊀]三巻本　現存伝本の多くが三冊に分冊されているところからの名称で、また、その奥書の最も古いものに「安貞二年三月　耄及愚翁在判」とあるので（本書、下巻一七六頁）、安貞二年奥書本と呼ばれることもある。鎌倉時代の初期、安貞二年（一二二八）、耄及愚翁なる戯名の人物によって書写され、本文行間および巻末に勘物（今の注）の付けられたテキストである。この勘物は、現在伝わらない資料の引用もあり、全体として適切な指摘が多く、貴重なものである。相当な古典学者の手に成るものとおぼしく、池田亀鑑博士は、この耄及愚翁なる人物を、当時多くの古典校勘の業績を残した藤原定家ではないかと推測している。定家とすれば、安貞二年はその六十七歳の時である。安貞二年の奥書によって知られるところでは、そのころ既に善本がなく、新しく書写したこの本にも、本文に不審の箇所が多々あることが嘆かれている。現存の諸伝本は比較的新しく、室町末期より前にさかのぼる写本はない。伝写の過程でもかなりの誤写を生じていると観察され、校訂には慎重な配慮を必要とする。三冊に分冊されているものが多いが、もとは上下二巻に分冊されていたものと考えられる。本書の上下二巻の分冊は、その原態の分冊に従ったものである。この系統の本は、さらに、一類、二類に分類される。一類の方が三巻本としては純粋で、二類本は、一類本を主として堺本によって校訂し、さらに独自に本文の改訂を図ったとおぼしき箇所もある。要するに、二類本は、堺本との接触によって汚染された本文と言うことができよう。遺憾なことに、三巻本として純粋と考えられる一類本は、初段「春はあけぼの」から、本書七五段「あぢきなきもの」まで、全体の約四分の一にあたる最初の部分が失われており、この部分は二類本によるほかはない。かつまた、二類本に比べて、伝本の数も少なく、田中重太郎博士の『校本枕冊子』に採られているものは、校合の主底本に使用された陽明文庫蔵旧二冊本、宮内庁書陵部蔵本、陽明文庫蔵三冊本、勧修寺家蔵本（三冊のうち中、下巻）、中邨秋香旧蔵本（三冊のうち中、下巻）、龍谷大学図書館蔵本の六本のほか、『校本枕冊子』の付巻に影印に付されている富岡益太郎氏旧蔵本、前掲の勧修寺家蔵本を書写した岩瀬文庫蔵本があるに過ぎない。二類本は、『校本枕冊子』の校合主底本に使用された弥富破摩雄氏旧蔵本以下、十本を越える。なお、鎌倉末期の成立にかかる浅野家の『枕草子絵巻』の詞書は、三巻本二類に近い本文であり、『清少納言枕草子抜書』と題する抄出本は三巻本一類の本文に近く、いずれも校勘上有力な資料である。

[image: ㊁]能因本　その奥書に「枕草子は人ごとに持たれども、まことによき本は世にありがたきものなり。これもさまではなけれども、能因が本と聞けば、むげにはあらじと思ひて、書き写してさぶらふぞ」とあり、「能因が本」とあるのによって、伝能因所持本、略して能因本と呼ばれる。上下二巻。伝本は室町末期より前にさかのぼるものはない。現存する伝本は少なく、『校本枕冊子』の主底本とされている三条西家旧蔵本、富岡家旧蔵本、高野辰之博士旧蔵本（下巻のみ）、以上の三本が『校本枕冊子』に採録されている写本であり、校本にはほかに十行、十二行、十三行の各古活字本と慶安刊本が採録されている。奥書には、三巻本と同じく、善本のないことが嘆かれているが、現存伝本には書写の過程における損傷も大きく、伝来の状況は、三巻本よりも不幸な事情の下にあったと思われる。岸上慎二博士が筆者にもらされたところによれば、近世初期の古活字版は、一般に当時比較的稀覯の本を上梓したものが多いらしく、能因本が古活字によって板行されたのも、その一つであったのではないか、とのことである。北村季吟の『枕草子春曙抄』は、「承応二年の春、尾州より一本を得たり」とする上下二冊の本を高く評価して、校訂、注釈に活用しているが、それは、挙げた奥書によれば三巻本である。しかし『春曙抄』の本文は、池田亀鑑博士も断じたように、能因本の末流本文とも称すべきもので、近世初期の古活字本以下の本文が能因本系統のそれであることとあいまって、以降、能因本系統の本文が、『枕草子』の流布本的位置を占めるに至った。そういう歴史的事情が、三巻本、能因本の本文の評価に、現在でも微妙な影を落しているように思われるが、そのことについては後に触れる。なお、能因本の伝来に関与したとされる能因は、頼通の時代の有名な歌僧で、俗名橘永なが愷やす、その姉妹が、清少納言の夫であった橘則光の長男則長（清少納言の子供と考えられる）に嫁して、則季を生んでいる。能因が『枕草子』の伝来に関与したという奥書の記載も、むげにしりぞけられないものを持っていると言わなくてはならない。



　この三巻本と能因本とは、章段の排列が秩序立っていないので、雑纂形態本と呼ばれている。それに対して、次の前田家本と堺本とは、章段の排列に秩序があり、類纂形態本と一括して呼ばれることがある。


[image: ㊂]前田家本　前田家の尊経閣に蔵せられている四冊本で、他に類本のない孤本であり、書写も他系統本に比べて格段に古く、鎌倉中期を下らざる書写とされている。「春はあけぼの」にはじまる「……は」形式の章段を集めた冊、「めでたきもの」にはじまる「……もの」形式の章段を集めた冊、「正月一日は」にはじまる随想的章段を集めた冊、「小白河といふ所は」にはじまる日記的章段を集めた冊、以上の四冊から成る。

[image: ㊃]堺本　奥書に、泉州堺の隠士道巴という人の所持した本を写したとあるので、堺本と称される。上下二冊。近世初期より前にさかのぼる写本はない。「春はあけぼの」にはじまり、「……は」形式の章段から「……もの」形式の章段に移り、随想的章段に終っている。日記的章段を欠いているのが大きな特色である。



　以上の四系統の本文は、田中重太郎博士の『校本枕冊子』（古典文庫刊）上下巻、付巻に整備されており、さらに総索引第Ⅰ部、第Ⅱ部が備わっている。各系統諸伝本の詳細については、同書上巻の諸本解題に就いて見られたい。なお、堺本のみの校本も、『堺本枕冊子』として田中重太郎博士によって古典文庫から刊行されている。

　なお、複製、影印については、前に記したように、三巻本一類については、富岡益太郎氏旧蔵本が『校本枕冊子』の付巻に写真凸版により影印されているほか、同じく一類の陽明文庫蔵旧二冊本が、陽明叢書10（思文閣刊）にオフセット印刷によって刊行されている。能因本は、三条西家旧蔵本、堺本は、朽木文庫旧蔵本（『校本』未採録）が、笠間書院から影印に付されている（笠間影印叢刊）。前田家本は、早く昭和二年に尊経閣叢刊の一として複製が刊行されている。

　さて、四系統本の評価の問題であるが、まず形態として、三巻本、能因本のような雑纂本形態が原形（ないしは原形に近いもの）であるか、前田家本、堺本のような類纂本形態が原形（ないしは原形に近いもの）であるか、という問題がある。この点、類纂形態本である前田家本と堺本とが、後人の再編集本であることは、諸学者の一致して認めるところであって、原形推定の問題を現存諸伝本に即して考えるという簡明な立場を執るならば、この二系統の本は、考慮から外してよい。ただし、原形が、今見る前田家本や堺本そのままの形ではないにしても、何等かの形での類纂形態であったのではないかという見解は学界の一部にある。しかし、それは純然たる可能性の問題にとどまるものであって、現存の前田家本や堺本、あるいは三巻本、能因本の形から、そうあったかも知れない類纂形態の原形を透視することは、具体的には不可能である。それに反して、三巻本と能因本とは、本文、すなわちその字句や文章の異同を問題にするならば、明らかに系統を異にする本であり、その章段の排列についても、時に大幅な位置の異同や章段の出入りを見るが、しかし、大局的に観察すると、その章段の排列は、大筋において一致する。あるいは、この両者を通して、原形を透視しようと思えば透視を許すかと思われる程度には、両者の章段の排列は互いに似ている。以上のような事情によって、我々の判断は、雑纂本形態が『枕草子』の原形であったであろうとする判断に傾かざるを得ないのであるが、こうした判断を補強するものとして、さらに四系統の本文の問題がある。

　まず、類纂形態本の中の前田家本は、現存諸伝本中、最も書写の古い写本であるが、これは、能因本と堺本とを合成して編纂されたものであることが、楠道隆氏によって、ほぼ証明の域に近いまで明らかにされている。また、堺本は、原作に対して、はなはだしい後人の改竄の手の加えられたものであることが、同じく楠道隆氏によって主張されており、この見解は全面的に首肯さるべきものと考えられる（楠道隆『枕草子異本研究』）。図に示せば、次のごとくで、前田家本がまず脱落し、堺本が問題にならぬとすれば、残るところは、雑纂本の三巻本と能因本しかない。









　三巻本と能因本と、どちらが、より原作に近いか。この問題は、現在でもなおかなり微妙な問題である。前にも記したように、能因本の現存伝本は、書写の過程においてかなり大きな損傷をこうむっている。前田家本によって、鎌倉中期ごろ、前田家本編者の見たであろう能因本の本文の古い形はかなりな程度にまで復原され得るが、それもある程度と言うにとどまり、能因本をもとにしては、かなり大胆な校訂の手を加えない限り、それだけでは読みがたい。それだけでなく、たとえば人物の官位呼称など、杜撰な点も多々目につき、優劣を言うならば、季吟も『春曙抄』巻頭の解題に「其文意あざやかにて」と言うように、三巻本の優秀性は動かないことのように思われる。さらに問題なのは、両本の語彙、文体であって、三巻本は、無造作で乾いた日常語的性格が強く、能因本は、よりなだらかで情緒的な雅文的性格が強い。加えて、能因本には、少なくとももとの形に後から手を加えたかと思われる箇所が目に付く。一例だけを挙げるが、本書七八段、頭の中将斉信からの手紙について、三巻本には「青き薄様にいときよげに書きたまへり。……蘭省花時錦帳下」とあるのが、能因本には「青き薄様に真名にいときよげに書きたまへるを、……らんせいの花の時の錦の帳のもと」とある。三巻本から能因本のような改訂への過程は考えられても、能因本のような形から三巻本への改訂ということは考えがたい。また、能因本の「らんせいの」以下の訓が、朗詠の訓として古形を伝えたものとも考えがたい節がある。「書きたまへり」と「書きたまへるを」の差も、三巻本の無造作、簡素な文体から、より柔軟な、あるいはより屈折した文体へという過程が考えられ、その逆の過程は考えがたい。全体的に見て、三巻本→能因本という過程は考えられても、能因本→三巻本という逆の過程は考えがたい。三巻本は初稿本の面影を、能因本は作者の再稿本の面影をとどめるものではないかとの田中重太郎博士の観測もあり、あるいはまた、三巻本、能因本それぞれに別々の編集者を考えるべきではないかとする楠道隆氏の見解もある。しかし、三巻本と能因本のそれぞれから受ける文体印象は、ほとんど別人の文章と考えていいほどの差があり、しかも、三巻本から能因本へという改訂の過程しか全体的には考えられない以上、能因本の文章は後人の改訂の手の加わった文章であり、三巻本の文章を、少なくともより作者の原作に近いものと考えざるを得ないであろう。個々のケースについては問題があるにしても、全体的に見る時は、この判断は動かしがたいように思われる。これは、三巻本と能因本との優劣の問題であるには違いないが、むしろ優劣の問題であるより以前に、既に二者択一を迫られている問題と言った方が正しいように思われる。先に能因本の項で述べたように、『春曙抄』、つまり能因本系統の本文によって『枕草子』の読まれて来た歴史は長い。季吟以来、三巻本の本文は識者の注目を惹いており、前に記した四系統の分類を確立した池田亀鑑博士も、早く三巻本善本説をとなえ、将来三巻本が流布本的地位を占めるであろうと予言したが、三巻本が一般に広く読まれるようになったのは、田中重太郎博士によって日本古典全書の『枕冊子』が昭和二十二年に刊行されて以来のことであると言ってよく、その歴史はまだ浅い。平安女流の文章といえば、『源氏物語』を頂点とする雅文的な文章に馴れ、『枕草子』に関しては長く『春曙抄』によって馴致されて来た感覚が、三巻本になじみにくいのは当然のことであると言ってよい。三巻本の日常語的文章はほとんど異端と言ってよいほど、乾いた異質の文章なのである。故玉井幸助博士は、三巻本の本文はどうも『枕草子』の文章として認めがたいように思われるという意味のことを、かつて筆者にもらされたことがある。こういう感覚は正しいと思われる。いずれをとるか、二者択一の問題の前に我々は立たされていると先に言った所以である。一般の読者に読みやすい付注本として、日本古典全書本、日本古典文学大系本、『全講枕草子』（至文堂）、旺文社文庫本、新潮日本古典集成本等、いずれも三巻本であるが、日本古典文学全集本は能因本の三条西家旧蔵本によっており、『枕草子全注釈』（角川書店）も能因本による注釈である。一般の読者にも、比較の材料の提供されることは望ましいことである。

　三巻本を善本とする立場に筆者は立つが、ただ筆者は、三巻本の校訂方針については、諸家とやや見解を異にする。事情は、本書の旧版刊行当時の昭和四十年、四十一年の時点と現在とでも、あまり変わっていないように思われる。三巻本の現存伝本の本文を絶対視することは危険であって、書写の過程において生じた傷は全巻にわたって歴然たるものがある。本書三二段と三三段にかかわる錯簡は、三巻本の原本成立後に生じた錯簡であり、その他意味不通の箇所を取り上げてもその傷は相当の数に上る。現存諸伝本相互の見合わせによって復原できる損傷を復原しても、なおそれだけでは足りない。たとえば、五五段と五六段との間の大きな脱落は既に三巻本の原本に存在した脱落であったであろう。疑ってしかるべき箇所は、能因本以下他系統本との比較をよりどころに徹底的に疑ってしかるべきである。三巻本の優越性が主張されるあまりに、その本文が絶対視されることは危険であって、能因本以下他系統本の持つ本文校勘上の資料的価値も冷静に認められなくてはならぬであろう。既に見て来たように、三巻本の奥書にも能因本の奥書にも、この作品に善本のないことが嘆かれている。両系統とも、現存諸伝本から復原できる範囲での成果だけに満足してはいられない事情がある。本書の校訂の具体的処置については、全巻にわたって読者につぶさに見ていただくよりほかないが、本書は、他書に比較して、能因本以下の本文によって三巻本の本文を訂正することが多いであろう。そうした箇所は総て脚注にその旨ことわってあるが、なお懸案の箇所も多く、問題の箇所も多いであろう。脚注に、比較的多く能因本以下の異文に注意してあるのも、現存三巻本の本文の是非を見極めたいという問題意識の下に本書が成ったからである。三巻本本文の校訂作業は、今なお模索の段階にあるといってよく、本書はいわばその中間報告である。遺憾ながらまだ、と言うべきであろうが──。

　本書が、特にどの本を底本にするとことわらなかった理由も、叙上の問題意識にかかわる。具体的には本書は、『校本枕冊子』の校異を主として辿りつつ作製された。従って、『校本枕冊子』の三巻本の校合主底本、一類本を欠くはじめの方の部分は、弥富破摩雄氏旧蔵本、その後の部分は、陽明文庫蔵旧二冊本を底本としたと、手続き上は言える。しかし、写本というものは、同系統内部の写本それぞれに独自の誤謬を含むもので、それぞれの写本の独自の誤謬は、同系統の他の写本と見合わせることによって消去、清掃されるものであって、そのためにこそ、校本は作製されるのである。校本の存する場合、その校本を活用すれば、何本を底本とするということは、ほとんど手続き上の名目にすぎないことになるはずである。また、そういうことでなくてはならない。校本の存する場合は、三巻本内部の清掃は校訂者に義務づけられているに等しく、また事実、ほとんど自明のこととしてその内部清掃は可能でもある。『源氏物語』の場合でも事情はほぼ同様である。内部を清掃した上で、むしろ校訂の問題はそれ以後にある。特に『枕草子』の場合、そのことは痛感される。厳密にある一本を底本とする立場を貫くならば、校訂上の注記は煩雑さを増すだけであろう。ある本にはこうあるという事実の確認なくしては学問は成り立たないが、事実の確認それ自体は、学問ではない。校訂という作業に冷淡、無関心、あるいは怠惰である時は、かえって学問を失う結果になるであろう。





成立について



　本書下巻の本文の終りに見られるように、三巻本には普通に跋文と呼ばれている文章が終りに置かれている。能因本にもこれに後人が手を加えたとおぼしい文章がある。この跋文は、『枕草子』の成立について作者自身の語るところであって、我々の考察には欠かすことのできない唯一の資料である。委しくは本文を見られたいが、それによると、内大臣伊周が、一条天皇と中宮に草子を献上し、天皇は『史記』を書写されたのに対して、中宮が「これに何を書かまし」と言われた。それに対して清少納言が「枕にこそははべらめ」と言上したところ、その草子を下賜されたので、書いたのが、この草子であるという。このやりとりについては、別に書名について考える時に触れるが、伊周が「内の大臣」と呼ばれているので、素直に考えるならば、草子の献上、下賜のことがあったのは、伊周の内大臣時代、正暦五年八月二十八日から、長徳二年四月に左遷されるまでの約一年八か月ほどの間に限定される。長徳二年は年頭から事の多い年であるから、正暦五年九月以降、長徳元年中の公算が大きいであろう。ついで跋文の語るところによれば、左中将（源経房）が伊勢の守在任中、作者の里邸を訪れた時、不用意にさし出した畳の上にこの草子が載って出たので、経房の目にとまり、そのまま経房はこれを持ち帰って「いと久しくありて」作者の手許に帰った、という。この時以来、世人に読まれるようになった、と跋文は結ばれている。経房の伊勢の守在任の期間は、三巻本の巻末勘物に指摘するとおり、長徳元年、二年の二年間である。すなわち、遅くも長徳二年中には、『枕草子』は成立していたことになる。

　ところで、作者は、手許に帰って来た草子にこの跋文を書き付けたということになるのだが、それはいつのことか。経房が左中将とこの跋文に呼ばれているのが手掛りになる。経房が左中将に任じられたのは、『公卿補任』によれば、長徳四年十月二十二日、その在任期間は長く、長和四年二月十八日権中納言に任じられるまで、約十五年間であるが、長保三年八月二十五日に蔵人の頭、寛弘二年六月十九日に参議に任じられている。蔵人の頭時代には頭の中将と呼ばれ、参議時代には宰相の中将と呼ばれるはずであるから、単に左中将と呼ばれた時期は、より限定されて、長徳四年十月二十二日から、蔵人の頭に任じられた長保三年八月二十五日以前の、ほぼ二年十か月の間ということになる。この間が跋文成立の時期である。跋文成立の時期ということは、作者がこの『枕草子』の首尾を整えて、この草子を一箇の作品としてまとめる作業を完了したことを自ら認めた時期、つまり作品としての『枕草子』の成立の時期である。

　経房の持ち帰った草子、これを仮に草稿本と呼ぶとすれば、草稿本と、跋文の付けられた定稿本との間には、大幅な増補、加筆の作業があったと考えられる。早く三巻本の勘物に注意するところであるが、『枕草子』の日記的章段に書かれた事件の年時に照らせば、事件年時の長徳二年以前にかかる章段はともかくとして、それの長徳三、四年、長保元、二年（二年の十二月十六日に、中宮定子は御産のため崩ずる）にかかる多くの記事は、経房の持ち帰った草子に書き加えられた章段と考えざるを得ないからである。経房の持ち帰った草稿本の規模、内容がどの程度のものであったか、一切わからない。しかし、跋文の内容から推して、今日普通に言う類聚章段、随想章段、日記的章段の総てを含んでいたであろうと、一般には考えられている。

　結局、成立について跋文の直接に語るところは、長徳元、二年のころ、一応の成立を見、世人の目にも触れたこと、間接にこの跋文の存在それ自体の語るところは、この草子の作品としての成稿時期は長徳四年十月末から長保三年八月までであること、以上の二点に尽きるであろう。

　日記的章段の中で年時の明らかな限り最も新しいのは長保二年五月の記事であり（本書二二五段）、同年十二月十六日には、中宮定子が御産のため崩じている。確実には言い得ないことであるが、定子崩後、長保三年の一─八月という期間を定稿成立の時期と考えることができるかもしれない。

　事情は必ずしも単純ではないのであって、この期間以後の執筆あるいは加筆にかかると考えられる章段もあるのである。一二五段末尾に「まいて、この後の御有様を見たてまつらせたまはましかば、ことわりとおぼしめされなまし」とあるのは、中宮がその後の道長の栄達のさまを御覧になったら、ということで、中宮崩後、相当の年月にわたって道長の栄華の数々を見聞した者の口吻であって、崩後間もなくの執筆とは考えられない。二九一段に「道命阿闍梨」の戯笑歌が書き止められているが、道命が阿闍梨になったのは、長保三年十一月のことである。次の二九二段「また傅の殿の御母上とこそは」とあって、道綱母の歌の聞書であるが、道綱は寛弘四年正月に大納言で東宮傅を兼ねた。一〇〇段「淑景舎、春宮にまゐりたまふほどのことなど」の段、終りの方に「殿、大納言、山の井も、三位の中将、内蔵頭など、皆さぶらひたまふ」とあるが、「殿」以下、道隆、伊周、道頼、隆家であり、「内蔵頭」に該当するのは、寛弘二年六月に内蔵頭に任じられた頼親以外にない。一〇二段「二月つごもりころに」の、公任との応酬の末尾に「俊賢の宰相など、なほ内侍に奏してなさむ、となむさだめたまひし、とばかりぞ、左兵衛の督の中将にておはせし、語りたまひし」とある。この「左兵衛の督」に該当する人物としては、公季の長男実成しかない。実成は、長徳四年十月、右近権中将、寛弘五年正月、参議（右中将元の如し）、その中将時代というのは、長保元年か二年と考えられるこの段の事件年時とも合うが、実成が左兵衛督になったのは寛弘六年三月である。長保三年の定稿成立後、ほぼ寛弘の末年までに執筆あるいは加筆された章段もあり得ることになる。





書名について



　『八雲御抄』その他の文献にこの作品の名称はさまざまに呼ばれている。たとえば『八雲御抄』の中では、「清少納言枕草子」「清少納言記」「清少納言抄」「清少納言枕」「清少納言」などと記され、『無名草子』、『大鏡』裏書、定家筆「臨時祭試楽調楽事」等には「枕草子」とある。その中で、「清少納言枕草子」「枕草子」の二つが、正統的なものと認められる。三巻本の写本の題簽の多くにも「清少納言枕草子」とある（「草子」は、「草紙」「双紙」などとも書く）。単に「枕草子」とあるのは「清少納言枕草子」の略称と考えるべきであろう。現在は「枕の草子」と「の」を入れて呼び、これがこの作品の固有の名称とされているが、「枕草子」は、古くは「まくらさうし」（『春曙抄』では「まくらざうし」と濁っている）と、「の」を入れない形である。『栄花物語』、『無名草子』、『徒然草』、『春曙抄』など、はっきりした仮名書きの例があって、少なくとも近世初期まではそう呼ばれていた。「まくらさうし」と呼ぶのを正しいとしなくてはならない。そして、この「枕草子」とは、普通名詞であったと考えられる。どうした事情によるのか、平安時代におけるこの語の用例は極めて乏しく、『栄花物語』のわかばえの巻にわずかに一例を見出し得るにすぎない。


衣きぬの褄つまかさなりてうちいだしたるは、色々の錦を枕まくら草さう子しに作りてうち置きたらむやうなり。かさなりたるほど、一尺余よばかり見えたり。あさましうおどろおどろしう、袖口はまろみいでたるほど、火ひ桶をけささやかならむを据ゑたらむと見えたり。



　万寿二年正月、道長の二女で三条院中宮であった枇杷殿姸子の大饗の当日、華美な好みで有名だった姸子が、女房たちに厚く重ね着させて御簾際に並ばせた、そのいだし衣ぎぬの形容である。草子とは、紙を今の書物の形に綴じたものを呼ぶ名称であるが、衣裳の色目の重なりを、草子の小口に見立てたものである。この用例から、「枕草子」なるものについて確実に言い得ることが二つある。一つはそれが普通名詞であること、二つには、それがかなり分厚い草子であること、この二点である。それから、女房のいだし衣の形容に用いられているところを見ると、「枕草子」は主として女性にかかわりの深いものではなかったかと想像されるが、この想像は後述するように補強材料もあって、かなり確かなことのように思われる。「枕」とは、寝具の枕を意味するものであろう。当時の枕は長方形の箱型であるから、分厚さということでかかわりがあるのかも知れない。なお、枕については後にも少しく触れる。このわかばえの巻の用例に照らせば、「枕草子」は普通名詞であるから、その点から、書名としては「清少納言枕草子」とあるのが本来のものであるべきはずである。それは、「清少納言の書いた枕草子」という意味で、あたかも、紫式部の書いた日記を、「紫式部日記」と呼ぶのに等しい命名である。そして「紫式部日記」の場合と同じく、「清少納言枕草子」の場合も、後人の命名にかかるものと考えるべきである。「枕草子」という略称は、他に類品のないところから、これが固有名詞として通用するようになったものと考えられる。

　それでは何故、後人はこの作品を「清少納言枕草子」と呼んだのか。そう呼んだのは、この作品が清少納言の書いた「枕草子」であるという認定に基づくが、その根拠は、前に「成立について」で触れた、跋文の一節にあると考えられる。「これに何を書かまし」という中宮のお言葉に、清少納言は「枕にこそははべらめ」（それは、枕でございましょう）と答えたというのであるが、その「枕」とは、「枕草子」の略称と古くから見られていたわけである。この跋文は、冒頭が「この草子」と書き出され、末尾にも「端のかたなりし畳をさし出でしものは、この草子、乗りて出でにけり」とあって、一貫して、自分の書いた「この草子」が話題の中心であって、「宮の御お前まへに、内の大臣おとどのたてまつりたまへりけるを」とあるのも、目的語を書かないのは、冒頭の「この草子」を受ける気持からである。跋文のやりとりが、中宮と清少納言のやりとりそのままを忠実に伝えたものかどうかは保証の限りではないが、跋文全体の文勢から、少なくとも文章として「枕草子」の「草子」を略して「枕」と言った気持はうなずける。この「枕」は、「枕草子」の略称と見るほかはないであろう。一条天皇が書かれたという「史記といふ書ふみ」に対応するものとしてもそれは、ある特定の内容を持った書物の名でなくてはならぬはずである。一応ここで、普通名詞「枕草子」の一つの資料としてのこの跋文を、前のわかばえの巻の文章とつき合わせておくと、伊周の献上したという草子は「尽きせず多かる紙を書き尽さむとせしに」とあるのによって、おそらくかなり分厚い草子であったであろうと思われ、この点の符合を見る。また、帝が『史記』を書かれたのに対して、中宮の「枕草子」ということから、男性の『史記』に匹敵するほどの重さを女性の「枕草子」は持っていたであろうという推測が可能で、「枕草子」は女性にかかわるものではあるまいかという先の想像を裏付けもするように思われる。この二つの資料からは、確実には結局以上のようなことしか言えない。ただ、『史記』が固有名詞であるのに対して、「枕草子」が普通名詞である点が、この跋文でひっかかる点であるが、これはいかようにも解釈のつく問題であろう。「枕草子」が、一般的に、ある種の範囲の動かしがたい具体的内容を持ったものであるという事情をそれは物語るものであるかもしれないし、あるいは、特定の場、ここでは中宮を中心とする女房集団の中で、既に諒解ずみの、たとえばその編纂のことが話題にも上っていたものであったのかもしれない。問題は、しかし、こうして『栄花物語』とこの跋文の用例の二つを以てしては、普通名詞「枕草子」の具体的内容を突き止めることができないということである。このことはまた後に言うとして、その前に考えておかなくてはならぬことがある。

　それは、この伊周から献上された草子が清少納言に下賜された事情についてである。「これに何を書かまし」という中宮のお言葉は、帝は『史記』を書かれたが、私は何を書こうか、ということで、それに対して清少納言が「枕にこそははべらめ」と申し上げたところ、「さは、得てよ」ということで下賜されたという。清少納言の言葉は、中宮のそれを受けて、中宮がお書きあそばすなら、それは枕でございましょう、ということであるはずだが、それに対して、何故、「さは、得てよ」（それなら、お前にあげる）と言って下賜されたのか。従来、この疑問をめぐってさまざまな説があるが、それは、おしなべて、清少納言の返答に秘められた機知を中宮が嘉賞されて、いわば褒美として下賜されたとする。その中でも、たとえば『文選』の「徒らに経を枕とし書を藉き体を衡門に紆めぐらすことを楽しぶ」、あるいは『白氏文集』の「白頭の老監書を枕にして眠る」の「枕[image: レ]経」「枕[image: レ]書」を出典とするとする説は、最も理解に苦しむものとすべきであろう。理由が分からぬのである。あるいは、『史記』に、靴の底皮の底しきを連想し、それに対して頭にしくべき枕と答えたとする説、あるいは「しきたへの枕」という歌の慣用句を踏まえたとする説、これらは言葉の洒落と見る。しかし、これらには幾つかの大きな疑問がある。「枕」は「枕草子」の略称と見るほかないことは前に述べたとおりだが、たまたま帝の書かれたものが『史記』であり、たまたま清少納言の頭にあったのが「枕（草子）」であったからこそ、この洒落は成り立つので、まさに後からの説明のためのこじつけとしか考えられない。帝が『史記』を書かれたという事実を前にして、清少納言の選択は「枕（草子）」でしかあり得なかったわけで、言葉の洒落ははいり込む余地がない。たまたまたとえばそれが『文選』とか『文集』とか『漢書』とかであったら、清少納言は何と答えればよかったのだろう。あるいはまた、たまたま、まさにたまたま、『史記』に対して枕というのが言葉の洒落になっていたところで、それが直ちに、この草子の下賜という事情にまでつながるであろうか。元来が、中宮に献上され、中宮が何かを書かれるはずの草子である。中宮と清少納言のやりとりの筋道を追っても、私は何を書こうか、それは（中宮がお書きになるなら、帝の『史記』に対して）枕でございましょう、ということで、それが洒落になっていておもしろいというのなら、それはおもしろい、枕にしましょう、という程度のことまでであろう。このやりとりと草子下賜という事情とが必ずしもストレートには結び付かず、この断絶は依然として埋められがたい。事情は簡明なことのように思われるのであって、その中宮の「枕草子」制作の作業が、草子の下賜によって、女房たる清少納言に托されたと見るほかはない。「枕草子」という作品を清少納言の個人的述作にかかる随筆と見る通念が、このくだりのやりとりを見る目を曇らせていたのではないだろうか。女房は、その仕える主人の手足、耳目の役割を果たす。手紙や歌の代筆のみならずその代作もする。亭子院歌合（延喜十三年三月十三日）の日記は、伊勢の筆に成るとされ、呂保殿歌合（治暦四年十二月二十二日）の日記は、出いで羽の弁の作るところという。数多い歌合の仮名日記は女房の筆にかかるものであろう。醍醐天皇后穏子の日記は『大后御記』として諸書に引かれているが、『河海抄』に引かれているその文を見ると、仮名文で、側近の女房の筆録にかかるものと考えられる。『大斎院御集』も大斎院選子の側近の女房による筆録である。近時発見された大斎院とその女房グループの歌集も、それにならって『大斎院前の御集』と名付けられた。女房が主家に関する記録の筆を執ることはごく普通のことであったので、『紫式部日記』もその一例である。『清少納言枕草子』も、本来は中宮が書かれるはずの『枕草子』を、中宮に代って清少納言が筆作したと考えて、一般的に何の不審もないことであって、跋文のやりとりはまさにそうした事情を物語るものと受け止めるべきであろう。『枕草子』は、作者個人としての述作ではなく、女房清少納言としての述作と考えるべきである。

　さて、最後に、再び、『枕草子』とは何かという問題に触れよう。物語には、物語という普通名詞の用例も多くあり、『源氏物語』その他、幾つもの作品も残っている。それらによって、我我は、物語というものの当時におけるありよう、その性格を、かなりな程度にまで明確に把握することができる。日記についても同様である。しかし、『枕草子』については、その普通名詞としての用例にも極めて乏しく、作品については清少納言の『枕草子』一つしかない。我々は、『枕草子』の何物なるかについての明確な概念を持つことができない状況にある。それが分からない以上、清少納言の書いた『枕草子』についても、その作品としての性格を云々することはできない状況にあると言わざるを得ない。清少納言の書いた『枕草子』について、さらに付け加えるならば、それは、中宮にかかわる、中宮にとって非常に大切な、そして、本来は、あるいは建前としては、中宮の制作ないしは編纂さるべきものであったであろう、ということである。筆者は、頑固に、あえてこの地点に踏みとどまることにしようと思う。筆者は、『枕草子』が随筆であるという通説にあえて異を称える者であるが、それは一つには、この作品が作者個人の、個人としての資格における作物ではないであろうという叙上の観点に立つからである。さらにまた、『枕草子』の何物であるかが分からない段階で、安易にこれを随筆であると規定してしまうことは、事態を隠蔽して、正しい追求の道から目をそらすことになると考えるからである。しかも、そこには誤解が上塗りされている。誰しも、随筆であると言われれば、ああそうかということで安心するであろう。事実、安心している。その危険を思うからである。

　この書名の問題は、跋文の解釈の問題ともかかわって、諸学者の説くところは多岐にわたる。江戸時代から数えれば、この問題に関与した学者の数は、優に五十人を越えるであろう。結局、『枕草子』が何物であるかが分からないために、臆測の説も多く、それらを要約して紹介することはさほど有益でもないであろう。ここでは、筆者なりのアプローチを示すにとどめた。ただ、付け加えておきたいことがある。『枕草子』が、外形的に分厚いというだけでなく、何等かの具体的内容を包含する書物の名称であるとすれば、名称の「枕」は、その内容にかかわるであろうとは当然考えられる。内容にかかわるとすれば、どのようなことが考えられるか。これも文献学的には有力な手掛りがないに等しい。『源氏物語』桐壺の巻に、「このころ明暮れ御覧ずる長恨歌の御絵、亭子の院の書かせたまひて、伊勢、貫之によませたまへる、大和言の葉をも、唐土もろこしの詩うたをも、ただその筋をぞ、枕まくら言ごとにせさせたまふ」とある「枕言」は、これも用例がほかになく、意味を確定しがたい憾みがある。寝具の枕は、その人の魂の安息する所として、みだりに動かすべきものではないとして神聖視されていた。そして、『古今集』巻十三、恋三の「枕よりまた知る人もなき恋を涙せきあへずもらしつるかな」（平定文）、「知るといへば枕だにせで寝しものを塵ならぬ名の空に立つらむ」（伊勢）の歌によると、枕はその主の秘めた思いを知るものともされていた。あるいはまた、当時、『歌枕』という一種の書物があり、現在も『能因歌枕』という書が伝わっているが、その内容は、歌語の解説書といったほどのものであり、歌枕とは、それなくしては歌が歌たり得ない、いわば歌の魂のやどる言葉という意味であるかにも考えられる。直接に『枕草子』の名義と結び付くかどうかは問題であるが、留意しておいてよい材料であるように思われる。





内容について



　清少納言の『枕草子』は、形式、内容、長短ともさまざまな、約三百篇の文章から成る。それらの一つ一つを章段と呼ぶが、それらの章段が雑然と排列されているように見える体裁の本、すなわち三巻本と能因本とを、先に言ったように雑纂本と呼び、同類の章段を後人が分類、整理して再編集したと考えられる前田家本と堺本とを、類纂本と呼ぶ。この雑纂本と類纂本の問題は、いわばこの作品の組織の問題であって、これについては後に簡単に触れたいが、三百篇ほどの章段に盛られた、この作品の内容は、自然、人事の万般にわたって多彩であって、書かれている事柄について内容の分類を試みることは、あまり意味のあることとも思われない。まず目につくのは、「山は……」「川は……」のように、「──は」という書出しで、山なら山、川なら川を列挙して行く形式の章段と、「すさまじきもの……」「にくきもの……」のような書出しで、同じくそのものを列挙して行く形式の章段で、この二種類のものを一括して、普通に類聚章段と呼んでいる。これらは文章形式としても特異で、作品として他に類品もなく、全体として、数え方により出入りはあるが「──は」形式六〇段前後、「──もの」形式七〇段前後を数える大規模なもので、この作品を特徴づける章段群と言ってよい。しかし、困ることは、こうした形式の歴史的由来を突き止めることが、我々に残された資料からは極めて困難なことである。「──は」の形式については、わずかに、『能因歌枕』に、たとえば「春は、かすみしく、あさみどり、さほひめ、むめのはな、さくら、うぐひす」（以下、「夏は」「秋は」「冬は」がある）といった項目があり、あるいは「山をよまば、吉野山、あさくら山、みかさ山、たつた山などよむべし」（ほかに「関」「河」「橋」「森」「滝」「野」「里」の各項目がある）などとあるのを見ると、いわゆる『歌枕』の形式と関連があるのではないかという推測が可能な程度である。「──もの」の形式については、『和泉式部集』正集第二に「つれづれなりしをり、よしなしごとにおぼえしこと」という総題で、「世の中にあらまほしきこと」五首、「人にさだめさせまほしきこと」四首、「あやしきこと」二首、「苦しげなること」二首、「あはれなること」五首、計十八首の歌が載せられていることは一つのヒントとなり得るであろう。『枕草子』の形は「尊きこと」（二六四段）を除いては「──もの」の形であるが、地の文では「あはれなること」（一一五段）「かたはらいたきこと」（九八段）などと言っている。それからまた、この草子の一二九段には「などて、官つかさ得はじめたる六位の笏に、職の御曹司の辰たつ巳みの隅の築つい土ひぢの板はせしぞ、さらば、西東のをもせよかし、などいふことを言ひいでて」という書出しで、「あぢきなきことどもを」、つまり、命名に納得のゆかないものを挙げるといって、汗衫かざみは尻しり長ながと言った方がよいとか、唐衣は短みじか衣ぎぬと言うべきだ、とか、女房たちが宿直とのいの退屈しのぎにくだらないおしゃべりをして夜よ居いの僧の一喝を食うという話がある。これなど、「──もの」形式の類聚章段の発生の現場に立ち会うような思いのされる話であって、『和泉式部集』などを思い合わせると、女房集団を母胎とした遊戯的な形式であろうという思いが強くされる。一般に、一定の規準のもとに物を挙げてゆくというのは、『歌枕』などの場合は、知識的な整理という性格が強いが、もう一つ考えられるのは、知的な遊びの一つの形式としてであって、『枕草子』の類聚章段の形式も、基本的には遊戯の一形式、従ってそれは、基本的には多人数の参加、協力という前提なくしては考えられない性格のものであろう。こういう形式の生まれた母胎は、具体的には、清少納言の属した、定子に仕える女房集団を措いてほかには考えられない。こうした形式が清少納言の独創にかかるといった仮定はまず無理であって、はじめに形式があったと考えなくてはならない。

　次に、類聚章段以外に目立つものは、主として中宮定子にかかわる、宮仕え中の作者の見聞を記録した章段で、普通に日記的章段と呼ばれるものがある。数え方によって違って来るが、ほぼ四十数段を数える。有名な香炉峰の雪の段（二八四段）などがそれで、この段もそうであるが、よく言われる作者の自讃談が多く含まれている。これらの日記的章段をどう見るかということは、作品論にもかかわる奥の深い問題であるが、筆者は、これらの段は、作者が自分のことを書こうとしたものではなく、中宮定子にかかわる記録という意図を持ったものであろうと考える。一見作者の手柄話のように見えるこの段も、よく読めば、「香炉峰の雪、いかならむ」という謎を出したのは中宮で、その謎を解いて「御簾を高く上げ」たのが清少納言である。そして、中宮の女房としてあなたはふさわしいという人々の賞讃の言葉を誇らしげに書きつける。中宮あっての清少納言で、決してその逆ではない。元来、定子という人は、高い教養の持主で洗錬された機知にめぐまれ、自らの好尚によってはなやかな後宮の文明を創出していった人なのであって、この『枕草子』こそ、そうした定子後宮のあり方の忠実な証言者といっていい。清少納言の初宮仕えの体験を書いた「宮にはじめてまゐりたるころ」（一七九段）を読めば、定子を中心とする後宮の高度の文明があってはじめて、清少納言の女房としての才能も十分に開花し得た事情を納得することができるであろうし、あるいは「清涼殿の丑寅の隅の」（二〇段）や「宮の五節出ださせたまふに」（八六段）を読めば、定子その人が後宮の文明とでもいうべきものを創り出していった事情や、その女房教育の実態にも我々は接することができるであろう。「清涼殿の丑寅の隅の」における宣耀殿の女御の逸話や、「村上の先帝の御時に」（一七七段）における兵衛の蔵人の逸話を読むと、零細な縦跡からではあるが、そういう定子の目指した理想の後宮は、村上天皇の後宮を模楷としたものではなかったかと推測される。

　上に述べた、類聚章段と日記的章段以外の章段を一括して随想章段と呼ぶ。章段の分類としては、この三分類が最も簡明なように思われるが、厳密に言うと、この三分類では明確に線を引きがたい事例も多い。たとえば、類聚章段の特色は同類のものの列挙という形であるが、四七段「馬は」は、それでよいとして、続く四八段「牛は」、四九段「猫は」、五〇段「雑色、随身は」、五一段「小舎人童は」、五二段「牛飼は」の諸段は、そのものが一つしか挙げられていなくて、ということは、一つしか挙げられなければ、それは判断の形になるので、随想章段との区別が曖昧である。二段の冒頭「ころは、正月、三月、四月、五月、七、八、九月、十一、二月、すべて、をりにつけつつ、一ひと年とせながら、をかし」は、独立して一段とするのも一法であるが、これは類聚章段とすべきか、随想章段とすべきか、曖昧と言えば曖昧である。三一段「菩提といふ寺に」、二八六段「三月ばかり、物忌しにとて」などの、作者の歌を書き留めたといった性質の諸段も、日記的章段とすべきか、随想章段とすべきか、難問に属する。章段の分類というのは、要するに考える手掛りであって、分類の曖昧なところにこそ、この作品の謎を解くべき手掛りがあると考えなくてはならぬであろう。

　巻頭の「春は、曙」の段は、内容から言って、随想章段と考えざるを得ないが、「夏は、夜」「秋は、夕暮」「冬は、つとめて」という形式は明らかに類聚章段の「──は」の形式から来ているし、それぞれの季節のそれぞれの時刻の情趣を語る文章は、連体形止めの形で、これも類聚章段の形式から来ている。要するにこの段は、類聚章段の形式の強い規制の下に成っている。あるいは、二一八段「月のいと明ぎに、川を渡れば、牛の歩むままに、水晶などのわれたるやうに水の散りたるこそ、をかしけれ」、これは、随想章段であるが、「いみじうねぶたしと思ふに、いとしもおぼえぬ人の、押し起して、せめてもの言ふこそ、いみじうすさまじけれ」、これは、「すさまじきもの」（二二段）の中から抜いた一文で、文型の同じであることが注意されるであろう。あるいは二〇八段「見物は」、二二九段「社は」のように、はじめは類聚章段で、次に長文の、それが独立してあれば随想章段と考えざるを得ない性質の文章が続くといった例もある。まだほかにもあるが、例示はこのくらいにとどめなくてはならない。結論的に言うと、いわゆる随想章段なるものは、類聚章段をその発生源として、それから脱化、あるいは派生したものと考えるべきもののようである。

　そして、これは、ここでは仮説的な見通しとしてしか言えないけれども、日記的章段の性格は、随想章段のそれと、普通に考えられるほど遠いものではなく、随想章段を通じて、あるいは、ある場合には直接に、類聚章段にその根はつながるものではないかと考えられる。「をかし」「めでたし」「心にくし」「うれし」「きよし」「すさまじ」「にくし」「うつくし」あるいは「あはれ」「あて」「ないがしろ」などの語は、それぞれに当時の価値観に通ずる窓口のようなものであるが、大局的に言えば、作者のものを見る目は、これらの窓口を通して、そして通してのみ、自然、世態、人情の万般の事象を見ていこうとする目であったと言い得るであろう。作者の操作は、カメラのシャッターを切るように目まぐるしく、あらゆる対象がその前をあわただしく通り過ぎて行くが、通り過ぎる事象や心象を選び取り、窓口を開閉する操作を導いたものは、一種の文明の感覚とでも言うべきものであって、それは具体的には、定子後宮の女房集団の中にはぐくまれた好尚であったと思われる。

　以上のようなことを精密に論証するには、なお根気強い観察と多くの労力を必要とするけれども、この問題を考えるに当たって、視野から外してならないのは、作品の組織、言いかえれば章段の排列の問題である。雑纂形態をこの作品の原形と考えざるを得ないことは前にも言ったが、雑纂形態から、今見る堺本や前田家本のように、後人が整理、再編集して類纂本を作るという事情は容易に考えられるが、逆に、何等かの形の類纂本形態の原形から、三巻本や能因本のような雑纂本の形態になるということは考えがたいのである。しかし、現在の雑纂本の排列は、部分的に連想によるつながりを説明できても、全体的にその排列のあり方を説明することには成功していない。しかし、章段の排列の問題と、先の三分類の章段相互のつながりを見出して行く作業とは切り離すことのできない問題であって、今後、この接点に何等かの成果が見られる時、この作品の性質の解明にはじめていとぐちが付いたと言い得るであろう。





評価について



　この作品の評価は、一般に考えられるほど単純な問題ではないであろう。今日、人はこの作品を随筆と規定して疑わないが、もちろんそれは理由のないことではない。『枕草子』は、後世に『徒然草』というすぐれた後継者を得、歌人正徹が『清巌茶話』の中で「枕草子は、何の作法もなく書きたるものなり。三巻あるなり。つれづれ草は、枕草子をつぎて書きたるものなり」と言って以来、『徒然草』から『枕草子』へといういわば逆系譜の設定が確立したのである。この正徹の認定は、それなりに正しいであろう。それは清少納言の才能そのもののしからしめるところであって、さまざまな話題を、自在に奔放にそして多彩に運んで渋滞の跡をとどめないのは、散文家としてのほとんど稀有な才能と称していい。そしてまた、ある意味でこれほど親しみやすい作品もないのであって、その親しみやすさは、作者のほとんど無垢といっていいほどの人の好さ、単純さによるものと言い得るであろう。よほど心の素直な、ものをまっすぐ見ることのできる人であった。それは多少ともこの作品に接した人なら、誰しも異議なく納得し、諒解するところであろう。事態がこのように読者にとって単純、明快であるところに、しかし実は、作品理解の大きな陥穽が存するように思われる。およそ文章というものは、どのような程度のものであれ、世界解釈という性格を持つ。それはおそらく、我々の肉体のあり方そのものの文章への投影が、ある客観的な形で、世界に対する我々の肉体のあり方という一種の関係を、文章に暗示するからである。高度の意味での文体という概念の成立する場所がそこにある。『枕草子』には、そういう性格がない。ないと言って語弊があるならば、それがないに等しいほどに稀薄である。この草子の文章には、凡庸の才能からするならばアクロバットに似たような見事な筋肉の躍動がある。そして、その躍動によって、きわどい跳躍のように叙事が運ばれる。事を叙するという目的に、これほど間然するところなくその役割を果している文章も稀であるだろう。しかし、それだけなのである。空しいと言えばこれほど空しい文章もない。極度に稀薄な、真空に近い空気の中に、従って、書かれている事柄の一つ一つが、裸のまま、つまり世界解釈の隈取りや陰影を帯びることなく、我々の前に投げ出されている。この隈取りや陰影にこそ、立体的に言うならば、肉付けにこそ、読者の側での解釈作業の手掛りがあると言うべきなのである。この草子の文章は、我々に、そういう意味での解釈の手掛りを与えない。与えようとしないかに見える。我々に残された道は唯一つしかない。あるいは、この作品を前にして、我々のとりあえずなすべき作業は一つしかないように筆者には思える。それは、この草子に書かれている事柄一つ一つ、その事柄の中には、たとえば「山は……」といった文型の問題も含まれるし、作者の時折もらす感想や感慨も、ある場合には作者が感慨をもらそうとしないことも含まれるが、──とにかく事柄の一つ一つを綿密に仔細に点検してゆく作業である。つまり、注釈の作業である。注釈はどのような作品にも必要な作業であるが、この作品の場合は、接近の手掛りがほとんどそこにしかないという点が特異なのである。そこに、さらに、何も彼もが、ほとんど説明なしに投げ出されているという事情も付け加えるべきであろう。この印象を語ることは案外にむつかしいのだが、総てが、作者にとって、何か既に極めて自明なことなのであって、その自明なことの上に立って書いているとしか考えられないのである。もとより我々は、同じ日本人ではあるが後世の偶然の読者であるに過ぎず、ある作品の世界から拒絶されたとしても文句をつける筋合いはないであろうが、これほど読者の入域を拒否するかに見える作品を私はほかに知らない。この『枕草子』の、予想された読者とはいったいどういう読者だったのであろうか。断言するけれども、『枕草子』はけっしておもしろい作品ではないのである。と言うことは、読むのにやさしい作品ではないということである。ここであからさまに筆者の経験を述べるならば、筆者にとって『枕草子』はつまらない作品であった。作者が感嘆しても、おもしろがっても、嘆いてみせても、それはそれだけのことであって、少しもこちらの心を打たない。何がおもしろいのかと思われるだけであった。そして、教室で学生諸君と一緒にこの作品を読んで、もう一つあきれたことは、一から十まで、わからないことだらけだということであった。「山は」の段一つを取ってみても、こうした段の書かれた意図そのものがわからない。どこがおもしろいのかもわからない。結局、一つ一つの山の、いわば素姓を調べることからはじめるほかない。そして困ったことに、ほとんどの注釈が、我々の問題意識に答えてくれない。答えてくれないだけでなく、そもそも答えようとする姿勢がない。注釈そのものが、注釈でありながら注釈作業というにふさわしい内容のものとはとても思えない。注釈の荒廃という言葉を私はどこかで使った覚えがあるが、仕方なく、私は私なりに、注釈用のメモを書きためて行ったが、それが本書の基礎になった。

　『枕草子』の注釈は、脚注、頭注程度では足りない。必要ぎりぎりの骨組みだけのことを書いても、本書では見られるようにかなり多量の補注を必要としたが、骨の折れるそうした注釈作業を重ねて行くうちに筆者には、ハタと思い当たることがあった。この作品は、作者個人の、個人の資格においての述作ではない、という一事である。それは、女房清少納言としての述作であるということである。『枕草子』について言う場合、人は必ず作者清少納言の才能ということを言うが、そんなことは、誰にでもわかることであって、改めて言われるまでもないことである。しかも、一番困ることは、その一点だけに固執し、そこだけを窓口にしてこの作品に接しようとする時には、一切がわからないという事態の中に我々は身を置くはめになるということである。視点を百八十度かえて、彼女のここに書き留めようとしたものが、女房としての清少納言が全面的にそれに身をゆだねていた、定子をいただく後宮の文明の記録であると見る時、一切の問題が氷解するように思われる。先に言った、説明がないということもよくわかる。彼女はその文明の価値を疑うことがなかったからであり、それは彼女にとって、自明の上にも自明のことだったからである。読者を拒否するかに見える表情もよくわかる。それ自体として自明であるとの確信のある世界は、他者をよせつけない。つまらない理由もよくわかる。彼女は彼女自身の関心の中にしかいないからである。それを、個人としての彼女自身の方から接近しようとしても無駄であるはずで、彼女の関心を持った事柄の方から──ということは、そこに、後宮の文明の世界と、その中に身を置く女房清少納言という関係を設定することにも同時になるのだが、──接近するほかはないのである。後宮の文明の記録と見る視角からする時、この草子の記述の一切が、彼女の精神がまさにそうであったと同じように、生彩を帯びて躍動して来る。つまり、この作品がおもしろくなる。目から鱗が落ちるとは、まさにこういう経験を言うのであろう。彼女ほど私のない人間も珍しいと思うが、そうであればこそ、女房の書き物として、これほど徹底した書き物も残すことができたのであろう。彼女の関心が、女房として、という動かしがたい枠の中にあることに、この作品の功罪の両面があると言わなくてはならない。





作者について



　清少納言の家系、兄弟については、系図を参照されたいが、曾祖父に古今集時代の歌人深養父を持ち、元輔を父として生まれた。元輔は、いわゆる梨壺の五人の一人として『後撰集』の撰にたずさわり、『万葉集』に古点を施した歌人として著名である。元輔は、寛和二年（九八六）に肥後守となったが、永祚二年（正暦元年、九九〇）六月に八十三歳で歿した。『今昔物語集』巻二十八、第六話に元輔に関する逸話があり、「馴なれ者ものの、ものをかしく言ひて人笑はするを役とする翁」とされていて、人を食ったその言行が活写されている。彼女の教養が、その家庭環境に多くを負うていたであろうことは容易に推察されるが、また、勝気で、機知に富み、諧謔を好んで、ものにこだわらない作者の性格は、多分に父親譲りのものではなかったかと想像される。

　本書の七八段と八〇段に登場する橘則光は、作者の最初の夫であったと考えられる。七八段に付けられた三巻本の勘物には、則光に続いてその長男則長の官歴を記しているが、それに「橘則長、治安元年補[image: 二]蔵人[image: 一]、元非蔵人、進士、四十。従四位下陸奥則光一男、母皇后宮少納言。八月廿九日図書権助、二年三月廿九日修理亮、三年二月式部丞、万寿元年正月叙、長元六年正月越中守、七年於[image: 二]任所[image: 一]卒、五十三。寛仁元年十一月非蔵人、讃岐掾。則長天元五年生歟」とある。この勘物により、作者は則光と結婚して長男則長を生んだことが知られる。歿年から逆算してその生年を天元五年（九八二）と推定しているが、この年は則光の十八歳の年である。八〇段の、作者と則光との仲違いを述べた箇所の三巻本勘物に「勘[image: 二]見蔵人補任[image: 一]即子息之父也」とあって、則長に関する勘物は、今は伝わらない『蔵人補任』を引いたものである。作者の生歿年は不明であるが、ほぼ則光と同年輩と考えてよいであろう。系図によれば、則光には、則長、季通、光朝の三子があり、光朝には「母行平女」という注記がある。季通の母はわからないが、あるいは清少納言であるのかもしれない。則光は長徳元年（九九五）正月に蔵人に補せられ、同四年正月に叙爵して蔵人を退いたが、この長徳元年、二年、三年の蔵人在任中、既に中宮のもとに出仕していた清少納言と互いに「いもうと、せうと」と呼び合う親しい間柄であり、それは帝をはじめ誰知らぬ者もなかったことという（七八段）。長徳元年は、則長出生後、十三年を経ているが、この時は既に二人は離別していたと思われ、八〇段の終りの三巻本の勘物には「離後依[image: 二]旧好之知音[image: 一]号[image: 二]兄弟之由[image: 一]歟」とある。

　三二段、八六段に登場する当時の有名歌人藤原実方は、作者の中宮出仕前から作者とひそかな愛人関係にあり、その関係は出仕後も続いていたように考えられる。『実方集』に「元輔が娘の、中宮にさぶらふを、大方にていとなつかしうかたらひて、人には知らせず、絶えぬ仲にてあるを、云々」とあって、二人の贈答が載せられている。実方は、長徳元年正月に陸奥守となり、四年、任地に歿したから、出仕後の関係は、作者の宮仕えの初期一年ほどのことにすぎなかった。

　清少納言の中宮出仕は、いつのことか。一三三段「円融院の御果ての年」の段は、正暦三年二月のころのことであるが、この段には作者自身は登場せず、全体の感じから言って、作者の聞書きと見るべきものである。八六段「宮の五節出ださせたまふに」の段は、前田家本の勘注に「正暦四年十一月十二日定子献五節給」とあり、ほかに信憑すべき資料もないが、またこの勘注を積極的に否定するに足る材料もなく、しばらくこれによれば、作者の初宮仕えの時は、正暦三年二月後、同四年十一月以前ということになる。二六三段、正暦五年二月のことであった積善寺供養の段によれば、この当時、作者はまだ新参の女房であった。一七九段には、作者の初宮仕え当時の経験が活写されているが、それによれば、寒いころで、雪が降っていた。以上の材料を綜合すると、正暦三年冬から正暦四年春にかけての時期か、正暦四年十一月からあまり隔たらぬこの年冬か、二つの可能性しかないが、正暦五年二月にまだ新参だったという点を考慮すると、正暦四年冬と考える方が自然のようである。仮に清少納言の生年を則光と同年とすれば、正暦四年はその二十九歳の年で、宮仕え当時作者は既にあまり若くないといった口吻をもらしているところとも符合する。作者は、長保二年十二月に皇后定子が御産で崩ずるとともに宮仕えを退いたものと一般に推定されているが、そうとすれば、その宮仕えはほぼ七年間ということになる。作者自ら三八段「鳥は」の段に、宮中に「十年ばかりさぶらひて」と言っているが、それは大まかに言ったものなのであろうか。皇后崩後、皇后の遺された一品の宮脩子内親王にお仕えしたという説もあるが、確認するすべもない。

　宮仕え中、藤原斉信、藤原行成、藤原公任等、当時の錚々たる廷臣たちとの交渉は『枕草子』中に活写されているが、特に行成とは親交を結んで、行成は、作者の「局の簾」を「うちかづ」くといった間柄だったという（四六段）。それは、局への自由な出入りを意味するようであるが、愛人関係にあったとまで考える必要はないように思われる。当時の女房の実態から言っても、また『枕草子』中の記事からしても、おそらく作者が何人かの愛人を持っていたであろうとは考えられるが、その実際はわからない。系図によれば、清少納言の注記に、「摂津守藤原棟世妻」とあるが、その棟世の系図には、「上東門院女房、号[image: 二]小馬命婦[image: 一]」と注記のある女子がある。この小馬命婦は、『範永朝臣集』に「女院にさぶらふ清少納言が娘、こまが草子を借りて返すとて」という詞書で贈答の交わされている「こま」と同一人物と考えられるので、清少納言は、棟世との間に、上東門院（彰子）に仕えた小馬命婦という一女をもうけたと考えられる。棟世は、『小右記』長徳五年（長保元年）七月三日の条に「摂津守棟世」と見えるから、このころ摂津守であったことがわかる。書陵部蔵異本『清少納言集』に「津の国にあるころ、うち（の）御使に、ただたかを。世の中をいとふなにぞの春とてや（伝本ニモ無[image: レ]末）。のがるれど同じ難波のかたなればいづれも何か住吉の里」という贈答が見える。この「ただたか」は、『枕草子』六段に登場する蔵人忠隆であろう。忠隆の蔵人在任は、長保二年正月から寛弘二年正月までであり、清少納言の摂津在住は、定子の崩じた長保二年十二月以後のことでなくてはなるまいから、この贈答の年時は、長保三、四、五年、寛弘元年の四年間のことであろう。このころ、清少納言は、夫棟世とともに摂津に在ったものと思われる。結婚の時期は明らかでないが、宮仕えの末期か、定子の崩後間もなくのことであろう。

　晩年のことも、歿年のこともわからない。『古事談』二に「頼光朝臣遣[image: 二]四天王等[image: 一]令[image: レ]打[image: 二]清監[image: 一]之時、清少納言同宿にて有けるが、依[image: レ]似[image: 二]法師[image: 一]欲[image: レ]殺之間、為[image: レ]尼之由云（ママ）えんとて忽出[image: レ]開云々」という凄惨な話を伝える。清監とは、清少納言の兄弟で大宰少監であった致信のことで、致信殺害の記事は『御堂関白記』長和六年三月十一日の条に見え、下手人は源頼親（満仲の子で、頼光の弟）である。清少納言は尼になって致信のもとに身を寄せていたが、殺されるのをまぬがれるために女性であることの証拠を見せたという。この話が真を伝えているとすれば、長和六年当時、尼になってまだ世に在った。先の推定年齢によれば、五十三歳の年である。『赤染衛門集』に「元輔が昔住みける家のかたはらに清少納言住みしころ、雪のいみじく降りて隔ての垣もなく倒れて見わたされしに、あともなく雪降る里の荒れたるをいづれ昔の垣根とか見る」とあるのは、いつのころのことであろうか。『公任卿集』に「清少納言が月輪に帰り住むころ、ありつつも雲間にすめる月の輪をいくよながめて行き帰るらむ」とあるのも、いつのことかわからないが、月輪は元輔の別邸のあったところで、東福寺近辺であろうとされる。『紫式部日記』の辛辣な清少納言評は有名であるが、その結びに「そのあだになりぬる人の果て、いかでかはよくはべらむ」とあるのは、清少納言の落魄を思わせるような筆致である。紫式部がこれを書いたのは、少なくとも寛弘五年は過ぎた時点であり、定子の崩から既に十年近くたっている。先に引いた『古事談』の少し前の所に「清少納言零落之後、若殿上人あまた同車渡[image: 二]彼宅前[image: 一]之間、宅躰破壊したるを見て、少納言無下にこそなりにけれと車中に云を聞て、本自桟敷に立たりけるが、簾を搔揚、如[image: 二]鬼形[image: 一]之女法師顔を指出云々、駿馬の骨をば不[image: レ]買やありしと云々」とあるのは有名な話であるが、清少納言の晩年の険しい姿を伝える話である。彼女の晩年を見る世間の目のきびしさを思わせるものがあるが、それは、清少納言がそれに殉じたと言ってもいい主家の非運と、無関係ではなかったであろうと思われる。





中宮定子について



　既に見て来たように、この『枕草子』という作品において、また作者清少納言にとって、中宮定子の存在の持つ意味は決定的に重い。清少納言が定子に仕えることがなかったら、『枕草子』という作品も書かれることはなかったであろう。たしかに『枕草子』は清少納言個人の才能に支えられているものであるが、しかし、その才能の開花自体が、定子の後宮という環境を母胎にしてはじめて可能であったと考えられる。また、清少納言の、定子に対する心服と愛情と讃嘆の思いなくしては、『枕草子』は書かれることがなかったであろう。『枕草子』に接してもっとも興味のある問題は、後宮の文明のあり方という問題であるように思われる。この問題を抜きにして『枕草子』を語るわけにはゆかぬとすれば、中宮定子その人について、知るべきことは知っておかなくてはならない。

　中宮の父道隆は、摂政、関白、太政大臣藤原兼家の長男で、正暦元年（九九〇）五月八日、病によって関白を辞した兼家の跡を襲って関白の職についた。時に三十八歳で、中の関白と呼ばれた。定子は、高内侍と呼ばれた高階貴子を母として生まれ、同腹の兄弟、妹には、伊周、隆家、隆円、原子（三条院東宮時代の女御、淑景舎）、三の君（敦道親王妃）、四の君（御匣殿）がある。正暦元年一月二十五日入内、二月十一日女御、十月五日中宮になった。この年一月五日、一条天皇は十一歳で元服されており、その後宮に入ったのである。長徳二年十二月に第一皇女脩子内親王、長保元年十一月に第一皇子敦康親王、長保二年十二月十五日に第二皇女媄子を生んだが、この御産のために十五日の深夜から十六日の払暁にかけてのころに亡くなった。『日本紀略』にはその崩を十六日の条にかける。享年を、『日本紀略』『扶桑略記』『大鏡』裏書等には二十五歳とするが、行成の『権記』には二十四歳とする。二十五歳とすれば、入内の時は十五歳、二十四歳とすれば、十四歳である。后の位にあること十一年であった。道隆の長男伊周は、正暦二年正月、十八歳の若さで参議になり、同年九月権中納言、翌三年八月権大納言、五年八月内大臣と累進し、一族は栄達したが、この中の関白家の栄華も長くは続かず、長徳元年（九九五）四月十日、道隆は四十三歳の若さで亡くなる。この年は『大鏡』に大疫癘の年と呼ばれ、四月から六月にかけて中納言以上の薨者八人を出したが、道隆の死は大酒のためと言われる。正暦元年に政権の座についてから、わずかに五年目であった。道隆は政権を長男の伊周に譲るつもりであり、その工作は一時成功したかに見えたが、事、志と違って、政権は道隆の弟道兼に移り、道兼が疫癘に倒れて、さらに道長の手に移った。この間には、兼家女で、一条天皇の母后であった東三条女院詮子の意向が強く働いたと伝えられている。この時から、叔父、甥の間柄である道長と伊周、隆家との間の反目、確執がはじまるが、翌長徳二年四月二十四日、権大納言伊周は大宰権帥に、権中納言隆家は出雲権守に左遷、配流されるという事件が起こった。中宮定子もそのため五月一日落飾出家するという事態になり、これ以後、長保二年に崩ずるまで非運の五年間を過ごすことになる。ただこの年十二月にはじめて第一皇女の御産があり、引き続き御子の出産のあったことは前に記したとおりで、一条天皇の御寵愛は変わらなかった。この配流事件で、中の関白家の没落は決定的になったが、伊周、隆家の罪状は、この年正月十六日、花山法皇に矢を射かけ奉ったこと、東三条女院詮子（円融天皇女御、一条天皇母后）を呪詛し奉ったこと、臣下の修してはならぬ大元帥だいげんの法を伊周がひそかに修したことの三点とされている。花山法皇の事件というのは、伊周が藤原為光の三女に通い、花山法皇がその四女に通っていたのを、伊周が自分の女を横取りされたと誤解し、日ごろ法皇と喧嘩沙汰など起こしていた弟の隆家が、従者二、三人とともに夜陰、法皇をおどすつもりで矢を射かけたところ、運悪くその矢が法皇の袖を射通したのだという。他愛のない話であるが、不敬事件として問題化し、政略家の道長に巧みに乗ぜられて、伊周、隆家はその政治生命を断たれるに至ったのである。この政権の交替、左遷事件のいきさつは、『大鏡』『栄花物語』にくわしい。もともと中の関白道隆の政権は世間の悪評の的であったらしく、秀才肌ではあるがお坊ちゃん気質の伊周も、政治家としては極めて人気がなかったように伝えられている。この一族の末路は悲惨というに近く、道長の栄華の陰に、いずれも比較的短命でもあった。伊周は、寛弘七年、失意のうちに三十七歳で亡くなった。伊周たちと腹違いであるが長男の山の井の大納言道頼は長徳元年に二十五歳で亡くなった。中宮の次の妹原子は、三条院の東宮の時の女御で淑景舎と呼ばれ、『枕草子』の一〇〇段にも出るが、長保四年八月、二十二、三歳で急死、三の君は敦道親王の妃であったが、離別して落魄したと伝えられる。四の君は、定子の遺した敦康親王の母代りということで宮中に上り御匣みくしげ殿どのと呼ばれて一条天皇の寵を受けたが、長保四年六月、十七、八で歿した。長命だったのは隆家で、兄伊周とは違って剛腹なところがあり、道長とは性格的にもうまが合ったらしい。帰京後、中納言、大宰権帥、大蔵卿などを歴任して、長久五年、六十五歳で亡くなった。定子の御子たちも、系図に示したように、脩子内親王を除いては夭折した。

　『枕草子』の日記的諸章段の背景には、以上に述べたような苛酷な政治的情勢があるのであるが、作者は、ごく稀に、ほっともらす吐息のように軽く一言触れるか、短い感慨をもらすだけで、一切、中宮の非運の現実について語ろうとはしない。きらめくように豪奢な中宮の栄華、あるいは、逆境にあっても名門の子女らしく温雅を失わぬ中宮の美しい姿をしか書こうとしない。そこにあるのは正の世界だけで、負の世界はきれいに切り捨てられている。きびしい選択の目が働いていたと見るよりほかなく、定子が定子である所以のもの、中宮に体現されていた、作者にとって価値ある世界──それは女房にとって価値ある世界ということであるが──、それをしか作者は書こうとしないのである。『枕草子』を、後宮の文明の記録と見る所以である。そして、それは、作者にとって、政治の世界で敗れ、亡んで行ったものなのである。この価値の世界を、作者はきらめくような美しさで描くが、それがきらめくように美しければ美しいほど、異様な険しさと危うさを同時に秘めていると言わなくてはならぬであろう。

　ここで思い起こされるのは『大鏡』のことである。『大鏡』は、平安時代の政治的暗闘の歴史を──それはほとんど生理的に、現代の日本人にも身近な多くの実例を通じて親しく了解されるていのものであるのだが──、大和魂と才ざえの対立、抗争の歴史として見事な図式のもとに描き切っている。大和魂とは、本来はこの大和の国の貴人が大和の国の貴人らしく生きるべく身に体していなくてはならぬ美徳というほどの意味であろうが、それは、運にめぐまれ、豪胆に事に処するが、隠忍自重すべきは隠忍自重し、機略に富み、場合によっては悪辣ともいえる謀略も敢て辞さない、政治家としての力量を言う。政治家といっても、現代的に言えば、ステイツマンではなく、ポリティシャンの意味である。才ざえとは、漢学の学識を言う。政治家として、漢学の素養は必須のものであったが、しかし、才だけでは政治家としての資格に欠けるという考え方は、この時代、牢固として抜きがたいものがあった。こう書いてくると、現代の政治を見ていても、何か身につまされるような気がしてくるが、『大鏡』は、菅原道真を才の人として、大和魂の人である藤原時平との対立、そして失脚の非運を描き、そして、伊周と道長の対立を、このいわば図式の再現として描く。『大鏡』は、道真、伊周の学識をたたえ、その非運に同情の言葉を惜しまないが、また、時平、道長、特に道長の人間としての、また、政治家としての力量をも讃嘆して止まない。謀略の悪辣ぶりもそれとして容赦なく書くから、奇妙ななまなましさがあり、昔の日本人の方がよほど正直で立派だったと感心したいようなところもあるが、これほど明確に日本人の原型とでもいうべきものを書ききった文献を筆者はほかに知らない。この『大鏡』の図式を以てすれば、中宮定子も、兄伊周とともに、漢学者としての祖父高階成忠、婦人ながら宮中の詩筵にも列したという母高内侍（貴子）の血を受けて、まごうことなき才の人であった。清少納言も明らかにこの才の系譜につらなる。

　中宮の晩年、長保元年十一月一日、道長の長女彰子は十二歳で入内し、七日に女御となった。翌二年二月二十五日、女御彰子を中宮とし、中宮定子を皇后とするという二后冊立の異例がここに開かれた。この彰子の後宮については、『紫式部日記』がまたとない好資料を提供しているが、才気に溢れた定子の後宮に慣れていた廷臣たちに、野暮ったいともいえる彰子の後宮の評判はかんばしいものではなかったようで、紫式部はいらだちを隠そうともせず、弁明にこれつとめている。あの辛辣な清少納言評は、斎院の女房中将の君の手紙の内容に端を発するもので、紫式部の女房としての対抗意識を抜きにしては正しい理解は得られないであろう。平安時代人の経験は、才ざえを鼻にかける人物は出世もできないし、終りもまっとうしないという通念を抜きがたいものにしている。『紫式部日記』にも「男だに、才がりぬる人は、いかにぞや、はなやかならずのみはべるよと、やうやう人の言ふも聞きとめてのち、一といふ文字をだに書きわたしはべらず」と言っている。清少納言もこの点から断罪されているに等しく、先に紹介した晩年の落魄の説話も、こういう通念によって増幅されたものであったであろう。たしかに、亡ぶべきものは亡んだのであろうが、その記録は、清少納言という稀有の才能によって後世に遺されたのである。

　長保二年二月十日、女御彰子は、立后の儀のために里邸に退出。翌十一日、中宮定子、内裏入御。中宮は前年、十一月七日、平生昌邸で第一皇子敦康の御産があり、二月十八日その御百日の儀があった。二月二十五日、彰子、中宮、定子、皇后となる。三月二十七日、皇后定子、生昌邸に出御、代って、四月七日、中宮彰子、入内。八月八日、皇后定子、入内、同月二十七日、生昌邸に出御。これが最後となって、十二月十六日の未明、媄子御産のために崩ずる。『栄花物語』鳥辺野の巻によれば、崩後、御帳の紐に結び付けた三首の歌と、葬送の作法などを記した遺言が残されていたという。


夜もすがら契りしことを忘れずは恋ひむ涙の色ぞゆかしき

知る人もなき別れ路に今はとて心細くもいそぎ立つかな

けぶりとも雲ともならぬ身なりとも草葉の露をそれとながめよ



　三首とも、一条天皇への遺詠と見てよいであろう。三首目は土葬ということを暗示する。当時一般の風であった火葬ではなく、土葬を望んだことは、解かるべき一つの謎である。葬送は二十七日で、雪の降りしきる夜であったという。葬送の夜の一条天皇の詠が一首残されている。


野辺までに心ばかりは通へどもわがみゆきとも知らずやあるらむ



　墓域は、今熊野に鳥辺野陵として残るのがそれとされている。




　この解説の稿は、もと昭和五十一年七月の執筆にかかる


石田　穣二　　
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